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第Ⅳ章　理化学分析

１　はじめに

　ボーリング調査により、北の崎遺跡周辺の地質構

成を把握するとともに、採集した試料を用いて自然

科学分析を実施し、縄文時代からの北の崎遺跡の古

環境を推定することを目的とする。尚、分析に関し

ては、放射性炭素年代測定・炭素及び窒素含有量・

花粉分析・植物珪酸体分析・珪藻分析を行うことに

より多面的に考察を加えていった。

２　放射性炭素年代測定

（１）測定方法

　放射性炭素年代の測定は、以下の手順で行った。

①　メス等を使用して表面的な汚れを削り落とす。

②　試料を遠沈管に入れ、酸・アルカリ・酸処理

を施し、不純物を除去する。

※酸処理……IN塩酸（80℃）数時間

　アルカリ処理……水酸化ナトリウム水溶液

試料番号 ボーリング
地点 深度 測定試料 δ13Ｃ

（‰）
14Ｃ年代
（yBP)

暦年代
（２σ）

No. １ ２ 2.30
～ 2.35 土壌 －24.70  820±40

1230AD
1190AD－1260AD
1160AD－1280AD

No. ２ ２ 2.55
～ 2.60 土壌 －24.80 1030±40

1010AD
 990AD－1020AD
 960AD－1040AD

No. ３ ２ 2.75
～ 2.80 土壌 －26.80 2170±40

 200BC
 350BC－ 300BC
 220BC－ 170BC
 370BC－ 100BC

No. ４ ２ 3.25
～ 3.30 土壌 －28.10 2560±40

 790BC
 800BC－ 770BC
 810BC－ 760BC
 680BC－ 550BC

No. ５ ２ 4.60
～ 4.70 土壌 －23.90 6530±50

5480BC
5510BC－5470BC
5550BC－5380BC

Ｃ２－１ ２ 5.24 木炭 －25.71 5680±30
4680BC－4640BC
4620BC－4440BC
4430BC－4390BC

Ｃ２－２ ２ 5.98 木片 －24.54 5720±40 4690BC－4450BC

Ｃ２－３ ２ 6.38 木片 －28.53 5720±40 4690BC－4450BC

Ｃ２－４ ２ 7.07 木片 －30.37 5740±40 4710BC－4490BC
4480BC－4460BC

Ｃ２－５ ２ 8.59 木片 －28.82 6420±40 5480BC－5320BC

Ｃ２－６ ２ 8.85 木炭 －24.05 6960±50 5980BC－5950BC
5920BC－5720BC

Ｃ２－７ ２ 9.53 草本（葉） －29.78 6690±50 5720BC－5510BC
5500BC－5480BC

Ｃ２－８ ２ 10.55 木片 －27.60 7190±50
6210BC－6130BC
6120BC－5980BC
5950BC－5920BC

表－４　放射性炭素年代測定結果
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③　乾燥させた試料を酸化銅とともに石英管に

詰め、管内を真空にして封じ切り、500℃ 30分、

850℃２時間で加熱する。

④　液体窒素と液体窒素＋エタノールの温度差を

利用して、真空ラインにて二酸化炭素を精製する。

⑤　真空ラインにて、石英管に精製した二酸化炭

素、鉄、水素を投入し、650℃で10時間加熱する。

⑥　グラファイト化した試料を、アルミニウム製の

ターゲットホルダーに手動の圧縮装置で固める。

⑦　加速器質量分析計（AMS）にて測定する。

　測定機器は、134試料装填可能なイオン源が設

置された、３MV小型タンデム加速器をベー

スとした14Ｃ－AMS専用装置（NEC Pelletron 

９SDH－２）を使用した。測定時には、標準

試料である米国国立標準局（NIST）から提供

されるシュウ酸（HOX－Ⅱ）とバックグラウ

ンド試料の測定も行った。また、測定では加速

器により測定中同時に13Ｃ/12Ｃの測定も行い、

この値を用いてδ13Ｃを算出した。

⑧　測定した14Ｃ濃度について同位体分別効果の

補正を行い、補正した14Ｃ濃度を用いて14Ｃ年

代を算出する。

（２）測定結果

　測定結果を表－４に一覧表で示す。なお、報告

した年代値は、測定値の下一桁（一の位）を四捨

五入した値である。測定の結果、分析した試料は

試料番号 ボーリング 深度（GL） 花粉 植物珪酸体 珪藻 Ｃ/Ｎ比
1 ２ 2.22 ○ ○ ○ ○
2 ２ 2.60 ○ ○ ○ ○
3 ２ 3.42 ○ ○ ○ ○
4 ２ 3.75 ○ ○ ○ ○
5 ２ 3.85 ○ ○ ○
6 ２ 3.95 ○
7 ２ 4.05 ○ ○ ○ ○
8 ２ 4.15 ○
9 ２ 4.25 ○ ○ ○
10 ２ 4.42 ○ ○ ○ ○
11 ２ 4.55 ○
12 ２ 4.74 ○ ○ ○
13 ２ 4.90 ○ ○ ○ ○
14 ２ 5.08 ○
15 ２ 5.25 ○ ○ ○ ○
16 ２ 5.40 ○
17 ２ 5.57 ○ ○ ○
18 ２ 5.70 ○
19 ２ 5.84 ○ ○ ○ ○
20 ２ 6.12 ○ ○ ○
21 ２ 6.28 ○ ○ ○ ○
22 ２ 6.75 ○ ○ ○ ○
23 ２ 7.48 ○ ○ ○ ○
24 ２ 8.10 ○ ○ ○ ○
25 ２ 8.61 ○ ○ ○
26 ２ 8.88 ○ ○ ○ ○
27 ２ 9.11 ○ ○ ○
28 ２ 9.68 ○ ○ ○ ○
29 ２ 10.55 ○ ○ ○ ○

合計点数 23点 29点 23点 16点

表－５　炭素及び窒素含有量、花粉分析、植物珪酸体分析、珪藻分析用試料採取箇所一覧



381

第Ⅳ章　理化学分析

№１～Ｃ２－８は7190±50yBP～820±40yBP（縄

文時代前期～鎌倉時代）の年代が得られている。

　しかし、№５は6530±50yBP（縄文時代早期）

の年代が得られており、下位層に比べて年代が古

く、古い土壌が混入したものと考えられる。

３　炭素及び窒素含有量

（１）分析の目的

　土壌断面の連続試料を用いて、炭素含量と窒素

含量の比（Ｃ/Ｎ比）の垂直分布を求めると、上

位および下位層より含量が高い層が見られるこ

とがある。これを埋没腐植層という。埋没腐植層

は過去の表土であり、考古学でいう文化層の可能

性が高い。また、埋没腐植層の存在は、その土壌

が多元土壌であることを示しており、環境の変遷、

埋没現象や古地形、古地理の解明にも役立つ。

（２）分析方法

　土壌環境分析法に基づき、炭素の測定は乾式燃

焼法、窒素の測定はケルダール法で測定を行った。

　以下に手順を示す。

＜炭素・乾式燃焼法＞

①　分析試料を粉砕機で微粉砕し、0.5㎜ふるい

を全通させる。

②　試料を完全燃焼させ、発生した燃焼ガス中の

炭素をすべてCO₂の形態にする。

③　同時に他の成分は取り除く。

④　CO₂を熱伝導度検出器（TCD）によって検出

する。

＜窒素・ケルダール法＞

①　風乾細土１－３ｇをケルダール分解フラスコ

に正確に秤取し、分解促進剤１ｇを加え試料

とよく混合する。

②　この分解フラスコの頭部に付着している試料

を洗い落とすように、濃硫酸10㎖を加える。

③　ドラフト内の分解台上で最初はごく弱火で加

熱し、有機物の分解が緩やかになってから強

熱する。

④　フラスコ内の内容物が、黒色、帯緑濁色を経

て白濁色になったら分解終了とし、放冷後、

フラスコに蒸留水を静かに注ぐ。

図－455　Ｃ/Ｎ比分布図

表－６　Ｃ/Ｎ比測定結果
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⑤　冷却後、100㎖メスフラスコに移し、残った

沈殿部分をよく洗い、その洗液をメスフラス

コに加える。

⑥　一定量（10㎖）をとり、蒸留する。

⑦　蒸留液をＮ/50水酸化ナトリウム溶液で滴定

する。２回以上蒸留を行い、滴定値が誤差範

囲内になるまで繰り返す。

上記の方法で求めた炭素含量および窒素含量より、

Ｃ/Ｎ比を求めた。

（３）測定結果

　堆積環境の変遷について、各地点のＣ/Ｎ比分

布からおおよそ３期の埋没腐食層の可能性が考え

られる。

①　ＣⅠ期

　Ｃ/Ｎ比が15程度。深度２～３ｍ付近。

②　ＣⅡ期

　Ｃ/Ｎ比が15以上。深度５～７ｍ付近。

③　ＣⅢ期

　Ｃ/Ｎ比が20以上。深度９～ 11ｍ付近。

文　献

坂上寛一（1993）炭素・窒素分析法.第四紀試料

分析法，２.研究対象別分析法，日本第四紀学会，

ｐ.５－14.

土壌環境分析法編集委員会（1997）８.炭素；乾

式燃焼法、９.窒素.土壌環境分析法，日本土壌

肥料学会，ｐ.222－241.

４　花粉分析

（１）　分析の目的

　種子植物やシダ植物等が生産する花粉・胞子は、

分解されにくく堆積物中に保存される。花粉は空

中に飛散する風媒花植物と虫媒花植物等があり、

虫媒花植物に対し風媒花植物は非常に多くの花粉

を生産する。花粉は地表に落下後、一部土壌中に

留まり、多くは雨水や河川で運搬され水域に堆積

する。堆積物より抽出した花粉の種類構成や相対

比率から、地層の対比や、植生や土地条件の古環

境や古気候の推定を行う。普通、比較的広域に分

布する水成堆積物を対象として、堆積盆単位など

のやや広域な植生や環境と地域的な対比に用いら

れる。考古遺跡では堆積域の狭い遺構などの堆積

物も扱い、局地的な植生や環境の復元にも用いら

れている。

（２）分析方法

　中村（1973）の方法をもとに、以下の手順で花

粉を抽出し、プレパラ－トを作成した。

①　５％水酸化カリウム溶液を加えて15分間湯煎

②　水洗処理の後、0.5㎜の篩で礫などの大き

な粒子を取り除き、沈澱法で砂粒を除去

③　25％フッ化水素酸溶液を加えて30分放置

④　水洗処理の後、氷酢酸によって脱水してア

セトリシス処理を施す

⑤　再び氷酢酸を加えて水洗処理

⑥　沈渣に石炭酸フクシンを加えて染色し、グ

リセリンゼリ－で封入してプレパラ－ト作成

（３）検鏡・計数

　検鏡は、生物顕微鏡によって300 ～ 1000倍で

行った。花粉の同定は、島倉（1973）および中村

（1980）をアトラスとして、所有の現生標本との

対比で行った。結果は、同定レベルによって、科、

亜科、属、亜属、節および種の階級で分類し、複

数の分類群にまたがるものはハイフン（－）で結

んで示した。イネ属については、中村（1974,1977）

を参考にして、現生標本の表面模様・大きさ・孔・

表層断面の特徴と対比して同定しているが、個体

変化や類似種があることからイネ属型とした。

（４）分析結果

　①　分類群

　出現した分類群は、樹木花粉44、樹木花粉と草

本花粉を含むもの４、草本花粉23、シダ植物胞子

２形態の計71である。また、寄生虫卵についても

観察した結果、２分類群が検出された。計数され

た花粉の学名、和名及び粒数を表－７に示し、花

粉数が100個以上計数された試料については花粉

総数を基数とした場合の百分率を算定した花粉ダ

イアグラムを図－456に示した。花粉及び寄生虫

卵の主要な分類群の顕微鏡写真は、写真－30に示

した。

　以下に出現した分類群を記す。
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      1 2 3 4 5 7 9 10 12 13 15 17 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29

Arboreal  pollen

  Podocarpus   1 1 1 8 3 12 4 5 5 7 6 8 1 4 7

  Abies   2 3 3 2 1 3 2 1 1 3 1 8 1 7 5 3 1 1

  Tsuga   1 1 1 2 1

  Pinus  subgen. Diploxylon   51 10 3 1 1 4 3 2 6 3 3 12 10 11 6 5 4

  Pinus  subgen. Haploxylon   2

  Cryptomeria  japonica   4 3 5 3 2 2 2 2 2 6 7 9 7 19 18 65

  Sciadopitys  verticillata   1

  Taxaceae-Cephalotaxaxeae-Cupressaceae   - - 2 4 4 6 1 1 2

  Myrica   2 2 1

  Salix   1 1 2

  Juglans   1 2

  Pterocarya  rhoifolia   1 3 1

  Alnus   4 1 1 1 1 1 1 1 1 1 5 1

  Betula   1 1

  Corylus   1

  Carpinus-Ostrya  japonica   - 4 1 2 3 1 1 4 2 6 4 2 11 5

  Castanea  crenata   1 3 15 4 6 4 7 1 9 3 5 13 6 8 4 2 8

  Castanopsis-Pasania   - 20 33 54 18 54 57 32 38 50 49 70 73 81 85 83 52 37

  Fagus   1 2 1 1 1 2 2 1

  Quercus  subgen. Lepidobalanus   8 6 11 1 1 1 1 4 1 10 4 6 10 6 20 7 9

  Quercus  subgen. Cyclobalanopsis   28 102 200 47 1 13 299 274 270 269 257 254 355 167 134 118 120 104 122

  Ulmus-Zelkova  serrata   - 1 1 1 4 2 1 1 5 4 11 10 16 21 19 18

  Celtis-Aphananthe  aspera   - 3 7 5 1 1 7 2 4 12 12 13 21 49 31 50 49 75 109

  Mallotus  japonicus   2 1 1 1 1 1

  Caesalpinia japonica   1

  Zanthoxylum   1 2 2

  Phellodendron   2 1 2 4 3

  Rhus   1 2

  Ilex   1 7 1 2 1 2 6 3 7 6 9 9

  Celastraceae   1 1 2

  Acer   1 1 1 3 4 7 3 5 5

  Sapindus   10 1 4 5 6 8 10 9 9 9 11 5

  Vitis   3 2 1

  Tilia   2 1 1 1

  Camellia   1 1 1 2 1

  Elaeagnus   6 1 1 1 1

  Cornus   1 1

  Diospyros   1 1

  Oleaceae   1

  Fraxinus   1 1

  Distylium   1

  Liquidambar   1

  Lonicera   1

Arboreal Nonarboreal  pollen

  Moraceae-Urticaceae   - 1 6 1 1 4 1 2 2 1 1

  Rosaceae   1 1 2 1

  Leguminosae   2 3 1 1 1

  Araliaceae   1 2

Nonarboreal  pollen

  Typha-Sparganium   - 1 1 1 1 2 1

  Sagittaria   1 1

  Gramineae   204 88 4 4 1 5 8 5 2 10 6 4 5 6 5 19

  Oriza type   60 23

  Cyperaceae   50 56 13 4 1 2 6 5 16 6 17 13 9 12

  Aneilema  keisak   1 1

  Monochoria   3 2

  Polygonum  sect. Persicaria   1 1 1 1

  Chenopodiaceae-Amaranthaceae   - 2 3 3 2 3 2 3 3 2 3 1 2

  Caryophyllaceae   2 1

  Ranunculus   1 1

  Cruciferae   2 2

  Impatiens   1

  Ampelopsis  brevipedunculata   1 1 1 1

  Haloragis-Myriophyllum   1

  Hydrocotyloideae   1 2 1

  Apioideae   3 1 10 3 2 1 1 1 3 2 2 2

  Labiatae   6

  Solanaceae   1

  Actinostemma  lobatum   1

  Lactucoideae   1 3 1

  Asteroideae   3 1 1 2

  Artemisia   14 10 3 1 4 1 3 2 2 4 3 2 2 7 5 2 8 10

Fern  spore

  Monolate  type  spore   10 5 28 17 2 1 1 6 5 11 9 10 18 2 11 17 13 7 13 9 7

  Trilate  type  spore   10 6 7 1 4 4 3 3 3 8 3 4 2 3 1

  Arboreal  pollen   130 177 319 77 1 0 0 1 0 16 383 374 330 352 357 358 503 384 338 353 356 344 415

  Arboreal Nonarboreal  pollen   4 10 3 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 4 0 1 2 4 1 0 1 3 1

  Nonarboreal  pollen   349 194 35 4 0 0 0 0 0 4 8 14 8 13 12 16 20 32 24 34 27 26 51

Total  pollen 483 381 357 81 1 0 0 1 0 20 391 389 339 369 369 375 525 420 363 387 384 373 467

1cm3 3.0 1.0 8.7 7.4 0.8 0.0 0.0 0.8 0.0 1.6 3.3 2.5 3.8 4.0 3.6 4.4 3.3 3.0 3.2 1.9 2.5 1.5 2.1

×10 4 ×10 5 ×10 3 ×10 2 ×10 ×10 ×10 2 ×10 4 ×10 4 ×10 4 ×10 4 ×10 4 ×10 4 ×10 4 ×10 4 ×10 4 ×10 4 ×10 4 ×10 4 ×10 4

  Unknown  pollen   7 8 14 12 0 0 0 0 0 0 8 6 5 7 5 9 6 9 18 20 11 15 14

Fern  spore 20 11 35 18 2 1 0 0 1 10 5 15 12 13 21 10 14 21 15 10 13 10 7

Helminth  eggs

  Trichuris(trichiura)   1

  Clonorchis  sinensis   1

Total 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0

1cm3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.0 0.0 0.0 0.0 0.0

×10 ×10

Storne  cell (+)

(-) (-) (-) (-) (-) (-) (-) (-) (-) (-) (-) (-) (-) (-) (-) (-) (-) (-) (-) (-) (-) (-) (-)

表－７　花粉分析結果
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〔樹木花粉〕

マキ属、モミ属、ツガ属、マツ属複維管束亜属、

マツ属単維管束亜属、スギ、コウヤマキ、イチ

イ科－イヌガヤ科－ヒノキ科、ヤナギ属、ヤマ

モモ属、クルミ属、サワグルミ、ノグルミ、ハ

ンノキ属、カバノキ属、ハシバミ属、クマシデ

属－アサダ、クリ、シイ属－マテバシイ属、ブ

ナ属、コナラ属コナラ亜属、コナラ属アカガシ

亜属、ニレ属－ケヤキ、エノキ属－ムクノキ、

アカメガシワ、ジャケツイバラ、サンショウ属、

キハダ属、ウルシ属、モチノキ属、ニシキギ科、

カエデ属、ムクロジ属、ブドウ属、シナノキ属、

ツバキ属、グミ属、ミズキ属、カキ属、モクセ

イ科、トネリコ属、イスノキ属、フウ属、スイ

カズラ属

〔樹木花粉と草本花粉を含むもの〕

クワ科－イラクサ科、バラ科、マメ科、ウコギ科

〔草本花粉〕

ガマ属－ミクリ属、オモダカ属、イネ科、イネ

属型、カヤツリグサ科、イボクサ、ミズアオイ属、

タデ属サナエタデ節、アカザ科－ヒユ科、ナデ

シコ科、キンポウゲ属、アブラナ科、ツリフネ

ソウ属、ノブドウ、アリノトウグサ属－フサモ

属、チドメグサ亜科、セリ亜科、シソ科、ナス科、

ゴキヅル、タンポポ亜科、キク亜科、ヨモギ属

〔シダ植物胞子〕

　単条溝胞子、三条溝胞子

〔寄生虫卵〕

　鞭虫卵、肝吸虫卵

　②　花粉群集の特徴

　砂混り粘性土層（図－456試料29）では、樹木花

粉の占める割合が草本花粉より極めて高い。樹木

花粉では、コナラ属アカガシ亜属、エノキ属－ムク

ノキ、スギ、シイ属－マテバシイ属が優占し、ニレ

属－ケヤキ、クリなどが伴われる。粘性土層下部（試

料20～ 28）では、コナラ属アカガシ亜属やシイ属

－マテバシイ属が増加し、スギは減少している。ま

た、マキ属、モミ属、マツ属複維管束亜属が微増

している。試料25では鞭虫卵がわずかに検出された。

　粘性土層上部（試料20 ～ 23）からの砂質シル

ト下部（試料15 ～ 19）にかけては、コナラ属ア

カガシ亜属が大幅に増加しており、エノキ属－ム

クノキなどは減少している。試料17では肝吸虫卵

がわずかに検出された。砂質シルト層上部（試料

７～ 13）から粘性土層下部（試料４、５）にか

けては、花粉があまり検出されなかった。粘性土

層上部（試料３）では、砂質シルト層下部（試料

15 ～ 19）とほぼ同様の結果である。

　シルト（試料２）から粘性土層（試料１）にか

けては、草本花粉の占める割合が樹木花粉より高

くなる。草本花粉では、イネ属型を含むイネ科が

優占し、カヤツリグサ科、ヨモギ属などが伴われ

る。樹木花粉では、コナラ属アカガシ亜属やシイ

属－マテバシイ属が大幅に減少し、マツ属複維管

束亜属が増加している。

　③　考察

　花粉分析から推定される植生と環境（寄生虫卵

分析を含む）を各地点ごとにまとめる。

　放射性炭素年代測定で7190±50年BPの年代値

が得られた砂混り粘質土層（試料29）から6420±

40年BPの年代値が得られた粘質土層中部（試料

24）にかけては、周辺にコナラ属アカガシ亜属（カ

シ類）やシイ属－マテバシイ属を主体とする照葉

樹林が分布していたと考えられ、エノキ属－ムク

ノキ、ニレ属－ケヤキ、クリなどの落葉広葉樹、

およびスギ、マツ属複維管束亜属（マツ類）、マ

キ属、スギなどの針葉樹も見られたと推定される。

また、林縁などには部分的にイネ科、カヤツリグ

サ科、ヨモギ属などの草本が生育していたと考え

られる。

　粘質土層上部（試料23）から5680±40年BPの

年代値が得られた砂質シルト層下部（試料15）に

かけては、コナラ属アカガシ亜属（カシ類）など

の照葉樹林が大幅に拡大したと考えられ、エノキ

属－ムクノキなどの落葉広葉樹は減少したと推定

される。砂質シルト層上部（試料７～ 13）から

粘性土層下部（試料４、５）にかけては、花粉が

ほとんど検出されなかった。花粉が検出されない

原因としては、前述の試料１－１、３と同様の理

由が考えられる。
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　シルト層（試料２）から粘性土層（試料１）に

かけては、水田稲作が行われていたと考えられ、

周辺にはオモダカ属、ミズアオイ属などの水田雑

草やカヤツリグサ科などが生育していたと推定さ

れる。周辺地域ではコナラ属アカガシ亜属（カシ

類）やシイ属－マテバシイ属などの照葉樹林が激

減し、二次林とみられるマツ類が増加したと考え

られる。
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表－８－①　植物珪酸体分析結果
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図－457　北の崎遺跡（ボーリング№２地点）における植物珪酸体分析結果
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５　植物珪酸体分析

（１）分析の目的

　植物珪酸体は、植物の細胞内に珪酸（SiO₂）が

蓄積したものであり、植物が枯れたあともガラス

質の微化石（プラント・オパ－ル）となって土

壌中に半永久的に残っている。プラント・オパー

ル分析は、この微化石を遺跡土壌などから検出し

て同定・定量する方法であり、イネをはじめとす

るイネ科栽培植物の同定および古植生・古環境の

推定などに応用されている（杉山，2000）。また、

イネの消長を検討することで、埋蔵水田跡の検証

や探査も可能である（藤原・杉山，1984）。

（２）分析法

　植物珪酸体の抽出と定量は、ガラスビーズ法（藤

原，1976）を用いて、次の手順で行った。

　①　試料を105℃で24時間乾燥（絶乾）

　②　試料約１ｇに対し直径約40㎛のガラス

ビーズを約0.02ｇ添加（電子分析天秤によ

り0.1㎎の精度で秤量）

　③　電気炉灰化法（550℃・６時間）による

脱有機物処理

　④　超音波水中照射（300Ｗ・42KHz・10分間）

による分散

　⑤　沈底法による20㎛以下の微粒子除去

　⑥　封入剤（オイキット）中に分散してプレ

パラート作成

　⑦　検鏡・計数

　同定は、400倍の偏光顕微鏡下で、おもにイネ

科植物の機動細胞に由来する植物珪酸体を対象

として行った。計数は、ガラスビーズ個数が400

以上になるまで行った。これはほぼプレパラート

１枚分の精査に相当する。試料１ｇあたりのガラ

スビーズ個数に、計数された植物珪酸体とガラス

ビーズ個数の比率をかけて、試料１ｇ中の植物珪

酸体個数を求めた。

　また、おもな分類群についてはこの値に試料の

仮比重（1.0と仮定）と各植物の換算係数（機動

細胞珪酸体１個あたりの植物体乾重、単位：10－

５ｇ）をかけて、単位面積で層厚１㎝あたりの植

物体生産量を算出した。これにより、各植物の繁

茂状況や植物間の占有割合などを具体的にとらえ

ることができる。イネの換算係数は2.94（種実重

は1.03）、ヨシ属（ヨシ）は6.31、ススキ属（ス

スキ）は1.24、メダケ節は1.16、ネザサ節は0.48、

クマザサ属（チシマザサ節・チマキザサ節）は

0.75、ミヤコザサ節は0.30である（杉山，2000）。

タケ亜科については、植物体生産量の推定値から

各分類群の比率を求めた。

（３）分析結果

　①　分類群

　分析試料から検出された植物珪酸体の分類群は

以下のとおりである。これらの分類群について定

量を行い、その結果を表－８－①、表－８－②お

よび図－457に示した。また、主要な分類群の写

真は、写真－31に示した。

　　以下に出現した分類群を記す。

〔イネ科〕

　イネ、キビ族型、ヨシ属、ススキ属型（おもに

ススキ属）、ウシクサ族Ａ（チガヤ属など）、ウ

シクサ族Ｂ（大型）、ジュズダマ属、Ｂタイプ

〔イネ科－タケ亜科〕

　メダケ節型（メダケ属メダケ節・リュウキュウ

チク節、ヤダケ属）、ネザサ節型（おもにメダ

ケ属ネザサ節）、クマザサ属型（チシマザサ節

やチマキザサ節など）、ミヤコザサ節型（おも

にクマザサ属ミヤコザサ節）、マダケ属型（マ

ダケ属、ホウライチク属）、未分類等

〔イネ科－その他〕

　表皮毛起源、棒状珪酸体（おもに結合組織細胞

由来）、茎部起源、未分類等

〔樹木〕

　ブナ科（シイ属）、ブナ科（アカガシ亜属）、ク

スノキ科、マンサク科（イスノキ属）、アワブ

キ科、その他

　②　植物珪酸体の検出状況

　約2.2ｍ深の粘性土層から約10.5ｍ深の砂混じ

り粘性土層までの層準について分析を行った。そ

の結果、砂混じり粘性土層（試料29）では、少量

ではあるもののススキ属型やミヤコザサ節型など

が検出された。また、海綿骨針も検出された。
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　粘性土層（試料20 ～ 28）では、海綿骨針が多

量に検出された。海綿骨針の密度は最大４万個以

上に達している。また、部分的にヨシ属やウシク

サ族Ａ、およびアカガシ亜属などの樹木（照葉樹）

も検出された。

　砂質シルト層下部（試料14 ～ 19）では、ブナ

科（シイ属）、アカガシ亜属、クスノキ科などの

樹木（照葉樹）が増加し、海綿骨針は大幅に減少

している。砂質シルト層上部（試料２－６～ 13）

では、海綿骨針がさらに減少し、ほとんど見られ

なくなる。

　粘性土層（試料３～５）では、ブナ科（シイ属）

が増加し、アカガシ亜属は見られなくなる。

　シルト層（試料２）と粘性土層（試料１）では、

イネが検出された。イネの密度は6,300 ～ 8,600個

/ｇと高い値であり、稲作跡の検証や探査を行う

場合の判断基準としている5,000個/ｇを上回って

いる。

　おもな分類群の推定生産量によると、多くの層

準でヨシ属が優勢であり、上位のシルト層と粘性

土層ではイネが卓越している。

（４）考察

　植物珪酸体分析から推定される植生と環境をま

とめる。

　放射性炭素年代測定で7190±50年BPの年代値

が得られた砂混じり粘質土層（試料29）から5720

±40年BPの年代値が得られた粘質土層（試料20）

にかけては、海綿骨針が多量に検出されることか

ら、干潟など海水の影響を受ける堆積環境であっ

たと考えられ、部分的にヨシ属などが生育する湿

地的なところも見られたと推定される。また、周

辺域にはススキ属やチガヤ属、ササ類などが生育

していたと考えられ、アカガシ亜属などの照葉樹

も分布していたと推定される。

　5680±40年BPの年代値が得られた砂質シルト

層（試料８～ 19）の堆積当時は、ヨシ属などが

生育する湿地的な環境であったと考えられ、周辺

にはススキ属やチガヤ属、ササ類、およびシイ属、

アカガシ亜属、クスノキ科などの照葉樹林が分布

していたと推定される。また、海綿骨針が認めら

れることから、何らかの海水の影響を受けていた

可能性が考えられるが、砂質シルト層上部（試料

６、７）よりも上位では海水の影響はなくなった

と推定される。

　シルト層（試料２）および粘質土層（試料１）

の堆積当時は、水田稲作が行われていたと考えら

れ、周辺にはヨシ属などが生育する湿地的なとこ

ろや、ススキ属やチガヤ属、メダケ属などが生育

する草原的なところも分布していたと推定される。

また、周辺域にはシイ属やイスノキ属などの照葉

樹林が分布していたと考えられる。
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６　珪藻分析

（１）分析の目的

　珪藻は、珪酸質の被殻を有する単細胞植物であ

り、海水域や淡水域などの水域をはじめ、湿った

土壌、岩石、コケの表面にまで生息している。珪

藻の各分類群は、塩分濃度、酸性度、流水性など

の環境要因に応じて、それぞれ特定の生息場所を

持っている。珪藻化石群集の組成は、当時の堆積

環境を反映していることから、水域を主とする古
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環境復原の指標として利用されている。

（２）方法

　以下の手順で珪藻を抽出し、プレパラートを作

成した。

　①　試料から乾燥重量１ｇを秤量

　②　10％過酸化水素水を加え、加温しながら一

晩放置

　③　上澄みを捨て、細粒のコロイドと薬品を水洗

　④　残渣をマイクロピペットでカバーグラスに

滴下して乾燥

　⑤　マウントメディアによって封入し、プレパ

ラート作成

　⑥　検鏡・計数

　検鏡は、生物顕微鏡によって600 ～ 1000倍で

行った。計数は珪藻被殻が100個体以上になるま

で行い、少ない試料についてはプレパラート全面

について精査を行った。

（３）分析結果

　①　分類群

　試料から出現した珪藻は、真－中塩性種（海－

汽水生種）59分類群、中－貧塩性種（汽－淡水生種）

分類群、貧塩性種（淡水生種）127分類群である。

計数された珪藻の学名と個数を表－９に示し、珪

藻総数を基数とする百分率を算定したダイアグラ

ムを図－458に示す。以下にダイアグラムで表記

した主要な分類群を記す。珪藻の主要な分類群の

顕微鏡写真は写真－32及び写真－33に示した。

　北の崎遺跡湿地区地点（試料１～ 29）

〔真－中塩性種〕

　Achnanthes delicatula、Bacillaria paradoxa、

Coscinodiscus spp.、Cyclotella striata－

stylorum、Cyclotella sp.、Diploneis smithii、

Nitzschia granulata、Nitzschia levidensis 

v.victoriae、Paralia sulcata、Thalassionema 

nitzschioides、Thalassiosira sp.

〔貧塩性種〕

　Achnanthes lanceolata、Amphora copulata、

Cocconeis placentula、Navicula contenta、

Navicula elginensis、Navicula kotschyi、

Navicula  mutica、Nitzschia brevissima

　②　藻群集の特徴

　珪藻構成と珪藻組成の変化から、下位より７帯

の珪藻分帯を行った。

　Ⅰ帯（試料24 ～ 29）：真－中塩性種（海－汽

水生種）の占める割合が貧塩性種（淡水生種）

よりも高い。真－中塩性種（海－汽水生種）で

は外洋、内湾環境指標種群のCoscinodiscus spp.、

Paralia sulcata、Thalassionema nitzschioides、

Thalassiosira sp.、Cyclotella striata－stylorum、

Cyclotella sp.などが多く出現する。貧塩性種（淡

水生種）では流水性種で中～下流水性河川環境指

標種群のAchnanthes lanceolata、沼沢湿地付着生

種のCocconeis placentulaなどが出現する。

　Ⅱ帯（試料22、23）：真－中塩性種（海－汽水生種）

の占める割合が貧塩性種（淡水生種）よりも非常

に高い。真－中塩性種（海－汽水生種）では海

水砂質干潟環境指標種群のAchnanthes delicatula、

海水泥質干潟環境指標種群のNitzschia granulata、

外洋、内湾環境指標種群のCoscinodiscus spp.、

Paralia sulcata、Thalassionema nitzschioides

などが高率で出現する。貧塩性種（淡水生種）

では流水性種で中～下流水性河川指標種群の

Achnanthes lanceolata、沼沢湿地付着生種の

Cocconeis placentulaなどが多く出現する。

　Ⅲ帯（試料15 ～ 21）：真－中塩性種（海－汽水

生種）の占める割合が貧塩性種（淡水生種）より

も高い。貧塩性種（淡水生種）では下位の分帯よ

り流水性種の割合が増加し、中～下流水性河川

環境指標種群のAchnanthes lanceolata、沼沢湿地

付着生種のCocconeis placentulaなどが優占して

出現する。真－中塩性種（海－汽水生種）では

海水泥質干潟環境指標種群のNitzschia granulata、

外洋、内湾環境指標種群のCoscinodiscus spp.、

Paralia sulcata、Thalassionema nitzschioidesな

どが高率で出現する。

　Ⅳ帯（試料10～13）：真－中塩性種（海－汽水生種）

の占める割合が貧塩性種（淡水生種）よりも高

い。貧塩性種（淡水生種）では流水性種の中～下

流水性河川環境指標種群のAchnanthes lanceolata、

沼沢湿地付着生種のCocconeis placentula、陸生
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1 2 3 4 5 7 9 10 12 13 15 17 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29

Achnanthes  clevei 1 1
Achnanthes  exigua 1 4 1 1 1 3 4 4 3 2 2 1
Achnanthes  hungarica 2 1 1
Achnanthes  inflata 1
Achnanthes  lanceolata 2 4 12 1 1 5 2 7 19 13 11 24 23 5 8 11 4 7 7 10 8
Amphora  copulata 3 17 1 1 2 1 1 3 1 1 1
Amphora  montana 1 1
Amphora  normanii 1 2 6 1 3 1 1 1 2 5 2
Amphora  sp. 3 4 3 1 1 2 3 1 2
Anomoeoneis  sphaerophora 3
Aulacoseira  granulata 1
Aulacoseira  sp. 1 1 1 1 1 3
Caloneis  hyalina 1 1 1 1 1
Caloneis  lauta 2
Caloneis  silicula 5 1
Caloneis  sp. 1
Cocconeis  neodiminuta 1 2 3 2 1 2 1 1 1 1
Cocconeis  placentula 1 1 1 1 1 5 5 5 6 7 4 17 16 7 9 5 4 5 4 7 8
Cyclotella  sp. 1 1 2 1 2 3 10 12 21 11 31
Cymbella  minuta 1 1 1 1
Cymbella  naviculiformis 3 1
Cymbella  silesiaca 2 3 1 1
Cymbella  sinuata 1 3 2 1 5 1 1
Cymbella  subaequalis 2
Cymbella  tumida 1 2 1 3 1
Cymbella  turgidula 1 3 1 1 1 1 1
Diploneis  elliptica 1
Diploneis  ovalis 2 1 1
Diploneis  parma 2 1
Diploneis  sp. 2 1 1 1 2 1 1
Diploneis  subovalis 1
Epithemia  adnata 4
Eunotia minor 1 1 1 1 1 1 2 1
Fragilaria  brevistriata 1 1 2 2 2 1 2 8 6 3 2 1
Fragilaria  capucina 1 2 2 1 2 1 2 4
Fragilaria  construens 4 6 1 2 1 1 1 3 1
Fragilaria  construens  v. binodis 1
Fragilaria  construens  v. subsalina 3
Fragilaria  leptostauron 1 2 1 1 1
Fragilaria  parasitica 1 1 1 1
Fragilaria  pinnata 2 3 1
Frustulia  rhomboides  v. saxonica 1
Frustulia  vulgaris 2 1 1
Gomphonema  angustatum 1 1
Gomphonema  angustum 1 1
Gomphonema  augur 4
Gomphonema  clevei 3 1
Gomphonema  gracile 1 5
Gomphonema  minutum 1 2 1 2 1 1 1
Gomphonema  olivaceum 1 1 1 1
Gomphonema  parvulum 4 4 3 2 1 1
Gomphonema  pseudoaugur 1
Gomphonema  sp. 2 1 2 8 4 1 2 1 1 5 1
Gyrosigma  sp. 1 4 2 2 2 1 1 2
Hantzschia  amphioxys 3 1
Meridion  circulare  v. constrictum 1 1 1
Navicula  bacillum 1
Navicula  cohnii 1
Navicula  concentrica 6 1 3 1 1 1 2 1 1 1
Navicula  confervacea 5 5 1 2
Navicula  contenta 26 1 2 3 9 13 3 7 2 8 6 2 2 2 1 4
Navicula  cryptotenella 2 1 1 1 2 1 3 2 1 2 1 2 2
Navicula  decussis 2 9
Navicula  elginensis 3 15 6 1 1 1 2 2 1 1 1 1 3
Navicula  erifuga 2 3 2
Navicula  goeppertiana 1
Navicula  gregaria 1
Navicula  kotschyi 8 25 3 1 1
Navicula  laevissima 3
Navicula  margalithii 1 1 7 3 1
Navicula  meniscus 1
Navicula  mutica 8 2 4 2 2 1 3 4 4 5 1 3 3 2 2 8
Navicula  oppugnata 2
Navicula  placenta  v. obtusa 1
Navicula  placentula 7
Navicula  pupula 6 1 1 1 1 1 2
Navicula  pygmaea 2 1 1 1
Navicula  radiosa 2
Navicula  recens 3 4 2 1
Navicula  reinhardtii 1 1 1
Navicula  rhychocephala 1 1
Navicula  spp. 4 5 5 4 2
Navicula  sp1. 1 1
Navicula  sp2. 2 2 1 2 1 2 1 2
Navicula  viridula  v. rostellata 1 5 1 1 3 5 1 1 2
Neidium  ampliatum 1
Neidium  iridis 1
Nitzschia  brevissima 1 1 5 1 4 3 2 2 1 3 1 2 10
Nitzschia  clausii 2
Nitzschia  frustulum 1 1 2 1 1
Nitzschia  palea 2 3 1 1 1 2 19
Nitzschia  recta 2
Nitzschia  sinuata 2 1
Nitzschia  sp1. 3 1 4 3
Nitzschia  sp2. 2 3 5
Pinnularia  acrosphaeria 2
Pinnularia  hemiptera 1
Pinnularia  interrupta 1
Pinnularia  microstauron 3 2 1
Pinnularia  schoenfelderi 1
Pinnularia  schroederii 1 5 3 2 7 3
Pinnularia  viridis 2 1
Rhoicosphenia  abbreviata 1 1 1 1 3 2 1 2 3 1 2 1
Rhopalodia  gibba 1 7
Rhopalodia  sp. 1
Stauroneis  lauenburgiana 2 1 1
Stauroneis  phoenicenteron 5
Stauroneis  smithii 1 1 1 1 2 2 1
Surirella  angusta 2 1 1
Surirella  sp. 2 2 3 4 3 5
Synedra  ulna 1 2 1 1 1 1
Thalassiosira  bramaptrae 2 4 3

Achnanthes  brevipes 2 1 2 1 2 1 1 2 1 1 5 1 6 2 2
Rhopalodia gibberula 2 4 2 5 1 1 1 1 1 1

Achnanthes  delicatula 1 3 6 9 4 3 9 1 1 1 4
Actinocyclus  spp. 6 4
Actinoptychus  undulatus 1 1 1 1 1
Amphora  coffeaeformis 1 1 1 3 8 6 1 2
Amphora  holsatica 1 1
Bacillaria  paradoxa 3 6 3 4 7 4 5 4 4 1 1 1 4
Caloneis  amphisbaena  fo. subsalina 1
Caloneis  permagna 1 1
Caloneis  westii 1
Cocconeis  scutellum 3 1
Coscinodiscus  lineatus 3 2 1 3
Coscinodiscus  marginatus 1 1 1 2 3 7 2 7 6
Coscinodiscus  spp. 1 3 10 4 4 8 5 7 10 8 20 24 24 13
Cyclotella  striata-stylorum 1 7 6 12 1 3 3 7 7 5 11 8 6 12 2 7
Diploneis  interrupta 1 1
Diploneis  pseudovalis 1 12 3
Diploneis  smithii 3 1 1 1 2 4 3 1 2 1 3 2 5 3 6
Diploneis  weissflogii 1 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1
Hantzschia  distinctepunctata 1
Hantzschia  marina 1
Melosira  lineata 1
Navicula  capitata  v. hungarica 1 2 2 2 5 3 2 1 1 1 2 2 2
Navicula  crucicula 1 3 1 3
Navicula  delta 2 1
Navicula  digitoradiata 1
Navicula  menisculus 1 2 3 1
Navicula  meniscus 3 4
Navicula  yarrensis 2 1
Nitzschia  coarctata 1
Nitzschia  cocconeiformis 2 1 1 1 1 1 2 1 2
Nitzschia  compressa 1 1 1 2 4 1 3 1
Nitzschia  compressa  v. elongata 1 1
Nitzschia  constricta 1 1 1 3 1 1 1 1 2
Nitzschia  granulata 3 2 1 3 4 4 4 5 6 8 4 1 5 5 5 9
Nitzschia  lanceola 1 2 2 4
Nitzschia  levidensis  v. victoriae 1 3 2 1 3 1 4 3 1 8 1 3 10 6 9
Nitzschia  littoralis 2 2 2 4
Nitzschia  lorenziana 2 1 2 1 1 1 1
Nitzschia  sigma 1 1 1 1 1 1 2
Opephora  olsenii 6 1 2 1 2 1 1 1 2 2
Paralia  sulcata 2 2 3 1 1 2 6 12 1 7 18 10 1 41 11 15
Podosira  stelliger 1 1 1
Rhaphoneis  surirella 1 1 2 2 1 2 2 1 4 4 3 1
Rhopalodia  musculus 6 1 1 4 2 2 1 3
Thalassionema  nitzschioides 1 1 5 3 3 3 5 4 10 9 11 5 16 10
Thalassionema  sp. 6
Thalassiosira  nitzschoides 11
Thalassiosira  sp. 3 5 2 3 12 13 6
Trachyneis  sp. 2
Trachysphenia  australis 2 1
Tryblioptychus  cocconeiformis 1 1 1 1 1 3 2 4 3 6 1 5

51 216 59 2 3 0 8 77 53 102 112 155 112 218 222 103 147 140 111 159 224 145 205
2 8 8 0 1 0 3 28 11 15 19 30 26 46 44 20 24 18 10 16 19 20 22

48 132 28 3 8 0 5 46 32 44 46 61 31 87 95 46 37 25 21 46 48 33 72
cm 4.2 2.9 5.3 1.6 1.6 0.0 4.0 8.4 1.9 3.2 4.3 2.3 3.4 3.4 5.1 1.3 4.3 4.0 4.1 2.7 2.6 2.4 3.7

×10 4 ×10 6 ×10 4 ×10 3 ×10 3 ×10 3 ×10 4 ×10 5 ×10 5 ×10 6 ×10 6 ×10 6 ×10 6 ×10 6 ×10 6 ×10 6 ×10 6 ×10 6 ×10 6 ×10 6 ×10 6 ×10 6

52.5 62.9 70.5 40.0 33.3 (-) 68.8 69.5 66.7 72.7 74.0 75.2 81.7 75.2 73.7 72.8 82.2 86.3 85.2 79.2 83.5 83.3 75.9

表－９　珪藻分析結果
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表－10　北の崎湿地区（ボーリング№２地点）の地質状況
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珪藻のNavicula contentaなどが優占して出現す

る。真－中塩性種（海－汽水生種）では内湾環境

指標種群のCyclotella striata－stylorum、Paralia 

sulcataが多く出現し、海水泥質干潟環境指標種群

のNitzschia granulata、外洋、内湾環境指標種群

などが伴われる。

　Ⅴ帯（試料４～９）：珪藻密度が非常に低く、

珪藻はほとんど検出されなかった。

　Ⅵ帯（試料３）：検出された珪藻は、ほとん

ど貧塩性種（淡水生種）であった。陸生珪藻の

Navicula contentaが優占し、流水性種の中～下

流水性河川環境指標種群のAchnanthes lanceolata、

沼沢湿地付着生種のNavicula elginensisなどが伴

われる。

　Ⅶ帯（試料１、２）：真－中塩性種（海－汽水生

種）よりも貧塩性種（淡水生種）の占める割合が

非常に高い。貧塩性種で流水不定性種のNavicula 

kotschyiが 優占し、Amphora copulata、沼沢湿

地付着生種のNavicula elginensisなどが伴われる。

真－中塩性種（海－汽水生種）では中塩性種（汽

水生種）のNitzschia levidensis ｖ.victoriae、海水

泥質干潟環境指標種のDiploneis smithii、海水砂

質干潟環境指標種群のAchnanthes delicatulaなど

が出現する。

（４）考察

　珪藻分析から推定される堆積環境を、以下まと

める。

　放射性炭素年代測定で7190±50年BPの年代値

が得られた砂混じり粘質土層（試料29）から6420

±40年BPの年代値が得られた層準付近（試料24）

にかけては、外洋、内湾環境指標種群の真塩性種

（海水生種）、海水砂質干潟環境指標種群、海水泥

質干潟環境指標種群を主とする真－中塩性種（海

－汽水生種）が優占することから、湾外からの影

響を受ける内湾から干潟の環境が示唆される。貧

塩性種（淡水生種）は近隣の河川の流れ込みによ

ると考えられる。上位に向かい海水準が若干高く

なり、湾外からの影響を受ける内湾の環境が拡大

すると考えられる。

　5740±40年BPの年代値が得られた層準より下

位の粘性土層（試料22、23）では、海水砂質干潟

環境指標種群、海水泥質干潟環境指標種群および

流水性の中～下流水性河川環境指標種群と沼沢湿

地付着生種の貧塩性種（淡水生種）が増加し、外洋、

内湾環境指標種群はやや減少することから、干潟

環境と河川の河口域の環境が示唆され、海水準の

低下が考えられる。

　5720±40年BPの年代値が得られた層準直下の

粘質土層（試料20、21）から5680±40年BPの年

代値が得られた砂質土シルト層（試料15 ～ 19）

にかけては、流水性の中～下流水性河川環境指標

種群、沼沢湿地付着生種が優占し、海水泥質干潟

環境指標種群、外洋、内湾環境指標種群、陸生珪

藻が出現することから、近隣に陸域を伴う河川の

河口域環境が示唆され、潮の干満により干潟、内

湾、湾外からの影響があったと考えられる。

　砂質土シルト層中部（試料10 ～ 13）では、内

湾環境指標種群、流水性の中～下流水性河川環境

指標種群、沼沢湿地付着生種、陸生珪藻が優占し、

海水泥質干潟環境指標種群が伴われることから、

河川の河口域の影響の強い内湾環境が陸域に接す

る湿地の環境が示唆される。

　砂質土シルト層上部（試料５～９）から粘性土

層下部（試料４）にかけては、珪藻がほとんど検

出されなかった。珪藻が検出されない原因として

は、珪藻の生育に適さない乾燥した堆積環境で

あったことや、水流による淘汰を受けたことなど

が考えられる。

　粘性土層上部（試料３）では、陸生珪藻が優占

し、中～下流水性河川環境指標種群、沼沢湿地付

着生種の流水性種が伴われることから、河川に接

するやや乾燥した湿地の環境が示唆される。

　シルト層（試料２）から粘性土層（試料１）に

かけては、流水不定性種を主に、沼沢湿地付着生

種、中～下流性河川環境指標種群の流水性種が優

占することから、河川に接する不安定な淡水域が

示唆される。
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図－459　北の崎遺跡（ボーリング№２地点）における分析結果総合図
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７　ボーリング試料を使った自然科学分析の総合所見

（１）北の崎遺跡湿地区の地質状況

 （ボーリング調査結果より）

　北の崎遺跡湿地区の概略地質は､ 表－10に示し

た通りである｡

　北の崎遺跡湿地区は阿蘇火砕流堆積物（Aso－

３）の堆積以降、旧木葉川の影響を受け礫や砂主

体の地層が堆積したと考えられる。その後、粘性

土やシルトが堆積するような穏やかな堆積環境に

なったと考えられる。この時期は砂質シルト（標

高2.74ｍ～ 1.01ｍ）中に含まれる鬼界アカホヤ

火山灰が約6000 ～ 6500年前に堆積したことを考

慮すると、砂質シルトより下位にある粘性土は縄

文海進の時期に堆積し、砂質シルトやシルトは海

退期に堆積したものと想定される。

（２）北の崎遺跡湿地区における古環境の変遷

 （自然科学分析結果より）

　自然科学分析の結果をもとに、古環境の変遷に

ついて以下にまとめる。

　北の崎遺跡湿地区（ボーリング№２地点）で

は、深度2.22 ～ 10.55ｍ（標高5.52 ～－2.81ｍ）

の地層について、分析を実施した。№２地点の

分析結果を取りまとめたものを、表－10および

図－459に示す。

　年代測定では、深度5.24ｍ（標高2.50ｍ）の

砂質シルト層（試料１）で5680±40yBP、深度

5.98ｍ（標高1.76ｍ）の砂質シルト層（試料２）、

その下位の深度6.38ｍ（標高1.36ｍ）の粘性土

層（試料３）で5720±40yBP、深度7.07ｍ（標

高0.67ｍ）の粘性土層（試料４）で5740±40yBP、

深度8.59ｍ（標高0.85ｍ）、深度8.85ｍ（標高

－1.11ｍ）の粘性土層（試料５、６）でそれぞれ

6420±40yBP、6960±50yBP、深度9.53ｍ（標高

－1.79ｍ）のシルト質砂層（試料７）で6690±50

yBP、深度10.55ｍ（標高－2.81ｍ）の砂混じり

粘性土層（試料８）で7190±50yBPの年代が得ら

れており、縄文時代早期後半から前期前半にあた

る。なお､コア観察では深度5.00ｍ～ 6.00ｍ（標

高1.94ｍ～ 0.94ｍ）区間には火山灰質シルト層

（アカホヤ）が混入することを確認した｡

　調査地点周辺の植生は、大きく３分帯に分類さ

れる。下位から順番に、第Ⅰ期は試料24（6420±

40yBP頃）～試料29（7190±50yBP頃）、第Ⅱ期

は試料３（年代測定未実施）～試料23（5740±

40yBP頃）、第Ⅲ期は試料１～２（コア観察によ
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り中世の地層と推定）である。第Ⅰ期は、照葉樹

林のコナラ属アカガシ亜属やシイ属―マテバシイ

属を主体とし、エノキ属－ムクノキ、ニレ属－ケ

ヤキ、クリなどの落葉広葉樹、スギモなどの針葉

樹も分布していた。また周囲には、イネ科、カヤ

ツリグサ科、ヨモギ属などの草本類も生育してい

た。第Ⅱ期になると、照葉樹林が拡大し、落葉広

葉樹、針葉樹は減少する。さらに第Ⅲ期になると、

水田稲作が行われるようになり、周辺にはオモダ

カ属、ミズアオイ属などの水田雑草やカヤツリグ

サ科などが生育していた。照葉樹林は激減し、二

次林と見られるマツ属が増加する。

　調査地点の堆積環境は、下位から砂混じり粘性

土層（試料29、7190±50yBP頃）では干潟－淡水

域の環境、粘性土層下位（試料24 ～ 28、6420±

40yBP ～ 6960±50yBP頃）では内湾の環境、粘

性土層上位（試料23、6420±40yBP頃）では内湾

－干潟の環境、砂質シルト層（試料15、5680±

40yBP頃）～粘性土層（試料22、5720±40yBP ～

5740±40yBP）では、干潟－淡水域の環境、砂質

シルト層下位（試料10 ～ 13、5680±40yBP以降）

では内湾－湿った陸域の環境、粘性土層下位（試

料４、５）～砂質シルト層上位（試料６～９）で

は汀線付近の環境、粘性土層上位（試料３）では

湿った陸域環境、粘性土層（試料１）～シルト層

（試料２）では淡水域（水田）の環境が示唆され

る。調査対象時期の環境は、内湾～外洋の海水の

影響を受けながらも、淡水や陸に近い環境であっ

たことが推察される。それが、次第に淡水や陸域

の環境に変わり、試料１、２の時期には陸域（水

田）になったと考えられる。

（３）　玉名平野安楽寺地区における縄文海進の時期

　放射性炭素年代測定の結果、今回分析した地層

について、縄文時代早期～前期（7190±50yBP ～

5680±40yBP）が想定された。縄文海進の高頂期

は約6000年前と言われており、この時期は海岸線

がもっとも内陸に侵入し、海水面が上昇していた

時期にあたる。

　また、地質的に見ると、日本各地の海岸平野下

には、縄文海進によって海が進入してきたときを

示す砂質堆積物を主とする地層と、つづいて海面

が急速に上昇したときに堆積した粘土が中心にな

る地層と、その後の小規模な海面低下と三角州の

発達による砂や粘土を中心とする三角州堆積物の

三層で構成されているところが多いが、本調査地

の地層においても同様の傾向が得られている。

　北の崎遺跡湿地区（ボーリング№２地点）につ

いては、珪藻分析結果から、下位の粘性土を主と

する層では内湾～外洋の海水の影響を受けていた

ことが推察される。花粉分析やプラント・オパー

ル分析結果では、照葉樹林を主体とする温暖な気

候であったことがうかがわれる。したがって、今

回の調査対象時期の中では、この時期（およそ

6500 ～ 7000年前）に最も海岸線が入り込んでい

たと考えられる。ただし、淡水生種や陸生種も検

出されていることから、完全に海水域であったの

ではなく、潮の干満によって変化する海岸線付近

の内湾環境であったと考えられる。その後、次第

に海水面が後退し、干潟の環境に遷移し、中世の

段階には完全に陸域になったものと推察される。
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１　はじめに

　玉名平野において、縄文時代のどの時期にどの

程度海進がすすんだかを北の崎遺跡が所在する玉

名市安楽寺田崎だけの結果だけでは、面的な広が

りや連続性を考察するのは危険性がある。そこで

北の崎遺跡から４㎞はなれた菊池川左岸に位置す

る上小田宮の前遺跡において北の崎遺跡と同様の

分析を行った。

表－11　上小田宮の前遺跡の地質状況

２　玉名平野における古環境関連調査について
－上小田宮の前遺跡－

 
応用地質株式会社
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２　上小田宮の前遺跡の地質状況

　上小田宮の前遺跡の地層は､ 風化花崗岩を最下

部として､ それより上位に亜角礫～円礫主体の砂

礫層や礫混じり砂層、シルト～粘性土、砂質シル

ト～砂の順に分布することが確認されている。

　このような層序は上小田宮の前遺跡付近が旧菊

池川の氾濫原であったことを示唆するもので、旧

菊池川の動向によって、自然堤防帯や後背湿地帯

を形成したものと推定される。

　上小田宮の前遺跡の粘性土主体層（標高

3.25m～－0.57m）の上部には鬼界アカホヤ火山

灰が分布している。鬼界アカホヤ火山灰の堆積時

期は6000 ～ 6500年前であり、縄文海進の高頂期

が約6000年前であることを考慮すると、上小田宮

の前遺跡の粘性土は縄文海進によって堆積した可

能性も考えられる。

３　上小田宮の前遺跡における古環境変遷

　自然科学分析の結果をもとに、古環境の変遷に

ついて以下にまとめる。

　上小田宮の前遺跡では、深度4.03 ～ 5.67ｍ（標

高4.62 ～ 2.98ｍ）の地層について、分析を実施

した。上小田宮の前遺跡の分析結果を取りまとめ

たものを、図－460に示す。

　年代測定では、深度4.88ｍ（標高3.77ｍ）の砂

層で5870±40yBP、深度5.05ｍ（標高3.60ｍ）の

砂層で6000±40yBPの年代が得られ、縄文時代早

期の終わりから前期前半にあたる。コア観察では、

深度5.40 ～ 5.50ｍ（標高3.15 ～ 3.25ｍ）で火山

灰質シルト層（アカホヤ）が確認されており、そ

の噴出年代は6000 ～ 6500年前である。今回の年

代測定結果は、アカホヤ層との堆積関係から見て

図
－
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も整合した値が得られている。年代測定の結果か

ら分析した試料の年代を考えると、シルト層（深

度5.05 ～ 5.40ｍ）より下位の試料５～９は6000

±40yBP以前（さらに言えば、粘性土層（深度

5.50 ～ 6.00ｍ）より下位の試料８、９はアカホ

ヤ噴出以前）、砂層（深度4.86 ～ 5.05ｍ）より上

位の試料１～４は5870±40yBP以降となる。

　調査地点周辺の植生は、どの年代も共通してコ

ナラ属アカガシ亜属やシイ属－マテバシイ属など

の照葉樹林を主体とし、エノキ属－ムクノキ、ニ

レ属―ケヤキなどの落葉広葉樹も分布していた。

また周囲には、イネ科、カヤツリグサ科、ヨモギ

属などの草本類も生育していた。なお、落葉広葉

樹や草本は、上位になるに従い減少する傾向が見

られる。なお、砂混じりシルト層（試料１～４）

はコア観察時に水田の可能性が考えられていたが、

分析では水田である根拠を示す結果は得られてい

ない。

　調査地点の堆積環境は、下位から粘性土層（試

料８、９）では干潟－汽水域の環境、シルト層下

位（試料６、７）では淡水域－湿った陸域の環境、

シルト層上位（試料５）では干潟－汽水域の環境、

砂混じりシルト層（試料１、３）では干潟－汽水

域－湿った陸域の環境が示唆される。調査対象時

期の環境は、湿った陸域と干潟や汽水域の環境を

繰り返すような、海岸線付近の不安定な環境に

あったことが推察される。

４　上小田宮の前遺跡における縄文海進の時期

　放射性炭素年代測定の結果、今回分析した地層

について、縄文時代早期～前期（7190±50yBP ～

5680±40yBP）が想定された。縄文海進の高頂期

は約6000年前と言われており、この時期は海岸線

がもっとも内陸に侵入し、海水面が上昇していた

時期にあたる。

　また、地質的に見ると、日本各地の海岸平野下

には、縄文海進によって海が進入してきたときを

示す砂質堆積物を主とする地層と、つづいて海面

が急速に上昇したときに堆積した粘土が中心にな

る地層と、その後の小規模な海面低下と三角州の

発達による砂や粘土を中心とする三角州堆積物の

三層で構成されているところが多いが、本調査地

の地層においても同様の傾向が得られている。

　上小田宮の前遺跡については、珪藻分析結果か

ら、湿った陸域と干潟や汽水域の環境を繰り返す

ような、海岸線付近の不安定な環境にあったこと

が推察される。また、花粉分析やプラント・オパー

ル分析結果から、照葉樹林を主体とする温暖な気

候であったことがうかがわれる。したがって、今

回の調査対象時期（地層）には、縄文海進によっ

て、調査地点付近まで海岸線が到達していた可能

性が高い。ただし、淡水生種や陸生種も検出され

ていることから、完全に海水域であったのではな

く、潮の干満によって変化する海岸線付近の環境

であったと考えられる。
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写真－30　検出された花粉・寄生虫卵
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写真－31　検出された植物珪酸体（プラント・オパール）
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写真－32　検出された珪藻　Ⅰ
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写真－33　検出された珪藻　Ⅱ
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１　はじめに

　北の崎遺跡では、縄文時代晩期～奈良・平安時

代の集落跡に伴う竪穴住居跡、土坑、溝状遺構、

掘立柱建物跡等の遺構等が検出されている。本報

告では、弥生時代中期の甕棺内から出土した炭化

物を対象として、遺構の年代を検討するために放

射性炭素年代測定を実施する。

２　試料

　試料は、弥生時代中期の９号甕棺墓，１０号甕

棺墓，１４号甕棺墓から出土した炭化物３点（試

料番号１～３）の合計３点である。

３　分析方法

　試料に土壌や根など目的物と異なる年代を持つ

ものが付着している場合、これらをピンセット、

超音波洗浄などにより物理的に除去する。その後

HCｌにより炭酸塩等酸可溶成分を除去、NaOH

により腐植酸等アルカリ可溶成分を除去、HCｌ

によりアルカリ処理時に生成した炭酸塩等酸可溶

成分を除去する（酸・アルカリ・酸処理）。試料

をバイコール管に入れ、１ｇの酸化銅（Ⅱ）と銀

箔（硫化物を除去するため）を加えて、管内を真

空にして封じきり、500℃（30分）850℃（２時間）

で加熱する。液体窒素と液体窒素＋エタノール

の温度差を利用し、真空ラインにてCO₂を精製す

る。真空ラインにてバイコール管に精製したCO₂

と鉄・水素を投入し封じ切る。鉄のあるバイコー

ル管底部のみを650℃で10時間以上加熱し、グラ

ファイトを生成する。

　化学処理後のグラファイト・鉄粉混合試料を内

径１㎜の孔にプレスして、タンデム加速器のイオ

ン源に装着し、測定する。測定機器は、３MV小

型タンデム加速器をベースとした14C－AMS専

用装置（NEC Pelletron ９SDH－２）を使用す

る。AMS測定時に、標準試料である米国国立標

準局（NIST）から提供されるシュウ酸（HOX－Ⅱ）

とバックグラウンド試料の測定も行う。また、測

定中同時に13C/12Cの測定も行うため、この値を

用いてδ13Cを算出する。

　放射性炭素の半減期はLIBBYの半減期5568年

を使用する。また、測定年代は1950年を基点と

した年代（BP）であり、誤差は標準偏差（One 

Sigma；68%）に相当する年代である。なお、放

射性炭素年代は、δ13Cの値を用いて同位体効果

の補正を行った値（補正値）と、補正前の値を併

記する。

　補正年代を用いて、暦年較正を実施する。暦

年較正とは、大気中の14C濃度が一定で半減期が

5568年として算出された年代値に対し、過去の宇

宙線強度や地球磁場の変動による大気中の14Ｃ濃

度の変動、及び半減期の違い（14Ｃの半減期5730

±40年）を較正することである。暦年較正には、

RADIOCARBON CALIBRATION PROGRAM 

CALIB REV5.02（Copyright 1986－2005 M 

Stuiver and PJ Reimer）を用いる。その際、誤

差として標準偏差（One Sigma）を用いる。暦年

較正に関しては、本来10年単位で表すのが通例で

あるが、将来的に暦年較正プログラムや暦年較正

曲線の改正があった場合の再計算、再検討に対応

するため、１年単位で表す。いずれも種実を試料

としていることから、北半球の大気中炭素に由来

する較正曲線を用いる。

　暦年較正は、測定誤差σ、２σ双方の値を計算

する。σは統計的に真の値が68%の確率で存在す

る範囲、２σは真の値が95%の確率で存在する範

囲である。また、表中の相対比とは、σ、２σの

範囲をそれぞれ１とした場合、その範囲内で真の

値が存在する確率を相対的に示したものである。

３　北の崎遺跡における甕棺内の炭化物による放射性炭素年代測定
 パリノ・サーヴェイ株式会社
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４　分析結果

　放射性炭素年代測定結果を表－12、暦年較正

結果を表－13に示す。同位体効果の補正を行っ

た年代値は、試料番号１が2110±30BP、試料番

号２が2040±30BP、試料番号３が2050±30BPを

示す。また、測定誤差をσとして計算させた暦

年較正結果は、試料番号１がcalBC179－60、試

料番号２がcalBC92－calAD ３、試料番号３が

calBC96－calAD１である。

δ

σ

σ

σ

σ σ
σ σ

σ

σ

σ

σ

表－13　暦年較正結果

表－12　放射性炭素年代測定結果
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１　はじめに

　木材は、セルロースを骨格とする木部細胞の集

合体であり、解剖学的形質の特徴から樹種の同定

が可能である。木材は花粉などの微化石と比較し

て移動性が小さいことから、比較的近隣の森林植

生の推定が可能であり、遺跡から出土したものに

ついては木材の利用状況や流通を探る手がかりと

なる。

２　試料

  試料は、北の崎遺跡から出土した３点の木製品

および 抜遺跡から出土した８点の木製品の計11

点である。試料の詳細を分析結果表に示す。

３　方法

　カミソリを用いて新鮮な横断面（木口と同義）、

放射断面（柾目）、接線断面（板目）の基本三

断面の切片を作製し、生物顕微鏡によって40 ～

1000倍で観察した。同定は、解剖学的形質および

現生標本との対比によって行った。

４　分析結果

　表－14に結果を示し、主要な分類群の顕微鏡写

真を示す。以下に同定根拠となった特徴を記す。

モミ属　Abies　マツ科　写真－36

　仮道管と放射柔細胞から構成される針葉樹材で

ある。横断面：早材から晩材への移行は比較的緩

やかである。放射断面：放射柔細胞の分野壁孔は

小型のスギ型で１分野に１～４個存在する。放射

柔細胞の壁が厚く、じゅず状末端壁を有する。接

線断面：放射組織は単列の同性放射組織型である。

　以上の形質より、モミ属に同定される。モミ属

は日本に５種が自生し、その内ウラジロモミ、ト

ドマツ、シラビソ、オオシラビソの４種は亜寒帯

に分布し、モミは温帯を中心に分布する。常緑高

木で高さ45ｍ、径1.5ｍに達する。材は保存性が

低く軽軟であるが、現在では多用される。

ツガ属　Tsuga　マツ科　写真－35

　仮道管、樹脂細胞、放射柔細胞及び放射仮道管

から構成される針葉樹材である。横断面：早材か

ら晩材への移行は急である。放射断面：放射柔細

胞の分野壁孔はスギ型でややヒノキ型の傾向を示

し、１分野に２～４個存在する。放射仮道管が存

在し、その壁には小型の有縁壁孔が存在する。わ

ずかではあるが、樹脂細胞が存在する。接線断面：

放射組織は単列の同性放射組織型である。

　以上の形質より、ツガ属に同定される。ツガに

は、ツガ、コメツガがあり、本州、四国、九州

に分布する。常緑高木で通常高さ20 ～ 25ｍ、径

50 ～ 80㎝である。材は耐朽、保存性中庸で、建築、

器具、土木、薪炭などに用いられる。

スギ　Cryptomeria japonica D.Don　

 スギ科　写真－36

　仮道管、樹脂細胞および放射柔細胞から構成さ

れる針葉樹材である。横断面：早材から晩材への

移行はやや急で、晩材部の幅が比較的広い。樹脂

細胞が見られる。放射断面：放射柔細胞の分野壁

孔は典型的なスギ型で、１分野に２個存在するも

のがほとんどである。接線断面：放射組織は単列

の同性放射組織型で１～ 15細胞高である。樹脂

細胞が存在する。

　以上の形質よりスギに同定される。スギは本州、

四国、九州、屋久島に分布する。日本特産の常緑

高木で、高さ40ｍ、径２ｍに達する。材は軽軟で

あるが強靭で、広く用いられる。

４　北の崎遺跡及び釼抜遺跡における木製品の樹種同定
 株式会社　古環境研究所
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ヒノキ　Chamaecyparis obtusa Endl.

 　ヒノキ科　写真－37

　仮道管、樹脂細胞および放射柔細胞から構成さ

れる針葉樹材である。横断面：早材から晩材への

移行はゆるやかで、晩材部の幅は狭い。樹脂細胞

が見られる。放射断面：放射柔細胞の分野壁孔は

ヒノキ型で１分野に２個存在するものがほとんど

である。接線断面：放射組織は単列の同性放射組

織型で１～ 15細胞高である。

　以上の形質よりヒノキに同定される。ヒノキは

福島県以南の本州、四国、九州、屋久島に分布する。

日本特産の常緑高木で、通常高さ40ｍ、径1.5ｍ

に達する。材は木理通直、肌目緻密で強靭、耐朽、

耐湿性も高い。良材であり、建築など広く用いら

れる。

クリ　Castanea crenata Sieb. et Zucc.

 　ブナ科　写真－34

　横断面：年輪のはじめに大型の道管が、数列配

列する環孔材である。晩材部では小道管が、火炎

状に配列する。早材から晩材にかけて、道管の径

は急激に減少する。放射断面：道管の穿孔は単穿

孔である。放射組織は平伏細胞からなる。接線断

面：放射組織は単列の同性放射組織型である。

　以上の形質よりクリに同定される。クリは北海

道の西南部、本州、四国、九州に分布する。落葉

の高木で、通常高さ20ｍ、径40㎝ぐらいであるが、

大きいものは高さ30ｍ、径２ｍに達する。耐朽性

強く、水湿によく耐え、保存性の極めて高い材

で、現在では建築、家具、器具、土木、船舶、彫

刻、薪炭、椎茸ほだ木など広く用いられる。

コナラ属アカガシ亜属　

　Quercus subgen. Cyclobalanopsis　

 ブナ科　写真－35

　横断面：中型から大型の道管が１～数列幅で年

輪界に関係なく放射方向に配列する放射孔材であ

る。道管は単独で複合しない。放射断面：道管の

穿孔は単穿孔で、放射組織は平伏細胞からなる。

接線断面：放射組織は同性放射組織型で、単列の

ものと大型の広放射組織からなる複合放射組織で

ある。

　以上の形質よりコナラ属アカガシ亜属に同定さ

れる。コナラ属アカガシ亜属にはアカガシ、イチ

イガシ、アラカシ、シラカシなどがあり、本州、

四国、九州に分布する。常緑高木で、高さ30ｍ、

径1.5m以上に達する。材は堅硬で強靭、弾力性

強く耐湿性も高い。特に農耕具に用いられる。

イスノキ　Distylium racemosum Sieb. et Zucc.

 マンサク科　写真－34

　横断面：小型でやや角張った道管がほぼ単独に

散在する散孔材である。軸方向柔細胞が接線方向

に向かって黒い線状に並んで見られ、一定の間隔

で規則的に配列する傾向を示す。放射断面：道管

の穿孔は階段穿孔板からなる多孔穿孔で、階段の

数は比較的少なく15本前後のものが多い。放射組

織は異性である。接線断面：放射組織は異性放射

組織型で、ほとんどが１～３細胞幅である。

　以上の形質よりイスノキに同定される。イスノ

キは関東以西の本州、四国、九州、沖縄に分布す

る。常緑の高木で、高さ20ｍ、径１ｍに達する。

耐朽性および保存性の高い材で、建築、器具、楽

器、ろくろ細工、櫛、薪炭などに用いられる。

ヌルデ　Rhus javanica L.　ウルシ科　写真－34

　横断面：年輪のはじめにやや小型から中型の道

管が単独あるいは２～３個複合して配列する環孔

材である。晩材部で小道管が多数集合して、接線

方向あるいは斜線方向に配列する傾向を示す。早

材から晩材にむけて道管の径は徐々に減少してい

く。放射断面：道管の穿孔は単穿孔で、放射組織

は異性である。小道管の内壁にらせん肥厚が存在

する。接線断面：放射組織は異性放射組織型で１～

３細胞幅である。

　以上の形質よりヌルデに同定される。ヌルデは、
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北海道（渡島半島）、本州、四国、九州、沖縄に

分布する。落葉高木で、通常高さ５～ 10ｍ、径

20 ～ 30㎝であるが、大きいものは高さ13ｍ、径

45㎝に達する。耐朽、保存性はさほど高くない材

で、器具、ろくろ細工、薪炭に用いられる。

ヤブツバキ　Camellia japonica Linn.　

 ツバキ科　写真－37

　横断面：小型でやや角張った道管が単独ないし

２～３個複合して散在する散孔材である。道管の

径はゆるやかに減少する。放射断面：道管の穿孔

は階段穿孔板からなる多孔穿孔で、階段の数は

７～ 30本ぐらいである。放射組織は平伏細胞と

直立細胞からなる異性で、直立細胞には、大きく

膨れているものが存在する。接線断面：放射組織

は異性放射組織型で、１～３細胞幅である。直立

細胞には大きく膨れているものが存在する。

　以上の形質よりヤブツバキに同定される。ヤブ

ツバキは本州、四国、九州に分布する。常緑の

高木で、通常高さ５～ 10ｍ、径20 ～ 30㎝である。

材は強靭で、耐朽性強く、建築、器具、楽器、船、

彫刻などに用いられる。

タイミンタチバナ　Myrsihe seguinii Lev

 　ヤブコウジ科　写真－36

　横断面：小型の道管が単独ないし２～３個複合

して散在する散孔材である。放射断面：道管の穿

孔は単穿孔である。放射組織は異性である。接線

断面：放射組織は異性放射組織型で10細胞幅を超

える。

　以上の形質よりタイミンタチバナに同定さ

れる。タイミンタチバナは本州（千葉県以西）、

四国、九州、沖縄に分布する。常緑の大低木また

は高木である。

ガマズミ属　Viburnum　スイカズラ科　写真－35

　横断面：小型でやや角張った道管がほぼ単独で

均一に散在する散孔材である。放射断面：道管の

穿孔は階段穿孔板からなる多孔穿孔で、階段の数

は数十本である。接線断面：放射組織は異性放射

組織型で、直立細胞からなる単列のものと１～４

細胞幅で細長い紡錘形を示す多列のものからなる。

　以上の形質よりガマズミ属に同定される。ガマ

ズミ属には、ガマズミ、ゴマキ、サンゴジュなど

があり、本州、四国、九州に分布する。常緑の小

高木で通常高さ10ｍ、径30㎝ぐらいである。樹木

は庭園、生垣、防火樹などに、材は旋作、小細工

物などに用いられる。

５　所見

　樹種同定の結果、北の崎遺跡の試料１（杭？）

はイスノキ、試料２（櫛）はヌルデ、試料３（不明）

はクリと同定された。また、剱抜遺跡の試料１（台

付椀）はガマズミ属、試料２（杭状加工品）はコ

ナラ属アカガシ亜属、試料６（円形板）はツガ属、

試料７（杭状加工品）はモミ属、試料８（板状加

工品）はスギ、試料10（鏑矢）はタイミンタチバ

ナ、試料11（棒状加工品の先端部）はヤブツバキ、

試料14（把手）はヒノキと同定された。今回の11

試料はいずれも異なった樹種であり、用途に応じ

て多様な樹種が利用されていたと考えられる。

　モミ属は温帯性のモミと考えられ、耐久性、保

存性は低いが軽軟な事から加工が容易な材である。

ツガ属は耐朽性、保存性は中庸で、切削、加工は

あまり容易でない。スギは加工工作が容易な上、

大きな材がとれる良材である。ヒノキも大きな材

が取れる良材であり、特に保存性が高い。クリは

重厚で保存性が良く、建築材などに適する。コナ

ラ属アカガシ亜属は硬堅な材であり広く用いられ

るが、西南日本では弥生時代以降、特に農耕具を

中心に用いられる傾向にある。イスノキは重硬で

耐朽性に優れ、細かい細工にも良好で器具類にも

適する。ヤブツバキは硬堅な良材で耐朽性にも優

れている。タイミンタチバナは重く硬い材で耐朽

性、保存性も高い。ガマズミ属はやや硬い材である。

　コナラ属アカガシ亜属、イスノキは西南日本に
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分布する照葉樹林の主要高木構成要素であり、ヤ

ブツバキ、タイミンタチバナも照葉樹林の構成要

素である。また、クリ、ヌルデ、ガマズミ属は

温帯に広く分布する広葉樹、モミ、ツガ属、スギ、

ヒノキは温帯域に分布する針葉樹である。いずれ

も当時の遺跡周辺もしくは近隣の地域で採取可能

な樹種であったと考えられる。

文　献

島地 謙・佐伯 浩・原田 浩・塩倉高義・石田茂雄・

重松頼生・須藤彰司（1985）木材の構造．文永堂

出版，290p.

島地 謙・伊東隆夫（1988）日本の遺跡出土木製

品総覧．雄山閣，296p.

山田昌久（1993）日本列島における木質遺物出土

遺跡文献集成．植生史研究特別１号．植生史研究

会，242p.

遺　跡 遺物番号 № 器　種 結果（学名／和名）

北の崎遺跡

1424 ① 杭？ Distylium racemosum Sieb. et Zucc. イスノキ

1426 ② 櫛 Rhus javanica L. ヌルデ

1425 ③ 不明 Castanea crenata Sieb. et Zucc. クリ

抜遺跡

117 ① 台付椀 Viburnum ガマズミ属

113 ② 板状加工品 Quercus subgen. Cyclobalanopsis コナラ属ア
カガシ亜属

111 ⑥ 円形板 Tsuga ツガ属

112 ⑦ 板状加工品 Abies モミ属

38 ⑧ 板状加工品 Cryptomeria japonica D.Don スギ

40 ⑩ 鏑矢 Rapanaea neriifolia Mez. タイミンタチバナ

116 ⑪ 棒状加工品の先端部 Camellia japonica Linn. ヤブツバキ

41 ⑭ 把手 Chamaecyparis obtusa Endl. ヒノキ

表－14　樹種同定結果
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写真－34　北の崎遺跡・釼抜遺跡出土木製品顕微鏡写真①
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写真－35　北の崎遺跡・釼抜遺跡出土木製品顕微鏡写真②
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写真－36　北の崎遺跡・釼抜遺跡出土木製品顕微鏡写真③
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写真－37　北の崎遺跡・釼抜遺跡出土木製品顕微鏡写真④



416

第Ⅳ章　理化学分析

１　はじめに

　石製遺物を対象として非破壊による蛍光Ｘ線分

析を行い、使用されている石材の石質について検

討を行った。

２　試料

　分析対象とした試料は表－15に示される勾玉な

どの石製遺物３点である。この３試料について蛍

光Ｘ線分析に供した。

３　分析方法

（１）肉眼鑑定

　野外用のルーペを用いて構成鉱物や組織の特徴

を観察し、肉眼で鑑定できる範囲の岩石名を付す。

鑑定は、五十嵐（2006）に示される分類基準を参

考にして行なっている。

（２）蛍光Ｘ線分析

　蛍光Ｘ線分析はサンプリングが困難な文化財の

材質調査に広く用いられている手法であるが、ご

く表面層を測定対象としているため、出土遺物表

面が風化の影響を受けている場合、遺物本来の化

学組成を導くことは難しく、本来の化学組成を知

るためには風化層を除去しなければならない。た

だし、遺物保存の観点から考えれば、外観上の変

化を伴わない本分析法は概略の化学組成を知るた

めには極めて有効な手法となる。

　本報告では、非破壊を前提とした材質調査を目

的とすることから、試料はクリーニング処理や風

化層の除去を行わず、調査に用いる。材質調査に

用いた装置はセイコーインスツルメンツ（株）製

エネルギー分散型蛍光Ｘ線分析装置（SEA2120L）

である。

試料番号 出土遺構 遺物番号 種別

1 北の崎遺跡７区３８号住居 514 勾玉

2 北の崎遺跡８区４２号住居 532 剝片石器

3 北の崎遺跡７区３７号住居 504 勾玉

測定装置 SEA2120L

管球ターゲット元素 Rh

コリメータ φ10.0㎜

フィルター なし

マイラ－ OFF

雰囲気 真空

励起電圧（kV） 15 50

管電流（μA） 自動設定 自動設定

測定時間（秒） 300 300

定性元素 Na～ Ca Sc ～Ｕ

表－16　測定条件

表－15　分析試料

５　北の崎遺跡出土勾玉類の石材同定
 パリノ・サーヴェイ株式会社



417

第Ⅳ章　理化学分析

　得られた特性X線スペクトルは元素定性を実施

した後、FP法（ファンダメンタルパラメーター法）

を用いたスタンダードレス分析により定量演算を

行い、相対含有率（質量％）を求める。なお、算

出された結果は半定量的なものであることや実際

にどの程度の深さまでX線が進入しているのか不

確実な部分もあり（例えば表面の風化層のみから

発生した特性Ｘ線を検出しているのか、あるいは

風化層より内部の新鮮部分の材質も含めた特性Ｘ

線を検出しているのか）、結果の評価には注意す

る必要がある。本調査における測定条件の詳細は、

表－16に示す。

４　結果

蛍光Ｘ線分析

　蛍光Ｘ線スペクトルを図－461に掲げ、FP法に

より求めた化学組成を表－17に示す。分析を行っ

た３試料は、SiO₂が主要成分となっている珪酸塩

岩から構成されている。

５　考察

　蛍光Ｘ線分析による全岩化学組成に基づき、使

用石材の石質について検討する。肉眼による簡易

的な観察結果も踏まえて試料毎に記す。

１）試料番号１　３８号住居　514 　勾玉

　本試料は、SiO₂が34%ときわめて低い値を示

す珪酸塩岩である。主要成分としてはこの他に

Al₂O₃ 21%、Fe₂O₃ 15%、MgO 29%が挙げられる。

肉眼観察では細粒緻密質で灰黒色を呈し、蛇紋岩

様の岩相を示す。しかし、きわめて低いSiO₂含有

率を考慮すると、緑泥石が主要鉱物となっている

可能性が考えられる。また、微量成分として検出

されているCr₂O₃やNi₂O₃などの含有を考慮する

と苦鉄質岩に伴う石材であることが推定される。

したがって、本試料は苦鉄質岩に伴う緑泥石岩と

推定される。

２） 試料番号２　４２号住居　532　剝片石器

　本試料の化学組成はSiO₂が89%と非常に高い値

を示す。SiO₂に次いで多い成分としては、Al₂O₃ 

6.7%、Fe₂O₃ 1.5%が挙げられる。肉眼観察では、

緑色を示す珪化岩とみられ、クラックや孔隙に水

酸化鉄を伴っている。Fe₂O₃の原因物質としては

水酸化鉄が考えられる。緑色の色調が強い部分で

は、碧玉様となっている。珪化岩は、珪酸（SiO₂）

が侵入または交代することにより、岩石がより珪

質に変化した岩石である。肉眼的な特徴と、高い

SiO₂含有率を示す化学組成は整合しており、本試

料は珪化岩と判断することができる。

３） 試料番号３　３７号住居　504　勾玉

　本試料は、SiO₂が34%ときわめて低い値を示

す珪酸塩岩である。SiO₂以外には、Al₂O₃ 24%、

Fe₂O₃ 9.8%、MgO 30%などが主要成分となって

いる。化学組成は試料番号１の勾玉と酷似してい

る。肉眼による観察では、暗緑色を示す細粒緻密

質岩であり、緑色岩または緑泥石岩とみられる。

SiO₂がきわめて低い含有率を考慮すると、主成分

鉱物としては緑泥石が想定され、緑泥石岩とみる

のが妥当である。また、微量成分として検出され

ているCr₂O₃やNi₂O₃などの含有を考慮すると試

料番号１の試料と同様に苦鉄質岩に伴う緑泥石岩

と推定される。

引用文献

　五十嵐俊雄， 2006, 考古資料の岩石学. パリノ・

サーヴェイ株式会社， 194p.

試料
番号 SiO₂ TiO₂ Al₂O₃ Fe₂O₃ MnO MgO CaO K₂O As₂O₅ BaO Cr₂O₃ CuO Ni₂O₃ Rb₂O SO₃ SrO ZnO ZrO₂

１ 34.02 0.27 20.61 14.74 0.31 28.83 0.65 0.06 － － 0.18 － 0.11 － 0.21 － 0.02 －

２ 88.92 0.07  6.74  1.46 0.05  0.82 0.11 0.81 0.06 0.01 0.30 0.02 0.03 － 0.60 － － －

３ 34.04 0.37 24.30  9.78 0.17 29.74 0.55 0.38 － － 0.22 － 0.17 － 0.27 － 0.01 －

表－17　蛍光Ｘ線分析結果（化学組成）

（単位：wt％）
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剝

図－461　北の崎遺跡から出土した勾玉類の蛍光Ｘ線スペクトル
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１　はじめに

　北の崎遺跡は、縄文時代から中世まで断続的に集

落を形成してきた遺跡である。中でも縄文後期から

晩期、弥生中期後半、古墳前期～中期、奈良～平安

時代、鎌倉時代の遺構や遺物がある程度まとまって

検出または出土している。本遺跡の全体像をつかむ

には不十分ではあったが、今回の発掘調査によって、

それぞれの時代において部分的ではあるが集落の特

徴や出土遺物の特徴が少しではあるがわかってきた。

今回、出土遺物をとりまとめるため、土器の型式の

分類を行っている。編年を論じるにはまとまった一

括資料や特徴的な型式を見出すことが難しかったた

め行っていない。そういった意味からも、北の崎遺

跡の変遷や集落の繁栄と衰退時期、他の遺跡との比

較検討する資料作成という観点から、大局的な傾向

を知る上での分類であると捉えていただきたい。し

たがって、今回の土器型式の分類は、従来の土器の

型式や周辺の遺跡の分類を踏襲しながら、本遺跡の

土器を分類したものである。尚、各時代の基準とな

る遺構同士の切り合いが数多くはなく、不明瞭な部

分も多くあったため、各時代の器形分類図において、

時期を反映した「期」とか「様相」という表現では

なく、「類型」という表現をとらせていただく。

２　縄文時代後期から晩期について

（１）検出された遺構について

　今回、検出された遺構は、平面形状が円形を呈す

る竪穴住居、埋鉢、土坑である。竪穴住居はほとん

ど調査区外にあり全体の約１/４程度の検出であっ

た。後世の遺構やカクランによる削平によりさらに

断片的にしか情報が入らなかった。ただし、床面は

硬化面範囲として示すほど硬化はしていなかった。

しかしながら明らかに硬化して、締まった床面であ

る。住居跡が使用されていた時期は出土した土器型

式から縄文時代晩期の天城式の時期であろうと考え

られる。玉名地方において縄文時代の竪穴住居の検

出例が少ないだけに、完全な形での検出とはならな

かったが貴重な情報を与えてくれるものと考えられ

る。また、埋鉢では２基検出されている。ともに竪

穴住居跡（１号住居）とは異なり古閑式の時期である。

一部剥平等により欠損はあるものの、土坑にそのま

ま据えた状態でほぼ完形で出土した。さらに遺構と

して３基の土坑が検出されている。１号土坑は後期

の土器も流れ込み等で含まれているが、総体的には

天城式の時期であろうと考えられる。２号及び３号

土坑については、土器の一部の破片しか出土してい

ないため詳細な時期の決定は不可能であった。ただ

し晩期のいずれかの時期であろうと考えられる。地

形との関係からみると台地の中央部の標高の高い位

置に竪穴住居が配置され、その周辺のやや高い位置

に土坑が配置され、若干標高が低くなる平坦地形の

部分に埋鉢は配置されている。特に１号埋鉢と２号

土坑は北の崎遺跡が所在する舌状台地の落ちの部分

にあたる東側崖の近隣にあり、弥生時代の甕棺墓が

密集する地域と同じ地域にある。ただし、遺跡全体

の遺構の配置具合は、遺構数が少ないため総括的な

ものは不明である。今後の周辺の確認調査や発掘調

査に詳細な解明を期待したい。

（２）縄文後期から晩期の土器について

　北の崎遺跡出土の土器は、そのほとんどが包含層

出土のものである。そのため、土器片の大きさは小

さく接合できても完形に近いものは少なく、全体の

器形を判断できるものは少ない。また、文様も限ら

れた部分しか見ることができず、その特徴を十分に

明らかにすることはできない。このため、土器を

記述するにあたっては従来からの土器型式に見られ

る器形や文様にあてはめて記述することとする。な

お、器形については現在まで報告されている器形を

もとに、図－462及び図－463のように分類し記述す

る。なお、器形は深鉢形、浅鉢形、皿形の３つに大

別した。

１）分類基準

①深鉢形土器

【Ａ類】

　土器の部位が口縁部、頸部、胴部、底部から構成

される。特に口縁部の形状等によりＡ１からＡ４の

４つに細分する。Ａ１類は口縁部近くが外湾し口縁

端部が内側に倒れ、口縁端部は波状である。Ａ２類
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は口縁端部は波状であるが、口縁部は外反する。口

縁部にいたっては、口縁部というよりは頸部の先端

を口縁部としている。Ａ３類は、口縁部が水平に整

えられている。Ａ４類は口縁端部は水平であるが口

縁部幅が大きくなる。

【Ｂ類】

　土器の部位が、頸部、胴部及び底部から構成され、

明瞭な口縁部がないものをさしている。特に口縁部

の形状等によりＢ１とＢ２の２つに細分する。Ｂ１

は、頸部、胴部、底部からなり、頸端部がそのまま

口縁部となっているもので、その口縁端部は水平と

なっている。Ｂ２は、Ｂ１と形状は似ているが、口

縁端部が波状となっている。尚、Ｂ類は明瞭な口縁

部がないものの、説明する上で土器の先端部分を口

縁部と表現することとする。

【Ｃ類】

　土器の部位が、胴部と底部から構成される。特に

口縁部の形状等によりＣ１とＣ２の２つに細分され

る。Ｃ１は、胴部と底部から構成され、胴端部をそ

のまま口縁端部としているものであり、最大径が口

縁端部になるものをさす。Ｃ２は、Ｃ１とつくりは

同じであるが、口縁部近くが外湾し、口縁端部が土

器の内側に倒れる。尚、このＣ類は口縁部がないも

のをさすが、説明する上で土器の先端部分を口縁部

と表現しなければ説明が困難であり、便宜上口縁部

とすることとする。

【Ｄ類】

　土器の部位が、口縁部、胴部及び底部から構成さ

れ頸部がないものをさす。口縁部近くの違いにより

２つに細分する。Ｄ１は、口縁部、胴部及び底部か

らなり、胴部が口縁部近くで強く外反すものである。

Ｄ２は、Ｄ１とつくりは同じであるが、口縁端部外

面に粘土紐をつけたものである。いわゆる突帯文土

器である。本遺跡では出土していない。

②浅鉢形土器

【Ａ類】

　土器の部位が、胴部と底部からなり胴端部がその

まま口縁端部となるものをさす。特に口縁部の形状

等によりＡ１とＡ２の２つに細分する。Ａ１類は、

胴部と底部からなり口縁端部が波状となる。Ａ２類

は、Ａ１とつくりは同じであるが、口縁端部が水平

に整えてあり椀形に近い形状を呈する。

【Ｂ類】

　土器の部位が、口縁部、胴部及び底部から構成さ

れ頸部がないものをさしている。特に口縁部の形状

等によりＢ１とＢ２の２つに細分する。Ｂ１は、口

縁部、胴部及び底部からなり、口縁部が外湾ぎみに

内側に傾く。Ｂ２は、口縁部が直立するか外側に傾

く。

【Ｃ類】

　土器の部位が、頸部、胴部及び底部から構成され、

口縁部がない。底部は丸底となっているようである。

Ｃ類に非常に似た破片が認められたが分類するには

情報が少なすぎて掲載していないが、Ｃ類の可能性

を秘めているので分類基準を残すこととする。

【Ｄ類】

　土器の部位が、口縁部、頸部、胴部及び底部の４

部位から構成されている。Ｂ２の胴部を頸部と胴部

とに分けたような形状を呈する。底部は平底である

ようである。

【Ｅ類】

　土器の部位が、基本的に口縁部、頸部、胴部及び

底部の４部位から構成されるものをさす。底部と胴

部の境界は明瞭ではなく、丸底である。それぞれの

部位の特徴からＥ１からＥ５に細分し、細分された

それぞれの分類基準でさらに口径と器高の比によっ

てａ及びｂとにさらに細分する。Ｅ１－ａは、胴

部から内湾しながら強く外反する。口縁部が直立

する。口径が器高と比べおおよそ2.5倍以上である

もの。Ｅ１－ｂは、Ｅ１－ａと同じつくりであり、

口径が器高と比べおおよそ2.5倍未満であるもの。

Ｅ２－ａは、口縁端部に４つの小さな山形の突起が

つき基本的に平底である。口径が器高と比べその比

率が大きいもの。Ｅ２－ｂは、Ｅ２－ｂと同じつく

りであるが、口径が器高と比べその比率が小さいも

の。Ｅ３は、口縁端部は水平となっており、口縁部

は頸部端部をわずかにつまみあげる程度のものであ

る。また、頸部はやや長く伸びた形状を呈するもの。

Ｅ４－ａは、口縁部は段状となり頸部が短く口縁部

は湾曲して折れるように外反する。器高に対する口
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径の割合が大であるもの。Ｅ４－ｂは、Ｅ４－ａと

つくりは同じであるが、器高に対する口径の割合が

小さいものである。Ｅ５は、口縁部と頸部が一体化

し区別ができない。胴部上半と下半の境界には明瞭

な屈折が見られ、上半はやや外湾しながら内側に傾

くものである。

【Ｆ類】

　土器の部位が、基本的に口縁部、胴部、底部から

構成されており頸部がないものをさす。口縁部は大

きく広く開き口縁端部が最大径となる。口縁端部は

水平に整えてある。

③皿形土器　

　本遺跡では、実測可能な皿形土器は921のみであ

るため詳細な分類は困難である。底部は平坦であり、

波状の口縁部をもつ。

２）土器型式

　遺跡で検出された遺構に年代を与えるため、土器

型式の変遷について、今まで多くの報告がなされて

きた。縄文土器の編年についても多くの研究者がそ

の報告を行っている。今回は、これまで多くの研究

者の方々が提唱された土器型式を基に、出土した縄

文土器をあてはめる形で分類することとする。そこ

で分類するにあたり、これまで提唱された土器型式

の中で北の崎遺跡で出土している土器型式のみを筆

者なりにまとめ、縄文時代後期から晩期にかけての

変遷の指標とする。

①北久根山式土器

　縄文時代後期中葉の標識とする土器である。熊本

市渡鹿に所在する北久根山遺跡（新南部遺跡群内の

遺跡）から出土した土器から名づけられたものであ

る。中九州を中心として分布している。器形は、深

鉢形土器、鉢形土器及び皿形土器の３種類が主であ

る。口縁部の施文帯をもち、文様は短斜線文と綾

杉文が中心である。口縁端部には４箇所にＷ字状な

どの粘土紐が貼り付けられている。その下にはリン

グ状の把手がつけられているものもあるようである。

皿形土器は、底部から直線的に口縁部が立ち上がり、

内面に施文するものもある。

②辛川式土器

　菊池郡菊陽町に所在する辛川遺跡から出土した土

器を標識として名付けられた型式である。縄文時代

後期の標識とする土器である。器形は鉢形土器を中

心に変化に富み、本遺跡では出土していないが皿形

土器も北久根山式土器に引き続き作られているよう

である。また頸部が弓状に湾曲するが反りは少ない。

頸部と胴部の境界がやや明瞭となり胴部に膨らみを

持たせているようである。施文においては文様構成

が画一的となり半弧文と短斜線文が中心となる。他

の遺跡においては「Ｘ」字状文や鉤手文の組み合わ

せもあるようである。また、文様を作り上げる沈線

では、端を止めるような刺突をつけている。貝殻に

よる擬似縄文が多用され、磨消縄文も見受けられる。

辛川式にはⅠ式とⅡ式があるがⅡ式においてこの磨

消縄文が一般的となる。口縁部の形状では、平口縁

と波状をなすものがある。他の遺跡においては波状

口縁の高まった部分が３箇所見られるものも報告さ

れているが、４箇所施すのが大方である。

③御領式土器

　熊本市城南町東阿高（旧下益城城南町）に所在す

る御領貝塚から出土した土器から名づけられたもの

であり、九州地方で縄文時代後期末ないし晩期初頭

の標識土器である。器形は、深鉢形土器と浅鉢形土

器が主流である。縄文時代後期に見られる磨消縄文

や貝殻押圧の擬似縄文は、この御領式では見られな

くなり黒色磨研土器となっている。また、文様につ

いてはほとんど目立たなくなる。文様帯は基本的に

口縁部に限られている。深鉢形土器は、口縁部と胴

部に凹線文をめぐらせ、口縁部の凹線の本数は２～

３本である。頸部から口縁部で「く」字状に屈折し

て立ち上がり、胴部の屈曲は明瞭である。他の遺跡

においては押点がつくものや口縁部に沈線が抉らな

いものも見られるようである。浅鉢形土器は、口辺

部が「く」字状に屈折して立ち上がり、内湾する頸

部から屈曲する胴部を経て底部となるものと「く」

字状に立ち上がる口辺部からそのまま底部へと移行

するものがある。本遺跡では底部の形状が不確定で

あるが、他の遺跡から出土したものには、上げ底を

呈するものが多い。口縁部や胴部には凹線や太い沈

線をめぐらしている。口縁端部には低い山形の突起

を持つものもあり、山形突起部分やその下に楕円形
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の凹点文を施すものがある。口縁部の凹線は基本的

に２本で構成されている。

④天城式土器

　菊池市赤星に所在する天城遺跡から出土した土器

から名づけられたものであり、縄文時代晩期の指

標となるものである。器形は、深鉢土器、浅鉢土

器、坏形土器が見られる。器形の大きな特徴として

は、御領式でみられた胴部から頸部にかけての角

ばった屈折部がなくなり緩やかに屈折するようにな

る。頸部から胴部への屈折する角度も御領式と比べ

れば大きくなる。器面調整においても、御領式のミ

ガキ調整と比べると粗くなっている。文様帯につい

ては、口縁部に限られており、御領式よりさらに希

薄となった文様となる。浅鉢では沈線文が１条のも

のが多い。深鉢では、口縁部に平行沈線文が見られ

る。３～５本の沈線で構成しているようである。浅

鉢の口縁端部において山形突起とはいえない小さな

突起が見られるものがあり、その下には凹点文が施

されているが実に形式的となっている。

⑤古閑式土器

　上益城郡益城町に所在する古閑遺跡から出土した

土器から名づけられたものである。縄文時代晩期の

指標となるものである。器形は、深鉢形土器、浅鉢

形土器及び椀形土器である。この他に他の遺跡では、

高坏形土器、皿形土器、壺形土器も見られるようで

ある。古閑式の全体的な特徴としては、基本的に文

様帯が天城式と比べてもさらに希薄となるところで

あろう。文様帯があるものには、天城式で見られた

平行沈線文が非常に雑になり平行とは決して言えな

い沈線が平行沈線文に似せて施してある。中には３

本は平行であるが残り１本が平行からはずれるもの

なども出現する。また、深鉢の中には貝殻条痕を口

縁部に平行に引き沈線文に似せたものも出現する。

器形については、深鉢においては基本的には天城式

とほとんど変わらないが、頸部から胴部の屈折部ま

での長さが広がり間延びした形状を呈している。浅

鉢については、口辺部が天城式よりさらに外開きと

なる。椀形土器については、体部はほぼ直線的であ

り、手捏ね状の粗雑な整形である。

⑥黒川式土器

　鹿児島県日置郡吹上町に所在する黒川洞穴遺跡か

ら出土した土器から名づけられており、九州地方の

縄文時代晩期の標識となる土器である。器形として

は黒川式は精製土器である浅鉢形土器と粗製土器で

ある深鉢形土器が中心であるが、他の遺跡では坏形、

皿形、甕形土器も見られるようである。基本的に天

城式、古閑式と同様に御領式土器の特徴を受け継い

でいる。本遺跡では深鉢などの出土がなく、浅鉢の

みの出土であった。浅鉢は胴部の屈曲が緩やかで、

口縁部の文様帯がなくなる。その代わりに口縁端部

にリボン状や鰭条の突起が貼り付けあるものがある。

（３）縄文時代のまとめ

　縄文時代の遺構としては、竪穴住居跡が１軒、土

坑が３基、埋鉢が２基であった。それぞれの遺構の

時期は、住居跡と土坑が縄文晩期の天城式の時期、

埋鉢は縄文時代晩期の古閑式の時期であることが言

えよう。

　一方、包含層から出土した土器を見ていくと、縄

文時代後期では比較的辛川式が多いようである。縄

文晩期においては、圧倒的に天城式の出土が多く、

型式的にみても多彩である。その他の時代となると

縄文早期の押形文土器が１点出土した程度で生活の

痕跡が見られない。

　よって、北の崎遺跡において、縄文時代の人々の

活動時期が縄文後期から晩期の範囲に限られており、

この後述べる弥生時代では中期後半期からのもので

あることからも、縄文晩期で一端この北の崎遺跡か

らは人が他の地域へ流出したと考えられる。この点

については、今後、玉名地域の縄文海進・海退の状

況や稲作開始による集落の変容との関連性を考えて

いく必要があるようである。
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３　弥生中期後半から後期前半期について

（１）検出された遺構について

　弥生時代中期後半から後期前半期の遺構として、

竪穴住居が21軒、土坑が61基、溝が４条、甕棺墓が

14基検出された。

　まず、図－464の遺構配置図から集落の構造を考

える。今回の調査では、舌状を呈する台地状の地形

を横断するような調査となった。これにより集落を

横断するように遺構等が検出され、集落の構造が見

えてきた。県内の遺跡では、墓域や居住域などの区

域ごとの出土例はあるものの集落の構造がわかるよ

うな例は数多くないため貴重な資料となりうる。

　さて、北の崎遺跡での集落の中心には、竪穴住居

群が切り合いながら配置している。住居の形態が異

なるものが切り合っており時期差があると考えてい

る。地形測量の結果からもわかるように比較的高く

なった部分に建てている。中央の竪穴住居が集中し

ている部分を居住域としており、居住域の東側には

遺構があまり存在しない空白地帯を有している。こ

の領域は、広場的な意味合いをもっているのかもし

れない。この空白地帯の北側には石戈や器台が出土

している８号住居が存在することから、祭祀的なこ

とを司る領域の可能性が高いと考えられる。これら

の居住域の周囲に土坑や掘立柱建物跡が配置されて

いる。この掘立柱建物跡は、１軒×２軒の建物であ

り、遺構の位置関係から倉庫ではないかと考えられ

る。居住域周辺の土坑は、貯蔵穴であろうと考えて

いる。これら配置具合から、この土坑や掘立柱建物

跡が配置される領域を貯蔵域とした。さらに、貯蔵

域の周囲に甕棺墓が台地の崖（縁）に沿って配置さ

れている。中心部の住居域から離れた特定の地域に

墓は集中しているのでこの領域を墓域とした。県内

や北部九州の弥生中期後半期の集落では、墓域と貯

蔵域の境には環濠や結界を意味する溝等が検出され

る場合があるが、北の崎遺跡では検出されなかった。

これらの遺構の配置から、この時期の集落の構造を

理解する上で貴重な資料となると考えられる。

　また、北の崎遺跡において、遺構の中で形態変化

をみることができるのが、竪穴住居である。今回の

調査で、７タイプの竪穴住居が存在することが理解

できる。これらがそれぞれ良好な切り合い関係を示

していないため新旧は全てにおいて判明しない。タ

イプ別の形態の特徴は、大別して２タイプに分かれ

る。隅丸方形、方形の２タイプである。隅丸方形の

竪穴住居は柱の本数や位置、貯蔵穴の有無で４タイ

プに分類できる。また方形の竪穴住居は、柱の本数、

貯蔵穴及び張り出し部の有無により３タイプに分類

できる。これらの付帯設備等の形態の違いにより７

タイプに分類したのが、図－465の形態分類図であ

る。遺構の切り合い関係や出土した土器の型式分類

から隅丸方形の竪穴住居が古く、さらに方形の竪穴

住居へ、そして張り出しをもつ竪穴住居へ変遷して

いったのではないかと考えられる。方形でもこの時

期まではベッド状遺構はつかないようである。尚、

0 20m 

1/400

図－464　北の崎遺跡における弥生中期後半から後期前半期の遺構配置図
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図－465　弥生中期後半から後期前半期の竪穴住居形態分類図



429

第Ⅴ章　総括

土器の型式分類から考察を加えた竪穴住居の形態変

遷は、最後にまとめる。

（２）出土した弥生土器について

　今回の調査で、竪穴住居などの遺構から一括資料

に近い状態で多量の土器が出土した。型式学的分類

に耐えうる土器が出土した遺構は、残念ながら良好

な切り合い関係を示すことがなかったため土器編年

まで検討を加えることができなかった。そこで、今

回は各段階を同じ形態を持つ土器群として捉え、そ

れぞれの土器群の類型を以って段階として分類した。

よって、類型は絶対的な時間軸を表しているのでは

ないとご理解いただきたい。尚、土器の形態変化に

関しては、甕の形態変化を基本とし４段階の類型を

設定している。

①土器の分類

　北の崎遺跡で出土した土器の主な器種には、甕形

土器、壺形土器、高坏形土器、鉢形土器、蓋形土器、

器台形土器がある。

１）甕形土器

　胴部最大径位置によって２つに大別できる。胴部

最大径が口縁部周辺にあるものをⅠ類として、胴部

最大径が胴部の中位よりやや上に位置するものをⅡ

類とする。さらに口縁部の形によってさらに細分す

る。Ⅰａ類は、口縁部は平縁であり、その上面が平

坦であるもの。Ⅰｂ類は、口縁部は平縁であり、そ

の上面が平坦であり内側に突起を持つもの。Ⅰｃ類

は、口縁部が「く」の字で内側に突起をもち、上面

がやや窪むもの。Ⅱａ類は、口縁部が平縁であり上

面が平坦であり、内側に突起をもつ。Ⅱｂ類は、口

縁部が平縁であり内側に突起をもつ。また口縁端

部は垂れ下がるかもしくは垂れ下がりぎみのもの。

Ⅱｃ類は、口縁部の断面形状が「く」の字状であり

内側に突起を持ち、上面の中央が窪むもの。Ⅱｄ類は、

断面形状が「く」の字状であり内側に突起を持たな

いもので口縁部が直線的に立ち上がるもの。Ⅱｅ類

は、「く」の字状の口縁部で突起がなく外反するもの。

Ⅱｆ類は、断面形状が「く」の字状でありその内側

に突起を持ち、端部が大きくしゃくれ上がるもの。尚、

台付甕においては、脚部と胴部とが接合できた遺物

が非常に少なかったため脚部は単独で附している。

２）壺形土器

　口縁部の形によって４つに大別することができる。

さらに頸部と胴部のつくりの違いによってさらにそ

れぞれを細分することとする。まず、口縁部が平縁

でその内側に突起を持つものをⅠ類とする。さらに

口縁部が外に開きその内側に突起をもたないものを

Ⅱ類、口縁部が直線的に立ち上がるものをⅢ類、胴

端部がそのまま口縁部となり、胴部が球状のものを

Ⅳ類とする。そこで、頸部と胴部のつくりの違いか

ら以下のように細分することとする。Ⅰ類は細分さ

れず１つである。Ⅱ類は、頸部から口縁部までの長

さが短いものをⅡａ類、頸部から口縁部までの長さ

が長いものをⅡｂ類と細分する。Ⅲ類は胴部が扁平

であり、頸部が短いものをⅢａ類とし、胴部が扁平

で頸部が長いものをⅢｂ類とし、さらに口縁部が袋

状となっているものをⅢｃ類とする。Ⅳ類は、口径

が胴部最大径と比べ大きいものをⅣａ類とし、口径

が胴部最大径と比べ小さいものをⅣｂ類とする。

３）高坏形土器

　高坏形土器は出土数が少なく口縁部から脚部まで

揃っているものが少ない。よって坏部の口縁部から

底部までの深さと体部の形状によってⅠ類からⅢ類

までの３つに大別することとする。さらに口縁部の

つくりによってさらに細分する。Ⅰ類は、深い坏部

であり口縁部が平縁で端部がやや垂れ下がる。Ⅱ類

は、浅い坏部であり体部が丸みを帯びている。さら

にⅡ類は口縁部の形態によって細分され、Ⅱａ類は

口縁部が平縁で端部が垂れ下がる。Ⅱｂ類は、平縁

で上面が平坦若しくは中央がやや膨らむ。Ⅲ類は浅

い坏部であり体部は直線的に立ち上がる。

４）鉢形土器

　鉢形土器は、２号住居から出土した46及び８号住

居から出土した118である。分類できないため甕形

土器と同じ類型に位置づける。

５）蓋形土器

　蓋形土器も、３号住居と４号住居から出土した２

点のみである。これも分類ができないため供伴した

土器と同じ類型に位置づける。

６）器台形土器

　器台形土器は、くびれの位置により２つに分類で
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図－466　北の崎遺跡における弥生時代中期後半期から後期前半の土器分類図　①
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図－467　北の崎遺跡における弥生時代中期後半期から後期前半の土器分類図　②
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図－468　北の崎遺跡における弥生時代中期後半期から後期前半の土器分類図　③
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図－469　北の崎遺跡における弥生時代中期後半期から後期前半の土器分類図　④
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きる。くびれが中央にあり、しまりが弱いものをⅠ

類。くびれが中央よりやや上にあり、しまりがやや

強くなるものをⅡ類とする。

②各段階における同じ土器群を有する遺構の選定

　各器種において、同じ形態であるものを類型とし

て設定する。尚、類型のそれぞれを１つの遺構で設

定したいところであるが、一括資料がないために複

数の遺構をもって１つの類型とする。以下各類型を

構成する遺構を各類型ごとにまとめておく。

１）類型１

　形態を同じくする遺構はなく、１０号土坑の１遺

構のみである。

２）類型２

　この類型は、多くの遺構が当てはまり、中心的な

段階となっている。住居跡が７軒、土坑が３基、溝

が１条が当てはまる。住居では７号住居・６号住

居・２号住居・４号住居・１０号住居・８号住居・

３号住居で、土坑は２７号土坑・２８号土坑・１７

号土坑で、溝は３号溝によって設定している。

３）類型３

　この類型に当てはまる遺構は、住居跡２軒、土坑

２基、溝１条である。住居跡が１６号住居・１１号

住居、土坑が２１号土坑・３６号土坑で、溝が４号

溝によって設定している。

４）類型４

　この類型に当てはまる遺構は２遺構であり、１４

号住居と１９号土坑によって設定している。

③遺構の時期的な前後関係

　冒頭で遺構の切り合いに恵まれていないことを述

べているが、今回抽出した遺構で切り合いが認めら

れるものが一部ある。その新旧関係をここで確認し

ておく。

類型１→類型２

　類型１である１０号土坑は類型２である１０号住

居によって切られている。よって１０号土坑→１０

号住居である。

類型２→類形３

　類型２の１０号住居は類型３の１１号住居によっ

て切られている。よって１０号住居→１１号住居で

ある。

類型２→類型４

　類型２の１７号土坑は、類型４の１４号住居に

よって切られている。よって１７号土坑→１４号住

居である。

類型３→類型３

　同じ類型３の中で１６号住居が３６号土坑に切ら

れており、１６号住居→３６号土坑である。

④各類形の概要

　各類型の大まかな特徴をここでまとめておく。

類型１　

　この類型に属する遺構が１０号土坑のみであり全

体的な器種組成はつかめなかった。１０号土坑から

は甕Ⅰａ類と壺Ⅱｂ類が認められる。甕は、胴部最

大径が口縁部近くにあり口縁部には内側に突起がつ

かないものと平縁で突起がつくものもがあるようで

ある。壺は口縁部が「く」字状を呈して外反する。

端部には刻み目を施すものもあるようである。

類型２

　この類型になると、甕形土器では胴部最大径が口

縁部近くにあるものと中位よりやや上にあるものと

がある。個体数的には中位よりやや上にあるものが

多いようである。口縁部の形状では、平縁で内側に

突起を持たないものは少なく多くは突起を持つ。内

外面ともハケ目で仕上げられている。「く」の字口

縁が出現するのが３号住居型の59以降であろう。弥

生後期を代表する「く」の字口縁の原型がこの段階

で形成されたものではなかろうか。壺形土器は、長

頸壺、短頸壺、無頸壺、広口壺、袋状口縁壺から構

成されている。長頸壺はミガキで仕上げてあり、こ

の類型の中でも口縁部が寝るものから立つものへ移

行している傾向にあり、後期の壺へつながっていく

のであろう。広口壺は扁平な胴部から長胴に変化す

る様相を呈する。短頸壺は胴部は扁平であるようで

ある。無頸壺は長胴で胴の張りがやや強くなる。袋

状口縁壺は甕形土器とのセット関係で類型２に位置

付けている。甕形土器・壺形土器・高坏形土器・鉢

形土器の丹塗り土器はこの類型に属する。高坏形土

器は、坏部が深いものから扁平のものへ移りかわる

ような様相を呈し、体部の立ち上がりも丸みを帯び

ている。蓋形土器は、底平に広がり天井部は丸みを
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帯びている。器台形土器は、くびれ部が中央にある

ものと中央よりやや上に位置しくびれも強くなるも

のとがあり、上に位置するものほど新しくなる傾向

を示す。

類型３

　甕形土器では胴部最大径が口縁部近くにあるもの

と中位よりやや上にあるものとがある。口縁部が平

坦になっているものは傾斜がつき、立つ傾向にある。

口縁部の内側に突起をもつものは、突起部が小さく

なる傾向を示す。口縁部が極端に立つものはない。

新相ほど胴部最大径が下がり中央付近に移りその結

果胴部に丸みが生じているようである。甕形土器で

はこの類形で丹塗り土器は姿を消し、器面調整で丁

寧なナデ調整で仕上げるものが中心となる。壺形土

器は、広口壺と無頸壺で構成されている。口縁部は

やや立ち、胴部もやや長胴化する。無頸壺は扁平の

球状を呈する胴部である。高坏形土器は類型２と比

較すると、坏部の体部がやや反りながら直線的に立

ち上がるものへ移り変わるような傾向を示す。甕形

土器や壺形土器では丹塗り土器が姿を消しているが、

この高坏形土器ではまだ残っている。器台形土器で

は類型２と同様にくびれが中央よりやや上方に位置

している。

類型４

　この類型に属する遺構が少なく全体的な器種組成

はつかめなかった。甕形土器は、口縁部において大

きく上方にしゃくれ上がる傾向があるようである。

弥生後期前半期の様相を呈している。依然として内

側に突起は持っている。口縁部の断面が肥厚するも

のもあるようである。壺形土器は、平縁で平坦な形

状を呈する口縁部は姿を消し頸部がやや直立ぎみに

立ち上がり、口縁部で外反するようである。器面調

整ではハケ目を施した後ナデ調整で仕上げている。

（３）竪穴住居の形態変遷と土器型式分類

　北の崎遺跡の竪穴住居のタイプは、竪穴の形状に

よって隅丸方形竪穴住居と方形竪穴住居の２タイプ

に大別できることは前述した。そこで、土器の型式

分類をそれぞれのタイプに当てはめてみると、竪穴

住居①～④までが、型式分類の類型２であり、竪穴

住居⑥は類型３、⑦が類型４に相当する。尚、竪穴

住居⑤は、出土遺物が少なく類型を当てはめること

ができなかった。しかしながら、類型２と類型３の

どちらかであるとは考えている。このことから全体

的な形態変化としては、隅丸方形の竪穴住居から方

形の竪穴住居へ移行していっているのが理解できる。

さらに、類型２に相当する隅丸方形竪穴住居を細か

く見ていくと、①では中央に深さはないものの大き

な土坑状のものがあり、これに接するように柱穴が

見られる。この配置具合は朝鮮系の松菊里型の竪穴

住居の流れをくむものなのかもしれない。②及び③

になると、どちらかと言うと東西にやや長いものへ

と変化するようである。④以降はまた南北に長い形

状をとる。②～④では柱の本数が減る傾向にあるが

本遺跡のみでは判断がつかない。一方、方形竪穴住

居に関しては、弥生時代後期前半期への過渡期及び

前半期のものあろうと考えられる。この時期で大き

な変化と言えば、貯蔵穴と炉の位置であろうか。弥

生時代中期後半期の貯蔵穴は、南側壁に隣接して敷

設されていたものが、この時期になると北側に敷設

されているものが現れる。また、炉においても弥生

時代中期後半期では竪穴のほぼ中央に配置されてい

たものがやや中心から外れた位置にあるのも大きな

変化と言えよう。さらには、⑥に至っては、新たな

オプションとして張り出し部をもつようになり、炉

がないものが現れる。この時期になると弥生時代後

期前半期であるようである。

（４）まとめ

　今回、土器の型式分類を行うことで弥生時代中期

後半期から後期前半期までの土器の変遷を部分的で

はあるがつかむことができ、これを竪穴住居の変遷

に当てはめることができたことは大きな意義がある

と思われる。これまで弥生時代中期から後期にかけ

ての遺物や遺構の変遷資料が少なかっただけに貴重

な資料となるのではないかと考えている。しかしな

がら、荒削りな面は否めなく、今後菊池川水系を中

心に他の遺跡と比較検討し、編年学的な面を付加し

ながら弥生時代中期～後期における変遷の考察を行

う必要があると考える。
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４　古墳時代について

（１）検出された遺構について

　古墳時代の遺構では、竪穴住居が21軒、土坑が７

基（詳細時期不明の３基含む）、溝が１条検出され

た。これらのほとんどが古墳時代前期のものである。

その中に、古墳時代中期や古墳時代後期の竪穴住居

も一部見られる。この時代の遺構で、形態を変化さ

せるものとしては、竪穴住居である。形態の特徴に

よって分類した構造図が下図（図－470）である。

　北の崎遺跡では、竪穴の形状によって大きく分け

て２種類である。隅丸方形と方形である。また、柱

の本数もまちまちである。柱なし、１本、２本、４

本とバリエーションがある。さらに付帯設備を見

ていくと炉がある住居とない住居がみられる。他の

付帯設備ではベッド状遺構があるものとないものが

見られる。貯蔵穴もあるものとないものが存在する。

これらの特徴から分類したものが、図－471である。

　この時代では、切り合い関係がないため遺構によ

る新旧関係をつかむことはできなかった。よって遺

構の変遷を考察するには、遺物の分類にかかるとこ

ろが大きい。構造図には反映させてはいないが、主

軸の方向によっても３タイプあるようである。北を

向く住居、北東にやや傾く住居、北西にやや傾く住

居である。

　全体の傾向としては、古墳時代前期では炉は竪穴

の中央に位置している。ところが中期あたりで徐々

に壁際に移動し、最終的には後期で完全に壁に接し

竈へと変化していくようである。後述する土師器の

型式変遷から、Ｃ→Ｄ→Ｂ→Ａ・Ｆ→Ｇ→Ｅ→Ｈと

竪穴住居の形態が変遷するものと考えている。

（２）出土した土器について

　今回の調査で、竪穴住居と土坑から一括資料とは

いかないまでも、ある程度まとまって出土したため

型式分類を試みた。しかしながら抽出した遺構には

切り合い関係を示すものがなく、土器編年を考察す

るまでには至らなかった。よって、土器の型式が類

するものをグループ化し、分類したものである。類

型に正確な時間軸を持たせているものではないので

編年学的な意味合いを持つ「期」という用語は使用

せず類型という用語を使用し、６段階に分類した。

尚、玉名地域には、古墳時代前期の遺跡として柳町

遺跡、山下遺跡などがあげられる。柳町遺跡は菊池

川を挟んで対岸に位置する。本遺跡の土器は、柳町

遺跡でいう柳町Ⅲ期～Ⅴ期に相当する時期であると

考えられるが、十分な比較検討までは至らなかった。

① 土器の分類

　北の崎遺跡で出土した土器の主な器種は、甕・

壺・高坏・小形丸底壺（鉢）・器台・坏形土器であ

り、これを基本形式として分類した。出土した個体

数が少なく型式の変遷が理解できない器種について

は除外して分類している。また、分類するにあたっ

て一括資料に近い遺構を主とし、セット関係から補

足的に必要な遺構を入れて分類している。

１）甕

　甕は、長胴でタタキを残すＡ類からＣ類、胴部が

長胴や球形で外面がハケ目調整で内面がヘラケズリ

調整を施すＤ類及びＥ類、布留式や吉備系のＦ類及

びＧ類の７種類に大きく分類できる。さらに、胴部

や口縁部の形状等によってさらに細分できる。

　Ａ類は、長胴で口縁部が外反し、口縁端部はすぼ

む。外面はタタキを残し、内面はハケ目調整である。

Ｂ類は、外面の調整がタタキのちハケ目で内面がハ

ケ目調整である。Ｂ－１類は、長胴であり、Ｂ－Ⅱ

類は胴部が球形で口縁部は直線的である。Ｃ類は長

胴で外面がタタキで内面がケズリ調整である。口縁

部は直線的。Ｃ－Ⅰ類は外面がタタキからハケ目を

施し、Ｃ－Ⅱ類はナデ消している。Ｄ類は、外面が

ハケ目調整、内面がケズリ調整である。在来系と外

来系の折衷系である。胴部や口縁部の形態によっ

て細分する。Ｄ－Ⅰａ類は、長胴で口縁部は直線的

図－470　古墳時代における竪穴住居の形態構造図
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図－471　古墳時代の竪穴住居形態分類図
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で口縁端部は面取りを施されている。Ｄ－Ⅰｂ類は、

長胴で口縁部は直線的で、口縁端部を丸くおさめる

か若しくは窄ませる。Ｄ－Ⅰｃ類は、長胴で口縁部

は外反し口縁端部は窄ませる。Ｄ－Ⅱ類は、胴部最

大径が頸部近くにある。Ｄ－Ⅲａ類は、胴部が球状

で口縁端部は面取りが施されている。Ｄ－Ⅲｂ類

は、胴部は球状で口縁端部は窄む。Ｄ－Ⅳａ類は小

型の甕で胴部がやや長胴である。Ｄ－Ⅳｂ類は小型

の甕で胴部が球状である。Ｄ－Ⅴ類は胴部が倒卵形

もしくはそれに近い形状を呈し、器壁が厚い。Ｅ類

は、外面がハケ目調整で内面がヘラケズリ調整であ

り重心が下がり下膨れ。胴部の肩付近に波状文を施

す。口縁部は直線的である。Ｆ類は外面がハケ目調

整で内面がヘラケズリ調整であり、器壁が薄く、倒

卵形である。胴部の調整と口縁部の形状によって細

分する。Ｆ－Ⅰ類は、外面のハケ目の方向は不定方

向。Ｆ－Ⅱ類は胴部肩付近にヨコハケ目を施し口縁

部は内湾ぎみ。Ｆ－Ⅲは胴部肩付近にヨコハケ目を

施し口縁部は直線的である。Ｇ類は複合口縁甕であ

り、二次口縁接合部の外面の稜がしっかりしている。

２）壺

　壺は、口縁部と胴部の形状でＡ類からＩ類まで

の９種類に大別できる。Ａ類はいわゆる長頸壺で

あり、頸部から口縁部の器高が胴部の器高に比し

て占める割合が大きい。Ｂ類は、胴部に張りがあり

胴部の肩付近に波状文を施す。口縁部が外反するも

のをＢ－Ⅰ類、口縁部が直線的なものをＢ－Ⅱ類と

する。Ｃ類は、胴部の肩が張るもので口縁部が外

反するものである。Ｄ類は胴部がなで肩である。口

縁部が外反するものをＤ－Ⅰ類、直線的であるもの

をＤ－Ⅱ類とする。Ｅ類は、口縁部が直立するもの

で、口縁部が外反するものをＥ－Ⅰ類、直線的なも

のをＥ－Ⅱ類に細分される。Ｆ類は複合口縁壺であ

る。二次口縁が大きく開き、一次口縁と二次口縁の

屈曲がゆるやかである。Ｇ類は一次口縁と頸部、頸

部と胴部の屈曲が明瞭である。二次口縁は外反ぎみ

に直立する。Ｈ類は、一次口縁と頸部、頸部と胴部

の屈曲が明瞭であり、頸部や二次口縁に浮文や突帯

を施す加飾複合口縁壺である。Ｉ類は、一次口縁と

頸部、頸部と胴部の境界の屈曲が明瞭でなくスムー

スな曲線を描くもので、頸部のしまり具合で細分さ

れる。山陰系複合口縁壺である。頸部径/口径が0.6

より大きいものをＩ－Ⅰ類、0.6より小さいものを

Ｉ－Ⅱ類とする。胴部の肩には波状文やヨコハケ目

を施してあるものが多いようである。

３）高坏

　坏部と脚部の形状の違いによってＡ類からＦ類ま

で分類される。Ａ類は、坏部の上半と下半が分かれ

明瞭な段状をなす。Ｂ類は、坏部上半と下半を分け

る稜があり小さい段状をなす。脚部が柱状のもの

をＢ－Ⅰ類、「ハ」の字状のものをＢ－Ⅱ類とする。

Ｃ類は、坏部上半と下半を分ける稜があるが段をな

すことはない。脚部の開き具合によってＣ－Ⅰ類と

Ｃ－Ⅱ類に細分できる。Ｄ類は、脚柱状部が太く比

較的短い。脚裾部への屈曲はきつい。Ｅ類は、坏部

上半と下半の屈曲は目立たない。Ｆ類は、坏部上半

と下半の屈曲は目立たなく、その境界の稜の上部に

凹みをめぐらす。

４）小形丸底壺（鉢）

　体部と口縁部の形状と頸部のしまり具合によりＡ

類からＣ類の３つに大別される。各部位の細かい違

いによってそれぞれ細分される。Ａ－Ⅰ類は、体部

がやや球形で頸部のしまりがない。口縁部は上方

へ延びる。Ａ－Ⅱａ類は、体部が扁球形で頸部にし

まりがなく口縁部が寝る。Ａ－Ⅱｂ類は、体部が

扁球形で口縁部は上方へ直線的に延び口縁部が長い。

Ａ－Ⅱｃ類は、Ａ－Ⅱｂ類と基本的に同じであるが

口縁部が短い。Ａ－Ⅲ類は、胴部から口縁部までほ

ぼ一直線である。Ｂ類は、体部が基本的に扁球形で

頸部がしまっている。口径と最大胴径の比でさら

に細分される。Ｂ－Ⅰ類は口径＞最大胴径、Ｂ－Ⅱ

類は口径≒最大胴径、Ｂ－Ⅲ類は口径＜最大胴径で

ある。さらにＢ－Ⅰ類は、口縁部の器高と胴部の

器高の比によってＢ－Ⅰａ類（口縁部高<胴部高）、

Ｂ－Ⅰｂ類（口縁部高≒胴部高）、Ｂ－Ⅰｃ類（口

縁部高＞胴部高）に細分される。Ｂ－Ⅲ類は、脚部

の有無によってＢ－Ⅲａ類とＢ－Ⅲｂ類に細分され

る。Ｃ類は、体部が球状であり口縁部が上方へ直線

的に延び、口径＜最大胴径となっているものである。
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図－472　北の崎遺跡古墳時代前期から中期前葉の土器分類図　甕　①
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図－473　北の崎遺跡古墳時代前期から中期前葉の土器分類図　甕　②
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図－474　北の崎遺跡古墳時代前期から中期前葉の土器分類図　壺　①
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図－475　北の崎遺跡古墳時代前期から中期前葉の土器分類図　壺　②
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図－476　北の崎遺跡古墳時代前期から中期前葉の土器分類図　高坏
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図－477　北の崎遺跡古墳時代前期から中期前葉の土器分類図　小形丸底壺（鉢）
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図－478　北の崎遺跡古墳時代前期から中期前葉の土器分類図　器台



446

第Ⅴ章　総括

５）器台

　器台は、受け部と脚部の形状の違いによって４分

類される。Ａ類は、受け部の立ち上がりが短く直立

する。Ｂ類は、立ち上がりは短いが小さく外反する。

Ｃ類は、立ち上がりは短く明瞭に外反する。脚部は

直線的に「ハ」の字状に開く。Ｄ類は脚部がやや裾

広がりで外反する。

６）坏形土器

　坏形土器は口縁部の形状によって分類できる。Ａ

類は、口縁部が内傾する。Ｂ類は、口縁部が直立す

る。さらに脚部の有無によりＢ－Ⅰ類とＢ－Ⅱ類に

細分される。Ｃ類は口縁部が直線的に開いて立ち上

がる。これも脚部の有無によってＣ－Ⅰ類とＣ－Ⅱ

類とに細分され、Ｃ－Ⅱ類はさらに脚部の開き具合

によってＣ－Ⅱａ類とＣ－Ⅱｂ類に細分される。

②各段階における同じ土器群を有する遺構の選定

　各器種において、同じ形態であるものを類型とし

て設定する。以下各類型を構成する遺構をまとめて

おく。

１）類型１

　この類型に属するのは、４１号住居と５号溝であ

る。

２）類型２

　６７号土坑が、ほぼ一括資料に近いためこの遺構

を中心に、６８号土坑と２５号住居を補足的に扱っ

ている。

３）類型３

　２３号住居をこの類型の中心に、２６号住居と

３９号住居はセット関係から補足的に扱っている。

４）類型４

　この類型は型式的に類形がなく、３５号住居単独

で構成するものである。

５）類型５

　この類型は一括資料に近い遺構がなく、セット関

係で分類したものである。３３号住居、３４号住居、

３５号住居がこれにあたる。

６）類型６

　この類型は、２７号住居のみで構成するものであ

る。

③各類型の概要

類型１　

　甕では、胴部は長胴であり、底部は尖底もしくは

平底に近いレンズ底で、調整では外面にタタキが残

る。壺では加飾複合口縁壺のみの出土であった。高

坏では、坏部の上半と下半がはっきり分かれており

段がつく。

類型２

　甕では倒卵形や球胴のものが多くなる。底部は尖

底もしくは丸底に近いレンズ底である。壺では外面

にタタキが残る。山陰系複合口縁壺をはじめ複合口

縁壺が最も多く出現する。高坏では、上半と下半の

稜は明瞭で上半の比率が下半より大きい。小形丸底

壺では胴部に比べ口縁部が短い鉢型のものと口縁部

が大きく外方に大きく延びるものがある。

類型３

　甕では球胴化が進み、外面にタタキが残るものも

一部に見られる。壺のしまりはやや緩くなる。高坏

は、坏部が丸みをもち稜が目立たなくなる。脚部は

「ハ」の字状に開くようになるようである。小形丸

底鉢では胴部から口縁部までが直線状になる。小形

丸底壺では、口縁部高が胴部高より比率的に大きく

なる傾向が出てくる。

類型４

　複合口縁壺の一次口縁から二次口縁にかけての屈

曲が類型３よりさらに緩やかになる。小形器台の受

け部が小さく直立する。

類型５

　甕では、球胴が多く、口縁端部で水平の面を作り

出すものや内傾するものがある。高坏では坏部には

丸みが見られ、脚裾部への屈曲はきつい。長頸壺は

口縁部が胴部と比べ長くなる傾向がある。小形丸底

壺は、口縁部高が胴部高より比率的にさらに大きく

なる傾向にある。小形器台の受け部の立ち上がりは

小さく外反する。坏形土器では、脚はつかなくなる

ようである。

類型６

　高坏では、坏部の下半が上半と比べた場合、下半

の占める割合が大きい。小形丸底壺では、口径が最

大胴径より小さくなる。
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５　古代以降のまとめ

（１）　遺構について

　古代以降の遺構として、竪穴住居を７軒、土坑を

16基、溝を８条検出した。溝に関しては、１０号溝

は溝の一部のみの検出で全体像がつかめていない。

また、６号溝と７号溝については、途中竪穴住居に

より削平されているため詳細は分からないが、同一

の溝である可能性がある。

　竪穴住居の特徴として、おおかたの住居で軸

方向は北を向く。しかし例外的に４７号住居は、

Ｎ54°－Ｗと大きく西に傾く。住居の規模からは、

８～ 12㎡の小規模タイプと17 ～ 22㎡の大規模タイ

プの２タイプあるようである。柱の本数も１本・２

本・４本と３タイプある。検出例が少ないため、詳

細な分類はできないが、出土遺物から大きく分けて

３時期ほどあると考えられる。７世紀後半、８世紀

後半そして、10世紀前半の時期差があるようである。

４８号住居が７世紀後半、４９号住居で10世紀前半

で、その他はおおかた８世紀後半と考えている。こ

れらの時期と住居の特徴をあわせて考えても、時期

によって住居の特徴が変わることはさほどない。大

きく軸方向を異とする４７号住居でさえ８世紀後半

の範疇といえよう。古代において住居の大きさでは

用途に合わせて規模の大きい建物、小さい建物を使

い分けていたと考えられる。しかし、カマドについ

ては、ある特徴がある。４８号住居は、７世紀後半

の竪穴住居と考えている。この住居は北側壁の中央

にカマドを設けている。しかし、他の住居では、カ

マドの痕跡すら検出できなかった。おそらく住まい

としての使用ではなかったのではないかと考えられ

る。特に４６号住居や４９号住居は、灯明皿が多く

出土した住居跡である。特に４９号住居は、総数43

個の油煙が付着した灯明皿が出土している。

　小規模住居については、住まいという用途ではな

く菜種油をとるような作業場的な使用がなされてい

たのではないかと考えられる。遺跡全体の遺構配置

から概観すると、やや平坦な土地に集中して住居が

建っており、住居の近隣もしくは住居と切り合って

土坑が配置されている。なお、７４号土坑や７５号

土坑に代表されるように、住居からやや離れた場所

に単独で存在するものがあるが、これらからはやや

まとまって遺物が見られる。どのような用途で使用

されていたか不明である。

　土坑については、出土遺物の少なさから時代の特

定が十分とは言えないが、おおかた８世紀後半期に

かたまる傾向が見える。例外的に、８７号土坑は、

白磁の皿と瓦器質の椀が出土しているので中世であ

る。

　溝については、８世紀後半、10世紀前半、11世紀

後半から12世紀前半の３時期ありそうである。特徴

的な溝としては、８世紀後半の灯明皿が比較的多く

出土した６号溝と11世紀後半以降の大溝である１１

号溝がある。１１号溝は台地（平坦地区）の東側を

台地の縁に沿って掘られている。軍事用か区画用か、

どのような用途で構築されたのか他に同じ時期の遺

構が検出されない為、よくわからない。今回の調査

では具体的な性格はわからなかった。

（２）　出土遺物について

　北の崎遺跡では、古代から中世にかけての遺物は、

７世紀後半から12世紀前半までの土器が出土してい

遺構名 長軸（ｍ） 短軸（ｍ） 床面積（㎡） 長軸方位 柱穴数 カマドの有無
４４号住居 3.3 3.0 8.8 Ｎ３°－Ｗ １ なし
４５号住居 3.0 2.6 7.6 Ｎ12°－Ｅ ２ なし
４６号住居 4.0 2.7 10.9 Ｎ ２ なし
４７号住居 4.4 4.0 17.5 Ｎ54°－Ｗ ４ なし
４８号住居 不明 4.6 不明 Ｎ４°－Ｗ 不明 有（北側壁）
４９号住居 3.7 3.4 12.3 Ｎ６°－Ｗ ４ なし
５０号住居 5.2 4.0 21.7 Ｎ ２？ なし

表－18　竪穴住居の主な特徴
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る。その中でも、８世紀後半期が中心となっており、

全体的な比率からも量的にもっとも多い。内訳とし

て、土師器、須恵器、輸入陶磁器、瓦器質土器であ

る。遺構から出土した遺物は、さほど多くなくそれ

ぞれにおいて編年を作成できる状況ではない。そこ

で、須恵器の型式分類図を作成することにより土器

の傾向をつかみ、古代において集落がどの時期に営

まれていたか考察することとする。尚、土師器につ

いては、出土遺物の多くは、坏であり、分類するに

堪える器種がそろわなかったため分類をしていない。

（１）須恵器の型式分類について

　型式を分類する上で、十分な量ではなかったため、

総体的な把握を行うこととした。そこで分類を細か

く細分化するのではなく、傾向をつかむことを目的

として体局的な分類図を作成することとする。

　尚、分類にあたって切り合いがある遺構について

は、時代の新旧を考慮したが、多くは単独で検出さ

れたものであり、必ずしも時期が反映されているも

のではないことを断わっておく。よって類型という

表現をとらせていただいた。

　まず、分類に使用した遺構であるが、類型１は、

４８号住居を使用した。類型２は、４４号住居・

４６号住居・４７号住居・５０号住居、７４号土

坑・７５号土坑そして６号溝・７号溝を使用した。

類型３は７７号土坑を使用した。

　今回の分類においては、多様な器種において分類

はできず、蓋、坏、椀を中心に分類を進めた。それ

ぞれの器種における分類の基準は以下の通りである。

①蓋

　口縁部に返しがつくものをⅠ類とし、つまみがあ

るものをⅡからⅣ類とし、Ⅱ類はつまみがあり、天

井が高いもので、つまみの形状が擬宝珠形のものを

Ⅱａ類、つまみが扁平なものをⅡｂ類、口縁端部を

段をつけながら斜めにつまみ出すものをⅡｃ類とし

た。Ⅲ類は、天井が低く扁平化の傾向を示すものと

し、つまみが擬宝珠形のものをⅢａ、扁平なものを

Ⅲｂとした。Ⅳ類は、つまみが輪状となったものと

した。そして、つまみがないものをⅤ類とし、その

中で天井がすこし高いものをⅤａ類、扁平なものを

Ⅴｂ類としている。

②椀（高台つき）

　底部から体部に丸みを帯び、立ち上がるものをⅠ

類とし、中でも外反ぎみに立ち上がるものをⅠａ

類、まっすぐ立ち上がり直に近いものをⅠｂ類と

し、Ⅰｂと基本的には同じであるが高台が高いもの

をⅠｃ類とした。また、屈曲がややきつくなり体部

ではまっすぐ立ち上がるものをⅡ類とした。さらに、

底部と体部の境で明らかに角をつけたものをⅢ類と

し、体部がまっすぐに立ち上がるものをⅢａ類、底

部径に対して器高がやや高いものをⅢｂ類、体部が

やや外反するものをⅢｃ類とし分類した。

③坏（高台なし）

　底部から体部にかけ丸みを帯びまっすぐ立ち上が

るものをⅠ類とし、中でも器高が底部径に対し低い

ものをⅠａ類、高いものをⅠｂ類としている。底部

から体部にかけ丸みを帯びやや外反しながら立ち上

がるものをⅡ類としている。底部と体部の境が角張

るものをⅢ類として分類した。

④高坏

　高坏については、出土したものがほとんどなく分

類はできなかったが、供伴関係から類型２に配置し

ている。

（２）須恵器の分類からわかること

　今回、点数に恵まれず総体的なものしかとらえる

ことができなかったが、北の崎遺跡では大きく分け

て３時期あるようである。それぞれの時期は連続し

ているのではなく、断続的に集落が営まれていたよ

うである。今回の調査地は、集落の中心ではなく周

辺部であるがゆえ、たまたま３時期の遺構のみしか

検出されていないのかもしれない。集落の中心では

継続的に営まれていた可能性も否定できない。よっ

て、周辺域の情報が今後必要と考えられる。

　土器の点数からも類型２付近が集落としては主に

繁栄した時期であることを物語っていると思われる。

この様相を示すのは、おおかた８世紀後半ではない

かと考えられる。湿地区からは墨書土器も出土して

おり、集落の繁栄は稲佐廃寺等の寺の存在が大きく

関与しているのかもしれない。これも周辺の状況を

踏まえながら考察を加えるべきで、今後の周辺の調

査が待たれるところである。



図－479　北の崎遺跡における古代須恵器の分類図
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（３）灯明皿の分類について

　今回の調査で、時期が異なる４６号住居、６号溝

及び４９号住居で油煙が付着した坏や皿が多く出土

した。油煙の存在から灯明皿として使用したもので

あると考えられる。油煙のつき方で、今回いろいろ

なパターンを示したので、分類してまとめることと

した。特に、４９号住居はおびただしい量であった。

ちなみに、４６号住居と６号溝は須恵器の分類で類

型２の特徴を示した。

　そこで、油煙のつき方によってＡタイプからＦタ

イプの６タイプで分類した。分類の基準は、Ａが口

縁に灯芯の痕跡を残すもの。Ｂが灯芯はわからない

ものの内面底部に油煙がつくもの。Ｃは灯芯はわか

らないが内外面に油煙を残すもの。Ｄは灯芯はわか

図－480　灯明皿の油煙のつきかたによるタイプ別分類
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らないが、内面底部に油煙を残すもの。Ｅは灯芯は

わからないが、内外面及び外面底部に油煙を残すも

の。Ｆは灯芯はわからないものの外面底部のみに油

煙を残すものである。

　結果、２時期ともＢタイプがもっとも多く次いで

Ａタイプであった。火を灯すために使用していたこ

とが考えられる。しかし、４９号住居からは特異的

な例であろうが外面底部のみというものもあった。

また、この住居からは内面につくＢタイプでは中に

は、油煙がぎっしりこびりついたものもあり、純粋

に火を灯すだけに使用していたか疑問に残る点があ

る。この点から、場合によっては、墨を作るために

使用されたものではないかとも推測したが、菜種油

を燃やし油煙によるススを坏などで採集する墨（油

煙墨）作りは中世の鎌倉時代以降であろうからやや

早すぎるであろう。以外で考えられるのは菜種油を

作る際に必要としたのかもしれない。湿地区におけ

る古代に形成された土壌から油菜の花粉がこの時期

を中心に発見されたのはたいへん調和的なことであ

ろう。用途については今後の課題である。
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図－481　灯明皿分類タイプ別個体数
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６　北の崎遺跡出土石製品の石材と産地について

　北の崎遺跡から出土した石製品は数的に少なく、

型式分類までは至らなかった。そこで周辺地質と石

材の産地について考察する。

（１）石製品の石材について

　北の崎遺跡から出土した石製品は、遺構から出土

したものが104点、包含層から出土したものが92点

である。尚、遺構から出土したものの中には廃絶さ

れた遺構を埋積する際に流れ込んだものも含まれて

おり、出土した土器と明らかに使用されていた時期

が合致しない場合がある。今回出土した石製品の器

種、石材の種類とその比率を表－19にまとめた。石

器の器種の11種類を、石材の23種類で分類している

が、少数の器種については除外している。その少数

器種には、弥生時代中期後半期の竪穴住居後から出

土した歯車状石器、石戈及び石鎌や古墳時代前期の

竪穴住居跡から出土した勾玉や剥片石器などがあ

る。歯車状石器が蛇紋岩、石戈が変ハンレイ岩、石

鎌が泥質片岩である。また、勾玉は緑泥石岩、剥片

石器が珪化岩である。この中で、珪化岩のみ県北地

域で産出しない石材であるが、その他は、県北から

福岡県南部にかけ産出する。尚、勾玉及び剥片石

器は、蛍光Ｘ線分析を行っているので理化学分析

（P416－P418）を参照していただきたい。

（２）石材の産地について

　石材の種類は、23種にわたっている。ここで、石

材となる岩石が産出する地域の概要を紹介してお

く。まず、石材の岩石名は、基本的に岩石学の分

類に沿って肉眼観察によって、岩石名を附してい

る。よって、偏光顕微鏡観察や蛍光Ｘ線分析を行っ

たわけではないので、特に表面が研磨されているも

のに関しては岩石名が異なるものもある可能性はあ

る。北の崎遺跡が所在する玉名市周辺には地質的に

三郡帯の花崗岩、変成岩、変ハンレイ岩、超苦鉄質

岩が見られる。変成岩の中には、石材として使われ

ていると考えられる「結晶片岩」「緑泥片岩」「泥質

片岩」「チャート」「結晶質石灰岩」が含まれる。ま

た、変ハンレイ岩からも緑泥石は産出する。超苦鉄

質岩には蛇紋岩が含まれている。これらの岩石が地

表に露出している場所を示した地質図を図－11に示

している。尚、変ハンレイ岩と蛇紋岩の産出場所は

紙面上の都合で表示できなかったが、表示した地質

図の北側の山鹿市付近に位置する。磨製石斧や磨製

石鏃の石材であるホルンフェルスは、花崗岩周辺で

熱変質を受けたものであるので花崗岩が分布する玉

名地域、山鹿地域の菊池川流域では普通に見られる

岩石である。磨石や敲石で使われる輝石安山岩や角

閃石安山岩は金峰火山中期噴出物の二の岳や三の岳

由来のものであろう。阿蘇溶結凝灰岩や軽石は、阿

蘇４火砕流堆積物由来のものである。サヌカイトに

ついては、遺跡周辺地域では産出しない岩石であり、

持ちこみである。無斑晶安山岩は、主に縄文時代の

石器に使用されており、似た岩石としては大津岩戸

神社で見られる阿蘇溶結凝灰岩があげられる。黒曜

石では、西北九州産と姫島産が見られるが西北九州

産が圧倒的に多い。チャートや輝緑凝灰岩は少数で

あるが緑川上流域周辺の秩父帯のものであろう。頁

岩や砂岩については産地は特定できないものの、砂

岩で遺跡に最も近い場所では荒尾市付近が考えられ

る。頁岩については遺跡の周辺部では見られないの

で、熊本市以南あるいは福岡県にその産地を考える

必要があるようである。リソイダイトは、変質した

流紋岩であり上天草市、富岡半島で見られる岩石で

ある。ヒン岩も同じ地域に見られる。珪化岩は、碧

玉のような緑色の色調を呈しており特徴的である。

県北にはない岩石である。他地域からの流入である。

（３）まとめ

　北の崎遺跡から出土した石製品の石材産地の候補

地を考えた場合、ほとんどの石材は県北周辺で調達

できるものである。実際、木葉川や菊池川の石を利

用したと考えられる。しかしながら、石包丁で使わ

れている頁岩、縄文時代の石器で使用されている黒

曜石や無斑晶安山岩、砥石に使用されているリソイ

ダイトは他地域からの流入を考えねばならない。石

製品と石材の観点から、縄文時代から鎌倉時代まで

のそれぞれの時代において、使用する用途に合わせ

て石材を選定していることがわかる。詳細な産地の

特定には肉眼観察のみでは十分と言えず、理化学分

析や偏光顕微鏡による鉱物の同定を行い、原岩との

比較検討が必要である。
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７　北の崎遺跡出土土器の胎土の特徴と採掘粘土分布

（１）北の崎遺跡における土器の胎土の構成物

　本遺跡の土器の胎土の構成物は、大きく２分類さ

れる。火成岩を構成する鉱物である「長石・角閃

石」を主体とするものと「石英・長石・雲母・角閃

石」を主体とする２タイプである。尚、ここで主体

とする表現をとっているのは、純粋にこの鉱物のみ

で構成されているのではなく、安山岩や片岩の岩片

などが含まれているからである。また、ここでいう

胎土というのは土器を製作するために必要な粘土と

混和材をあわせて胎土ということとする。

（２）胎土を構成する粘土と混和材

　胎土は、粘土と混和材から構成される。元来粘土

は源岩の岩石が風化することにより細粒化し、鉱物

の多くが粘土鉱物と化し粘性度が増した堆積物をい

う。よって鉱物の多くは、形を変え別の鉱物となっ

ているが、一部元の形を留めているものがある。粘

土は主に水が供給される平坦な土地で形成される。
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図－483　縄文後晩期における土器の胎土系統別組成

83
%

17
% Aso-4

52
%

48
%

Aso-4

64
%

36
%

Aso-4

83
%

17
% Aso-4

100
%

0% Aso-4

図－484　弥生時代中期後半における土器の胎土系統別組成図－483　弥生時代中期後半期における土器の胎土系統別組成

図－482　縄文後晩期における土器の胎土系統別組成
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　一方混和材とは、強度を高めたり製作時のひび割

れを防止するために砂や鉱物を粘土に入れ素地土を

つくるためのものである。粒子が細かく均一な素地

であれば密閉されたところで膨張して暴発してしま

いひび割れなどが生じてしまう。混和材を入れるこ

とにより、粘土と混和材の間にできる空隙を通じて、

素地の水分が蒸発して器体の暴発を避けることがで

きるのである。また、焼くときの膨張・収縮時の緩衝

材のような働きがあるとされている。主に花崗岩が風

化したマサ土を河川等で採取するものと考えられる。

　このように、胎土には異なった場所から採集され

たものが混じっている可能性が高いことから、粘土

と混和材の組成はそれぞれ分けて考えるべきである。

それぞれ他地域からの持ち込み等が考えられるから

である。通常、器面や器壁の断面の観察を行う際、

鉱物が割れ細粒になったものを多く含む胎土と砂状

のものを故意に入れ込んだようなものがあるのは経

験的にわかっていたが、より詳しく粒度組成ごとに

分析するまで、今回の調査では時間的・分析機材の

関係からできなかった。今回は、玉名平野部の粘土

等を使用した場合の傾向を概観的に掴むためにも精

度的に荒くなるが粘土と混和材の両者を合わせたも

ので考察を加えることとする。

（３）胎土にみられる鉱物を含む火成岩の分布

　本遺跡の胎土の構成物のほとんどは、火成岩由来

の岩石をつくっている鉱物である。

　そこで、この火成岩が母材であるがゆえ、火成岩

の分布を理解すれば、各水系ごとに作られる粘土が

わかることとなる。玉名平野における火成岩の分布

であるが、詳細については、第Ⅱ章遺跡の概要で掲

載している地質図を参照していただきたい。大きく

分けて３種類存在する。玉名平野の西部から北部の

山麓に分布する花崗岩、玉名平野を取り囲む山地や

丘陵地の崖等にある阿蘇４火砕流堆積物、そして玉

名平野の東部や南部に分布する金峰山系の安山岩に

よる堆積物である。これらの岩石が粘土の構成物を

決めている。

　粘土や混和材として母材になる３種類の岩石をつ

くっている鉱物をまとめておく。まず、花崗岩であ

るが、角閃石、黒雲母、斜長石、石英が主で、白雲

母やカリ長石、燐灰石を含むことがある。次に阿蘇

４火砕流堆積物であるが、石英、斜長石、角閃石、

輝石からなっている。さらに金峰山の安山岩系の堆

積物（凝灰角礫岩等）は、斜長石、輝石、少量の角

閃石から構成されている。そこで、この３者を比較

してみると花崗岩が他の２者とは大きな違いがある。

まず、雲母の存在である。器面観察から雲母は識別

が容易い。これらは、阿蘇の火砕流堆積物や金峰山

系の堆積物には決して含まれない鉱物である。よっ

て、雲母の存在から花崗岩を母材とした胎土と断定

できる。尚、観察表等で雲母として記載しているが、

これは含水及び加熱により変質したバーミキュライ

トにほとんど変化している。これを金雲母と記載す

るものもいるがそれは誤りである。また、金峰山系

の堆積物がある地域には阿蘇４火砕流堆積物も同時

にあるためあまり両者の区別は必要としない。

　そこで、胎土の分類を行うため、石英、斜長

石、黒雲母、角閃石から構成されている胎土を花崗

岩系、斜長石、角閃石から構成されている胎土を

Aso－４系と称し分類した。

　胎土に見られる鉱物を概観すると、前述したよう

な２パターンの胎土は、玉名平野周辺にある火成岩

により十分まかなえるのであり、露頭として、また

は川の砂として見ることが可能な場所に存すること

からも近くのものを採集していた可能性は高いと考

えられる。もちろん製品の持ち込みがある可能性も

あるので今後詳細な化学分析を必要とすることは言

うまでもない。

（４） 各時代ごとの胎土の様相

　各時代ごと、器種ごとに比率を算出しているが、

同一器種において５個体以上ある器種においてのみ

算出した。これに満たないものは、一方的な偏りが生

じて適切な数値を反映しているものではないとし、除

外している。

①縄文時代後期～晩期

　今回は、後期から晩期までの区別をせず、一括し

て傾向を調べた。深鉢で65%、浅鉢で71%という比

率でAso－４系であり約70%前後を占める。

②弥生時代中期後半～後期前半期

　この時代においては、甕と壺でAso－４系が、そ
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れぞれ52%と64%であり、残りの器種は80%以上で

Aso－４系である。大型の甕や壺は花崗岩系の胎土

が増えており意識的に選択しているのではないかと

考えられる。大型化することにより粒度が小さく均

一な粘土では焼成段階の暴発による割れが生じる恐

れがある。これを防ぐため花崗岩系粘土を使用した

可能性があると思われる。

③古墳時代前期

　手捏ね土器は例外として、弥生時代中期後半の土

器と同じような傾向を示す。おおかたの器種では、

約70%近くは、Aso－４系の胎土になるが、壺や甕

では50%と57%という低い数値になり花崗岩系が増

加する傾向にある。やはり大型の器種が花崗岩系の

胎土となるようである。手捏ね土器については、他

の器種と異なり、粗雑な作りであり焼成時の水分の

蒸発及び膨張収縮に堪えられないことから花崗岩系

の胎土にする率が多かったのかもしれない。

④古代

　今回の調査では、大型の器種の出土が少なくデー

タ化できなかったが、65%～ 78%とおおかた70%近
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図－484　古墳時代前期における土器の胎土系統別組成
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くは、Aso－４系となっており、やはり古墳前期ま

でと同じ傾向を示した。ただし、蓋において、56%

が花崗岩系の胎土となっているのはよくわからない。

データ数が少ないことからくる数値のぶれが反映し

ているのかもしれない。

（５）玉名平野における各系統別粘土の分布推定域

　の考察

　玉名平野において、各系統別の粘土の分布域を考

察することは、粘土の採掘場所の検討を加えるため

にも非常に重要となってくる。今回、地質図・水系

図・分水界・旧河川の全ての情報を地形図上に落と

し、分布域を作成した。粘土が形成される地域は後

背地の地質と粘土となる素材を運ぶ水系の位置に

よって決定される。例えば、安山岩の地質の領域を

流れる水系に花崗岩が周囲になければ花崗岩起源の

砂などは運ばれる筈がない。そこで、それぞれの河

川（常時水が流れていない沢などを含む）の集水範

囲において花崗岩系の粘土をもつ領域とAso－４系

の粘土の領域を分けたものが図－486である。玉名

平野は、花崗岩系の粘土が卓越することが理解でき

る。Aso－４系は、台地の周囲を取り囲むように部

分的にしか存在しないと考えられる。今回発掘調査

を行った 抜遺跡及び北の崎遺跡は、Aso－４系粘

土の分布推定域にあり、湿地区の基本土層からは、

花崗岩系の粘質土は一切存在しなかった。今回の胎

土の組成をみてもAso－４系粘土をほとんどの器種

で使用し、花崗岩系は一部であることから遺跡周辺

の低湿地から粘土を採掘して土器を作っていたので

はないかと考えられる。ただし、大型の器種の土器

をつくる場合には、花崗岩系の粘土を採掘するので

はなく、混和材として、マサ土を菊池川流域まで取

りに行き、素地土を作る際に混入させていたのでは

ないかと考えている。胎土の状況を肉眼だけではな

く、双眼実体顕微鏡によって確認していったが、大

型の器種で、粉砕され細粒化した雲母が少ないのは、

花崗岩系粘土を使用したのではなく、むしろ混和材

による調整が効いているからと思われる。

　ただし、古墳前期における土器については、細粒
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図－485　古代における土師器の胎土系統別組成
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図－486　玉名平野における系統別粘土の分布推定域図－486　玉名平野における系統別粘土の分布推定域
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の雲母片が認められたりするので、他地域からの持

ち込みや粘土の採掘を菊池川流域に求めたことが予

想され今後十分検討しなければならない。

　また、Aso－４系胎土には、片岩の岩片が含まっ

ているものもある。片岩は地質的に阿蘇４火砕流堆

積が分布する領域にあるのでAso－４系胎土の土器

から認められるものは地域をかなり限定できそうで

ある。

　最後に、今回の出土した遺物の整理をする中で、

胎土から各時代の人々の土器製作に関わる内容も見

えてきた。しかし、まだ概観にすぎない。今後は、

粒度組成を把握するとともに、分類できる粒度ごと

に化学分析を行い正確な粘土や混和材の産地同定を

進めていく必要があると考えられる。

　尚、系統別粘土分布推定域については、全ての旧

河川位置を完全に把握できているわけではないので

多少のずれが生じることがあるのでご注意頂きたい。

　　　　大俵ころがし

　玉名市は、菊池川河口にあり、古くから菊池川流域の物産の集散地
として発展してきました。明治初期まで栄えた高瀬舟着場では、効率
的に荷積みの作業をするため米蔵から船着場までの石畳の坂道を俵を
ころがす「俵ころがし」が行われていました。これを由来とし、「俵」
に玉名の未来への希望と発展の願いをこめ、毎年９月に「玉名大俵ま
つり」が行われていましたが最近では11月に行われているようです。
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し
き
２
条
の
線
あ
り

内
面
に
１
条
の
沈
線
あ
り

8
26

１
号
住
居
１
区

SI
‒0
7

―
縄
文
土
器

深
鉢

（
54
.9
）

17
.8

ナ
デ

ナ
デ

に
ぶ
い
黄

（
2.5
Y
6/
3）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）
長
石
　
角
閃
石
　

褐
色
粒

良
好

9
26

26
1

１
号
住
居
１
区

SI
‒0
7

―
縄
文
土
器

深
鉢

12
.5

ヨ
コ
ナ
デ
　
ミ
ガ

キ
ミ
ガ
キ

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母
　
褐

色
粒

良
好
口
縁
部
に
３
条
の
沈
線
あ
り
　

外
面
に
ヘ
ラ
状
工
具
痕
あ
り

10
26

26
1

１
号
住
居
１
区

SI
‒0
7

―
縄
文
土
器

深
鉢

9.
4

ナ
デ
　
ミ
ガ
キ

ナ
デ

明
赤
褐

（
2.5
Y
R5
/6
）

に
ぶ
い
橙

（
5Y
R6
/4
）

長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好
口
縁
部
に
３
条
の
沈
線
あ
り
　

11
26

26
1

１
号
住
居
１
区

SI
‒0
7

―
縄
文
土
器

深
鉢

6.
7

ナ
デ

ナ
デ

浅
黄

（
2.5
Y
7/
3）

浅
黄

（
2.5
Y
7/
3）

長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好
口
縁
部
に
３
条
の
沈
線
あ
り

12
26

26
1

１
号
住
居
１
区

SI
‒0
7

―
縄
文
土
器

深
鉢

8.
3

ナ
デ
　
条
痕
後
ナ

デ
ミ
ガ
キ
後
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/2
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/2
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母
　
赤

褐
色
粒

良
好

13
26

１
号
住
居
１
区

SI
‒0
7

―
縄
文
土
器

深
鉢

7.
5

14
.6

条
痕
後
ナ
デ
　
ナ

デ
ナ
デ

灰
白

（
10
Y
R8
/2
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母
　
赤

褐
色
粒
　
黒
色
粒

良
好
内
、
外
面
胴
部
に
ス
ス
付
着

14
27

26
2

１
号
住
居
１
区

SI
‒0
7

―
縄
文
土
器

浅
鉢

（
39
.0
）

8.
1

条
痕
　
ミ
ガ
キ
　

ヨ
コ
ナ
デ

ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/2
）
長
石
　
角
閃
石
　
良
好
口
縁
部
に
沈
線
ら
し
き
条
痕
あ
り

15
27

26
2

１
号
住
居
１
区

SI
‒0
7

―
縄
文
土
器

浅
鉢

（
31
.8
）

4.
6

ナ
デ

ナ
デ

橙
（
7.5
Y
R7
/6
）

橙
（
7.5
Y
R7
/6
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好
口
縁
部
に
１
条
の
沈
線
あ
り
　

界
線
あ
り
　
内
、
外
面
に
ス
ス
付
着

16
27

26
2

１
号
住
居
１
区

SI
‒0
7

―
縄
文
土
器

浅
鉢

3.
8

ミ
ガ
キ
　

ミ
ガ
キ

黒
褐

（
5Y
R3
/1
）

黒
褐

（
5Y
R3
/1
）

石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母

良
好
口
縁
部
に
１
条
の
沈
線
あ
り
　

17
27

26
2

１
号
住
居
１
区

SI
‒0
7

―
縄
文
土
器

浅
鉢

4.
8

ナ
デ
　
ナ
デ
後
ミ

ガ
キ

ナ
デ
　
ナ
デ
後
ミ

ガ
キ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/2
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/2
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　

良
好
口
縁
部
に
１
条
の
沈
線
あ
り
　

内
、
外
面
胴
部
に
指
頭
圧
痕
あ
り

18
27

26
2

１
号
住
居
１
区

SI
‒0
7

―
縄
文
土
器

浅
鉢

5.
3

ナ
デ

ナ
デ

灰
黄
褐

（
10
Y
R6
/2
）

灰
黄
褐

（
10
Y
R6
/2
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母
　
赤

褐
色
粒

良
好
口
縁
部
に
３
条
の
沈
線
あ
り

19
29

26
3

１
号
土
坑
６
区

SK
‒2
8

―
縄
文
土
器

深
鉢

5.
1

ミ
ガ
キ
　

ミ
ガ
キ

に
ぶ
い
黄
褐

（
10
Y
R5
/3
）

灰
黄
褐

（
10
Y
R4
/2
）
長
石
　
角
閃
石
　

黒
色
粒
　
褐
色
粒

良
好
口
縁
部
に
１
条
の
沈
線
あ
り

20
29

26
3

１
号
土
坑
６
区

SK
‒2
8

―
縄
文
土
器

深
鉢

7.
2

条
痕

ミ
ガ
キ

に
ぶ
い
黄
褐

（
10
Y
R5
/3
）

に
ぶ
い
黄
褐

（
10
Y
R5
/3
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
褐
色
粒

良
好
口
縁
部
に
貝
殻
腹
縁
に
よ
る
連
続
刺
突

文
あ
り

表
－
20
－
１
　
北
の
崎
遺
跡
出
土
遺
物
観
察
表
　
　
土
器
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遺物観察表

遺
物

番
号

図
版
番
号

写
真
番
号

遺
構
名

出
土
地
点

包
含
層

層
位

種
　
別

器
　
種

法
　
量
（
cm
）

調
　
　
整

色
　
　
調

胎
　
土

焼
成

備
　
　
　
考

調査
区

遺
構
略
号

口
径

底
径

最
大
胴
径

器
高

高
台
高
残
存
高

外
　
　
面

内
　
　
面

外
　
面

内
　
面

21
29

26
3

１
号
土
坑
６
区

SK
‒2
8

―
縄
文
土
器

浅
鉢

2.
1

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

に
ぶ
い
黄
褐

（
10
Y
R5
/3
）

に
ぶ
い
黄
褐

（
10
Y
R5
/3
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好
口
縁
部
に
１
条
の
沈
線
あ
り

22
29

26
3

１
号
土
坑
６
区

SK
‒2
8

―
縄
文
土
器

深
鉢

5.
4

ミ
ガ
キ

条
痕
後
ミ
ガ
キ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母
　
赤

褐
色
粒

良
好
外
面
に
凹
線
文
様
あ
り
　
口
縁
部
に
擬

似
縄
文
あ
り

23
29

26
3

１
号
土
坑
６
区

SK
‒2
8

―
縄
文
土
器

深
鉢

5.
8

ナ
デ

ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）

に
ぶ
い
褐

（
7.5
Y
R6
/3
）
長
石
　
角
閃
石
　
良
好
口
縁
部
に
４
条
の
沈
線
あ
り
　

24
29

１
号
土
坑
６
区

SK
‒2
8

―
縄
文
土
器

深
鉢

（
11
.1
）

8.
3

ナ
デ
後
ミ
ガ
キ
　

ナ
デ

ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R6
/3
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R6
/3
）
長
石
　
角
閃
石
　

黒
色
粒
　
褐
色
粒
良
好

25
29

26
3

１
号
土
坑
６
区

SK
‒2
8

―
縄
文
土
器

深
鉢

12
.0

条
痕
後
ナ
デ

条
痕
後
ナ
デ

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）

橙
（
7.5
Y
R7
/6
）
長
石
　
角
閃
石
　
良
好

27
31

２
号
土
坑
８
区

SK
‒4
3

―
縄
文
土
器

深
鉢

3.
7

条
痕
後
ナ
デ

ナ
デ

浅
黄

（
2.5
Y
7/
3）

浅
黄

（
2.5
Y
7/
3）

長
石
　
角
閃
石
　

黒
色
粒
　
褐
色
粒
良
好

28
33

26
4

３
号
土
坑
８
区

SK
‒7
3

―
縄
文
土
器

鉢
10
.5

2.
9

ナ
デ
　

ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R6
/3
）

灰
黄

（
2.5
Y
6/
2）

長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好
底
部
に
圧
痕
あ
り

29
35

25
8

１
号
埋
鉢
２
区

SX
‒2
5

―
縄
文
土
器

深
鉢

（
40
.0
）
（
6.
4）

40
.8

50
.0

ナ
デ

工
具
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）
長
石
　
角
閃
石
　

茶
褐
色
粒

良
好
口
縁
部
に
３
条
の
沈
線
あ
り
　
外
面
胴

部
に
黒
斑
あ
り
　
内
面
胴
部
に
ス
ス
付

着
　
埋
鉢

30
37

25
9

２
号
埋
鉢
７
区

SX
‒4
6

―
縄
文
土
器

深
鉢

（
41
.2
）

38
.7

37
.4

条
痕
後
ナ
デ

条
痕
後
ナ
デ

明
黄
褐

（
10
Y
R7
/6
）

明
黄
褐

（
10
Y
R7
/6
）
長
石
　
角
閃
石
　

黒
曜
石

良
好
口
縁
部
に
貝
殻
条
痕
文
あ
り
　
外
面
胴

部
に
黒
斑
あ
り
　
内
面
胴
部
に
ス
ス
付

着
　
埋
鉢

31
41

26
6

２
号
住
居
１
区

SI
‒0
2

―
弥
生
土
器

高
坏

25
.2

5.
5

ナ
デ

ナ
デ

浅
黄
橙

（
7.5
Y
R8
/3
）

明
赤
褐

（
2.5
Y
R5
/6
）

浅
黄
橙

（
7.5
Y
R8
/3
）

明
赤
褐

（
2.5
Y
R5
/6
）

長
石
　
角
閃
石
　

黒
曜
石

良
好
口
縁
部
上
面
に
放
射
線
状
の
暗
文
あ
り

内
、
外
面
に
赤
色
顔
料
塗
布
　
口
縁
部

に
黒
斑
あ
り
　
丹
塗
り
土
器

32
41

26
6

２
号
住
居
１
区

SI
‒0
2

―
弥
生
土
器

甕
23
.8

（
21
.4
）

28
.7

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ナ
デ
　

ナ
デ
　

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R6
/3
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/2
）
石
英
　
長
石
　
雲

母
　
角
閃
石
　
黒

色
粒

良
好
全
周
し
て
い
な
い
沈
線
あ
り
　
外
面
に

ス
ス
付
着

33
41

26
6

２
号
住
居
１
区

SI
‒0
2

―
弥
生
土
器

甕
（
26
.0
）

9.
3

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R6
/4
）
に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）
長
石
　
角
閃
石
　

黒
曜
石
　
褐
色
粒

良
好

34
41

26
6

２
号
住
居
１
区

SI
‒0
2

―
弥
生
土
器

甕
（
21
.9
）

6.
5

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/3
）
に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）
石
英
　
長
石
　
雲

母
　
角
閃
石
　
赤

褐
色
粒

良
好

35
41

26
6

２
号
住
居
１
区

SI
‒0
2

―
弥
生
土
器

甕
（
21
.0
）

7.
6

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ

浅
黄
橙

（
7.5
Y
R8
/3
）

浅
黄
橙

（
7.5
Y
R8
/3
）
長
石
　
角
閃
石
　

黒
曜
石
　
赤
褐
色

粒
良
好

36
42

26
6

２
号
住
居
１
区

SI
‒0
2

―
弥
生
土
器

甕
（
24
.8
）

7.
9

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ

明
褐
灰

（
7.5
Y
R7
/1
）

灰
褐

（
7.5
Y
R4
/2
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　

良
好
外
面
胴
部
に
沈
線
あ
り
　
口
縁
部
と
胴

部
の
一
部
に
ス
ス
付
着

37
42

26
6

２
号
住
居
１
区

SI
‒0
2

―
弥
生
土
器

甕
11
.6

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

明
赤
褐

（
2.5
Y
R5
/6
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）
長
石
　
黒
曜
石
　

赤
褐
色
粒
　
黒
色

粒
良
好
口
縁
部
に
刻
み
目
あ
り
　
内
、
外
面
に

赤
色
顔
料
塗
布
　
１
条
の
突
帯
文
あ
り

　
丹
塗
り
土
器

38
42

26
6

２
号
住
居
１
区

SI
‒0
2

―
弥
生
土
器

甕
（
8.
5）

16
.8

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

ナ
デ
　

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）

灰
黄
褐

（
10
Y
R6
/2
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
褐
色
粒

良
外
面
底
部
に
黒
斑
あ
り
　
内
面
胴
部
に

指
頭
圧
痕
あ
り

39
42

26
6

２
号
住
居
１
区

SI
‒0
2

―
弥
生
土
器

壺
8.
4

20
.5

20
.2

ヨ
コ
ナ
デ
後
ハ
ケ

メ
　
ヨ
コ
ナ
デ
後

ハ
ケ
メ
後
ミ
ガ
キ

ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
後
ハ
ケ

メ
　
ハ
ケ
メ
　
ナ

デ

明
赤
褐

（
2.5
Y
R5
/6
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
7.5
Y
R6
/4
）

明
赤
褐

（
2.5
Y
R5
/6
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R6
/4
）

長
石
　
角
閃
石
　

黒
色
粒
　
赤
褐
色

粒
良
好
外
面
胴
部
か
ら
底
部
に
黒
斑
あ
り
　

内
、
外
面
に
赤
色
顔
料
塗
布
　
丹
塗
り

土
器

40
43

26
5

２
号
住
居
１
区

SI
‒0
2

―
弥
生
土
器

壺
（
35
.7
）

33
.2

ミ
ガ
キ
　
ヨ
コ
ナ

デ
ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ

明
赤
褐

（
2.5
Y
R5
/6
）

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）
長
石
　
角
閃
石
　

黒
曜
石

良
好
２
条
の
刻
み
目
突
帯
文
と
頸
部
に
１
条

の
突
帯
文
あ
り
　
内
面
に
黒
斑
、
外
面

に
赤
色
顔
料
痕
あ
り

41
43

26
7

２
号
住
居
１
区

SI
‒0
2

―
弥
生
土
器

壺
33
.3

24
.5

ハ
ケ
メ
後
ヨ
コ
ナ

デ
　
ヨ
コ
ナ
デ
　

ハ
ケ
メ

ハ
ケ
メ
　
ハ
ケ
メ

後
ナ
デ
　

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）  
  
に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/2
）
長
石
　
角
閃
石
　

黒
曜
石
　
赤
褐
色

粒
良
好
２
条
の
刻
み
目
突
帯
文
あ
り
　
外
面
に

赤
色
顔
料
痕
あ
り
　
外
面
に
黒
斑
あ
り
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遺物観察表

遺
物

番
号

図
版
番
号

写
真
番
号

遺
構
名

出
土
地
点

包
含
層

層
位

種
　
別

器
　
種

法
　
量
（
cm
）

調
　
　
整

色
　
　
調

胎
　
土

焼
成

備
　
　
　
考

調査
区

遺
構
略
号

口
径

底
径

最
大
胴
径

器
高

高
台
高
残
存
高

外
　
　
面

内
　
　
面

外
　
面

内
　
面

42
43

２
号
住
居
１
区

SI
‒0
2

―
弥
生
土
器

壺
（
37
.1
）

15
.0

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ
後
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/3
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母
　
黒

曜
石
　
赤
褐
色
粒
良
好
外
面
胴
部
に
赤
色
顔
料
痕
あ
り
　
２
条

の
刻
み
目
突
帯
文
あ
り

43
43

26
6

２
号
住
居
１
区

SI
‒0
2

―
弥
生
土
器

壺
（
16
.4
）

4.
2

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R6
/4
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R6
/4
）
石
英
　
長
石
　
雲

母
　
角
閃
石
　
褐

色
粒
　
黒
色
粒

良
好

44
43

26
6

２
号
住
居
１
区

SI
‒0
2

―
弥
生
土
器

壺
（
20
.9
）

7.
1

ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ
ヨ
コ
ナ
デ

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好
外
面
口
縁
部
に
暗
文
の
痕
跡
あ
り

45
44

２
号
住
居
１
区

SI
‒0
2

―
弥
生
土
器

壺
6.
0

ハ
ケ
メ
　
ヨ
コ
ナ

デ
ミ
ガ
キ
　
ハ
ケ
メ

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）

明
赤
褐

（
2.5
Y
R5
/8
）

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）

明
赤
褐

（
2.5
Y
R5
/8
）

長
石
　
角
閃
石
　

黒
曜
石

良
好
頸
部
に
１
条
の
突
帯
文
あ
り
　
内
、
外

面
に
赤
色
顔
料
塗
布
　
丹
塗
り
土
器

46
44

26
6

２
号
住
居
１
区

SI
‒0
2

―
弥
生
土
器

鉢
（
11
.1
）
（
6.
5）

9.
5

ナ
デ
　

ナ
デ
　

明
赤
褐

（
2.5
Y
R5
/6
）

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）

明
赤
褐

（
2.5
Y
R5
/6
）

長
石
　
角
閃
石
　

黒
曜
石
　
赤
褐
色

粒
良
好
内
面
胴
部
に
指
頭
圧
痕
あ
り
　
口
縁
部

に
穿
孔
あ
り
　
内
、
外
面
に
赤
色
顔
料

塗
布
　
丹
塗
り
土
器

47
44

２
号
住
居
１
区

SI
‒0
2

―
弥
生
土
器

壺
（
27
.7
）

25
.7

ヨ
コ
ナ
デ

ナ
デ

灰
黄

（
2.5
Y
7/
2）

灰
黄

（
2.5
Y
7/
2）

長
石
　
角
閃
石
　
良
好

胴
部
に
刻
み
目
突
帯
文
あ
り
　
突
帯
部

分
に
布
目
痕
あ
り
　
内
、
外
面
に
ス
ス

付
着

55
47

26
8

３
号
住
居
１
区

SI
‒0
9

―
弥
生
土
器

蓋
（
16
.9
）

5.
0

ハ
ケ
メ
後
ミ
ガ
キ

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
　

ヨ
コ
ナ
デ

ナ
デ
　
ハ
ケ
メ
後

ナ
デ
　
ヨ
コ
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R6
/4
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R6
/4
）
石
英
　
長
石
　
雲

母
　
角
閃
石
　

良
好
外
面
に
指
頭
圧
痕
あ
り
　
口
縁
端
部
に

穿
孔
２
ヶ
所
あ
り
　
内
面
に
黒
斑
あ
り

56
47

26
8

３
号
住
居
１
区

SI
‒0
9

―
弥
生
土
器

甕
（
33
.0
）

（
28
.3
）

16
.0

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ナ
デ
　

ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ

明
赤
褐

（
5Y
R5
/6
）

灰
黄

（
2.5
Y
7/
2）

明
赤
褐

（
5Y
R5
/6
） 

灰
黄

（
2.5
Y
7/
2）

石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母
　
黒

色
粒
　
褐
色
粒

良
好
胴
部
に
２
条
の
突
帯
文
あ
り
　
内
、
外

面
に
赤
色
顔
料
塗
布
　
丹
塗
り
土
器

57
47

26
8

３
号
住
居
１
区

SI
‒0
9

―
弥
生
土
器

甕
（
29
.0
）

（
27
.0
）

13
.0

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ

浅
黄
橙

（
7.5
Y
R8
/4
）

浅
黄
橙

（
7.5
Y
R8
/4
）
石
英
　
長
石
　
雲

母
　
黒
色
粒

良
好
胴
部
に
沈
線
あ
り
　
内
面
に
ス
ス
付
着

58
47

26
8

３
号
住
居
１
区

SI
‒0
9

―
弥
生
土
器

甕
（
23
.6
）

（
21
.6
）

8.
5

ナ
デ
　
ヨ
コ
ナ
デ
ナ
デ

橙
（
5Y
R6
/6
）

橙
（
5Y
R6
/6
）

石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　

良
好
内
、
外
面
に
ス
ス
付
着
　
外
面
口
縁
部

に
布
目
痕
あ
り

59
47

26
8

３
号
住
居
１
区

SI
‒0
9

―
弥
生
土
器

甕
（
21
.6
）

（
19
.7
）

6.
7

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

灰
黄
褐

（
10
Y
R6
/2
）

浅
黄

（
2.5
Y
7/
3）

長
石
　
角
閃
石
　

褐
色
粒

良
好
外
面
に
ス
ス
付
着

60
47

26
8

３
号
住
居
１
区

SI
‒0
9

―
弥
生
土
器

甕
（
6.
9）

11
.4

ハ
ケ
メ
　
ヨ
コ
ナ

デ
ナ
デ
　
ヨ
コ
ナ
デ

浅
黄
橙

（
7.5
Y
R8
/4
）

浅
黄
橙

（
7.5
Y
R8
/4
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好
外
面
胴
部
に
ス
ス
付
着
　
内
面
に
指
頭

圧
痕
、
工
具
痕
あ
り

61
47

26
8

３
号
住
居
１
区

SI
‒0
9

―
弥
生
土
器

甕
6.
9

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/3
）

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）
長
石
　
角
閃
石
　

褐
色
粒

良
好

62
47

26
9

３
号
住
居
１
区

SI
‒0
9

―
弥
生
土
器

把
手

13
.2

ナ
デ

ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R6
/4
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R6
/4
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
赤
褐
色
粒

良
好

63
48

26
8

３
号
住
居
１
区

SI
‒0
9

―
弥
生
土
器

壺
（
15
.2
）

（
21
.8
）

12
.1

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ナ
デ
　

ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）

明
赤
褐

（
2.5
Y
R5
/6
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）

明
赤
褐

（
2.5
Y
R5
/6
）

石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母
　
黒

色
粒
　
褐
色
粒
　

赤
褐
色
粒
　

良
好
内
、
外
面
に
赤
色
顔
料
塗
布
　
内
面
胴

部
に
指
頭
圧
痕
あ
り
　
丹
塗
り
土
器

64
48

26
8

３
号
住
居
１
区

SI
‒0
9

―
弥
生
土
器

壺
（
23
.6
）

8.
3

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
　
ハ
ケ
メ
後
ナ

デ

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
　
ヨ
コ
ナ
デ
後

ハ
ケ
メ
　
ハ
ケ
メ

後
ナ
デ

に
ぶ
い
赤
褐

（
5Y
R5
/4
）

に
ぶ
い
赤
褐

（
5Y
R5
/4
）

石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母
　
赤

褐
色
粒

良
好
内
、
外
面
に
赤
色
顔
料
痕
あ
り
　
口
縁

部
に
１
条
の
沈
線
あ
り
　
頸
部
に
１
条

の
突
帯
文
あ
り

65
48

26
8

３
号
住
居
１
区

SI
‒0
9

―
弥
生
土
器

壺
（
19
.0
）

（
22
.5
）

13
.4

ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ
ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R6
/3
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母
　
赤

褐
色
粒
　
黒
色
粒

良
好

内
、
外
面
口
縁
部
に
赤
色
顔
料
痕
あ
り

胴
部
外
面
に
黒
斑
あ
り

66
48

26
8

３
号
住
居
１
区

SI
‒0
9

―
弥
生
土
器

壺
7.
9
（
17
.8
）

17
.6

ナ
デ
　
ヨ
コ
ナ
デ

ミ
ガ
キ
　
ハ
ケ
メ

ナ
デ
　
ナ
デ
後
ハ

ケ
メ
　

浅
黄
橙

（
7.5
Y
R8
/6
）

赤
褐

（
5Y
R4
/8
）

橙
（
7.5
Y
R7
/6
）

石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
黒
曜
石
　

赤
褐
色
粒
　
ザ
ク

ロ
石

良
好
赤
色
顔
料
塗
布
　
頸
部
と
胴
部
に
突
帯

文
あ
り
　
頸
部
と
底
部
に
指
頭
圧
痕
あ

り
　
外
面
に
黒
斑
あ
り
　
丹
塗
り
土
器
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遺物観察表

遺
物

番
号

図
版
番
号

写
真
番
号

遺
構
名

出
土
地
点

包
含
層

層
位

種
　
別

器
　
種

法
　
量
（
cm
）

調
　
　
整

色
　
　
調

胎
　
土

焼
成

備
　
　
　
考

調査
区

遺
構
略
号

口
径

底
径

最
大
胴
径

器
高

高
台
高
残
存
高

外
　
　
面

内
　
　
面

外
　
面

内
　
面

67
48

26
8

３
号
住
居
１
区

SI
‒0
9

―
弥
生
土
器

器
台

（
43
.8
）

9.
6

ナ
デ
　
ミ
ガ
キ

ナ
デ
　
ハ
ケ
メ

橙
（
7.5
Y
R7
/6
）

橙
（
2.5
Y
R6
/8
）

橙
（
7.5
Y
R7
/6
）

明
赤
褐

（
2.5
Y
R5
/8
）

石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母
　

良
好
内
、
外
面
に
赤
色
顔
料
塗
布
　
丹
塗
り

土
器
　
筒
形
器
台

70
50

27
3

４
号
住
居
１
区

SX
‒1
6

―
弥
生
土
器

蓋
20
.8

6.
5

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　

良
好
外
面
に
黒
斑
あ
り
　
内
面
に
指
頭
圧
痕

あ
り
　
口
縁
端
部
に
２
つ
の
対
面
す
る

穿
孔
あ
り

71
50

27
2

４
号
住
居
１
区

SX
‒1
6

―
弥
生
土
器

甕
25
.4

（
5.
2）

23
.1

32
.9

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ヨ
コ
ナ
デ
　

ハ
ケ
メ
　
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ

褐
灰

（
10
Y
R4
/1
）

褐
灰

（
10
Y
R4
/1
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母

良
好
内
面
胴
部
に
指
頭
圧
痕
あ
り
　
内
、
外

面
に
ス
ス
付
着

72
51

27
3

４
号
住
居
１
区

SX
‒1
6

―
弥
生
土
器

壺
22
.5

（
6.
0）
（
26
.3
）
35
.0

ヨ
コ
ナ
デ
　
ヨ
コ

ナ
デ
後
ハ
ケ
メ
　

ヨ
コ
ナ
デ
後
ミ
ガ

キ
　

ヨ
コ
ナ
デ
後
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/4
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/4
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
褐
色
粒

良
好
外
面
胴
部
に
工
具
痕
あ
り
　
外
面
胴
部

に
黒
斑
あ
り
　
胴
部
に
１
条
の
突
帯
文

あ
り

73
51

27
3

４
号
住
居
１
区

SX
‒1
6

―
弥
生
土
器

壺
（
17
.9
）

7.
2
（
19
.5
）
27
.7

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ナ
デ
　
ミ
ガ

キ
　
ナ
デ
　

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
　
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R6
/3
）

浅
黄
橙

（
7.5
Y
R8
/4
）
石
英
　
長
石
　
雲

母
　
角
閃
石
　
白

色
粒

良
好
外
面
胴
部
に
突
帯
文
あ
り
　
内
面
胴
部

に
指
頭
圧
痕
あ
り
　

74
51

27
3

４
号
住
居
１
区

SX
‒1
6

―
弥
生
土
器

器
台

（
10
.7
）
11
.3

15
.1

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
　

ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）  
   
に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）  
    
石
英
　
長
石
　
雲

母
　
角
閃
石
　

良
好
内
面
底
部
に
指
頭
圧
痕
あ
り

76
53

５
号
住
居
２
区

SI
‒1
1

―
弥
生
土
器

甕
（
27
.7
）

3.
5

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　

良
好

77
53

５
号
住
居
２
区

SI
‒1
1

―
弥
生
土
器

甕
3.
8

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

灰
白

（
10
Y
R8
/2
）

灰
白

（
10
Y
R8
/2
）
長
石
　
角
閃
石
　
良
好

78
55

27
7

６
号
住
居
２
区

SI
‒1
2

―
弥
生
土
器

高
坏

（
25
.0
）

23
.0

調
整
不
明

調
整
不
明

灰
白

（
10
Y
R8
/2
）

灰
白

（
10
Y
R8
/2
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　

良
好
内
、
外
面
に
赤
色
顔
料
痕
あ
り
　
脚
部

上
部
に
Ｍ
字
突
帯
文
あ
り

79
55

27
7

６
号
住
居
２
区

SI
‒1
2

―
弥
生
土
器

高
坏

（
26
.0
）

6.
6

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）

明
赤
褐

（
2.5
Y
R5
/6
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）

明
赤
褐

（
2.5
Y
R5
/6
）

石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母
　
黒

色
粒
　
褐
色
粒

良
好
内
、
外
面
に
赤
色
顔
料
塗
布
　
丹
塗
り

土
器

80
55

６
号
住
居
２
区

SI
‒1
2

―
弥
生
土
器

甕
（
44
.8
）

（
46
.2
）

17
.9

調
整
不
明

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
浅
黄
橙

（
7.5
Y
R8
/4
）

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/4
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母
　
赤

褐
色
粒

良
好
口
縁
部
に
黒
斑
あ
り
　
頸
部
に
１
条
の

突
帯
文
あ
り

81
55

27
1

６
号
住
居
２
区

SI
‒1
2

―
弥
生
土
器

甕
（
26
.9
）

（
25
.8
）

12
.5

ヨ
コ
ナ
デ
　
ヨ
コ

ナ
デ
後
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
　
ヨ
コ

ナ
デ
後
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母
　
褐

色
粒
　
黒
色
粒

良
好
外
面
胴
部
に
黒
斑
あ
り

82
55

27
1

６
号
住
居
２
区

SI
‒1
2

―
弥
生
土
器

甕
（
41
.0
）

4.
2

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母
　
赤

褐
色
粒

良
好
外
面
口
縁
部
に
黒
斑
あ
り

83
56

27
1

６
号
住
居
２
区

SI
‒1
2

―
弥
生
土
器

甕
（
33
.7
）

5.
8

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/2
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母
　
赤

褐
色
粒

良
好
１
条
の
突
帯
文
あ
り
　

84
56

27
1

６
号
住
居
２
区

SI
‒1
2

―
弥
生
土
器

甕
（
37
.2
）

6.
0

ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ
ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/4
）

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/4
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母
　
黒

色
粒
　
褐
色
粒

良
好
１
条
の
突
帯
文
あ
り
　
外
面
口
縁
部
に

黒
斑
あ
り

85
56

27
1

６
号
住
居
２
区

SI
‒1
2

―
弥
生
土
器

甕
（
43
.1
）

6.
3

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

に
ぶ
い
黄

（
2.5
Y
6/
3）

に
ぶ
い
黄

（
2.5
Y
6/
3）

石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母
　
黒

色
粒
　
褐
色
粒

良
好
１
条
の
突
帯
文
あ
り

86
56

６
号
住
居
２
区

SI
‒1
2

―
弥
生
土
器

甕
（
31
.9
）

7.
1

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）
長
石
　
角
閃
石
　

褐
色
粒

良
好
外
面
口
縁
部
か
ら
胴
部
に
か
け
て
ス
ス

付
着

87
56

６
号
住
居
２
区

SI
‒1
2

―
弥
生
土
器

甕
（
29
.0
）

5.
1

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
赤
褐
色
粒
良
好
内
、
外
面
に
赤
色
顔
料
痕
あ
り
　
口
縁

部
に
ス
ス
付
着



465

遺物観察表

遺
物

番
号

図
版
番
号

写
真
番
号

遺
構
名

出
土
地
点

包
含
層

層
位

種
　
別

器
　
種

法
　
量
（
cm
）

調
　
　
整

色
　
　
調

胎
　
土

焼
成

備
　
　
　
考

調査
区

遺
構
略
号

口
径

底
径

最
大
胴
径

器
高

高
台
高
残
存
高

外
　
　
面

内
　
　
面

外
　
面

内
　
面

88
56

６
号
住
居
２
区

SI
‒1
2

―
弥
生
土
器

甕
（
21
.8
）

4.
7

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

橙
（
5Y
R6
/6
）

橙
（
5Y
R6
/6
）

石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母
　
赤

褐
色
粒

良
好
口
縁
部
に
ス
ス
付
着
　
被
熱
に
よ
る
赤

色
化
あ
り

89
56

６
号
住
居
２
区

SI
‒1
2

―
弥
生
土
器

甕
5.
8

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）

灰
黄
褐

（
10
Y
R6
/2
）
石
英
　
角
閃
石
　

雲
母

良
好
内
、
外
面
に
黒
斑
あ
り
　
内
面
に
ス
ス

付
着

90
56

27
7

６
号
住
居
２
区

SI
‒1
2

―
弥
生
土
器

器
台

13
.9

10
.5

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）

明
赤
褐

（
5Y
R5
/6
）

長
石
　
角
閃
石
　

褐
色
粒
　
黒
色
粒
良
好

91
56

27
7

６
号
住
居
２
区

SI
‒1
2

―
弥
生
土
器

器
台

11
.2

ナ
デ
　
ヨ
コ
ナ
デ
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）    
      

赤
褐

（
2.5
Y
R4
/8
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）    
      

赤
褐

（
2.5
Y
R4
/8
）

石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母
　
赤

褐
色
粒

良
好
外
面
に
赤
色
顔
料
塗
布
　
内
面
に
赤
色

顔
料
痕
と
工
具
痕
あ
り
　
暗
文
あ
り
　

丹
塗
り
土
器
　
筒
形
器
台

93
59

27
8

７
号
住
居
２
区

SI
‒1
8

―
弥
生
土
器

高
坏

23
.0

13
.0

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R6
/4
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
赤
褐
色
粒

良
好
口
縁
部
に
黒
斑
あ
り

94
59

７
号
住
居
２
区

SI
‒1
8

―
弥
生
土
器

高
坏

（
22
.2
）

4.
7

ヨ
コ
ナ
デ
　
調
整

不
明

ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）

赤
褐

（
2.5
Y
R4
/8
）

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）

赤
褐

（
2.5
Y
R4
/6
）

石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母

良
好
内
、
外
面
に
赤
色
顔
料
塗
布
　
丹
塗
り

土
器

95
59

７
号
住
居
２
区

SI
‒1
8

―
弥
生
土
器

甕
（
24
.0
）

4.
5

調
整
不
明

調
整
不
明

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）
長
石
　
角
閃
石
　
良
好

96
59

７
号
住
居
２
区

SI
‒1
8

―
弥
生
土
器

甕
（
24
.0
）

3.
3

ヨ
コ
ナ
デ
　
　

調
整
不
明

灰
黄
褐

（
10
Y
R5
/2
）

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）
長
石
　
角
閃
石
　
良
好

97
59

７
号
住
居
２
区

SI
‒1
8

―
弥
生
土
器

甕
4.
2

ヨ
コ
ナ
デ
　
調
整

不
明

調
整
不
明

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）
長
石
　
赤
褐
色
粒
良
好

98
59

７
号
住
居
２
区

SI
‒1
8

―
弥
生
土
器

甕
（
7.
0）

4.
7

ハ
ケ
メ

ナ
デ

浅
黄

（
2.5
Y
7/
3）

黒
（
10
Y
R2
/1
）
長
石
　
雲
母

良
好
内
面
底
部
に
黒
斑
あ
り

99
59

７
号
住
居
２
区

SI
‒1
8

―
弥
生
土
器

壺
（
18
.0
）

5.
5

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ヨ
コ
ナ
デ
　

ハ
ケ
メ

ハ
ケ
メ
　
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/4
）

橙
（
5Y
R6
/6
）

長
石
　
雲
母

良
好

10
0

59
７
号
住
居
２
区

SI
‒1
8

―
弥
生
土
器

把
手

4.
6

ナ
デ

ナ
デ

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）

石
英
　
長
石

良
好

10
5

63
口
絵
－
７
８
号
住
居
２
区

SI
‒1
9

―
弥
生
土
器

高
坏

（
24
.4
）

8.
1

ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ

調
整
不
明

ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ

調
整
不
明

浅
黄
橙

（
7.5
Y
R8
/4
）

赤
褐

（
2.5
Y
R4
/8
）

浅
黄
橙

（
7.5
Y
R8
/6
）

赤
褐

（
2.5
Y
R4
/8
）

長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好
内
、
外
面
に
赤
色
顔
料
塗
布
　
丹
塗
り

土
器
　

10
6

63
口
絵
－
７
８
号
住
居
２
区

SI
‒1
9

―
弥
生
土
器

甕
24
.6

23
.2

32
.5

ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ

ハ
ケ
メ

ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/2
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/2
）
長
石
　
角
閃
石
　

黒
曜
石
　
褐
色
粒
良
好
内
、
外
面
に
ス
ス
付
着
　
沈
線
あ
り
　

外
面
に
被
熱
に
よ
る
赤
色
化
あ
り

10
7

63
口
絵
－
７
８
号
住
居
２
区

SI
‒1
9

―
弥
生
土
器

甕
23
.9

21
.5

29
.1

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
5Y
R6
/4
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R6
/3
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
黒
色
粒
　

褐
色
粒

良
好
外
面
胴
部
に
沈
線
あ
り
　
内
、
外
面
に

ス
ス
付
着
　
外
面
に
黒
斑
あ
り

10
8

63
８
号
住
居
２
区

SI
‒1
9

―
弥
生
土
器

甕
（
23
.9
）

10
.1

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ナ
デ

黒
褐

（
10
Y
R3
/2
）

に
ぶ
い
黄

（
2.5
Y
6/
3）

長
石
　
角
閃
石
　

黒
色
粒
　
褐
色
粒
良
好
外
面
に
ス
ス
付
着

10
9

64
口
絵
－
７
８
号
住
居
２
区

SI
‒1
9

―
弥
生
土
器

甕
26
.0

24
.3

29
.8

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ナ
デ
　

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R6
/3
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
黒
色
粒
　

褐
色
粒

良
好
外
に
黒
斑
あ
り
　
沈
線
あ
り
　

11
0

64
８
号
住
居
２
区

SI
‒1
9

―
弥
生
土
器

甕
（
29
.8
）

（
29
.2
）

23
.1

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ナ
デ

ナ
デ
　

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）
長
石
　
角
閃
石
　

黒
色
粒
　
褐
色
粒
良
好
内
、
外
面
に
ス
ス
付
着

11
1

65
口
絵
－
７
８
号
住
居
２
区

SI
‒1
9

―
弥
生
土
器

甕
（
22
.8
）

4.
9

ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ
ヨ
コ
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/4
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/4
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母
　
黒

色
粒
　
褐
色
粒

良
好
内
、
外
面
に
赤
色
顔
料
痕
あ
り
　
口
縁

部
に
穿
孔
あ
り

11
2

65
口
絵
－
７
８
号
住
居
２
区

SI
‒1
9

―
弥
生
土
器

甕
（
29
.8
）

8.
0

ミ
ガ
キ
　
調
整
不

明
調
整
不
明
　
ハ
ケ

メ

灰
白

（
10
Y
R8
/2
）

赤
（
10
Y
R4
/6
）

灰
白

（
10
Y
R8
/2
）

赤
（
10
Y
R4
/6
）

長
石
　
角
閃
石
　

黒
曜
石

良
好
口
縁
部
、
頸
部
に
赤
色
顔
料
塗
布
　
丹

塗
り
土
器
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遺物観察表

遺
物

番
号

図
版
番
号

写
真
番
号

遺
構
名

出
土
地
点

包
含
層

層
位

種
　
別

器
　
種

法
　
量
（
cm
）

調
　
　
整

色
　
　
調

胎
　
土

焼
成

備
　
　
　
考

調査
区

遺
構
略
号

口
径

底
径

最
大
胴
径

器
高

高
台
高
残
存
高

外
　
　
面

内
　
　
面

外
　
面

内
　
面

11
3

66
８
号
住
居
２
区

SI
‒1
9

―
弥
生
土
器

甕
（
32
.4
）

（
29
.7
）

20
.9

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ナ
デ

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
.3）

赤
褐

（
2.5
Y
R4
/6
）

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
.3）

赤
褐

（
2.5
Y
R4
/6
）

石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母
　
赤

褐
色
粒

良
好
内
、
外
面
に
赤
色
顔
料
塗
布
　
胴
部
に

Ｍ
字
突
帯
文
あ
り
　
口
縁
部
上
面
に
暗

文
あ
り
　
丹
塗
り
土
器

11
4

67
８
号
住
居
２
区

SI
‒1
9

―
弥
生
土
器

甕
（
36
.5
）

5.
2

ヨ
コ
ナ
デ
　

ヨ
コ
ナ
デ
　
ケ
ズ

リ
　
ナ
デ

橙
（
7.5
Y
R6
/6
）

橙
（
5Y
R6
/6
）

石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母
　
赤

褐
色
粒
　

良
好
１
条
の
突
帯
文
あ
り
　

11
5

67
８
号
住
居
２
区

SI
‒1
9

―
弥
生
土
器

甕
（
29
.5
）

（
26
.8
）

10
.6

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ナ
デ

ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R6
/4
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R6
/4
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母
　
黒

色
粒
　
褐
色
粒

良
好

11
6

67
８
号
住
居
２
区

SI
‒1
9

―
弥
生
土
器

甕
（
25
.0
）

6.
9

ナ
デ

ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）

浅
黄

（
2.5
Y
7/
4）

石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母
　
赤

褐
色
粒

良
好
内
面
口
縁
部
に
ス
ス
付
着

11
7

67
８
号
住
居
２
区

SI
‒1
9

―
弥
生
土
器

甕
（
23
.7
）

9.
7

ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ
ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ

明
黄
褐

（
10
Y
R7
/6
）

黄
橙

（
10
Y
R8
/6
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母

良
好

11
8

67
８
号
住
居
２
区

SI
‒1
9

―
弥
生
土
器

鉢
（
21
.7
）

（
18
.8
）

5.
0

ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R6
/3
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）
長
石
　
角
閃
石
　

黒
色
粒
　
褐
色
粒
良
好

11
9

67
８
号
住
居
２
区

SI
‒1
9

―
弥
生
土
器

甕
6.
4

ヨ
コ
ナ
デ
　
調
整

不
明

調
整
不
明

橙
（
7.5
Y
R7
/6
）

橙
（
5Y
R7
/6
）

長
石
　
角
閃
石
　
良
好
被
熱
に
よ
る
赤
色
化
あ
り
　
外
面
に
黒

斑
あ
り

12
0

67
口
絵
－
７
８
号
住
居
２
区

SI
‒1
9

―
弥
生
土
器

壺
14
.6

9.
2

22
.9

22
.1

ナ
デ
　
ハ
ケ
メ
後

ナ
デ
　

ナ
デ

に
ぶ
い
褐

（
7.5
Y
R6
/3
）
に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R6
/4
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
黒
色
粒
　

褐
色
粒

良
好
無
頸
壺
　
穿
孔
２
ヶ
所
あ
る
が
１
ヵ
所

は
貫
通
し
て
い
な
い
　
外
面
と
内
面
口

縁
部
付
近
に
赤
色
顔
料
痕
あ
り
　
外
面

に
黒
斑
あ
り

12
1

68
口
絵
－
７
８
号
住
居
２
区

SI
‒1
9

―
弥
生
土
器

壺
（
12
.4
）

4.
7

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

灰
黄

（
2.5
Y
7/
2）

に
ぶ
い
赤
褐

（
2.5
Y
R4
/4
）

灰
黄
褐

（
10
Y
R5
/2
）

に
ぶ
い
赤
褐

（
2.5
Y
R4
/4
）

長
石
　
角
閃
石
　

黒
色
粒
　
褐
色
粒
良
好
内
、
外
面
に
赤
色
顔
料
塗
布
　
外
面
に

黒
斑
あ
り
　
口
縁
部
に
穿
孔
あ
り
　
丹

塗
り
土
器

12
2

68
口
絵
－
７
８
号
住
居
２
区

SI
‒1
9

―
弥
生
土
器

器
台

12
.7

12
.3

19
.6

ナ
デ
　

ナ
デ
　
ヨ
コ
ナ
デ

後
ナ
デ

橙
（
5Y
R6
/6
）

橙
（
5Y
R6
/6
）

長
石
　
角
閃
石
　

黒
曜
石
　
褐
色
粒

黒
色
粒

良
好
内
、
外
面
に
赤
色
顔
料
痕
あ
り
　
外
面

に
黒
斑
あ
り
　
内
面
に
指
頭
圧
痕
あ
り

12
3

68
口
絵
－
７
８
号
住
居
２
区

SI
‒1
9

―
弥
生
土
器

器
台

12
.5

13
.0

20
.5

ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ
ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ

橙
（
5Y
R6
/6
）

灰
黄

（
2.5
Y
7/
2）

長
石
　
角
閃
石
　

褐
色
粒
　
黒
色
粒

良
好
内
面
に
指
頭
圧
痕
あ
り
　
外
面
に
黒
斑

あ
り
　
内
、
外
面
に
赤
色
顔
料
痕
あ
り

13
3

72
９
号
住
居
２
区

SI
‒2
0

―
弥
生
土
器

高
坏

8.
8

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

橙
（
5Y
R7
/6
）

赤
（
10
R5
/6
）

橙
（
5Y
R6
/6
）

石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母
　
黒

色
粒
　
褐
色
粒

良
好
外
面
に
赤
色
顔
料
痕
あ
り

13
4

74
27
0

10
号
住
居
２
区

SI
‒2
2

―
弥
生
土
器

甕
（
32
.7
）

（
27
.6
）

7.
5

調
整
不
明

調
整
不
明

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母
　
赤

褐
色
粒

良
好

13
5

74
27
0

10
号
住
居
２
区

SI
‒2
2

―
弥
生
土
器

甕
（
23
.4
）

6.
0

ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ
ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
色
粒

良
好
内
面
に
黒
斑
あ
り

13
6

74
27
0

10
号
住
居
２
区

SI
‒2
2

―
弥
生
土
器

甕
（
19
.7
）

5.
9

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
　
ナ
デ

浅
黄
橙

（
7.5
Y
R8
/4
）

黄
灰

（
2.5
Y
6/
1）

長
石
　
角
閃
石
　

黒
曜
石
　
赤
色
粒

良
好

13
7

74
27
0

10
号
住
居
２
区

SI
‒2
2

―
弥
生
土
器

壺
（
10
.2
）

3.
6

調
整
不
明

調
整
不
明
　

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）

明
赤
褐

（
2.5
Y
R5
/8
）

灰
白

（
10
Y
R8
/2
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好
外
面
に
赤
色
顔
料
痕
あ
り
　
口
縁
部
に

穿
孔
２
ヶ
所
あ
り
　
広
口
壺
　
丹
塗
り

土
器

14
0

76
27
4

11
号
住
居
２
区

SI
‒2
3

―
弥
生
土
器

高
坏

（
26
.2
）

7.
0

ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ
ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ

浅
黄
橙

（
7.5
Y
R8
/4
）

赤
褐

（
2.5
Y
R4
/6
）

浅
黄
橙

（
7.5
Y
R8
/3
）

赤
褐

（
2.5
Y
R4
/6
）

長
石
　
角
閃
石
　

黒
曜
石

良
好
内
、
外
面
に
赤
色
顔
料
塗
布
　
外
面
に

ス
ス
付
着
　
丹
塗
り
土
器

14
1

76
27
4

11
号
住
居
２
区

SI
‒2
3

―
弥
生
土
器

高
坏

16
.2

13
.7

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
　

ヨ
コ
ナ
デ

ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
10
Y
R7
/4
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好
内
、
外
面
底
部
に
黒
斑
あ
り
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遺物観察表

遺
物

番
号

図
版
番
号

写
真
番
号

遺
構
名

出
土
地
点

包
含
層

層
位

種
　
別

器
　
種

法
　
量
（
cm
）

調
　
　
整

色
　
　
調

胎
　
土

焼
成

備
　
　
　
考

調査
区

遺
構
略
号

口
径

底
径

最
大
胴
径

器
高

高
台
高
残
存
高

外
　
　
面

内
　
　
面

外
　
面

内
　
面

14
2

76
27
4

11
号
住
居
２
区

SI
‒2
3

―
弥
生
土
器

甕
（
21
.0
）

（
21
.2
）

16
.9

ヨ
コ
ナ
デ
　
ヨ
コ

ナ
デ
後
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R6
/3
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/4
）
長
石
　
角
閃
石
　

褐
色
粒
　
黒
色
粒
良
好
内
、
外
面
に
ス
ス
付
着
　
胴
部
に
沈
線

あ
り

14
3

76
27
4

11
号
住
居
２
区

SI
‒2
3

―
弥
生
土
器

甕
（
26
.3
）

11
.3

ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ
ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母
　
赤

褐
色
粒

良
好
胴
部
に
沈
線
あ
り
　
外
面
に
ス
ス
付
着

14
4

76
27
4

11
号
住
居
２
区

SI
‒2
3

―
弥
生
土
器

甕
（
24
.6
）

5.
3

ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ
ヨ
コ
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好
外
面
に
ス
ス
付
着

14
5

76
27
4

11
号
住
居
２
区

SI
‒2
3

―
弥
生
土
器

甕
（
25
.5
）

5.
8

ヨ
コ
ナ
デ
後
ナ
デ
ヨ
コ
ナ
デ
後
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
褐

（
10
Y
R5
/4
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）
長
石
　
角
閃
石
　

黒
色
粒
　
褐
色
粒
良
好
外
面
に
ス
ス
付
着
　
内
面
に
黒
斑
あ
り

14
6

77
27
4

11
号
住
居
２
区

SI
‒2
3

―
弥
生
土
器

甕
（
35
.2
）

5.
6

ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ
ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/2
）
長
石
　
角
閃
石
　
良
好

14
7

77
27
4

11
号
住
居
２
区

SI
‒2
3

―
弥
生
土
器

甕
（
25
.4
）

6.
5

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
　
ヨ
コ

ナ
デ
後
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/2
）

灰
黄

（
2.5
Y
7/
2）

長
石
　
角
閃
石
　

黒
色
粒
　
褐
色
粒
良
好
内
面
に
黒
斑
あ
り

14
8

77
27
4

11
号
住
居
２
区

SI
‒2
3

―
弥
生
土
器

甕
（
23
.7
）

（
22
.4
）

9.
1

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ナ
デ

橙
（
7.5
Y
R7
/6
）
に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/2
）
長
石
　
角
閃
石
　

褐
色
粒
　
黒
色
粒
良
好
胴
部
に
沈
線
あ
り

14
9

77
11
号
住
居
２
区

SI
‒2
3

―
弥
生
土
器

壺
（
12
.8
）

（
13
.5
）

6.
8

ナ
デ
　
ハ
ケ
メ
後

ナ
デ

ナ
デ
　

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/4
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）
長
石
　
角
閃
石
　

黒
曜
石
　
赤
褐
色

粒
良
好
広
口
壺
　
外
面
に
黒
斑
あ
り
　
口
縁
部

に
穿
孔
あ
り
　
内
面
胴
部
に
指
頭
圧
痕

あ
り

15
0

77
27
4

11
号
住
居
２
区

SI
‒2
3

―
弥
生
土
器

器
台

（
11
.2
）
（
11
.8
）

17
.8

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
　

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ナ
デ

灰
白

（
10
Y
R8
/2
）

灰
白

（
10
Y
R8
/2
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好
外
面
口
縁
部
に
沈
線
あ
り

15
6

81
12
号
住
居
２
区

SI
‒2
5

―
弥
生
土
器

甕
1.
6

ナ
デ

ナ
デ

灰
黄
褐

（
10
Y
R4
/2
）

に
ぶ
い
橙

（
5Y
R7
/4
）

石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　

良
好

15
8

85
27
5

14
号
住
居
２
区

SX
‒2
1

―
弥
生
土
器

甕
30
.2

（
9.
6）

27
.7

39
.6

ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ

橙
（
7.5
Y
R7
/6
）

褐
灰

（
7.5
Y
R4
/1
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母

良
好
内
、
外
面
に
黒
斑
あ
り
　
内
面
底
部
に

指
頭
圧
痕
あ
り

15
9

85
27
5

14
号
住
居
２
区

SX
‒2
1

―
弥
生
土
器

甕
20
.7

18
.7

17
.9

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ナ
デ
　

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）
長
石
　
角
閃
石
　
良
好

内
、
外
面
に
指
頭
圧
痕
あ
り
　
内
、
外

面
に
ス
ス
付
着

16
0

85
14
号
住
居
２
区

SX
‒2
1

―
弥
生
土
器

甕
16
.1

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R6
/3
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好
外
面
に
ス
ス
付
着

16
1

85
14
号
住
居
２
区

SX
‒2
1

―
弥
生
土
器

甕
4.
6

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

灰
白

（
10
Y
R8
/2
）

灰
白

（
10
Y
R8
/2
）
長
石
　
角
閃
石
　

黒
曜
石
　
赤
褐
色

粒
　
黒
色
粒

良
好
内
、
外
面
に
赤
色
顔
料
痕
あ
り

16
2

85
14
号
住
居
２
区

SX
‒2
1

―
弥
生
土
器

甕
4.
2

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母
　
褐

色
粒
　
黒
色
粒

良
好
1条
の
突
帯
文
あ
り
　

16
7

88
15
号
住
居
８
区

SI
‒4
3

―
弥
生
土
器

甕
（
24
.0
）

4.
1

調
整
不
明

調
整
不
明

橙
（
5Y
R7
/6
）

橙
（
5Y
R7
/6
）

長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好

16
8

88
15
号
住
居
８
区

SI
‒4
3

―
弥
生
土
器

甕
4.
9

ヨ
コ
ナ
デ
　

ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ

浅
黄

（
2.5
Y
7/
3）

浅
黄

（
2.5
Y
7/
3）

長
石
　
角
閃
石
　
良
好
1条
の
突
帯
文
あ
り

16
9

88
15
号
住
居

８
区

SI
‒4
3

―
弥
生
土
器

甕
3.
8

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
　
調
整

不
明

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）
長
石

良
好

17
0

88
15
号
住
居
８
区

SI
‒4
3

―
弥
生
土
器

甕
3.
2

調
整
不
明

調
整
不
明

橙
（
7.5
Y
R7
/6
）

橙
（
5Y
R7
/6
）

長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好

17
1

88
15
号
住
居
８
区

SI
‒4
3

―
弥
生
土
器

甕
6.
2

調
整
不
明

調
整
不
明

橙
（
7.5
Y
R7
/6
）

橙
（
7.5
Y
R7
/6
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母

良
好
胴
部
に
1条
の
刻
み
目
突
帯
文
あ
り

17
2

88
15
号
住
居
８
区

SI
‒4
3

―
弥
生
土
器

甕
5.
1

ハ
ケ
メ

ナ
デ

明
黄
褐

（
10
Y
R7
/6
）

黒
褐

（
2.5
Y
3/
1）

石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母

良
好
内
面
に
黒
斑
あ
り

17
3

88
15
号
住
居
８
区

SI
‒4
3

―
弥
生
土
器

壺
（
20
.1
）

6.
3

ハ
ケ
メ
　
調
整
不

明
調
整
不
明
　
ハ
ケ

メ
橙

（
7.5
Y
R7
/6
）
に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/4
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母
　
赤

褐
色
粒

良
好
頸
部
に
1条
の
突
帯
文
あ
り

17
4

88
15
号
住
居
８
区

SI
‒4
3

―
弥
生
土
器

鉢
？

（
10
.2
）

6.
2

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
　

ナ
デ

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
　

ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
赤
褐
色
粒
良
好
外
面
に
黒
斑
あ
り
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遺物観察表

遺
物

番
号

図
版
番
号

写
真
番
号

遺
構
名

出
土
地
点

包
含
層

層
位

種
　
別

器
　
種

法
　
量
（
cm
）

調
　
　
整

色
　
　
調

胎
　
土

焼
成

備
　
　
　
考

調査
区

遺
構
略
号

口
径

底
径

最
大
胴
径

器
高

高
台
高
残
存
高

外
　
　
面

内
　
　
面

外
　
面

内
　
面

17
7

90
16
号
住
居
８
区

SI
‒4
4

―
弥
生
土
器

甕
（
26
.1
）

（
22
.7
）

4.
2

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/4
）

浅
黄
橙

（
7.5
Y
R8
/4
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母

良
好

17
8

90
16
号
住
居
８
区

SI
‒4
4

―
弥
生
土
器

甕
（
28
.8
）

（
26
.2
）

5.
8

ヨ
コ
ナ
デ
　
調
整

不
明
　

調
整
不
明

橙
（
2.5
Y
R7
/6
）

橙
（
2.5
Y
R7
/6
）
長
石
　
角
閃
石
　
良
好

17
9

90
16
号
住
居
８
区

SI
‒4
4

―
弥
生
土
器

甕
（
32
.5
）

4.
5

調
整
不
明

調
整
不
明

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R6
/4
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R6
/4
）
石
英
　
長
石

良
好
口
縁
部
に
黒
斑
あ
り

18
0

90
16
号
住
居
８
区

SI
‒4
4

―
弥
生
土
器

甕
3.
5

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ

灰
白

（
2.5
Y
8/
2）

灰
白

（
2.5
Y
8/
2）

石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母

良
好

18
1

90
16
号
住
居
８
区

SI
‒4
4

―
弥
生
土
器

甕
5.
0

調
整
不
明
　
ハ
ケ

メ
後
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
灰
白

（
10
Y
R8
/2
）

灰
白

（
10
Y
R8
/2
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好

18
2

90
16
号
住
居
８
区

SI
‒4
4

―
弥
生
土
器

甕
6.
0

3.
9

ハ
ケ
メ
　

ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/4
）

灰
黄
褐

（
10
Y
R5
/2
）
長
石
　
角
閃
石
　

雲
母

良
好

18
3

90
16
号
住
居
８
区

SI
‒4
4

―
弥
生
土
器

壺
3.
9

ナ
デ

ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/4
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R5
/3
）
石
英
　
長
石

良
好
外
面
に
黒
斑
あ
り

18
4

90
16
号
住
居
８
区

SI
‒4
4

―
土
製
品

手
捏
ね

2.
0

ナ
デ

ナ
デ

褐
灰

（
10
Y
R5
/1
）

淡
黄

（
2.5
Y
8/
3）

長
石
　
角
閃
石
　
良
好

18
5

92
17
号
住
居
８
区

SI
‒4
6

―
弥
生
土
器

甕
4.
0

調
整
不
明

調
整
不
明

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母

良
好

18
6

92
17
号
住
居
８
区

SI
‒4
6

―
弥
生
土
器

甕
5.
0

調
整
不
明

調
整
不
明

明
黄
褐

（
10
Y
R7
/6
）

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/4
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母

良
好

18
7

92
17
号
住
居
８
区

SI
‒4
6

―
弥
生
土
器

甕
（
5.
6）

5.
6

ナ
デ
　
調
整
不
明
ナ
デ
　
調
整
不
明

橙
（
5Y
R6
/6
）

黒
（
10
Y
R2
/1
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　

良
好
内
面
に
黒
斑
あ
り

18
8

92
17
号
住
居
８
区

SI
‒4
6

―
弥
生
土
器

甕
6.
2

4.
5

ナ
デ

ナ
デ

橙
（
7.5
Y
R6
/6
）

黒
褐

（
10
Y
R3
/1
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　

良
好
内
面
に
黒
斑
あ
り

19
1

94
27
6

18
号
住
居
８
区

SI
‒4
7

―
弥
生
土
器

壺
18
.3

14
.4

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
後

ミ
ガ
キ
　
ヨ
コ
ナ

デ
ナ
デ
　

浅
黄
橙

（
7.5
Y
R8
/4
）

明
赤
褐

（
2.5
Y
R5
/6
）

暗
灰

（
N
 3
/0
）

灰
黄

（
2.5
Y
7/
2）

石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母
　
赤

褐
色
粒

良
好
長
頸
壺
　
外
面
に
赤
色
顔
料
塗
布
　

内
、
外
面
に
黒
斑
あ
り
　
頸
部
に
突
帯

文
あ
り
　
内
面
胴
部
に
指
頭
圧
痕
あ
り

丹
塗
り
土
器

19
2

94
18
号
住
居
８
区

SI
‒4
7

―
弥
生
土
器

壺
（
7.
0）

11
.2

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
　

浅
黄
橙

（
7.5
Y
R8
/4
）

赤
褐

（
2.5
Y
R4
/8
）

浅
黄
橙

（
7.5
Y
R8
/4
）
長
石
　
角
閃
石
　
良
好
長
頸
壺
　
内
、
外
面
に
赤
色
顔
料
塗
布

丹
塗
り
土
器

19
4

95
19
号
住
居
８
区

SI
‒4
8

―
弥
生
土
器

甕
3.
3

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

灰
白

（
10
Y
R8
/2
）

灰
白

（
10
Y
R8
/2
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好

19
5

95
19
号
住
居
８
区

SI
‒4
8

―
弥
生
土
器

甕
1.
8

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

に
ぶ
い
褐

（
7.5
Y
R5
/3
）

褐
灰

（
7.5
Y
R4
/1
）
長
石
　
角
閃
石
　

黒
色
粒
　
褐
色
粒
良
好
外
面
に
工
具
痕
あ
り

内
、
外
面
に
ス
ス
付
着

19
6

95
19
号
住
居
８
区

SI
‒4
8

―
弥
生
土
器

甕
2.
2

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R6
/3
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母
　
褐

色
粒
　
黒
色
粒

良
好
外
面
に
工
具
痕
あ
り

内
、
外
面
に
ス
ス
付
着

19
7

97
20
号
住
居
８
区

SI
‒4
9

―
弥
生
土
器

鉢
？

2.
7

ヨ
コ
ナ
デ
　
ヨ
コ

ナ
デ
後
ミ
ガ
キ

ヨ
コ
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/4
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母

良
好
黒
斑
あ
り

19
8

97
20
号
住
居
８
区

SI
‒4
9

―
弥
生
土
器

甕
4.
4

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）
石
英
　
長
石
　
雲

母
　
黒
色
粒

良
好
外
面
に
被
熱
に
よ
る
赤
色
化
あ
り

19
9

97
20
号
住
居
８
区

SI
‒4
9

―
弥
生
土
器

甕
2.
2

ナ
デ
　
ハ
ケ
メ

ナ
デ

橙
（
7.5
Y
R6
/6
）

に
ぶ
い
褐

（
7.5
Y
R6
/3
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好
口
縁
部
に
黒
斑
あ
り

20
0

97
20
号
住
居
８
区

SI
‒4
9

―
弥
生
土
器

甕
1.
8

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
ヨ
コ
ナ
デ

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/4
）

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/4
）
長
石

良
好
黒
斑
あ
り

20
2

10
0

21
号
住
居
８
区

SI
‒5
1

―
弥
生
土
器

甕
2.
4

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）

浅
黄
橙

（
7.5
Y
R8
/4
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好
外
面
に
赤
色
顔
料
痕
あ
り

20
3

10
0

21
号
住
居
８
区

SI
‒5
1

―
弥
生
土
器

甕
3.
1

ヨ
コ
ナ
デ
　

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
に
ぶ
い
黄
褐

（
10
Y
R7
/3
）

灰
黄
褐

（
10
Y
R6
/2
）
長
石
　
角
閃
石
　
良
好
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遺物観察表

遺
物

番
号

図
版
番
号

写
真
番
号

遺
構
名

出
土
地
点

包
含
層

層
位

種
　
別

器
　
種

法
　
量
（
cm
）

調
　
　
整

色
　
　
調

胎
　
土

焼
成

備
　
　
　
考

調査
区

遺
構
略
号

口
径

底
径

最
大
胴
径

器
高

高
台
高
残
存
高

外
　
　
面

内
　
　
面

外
　
面

内
　
面

20
4

10
0

21
号
住
居
８
区

SI
‒5
1

―
弥
生
土
器

把
手

6.
7

調
整
不
明

調
整
不
明

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/3
）

灰
褐

（
7.5
Y
R5
/2
）
長
石
　
角
閃
石
　
良
好

20
5

98
22
号
住
居
８
区

SI
‒5
3

―
弥
生
土
器

甕
1.
9

ナ
デ

ナ
デ

浅
黄

（
2.5
Y
7/
3）

浅
黄

（
2.5
Y
7/
3）

石
英
　
角
閃
石
　
良
好

20
6

98
22
号
住
居
８
区

SI
‒5
3

―
弥
生
土
器

甕
2.
1

ナ
デ

ナ
デ

黒
褐

（
2.5
Y
3/
1）

黒
褐

（
2.5
Y
3/
1）

石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母

良
好

20
7

10
3

４
号
土
坑
１
区

SK
‒0
6

―
弥
生
土
器

甕
4.
1

ヨ
コ
ナ
デ
後
ナ
デ
ヨ
コ
ナ
デ
後
ナ
デ

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）
長
石
　
角
閃
石
　

褐
色
粒
　

良
好

20
8

10
3

４
号
土
坑
１
区

SK
‒0
6

―
弥
生
土
器

甕
4.
3

ヨ
コ
ナ
デ
後
ナ
デ
ヨ
コ
ナ
デ
後
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/2
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/2
）
長
石
　
角
閃
石
　

黒
色
粒
　
褐
色
粒

良
好
１
条
の
突
帯
文
あ
り

20
9

10
5

５
号
土
坑
２
区

SK
‒1
0

―
弥
生
土
器

甕
1.
9

調
整
不
明

調
整
不
明

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/4
）

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/4
）
長
石
　
角
閃
石
　
良
好
外
面
頸
部
に
赤
色
顔
料
痕
あ
り

21
0

10
7

６
号
土
坑
２
区

SK
‒1
3

―
弥
生
土
器

甕
（
26
.7
）

5.
4

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

明
褐
灰

（
7.5
Y
R7
/2
）

明
褐
灰

（
7.5
Y
R7
/2
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好
内
、
外
面
に
ス
ス
付
着
　

21
1

11
0

８
号
土
坑
２
区

SK
‒1
5

―
弥
生
土
器

甕
（
28
.7
）

4.
9

ヨ
コ
ナ
デ
後
ナ
デ
ヨ
コ
ナ
デ
後
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
2.5
Y
R6
/4
）

橙
（
2.5
Y
R7
/6
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒
　
褐
色

粒
良
好
外
面
胴
部
と
内
面
口
縁
部
に
黒
斑
あ
り

21
2

11
3

10
号
土
坑
２
区

SK
‒1
7

―
弥
生
土
器

甕
（
20
.8
）

4.
8

ヨ
コ
ナ
デ
後
ハ
ケ

メ
後
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/4
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/4
）

石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母
　
黒

色
粒
　
赤
褐
色
粒

褐
色
粒

良
好
内
、
外
面
に
赤
色
顔
料
痕
あ
り

21
3

11
3

10
号
土
坑
２
区

SK
‒1
7

―
弥
生
土
器

壺
（
20
.2
）

3.
9

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

灰
白

（
10
Y
R8
/2
）

灰
白

（
10
Y
R8
/2
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母
　
褐

色
粒

良
好
内
面
口
縁
部
に
黒
斑
、
外
面
口
縁
部
に

ス
ス
付
着
　
口
縁
部
に
刻
み
目
あ
り
　

21
4

11
3

10
号
土
坑
２
区

SK
‒1
7

―
弥
生
土
器

甕
2.
5

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/4
）

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/4
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母
　
赤

褐
色
粒

良
好
外
面
に
ス
ス
付
着

21
5

11
6

12
号
土
坑
２
区

SK
‒2
0

―
弥
生
土
器

甕
2.
6

ヨ
コ
ナ
デ

ナ
デ

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/4
）

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/4
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母
　
赤

褐
色
粒

良
好
Ｍ
字
突
帯
文
あ
り
　
赤
色
顔
料
痕
あ
り

21
6

12
1

16
号
土
坑
２
区

SX
‒3
1

―
弥
生
土
器

甕
2.
1

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好

21
7

12
1

16
号
土
坑
２
区

SX
‒3
1

―
弥
生
土
器

甕
2.
6

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
　
調
整

不
明

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　

良
好

21
8

12
3

17
号
土
坑
２
区

SX
‒3
2

―
弥
生
土
器

甕
（
26
.3
）

5.
7

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

浅
黄

（
2.5
Y
8/
3）

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/4
）
長
石
　
角
閃
石
　

褐
色
粒

良
好
内
面
口
縁
部
か
ら
外
面
頸
部
に
か
け
て

ス
ス
付
着

21
9

12
3

17
号
土
坑
２
区

SX
‒3
2

―
弥
生
土
器

甕
10
.0

ナ
デ
　

ナ
デ

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/4
）

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母

良
好
内
、
外
面
に
黒
斑
あ
り
　
外
面
胴
部
に

刻
み
目
突
帯
文
あ
り

22
0

12
3

17
号
土
坑
２
区

SX
‒3
2

―
弥
生
土
器

甕
3.
6

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好
内
、
外
面
に
赤
色
顔
料
痕
あ
り

22
1

12
3

17
号
土
坑
２
区

SX
‒3
2

―
弥
生
土
器

甕
7.
6

5.
2

調
整
不
明

ケ
ズ
リ
　

橙
（
2.5
Y
R6
/8
）

橙
（
2.5
Y
R6
/8
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好
内
面
に
黒
斑
あ
り
　
外
面
に
被
熱
に
よ

る
赤
色
化
あ
り

22
2

12
3

17
号
土
坑
２
区

SX
‒3
2

―
弥
生
土
器

壺
（
7.
7）

（
17
.0
）

9.
9

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ヨ
コ
ナ
デ
　

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母
　
褐

色
粒

良
好
内
面
に
黒
斑
あ
り
　
工
具
痕
あ
り
　
短

頸
壺

22
3

12
5

18
号
土
坑
６
区

SK
‒2
5

―
弥
生
土
器

甕
5.
4

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
浅
黄
橙

（
7.5
Y
R8
/4
）

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/4
）
長
石

良
好

22
4

12
7

19
号
土
坑
６
区

SK
‒2
6

―
弥
生
土
器

壺
（
21
.0
）

12
.2

ハ
ケ
メ
後
ヨ
コ
ナ

デ
ナ
デ

浅
黄
橙

（
7.5
Y
R8
/4
）

浅
黄
橙

（
7.5
Y
R8
/6
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　

良
好
外
面
に
赤
色
顔
料
痕
あ
り

22
5

12
7

19
号
土
坑
６
区

SK
‒2
6

―
弥
生
土
器

甕
5.
6

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
　

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/3
）

灰
白

（
7.5
Y
R8
/1
）
長
石
　
雲
母
　
角

閃
石
　
黒
色
粒

良
好
内
面
に
指
頭
圧
痕
あ
り
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遺物観察表

遺
物

番
号

図
版
番
号

写
真
番
号

遺
構
名

出
土
地
点

包
含
層

層
位

種
　
別

器
　
種

法
　
量
（
cm
）

調
　
　
整

色
　
　
調

胎
　
土

焼
成

備
　
　
　
考

調査
区

遺
構
略
号

口
径

底
径

最
大
胴
径

器
高

高
台
高
残
存
高

外
　
　
面

内
　
　
面

外
　
面

内
　
面

22
6

13
0

21
号
土
坑
７
区

SK
‒3
4

―
弥
生
土
器

甕
（
16
.6
）

9.
2

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母
　
赤

褐
色
粒

良
好
外
面
に
ス
ス
付
着

22
7

13
0

21
号
土
坑
７
区

SK
‒3
4

―
弥
生
土
器

甕
（
26
.0
）

（
24
.0
）

8.
3

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）
長
石
　
角
閃
石
　
良
好
外
面
に
ス
ス
付
着

22
8

13
0

21
号
土
坑
７
区

SK
‒3
4

―
弥
生
土
器

甕
1.
6

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

灰
黄
褐

（
10
Y
R5
/2
）

灰
黄
褐

（
10
Y
R5
/2
）
長
石
　
角
閃
石
　

雲
母

良
好
外
面
に
黒
斑
あ
り

22
9

13
2

22
号
土
坑
７
区

SK
‒3
5

―
弥
生
土
器

甕
2.
1

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

灰
白

（
10
Y
R8
/2
）

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）
長
石
　
角
閃
石
　
良
好
内
面
に
赤
色
顔
料
痕
あ
り

23
0

13
4

23
号
土
坑
７
区

SK
‒3
7

―
弥
生
土
器

甕
（
24
.2
）

6.
0

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

に
ぶ
い
褐

（
7.5
Y
R5
/3
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/3
）
長
石
　
角
閃
石
　
良
好

23
1

13
8

28
0

27
号
土
坑
７
区

SK
‒8
0

―
弥
生
土
器

甕
19
.5

8.
4

16
.4

18
.2

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ヨ
コ
ナ
デ
　
ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ナ
デ

橙
（
5Y
R7
/6
）

橙
（
5Y
R7
/6
）

長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好
内
、
外
面
に
ス
ス
付
着
　
内
面
に
指
頭

圧
痕
あ
り

23
2

14
0

27
9

28
号
土
坑
８
区

SK
‒4
2

―
弥
生
土
器

甕
27
.5

25
.5

25
.6

ハ
ケ
メ
後
ヨ
コ
ナ

デ
　
ハ
ケ
メ

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ヨ
コ
ナ
デ
　

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

灰
黄
褐

（
10
Y
R6
/2
）

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母

良
好
外
面
に
ス
ス
付
着
　
口
縁
部
に
黒
斑
と

赤
色
顔
料
痕
あ
り

23
4

14
2

29
号
土
坑
８
区

SK
‒4
4

―
弥
生
土
器

甕
2.
4

ナ
デ

ナ
デ

暗
灰
黄

（
2.5
Y
R5
/2
）

灰
黄

（
2.5
Y
R4
/1
）
長
石
　
角
閃
石
　
良
好
外
面
に
黒
斑
あ
り

23
5

14
2

29
号
土
坑
８
区

SK
‒4
4

―
弥
生
土
器

甕
2.
3

ヨ
コ
ナ
デ
　

ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/4
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母

良
好
外
面
に
ス
ス
付
着

23
6

14
2

29
号
土
坑
８
区

SK
‒4
4

―
弥
生
土
器

甕
3.
2

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

橙
（
5Y
R6
/6
）

に
ぶ
い
橙

（
5Y
R6
/4
）

長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒
　
片
岩

の
粒

良
好

23
7

14
5

31
号
土
坑
８
区

SK
‒4
6

―
弥
生
土
器

甕
2.
4

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/2
）

灰
黄

（
2.5
Y
7/
2）

長
石
　
角
閃
石
　

黒
色
粒
　
褐
色
粒
良
好

23
8

14
5

31
号
土
坑
８
区

SK
‒4
6

―
弥
生
土
器

甕
2.
2

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
褐

（
10
Y
R5
/3
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母
　
褐

色
粒

良
好

23
9

14
7

32
号
土
坑
８
区

SK
‒4
7

―
弥
生
土
器

甕
3.
2

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

橙
（
5Y
R6
/6
）

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）
長
石
　
角
閃
石
　
良
好

24
0

14
7

32
号
土
坑
８
区

SK
‒4
7

―
弥
生
土
器

甕
1.
8

ナ
デ

ナ
デ

灰
黄

（
2.5
Y
7/
2）

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）
長
石
　
角
閃
石
　
良
好

24
1

14
9

33
号
土
坑
８
区

SK
‒4
8

―
弥
生
土
器

甕
2.
7

ナ
デ

ナ
デ

浅
黄
橙

（
7.5
Y
R8
/4
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R6
/4
）
長
石
　
角
閃
石
　
良
好

24
2

15
1

34
号
土
坑
８
区

SK
‒5
1

―
弥
生
土
器

甕
2.
2

ナ
デ

ナ
デ

橙
（
7.5
Y
R7
/6
）

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）
長
石
　
角
閃
石
　

褐
色
粒

良
好

24
3

15
3

35
号
土
坑
８
区

SK
‒5
3

―
弥
生
土
器

壺
（
8.
4）

5.
1

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
ヨ
コ
ナ
デ

浅
黄
橙

（
7.5
Y
R8
/6
）

橙
（
7.5
Y
R7
/6
）
長
石
　
角
閃
石
　
良
好
外
面
に
赤
色
顔
料
痕
あ
り
　
袋
状
口
縁

壺

24
5

15
5

36
号
土
坑
８
区

SK
‒5
5

―
弥
生
土
器

甕
（
19
.8
）

4.
2

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好

24
6

15
5

36
号
土
坑
８
区

SK
‒5
5

―
弥
生
土
器

甕
2.
4

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

淡
黄

（
2.5
Y
8/
3）

灰
白

（
2.5
Y
R8
/2
）
長
石
　
角
閃
石
　
良
好

24
7

15
5

36
号
土
坑

８
区

SK
‒5
5

―
弥
生
土
器

甕
3.
8

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

灰
白

（
10
Y
R8
/2
）

灰
白

（
10
Y
R8
/2
）
石
英
　
角
閃
石
　

雲
母
　
赤
褐
色
粒
良
好
外
面
に
ス
ス
付
着

24
8

15
5

36
号
土
坑
８
区

SK
‒5
5

―
弥
生
土
器

甕
6.
7

3.
8

ハ
ケ
メ
　
ヨ
コ
ナ

デ
ナ
デ
　
ヨ
コ
ナ
デ

橙
（
2.5
Y
R6
/6
）

灰
白

（
2.5
Y
8/
2）

長
石
　
角
閃
石
　
良
好

24
9

15
5

28
1

36
号
土
坑
８
区

SK
‒5
5

―
弥
生
土
器

壺
（
7.
0）
（
4.
6）
（
17
.7
）
14
.0

ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ
ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ

ハ
ケ
メ

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）

灰
白

（
10
Y
R8
/2
）
長
石
　
角
閃
石
　
良
好
無
頸
壺
　
外
面
に
１
０
条
の
沈
線
と
１

条
の
突
帯
文
あ
り
　
内
面
に
指
頭
圧
痕

あ
り
　
外
面
に
黒
斑
又
は
ス
ス
付
着

25
0

15
8

38
号
土
坑
８
区

SK
‒5
9

―
弥
生
土
器

甕
（
27
.6
）

4.
5

ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ
ヨ
コ
ナ
デ
　
調
整

不
明

浅
黄
橙

（
7.5
Y
R8
/4
）

浅
黄
橙

（
7.5
Y
R8
/4
）
石
英
　
長
石

良
好
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遺物観察表

遺
物

番
号

図
版
番
号

写
真
番
号

遺
構
名

出
土
地
点

包
含
層

層
位

種
　
別

器
　
種

法
　
量
（
cm
）

調
　
　
整

色
　
　
調

胎
　
土

焼
成

備
　
　
　
考

調査
区

遺
構
略
号

口
径

底
径

最
大
胴
径

器
高

高
台
高
残
存
高

外
　
　
面

内
　
　
面

外
　
面

内
　
面

25
1

15
8

38
号
土
坑
８
区

SK
‒5
9

―
弥
生
土
器

甕
（
28
.8
）

3.
0

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/2
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母

良
好
外
面
に
ス
ス
付
着

25
2

15
8

38
号
土
坑
８
区

SK
‒5
9

―
弥
生
土
器

甕
（
21
.8
）

3.
9

ヨ
コ
ナ
デ
　
調
整

不
明

ヨ
コ
ナ
デ

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）

橙
（
5Y
R7
/6
）

長
石
　
角
閃
石
　
良
好

25
3

16
3

42
号
土
坑
８
区

SK
‒6
5

―
弥
生
土
器

壺
？

1.
8

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）
長
石
　
角
閃
石
　

黒
色
粒
　

良
好

25
4

16
3

42
号
土
坑
８
区

SK
‒6
5

―
弥
生
土
器

甕
1.
8

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/2
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/2
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母
　
赤

褐
色
粒

良
好

25
6

16
5

43
号
土
坑
８
区

SK
‒6
7

―
弥
生
土
器

甕
（
26
.4
）

5.
1

ヨ
コ
ナ
デ
　
調
整

不
明

ヨ
コ
ナ
デ

浅
黄

（
2.5
Y
7/
3）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/2
）
長
石
　
角
閃
石
　

黒
曜
石
　
赤
褐
色

粒
良
好

25
7

16
5

43
号
土
坑
８
区

SK
‒6
7

―
弥
生
土
器

甕
5.
6

ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ
ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/4
）

灰
白

（
2.5
Y
8/
2）

石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母

良
好

25
8

16
5

43
号
土
坑
８
区

SK
‒6
7

―
弥
生
土
器

甕
（
5.
8）

5.
3

調
整
不
明
　

ナ
デ
　
調
整
不
明

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R6
/4
）

浅
黄
橙

（
7.5
Y
R8
/6
）
長
石
　
角
閃
石
　
良
好

25
9

16
7

44
号
土
坑
８
区

SK
‒6
9

―
弥
生
土
器

甕
2.
3

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

浅
黄
橙

（
7.5
Y
R8
/4
）

浅
黄
橙

（
7.5
Y
R8
/4
）
長
石
　
角
閃
石
　
良
好

26
0

16
9

45
号
土
坑
８
区

SK
‒7
0

―
弥
生
土
器

甕
1.
7

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

灰
褐

（
7.5
Y
R5
/2
）

灰
褐

（
7.5
Y
R5
/2
）
長
石
　
黒
曜
石

良
好

26
2

17
1

46
号
土
坑
８
区

SK
‒7
1

―
弥
生
土
器

甕
（
53
.9
）

30
.3

ハ
ケ
メ
　
ヨ
コ
ナ

デ
調
整
不
明

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）

灰
白

（
10
Y
R8
/2
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母
　
赤

褐
色
粒

良
好
胴
部
に
１
条
の
突
帯
文
あ
り
　
内
面
に

ス
ス
付
着
　
外
面
胴
部
に
黒
斑
あ
り
　

赤
色
顔
料
痕
あ
り

26
3

17
3

47
号
土
坑
８
区

SK
‒7
5

―
弥
生
土
器

甕
6.
0

調
整
不
明
　
ハ
ケ

メ
調
整
不
明

灰
黄
褐

（
10
Y
R6
/2
）

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）
長
石
　
角
閃
石
　
良
好

26
4

17
6

50
号
土
坑
８
区

SX
‒5
2

―
弥
生
土
器

甕
（
31
.2
）

（
29
.0
）

10
.6

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/4
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母

良
好
内
面
に
指
頭
圧
痕
あ
り
　
外
面
胴
部
に

沈
線
あ
り

26
5

17
6

50
号
土
坑
８
区

SX
‒5
2

―
弥
生
土
器

甕
29
.6

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ヨ
コ
ナ
デ
　

ハ
ケ
メ

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/4
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/4
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母
　
赤

褐
色
粒

良
好
外
面
に
赤
色
顔
料
痕
あ
り

26
6

19
0

１
号
溝

２
区

SD
‒0
2

―
弥
生
土
器

甕
2.
3

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

に
ぶ
い
黄

（
2.5
Y
6/
3）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R6
/3
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒
　
黒
色

粒
良
好

26
7

19
0

１
号
溝

２
区

SD
‒0
2

―
弥
生
土
器

甕
2.
1

ヨ
コ
ナ
デ

ナ
デ

暗
灰
黄

（
2.5
Y
5/
2）

灰
黄

（
2.5
Y
6/
2）

長
石
　
角
閃
石
　

黒
色
粒
　
褐
色
粒
良
好
外
面
に
工
具
痕
あ
り
　

26
8

19
0

１
号
溝

２
区

SD
‒0
2

―
弥
生
土
器

甕
1.
6

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/4
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）
長
石
　
角
閃
石
　

黒
色
粒
　
褐
色
粒

良
好

26
9

19
2

２
号
溝

６
区

SD
‒0
6

―
弥
生
土
器

甕
2.
6

ナ
デ

ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R6
/4
）

灰
（
7.5
Y
4/
1）

長
石
　
角
閃
石
　
良
好

27
0

19
2

２
号
溝

６
区

SD
‒0
6

―
弥
生
土
器

？
7.
6

3.
8

ナ
デ

ナ
デ

灰
白

（
10
Y
R8
/2
）

に
ぶ
い
黄
褐

（
10
Y
R7
/3
）
長
石
　
角
閃
石
　

褐
色
粒

良
好

27
1

19
2

２
号
溝

６
区

SD
‒0
6

―
弥
生
土
器

甕
（
6.
0）

2.
6

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
　

ナ
デ

ナ
デ

橙
（
7.5
Y
R7
/6
）

橙
（
7.5
Y
R6
/6
）
長
石
　
角
閃
石
　
良
好

27
2

19
4

29
7

３
号
溝

６
区

SD
‒0
7

―
弥
生
土
器

壺
（
21
.4
）

（
21
.0
）

20
.6

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
　
ハ
ケ
メ
後
ミ

ガ
キ

ハ
ケ
メ
　
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/2
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/2
）
長
石
　
角
閃
石
　
良
好
外
面
に
黒
斑
あ
り

27
3

19
4

29
7

３
号
溝

６
区

SD
‒0
7

―
弥
生
土
器

甕
7.
0

7.
5

ハ
ケ
メ
　

ナ
デ
　
ヨ
コ
ナ
デ

　
橙

（
7.5
Y
R7
/6
）

灰
白

（
2.5
Y
7/
1）

長
石
　
角
閃
石
　

片
岩
　
赤
褐
色
粒

良
被
熱
に
よ
る
赤
色
化
あ
り

27
4

19
4

29
7

３
号
溝

６
区

SD
‒0
7

―
弥
生
土
器

甕
4.
2

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
ヨ
コ
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）

橙
（
5Y
R6
/6
）

石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母

良
好
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遺物観察表

遺
物

番
号

図
版
番
号

写
真
番
号

遺
構
名

出
土
地
点

包
含
層

層
位

種
　
別

器
　
種

法
　
量
（
cm
）

調
　
　
整

色
　
　
調

胎
　
土

焼
成

備
　
　
　
考

調査
区

遺
構
略
号

口
径

底
径

最
大
胴
径

器
高

高
台
高
残
存
高

外
　
　
面

内
　
　
面

外
　
面

内
　
面

27
5

19
4

29
7

３
号
溝

６
区

SD
‒0
7

―
弥
生
土
器

甕
3.
5

調
整
不
明

ヨ
コ
ナ
デ

灰
白

（
10
Y
R8
/2
）

灰
白

（
2.5
Y
7/
1）

長
石
　
角
閃
石
　
良
好

27
6

19
4

29
7

３
号
溝

６
区

SD
‒0
7

―
弥
生
土
器

甕
（
24
.4
）

3.
3

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ヨ
コ
ナ
デ
　

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母

良
好

27
7

19
4

３
号
溝

６
区

SD
‒0
7

―
弥
生
土
器

甕
？

（
8.
4）

13
.5

ハ
ケ
メ
　
ナ
デ

ナ
デ

灰
褐

（
7.5
Y
R5
/2
）

に
ぶ
い
褐

（
7.5
Y
R6
/3
）
石
英
　
長
石
　
雲

母
　
角
閃
石
　
赤

色
粒

良
好
内
面
に
指
頭
圧
痕
あ
り

28
2

19
7

29
7

４
号
溝

８
区

SD
‒1
3

―
弥
生
土
器

甕
（
26
.2
）

（
33
.8
）

15
.5

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ヨ
コ
ナ
デ
　

ハ
ケ
メ

ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　

良
好
内
、
外
面
に
赤
色
顔
料
痕
あ
り

28
3

19
7

29
7

４
号
溝

８
区

SD
‒1
3

―
弥
生
土
器

甕
4.
9

ヨ
コ
ナ
デ
　
調
整

不
明

ヨ
コ
ナ
デ
　
調
整

不
明

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/2
）

灰
白

（
10
Y
R8
/2
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好

28
6

19
9

28
2

１
号

甕
棺
墓

２
区

SX
‒2
4

―
弥
生
土
器

甕
（
37
.8
）
（
13
.2
）
（
53
.7
）
74
.9

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ミ
ガ
キ
　
ハ

ケ
メ
　
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
　
調
整

不
明

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R6
/6
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R6
/4
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
黒
曜
石
　

赤
褐
色
粒

良
好
１
条
の
刻
み
目
突
帯
文
あ
り
　
外
面
に

黒
斑
あ
り

28
7

20
1

28
3

２
号

甕
棺
墓

２
区

SX
‒2
7

―
弥
生
土
器

甕
28
.0

8.
6

27
.8

33
.2

調
整
不
明
　
ヨ
コ

ナ
デ
　
ハ
ケ
メ
後

ヨ
コ
ナ
デ

ナ
デ
　
ヨ
コ
ナ
デ

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/4
）

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/4
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
黒
曜
石
　

赤
褐
色
粒

良
好
１
条
の
突
帯
文
あ
り
　
外
面
胴
部
に
黒

斑
あ
り
　
上
甕

28
8

20
1

28
3

２
号

甕
棺
墓

２
区

SX
‒2
7

―
弥
生
土
器

甕
33
.1

（
7.
2）
（
33
.1
）
54
.9

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
　
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
褐

（
10
Y
R5
/3
）

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/4
）

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/4
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母
　
赤

褐
色
粒

良
好
内
面
に
黒
斑
あ
り
　
外
面
胴
部
に
ス
ス

付
着
　
下
甕
　
　

28
9

20
3

28
4

３
号

甕
棺
墓

２
区

SX
‒3
0

―
弥
生
土
器

甕
（
28
.9
）

25
.0

29
.4

調
整
不
明
　
ミ
ガ

キ
ナ
デ

黄
灰

（
2.5
Y
6/
1）

黄
灰

（
2.5
Y
6/
1）

石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母
　
黒

曜
石
　
赤
褐
色
粒

良
好
１
条
の
突
帯
文
と
Ｍ
字
状
突
帯
文
あ
り

外
面
に
黒
斑
あ
り
　
上
甕

29
0

20
3

28
4

３
号

甕
棺
墓

２
区

SX
‒3
0

―
弥
生
土
器

甕
24
.7

9.
2

33
.0

44
.9

ヨ
コ
ナ
デ
　
調
整

不
明
　
ハ
ケ
メ
？

ナ
デ

調
整
不
明

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）

浅
黄
橙

（
7.5
Y
R8
/6
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）

石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
赤
褐
色
粒
良
好
２
条
の
刻
み
目
突
帯
文
あ
り
　
内
、
外

面
に
黒
斑
あ
り
　
下
甕
　

29
1

20
5

28
5

４
号

甕
棺
墓

２
区

SX
‒3
3

―
弥
生
土
器

鉢
27
.0

10
.7

16
.0

ナ
デ
　
ヨ
コ
ナ
デ
ハ
ケ
メ
　
ナ
デ
　

ヨ
コ
ナ
デ

黄
橙

（
10
Y
R8
/6
）

橙
（
7.5
Y
R7
/6
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母
　
赤

褐
色
粒

良
好
内
面
に
指
頭
圧
痕
あ
り
　
外
面
に
黒
斑

あ
り
　
上
甕

29
2

20
5

28
5

４
号

甕
棺
墓

２
区

SX
‒3
3

―
弥
生
土
器

甕
32
.3

10
.0

45
.8

59
.7

ヨ
コ
ナ
デ
　
ミ
ガ

キ
　
ハ
ケ
メ
　
ナ

デ
ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/4
）

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）
長
石
　
角
閃
石
　

黒
曜
石
　
茶
褐
色

粒
良
好
２
条
の
刻
み
目
突
帯
文
あ
り
　
底
部
に

黒
斑
あ
り
　
下
甕
　

29
3

20
7

28
6

５
号

甕
棺
墓

２
区

SX
‒3
4

―
弥
生
土
器

甕
32
.6

7.
4

45
.7

65
.8

ヨ
コ
ナ
デ
　
ミ
ガ

キ
後
ナ
デ
　
ミ
ガ

キ
　
工
具
ナ
デ
　

ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
　
ハ
ケ
メ
後
ナ

デ
　
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R6
/3
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/4
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
黒
曜
石

良
好
１
条
の
刻
み
目
突
帯
文
あ
り
　
外
面
に

黒
斑
あ
り
　
外
面
胴
部
に
赤
色
顔
料
痕

あ
り

29
4

20
9

28
7

６
号

甕
棺
墓

７
区

SX
‒3
7

―
弥
生
土
器

甕
（
24
.8
）

（
21
.4
）

20
.9

工
具
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
　
ヨ
コ
ナ
デ

工
具
ナ
デ
　
ヨ
コ

ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/4
）

灰
黄
褐

（
10
Y
R6
/2
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
黒
曜
石
　

赤
褐
色
粒

良
好
内
、
外
面
に
黒
斑
あ
り
　
上
甕

29
5

20
9

28
7

６
号

甕
棺
墓

７
区

SX
‒3
7

―
弥
生
土
器

甕
31
.9

11
.0

47
.7

62
.9

ヨ
コ
ナ
デ
　
ミ
ガ

キ
　
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
　
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）
に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
黒
曜
石
　

赤
褐
色
粒

良
好
２
条
の
刻
み
目
突
帯
文
と
１
条
の
突
帯

文
あ
り
　
外
面
に
黒
斑
あ
り
　
下
甕

29
6

21
1

28
8

７
号

甕
棺
墓

７
区

SX
‒3
8

―
弥
生
土
器

壷
24
.5

8.
4

31
.5

38
.4

ハ
ケ
メ
　
ヨ
コ
ナ

デ
　
工
具
ナ
デ

ハ
ケ
メ
　
ハ
ケ
メ

後
ナ
デ
　

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）
長
石
　
雲
母
　
赤

褐
色
粒

良
２
条
の
刻
み
目
突
帯
文
あ
り
　
外
面
底

部
に
黒
斑
あ
り
　
内
面
胴
部
に
指
頭
圧

痕
あ
り
　
甕
棺
と
し
て
使
用

29
7

21
3

28
9

８
号

甕
棺
墓

７
区

SX
‒3
9

―
弥
生
土
器

甕
44
.2

43
.0

44
.0

ハ
ケ
メ
　
ハ
ケ
メ

後
ヨ
コ
ナ
デ
　
ヨ

コ
ナ
デ

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
　

ナ
デ
　
ヨ
コ
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）

橙
（
5Y
R7
/6
）

浅
黄
橙

（
7.5
Y
R8
/4
）

橙
（
5Y
R6
/6
）

石
英
　
長
石
　
黒

曜
石

良
好
外
面
胴
部
に
黒
斑
あ
り
　
口
縁
部
に
赤

色
顔
料
痕
あ
り
　
上
甕
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遺物観察表

遺
物

番
号

図
版
番
号

写
真
番
号

遺
構
名

出
土
地
点

包
含
層

層
位

種
　
別

器
　
種

法
　
量
（
cm
）

調
　
　
整

色
　
　
調

胎
　
土

焼
成

備
　
　
　
考

調査
区

遺
構
略
号

口
径

底
径

最
大
胴
径

器
高

高
台
高
残
存
高

外
　
　
面

内
　
　
面

外
　
面

内
　
面

29
8

21
3

28
9

８
号

甕
棺
墓

７
区

SX
‒3
9

―
弥
生
土
器

甕
52
.0

8.
2

51
.8

62
.9

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ヨ
コ
ナ
デ
　

ハ
ケ
メ
　
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/3
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　

良
好
内
、
外
面
に
黒
斑
あ
り
　
下
甕

29
9

21
5

29
0

９
号

甕
棺
墓

７
区

SX
‒4
1

―
弥
生
土
器

甕
（
26
.4
）

8.
1

39
.5

47
.6

調
整
不
明
　
ヨ
コ

ナ
デ
　
ミ
ガ
キ
　

工
具
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
　
工
具

ナ
デ
　
ナ
デ
　

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/4
）

橙
（
7.5
Y
R7
/6
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母

良
１
条
の
刻
み
目
突
帯
文
と
突
帯
文
あ
り

内
面
胴
部
に
指
頭
圧
痕
あ
り
　
外
面
胴

部
に
赤
色
顔
料
痕
と
黒
斑
あ
り
　
胴
部

に
穿
孔
あ
り
　
21
10
±
30
年
BP

30
0

21
7

口
絵
－
９

10
号

甕
棺
墓

７
区

SX
‒4
2

―
弥
生
土
器

鉢
70
.7

42
.5

ナ
デ
　
ヨ
コ
ナ
デ

ナ
デ
　
工
具
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

橙
（
5Y
R7
/6
）

橙
（
2.5
Y
R6
/6
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母

良
好
内
面
胴
部
に
指
頭
圧
痕
あ
り
　
１
条
の

突
帯
文
あ
り
　
内
、
外
面
に
黒
斑
あ
り

上
甕

30
1

21
7

口
絵
－
９

10
号

甕
棺
墓

７
区

SX
‒4
2

―
弥
生
土
器

甕
75
.6

14
.0

67
.8

10
6.
4

ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ

　
ハ
ケ
メ

ナ
デ

淡
橙

（
5Y
R8
/4
）

橙
（
5Y
R7
/6
）

石
英
　
長
石
　
雲

母
良
好
須
玖
式
甕
棺
　
３
条
の
突
帯
文
あ
り
　

内
、
外
面
黒
斑
あ
り
　
下
甕
　

20
40
±
30
年
BP

30
2

21
9

29
1

11
号

甕
棺
墓

７
区

SX
‒4
4

―
弥
生
土
器

甕
26
.0

22
.0

20
.4

ナ
デ
　
ハ
ケ
メ
　

ヨ
コ
ナ
デ

ナ
デ
　
ハ
ケ
メ
後

ナ
デ
　
ヨ
コ
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/4
）

橙
（
7.5
Y
R7
/6
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　

良
内
面
底
部
に
指
頭
圧
痕
あ
り
　
外
面
に

黒
斑
あ
り
　
上
甕

30
3

21
9

29
1

11
号

甕
棺
墓

７
区

SX
‒4
4

―
弥
生
土
器

壷
25
.7

7.
7

27
.0

33
.4

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ミ
ガ
キ
　
ハ

ケ
メ
　
ナ
デ

ハ
ケ
メ
　
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R6
/4
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　

良
好
外
面
口
縁
部
と
胴
部
に
赤
色
顔
料
痕
あ

り
　
底
部
に
黒
斑
あ
り
　
下
甕
　

30
4

22
1

29
2

12
号

甕
棺
墓

８
区

SX
‒5
0

―
弥
生
土
器

甕
10
.1
（
40
.0
）

45
.5

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
　
ナ
デ

ナ
デ

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好
１
条
の
刻
み
目
突
帯
文
あ
り
　

30
5

22
3

29
4

13
号

甕
棺
墓

８
区

SX
‒5
1

―
弥
生
土
器

甕
30
.2

45
.1

61
.2

調
整
不
明

ナ
デ

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/4
）

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/4
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　

良
好
１
条
の
突
帯
文
あ
り
　
外
面
胴
部
に
黒

斑
あ
り
　
下
甕

30
6

22
3

29
3

13
号

甕
棺
墓

８
区

SX
‒5
1

―
弥
生
土
器

甕
8.
5

36
.9

ナ
デ

ナ
デ

明
赤
褐

（
2.5
Y
R5
/8
）
に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/4
）
長
石
　
角
閃
石
　

茶
褐
色
粒

良
好
1条
の
刻
み
目
突
帯
文
あ
り
　
外
面
胴

部
に
黒
斑
あ
り
　
上
甕

30
7

22
5

29
6

14
号

甕
棺
墓

８
区

SX
‒5
7

―
弥
生
土
器

甕
（
26
.2
）
10
.5
（
42
.1
）
56
.0

ヨ
コ
ナ
デ
　
ミ
ガ

キ
　
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R6
/3
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/4
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母
　
茶

褐
色
粒

良
好
１
条
の
突
帯
文
と
刻
み
目
突
帯
文
あ
り

外
面
胴
部
に
黒
斑
、
赤
色
顔
料
痕
あ
り

下
甕
　
20
50
±
30
年
BP

30
8

22
6

29
5

14
号

甕
棺
墓

８
区

SX
‒5
7

―
弥
生
土
器

甕
（
30
.8
）
11
.2
（
42
.4
）
53
.2

調
整
不
明

調
整
不
明

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
黒
曜
石
　

茶
褐
色
粒

良
好
１
条
の
刻
み
目
突
帯
文
あ
り
　
外
面
胴

部
と
口
縁
部
に
黒
斑
あ
り
　
上
甕

30
9

23
0

30
0

23
号
住
居
１
区

SI
‒0
1

―
土
師
器

台
付
坏

13
.6

8.
2

8.
2

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
　
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R6
/3
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）
石
英
　
長
石
　
雲

母
　
角
閃
石
　

良
好

31
0

23
0

29
8

23
号
住
居
１
区

SI
‒0
1

―
土
師
器

甕
16
.6

25
.3

30
.2

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
　

ヨ
コ
ナ
デ
　
ケ
ズ

リ
　
調
整
不
明

橙
（
7.5
Y
R7
/6
）

橙
（
7.5
Y
R7
/6
）
長
石
　
雲
母
　
角

閃
石
　
赤
色
粒

良
外
面
に
ス
ス
付
着
　
外
面
胴
部
に
黒
斑

あ
り

31
1

23
0

29
9

23
号
住
居
１
区

SI
‒0
1

―
土
師
器

甕
（
13
.8
）

（
22
.2
）
30
.9

ナ
デ
　
ハ
ケ
メ

ナ
デ
　
ケ
ズ
リ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R6
/4
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R6
/4
）
石
英
　
雲
母
　
角

閃
石
　
褐
色
粒

良
好

31
2

23
0

29
8

23
号
住
居
１
区

SI
‒0
1

―
土
師
器

甕
15
.1

21
.2

24
.3

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
　
タ
タ
キ

ハ
ケ
メ
　
ヘ
ラ
ケ

ズ
リ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
色
粒

良
外
面
に
ス
ス
付
着
　
内
面
頸
部
に
指
頭

圧
痕
あ
り

31
3

23
0

29
9

23
号
住
居
１
区

SI
‒0
1

―
土
師
器

甕
（
13
.9
）

（
19
.3
）

19
.8

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
　

ヨ
コ
ナ
デ
　
ケ
ズ

リ
後
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）
石
英
　
長
石
　
雲

母
良
好
外
面
胴
部
に
ス
ス
付
着
　
内
面
に
指
頭

圧
痕
あ
り
　

31
4

23
1

29
9

23
号
住
居
１
区

SI
‒0
1

―
土
師
器

甕
16
.0

17
.9

15
.6

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
ヨ
コ
ナ
デ
　
ケ
ズ

リ
に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R6
/3
）

灰
黄
褐

（
10
Y
R6
/2
）
石
英
　
長
石
　
雲

母
　
角
閃
石
　
赤

色
粒

良
好
内
面
口
縁
部
に
黒
斑
あ
り
　
外
面
胴
部

と
口
縁
部
に
ス
ス
付
着

31
5

23
1

29
9

23
号
住
居
１
区

SI
‒0
1

―
土
師
器

甕
（
16
.4
）

（
18
.9
）

16
.5

ナ
デ
　
ハ
ケ
メ
　
ナ
デ
　
ケ
ズ
リ

灰
黄

（
2.5
Y
7/
2）

灰
黄

（
2.5
Y
7/
2）

石
英
　
角
閃
石
　

褐
色
粒

良
好

外
面
口
縁
部
か
ら
胴
部
に
か
け
て
黒
斑

あ
り

31
6

23
1

29
9

23
号
住
居
１
区

SI
‒0
1

―
土
師
器

甕
（
16
.2
）

（
20
.6
）

16
.9

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
ヨ
コ
ナ
デ
　
ケ
ズ

リ
　
ケ
ズ
リ
後
ナ

デ
に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）
石
英
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒
　

良
好
内
面
頸
部
に
工
具
痕
あ
り

31
7

23
1

29
9

23
号
住
居
１
区

SI
‒0
1

―
土
師
器

甕
（
16
.0
）

（
19
.4
）

15
.5

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
　

ヨ
コ
ナ
デ
　
ケ
ズ

リ
後
ナ
デ
　
ケ
ズ

リ
に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/4
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/4
）
石
英
　
長
石
　
雲

母
　
角
閃
石
　
赤

褐
色
粒

良
好
外
面
胴
部
に
黒
斑
あ
り
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遺物観察表

遺
物

番
号

図
版
番
号

写
真
番
号

遺
構
名

出
土
地
点

包
含
層

層
位

種
　
別

器
　
種

法
　
量
（
cm
）

調
　
　
整

色
　
　
調

胎
　
土

焼
成

備
　
　
　
考

調査
区

遺
構
略
号

口
径

底
径

最
大
胴
径

器
高

高
台
高
残
存
高

外
　
　
面

内
　
　
面

外
　
面

内
　
面

31
8

23
1

29
9

23
号
住
居
１
区

SI
‒0
1

―
土
師
器

甕
（
26
.0
）

（
25
.1
）

17
.2

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
　
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
　
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）
石
英
　
長
石
　
雲

母
　
角
閃
石
　
黒

曜
石
　
赤
褐
色
粒

良
好

31
9

23
1

29
9

23
号
住
居
１
区

SI
‒0
1

―
土
師
器

甕
（
20
.4
）

6.
0

ハ
ケ
メ
後
ヨ
コ
ナ

デ
　
ハ
ケ
メ
後
ナ

デ
ヨ
コ
ナ
デ
　
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R6
/3
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R6
/3
）
石
英
　
長
石
　
雲

母
　
角
閃
石
　

良
好
内
、
外
面
に
ス
ス
付
着
　
内
面
頸
部
に

指
頭
圧
痕
あ
り

32
0

23
2

29
9

23
号
住
居
１
区

SI
‒0
1

―
土
師
器

甕
（
12
.3
）

（
11
.3
）

6.
9

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
　
ケ
ズ

リ
に
ぶ
い
褐

（
7.5
Y
R5
/3
）

に
ぶ
い
褐

（
7.5
Y
R5
/4
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好
内
、
外
面
に
黒
斑
あ
り

32
1

23
2

29
9

23
号
住
居
１
区

SI
‒0
1

―
土
師
器

甕
（
14
.9
）

6.
3

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ナ
デ
　
ケ
ズ

リ
後
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
7.5
Y
R7
/3
）
に
ぶ
い
黄
橙

（
7.5
Y
R7
/3
）
石
英
　
長
石
　
　

角
閃
石
　

良
好
内
、
外
面
に
黒
斑
あ
り

32
2

23
2

29
8

23
号
住
居
１
区

SI
‒0
1

―
土
師
器

壺
16
.4

27
.5

35
.2

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
　
ナ
デ
　
ケ
ズ

リ
後
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/4
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/4
）
石
英
　
長
石
　
雲

母
　
角
閃
石
　
黒

曜
石
　
赤
褐
色
粒

良
外
面
に
黒
斑
あ
り
　
内
面
底
部
に
指
頭

圧
痕
あ
り

32
3

23
2

29
8

23
号
住
居
１
区

SI
‒0
1

―
土
師
器

壺
19
.2

27
.7

35
.7

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ヨ
コ
ナ
デ
　

ハ
ケ
メ

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ナ
デ
　
ケ
ズ

リ
に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/3
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
赤
褐
色
粒

良
好
外
面
胴
部
に
黒
斑
、
ス
ス
付
着
　
底
部

に
被
熱
に
よ
る
赤
色
化
あ
り
　
内
面
口

縁
部
に
指
頭
圧
痕
あ
り

32
4

23
3

23
号
住
居
１
区

SI
‒0
1

―
土
師
器

壺
（
14
.3
）

6.
5

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
　

ケ
ズ
リ
後
ナ
デ

明
赤
褐

（
5Y
R5
/6
）

明
赤
褐

（
5Y
R5
/6
）

石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
赤
褐
色
粒

良
好
内
、
外
面
に
赤
色
顔
料
痕
あ
り
　
内
、

外
面
頸
部
に
指
頭
圧
痕
あ
り

32
5

23
3

23
号
住
居
１
区

SI
‒0
1

―
土
師
器

壺
11
.8

ハ
ケ
メ
後
ヨ
コ
ナ

デ
　
ハ
ケ
メ
後
ナ

デ
　
ハ
ケ
メ

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ケ
ズ
リ

浅
黄
橙

（
7.5
Y
R8
/4
）
に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/4
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
赤
褐
色
粒

良
好
外
面
口
縁
部
と
頸
部
に
波
状
文
あ
り
　

外
面
に
黒
斑
あ
り
　
内
面
頸
部
に
指
頭

圧
痕
と
工
具
痕
あ
り

32
6

23
3

30
0

23
号
住
居
１
区

SI
‒0
1

―
土
師
器

甑
（
15
.8
）

9.
6

ナ
デ
　
ハ
ケ
メ
後

ナ
デ

ナ
デ
　
ハ
ケ
メ
　

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
　
ヨ

コ
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
色
粒

良
好
底
部
中
央
に
穿
孔
あ
り
　
外
面
に
黒
斑

あ
り

32
7

23
3

30
0

23
号
住
居
１
区

SI
‒0
1

―
土
師
器

鉢
25
.7

7.
8

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
ヨ
コ
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/3
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/3
）
長
石
　
雲
母
　
輝

石
　
赤
色
粒

良

32
8

23
3

30
0

23
号
住
居
１
区

SI
‒0
1

―
土
師
器

甕
（
11
.4
）

11
.9

11
.2

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/3
）   
   
に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/3
）   
   
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
赤
褐
色
粒
良
好
内
、
外
面
胴
部
に
黒
斑
あ
り
　
胴
部

２
ヶ
所
に
穿
孔
あ
り

32
9

23
3

30
0

23
号
住
居
１
区

SI
‒0
1

―
土
師
器

甕
11
.7

13
.2

11
.5

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
　

ヨ
コ
ナ
デ
　
ケ
ズ

リ
に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
赤
褐
色
粒

良
外
面
胴
部
か
ら
底
部
に
ス
ス
付
着

33
0

23
3

30
0

23
号
住
居
１
区

SI
‒0
1

―
土
師
器

甕
12
.4

11
.8

10
.7

ナ
デ
　
ハ
ケ
メ

ナ
デ
　
ハ
ケ
メ
後

ナ
デ
　
ケ
ズ
リ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）
長
石
　
雲
母
　
角

閃
石
　
褐
色
粒

良
好

33
1

23
4

23
号
住
居
１
区

SI
‒0
1

―
土
師
器

小
形
丸
底

壺
（
11
.5
）

（
9.
5）

6.
2

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ナ
デ
　
ミ
ガ

キ
ヨ
コ
ナ
デ
　
ミ
ガ

キ
　

に
ぶ
い
褐

（
7.5
Y
R6
/3
）

に
ぶ
い
褐

（
7.5
Y
R6
/3
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
黒
曜
石

良
好
外
面
口
縁
部
に
赤
色
顔
料
痕
あ
り
　
外

面
底
部
に
黒
斑
、
指
頭
圧
痕
あ
り

33
2

23
4

30
0

23
号
住
居
１
区

SI
‒0
1

―
土
師
器

小
形
丸
底

壺
10
.2

8.
7

6.
1

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
　

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/4
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/4
）
石
英
　
長
石
　
雲

母
　
角
閃
石
　
褐

色
粒
　
黒
色
粒

良
好
内
面
胴
部
に
ヘ
ラ
状
工
具
痕
あ
り

33
3

23
4

23
号
住
居
１
区

SI
‒0
1

―
土
師
器

小
形
丸
底

壺
（
12
.3
）

（
9.
7）

7.
0

ハ
ケ
メ
後
ヨ
コ
ナ

デ
　
ナ
デ
　
ケ
ズ

リ

ハ
ケ
メ
後
ヨ
コ
ナ

デ
　
ナ
デ
　
ケ
ズ

リ
橙

（
7.5
Y
R7
/6
）

橙
（
7.5
Y
R7
/6
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
褐
色
粒

良
好

33
4

23
4

30
0

23
号
住
居
１
区

SI
‒0
1

―
土
師
器

小
形
丸
底

壺
13
.1

9.
5

9.
2

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
　
調
整
不
明

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
　
ナ
デ

橙
（
7.5
Y
R6
/6
）

橙
（
7.5
Y
R6
/6
）
石
英
　
長
石
　
雲

母
　
角
閃
石
　
赤

色
粒

良
好
外
面
底
部
に
黒
斑
あ
り
　
内
面
口
縁
部

に
赤
色
顔
料
痕
あ
り

33
5

23
4

30
0

23
号
住
居
１
区

SI
‒0
1

―
土
師
器

小
形
丸
底

壺
12
.4

8.
6

8.
7

ナ
デ
　
ハ
ケ
メ
　

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

ナ
デ
　
ハ
ケ
メ
後

ナ
デ
　
ハ
ケ
メ
後

ヨ
コ
ナ
デ
　

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
褐
色
粒

良
好
外
面
胴
部
に
黒
斑
あ
り
　
内
面
に
指
頭

圧
痕
あ
り

33
6

23
4

30
0

23
号
住
居
１
区

SI
‒0
1

―
土
師
器

小
形「
く
」

字
口
縁
鉢

13
.5

11
.1

5.
8

ヨ
コ
ナ
デ
　
調
整

不
明

ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/3
）

明
褐
灰

（
7.5
Y
R7
/2
）
長
石
　
雲
母
　
角

閃
石
　
赤
色
粒

良

33
7

23
4

30
0

23
号
住
居
１
区

SI
‒0
1

―
手
捏
ね

4.
8

5.
5

5.
3

ナ
デ
　

ナ
デ

燈
（
5Y
R6
/6
）

燈
（
5Y
R6
/6
）

石
英
　
長
石
　
雲

母
　
角
閃
石
　
赤

褐
色
粒

良
外
面
に
指
頭
圧
痕
あ
り
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遺物観察表

遺
物

番
号

図
版
番
号

写
真
番
号

遺
構
名

出
土
地
点

包
含
層

層
位

種
　
別

器
　
種

法
　
量
（
cm
）

調
　
　
整

色
　
　
調

胎
　
土

焼
成

備
　
　
　
考

調査
区

遺
構
略
号

口
径

底
径

最
大
胴
径

器
高

高
台
高
残
存
高

外
　
　
面

内
　
　
面

外
　
面

内
　
面

33
9

23
6

24
号
住
居
１
区

SI
‒0
4

―
土
師
器

小
形
丸
底

壺
7.
1

8.
4

7.
8

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ヨ
コ
ナ
デ
　

ハ
ケ
メ
　
ヘ
ラ
ケ

ズ
リ

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ナ
デ
　
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）
石
英
　
長
石
　
雲

母
　
角
閃
石
　
赤

褐
色
粒

良
好
外
面
胴
部
に
黒
斑
あ
り

34
0

23
8

30
1

25
号
住
居
１
区

SI
‒0
6

―
土
師
器

高
坏

17
.6

12
.8

16
.0

ナ
デ
　
ハ
ケ
メ

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
　

ナ
デ
　
ケ
ズ
リ
　

ハ
ケ
メ

褐
灰

（
10
Y
R4
/1
）  
    

橙
（
7.5
Y
R6
/6
）
石
英
　
長
石
　
雲

母
　
角
閃
石
　
褐

色
粒

良
好
外
面
口
縁
部
に
黒
斑
あ
り
　
外
面
に
赤

色
顔
料
痕
あ
り

34
1

23
8

30
1

25
号
住
居
１
区

SI
‒0
6

―
土
師
器

高
坏

（
15
.8
）

13
.2

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
　
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ

ケ
ズ
リ

橙
（
5Y
R6
/6
）

に
ぶ
い
橙

（
5Y
R6
/4
）

石
英
　
長
石
　
雲

母
　
赤
色
粒

良
口
縁
部
に
黒
斑
あ
り
　
内
、
外
面
に
赤

色
顔
料
痕
あ
り

34
2

23
8

30
1

25
号
住
居
１
区

SI
‒0
6

―
土
師
器

甕
（
16
.2
）

（
19
.1
）
20
.4

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
　
ケ
ズ

リ
浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）
石
英
　
長
石
　
雲

母
　
角
閃
石
　
赤

褐
色
粒

良
好

34
3

23
8

30
1

25
号
住
居
１
区

SI
‒0
6

―
土
師
器

甕
16
.3

6.
2

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
　
ケ
ズ

リ
に
ぶ
い
褐

（
7.5
Y
R5
/3
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R6
/4
）
角
閃
石
　

良
好
口
縁
部
に
ス
ス
付
着

34
4

23
8

30
1

25
号
住
居
１
区

SI
‒0
6

―
土
師
器

複
合
口
縁

壺
20
.4

12
.7

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
ヨ
コ
ナ
デ
　
ケ
ズ

リ
に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R6
/4
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R6
/4
）
石
英
　
長
石
　
雲

母
　
角
閃
石
　
褐

色
粒
　

良
好

34
5

23
8

30
1

25
号
住
居
１
区

SI
‒0
6

―
土
師
器

鉢
13
.8

6.
9

ナ
デ
　
　

ナ
デ
　

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R6
/4
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R6
/4
）
石
英
　
長
石
　
雲

母
　
角
閃
石
　
赤

褐
色
粒

良
好
有
孔
鉢
　
底
部
中
央
に
焼
成
前
に
内
側

か
ら
開
け
た
穿
孔
あ
り
　
工
具
痕
あ
り

内
、
外
面
に
指
頭
圧
痕
あ
り

34
6

23
8

30
1

25
号
住
居
１
区

SI
‒0
6

―
土
師
器

小
形
丸
底

壺
9.
8

7.
7

7.
6

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
　
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）

灰
黄

（
2.5
Y
R6
/2
）
長
石
　
雲
母
　
角

閃
石
　
赤
色
粒

良
外
面
胴
部
に
黒
斑
あ
り
　
内
、
外
面
に

赤
色
顔
料
痕
あ
り
　
内
面
に
指
頭
圧
痕

あ
り

34
7

23
8

30
1

25
号
住
居
１
区

SI
‒0
6

―
土
師
器

小
形
丸
底

壺
（
11
.6
）

（
12
.0
）

9.
8

ナ
デ
　
ハ
ケ
メ
後

ナ
デ
　

ナ
デ
　
ハ
ケ
メ
後

ナ
デ
　
ケ
ズ
リ

黄
褐

（
2.5
Y
5/
3）

に
ぶ
い
黄
褐

（
10
Y
R5
/3
）
石
英
　
長
石
　
雲

母
　
角
閃
石
　
褐

色
粒

良
好
内
、
外
面
に
黒
斑
あ
り
　
外
面
に
ス
ス

付
着

34
8

23
8

30
1

25
号
住
居
１
区

SI
‒0
6

―
土
師
器

小
形「
く
」

字
口
縁
鉢
（
15
.8
）

（
12
.4
）

7.
9

ナ
デ
　
ハ
ケ
メ

ナ
デ
　
ハ
ケ
メ
　

ヨ
コ
ナ
デ
後
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R6
/4
）

黒
（
10
Y
R2
/1
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
褐
色
粒

良
好

34
9

23
8

30
1

25
号
住
居
１
区

SI
‒0
6

―
土
師
器

器
台

（
11
.2
）

6.
6

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ナ
デ
　

ナ
デ
　
ヨ
コ
ナ
デ

ハ
ケ
メ
　
　

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/4
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/4
）
石
英
　
長
石
　
雲

母
　
角
閃
石
　
赤

褐
色
粒

良
好
中
央
に
穿
孔
あ
り
　
外
面
に
工
具
痕
あ

り

35
4

24
1

30
2

26
号
住
居
１
区

SI
‒0
8

―
土
師
器

高
坏

19
.5

12
.2

13
.9

ナ
デ
　
ヨ
コ
ナ
デ

ナ
デ
　
 ヨ
コ
ナ

デ
後
ナ
デ
　
ヨ
コ

ナ
デ

橙
（
5Y
R6
/6
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）
石
英
　
雲
母
　
赤

色
粒
　

良
好
内
、
外
面
に
ス
ス
付
着

35
5

24
1

30
2

26
号
住
居
１
区

SI
‒0
8

―
土
師
器

高
坏

25
.8

8.
9

ナ
デ
　
ハ
ケ
メ
後

ナ
デ

ナ
デ
　
ヨ
コ
ナ
デ

橙
（
7.5
Y
R7
/6
）

橙
（
7.5
Y
R7
/6
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
赤
褐
色
粒

良
好
外
面
の
口
縁
部
に
指
頭
圧
痕
あ
り
　
外

面
口
縁
部
に
ス
ス
付
着

35
6

24
1

30
2

26
号
住
居
１
区

SI
‒0
8

―
土
師
器

甕
（
26
.6
）
（
9.
6）
（
29
.9
）
24
.4

ナ
デ
　
ハ
ケ
メ
後

ナ
デ

ナ
デ
　
ハ
ケ
メ
　

ケ
ズ
リ

橙
（
5Y
R6
/6
）

橙
（
5Y
R6
/6
）

石
英
　
角
閃
石
　

黒
曜
石
　
褐
色
粒

良
好

35
7

24
1

30
2

26
号
住
居
１
区

SI
‒0
8

―
土
師
器

甕
（
19
.0
）

7.
0

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
　

ハ
ケ
メ

ハ
ケ
メ
　
ケ
ズ
リ

橙
（
7.5
Y
R7
/6
）
に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R6
/4
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母
　
赤

褐
色
粒
　
黒
色
粒

良
好
外
面
に
赤
色
顔
料
痕
あ
り
　
内
、
外
面

に
黒
斑
あ
り

35
8

24
1

30
2

26
号
住
居
１
区

SI
‒0
8

―
土
師
器

壺
16
.4

10
.2

ナ
デ
　
ハ
ケ
メ
後

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
ナ
デ
　
ハ
ケ
メ
　

ケ
ズ
リ

橙
（
7.5
Y
R7
/6
）

橙
（
7.5
Y
R7
/6
）
石
英
　
長
石
　
雲

母
　
角
閃
石
　
褐

色
粒

良
好
内
面
胴
部
に
指
頭
圧
痕
あ
り

35
9

24
1

26
号
住
居
１
区

SI
‒0
8

―
土
師
器

甕
（
12
.3
）

5.
6

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
ヨ
コ
ナ
デ
　
ケ
ズ

リ
浅
黄
橙

（
7.5
Y
R8
/6
）

に
ぶ
い
橙

（
5Y
R7
/4
）

石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
赤
褐
色
粒

良
好

36
0

24
1

30
2

26
号
住
居
１
区

SI
‒0
8

―
土
師
器

壺
（
18
.0
）

6.
6

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）
長
石
　
角
閃
石
　

褐
色
粒
　
黒
色
粒
良
好
外
面
に
赤
色
顔
料
痕
あ
り
　
内
、
外
面

に
黒
斑
あ
り

36
1

24
2

30
2

26
号
住
居
１
区

SI
‒0
8

―
土
師
器

壺
（
13
.8
）

8.
7

ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
　
ケ
ズ

リ
後
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
褐
色
粒

良
好
外
面
口
縁
部
と
胴
部
に
黒
斑
あ
り

36
2

24
2

30
2

26
号
住
居
１
区

SI
‒0
8

―
土
師
器

甕
（
14
.8
）

5.
0

ハ
ケ
メ
後
ヨ
コ
ナ

デ
　
ハ
ケ
メ
後
ナ

デ
ヨ
コ
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母

良
好
内
面
口
縁
部
付
近
に
工
具
痕
あ
り
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遺物観察表

遺
物
番
号

図
版

番
号

写
真
番
号

遺
構
名

出
土
地
点

包
含
層

層
位

種
　
別

器
　
種

法
　
量
（
cm
）

調
　
　
整

色
　
　
調

胎
　
土

焼
成

備
　
　
　
考

調査
区

遺
構
略
号

口
径

底
径

最
大
胴
径

器
高

高
台
高
残
存
高

外
　
　
面

内
　
　
面

外
　
面

内
　
面

36
4

24
2

30
2

26
号
住
居
１
区

SI
‒0
8

―
土
師
器

小
形
丸
底

壺
（
10
.8
）

（
7.
4）

5.
7

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ヨ
コ
ナ
デ
　

ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ

褐
灰

（
10
Y
R5
/1
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R6
/3
）
石
英
　
長
石
　
雲

母
　
角
閃
石
　
赤

褐
色
粒

良
好

36
5

24
2

30
2

26
号
住
居
１
区

SI
‒0
8

―
土
師
器

小
形「
く
」

字
口
縁
鉢

15
.0

12
.5

7.
7

ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ
ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R6
/4
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R6
/4
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
黒
曜
石
　

赤
色
粒

良
好
外
面
胴
部
に
黒
斑
、
内
面
胴
部
に
工
具

痕
あ
り

36
6

24
2

30
2

26
号
住
居
１
区

SI
‒0
8

―
土
師
器

小
形「
く
」

字
口
縁
鉢
（
11
.4
）

（
8.
6）

5.
5

ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ
ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ

浅
黄
橙

（
7.5
Y
R8
/3
）

浅
黄
橙

（
7.5
Y
R8
/4
）
長
石
　
雲
母
　
角

閃
石
　
赤
色
粒
　

黒
色
粒

良

37
0

24
4

27
号
住
居
１
区

SI
‒1
0

―
弥
生
土
器

壺
（
19
.0
）

（
21
.6
）

16
.8

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ミ
ガ
キ

ハ
ケ
メ
　
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/4
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/4
）
石
英
　
長
石
　
　

角
閃
石
　
褐
色
粒
良
好
外
面
頸
部
に
刻
み
目
突
帯
文
あ
り
　
内

面
に
工
具
痕
あ
り

37
1

24
4

30
4

27
号
住
居
１
区

SI
‒1
0

―
土
師
器

高
坏

20
.8

8.
7

ハ
ケ
メ
後
ヨ
コ
ナ

デ
　
　

ハ
ケ
メ
後
ヨ
コ
ナ

デ
　
ナ
デ

赤
（
10
R5
/8
）

橙
（
7.5
Y
R7
/6
）
長
石
　
角
閃
石
　

黒
曜
石
　
赤
褐
色

粒
良
好
赤
色
顔
料
塗
布
　
内
面
口
縁
部
に
黒
斑

あ
り
　

37
2

24
4

30
4

27
号
住
居
１
区

SI
‒1
0

―
土
師
器

高
坏

（
18
.4
）

9.
6

ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ

ケ
ズ
リ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R6
/4
）
長
石
　
角
閃
石
　
良
好
内
、
外
面
に
黒
斑
あ
り

37
3

24
4

30
4

27
号
住
居
１
区

SI
‒1
0

―
土
師
器

高
坏

20
.2

6.
5

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ヨ
コ
ナ
デ
　

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

浅
黄
橙

（
7.5
Y
R8
/6
）

橙
（
7.5
Y
R7
/6
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
黒
曜
石
　

赤
褐
色
粒

良
好

37
4

24
4

30
4

27
号
住
居
１
区

SI
‒1
0

―
土
師
器

甕
18
.3

27
.5

32
.0

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ヨ
コ
ナ
デ
　

ケ
ズ
リ

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ヨ
コ
ナ
デ
　

ケ
ズ
リ

赤
褐

（
2.5
Y
R4
/8
）

赤
褐

（
2.5
Y
R4
/8
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
赤
褐
色
粒

　
　
　

良
好

外
面
胴
部
に
黒
斑
あ
り
　
内
、
外
面
に

赤
色
顔
料
痕
あ
り

37
5

24
4

30
4

27
号
住
居
１
区

SI
‒1
0

―
土
師
器

甕
（
13
.5
）

19
.1

20
.0

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ナ
デ
　

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ナ
デ
　
ケ
ズ

リ
に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
黒
曜
石
　

赤
褐
色
粒

良
好
外
面
底
部
に
黒
斑
あ
り

37
6

24
5

30
4

27
号
住
居
１
区

SI
‒1
0

―
土
師
器

甕
（
15
.6
）

8.
6

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ナ
デ
　
ケ
ズ

リ
に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
赤
褐
色
粒
良
好

37
7

24
5

27
号
住
居
１
区

SI
‒1
0

―
土
師
器

甕
（
15
.6
）

6.
9

ハ
ケ
メ
後
ヨ
コ
ナ

デ
ハ
ケ
メ
後
ヨ
コ
ナ

デ
　
ケ
ズ
リ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）
長
石
　
角
閃
石
　

褐
色
粒

良
好
内
、
外
面
に
黒
斑
あ
り

37
8

24
5

27
号
住
居
１
区

SI
‒1
0

―
土
師
器

甕
（
15
.4
）

6.
0

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
　

ケ
ズ
リ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）
に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）
長
石
　
角
閃
石
　

褐
色
粒

良
好
外
面
に
ス
ス
付
着
　
内
面
頸
部
に
指
頭

圧
痕
あ
り

37
9

24
5

30
4

27
号
住
居
１
区

SI
‒1
0

―
土
師
器

台
付
小
形

丸
底
壺

（
8.
6）

10
.2

11
.2

15
.0

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ナ
デ
　
ナ
デ

ハ
ケ
メ

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ナ
デ
　
ナ
デ

ケ
ズ
リ
後
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）
長
石
　
雲
母
　
角

閃
石
　
赤
色
粒

良
好
内
、
外
面
胴
部
に
指
頭
圧
痕
あ
り
　
内

面
台
部
に
工
具
痕
あ
り

38
0

24
5

30
4

27
号
住
居
１
区

SI
‒1
0

―
土
師
器

小
形
丸
底

壺
（
8.
9）

9.
2

9.
7

ハ
ケ
メ
後
ヨ
コ
ナ

デ
　
ハ
ケ
メ
後
ナ

デ
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
　

指
ナ
デ
　
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）
に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/2
）
石
英
　
長
石
　
雲

母
　
角
閃
石
　
黒

曜
石

良

38
1

24
5

30
4

27
号
住
居
１
区

SI
‒1
0

―
土
師
器

小
形
丸
底

壺
（
8.
0）

（
9.
3）

9.
2

ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ

ハ
ケ
メ
　

ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/3
）
長
石
　
雲
母
　
角

閃
石
　
褐
色
粒

良
内
、
外
面
に
黒
斑
あ
り
　
内
面
胴
部
に

指
頭
圧
痕
あ
り

38
2

24
5

30
4

27
号
住
居
１
区

SI
‒1
0

―
土
師
器

小
形
丸
底

壺
（
10
.8
）

（
8.
5）

6.
5

ケ
ズ
リ
後
ヨ
コ
ナ

デ
ヨ
コ
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/3
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/3
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒
　

良
好
内
面
胴
部
に
指
頭
圧
痕
と
工
具
痕
あ
り

38
3

24
5

27
号
住
居
１
区

SI
‒1
0

―
土
師
器

小
形
丸
底

壺
（
12
.4
）

（
12
.3
）

8.
8

ヨ
コ
ナ
デ

ナ
デ
　

橙
（
5Y
R6
/6
）

橙
（
5Y
R6
/6
）

長
石
　
角
閃
石
　
良
好
内
、
外
面
に
赤
色
顔
料
痕
あ
り

38
4

24
5

30
4

27
号
住
居
１
区

SI
‒1
0

―
土
師
器

小
形
丸
底

壺
（
9.
1）

（
10
.0
）

8.
3

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
ヨ
コ
ナ
デ
　
ケ
ズ

リ
浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　

良
好
外
面
に
赤
色
顔
料
痕
あ
り

38
5

24
5

30
4

27
号
住
居
１
区

SI
‒1
0

―
土
師
器

鉢
7.
4

4.
6

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
　

ハ
ケ
メ
　

ハ
ケ
メ
　
ケ
ズ
リ

後
ナ
デ
　
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R6
/4
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R6
/4
）
石
英
　
長
石
　
雲

母
　
角
閃
石
　

良
内
、
外
面
に
黒
斑
あ
り

39
2

24
8

28
号
住
居
２
区

SI
‒1
3

―
土
師
器

甑
（
22
.8
）

10
.4

ナ
デ
　
ハ
ケ
メ
後

ナ
デ

ケ
ズ
リ
後
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）
長
石
　
雲
母
　
黒

色
粒
　
褐
色
粒

良
好
外
面
頸
部
に
３
条
の
沈
線
あ
り

39
4

25
0

30
5

29
号
住
居
２
区

SI
‒1
4

―
土
師
器

坏
12
.6

4.
9

ナ
デ

ナ
デ

灰
黄

（
2.5
Y
6/
2）

に
ぶ
い
黄

（
2.5
Y
6/
3）

長
石
　
角
閃
石
　

黒
色
粒
　
褐
色
粒

良
好
内
、
外
面
に
黒
斑
あ
り
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遺物観察表

遺
物
番
号

図
版

番
号

写
真
番
号

遺
構
名

出
土
地
点

包
含
層

層
位

種
　
別

器
　
種

法
　
量
（
cm
）

調
　
　
整

色
　
　
調

胎
　
土

焼
成

備
　
　
　
考

調査
区

遺
構
略
号

口
径

底
径

最
大
胴
径

器
高

高
台
高
残
存
高

外
　
　
面

内
　
　
面

外
　
面

内
　
面

39
5

25
0

30
5

29
号
住
居
２
区

SI
‒1
4

―
土
師
器

坏
（
11
.9
）
（
5.
3）

3.
9

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R6
/3
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R6
/3
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好

39
6

25
0

30
5

29
号
住
居
２
区

SI
‒1
4

―
須
恵
器

坏
（
11
.4
）

4.
7

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
未
調

整
回
転
ナ
デ

灰
（
7.5
Y
5/
1）

灰
（
7.5
Y
5/
1）

長
石
　
黒
色
粒
　

褐
色
粒

良
好

39
7

25
0

30
5

29
号
住
居
２
区

SI
‒1
4

―
須
恵
器

坏
（
14
.3
）
（
5.
4）

4.
7

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
未
調

整
回
転
ナ
デ

灰
（
7.5
Y
6/
1）

灰
（
7.5
Y
6/
1）

長
石
　
黒
色
粒
　

褐
色
粒

良
好
外
面
全
体
に
自
然
釉
が
か
か
る

39
8

25
0

30
5

29
号
住
居
２
区

SI
‒1
4

―
須
恵
器

坏
（
11
.5
）

4.
8

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
後
ナ

デ
　

ヨ
コ
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R6
/3
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R6
/3
）
長
石
　
角
閃
石
　

黒
色
粒

良
好
外
面
胴
部
に
黒
斑
あ
り

39
9

25
0

30
5

29
号
住
居
２
区

SI
‒1
4

―
須
恵
器

椀
14
.5

8.
8

6.
7

1.
0

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
未
調

整
回
転
ナ
デ
　
回
転

ナ
デ
後
ナ
デ

灰
（
5Y
5/
1）

灰
（
5Y
5/
1）

長
石
　
黒
色
粒
　

褐
色
粒

良
好
外
面
胴
部
に
十
字
線
刻
あ
り
　

40
0

25
0

30
5

29
号
住
居
２
区

SI
‒1
4

―
須
恵
器

蓋
（
14
.0
）

3.
7

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
後
ナ

デ
　
ヨ
コ
ナ
デ

ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）
石
英

良
好

40
1

25
0

30
5

29
号
住
居
２
区

SI
‒1
4

―
土
師
器

甕
（
22
.3
）

27
.9

25
.5

ナ
デ
　
ハ
ケ
メ

調
整
不
明
　
ケ
ズ

リ
に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R6
/4
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R6
/4
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好
外
面
胴
部
に
ス
ス
付
着

40
2

25
0

30
5

29
号
住
居
２
区

SI
‒1
4

―
土
師
器

甕
（
21
.9
）

7.
6

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ

橙
（
7.5
Y
R6
/6
）

橙
（
7.5
Y
R6
/6
）
長
石
　
角
閃
石
　

黒
色
粒
　
赤
褐
色

粒
良
好
外
面
口
縁
部
に
指
頭
圧
痕
あ
り

40
3

25
0

30
5

29
号
住
居
２
区

SI
‒1
4

―
土
師
器

甕
（
23
.1
）

8.
3

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

明
黄
褐

（
10
Y
R7
/4
）

明
黄
褐

（
10
Y
R7
/4
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母
　
黒

色
粒
　
赤
褐
色
粒
良
好
外
面
に
黒
斑
あ
り

40
6

25
2

30
6

30
号
住
居
２
区

SI
‒1
5

―
土
師
器

坏
（
13
.2
）

4.
5

ナ
デ
　
ケ
ズ
リ

ナ
デ
　
ケ
ズ
リ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好
外
面
に
黒
斑
あ
り

40
7

25
2

30
6

30
号
住
居
２
区

SI
‒1
5

―
土
師
器

甕
（
15
.0
）

（
20
.2
）

12
.2

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
　
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R6
/3
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R6
/3
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
褐
色
粒
　

黒
色
粒

良
好

40
8

25
2

30
6

30
号
住
居
２
区

SI
‒1
5

―
土
師
器

甕
20
.8

21
.9

11
.8

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
ヨ
コ
ナ
デ
　
ケ
ズ

リ
に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/6
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/6
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好
外
面
に
ス
ス
付
着
　

40
9

25
2

30
6

30
号
住
居
２
区

SI
‒1
5

―
土
師
器

甕
（
16
.8
）

8.
8

調
整
不
明

調
整
不
明

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/4
）

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母
　
赤

褐
色
粒

良
好

41
0

25
2

30
6

30
号
住
居
２
区

SI
‒1
5

―
土
師
器

甕
15
.6

19
.3

19
.0

ヨ
コ
ナ
デ
　
タ
タ

キ
後
ナ
デ
　
タ
タ

キ
後
ハ
ケ
メ
　
ハ

ケ
メ

ナ
デ
　
ハ
ケ
メ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R6
/4
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R6
/4
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母
　
褐

色
粒

良
好
外
面
に
ス
ス
付
着
　
外
面
胴
部
に
被
熱

に
よ
る
赤
色
化
あ
り

41
1

25
2

30
6

30
号
住
居
２
区

SI
‒1
5

―
土
師
器

鉢
？

16
.6

5.
7

ハ
ケ
メ
後
ヨ
コ
ナ

デ
ヨ
コ
ナ
デ
　

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R6
/3
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R6
/3
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
黒
色
粒
　

褐
色
粒

良
好
内
面
に
工
具
痕
あ
り

41
2

25
2

30
6

30
号
住
居
２
区

SI
‒1
5

―
土
師
器

鉢
（
14
.0
）

9.
4

ナ
デ
　
ケ
ズ
リ
後

ナ
デ

ケ
ズ
リ

浅
黄
橙

（
7.5
Y
R8
/4
）

浅
黄
橙

（
7.5
Y
R8
/4
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒
　
黒
色

粒
良
好
内
、
外
面
に
黒
斑
あ
り

41
3

25
2

30
6

30
号
住
居
２
区

SI
‒1
5

―
土
師
器

小
形
丸
底

壺
11
.7

13
.1

11
.5

ヨ
コ
ナ
デ
　
ケ
ズ

リ
後
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
　
ケ
ズ

リ
後
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）

橙
（
7.5
Y
R6
/6
）
石
英
　
長
石
　
雲

母
　
片
岩
の
礫
　

赤
褐
色
粒

良
好
底
部
に
穿
孔
あ
り
　
内
面
胴
部
に
指
頭

圧
痕
あ
り

41
4

25
4

31
号
住
居
２
区

SI
‒1
7

―
土
師
器

甕
（
20
.1
）

9.
8

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）
長
石
　
角
閃
石
　

褐
色
粒
　
黒
色
粒

赤
褐
色
粒

良
好

41
5

25
6

30
8

32
号
住
居
２
区

SI
‒2
1

―
土
師
器

坏
14
.1

6.
0

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
　

ナ
デ

ナ
デ

橙
（
5Y
R7
/8
）

橙
（
5Y
R7
/8
）

長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好
内
、
外
面
に
赤
色
顔
料
痕
あ
り

41
6

25
6

32
号
住
居
２
区

SI
‒2
1

―
土
師
器

坏
（
14
.9
）

6.
0

ナ
デ
　
ハ
ケ
メ
後

ナ
デ

ナ
デ

に
ぶ
い
褐

（
7.5
Y
R5
/4
）
に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）
長
石
　
角
閃
石
　

褐
色
粒

良
好
内
、
外
面
に
ス
ス
付
着
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遺物観察表

遺
物
番
号

図
版

番
号

写
真
番
号

遺
構
名

出
土
地
点

包
含
層

層
位

種
　
別

器
　
種

法
　
量
（
cm
）

調
　
　
整

色
　
　
調

胎
　
土

焼
成

備
　
　
　
考

調査
区

遺
構
略
号

口
径

底
径

最
大
胴
径

器
高

高
台
高
残
存
高

外
　
　
面

内
　
　
面

外
　
面

内
　
面

41
7

25
6

30
8

32
号
住
居
２
区

SI
‒2
1

―
土
師
器

坏
13
.9

5.
2

ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ

明
赤
褐

（
5Y
R5
/6
）

橙
（
5Y
R6
/8
）

長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好
内
、
外
面
に
赤
色
顔
料
痕
あ
り
　
外
面

に
黒
斑
あ
り

41
8

25
6

32
号
住
居
２
区

SI
‒2
1

―
土
師
器

坏
（
13
.6
）

5.
0

ナ
デ

ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/4
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/4
）
長
石
　
角
閃
石
　

褐
色
粒

良
好

41
9

25
6

30
8

32
号
住
居
２
区

SI
‒2
1

―
土
師
器

坏
15
.0

5.
7

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ

橙
（
5Y
R6
/8
）

橙
（
7.5
Y
R6
/6
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好

42
0

25
6

30
8

32
号
住
居
２
区

SI
‒2
1

―
土
師
器

坏
14
.5

5.
4

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ

橙
（
5Y
R7
/8
）

橙
（
5Y
R6
/6
）

石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母
　
赤

褐
色
粒

良
好

42
1

25
6

32
号
住
居
２
区

SI
‒2
1

―
土
師
器

坏
（
15
.0
）

4.
8

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ナ
デ
　

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/4
）

に
ぶ
い
褐

（
7.5
Y
R5
/4
）
長
石
　
角
閃
石
　

褐
色
粒

良
好
外
面
底
部
に
ス
ス
付
着
　
内
面
に
黒
斑

あ
り
　
内
、
外
面
に
被
熱
に
よ
る
赤
色

化
あ
り

42
2

25
6

30
8

32
号
住
居
２
区

SI
‒2
1

―
土
師
器

坏
（
15
.8
）

5.
2

ナ
デ

ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）
長
石
　
角
閃
石
　

褐
色
粒

良
好

42
3

25
6

30
8

32
号
住
居
２
区

SI
‒2
1

―
土
師
器

坏
（
16
.0
）
（
7.
2）

5.
5

ナ
デ

ナ
デ

に
ぶ
い
褐

（
7.5
Y
R5
/3
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）
長
石
　
角
閃
石
　

黒
曜
石
　
赤
褐
色

粒
良
好
外
面
底
部
に
ス
ス
付
着
と
被
熱
に
よ
る

赤
色
化
が
み
ら
れ
る

42
4

25
6

30
8

32
号
住
居
２
区

SI
‒2
1

―
土
師
器

坏
（
13
.9
）
（
3.
6）

5.
1

ナ
デ

ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/4
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/4
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好

42
5

25
6

30
8

32
号
住
居
２
区

SI
‒2
1

―
土
師
器

坏
（
14
.7
）

6.
8

ケ
ズ
リ
後
ナ
デ

ナ
デ
　
ケ
ズ
リ
後

ナ
デ

明
赤
褐

（
2.5
Y
R5
/8
）

明
赤
褐

（
2.5
Y
R5
/8
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好

42
6

25
6

30
8

32
号
住
居
２
区

SI
‒2
1

―
土
師
器

坏
15
.4

5.
1

ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ
ナ
デ

灰
白

（
10
Y
R8
/2
）

灰
白

（
10
Y
R8
/2
）
長
石
　
角
閃
石
　

安
山
岩
　
赤
褐
色

粒
良
好
外
面
に
黒
斑
あ
り

42
7

25
6

32
号
住
居
２
区

SI
‒2
1

―
土
師
器

坏
（
14
.4
）

6.
3

ケ
ズ
リ
後
ナ
デ

ケ
ズ
リ
後
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）
に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/4
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好
外
面
底
部
と
内
面
胴
部
に
ス
ス
付
着
　

外
面
に
被
熱
に
よ
る
赤
色
化
あ
り

42
8

25
6

32
号
住
居
２
区

SI
‒2
1

―
土
師
器

坏
（
14
.9
）

4.
8

ヨ
コ
ナ
デ
　
ケ
ズ

リ
後
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
　
ケ
ズ

リ
後
ナ
デ

橙
（
7.5
Y
R7
/6
）

橙
（
7.5
Y
R7
/6
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好

42
9

25
6

30
8

32
号
住
居
２
区

SI
‒2
1

―
土
師
器

坏
13
.5

5.
7

ナ
デ
　
ケ
ズ
リ
後

ナ
デ

ナ
デ
　
ケ
ズ
リ
後

ナ
デ

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）

橙
（
7.5
Y
R7
/6
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好

43
0

25
6

32
号
住
居
２
区

SI
‒2
1

―
土
師
器

坏
（
14
.8
）

4.
8

ナ
デ

ナ
デ

橙
（
5Y
R6
/6
）

橙
（
5Y
R6
/6
）

長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好

43
1

25
7

30
7

32
号
住
居
２
区

SI
‒2
1

―
土
師
器

高
坏

25
.4

9.
0

ナ
デ
　
ハ
ケ
メ
後

ナ
デ

ナ
デ

橙
（
5Y
R7
/6
）

橙
（
5Y
R7
/6
）

長
石
　
角
閃
石
　

褐
色
粒

良
好
外
面
に
黒
斑
あ
り

43
2

25
7

30
7

32
号
住
居
２
区

SI
‒2
1

―
土
師
器

甕
16
.7

（
24
.3
）

16
.7

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
ヨ
コ
ナ
デ
　
ケ
ズ

リ
に
ぶ
い
橙

（
5Y
R7
/4
）

に
ぶ
い
橙

（
5Y
R7
/4
）

長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好
内
、
外
面
に
ス
ス
付
着
　
内
、
外
面
胴

部
に
被
熱
に
よ
る
赤
色
化
あ
り

43
3

25
7

30
7

32
号
住
居
２
区

SI
‒2
1

―
土
師
器

甕
13
.1

（
21
.4
）

16
.3

ヨ
コ
ナ
デ
　
タ
タ

キ
後
ナ
デ
　

ヨ
コ
ナ
デ
　
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R6
/4
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R6
/4
）
長
石
　
角
閃
石
　

黒
色
粒
　
褐
色
粒

良
好
口
縁
部
に
赤
色
顔
料
痕
あ
り
　
外
面
胴

部
に
黒
斑
あ
り
　
外
面
に
ス
ス
付
着

43
4

25
7

30
7

32
号
住
居
２
区

SI
‒2
1

―
土
師
器

甕
（
17
.6
）

8.
6

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
ケ
ズ
リ
後
ナ
デ

赤
褐

（
2.5
Y
R4
/8
）
に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/2
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
色
粒

良
好
外
面
に
赤
色
顔
料
痕
あ
り
　
内
、
外
面

に
黒
斑
あ
り

43
5

25
7

32
号
住
居
２
区

SI
‒2
1

―
土
師
器

小
形
丸
底

壺
（
10
.1
）

（
11
.0
）

6.
7

ナ
デ

ナ
デ

橙
（
5Y
R6
/6
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/4
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好
外
面
底
部
に
黒
斑
あ
り
　
外
面
口
縁
部

に
赤
色
顔
料
痕
あ
り

43
6

25
7

30
8

32
号
住
居
２
区

SI
‒2
1

―
土
師
器

小
形
丸
底

壺
（
6.
8）

9.
2

8.
8

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
　
ナ
デ
　

に
ぶ
い
橙

（
5Y
R7
/4
）

に
ぶ
い
橙

（
5Y
R7
/4
）

長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好
内
面
に
指
頭
圧
痕
あ
り
　

43
7

25
7

30
7

32
号
住
居
２
区

SI
‒2
1

―
土
師
器

壺
（
10
.5
）

8.
1

ナ
デ
　
ハ
ケ
メ
後

ナ
デ

ナ
デ
　
ケ
ズ
リ

橙
（
7.5
Y
R7
/6
）
に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/4
）
長
石
　
角
閃
石
　

黒
曜
石
　
赤
褐
色

粒
良
好
長
頸
壺
　
内
面
に
黒
斑
あ
り

43
8

25
7

32
号
住
居
２
区

SI
‒2
1

―
手
捏
ね

2.
6

2.
2

ナ
デ

ナ
デ

明
赤
褐

（
5Y
R5
/6
）

明
赤
褐

（
5Y
R5
/6
）

長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好

44
1

26
0

30
9

33
号
住
居
６
区

SI
‒2
6

②
―

土
師
器

高
坏

（
21
.0
）
（
11
.8
）

13
.5

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
　
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
　
ケ
ズ
リ

橙
（
5Y
R7
/6
）

橙
（
5Y
R7
/6
）

石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
褐
色
粒
　
良
好
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遺物観察表

遺
物
番
号

図
版

番
号

写
真
番
号

遺
構
名

出
土
地
点

包
含
層

層
位

種
　
別

器
　
種

法
　
量
（
cm
）

調
　
　
整

色
　
　
調

胎
　
土

焼
成

備
　
　
　
考

調査
区

遺
構
略
号

口
径

底
径

最
大
胴
径

器
高

高
台
高
残
存
高

外
　
　
面

内
　
　
面

外
　
面

内
　
面

44
2

26
0

30
9

33
号
住
居
６
区

SI
‒2
6

②
―

土
師
器

高
坏

10
.7

ヨ
コ
ナ
デ

調
整
不
明
　
ケ
ズ

リ
浅
黄
橙

（
7.5
Y
R8
/4
）

暗
灰

（
N
 3
/0
）

長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好
内
面
脚
部
に
黒
斑
あ
り

44
3

26
0

30
9

33
号
住
居
６
区

SI
‒2
6

②
―

土
師
器

甕
17
.1

23
.2

27
.1

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
ヨ
コ
ナ
デ
　
ケ
ズ

リ
に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R6
/4
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R6
/4
）
長
石
　
角
閃
石
　

褐
色
粒

良
好
外
面
胴
部
に
黒
斑
、
ス
ス
付
着
　
外
面

底
部
に
被
熱
に
よ
る
赤
色
化
あ
り

44
4

26
0

30
9

33
号
住
居
６
区

SI
‒2
6

②
―

土
師
器

甕
17
.5

22
.0

24
.0

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
　

ケ
ズ
リ

に
ぶ
い
赤
褐

（
5Y
R4
/4
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）
長
石
　
角
閃
石
　

黒
曜
石
　
赤
色
粒
良
好
外
面
胴
部
に
ス
ス
付
着
、
黒
斑
あ
り
　

外
面
底
部
に
被
熱
に
よ
る
赤
色
化
あ
り

44
5

26
0

30
9

33
号
住
居
６
区

SI
‒2
6

②
―

土
師
器

甕
（
14
.5
）

（
20
.0
）

14
.8

ハ
ケ
メ
後
ヨ
コ
ナ

デ
　
ハ
ケ
メ

ヨ
コ
ナ
デ
　
指
押

さ
え
後
ハ
ケ
メ
　

ケ
ズ
リ

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
褐
色
粒

良
好
口
縁
端
部
に
沈
線
状
の
凹
み
あ
り

44
6

26
0

30
9

33
号
住
居
６
区

SI
‒2
6

②
―

土
師
器

甕
（
19
.2
）

7.
9

ハ
ケ
メ
後
ヨ
コ
ナ

デ
　
ハ
ケ
メ

ハ
ケ
メ
後
ヨ
コ
ナ

デ
　
ハ
ケ
メ
　
ケ

ズ
リ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R6
/4
）

明
褐

（
7.5
Y
R5
/6
）
石
英
　
長
石
　
雲

母
　
角
閃
石
　

良
好

44
7

26
0

30
9

33
号
住
居
６
区

SI
‒2
6

②
―

土
師
器

甕
（
14
.7
）

6.
3

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ

に
ぶ
い
褐

（
7.5
Y
R6
/3
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/3
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
色
粒

良
好

44
8

26
1

30
9

33
号
住
居
６
区

SI
‒2
6

②
―

土
師
器

壺
（
16
.1
）

15
.4

18
.7

ハ
ケ
メ
後
ヨ
コ
ナ

デ
　
ヨ
コ
ナ
デ
　

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

ハ
ケ
メ
後
ヨ
コ
ナ

デ
　
ケ
ズ
リ

浅
黄
橙

（
7.5
Y
R8
/4
）

浅
黄
橙

（
7.5
Y
R8
/6
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
褐
色
粒
　

黒
色
粒

良
好
長
頸
壺
　
外
面
胴
部
に
黒
斑
あ
り
　
口

縁
部
に
わ
ず
か
に
赤
色
顔
料
痕
あ
り
　

内
面
頸
部
に
指
頭
圧
痕
あ
り

44
9

26
1

30
9

33
号
住
居
６
区

SI
‒2
6

②
―

土
師
器

壺
15
.7

8.
3

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ヨ
コ
ナ
デ
　

ハ
ケ
メ

ハ
ケ
メ
後
ヨ
コ
ナ

デ
　
ヨ
コ
ナ
デ
　

ケ
ズ
リ

橙
（
5Y
R6
/6
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
褐
色
粒

良
好
口
縁
端
部
に
黒
斑
あ
り

45
0

26
1

30
9

33
号
住
居
６
区

SI
‒2
6

②
―

土
師
器

壺
（
31
.0
）

15
.2

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

ケ
ズ
リ

橙
（
7.5
Y
R7
/6
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
赤
褐
色
粒
良
好

45
1

26
1

30
9

33
号
住
居
６
区

SI
‒2
6

②
―

土
師
器

小
形
丸
底

壺
7.
5

7.
6

7.
9

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

ケ
ズ
リ

に
ぶ
い
褐

（
7.5
Y
R5
/3
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R6
/4
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　

良
外
面
に
黒
斑
あ
り

45
2

26
1

30
9

33
号
住
居
６
区

SI
‒2
6

②
―

土
師
器

小
形
丸
底

壺
（
8.
8）

8.
7

8.
8

ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ

後
ハ
ケ
メ
　

ヨ
コ
ナ
デ
　
ケ
ズ

リ
　
ナ
デ

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　

良
好
外
面
に
赤
色
顔
料
痕
あ
り

45
3

26
1

30
9

33
号
住
居
６
区

SI
‒2
6

②
―

土
師
器

小
形
丸
底

壺
（
9.
5）

（
10
.5
）

6.
2

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

ハ
ケ
メ
　
ケ
ズ
リ

褐
灰

（
7.5
Y
R4
/1
）

褐
（
7.5
Y
R4
/3
）
長
石
　
角
閃
石
　
良
好
内
面
胴
部
に
指
頭
圧
痕
あ
り

45
4

26
1

30
9

33
号
住
居
６
区

SI
‒2
6

②
―

土
師
器

器
台

6.
2

6.
2

ハ
ケ
メ
後
ヨ
コ
ナ

デ
　
ハ
ケ
メ
　
ハ

ケ
メ
後
ナ
デ

ナ
デ
　
ケ
ズ
リ
　

ハ
ケ
メ

灰
白

（
10
Y
R8
/2
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/2
）
石
英
　
長
石
　
雲

母
　
角
閃
石
　

良
好
脚
部
に
穿
孔
４
ヶ
所
あ
り
　
脚
部
に
黒

斑
あ
り
　
内
面
に
指
頭
圧
痕
あ
り

45
5

26
1

30
9

33
号
住
居
６
区

SI
‒2
6

②
―

手
捏
ね

5.
2

3.
9

ナ
デ

ナ
デ

橙
（
7.5
Y
R7
/6
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R6
/4
）
石
英
　
長
石
　
雲

母
　
角
閃
石
　

良
好
内
、
外
面
に
指
頭
圧
痕
、
黒
斑
あ
り

46
3

26
4

31
0

34
号
住
居
６
区

SI
‒2
7

―
土
師
器

坏
8.
6

5.
2

ハ
ケ
メ
　
ケ
ズ
リ
ナ
デ

橙
（
5Y
R6
/6
）

橙
（
5Y
R6
/6
）

石
英
　
長
石
　
雲

母
　
角
閃
石
　
赤

褐
色
粒

良
好
外
面
口
縁
部
に
指
頭
圧
痕
あ
り
　
内
面

に
工
具
痕
あ
り
　
内
、
外
面
に
黒
斑
あ

り

46
4

26
4

31
0

34
号
住
居
６
区

SI
‒2
7

―
土
師
器

坏
13
.8

6.
3

ヨ
コ
ナ
デ
　
ケ
ズ

リ
後
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R6
/4
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R6
/4
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
黒
曜
石
　

赤
褐
色
粒

良
好
内
、
外
面
に
黒
斑
あ
り
　
内
面
口
縁
部

に
工
具
痕
あ
り

46
5

26
4

31
0

34
号
住
居
６
区

SI
‒2
7

―
土
師
器

坏
15
.5

4.
3

ナ
デ

ナ
デ

橙
（
7.5
Y
R6
/6
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R6
/4
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
褐
色
粒

良
好
外
面
底
部
に
黒
斑
あ
り

46
6

26
4

31
0

34
号
住
居
６
区

SI
‒2
7

―
土
師
器

高
坏

14
.7

5.
3

ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R6
/3
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R6
/4
）
石
英
　
長
石
　
白

雲
母

良
外
面
坏
部
に
黒
斑
あ
り
　

46
7

26
4

31
0

34
号
住
居
６
区

SI
‒2
7

―
土
師
器

甕
16
.0

（
19
.8
）

11
.2

ヨ
コ
ナ
デ
　
ヨ
コ

ナ
デ
後
ハ
ケ
メ

ヨ
コ
ナ
デ
　
ケ
ズ

リ
に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
赤
褐
色
粒

黒
色
粒

良
好
内
、
外
面
に
黒
斑
あ
り

46
8

26
4

31
0

34
号
住
居
６
区

SI
‒2
7

―
土
師
器

甕
（
22
.8
）

26
.7

ナ
デ
　
ハ
ケ
メ
　
ナ
デ
　
ケ
ズ
リ

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）
長
石
　
角
閃
石
　

黒
曜
石
　
褐
色
粒

良
好
外
面
胴
部
に
黒
斑
あ
り
　
底
部
に
被
熱

に
よ
る
赤
色
化
あ
り
　
沈
線
あ
り
　
内

面
底
部
に
指
頭
圧
痕
あ
り

46
9

26
4

31
0

34
号
住
居
６
区

SI
‒2
7

―
土
師
器

壺
17
.8

26
.4

33
.5

ハ
ケ
メ
後
ヨ
コ
ナ

デ
　
ハ
ケ
メ

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
　
ケ
ズ
リ
　

橙
（
5Y
R6
/6
）

橙
（
5Y
R6
/6
）

石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　

良
好
外
面
に
黒
斑
あ
り
　
内
面
に
指
頭
圧
痕

あ
り
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遺物観察表

遺
物
番
号

図
版

番
号

写
真
番
号

遺
構
名

出
土
地
点

包
含
層

層
位

種
　
別

器
　
種

法
　
量
（
cm
）

調
　
　
整

色
　
　
調

胎
　
土

焼
成

備
　
　
　
考

調査
区

遺
構
略
号

口
径

底
径

最
大
胴
径

器
高

高
台
高
残
存
高

外
　
　
面

内
　
　
面

外
　
面

内
　
面

47
0

26
5

34
号
住
居
６
区

SI
‒2
7

―
土
師
器

壺
（
12
.3
）

19
.2

ナ
デ

ケ
ズ
リ
後
ナ
デ
　

ケ
ズ
リ
後
ヨ
コ
ナ

デ
に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/4
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/4
）
石
英
　
長
石
　
雲

母
　
角
閃
石
　
赤

褐
色
粒

良
好
内
面
底
部
に
黒
斑
あ
り

47
1

26
5

31
0

34
号
住
居
６
区

SI
‒2
7

―
土
師
器

「
く
」
字

口
縁
鉢

16
.0

6.
9

ナ
デ
　
ケ
ズ
リ

ナ
デ
　
ハ
ケ
メ

に
ぶ
い
褐

（
7.5
Y
R6
/3
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R6
/4
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
褐
色
粒

良
外
面
に
黒
斑
あ
り
　
口
縁
部
に
沈
線
あ

り
　

47
2

26
5

31
0

34
号
住
居
６
区

SI
‒2
7

―
土
師
器

小
形
丸
底

壺
16
.0

（
10
.3
）
11
.2

ナ
デ
後
ミ
ガ
キ
  

ナ
デ

ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/3
）

明
赤
褐
   

（
5Y
R5
/6
）

長
石
　
角
閃
石
　

良
内
、
外
面
口
縁
部
に
黒
斑
あ
り
　

47
3

26
5

31
0

34
号
住
居
６
区

SI
‒2
7

―
土
師
器

小
形
丸
底

壺
9.
6

6.
6

5.
8

ハ
ケ
メ
後
ミ
ガ
キ

ナ
デ

ハ
ケ
メ
後
ミ
ガ
キ

ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良

47
4

26
5

31
0

34
号
住
居
６
区

SI
‒2
7

―
土
師
器

小
形
丸
底

壺
11
.8

13
.9

10
.5

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
　
ケ
ズ

リ
橙

（
5Y
R7
/8
）

橙
（
5Y
R7
/8
）

石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
黒
色
粒

良
好

47
5

26
5

31
0

34
号
住
居
６
区

SI
‒2
7

―
土
師
器

器
台

8.
7

10
.2

7.
6

ナ
デ

ナ
デ
　
ハ
ケ
メ
後

ナ
デ

橙
（
7.5
Y
R7
/6
）

橙
（
7.5
Y
R7
/6
）
石
英
　
長
石
　
黒

色
粒

良
好
穿
孔
が
２
ヶ
所
あ
り

47
6

26
5

31
0

34
号
住
居
６
区

SI
‒2
7

―
土
師
器

器
台

（
10
.0
）

2.
8

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R6
/4
）

に
ぶ
い
褐

（
7.5
Y
R5
/4
）
雲
母
　
角
閃
石
　

褐
色
粒

良
好
外
面
坏
部
に
黒
斑
あ
り

47
9

26
7

31
1

35
号
住
居
６
区

SI
‒2
8

―
土
師
器

坏
10
.5

3.
0

ナ
デ

ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R6
/4
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
赤
褐
色
粒
良
好
外
面
底
部
に
黒
斑
あ
り

48
0

26
7

31
1

35
号
住
居
６
区

SI
‒2
8

―
土
師
器

甕
（
20
.8
）

7.
8

ハ
ケ
メ
後
ヨ
コ
ナ

デ
　
ハ
ケ
メ

ハ
ケ
メ
後
ヨ
コ
ナ

デ
　
ケ
ズ
リ

に
ぶ
い
褐

（
7.5
Y
R6
/3
）

灰
褐

（
7.5
Y
R5
/2
）
長
石
　
角
閃
石
　
良
好

48
1

26
7

31
1

35
号
住
居
６
区

SI
‒2
8

―
土
師
器

甕
（
12
.2
）

（
13
.0
）

8.
9

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ナ
デ

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
　

ケ
ズ
リ

に
ぶ
い
褐

（
7.5
Y
R6
/3
）

に
ぶ
い
褐

（
7.5
Y
R6
/3
）
長
石
　
角
閃
石
　

褐
色
粒

良
好
外
面
口
縁
部
に
指
頭
圧
痕
あ
り
　
外
面

に
黒
斑
あ
り

48
2

26
7

31
1

35
号
住
居
６
区

SI
‒2
8

―
土
師
器

壺
（
12
.0
）

6.
7

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ナ
デ
　
ナ
デ

後
ハ
ケ
メ

ヨ
コ
ナ
デ

橙
（
7.5
Y
R6
/6
）

橙
（
7.5
Y
R6
/6
）
石
英
　
長
石
　
雲

母
　
赤
褐
色
粒

良
好
外
面
に
黒
斑
あ
り
　
短
頸
壺

48
3

26
7

31
1

35
号
住
居
６
区

SI
‒2
8

―
弥
生
土
器

壺
（
30
.2
）

17
.7

ナ
デ
後
ミ
ガ
キ
　

ナ
デ

ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）

黄
灰

（
2.5
Y
5/
1）

石
英
　
雲
母
　
赤

褐
色
粒
　
黒
色
粒
良
好
胴
部
に
１
条
の
沈
線
あ
り

48
4

26
7

35
号
住
居
６
区

SI
‒2
8

―
弥
生
土
器

壺
（
6.
0）

6.
0

ナ
デ
後
ミ
ガ
キ
　
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
5Y
R7
/4
）

褐
灰

（
7.5
Y
R4
/1
）
石
英
　
雲
母
　
角

閃
石
　
赤
褐
色
粒

黒
色
粒

良
好
外
面
底
部
に
黒
斑
あ
り
　

48
5

26
7

31
1

35
号
住
居
６
区

SI
‒2
8

―
土
師
器

複
合
口
縁

壺
（
23
.8
）

14
.5

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
　

ケ
ズ
リ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/4
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　

良
好
頸
部
に
工
具
に
よ
る
沈
線
文
様
あ
り

48
6

26
8

31
1

35
号
住
居
６
区

SI
‒2
8

―
土
師
器

甕
11
.5

11
.7

9.
3

ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ
ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R6
/4
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R6
/4
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　

良
好
外
面
胴
部
に
黒
斑
あ
り
　
内
面
に
指
頭

圧
痕
あ
り

48
7

26
8

35
号
住
居
６
区

SI
‒2
8

―
土
師
器

甕
（
10
.0
）

3.
9

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
　
ケ
ズ

リ
に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R6
/3
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R6
/3
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好
内
面
に
指
頭
圧
痕
あ
り

48
8

26
8

35
号
住
居
６
区

SI
‒2
8

―
土
師
器

小
形「
く
」

字
口
縁
鉢
（
15
.8
）

（
12
.8
）

5.
2

ハ
ケ
メ
後
ヨ
コ
ナ

デ
ハ
ケ
メ
後
ヨ
コ
ナ

デ
橙

（
7.5
Y
R7
/6
）
に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R6
/4
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
赤
褐
色
粒

良
好
外
面
口
縁
部
に
指
頭
圧
痕
あ
り

48
9

26
8

35
号
住
居
６
区

SI
‒2
8

―
土
師
器

器
台

9.
3

2.
8

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）
石
英
　
長
石
　
雲

母
　
角
閃
石
　
赤

褐
色
粒

良
好

49
7

27
1

36
号
住
居
７
区

SI
‒3
3

―
土
師
器

小
形「
く
」

字
口
縁
鉢
（
12
.2
）

（
9.
6）

5.
0

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

橙
（
5Y
R6
/8
）

橙
（
5Y
R6
/8
）

長
石
　
角
閃
石
　

黒
曜
石
　
赤
褐
色

粒
　
黒
色
粒

良
好
外
面
に
赤
色
顔
料
痕
あ
り

49
8

27
3

31
2

37
号
住
居
７
区

SI
‒3
4

―
土
師
器

高
坏

20
.5

13
.4

14
.6

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
　

ミ
ガ
キ

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
　

ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）
石
英
　
長
石
　
赤

褐
色
粒

良
好
内
面
に
黒
斑
あ
り
　
脚
部
に
穿
孔
４
ヶ

所
あ
り

49
9

27
3

31
2

37
号
住
居
７
区

SI
‒3
4

―
土
師
器

高
坏

（
19
.8
）

8.
5

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ヨ
コ
ナ
デ

ハ
ケ
メ
後
ヨ
コ
ナ

デ
に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
赤
褐
色
粒
良
好
外
面
に
指
頭
圧
痕
あ
り
　
外
面
に
黒
斑

あ
り

50
0

27
3

31
2

37
号
住
居
７
区

SI
‒3
4

―
土
師
器

甕
16
.9

20
.5

22
.2

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
　
ハ
ケ
メ
後
ナ

デ
ヨ
コ
ナ
デ
　
ケ
ズ

リ
灰
褐

（
7.5
Y
R4
/2
）

に
ぶ
い
褐

（
7.5
Y
R5
/4
）
石
英
　
角
閃
石
　
良
好
内
、
外
面
に
ス
ス
付
着
　
胴
部
に
被
熱

に
よ
る
赤
色
化
あ
り
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遺物観察表

遺
物
番
号

図
版

番
号

写
真
番
号

遺
構
名

出
土
地
点

包
含
層

層
位

種
　
別

器
　
種

法
　
量
（
cm
）

調
　
　
整

色
　
　
調

胎
　
土

焼
成

備
　
　
　
考

調査
区

遺
構
略
号

口
径

底
径

最
大
胴
径

器
高

高
台
高
残
存
高

外
　
　
面

内
　
　
面

外
　
面

内
　
面

50
1

27
3

31
2

37
号
住
居
７
区

SI
‒3
4

―
土
師
器

甕
13
.2

（
16
.0
）

12
.5

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
　
ケ
ズ

リ
に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R6
/4
）
に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R6
/3
）
石
英
　
長
石
　
雲

母
　
褐
色
粒

良
好

50
2

27
3

31
2

37
号
住
居
７
区

SI
‒3
4

―
土
師
器

鉢
16
.2

6.
9

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
ヨ
コ
ナ
デ
　
ケ
ズ

リ
後
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
赤
褐
色
粒
良
好
外
面
口
縁
部
に
黒
斑
あ
り
　
内
、
外
面

に
赤
色
顔
料
痕
あ
り

50
5

27
5

31
3

38
号
住
居
７
区

SI
‒3
6

―
土
師
器

坏
3.
8

3.
1

板
状
工
具
に
よ
る

ケ
ズ
リ
状
の
ナ
デ

板
状
工
具
に
よ
る

ケ
ズ
リ
状
の
ナ
デ

後
ナ
デ

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/4
）

浅
黄
橙

（
7.5
Y
R8
/4
）
長
石
　
角
閃
石
　

黒
曜
石

良
好
外
面
胴
部
に
黒
斑
あ
り

50
6

27
5

31
3

38
号
住
居
７
区

SI
‒3
6

―
土
師
器

器
台

（
12
.0
）

8.
0

ハ
ケ
メ
後
ヨ
コ
ナ

デ
ケ
ズ
リ
後
ナ
デ
　

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

橙
（
7.5
Y
R7
/6
）

浅
黄
橙

（
7.5
Y
R8
/4
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好

50
7

27
5

38
号
住
居
７
区

SI
‒3
6

―
土
師
器

複
合
口
縁

壺
（
16
.0
）

6.
0

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ヨ
コ
ナ
デ

ハ
ケ
メ
後
ヨ
コ
ナ

デ
　
ヨ
コ
ナ
デ
　

ナ
デ

浅
黄
橙

（
7.5
Y
R8
/4
）

浅
黄
橙

（
7.5
Y
R8
/4
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好

50
8

27
5

31
3

38
号
住
居
７
区

SI
‒3
6

―
土
師
器

複
合
口
縁

壺
（
15
.9
）

6.
1

ナ
デ
　
ハ
ケ
メ
後

ヨ
コ
ナ
デ

ハ
ケ
メ
後
ヨ
コ
ナ

デ
　
ケ
ズ
リ
後
ナ

デ
　
ケ
ズ
リ

明
赤
褐

（
2.5
Y
R5
/6
）

橙
（
2.5
Y
R6
/6
）
石
英
　
長
石
　
雲

母
　
黒
曜
石

良
好
外
面
口
縁
部
に
黒
斑
あ
り

50
9

27
5

31
3

38
号
住
居
７
区

SI
‒3
6

―
土
師
器

鉢
16
.0

7.
3

ケ
ズ
リ
後
ナ
デ
　

ケ
ズ
リ
後
ハ
ケ
メ

ケ
ズ
リ
　
ケ
ズ
リ

後
ハ
ケ
メ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好

51
0

27
5

31
3

38
号
住
居
７
区

SI
‒3
6

―
土
師
器

小
形
丸
底

壺
8.
9

8.
8

7.
4

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ヨ
コ
ナ
デ
　

ハ
ケ
メ
後
ケ
ズ
リ

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
　

指
ナ
デ

橙
（
5Y
R6
/6
）

橙
（
5Y
R6
/6
）

石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母
　
赤

褐
色
粒

良
好
外
面
胴
部
に
指
頭
圧
痕
あ
り

51
1

27
5

31
3

38
号
住
居
７
区

SI
‒3
6

―
土
師
器

小
形
丸
底

壺
8.
8

4.
8

ヨ
コ
ナ
デ
　
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ
後
ナ
デ

ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R6
/4
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R6
/4
）
長
石
　
角
閃
石
　

黒
曜
石
　
赤
褐
色

粒
良
好
外
面
胴
部
に
黒
斑
あ
り

51
2

27
5

31
3

38
号
住
居
７
区

SI
‒3
6

―
手
捏
ね

2.
6

2.
7

3.
2

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
　

ナ
デ

ケ
ズ
リ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母
　
赤

褐
色
粒

良
好
外
面
底
部
に
黒
斑
あ
り

51
5

27
7

31
4

39
号
住
居
７
区

SI
‒3
7

―
土
師
器

甕
15
.7

21
.8

25
.7

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
ヨ
コ
ナ
デ
　
ケ
ズ

リ
浅
黄
橙

（
7.5
Y
R8
/6
）

橙
（
7.5
Y
R7
/6
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
褐
色
粒
　

黒
色
粒

良
好
被
熱
に
よ
る
赤
色
化
あ
り
　
外
面
胴
部

か
ら
底
部
に
か
け
ス
ス
付
着
　

51
6

27
7

31
4

39
号
住
居
７
区

SI
‒3
7

―
土
師
器

甕
13
.2

13
.9

17
.2

ナ
デ
　
タ
タ
キ
後

ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
　
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ

橙
（
7.5
Y
R6
/6
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R6
/4
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒
　
黒
色

粒
良
好
底
部
に
被
熱
に
よ
る
赤
色
化
あ
り
　
ス

ス
付
着
　
外
面
に
黒
斑
あ
り

51
7

27
7

31
4

39
号
住
居
７
区

SI
‒3
7

―
土
師
器

複
合
口
縁

壺
16
.0

16
.0

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
ヨ
コ
ナ
デ
　
ケ
ズ

リ
橙

（
7.5
Y
R6
/6
）

橙
（
7.5
Y
R6
/6
）
長
石
　
角
閃
石
　
良
好
山
陰
系
土
器

51
8

27
7

31
4

39
号
住
居
７
区

SI
‒3
7

―
土
師
器

鉢
（
13
.0
）

7.
3

ナ
デ
　
ケ
ズ
リ

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
　

ナ
デ

橙
（
7.5
Y
R7
/6
）   
   

橙
（
7.5
Y
R7
/6
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母
　
赤

褐
色
粒

良
好

51
9

27
9

40
号
住
居
７
区

SI
‒3
8

―
土
師
器

鉢
？

5.
5

ヨ
コ
ナ
デ
　
ヨ
コ

ナ
デ
後
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
　
ヨ
コ

ナ
デ
後
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R6
/4
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）
長
石
　
角
閃
石
　
良
好
内
、
外
面
に
黒
斑
あ
り

52
0

28
1

31
5

41
号
住
居
８
区

SI
‒4
1

―
土
師
器

高
坏

（
12
.6
）

9.
3

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
　

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）

浅
黄
橙

（
7.5
Y
R8
/4
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好
脚
部
に
赤
色
顔
料
痕
あ
り
　
脚
部
に
穿

孔
４
ヵ
所
あ
り

52
1

28
1

31
5

41
号
住
居
８
区

SI
‒4
1

―
土
師
器

高
坏

（
14
.4
）
（
8.
2）

10
.7

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
　
ハ
ケ
メ
後
ナ

デ
ハ
ケ
メ
　
ハ
ケ
メ

後
ナ
デ
　
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）
長
石
　
角
閃
石
　

黒
曜
石
　
茶
褐
色

粒
良
好

52
2

28
1

31
5

41
号
住
居
８
区

SI
‒4
1

―
土
師
器

甕
（
15
.2
）

6.
9

ヨ
コ
ナ
デ
　
タ
タ

キ
ハ
ケ
メ
　
ナ
デ

浅
黄

（
2.5
Y
7/
3）

浅
黄

（
2.5
Y
7/
3）

石
英
　
角
閃
石
　

良

52
3

28
1

31
5

41
号
住
居
８
区

SI
‒4
1

―
土
師
器

甕
11
.0

ハ
ケ
メ
　
調
整
不

明
ナ
デ

灰
白

（
2.5
Y
R8
/2
）

灰
白

（
2.5
Y
R8
/2
）
石
英
　
長
石

不
良

52
4

28
1

41
号
住
居
８
区

SI
‒4
1

―
土
師
器

甕
3.
3

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）

褐
灰

（
7.5
Y
R4
/1
）
長
石
　
角
閃
石
　

褐
色
粒
　
黒
色
粒
良
好
内
、
外
面
口
縁
部
に
ス
ス
付
着

52
5

28
1

41
号
住
居
８
区

SI
‒4
1

―
土
師
器

甕
10
.6

タ
タ
キ
後
ハ
ケ
メ
ケ
ズ
リ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R6
/3
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R6
/3
）
長
石
　
角
閃
石
　

褐
色
粒
　

良
好



482

遺物観察表

遺
物
番
号

図
版

番
号

写
真
番
号

遺
構
名

出
土
地
点

包
含
層

層
位

種
　
別

器
　
種

法
　
量
（
cm
）

調
　
　
整

色
　
　
調

胎
　
土

焼
成

備
　
　
　
考

調査
区

遺
構
略
号

口
径

底
径

最
大
胴
径

器
高

高
台
高
残
存
高

外
　
　
面

内
　
　
面

外
　
面

内
　
面

52
6

28
1

41
号
住
居
８
区

SI
‒4
1

―
土
師
器

壺
5.
6

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ヨ
コ
ナ
デ

明
赤
褐

（
5Y
R5
/6
）

明
赤
褐

（
5Y
R5
/6
）

長
石
　
角
閃
石
　

黒
色
粒
　
褐
色
粒
良
好
内
、
外
面
口
縁
部
に
ス
ス
付
着

52
7

28
1

31
8

41
号
住
居
８
区

SI
‒4
1

―
土
師
器

複
合
口
縁

壺
5.
1

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
　
ヨ
コ
ナ
デ

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）

暗
灰

（
N
 3
/0
）

長
石
　
角
閃
石
　
良
好
頸
部
に
刻
み
目
突
帯
文
あ
り

52
8

28
1

31
7

41
号
住
居
８
区

SI
‒4
1

―
土
師
器

複
合
口
縁

壺
3.
4

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）

灰
黄

（
2.5
Y
7/
2）

長
石
　
角
閃
石
　

黒
曜
石

良
好
口
縁
部
に
浮
文
あ
り

52
9

28
3

31
6 

31
9

42
号
住
居
８
区

SI
‒4
5

―
土
師
器

坏
11
.0

8.
0

4.
7

ナ
デ

ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/3
）
に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/4
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好
底
部
に
葉
脈
の
圧
痕
あ
り
　
内
面
に
工

具
痕
あ
り
　
外
面
に
黒
斑
あ
り

53
0

28
3

31
9

42
号
住
居
８
区

SI
‒4
5

―
土
師
器

甕
（
14
.8
）

（
19
.3
）

18
.1

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
ヨ
コ
ナ
デ
　
ケ
ズ

リ
後
ナ
デ

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/4
）
石
英
　
長
石
　
雲

母
良

口
縁
部
に
ス
ス
付
着
　
外
面
胴
部
に
黒

斑
あ
り
　
３
条
の
凹
線
あ
り

53
3

28
5

31
9

43
号
住
居
２
区

SI
‒2
4

―
土
師
器

坏
12
.9

4.
4

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
後
ナ

デ
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R6
/3
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R6
/3
）
石
英
　
長
石
　
雲

母
　
赤
褐
色
粒

良
好

53
4

28
5

31
9

43
号
住
居
２
区

SI
‒2
4

―
須
恵
器

坏
（
11
.7
）
（
7.
7）

3.
2

回
転
ナ
デ
　
回
転

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

回
転
ナ
デ

灰
（
N
 6
/0
）

灰
（
N
 6
/0
）

長
石
　
黒
色
粒

良
好

53
5

28
5

31
9

43
号
住
居
２
区

SI
‒2
4

―
須
恵
器

蓋
2.
5

回
転
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
ナ
デ
　
回
転
ナ
デ

褐
灰

（
10
Y
R6
/1
）

褐
灰

（
10
Y
R6
/1
）
長
石
　
黒
色
粒
　

褐
色
粒

良
好
外
面
に
自
然
釉
が
か
か
る

53
6

28
7

32
0

65
号
土
坑
２
区

SK
‒2
1

―
弥
生
土
器

壺
9.
2

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

ナ
デ

灰
白

（
5Y
8/
2）

明
赤
褐

（
5Y
R5
/6
）

灰
白

（
5Y
8/
2）

明
赤
褐

（
5Y
R5
/6
）

長
石
　
角
閃
石
　

黒
色
粒

良
好
内
、
外
面
に
赤
色
顔
料
塗
布
　
頸
部
に

1条
の
突
帯
文
あ
り
　
丹
塗
り
土
器

53
7

28
9

32
0

66
号
土
坑
７
区

SK
‒3
1

―
弥
生
土
器

高
坏

9.
4

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

ナ
デ

浅
黄
橙

（
7.5
Y
R8
/4
）

赤
褐

（
2.5
Y
R4
/8
）

浅
黄
橙

（
7.5
Y
R8
/4
）

赤
褐

（
2.5
Y
R4
/8
）

石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母

良
好
内
、
外
面
に
赤
色
顔
料
塗
布
　
丹
塗
り

土
器
　

53
8

28
9

32
0

66
号
土
坑
７
区

SK
‒3
1

―
弥
生
土
器

甕
（
21
.2
）

7.
0

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ナ
デ

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

橙
（
5Y
R6
/6
）

明
黄
褐

（
10
Y
R7
/6
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母
　
赤

褐
色
粒
　
黒
色
粒
良
好
内
面
口
縁
部
に
指
頭
圧
痕
あ
り

53
9

28
9

32
0

66
号
土
坑
７
区

SK
‒3
1

―
弥
生
土
器

甕
（
20
.3
）

9.
0

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ヨ
コ
ナ
デ
　

ミ
ガ
キ

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/4
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/4
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母
　
赤

褐
色
粒
　
黒
色
粒

良
好

54
0

29
1

32
3

67
号
土
坑
１
区

SK
‒0
1

―
弥
生
土
器

壺
10
.6

（
14
.8
）

8.
5

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ミ
ガ
キ
　

ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ

橙
（
5Y
R6
/6
）

赤
（
10
R5
/6
）

橙
（
5Y
R6
/6
）

赤
（
10
R5
/6
）

石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
黒
色
粒
　

褐
色
粒

良
好
内
、
外
面
に
黒
斑
あ
り
　
内
、
外
面
に

赤
色
顔
料
塗
布
　
丹
塗
り
土
器

54
1

29
1

32
3

67
号
土
坑
１
区

SK
‒0
1

―
土
師
器

台
付
坏
（
13
.4
）

8.
4

8.
6

ヨ
コ
ナ
デ
　

ヨ
コ
ナ
デ
　
ケ
ズ

リ
　
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）
石
英
　
長
石
　
雲

母
　
角
閃
石
　
赤

褐
色
粒

良
好
外
面
底
部
に
指
頭
圧
痕
あ
り
　
内
面
底

部
に
黒
斑
あ
り
　

54
2

29
1

32
3

67
号
土
坑
１
区

SK
‒0
1

―
土
師
器

？
4.
1

ハ
ケ
メ
　
ナ
デ

ナ
デ
　
工
具
に
よ

る
ナ
デ

明
赤
褐

（
2.5
Y
R5
/6
）

明
赤
褐

（
2.5
Y
R5
/6
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母
　
赤

褐
色
粒

良
好
外
面
に
黒
斑
あ
り
　

54
3

29
1

32
2

67
号
土
坑
１
区

SK
‒0
1

―
土
師
器

甕
15
.8

21
.9

25
.9

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
　

ヨ
コ
ナ
デ
　
ケ
ズ

リ
橙

（
5Y
R6
/8
）

橙
（
5Y
R6
/8
）

石
英
　
長
石
　
雲

母
　
角
閃
石
　
赤

褐
色
粒

良
好
胴
部
に
１
条
の
沈
線
あ
り
　
胴
部
に
黒

斑
あ
り
　
ス
ス
付
着

54
4

29
1

32
2

67
号
土
坑
１
区

SK
‒0
1

―
土
師
器

甕
（
17
.2
）

（
23
.4
）
29
.4

ナ
デ
　
ハ
ケ
メ
　
ナ
デ
　
ケ
ズ
リ

灰
白

（
2.5
Y
R8
/2
）

淡
黄

（
2.5
Y
8/
3）

石
英
　
長
石
　
雲

母
　
角
閃
石
　
赤

褐
色
粒

良
好
外
面
胴
部
と
底
部
に
黒
斑
あ
り

54
5

29
1

32
2

67
号
土
坑
１
区

SK
‒0
1

―
土
師
器

甕
（
16
.4
）

（
20
.4
）
22
.9

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
　
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
　
ケ
ズ

リ
に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R6
/4
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
5Y
R6
/4
）

石
英
　
長
石
　
雲

母
　

良
好
内
、
外
面
に
黒
斑
あ
り
　

54
6

29
1

32
2

67
号
土
坑
１
区

SK
‒0
1

―
土
師
器

甕
（
10
.2
）

（
11
.9
）
11
.3

ナ
デ
　
ヨ
コ
ナ
デ

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

ナ
デ
　
ケ
ズ
リ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）   
    
に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）
石
英
　
長
石
　
雲

母
　
角
閃
石
　

良
好
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遺物観察表

遺
物
番
号

図
版

番
号

写
真
番
号

遺
構
名

出
土
地
点

包
含
層

層
位

種
　
別

器
　
種

法
　
量
（
cm
）

調
　
　
整

色
　
　
調

胎
　
土

焼
成

備
　
　
　
考

調査
区

遺
構
略
号

口
径

底
径

最
大
胴
径

器
高

高
台
高
残
存
高

外
　
　
面

内
　
　
面

外
　
面

内
　
面

54
7

29
2

32
2

67
号
土
坑
１
区

SK
‒0
1

―
土
師
器

甕
（
15
.8
）

（
19
.1
）
20
.8

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
ヨ
コ
ナ
デ
　
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）

石
英
　
長
石
　
雲

母
　
角
閃
石
　
黒

曜
石
　
黒
色
粒
　

褐
色
粒

良
好
外
面
胴
部
に
黒
斑
、
底
部
に
か
け
て
ス

ス
付
着
　
内
面
底
部
に
指
頭
圧
痕
あ
り

54
8

29
2

32
2

67
号
土
坑
１
区

SK
‒0
1

―
土
師
器

甕
17
.3

19
.5

16
.3

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ナ
デ
　

ヨ
コ
ナ
デ
　
ケ
ズ

リ
浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/4
）

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）

石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
黒
曜
石
　

赤
褐
色
粒
　
黒
色

粒
良
好
外
面
胴
部
に
黒
斑
あ
り
　
内
面
頸
部
に

指
頭
圧
痕
あ
り

54
9

29
2

32
2

67
号
土
坑
１
区

SK
‒0
1

―
土
師
器

甕
17
.3

（
20
.3
）

13
.9

ナ
デ
　
ハ
ケ
メ
　
ナ
デ
　
ケ
ズ
リ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R6
/4
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R6
/4
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　

良
好
口
縁
部
に
１
条
の
沈
線
あ
り

55
0

29
2

32
2

67
号
土
坑
１
区

SK
‒0
1

―
土
師
器

甕
（
14
.9
）

9.
5

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ヨ
コ
ナ
デ
　

ハ
ケ
メ

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ヨ
コ
ナ
デ
　

ケ
ズ
リ
後
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒
　

良
好
外
面
に
ス
ス
付
着

55
1

29
2

32
2

67
号
土
坑
１
区

SK
‒0
1

―
土
師
器

甕
（
13
.6
）

8.
4

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ヨ
コ
ナ
デ
　

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
　
ケ
ズ

リ
後
ナ
デ

橙
（
5Y
R6
/8
）

橙
（
5Y
R6
/8
）

石
英
　
長
石
　
雲

母
　
角
閃
石
　
赤

褐
色
粒

良
好

55
2

29
2

32
2

67
号
土
坑
１
区

SK
‒0
1

―
土
師
器

甕
（
15
.0
）

（
17
.1
）

12
.0

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ヨ
コ
ナ
デ
　

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
　
ケ
ズ

リ
に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
赤
褐
色
粒
良
好
外
面
胴
部
に
黒
斑
あ
り

55
3

29
2

32
2

67
号
土
坑
１
区

SK
‒0
1

―
土
師
器

甕
（
16
.3
）

12
.0

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
　

ヨ
コ
ナ
デ
　
ヨ
コ

ナ
デ
後
ケ
ズ
リ

灰
白

（
5Y
8/
2）

灰
白

（
5Y
8/
2）

石
英
　
角
閃
石
　

黒
色
粒
　
赤
褐
色

粒
良
好
外
面
胴
部
に
ス
ス
付
着

55
4

29
2

32
2

67
号
土
坑
１
区

SK
‒0
1

―
土
師
器

甕
14
.8

（
18
.5
）

10
.6

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ

ケ
ズ
リ

黒
褐

（
2.5
Y
3/
1）

黒
褐

（
2.5
Y
3/
1）

長
石
　
雲
母
　
角

閃
石
　
赤
色
粒

良

55
5

29
3

32
2

67
号
土
坑
１
区

SK
‒0
1

―
土
師
器

甕
（
15
.8
）

（
20
.0
）

12
.0

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
ヨ
コ
ナ
デ
　
ケ
ズ

リ
　

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/3
）

明
褐
灰

（
7.5
Y
R7
/2
）
石
英
　
長
石
　
雲

母
　
角
閃
石
　
褐

色
粒

良
胴
部
に
波
状
文
と
２
条
の
沈
線
あ
り

55
6

29
3

32
2

67
号
土
坑
１
区

SK
‒0
1

―
土
師
器

甕
（
15
.6
）

11
.6

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ

ケ
ズ
リ

灰
白

（
10
Y
R7
/2
）

灰
黄
褐

（
10
Y
R5
/2
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
色
粒

良
好
外
面
胴
部
に
波
状
文
あ
り
　
内
面
頸
部

に
指
頭
圧
痕
あ
り

55
7

29
3

32
2

67
号
土
坑
１
区

SK
‒0
1

―
土
師
器

甕
（
18
.0
）

（
21
.0
）

24
.3

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
ヨ
コ
ナ
デ
　
ケ
ズ

リ
に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R6
/4
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R6
/4
）
石
英
　
長
石
　
雲

母
　
角
閃
石
　

良
好
外
面
胴
部
に
ス
ス
付
着

55
8

29
3

32
2

67
号
土
坑
１
区

SK
‒0
1

―
土
師
器

甕
（
15
.4
）

19
.1

18
.6

ナ
デ
　
ハ
ケ
メ
後

ナ
デ
　
ヨ
コ
ナ
デ

タ
タ
キ
　
ハ
ケ
メ

ナ
デ
　

ナ
デ
　
ハ
ケ
メ
後

ナ
デ
　
ハ
ケ
メ
　

ケ
ズ
リ
　

橙
（
5Y
R6
/6
）

橙
（
5Y
R6
/6
）

石
英
　
長
石
　
雲

母
　
角
閃
石
　
赤

褐
色
粒

良
好
内
、
外
面
胴
部
に
黒
斑
あ
り

55
9

29
3

32
2

67
号
土
坑
１
区

SK
‒0
1

―
土
師
器

甕
（
15
.6
）

7.
7

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ナ
デ
　
ケ
ズ

リ
に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　

良
好
内
面
口
縁
部
に
工
具
痕
あ
り
　

56
0

29
3

32
1

67
号
土
坑
１
区

SK
‒0
1

―
土
師
器

壺
16
.3

（
25
.7
）

20
.6

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
　

タ
タ
キ
後
ハ
ケ
メ

ハ
ケ
メ

ハ
ケ
メ
後
ヨ
コ
ナ

デ
　
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

橙
（
5Y
R6
/6
） 

明
赤
褐

（
10
Y
R7
/6
）

明
赤
褐

（
5Y
R5
/6
）

石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
赤
色
粒

良
好
外
面
口
縁
部
に
工
具
痕
あ
り
　
外
面
口

縁
部
と
胴
部
に
黒
斑
あ
り
　
内
面
頸
部

に
指
頭
圧
痕
あ
り

56
1

29
4

32
1

67
号
土
坑
１
区

SK
‒0
1

―
土
師
器

複
合
口
縁

壺
22
.3

（
30
.6
）

30
.5

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ヨ
コ
ナ
デ
　

タ
タ
キ
後
ハ
ケ
メ

後
ナ
デ
　

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
　

橙
（
5Y
R6
/6
）

暗
灰

（
N
 3
/0
）

石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　

良
外
面
に
黒
斑
あ
り
　
外
面
胴
部
に
赤
色

顔
料
痕
あ
り
　
　

56
2

29
4

67
号
土
坑
１
区

SK
‒0
1

―
土
師
器

複
合
口
縁

壺
5.
6

34
.5

29
.0

タ
タ
キ
後
ハ
ケ
メ

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
　
 

ナ
デ

ハ
ケ
メ
　
ケ
ズ
リ

橙
（
5Y
R7
/8
）

暗
灰

（
N
 3
/0
）

石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母

良
好
外
面
胴
部
に
黒
斑
あ
り
　
　

56
3

29
5

32
1

67
号
土
坑
１
区

SK
‒0
1

―
土
師
器

壺
（
16
.0
）

22
.2

25
.4

ヨ
コ
ナ
デ
　
ミ
ガ

キ
　
ハ
ケ
メ
　
ナ

デ
後
ミ
ガ
キ

ヨ
コ
ナ
デ
　
ミ
ガ

キ
　
ナ
デ
　
ケ
ズ

リ
に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R6
/4
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R6
/4
）
石
英
　
長
石
　
雲

母
　
角
閃
石
　

良
好
長
頸
壺



484

遺物観察表

遺
物
番
号

図
版

番
号

写
真
番
号

遺
構
名

出
土
地
点

包
含
層

層
位

種
　
別

器
　
種

法
　
量
（
cm
）

調
　
　
整

色
　
　
調

胎
　
土

焼
成

備
　
　
　
考

調査
区

遺
構
略
号

口
径

底
径

最
大
胴
径

器
高

高
台
高
残
存
高

外
　
　
面

内
　
　
面

外
　
面

内
　
面

56
4

29
5

32
1

67
号
土
坑
１
区

SK
‒0
1

―
土
師
器

複
合
口
縁

甕
22
.0

22
.3

19
.1

回
転
ヨ
コ
ナ
デ
　

ハ
ケ
メ
　

回
転
ヨ
コ
ナ
デ
　

ケ
ズ
リ
　
ナ
デ
　

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/4
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）
石
英
　
長
石
　
雲

母
　
角
閃
石
　
赤

褐
色
粒

良
好
外
面
胴
部
と
底
部
に
黒
斑
あ
り
　
内
面

底
部
に
指
頭
圧
痕
あ
り

56
5

29
5

32
1

67
号
土
坑
１
区

SK
‒0
1

―
土
師
器

複
合
口
縁

甕
32
.5

31
.1

26
.9

回
転
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ヨ
コ
ナ
デ
　

ハ
ケ
メ

回
転
ヨ
コ
ナ
デ
　

ケ
ズ
リ
後
ナ
デ

橙
（
5Y
R6
/6
）

橙
（
5Y
R6
/6
）

石
英
　
長
石
　
雲

母
　
角
閃
石
　

良
好
外
面
に
黒
斑
あ
り
　
外
面
に
赤
色
顔
料

痕
あ
り
　
穿
孔
あ
り

56
6

29
6

32
1 

32
7

67
号
土
坑
１
区

SK
‒0
1

―
土
師
器

複
合
口
縁

壺
（
15
.4
）

（
32
.0
）

26
.1

回
転
ヨ
コ
ナ
デ
　

ナ
デ
　
ハ
ケ
メ
後

ナ
デ
　
タ
タ
キ
後

ハ
ケ
メ

回
転
ヨ
コ
ナ
デ
　

ハ
ケ
メ
後
ヨ
コ
ナ

デ
　
ケ
ズ
リ

浅
黄
橙

（
7.5
Y
R8
/6
）

浅
黄
橙

（
7.5
Y
R8
/4
）
石
英
　
長
石
　
雲

母
　
角
閃
石
　
褐

色
粒

良
好
外
面
口
縁
部
に
黒
斑
あ
り
　
胴
部
に
波

状
沈
線
と
２
条
の
沈
線
あ
り
　
内
面
に

指
頭
圧
痕
あ
り

56
7

29
6

32
1 

32
6

67
号
土
坑
１
区

SK
‒0
1

―
土
師
器

複
合
口
縁

壺
（
17
.7
）

19
.0

回
転
ヨ
コ
ナ
デ
　

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
　

ハ
ケ
メ

回
転
ヨ
コ
ナ
デ
　

ケ
ズ
リ
後
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
赤
褐
色
粒

良
好
外
面
頸
部
に
４
条
の
波
状
沈
線
あ
り
　

外
面
胴
部
に
黒
斑
あ
り

56
8

29
6

32
3

67
号
土
坑
１
区

SK
‒0
1

―
土
師
器

鉢
8.
8

4.
6

ナ
デ

ナ
デ
　
ミ
ガ
キ

浅
黄
橙

（
7.5
Y
R8
/4
）

橙
（
5Y
R7
/6
）

石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　

良

56
9

29
6

32
3

67
号
土
坑
１
区

SK
‒0
1

―
土
師
器

鉢
（
22
.6
）

8.
5

ナ
デ
　
ハ
ケ
メ
　

ナ
デ
　
ハ
ケ
メ
後

ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R6
/4
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R6
/4
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
褐
色
粒

良
好
胴
部
と
底
部
に
ス
ス
付
着
　

57
0

29
6

32
3

67
号
土
坑
１
区

SK
‒0
1

―
土
師
器

小
形
丸
底

壺
13
.7

（
9.
4）

7.
6

ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ

ハ
ケ
メ

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
　
ナ
デ

橙
（
5Y
R6
/6
）

橙
（
5Y
R6
/6
）

石
英
　
長
石
　
雲

母
　
角
閃
石
　
褐

色
粒

良
外
面
に
黒
斑
あ
り

57
1

29
6

32
3

67
号
土
坑
１
区

SK
‒0
1

―
土
師
器

小
形
丸
底

壺
11
.9

9.
0

5.
8

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
ヨ
コ
ナ
デ

橙
（
7.5
Y
R6
/6
）

橙
（
7.5
Y
R6
/6
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好
外
面
胴
部
に
赤
色
顔
料
痕
あ
り
　
外
面

口
縁
部
に
ス
ス
付
着

57
2

29
6

32
3

67
号
土
坑
１
区

SK
‒0
1

―
土
師
器

小
形
丸
底

壺
（
10
.1
）

（
8.
2）

6.
8

ヨ
コ
ナ
デ
　
ケ
ズ

リ
後
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
　
ケ
ズ

リ
褐

（
10
Y
R4
/6
）

黒
（
10
Y
R7
/1
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　

良
好
内
、
外
面
に
黒
斑
あ
り
　
内
面
に
工
具

痕
あ
り

57
3

29
7

32
3

67
号
土
坑
１
区

SK
‒0
1

―
土
師
器

小
形
丸
底

壺
13
.8

12
.3

9.
6

ナ
デ
　
ハ
ケ
メ
後

ナ
デ
　
ハ
ケ
メ
　

ナ
デ

橙
（
7.5
Y
R7
/6
）

橙
（
7.5
Y
R7
/6
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
褐
色
粒
　

黒
色
粒

良
好
外
面
に
黒
斑
あ
り

57
4

29
7

32
3

67
号
土
坑
１
区

SK
‒0
1

―
土
師
器

小
形
丸
底

壺
（
11
.7
）

（
11
.0
）

6.
9

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
　
ミ
ガ
キ

明
褐
灰

（
7.5
Y
R7
/2
）

に
ぶ
い
褐

（
7.5
Y
R6
/3
）
長
石
　
角
閃
石
　
良
好
外
面
に
黒
斑
あ
り

57
5

29
7

32
3

67
号
土
坑
１
区

SK
‒0
1

―
土
師
器

小
形
丸
底

壺
12
.0

11
.1

8.
0

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
　
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）
石
英
　
長
石
　
雲

母
　
角
閃
石
　
赤

色
粒

良

57
6

29
7

32
3

67
号
土
坑
１
区

SK
‒0
1

―
土
師
器

小
形
丸
底

壺
（
11
.5
）

（
9.
3）

6.
2

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
　
ハ
ケ
メ
後
ナ

デ
ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ

浅
黄
橙

（
7.5
Y
R8
/4
）

浅
黄
橙

（
7.5
Y
R8
/3
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
黒
曜
石
　

赤
褐
色
粒

良
好
内
面
に
指
頭
圧
痕
あ
り

57
7

29
7

32
3

67
号
土
坑
１
区

SK
‒0
1

―
土
師
器

甕
（
11
.8
）

4.
8

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
ヨ
コ
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R6
/3
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
色
粒
　

良
好
外
面
に
黒
斑
あ
り

57
8

29
7

32
3

67
号
土
坑
１
区

SK
‒0
1

―
土
師
器

小
形
丸
底

鉢
13
.7

6.
0

ナ
デ
　
ケ
ズ
リ
後

ナ
デ

ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）
石
英
　
長
石

良
好
内
、
外
面
に
黒
斑
あ
り
　
外
面
胴
部
か

ら
底
部
に
工
具
痕
あ
り

57
9

29
7

32
3

67
号
土
坑
１
区

SK
‒0
1

―
土
師
器

小
形
丸
底

鉢
（
11
.0
）

7.
3

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ヨ
コ
ナ
デ
　

ハ
ケ
メ

ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ

橙
（
5Y
R6
/6
）

橙
（
5Y
R6
/6
）

石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　

良
好
外
面
に
黒
斑
あ
り

58
0

29
7

32
3

67
号
土
坑
１
区

SK
‒0
1

―
土
師
器

小
形
丸
底

鉢
10
.3

5.
6

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

ハ
ケ
メ
　
ナ
デ
後

ミ
ガ
キ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R6
/4
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R6
/4
）
石
英
　
長
石
　
雲

母
　
角
閃
石
　
黒

色
粒
　
赤
褐
色
粒
良
好
内
面
に
黒
斑
あ
り

58
1

29
7

32
3

67
号
土
坑
１
区

SK
‒0
1

―
土
師
器

小
形
丸
底

鉢
（
14
.0
）

5.
9

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ

浅
黄
橙

（
7.5
Y
R8
/4
）

浅
黄
橙

（
7.5
Y
R8
/4
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒
　

良
好

58
2

29
7

32
3

67
号
土
坑
１
区

SK
‒0
1

―
土
師
器

器
台

（
9.
2）
（
12
.5
）

8.
1

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ナ
デ
　
ナ
デ
ヨ
コ
ナ
デ
　
ケ
ズ

リ
　
ハ
ケ
メ
後
ナ

デ
　
　
 

橙
（
2.5
Y
R6
/8
）

橙
（
2.5
Y
R6
/8
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　

良
好
脚
部
に
穿
孔
４
ヶ
所
あ
り

58
3

29
7

32
3

67
号
土
坑
１
区

SK
‒0
1

―
手
捏
ね

（
5.
2）
（
2.
2）

1.
3

ナ
デ

ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R6
/4
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/3
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　

良
好
内
、
外
面
に
指
頭
圧
痕
あ
り



485

遺物観察表

遺
物
番
号

図
版

番
号

写
真
番
号

遺
構
名

出
土
地
点

包
含
層

層
位

種
　
別

器
　
種

法
　
量
（
cm
）

調
　
　
整

色
　
　
調

胎
　
土

焼
成

備
　
　
　
考

調査
区

遺
構
略
号

口
径

底
径

最
大
胴
径

器
高

高
台
高
残
存
高

外
　
　
面

内
　
　
面

外
　
面

内
　
面

58
5

29
9

32
4

68
号
土
坑
２
区

SK
‒1
9

―
土
師
器

坏
11
.3

3.
0

ケ
ズ
リ
後
ナ
デ

ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）

明
赤
褐

（
2.5
Y
R5
/6
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）

明
赤
褐

（
2.5
Y
R5
/6
）

石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母
　
褐

色
粒

良
好
内
、
外
面
に
赤
色
顔
料
塗
布

58
6

29
9

32
4

68
号
土
坑
２
区

SK
‒1
9

―
土
師
器

坏
14
.4

6.
2

ヨ
コ
ナ
デ
　
ケ
ズ

リ
後
ナ
デ
　
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/4
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/4
）
長
石
　
角
閃
石
　

褐
色
粒

良
好
内
、
外
面
に
被
熱
に
よ
る
赤
色
化
あ
り

内
、
外
面
に
ス
ス
付
着
　
外
面
底
部
に

ヘ
ラ
記
号
あ
り

58
7

29
9

32
4

68
号
土
坑
２
区

SK
‒1
9

―
土
師
器

台
付
坏

15
.7

11
.0

10
.0

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ナ
デ
　
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ナ
デ
　

橙
（
7.5
Y
R6
/6
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/3
）
長
石
　
角
閃
石
　

黒
色
粒
　
赤
褐
色

粒
　
褐
色
粒

良
好
脚
部
に
穿
孔
３
ヵ
所
あ
り

58
8

29
9

32
4

68
号
土
坑
２
区

SK
‒1
9

―
土
師
器

甕
15
.1

11
.0

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ナ
デ
　

ヨ
コ
ナ
デ
　
ケ
ズ

リ
明
赤
褐

（
5Y
R5
/6
）

橙
（
5Y
R6
/6
）

長
石
　
角
閃
石
　

黒
曜
石
　
褐
色
粒

良
好
内
、
外
面
に
黒
斑
あ
り
　
内
、
外
面
に

ス
ス
付
着

58
9

29
9

32
4

68
号
土
坑
２
区

SK
‒1
9

―
土
師
器

甕
（
15
.0
）

（
15
.0
）

7.
0

ヨ
コ
ナ
デ
　
調
整

不
明

ヨ
コ
ナ
デ
　
ケ
ズ

リ
後
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/4
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）
長
石
　
角
閃
石
　

褐
色
粒

良
好
内
面
口
縁
部
に
黒
斑
あ
り

59
0

29
9

32
4

68
号
土
坑
２
区

SK
‒1
9

―
土
師
器

甕
（
18
.0
）

6.
4

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
　
ケ
ズ

リ
に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）
長
石
　
角
閃
石
　

黒
曜
石
　
赤
褐
色

粒
良
好
内
面
に
ス
ス
付
着

59
1

29
9

32
4

68
号
土
坑
２
区

SK
‒1
9

―
土
師
器

甕
（
16
.5
）

7.
9

ヨ
コ
ナ
デ
　
ヨ
コ

ナ
デ
後
ナ
デ
　
ハ

ケ
メ
後
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
　
ケ
ズ

リ
橙

（
7.5
Y
R7
/6
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母
　
褐

色
粒

良
好
外
面
に
ス
ス
付
着

59
2

29
9

32
4

68
号
土
坑
２
区

SK
‒1
9

―
土
師
器

甕
17
.3

6.
0

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
　
ケ
ズ

リ
に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/4
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母
　
赤

褐
色
粒

良
好
外
面
に
ス
ス
付
着

59
3

30
0

32
4

68
号
土
坑
２
区

SK
‒1
9

―
土
師
器

壺
（
14
.1
）

28
.1

23
.3

ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ

タ
タ
キ
後
ハ
ケ
メ
ヨ
コ
ナ
デ
　
ケ
ズ

リ
に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母
　
赤

褐
色
粒

良
好
肩
部
に
波
状
文
あ
り
　
内
、
外
面
に
黒

斑
あ
り
　
内
、
外
面
に
赤
色
顔
料
痕
あ

り
　

59
4

30
0

32
4

68
号
土
坑
２
区

SK
‒1
9

―
土
師
器

壺
（
17
.2
）

27
.7

21
.5

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ナ
デ
　

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ナ
デ
　
ケ
ズ

リ
に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R6
/3
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R6
/3
）
長
石
　
角
閃
石
　

褐
色
粒
　
黒
色
粒
良
好
長
頸
壺
　
肩
部
に
波
状
文
あ
り
　
内
、

外
面
に
黒
斑
あ
り
　

59
5

30
0

32
4

68
号
土
坑
２
区

SK
‒1
9

―
土
師
器

壺
18
.3

14
.6

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ナ
デ
　

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ナ
デ
　
ケ
ズ

リ
に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母
　
赤

褐
色
粒
　
黒
色
粒
良
好
長
頸
壺
　

59
6

30
0

68
号
土
坑
２
区

SK
‒1
9

―
土
師
器

壺
（
16
.1
）

7.
5

ヨ
コ
ナ
デ
後
ナ
デ
ヨ
コ
ナ
デ
後
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/4
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/4
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
褐
色
粒
　

黒
色
粒

良
好
長
頸
壺
　
内
、
外
面
に
赤
色
顔
料
痕
あ

り
　

59
7

30
1

32
4 

32
8

68
号
土
坑
２
区

SK
‒1
9

―
土
師
器

複
合
口
縁

壺
（
27
.0
）

10
.1

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ

ハ
ケ
メ

黄
橙

（
7.5
Y
R7
/8
）

橙
（
7.5
Y
R6
/6
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母
　
赤

褐
色
粒

良
好
頸
部
に
鋸
歯
状
突
帯
文
あ
り
　
内
面
頸

部
に
指
頭
圧
痕
あ
り
　
口
縁
部
に
ス
ス

付
着
　

59
8

30
1

32
4

68
号
土
坑
２
区

SK
‒1
9

―
土
師
器

複
合
口
縁

壺
（
18
.6
）

9.
0

ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ
ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R6
/4
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R6
/4
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母
　
赤

褐
色
粒
　
黒
色
粒

良
好
内
面
に
黒
斑
あ
り

59
9

30
1

32
4

68
号
土
坑
２
区

SK
‒1
9

―
土
師
器

小
形
丸
底

鉢
（
16
.2
）

10
.0

ヨ
コ
ナ
デ

ケ
ズ
リ
後
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好
外
面
に
ス
ス
付
着
　
内
、
外
面
に
黒
斑

あ
り
　
外
面
底
部
に
被
熱
に
よ
る
赤
色

化
あ
り
　

60
0

30
1

68
号
土
坑
２
区

SK
‒1
9

―
須
恵
器

は
そ
う

（
11
.1
）

7.
4

ヨ
コ
ナ
デ
　
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ
　
ナ
デ
　
ヨ
コ
ナ
デ
　
ケ
ズ

リ
後
ヨ
コ
ナ
デ

灰
（
N
 6
/0
）

灰
（
N
 6
/0
）

長
石

良
好
外
面
胴
部
に
櫛
描
波
状
文
あ
り

60
1

30
1

32
4

68
号
土
坑
２
区

SK
‒1
9

―
手
捏
ね

3.
3

2.
7

ナ
デ

ナ
デ

明
褐

（
7.5
Y
R5
/6
）

橙
（
7.5
Y
R6
/6
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母
　
褐

色
粒

良
好
口
縁
部
に
指
頭
圧
痕
あ
り
　
内
、
外
面

に
黒
斑
あ
り

60
2

30
1

32
9

68
号
土
坑
２
区

SK
‒1
9

―
手
捏
ね

2.
8

2.
6

3.
4

ナ
デ

ナ
デ

に
ぶ
い
褐

（
7.5
Y
R5
/4
）

に
ぶ
い
褐

（
7.5
Y
R6
/4
）
長
石
　
角
閃
石
　

褐
色
粒

良
好
ミ
ニ
チ
ュ
ア
器
台
　
外
面
に
２
条
の
沈

線
あ
り

60
5

30
3

32
5

69
号
土
坑
６
区

SK
‒2
7

―
土
師
器

「
く
」
字

口
縁
鉢

15
.3

7.
0

ナ
デ
　
ハ
ケ
メ
　

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
   

ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
褐
色
粒

良
好
外
面
底
部
に
黒
斑
あ
り
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遺物観察表

遺
物

番
号

図
版
番
号

写
真
番
号

遺
構
名

出
土
地
点

包
含
層

層
位

種
　
別

器
　
種

法
　
量
（
cm
）

調
　
　
整

色
　
　
調

胎
　
土

焼
成

備
　
　
　
考

調査
区

遺
構
略
号

口
径

底
径

最
大
胴
径

器
高

高
台
高
残
存
高

外
　
　
面

内
　
　
面

外
　
面

内
　
面

60
6

30
5

70
号
土
坑
７
区

SK
‒3
6

―
土
師
器

高
坏

18
.3

6.
0

ハ
ケ
メ
後
ヨ
コ
ナ

デ
ハ
ケ
メ
後
ヨ
コ
ナ

デ
浅
黄
橙

（
7.5
Y
R8
/4
）

浅
黄
橙

（
7.5
Y
R8
/4
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好

60
7

30
5

70
号
土
坑
７
区

SK
‒3
6

―
土
師
器

小
形
丸
底

壺
4.
4

ハ
ケ
メ
後
ヨ
コ
ナ

デ
ヨ
コ
ナ
デ

橙
（
5Y
R7
/6
）

橙
（
5Y
R7
/6
）

長
石
　
角
閃
石
　
良
好

60
8

30
8

33
0

５
号
溝

７
区

SD
‒0
9

―
土
師
器

甕
（
15
.6
）

（
23
.3
）
27
.4

ヨ
コ
ナ
デ
　
タ
タ

キ
後
ハ
ケ
メ
　
ハ

ケ
メ

ヨ
コ
ナ
デ
　
ケ
ズ

リ
後
ナ
デ
　

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好
内
面
に
指
頭
圧
痕
あ
り
　
外
面
胴
部
に

黒
斑
あ
り

60
9

30
8

33
0

５
号
溝

７
区

SD
‒0
9

―
土
師
器

甕
（
16
.6
）

（
21
.7
）

22
.0

ヨ
コ
ナ
デ
　
タ
タ

キ
後
ハ
ケ
メ

ヨ
コ
ナ
デ
　
ヨ
コ

ナ
デ
後
ケ
ズ
リ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R6
/3
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/4
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好
被
熱
に
よ
る
赤
色
化
あ
り
　
外
面
に
ス

ス
付
着

61
0

30
8

33
0

５
号
溝

７
区

SD
‒0
9

―
土
師
器

甕
23
.8

ハ
ケ
メ

ケ
ズ
リ

浅
黄
橙

（
7.5
Y
R8
/3
）

褐
灰

（
10
Y
R6
/1
）
長
石
　
角
閃
石
　
良
好

61
1

30
8

33
0

５
号
溝

７
区

SD
‒0
9

―
土
師
器

甕
22
.9

23
.4

タ
タ
キ
後
ハ
ケ
メ
ハ
ケ
メ
　
ケ
ズ
リ

に
ぶ
い
褐

（
7.5
Y
R5
/3
）

に
ぶ
い
褐

（
7.5
Y
R5
/3
）
長
石
　
角
閃
石
　

良

61
2

31
2

33
1

44
号
住
居
１
区

SI
‒0
1

②
―

土
師
器

坏
（
13
.8
）
（
9.
3）

2.
7

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ

回
転
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）
長
石
　
角
閃
石
　
良
好
内
、
外
面
に
わ
ず
か
に
赤
色
顔
料
痕
あ

り

61
3

31
2

33
1

44
号
住
居
１
区

SI
‒0
1

②
―

土
師
器

坏
13
.4

8.
9

3.
1

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ
　
ヘ
ラ
切

り
離
し
後
ナ
デ

回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

橙
（
2.5
Y
R6
/6
）

橙
（
2.5
Y
R6
/6
）
石
英
　
長
石
　
雲

母
　
角
閃
石
　
赤

褐
色
粒

良
好
内
、
外
面
に
赤
色
顔
料
痕
あ
り

61
4

31
2

33
1

44
号
住
居
１
区

SI
‒0
1

②
―

土
師
器

坏
13
.5

9.
0

3.
1

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ

回
転
ナ
デ

橙
（
2.5
Y
R6
/6
）

橙
（
2.5
Y
R6
/6
）
長
石
　
雲
母
　
赤

褐
色
粒

良
好
内
、
外
面
に
赤
色
顔
料
痕
あ
り

61
5

31
2

33
1

44
号
住
居
１
区

SI
‒0
1

②
―

土
師
器

坏
13
.6

8.
5

2.
9

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ
　
ヘ
ラ
切

り
離
し
後
ナ
デ

回
転
ナ
デ

橙
（
2.5
Y
R6
/6
）

橙
（
2.5
Y
R6
/6
）
長
石
　
雲
母
　
角

閃
石
　
赤
褐
色
粒
良
好
内
、
外
面
に
赤
色
顔
料
痕
あ
り

61
6

31
2

33
1

44
号
住
居
１
区

SI
‒0
1

②
―

土
師
器

坏
13
.4

8.
8

2.
8

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ

回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
赤
褐
色
粒
良
好
内
、
外
面
に
赤
色
顔
料
痕
あ
り
　
口
縁

部
に
わ
ず
か
に
黒
斑
あ
り

61
7

31
2

33
1

44
号
住
居
１
区

SI
‒0
1

②
―

土
師
器

坏
（
14
.0
）

8.
4

2.
7

回
転
ナ
デ
後
ミ
ガ

キ
　
ヘ
ラ
切
り
離

し
後
ナ
デ

回
転
ナ
デ
後
ミ
ガ

キ
に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/3
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/3
）
石
英
　
長
石
　
雲

母
良
好
内
、
外
面
に
赤
色
顔
料
痕
あ
り

61
8

31
2

33
1

44
号
住
居
１
区

SI
‒0
1

②
―

土
師
器

坏
（
14
.3
）
（
8.
0）

2.
6

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ
　
ヘ
ラ
切

り
後
ナ
デ

回
転
ナ
デ

明
赤
褐

（
2.5
Y
R5
/8
）

明
赤
褐

（
2.5
Y
R5
/8
）
長
石
　
雲
母
　
角

閃
石
　
黒
色
粒
　

赤
褐
色
粒

良
好
内
、
外
面
に
赤
色
顔
料
痕
あ
り

61
9

31
2

33
1

44
号
住
居
１
区

SI
‒0
1

②
―

土
師
器

坏
14
.1

8.
9

3.
1

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ
　
ヘ
ラ
切

り
離
し
後
ナ
デ

回
転
ナ
デ
　
ミ
ガ

キ
後
ナ
デ

明
赤
褐

（
2.5
Y
R5
/6
）

明
赤
褐

（
2.5
Y
R5
/6
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
赤
褐
色
粒
良
好
内
、
外
面
に
赤
色
顔
料
痕
あ
り

62
0

31
2

33
1

44
号
住
居
１
区

SI
‒0
1

②
―

土
師
器

坏
14
.2

8.
4

3.
0

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ
　
ヘ
ラ
切

り
離
し
後
ナ
デ

回
転
ナ
デ

浅
黄
橙

（
7.5
Y
R8
/4
）

浅
黄
橙

（
7.5
Y
R8
/4
） 
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
褐
色
粒
　
良
好
内
、
外
面
に
赤
色
顔
料
痕
あ
り

62
1

31
2

33
1

44
号
住
居
１
区

SI
‒0
1

②
―

土
師
器

坏
14
.4

9.
2

3.
3

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ
　
ヘ
ラ
切

り
離
し
後
ナ
デ

回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
褐
色
粒

良
好
内
、
外
面
に
赤
色
顔
料
痕
あ
り

62
2

31
2

33
1

44
号
住
居
１
区

SI
‒0
1

②
―

土
師
器

坏
13
.8

8.
7

3.
0

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ
　
ヘ
ラ
切

り
離
し
後
ナ
デ

回
転
ナ
デ

橙
（
2.5
Y
R6
/8
）

橙
（
2.5
Y
R6
/8
）
石
英
　
長
石
　
赤

褐
色
粒

良
好
内
、
外
面
に
赤
色
顔
料
痕
あ
り

62
3

31
2

33
1

44
号
住
居
１
区

SI
‒0
1

②
―

土
師
器

坏
（
17
.3
）
（
10
.8
）

3.
3

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ
後
ナ
デ
　

ヘ
ラ
切
り
離
し
後

ナ
デ

回
転
ナ
デ

橙
（
2.5
Y
R6
/6
）

橙
（
2.5
Y
R6
/6
）
長
石
　
角
閃
石
　
良
好
内
、
外
面
に
赤
色
顔
料
痕
あ
り

62
4

31
2

33
1

44
号
住
居
１
区

SI
‒0
1

②
―

土
師
器

坏
（
12
.8
）
（
8.
5）

2.
9

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ

回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）
石
英
　
長
石
　

良
好
内
、
外
面
に
赤
色
顔
料
痕
あ
り

62
5

31
2

33
1

44
号
住
居
１
区

SI
‒0
1

②
―

土
師
器

坏
（
16
.8
）
10
.6

3.
7

回
転
ナ
デ
後
ミ
ガ

キ
　
ヘ
ラ
切
り
離

し
後
ナ
デ

回
転
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/4
）
長
石
　
雲
母
　
角

閃
石
　
赤
褐
色
粒
良
好
内
、
外
面
に
赤
色
顔
料
痕
あ
り
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遺物観察表

遺
物

番
号

図
版
番
号

写
真
番
号

遺
構
名

出
土
地
点

包
含
層

層
位

種
　
別

器
　
種

法
　
量
（
cm
）

調
　
　
整

色
　
　
調

胎
　
土

焼
成

備
　
　
　
考

調査
区

遺
構
略
号

口
径

底
径

最
大
胴
径

器
高

高
台
高
残
存
高

外
　
　
面

内
　
　
面

外
　
面

内
　
面

62
6

31
2

33
1

44
号
住
居
１
区

SI
‒0
1

②
―

土
師
器

坏
12
.6

8.
0

3.
2

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
未
調

整
回
転
ナ
デ

橙
（
7.5
Y
R7
/6
）

橙
（
7.5
Y
R7
/6
）
石
英
　
長
石
　
雲

母
　
角
閃
石
　
褐

色
粒

良
好
内
、
外
面
に
赤
色
顔
料
痕
あ
り

62
7

31
2

33
1

44
号
住
居
１
区

SI
‒0
1

②
―

土
師
器

坏
13
.4

8.
7

3.
0

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ
後
ナ
デ
　

ヘ
ラ
切
り
離
し
後

ナ
デ

回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R6
/4
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
赤
褐
色
粒
良
好
内
、
外
面
に
赤
色
顔
料
痕
あ
り

62
8

31
2

33
1

44
号
住
居
１
区

SI
‒0
1

②
―

土
師
器

坏
13
.4

8.
9

2.
9

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ
　
ヘ
ラ
切

り
離
し
後
ナ
デ

回
転
ナ
デ

橙
（
2.5
Y
R6
/8
）

橙
（
2.5
Y
R6
/8
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母
　
黒

曜
石
　
赤
褐
色
粒
良
好
内
、
外
面
に
赤
色
顔
料
痕
あ
り

62
9

31
2

33
1

44
号
住
居
１
区

SI
‒0
1

②
―

土
師
器

坏
（
9.
1）

6.
6

3.
9

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ
　
ヘ
ラ
切

り
離
し
後
ナ
デ

回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

明
赤
褐

（
2.5
Y
R5
/8
）

明
赤
褐

（
2.5
Y
R5
/8
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
黒
曜
石

良
内
、
外
面
に
赤
色
顔
料
痕
あ
り

63
0

31
2

33
1

44
号
住
居
１
区

SI
‒0
1

②
―

土
師
器

坏
25
.0

16
.0

5.
4

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ
　
ヘ
ラ
切

り
離
し
後
ナ
デ

回
転
ナ
デ
後
ミ
ガ

キ
赤
褐

（
2.5
Y
R4
/6
）

赤
褐

（
2.5
Y
R4
/6
）
長
石
　
赤
褐
色
粒
良
好
内
、
外
面
に
赤
色
顔
料
痕
あ
り

63
1

31
2

33
3

44
号
住
居
１
区

SI
‒0
1

②
―

須
恵
器

坏
12
.4

7.
5

5.
1

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ
　
ヘ
ラ
切

り
離
し
後
ナ
デ

回
転
ナ
デ
　
回
転

ナ
デ
後
ナ
デ

に
ぶ
い
褐

（
7.5
Y
R5
/3
）   
    
に
ぶ
い
褐

（
7.5
Y
R5
/3
）  
  
石
英
　
長
石
　
炭

化
物
片

良
好

63
2

31
2

33
1

44
号
住
居
１
区

SI
‒0
1

②
―

土
師
器

椀
17
.0

10
.8

5.
5

0.
8

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ
　
ヘ
ラ
切

り
離
し
後
ナ
デ

回
転
ナ
デ
　

橙
（
2.5
Y
R6
/6
）

橙
（
2.5
Y
R6
/6
）
石
英
　
長
石
　
雲

母
　
角
閃
石
　

良
好
内
、
外
面
に
赤
色
顔
料
痕
あ
り

63
3

31
2

33
3

44
号
住
居
１
区

SI
‒0
1

②
―

須
恵
器

椀
（
13
.4
）
（
7.
7）

4.
6

0.
5

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ
後
ナ
デ
　

ヘ
ラ
切
り
離
し
後

ナ
デ

回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

に
ぶ
い
赤
褐

（
2.5
Y
R4
/4
）

灰
黄
褐

（
10
Y
R5
/2
）
石
英
　
長
石
　
赤

色
粒
　
黒
色
粒

良
好

63
4

31
3

33
2

44
号
住
居
１
区

SI
‒0
1

②
―

土
師
器

蓋
（
16
.9
）

3.
4

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
後
ナ

デ
　

回
転
ナ
デ

浅
黄
橙

（
7.5
Y
R8
/4
）

浅
黄
橙

（
7.5
Y
R8
/4
）
石
英
　
長
石
　
雲

母
　
角
閃
石
　
赤

褐
色
粒

良
好
内
、
外
面
に
赤
色
顔
料
痕
あ
り

63
5

31
3

33
2

44
号
住
居
１
区

SI
‒0
1

②
―

土
師
器

蓋
17
.3

3.
6

ナ
デ
　
ヘ
ラ
切
り

離
し
後
回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

ナ
デ
　
回
転
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）
長
石
　
雲
母
　
角

閃
石
　
赤
色
粒

良
内
、
外
面
に
赤
色
顔
料
痕
あ
り
　

63
6

31
3

33
2

44
号
住
居
１
区

SI
‒0
1

②
―

土
師
器

蓋
13
.4

3.
0

ナ
デ
　
ヘ
ラ
切
り

離
し
後
ナ
デ
　
ヘ

ラ
ケ
ズ
リ
　
回
転

ナ
デ

回
転
ナ
デ

燈
（
5Y
R6
/6
）

燈
（
5Y
R6
/6
）

石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
褐
色
粒

良
好
内
、
外
面
に
赤
色
顔
料
痕
あ
り

63
7

31
3

33
3

44
号
住
居
１
区

SI
‒0
1

②
―

須
恵
器

蓋
16
.7

3.
6

ナ
デ
　
ヘ
ラ
切
り

後
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
　

回
転
ナ
デ

ナ
デ
　
回
転
ナ
デ

灰
（
5Y
5/
1）

灰
（
5Y
5/
1）

石
英
　
長
石
　
黒

色
粒

良
好

63
8

31
3

33
3

44
号
住
居
１
区

SI
‒0
1

②
―

須
恵
器

蓋
（
15
.7
）

2.
7

ナ
デ
　
ヘ
ラ
切
り

離
し
後
未
調
整
　

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

灰
黄
褐

（
10
Y
R5
/2
）

灰
黄
褐

（
10
Y
R5
/2
）
白
色
粒
　
黒
色
粒

赤
褐
色
粒

良
好
内
、
外
面
に
自
然
釉
が
か
か
る

63
9

31
3

33
3

44
号
住
居
１
区

SI
‒0
1

②
―

須
恵
器

蓋
17
.8

3.
2

ナ
デ
　
ヘ
ラ
切
り

離
し
後
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
　
回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
後
ナ
デ

回
転
ナ
デ

灰
（
5Y
5/
1）

灰
（
7.5
Y
6/
1）

石
英
　
長
石
　
黒

色
粒

良
好

64
0

31
3

33
3

44
号
住
居
１
区

SI
‒0
1

②
―

須
恵
器

蓋
16
.7

3.
8

ナ
デ
　
ヘ
ラ
切
り

離
し
後
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
　
回
転
ナ
デ

ナ
デ
　
回
転
ナ
デ

に
ぶ
い
赤
褐

（
7.5
R4
/3
）

黄
灰

（
2.5
Y
5/
1）

石
英
　
長
石
　
雲

母
良
好
内
面
に
灰
が
か
か
っ
て
い
て
、
重
ね
焼

き
の
跡
が
見
ら
れ
る

64
1

31
3

33
3

44
号
住
居
１
区

SI
‒0
1

②
―

須
恵
器

蓋
（
17
.2
）

3.
5

ナ
デ
　
ヘ
ラ
切
り

離
し
後
未
調
整
　

回
転
ナ
デ

ナ
デ
　
回
転
ナ
デ

灰
（
5Y
5/
1）

灰
（
5Y
5/
1）

石
英
　
長
石
　
赤

色
粒

良
好

64
2

31
3

33
3

44
号
住
居
１
区

SI
‒0
1

②
―

須
恵
器

蓋
16
.0

2.
4

ナ
デ
　
ヘ
ラ
切
り

離
し
後
ナ
デ
　
回

転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
後
ナ
デ

回
転
ナ
デ

灰
（
N
 4
/0
）

灰
（
N
 4
/0
）

石
英
　
長
石
　
黒

色
粒

良
好
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遺物観察表

遺
物

番
号

図
版
番
号

写
真
番
号

遺
構
名

出
土
地
点

包
含
層

層
位

種
　
別

器
　
種

法
　
量
（
cm
）

調
　
　
整

色
　
　
調

胎
　
土

焼
成

備
　
　
　
考

調査
区

遺
構
略
号

口
径

底
径

最
大
胴
径

器
高

高
台
高
残
存
高

外
　
　
面

内
　
　
面

外
　
面

内
　
面

64
3

31
3

33
3

44
号
住
居
１
区

SI
‒0
1

②
―

須
恵
器

蓋
16
.8

3.
7

ナ
デ
　
ヘ
ラ
切
り

離
し
後
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
　
回
転
ナ
デ

ナ
デ
　
回
転
ナ
デ

黄
灰

（
2.5
Y
6/
1）

黄
灰

（
2.5
Y
6/
1）

長
石
　
雲
母

良
好

64
4

31
3

33
3

44
号
住
居
１
区

SI
‒0
1

②
―

須
恵
器

蓋
（
14
.2
）

3.
2

ナ
デ
　
ヘ
ラ
切
り

離
し
後
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
　
回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

褐
灰

（
7.5
Y
R5
/1
）

灰
（
N
 6
/0
）

石
英
　
長
石
　
赤

褐
色
粒

良
好
外
面
に
焼
成
時
の
重
ね
た
跡
が
み
ら
れ

る
　
内
、
外
面
に
自
然
釉
が
か
か
る

64
5

31
3

33
2

44
号
住
居
１
区

SI
‒0
1

②
―

土
師
器

盤
16
.4

13
.5

1.
6

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ

回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

明
赤
褐

（
2.5
Y
R5
/8
）

明
赤
褐

（
2.5
Y
R5
/8
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
赤
褐
色
粒

良
好
内
、
外
面
に
赤
色
顔
料
痕
あ
り

64
6

31
3

33
2

44
号
住
居
１
区

SI
‒0
1

②
―

土
師
器

盤
（
15
.7
）
（
12
.5
）

2.
1

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ

回
転
ナ
デ

明
赤
褐

（
2.5
Y
R5
/8
）

明
赤
褐

（
2.5
Y
R5
/8
）
長
石
　
雲
母
　
黒

色
粒
　
赤
褐
色
粒

良
好
内
、
外
面
に
赤
色
顔
料
痕
あ
り

64
7

31
3

33
2

44
号
住
居
１
区

SI
‒0
1

②
―

土
師
器

盤
16
.5

12
.7

1.
8

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ

回
転
ナ
デ

明
赤
褐

（
2.5
Y
R5
/8
）

明
赤
褐

（
2.5
Y
R5
/8
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好
内
、
外
面
に
赤
色
顔
料
痕
あ
り

64
8

31
3

33
2

44
号
住
居
１
区

SI
‒0
1

②
―

土
師
器

盤
（
15
.3
）
11
.9

1.
5

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ

回
転
ナ
デ

明
赤
褐

（
2.5
Y
R5
/8
）

明
赤
褐

（
2.5
Y
R5
/8
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好
内
、
外
面
に
赤
色
顔
料
痕
あ
り

64
9

31
3

33
2

44
号
住
居
１
区

SI
‒0
1

②
―

土
師
器

盤
（
15
.9
）
（
13
.2
）

1.
4

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ

回
転
ナ
デ

明
赤
褐

（
2.5
Y
R5
/6
）

明
赤
褐

（
2.5
Y
R5
/6
）
長
石
　
雲
母
　
角

閃
石
　
赤
褐
色
粒

良
好
内
、
外
面
に
赤
色
顔
料
痕
あ
り

65
0

31
3

33
2

44
号
住
居
１
区

SI
‒0
1

②
―

土
師
器

盤
17
.5

14
.7

2.
8

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ

回
転
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）

赤
（
10
R5
/6
）

長
石
　
雲
母
　
黒

色
粒
　
赤
褐
色
粒

良
好
内
面
に
赤
色
顔
料
痕
あ
り

65
1

31
3

33
2

44
号
住
居
１
区

SI
‒0
1

②
―

土
師
器

盤
（
18
.7
）
（
13
.2
）

2.
6

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ

回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

明
赤
褐

（
2.5
Y
R5
/6
）

明
赤
褐

（
2.5
Y
R5
/6
）
長
石
　
雲
母
　
角

閃
石
　
赤
褐
色
粒

良
好
内
、
外
面
に
赤
色
顔
料
痕
あ
り

65
2

31
3

33
2

44
号
住
居
１
区

SI
‒0
1

②
―

土
師
器

台
付
盤

（
19
.6
）
（
15
.6
）

2.
6

1.
4

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ

回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

浅
黄
橙

（
7.5
Y
R8
/6
）

橙
（
5Y
R7
/8
）

長
石
　
石
英
　
角

閃
石
　

良
好

65
3

31
3

33
3

44
号
住
居
１
区

SI
‒0
1

②
―

須
恵
器

盤
15
.6

12
.6

2.
5

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ

回
転
ナ
デ

浅
黄

（
2.5
Y
7/
4）
     

浅
黄

（
2.5
Y
7/
4）

石
英
　
長
石

良
好

65
5

31
5

45
号
住
居
１
区

SI
‒0
3

―
須
恵
器

坏
9.
5

5.
7

2.
4

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ

回
転
ナ
デ
　
回
転

ナ
デ
後
ナ
デ

灰
（
N
 6
/0
）

灰
（
N
 5
/0
）

黒
色
粒

良
好

65
6

31
5

45
号
住
居
１
区

SI
‒0
3

―
土
師
器

甕
6.
1

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ヨ
コ
ナ
デ
　

ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好

65
7

31
7

33
4

46
号
住
居
７
区

SI
‒2
9

―
土
師
器

坏
（
15
.7
）
（
12
.1
）

3.
1

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ

回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

に
ぶ
い
褐

（
7.5
Y
R6
/3
）

に
ぶ
い
橙

（
5Y
R6
/4
）

長
石
　
角
閃
石
　

雲
母
　
赤
褐
色
粒
良
好

65
8

31
7

33
4

46
号
住
居
７
区

SI
‒2
9

―
土
師
器

坏
（
10
.6
）
（
7.
0）

2.
4

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ

回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/4
）

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/4
）
長
石
　
角
閃
石
　

茶
褐
色
粒

良
好

65
9

31
7

33
4

46
号
住
居
７
区

SI
‒2
9

―
土
師
器

坏
（
13
.8
）
（
8.
7）

2.
9

回
転
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

ヘ
ラ
切
り
離
し
後

ナ
デ

回
転
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

橙
（
5Y
R6
/6
）

橙
（
5Y
R6
/6
）

長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒
　
黒
色

粒
良
好
内
、
外
面
に
赤
色
顔
料
痕
あ
り

66
0

31
7

33
4

46
号
住
居
７
区

SI
‒2
9

―
土
師
器

坏
（
10
.9
）
（
6.
4）

3.
1

ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ
ヨ
コ
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R6
/4
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R6
/4
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好

66
1

31
7

33
4

46
号
住
居
７
区

SI
‒2
9

―
土
師
器

坏
（
11
.2
）
（
8.
3）

2.
5

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ

調
整
不
明

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/4
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/2
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母
　
赤

褐
色
粒

良
好

66
2

31
7

33
4

46
号
住
居
７
区

SI
‒2
9

―
土
師
器

坏
7.
2

2.
8

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ

回
転
ナ
デ

橙
（
7.5
Y
R7
/6
）

橙
（
7.5
Y
R7
/6
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
赤
褐
色
粒
良
好
内
、
外
面
に
黒
斑
あ
り

66
3

31
7

33
4

46
号
住
居
７
区

SI
‒2
9

―
土
師
器

坏
（
11
.2
）
（
7.
5）

3.
1

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ

回
転
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R6
/4
）
に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R6
/3
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好
灯
明
皿
と
し
て
使
用

66
4

31
7

33
4

46
号
住
居
７
区

SI
‒2
9

―
土
師
器

坏
（
9.
9）
（
6.
2）

2.
3

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ
回
転
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好
内
、
外
面
に
黒
斑
あ
り
　
灯
明
皿
と
し

て
使
用

66
5

31
7

33
4

46
号
住
居
７
区

SI
‒2
9

―
土
師
器

坏
（
9.
5）
（
5.
2）

3.
5

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ
回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/2
）

灰
黄

（
2.5
Y
7/
2）

長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好
灯
明
皿
と
し
て
使
用

66
6

31
7

33
4

46
号
住
居
７
区

SI
‒2
9

―
土
師
器

椀
9.
6

6.
0

3.
8

0.
6

回
転
ナ
デ
　
ナ
デ
回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/4
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好
灯
明
皿
と
し
て
使
用
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遺物観察表

遺
物

番
号

図
版
番
号

写
真
番
号

遺
構
名

出
土
地
点

包
含
層

層
位

種
　
別

器
　
種

法
　
量
（
cm
）

調
　
　
整

色
　
　
調

胎
　
土

焼
成

備
　
　
　
考

調査
区

遺
構
略
号

口
径

底
径

最
大
胴
径

器
高

高
台
高
残
存
高

外
　
　
面

内
　
　
面

外
　
面

内
　
面

66
7

31
7

33
4

46
号
住
居
７
区

SI
‒2
9

―
土
師
器

椀
13
.6

8.
2

6.
0

1.
3

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ

回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/4
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/4
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母
　
茶

褐
色
粒

良
好

66
8

31
7

33
4

46
号
住
居
７
区

SI
‒2
9

―
土
師
器

椀
（
8.
2）

0.
4

5.
5

調
整
不
明

調
整
不
明

橙
（
2.5
Y
R6
/6
）

に
ぶ
い
橙

（
2.5
Y
R6
/4
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母
　
赤

褐
色
粒

不
良

66
9

31
7

33
4

46
号
住
居
７
区

SI
‒2
9

―
土
師
器

椀
3.
3

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ

回
転
ナ
デ

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/4
）

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/4
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒
　

良
好

67
0

31
7

33
4

46
号
住
居
７
区

SI
‒2
9

―
土
師
器

椀
（
8.
5）

0.
6

3.
4

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ

調
整
不
明

に
ぶ
い
黄

（
2.5
Y
6/
3）

オ
リ
ー
ブ
黒

（
5Y
3/
1）

石
英
　
長
石
　
雲

母
良

内
、
外
面
に
黒
斑
あ
り

67
1

31
7

33
4

46
号
住
居
７
区

SI
‒2
9

―
須
恵
器

椀
（
14
.4
）
（
8.
6）

6.
4

0.
3

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ

回
転
ナ
デ

明
赤
褐

（
2.5
Y
R5
/6
）
に
ぶ
い
赤
褐

（
5Y
R5
/4
）

長
石

良
好

67
2

31
7

33
4

46
号
住
居
７
区

SI
‒2
9

―
土
師
器

皿
8.
0

5.
6

1.
2

回
転
ナ
デ
　
糸
切

り
離
し
後
ナ
デ

回
転
ナ
デ

橙
（
7.5
Y
R6
/6
）

橙
（
7.5
Y
R6
/6
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母
　
赤

褐
色
粒

良
好

67
5

31
9

33
7

47
号
住
居
７
区

SI
‒3
1

―
土
師
器

坏
（
14
.1
）

8.
8

3.
1

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ

回
転
ナ
デ
　
回
転

ナ
デ
後
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）

浅
黄
橙

（
7.5
Y
R8
/4
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好
内
、
外
面
に
赤
色
顔
料
痕
あ
り
　

67
6

31
9

33
7

47
号
住
居
７
区

SI
‒3
1

―
須
恵
器

椀
（
12
.6
）
（
7.
8）

4.
5

0.
4

回
転
ナ
デ
　
ケ
ズ

リ
　
ヘ
ラ
切
り
離

し
後
未
調
整

回
転
ナ
デ

黄
灰

（
2.5
Y
5/
1）

灰
（
5Y
6/
1）

長
石
　
黒
色
粒

良
好

67
7

31
9

33
7

47
号
住
居
７
区

SI
‒3
1

―
須
恵
器

椀
（
12
.8
）
（
7.
3）

4.
2

0.
4

回
転
ナ
デ
　
ケ
ズ

リ
　
ヘ
ラ
切
り
離

し
後
未
調
整

回
転
ナ
デ

灰
（
5Y
5/
1）

灰
（
5Y
6/
1）

石
英
　
長
石

良
好

67
8

31
9

33
7

47
号
住
居
７
区

SI
‒3
1

―
須
恵
器

蓋
17
.9

1.
9

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ

回
転
ナ
デ
後
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
褐

（
10
Y
R5
/4
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R6
/4
）
石
英

良
好

67
9

31
9

33
7

47
号
住
居
７
区

SI
‒3
1

―
須
恵
器

蓋
16
.6

3.
3

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ
後
未
調
整

回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

灰
黄

（
2.5
Y
6/
2）

に
ぶ
い
黄

（
2.5
Y
6/
3）

長
石
　
黒
色
粒

良
好
外
面
に
自
然
釉
が
か
か
る

68
0

31
9

33
7

47
号
住
居
７
区

SI
‒3
1

―
須
恵
器

蓋
17
.7

2.
5

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ

回
転
ナ
デ

浅
黄

（
2.5
Y
7/
3）

浅
黄

（
2.5
Y
7/
3）
 
長
石
　
赤
褐
色
粒

黒
色
粒

良
好

68
1

31
9

33
7

47
号
住
居
７
区

SI
‒3
1

―
須
恵
器

蓋
14
.1

1.
2

ヘ
ラ
切
り
離
し
後

未
調
整
　
回
転
ナ

デ
回
転
ナ
デ

灰
（
N
 6
/0
）

黄
灰

（
2.5
Y
6/
1）

長
石
　
黒
色
粒

良
好
内
面
口
縁
部
に
灰
の
跡
あ
り

68
2

31
9

33
7

47
号
住
居
７
区

SI
‒3
1

―
須
恵
器

蓋
13
.7

1.
3

ヘ
ラ
切
り
離
し
後

ナ
デ
　
回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

に
ぶ
い
赤
褐

（
5Y
R4
/4
）

暗
赤
褐

（
5Y
R3
/3
）

長
石
　
黒
色
粒

良
好

68
3

31
9

33
7

47
号
住
居
７
区

SI
‒3
1

―
須
恵
器

蓋
14
.1

1.
5

ヘ
ラ
切
り
離
し
後

ナ
デ
　
回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
　
回
転

ナ
デ
後
ナ
デ

灰
黄
褐

（
10
Y
R6
/2
）

灰
黄
褐

（
10
Y
R6
/2
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
赤
褐
色
粒
良
好

68
4

31
9

33
7

47
号
住
居
７
区

SI
‒3
1

―
土
師
器

盤
（
15
.1
）
11
.9

2.
6

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ

回
転
ナ
デ
　
回
転

ナ
デ
後
ナ
デ

灰
白

（
2.5
Y
8/
2）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）
長
石
　
角
閃
石
　

褐
色
粒

良
好

68
6

32
1

33
6

48
号
住
居
７
区

SI
‒3
5

―
須
恵
器

蓋
12
.6

2.
5

回
転
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
　
回
転

ナ
デ
後
ナ
デ
　

灰
（
N
 4
/0
）

灰
（
N
 5
/0
）

長
石
　
茶
褐
色
粒

黒
色
粒

良
好
外
面
に
自
然
釉
が
か
か
る
　

68
7

32
1

33
6

48
号
住
居
７
区

SI
‒3
5

―
土
師
器

甑
（
11
.4
）

19
.5

ハ
ケ
メ

ケ
ズ
リ

明
褐

（
7.5
Y
R5
/6
）

明
褐

（
7.5
Y
R5
/6
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母
　
褐

色
粒

良
好
外
面
に
ス
ス
付
着

68
8

32
4

口
絵
－
16
49
号
住
居
８
区

SI
‒3
9

―
土
師
器

坏
10
.8

7.
0

2.
8

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
未
調

整
回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

灰
白

（
10
Y
R8
/2
）

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）
石
英
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好
口
縁
部
に
ス
ス
付
着

68
9

32
4

口
絵
－
16
49
号
住
居
８
区

SI
‒3
9

―
土
師
器

坏
11
.0

7.
1

3.
3

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ
回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

灰
白

（
2.5
Y
R8
/2
）

淡
黄

（
2.5
Y
8/
2）

石
英

良

69
0

32
4

49
号
住
居
８
区

SI
‒3
9

―
土
師
器

坏
（
11
.0
）
（
7.
3）

2.
5

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ
回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

灰
白

（
2.5
Y
R8
/2
）

灰
白

（
2.5
Y
R8
/2
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好
外
面
に
黒
斑
あ
り
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遺物観察表

遺
物

番
号

図
版
番
号

写
真
番
号

遺
構
名

出
土
地
点

包
含
層

層
位

種
　
別

器
　
種

法
　
量
（
cm
）

調
　
　
整

色
　
　
調

胎
　
土

焼
成

備
　
　
　
考

調査
区

遺
構
略
号

口
径

底
径

最
大
胴
径

器
高

高
台
高
残
存
高

外
　
　
面

内
　
　
面

外
　
面

内
　
面

69
1

32
4

49
号
住
居
８
区

SI
‒3
9

―
土
師
器

坏
（
10
.2
）
（
7.
6）

2.
8

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
未
調

整
回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

灰
白

（
10
Y
R8
/2
）

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好

69
2

32
4

口
絵
－
16
49
号
住
居
８
区

SI
‒3
9

―
土
師
器

坏
10
.0

6.
8

2.
8

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ
回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

灰
白

（
10
Y
R8
/2
）

灰
白

（
10
Y
R8
/2
）
長
石
　
角
閃
石
　

雲
母
　
赤
褐
色
粒

良
好

69
3

32
4

49
号
住
居
８
区

SI
‒3
9

―
土
師
器

坏
（
10
.0
）
（
6.
8）

2.
5

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ
回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

浅
黄
橙

（
7.5
Y
R8
/4
）

浅
黄
橙

（
7.5
Y
R8
/4
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好

69
4

32
4

口
絵
－
16
49
号
住
居
８
区

SI
‒3
9

―
土
師
器

坏
10
.0

7.
4

2.
8

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ
回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

灰
白

（
10
Y
R8
/2
）

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）
角
閃
石
　
雲
母
　

赤
褐
色
粒

良
好
口
縁
部
に
ス
ス
付
着
　

69
5

32
4

49
号
住
居
８
区

SI
‒3
9

―
土
師
器

坏
（
10
.0
）

6.
8

2.
7

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ
回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/4
）

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/4
）
長
石
　
角
閃
石
　

茶
褐
色
粒
　
黒
曜

石
良
好
内
面
に
赤
色
顔
料
痕
あ
り

69
6

32
4

49
号
住
居
８
区

SI
‒3
9

―
土
師
器

坏
（
10
.5
）

7.
4

2.
9

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ
回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好

69
7

32
4

49
号
住
居
８
区

SI
‒3
9

―
土
師
器

坏
（
14
.2
）
（
10
.0
）

2.
6

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ
　
ヘ
ラ
切

り
離
し
後
ナ
デ
　
回
転
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）

橙
（
5Y
R6
/8
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）

橙
（
5Y
R6
/8
）

石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
赤
褐
色
粒

良
好
内
、
外
面
に
赤
色
顔
料
痕
あ
り
　
口
縁

部
に
ス
ス
付
着

69
8

32
4

49
号
住
居
８
区

SI
‒3
9

―
土
師
器

坏
（
14
.1
）
（
8.
7）

2.
6

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ

回
転
ナ
デ
　
回
転

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
内
、
外
面
に
赤
色
顔
料
痕
あ
り

69
9

32
4

口
絵
－
16
49
号
住
居
８
区

SI
‒3
9

―
土
師
器

坏
10
.7

6.
7

3.
0

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ
回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

灰
白

（
10
Y
R8
/2
）

灰
白

（
10
Y
R8
/2
）
長
石
　
角
閃
石
　

茶
褐
色
粒

良
好
灯
明
皿
と
し
て
使
用

70
0

32
4

口
絵
－
16
49
号
住
居
８
区

SI
‒3
9

―
土
師
器

坏
10
.7

6.
8

2.
7

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ
回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

灰
白

（
10
Y
R8
/2
）

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）
長
石
　
角
閃
石
　

茶
褐
色
粒

良
好
灯
明
皿
と
し
て
使
用

70
1

32
4

49
号
住
居
８
区

SI
‒3
9

―
土
師
器

坏
10
.2

7.
3

2.
7

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ
回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

灰
白

（
10
Y
R8
/2
）

灰
白

（
10
Y
R8
/2
）
石
英
　
角
閃
石
　

茶
褐
色
粒

良
灯
明
皿
と
し
て
使
用

70
2

32
4

49
号
住
居
８
区

SI
‒3
9

―
土
師
器

坏
（
10
.2
）

7.
0

2.
2

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ

回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
茶
褐
色
粒

良
好
灯
明
皿
と
し
て
使
用
　

70
3

32
4

口
絵
－
16
49
号
住
居
８
区

SI
‒3
9

―
土
師
器

坏
11
.3

7.
7

3.
0

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ
回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

褐
灰

（
10
Y
R5
/1
）

褐
灰

（
10
Y
R5
/1
）
長
石
　
角
閃
石
　

良
灯
明
皿
と
し
て
使
用
　
内
、
外
面
に
黒

斑
あ
り

70
4

32
4

口
絵
－
16
49
号
住
居
８
区

SI
‒3
9

―
土
師
器

坏
10
.2

7.
2

2.
5

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ
回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒
　
火
山

ガ
ラ
ス

良
好
灯
明
皿
と
し
て
使
用

70
5

32
4

口
絵
－
16
49
号
住
居
８
区

SI
‒3
9

―
土
師
器

坏
10
.7

7.
3

2.
8

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ
回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

灰
白

（
2.5
Y
R8
/2
）

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好
灯
明
皿
と
し
て
使
用

70
6

32
4

口
絵
－
16
49
号
住
居
８
区

SI
‒3
9

―
土
師
器

坏
10
.3

7.
1

2.
8

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ
回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/2
）
石
英
　
角
閃
石
　

雲
母
　
茶
褐
色
粒

良
灯
明
皿
と
し
て
使
用

70
7

32
4

口
絵
－
16
49
号
住
居
８
区

SI
‒3
9

―
土
師
器

坏
10
.6

7.
2

3.
0

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ
回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

灰
白

（
2.5
Y
8/
2）

灰
白

（
2.5
Y
8/
2）

長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好
灯
明
皿
と
し
て
使
用
　
外
面
に
黒
斑
あ

り

70
8

32
4

口
絵
－
16
49
号
住
居
８
区

SI
‒3
9

―
土
師
器

坏
10
.5

7.
5

2.
8

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ
回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

淡
黄

（
2.5
Y
8/
3）

淡
黄

（
2.5
Y
8/
3）

長
石
　
角
閃
石
　
良
好

灯
明
皿
と
し
て
使
用

70
9

32
4

口
絵
－
16
49
号
住
居
８
区

SI
‒3
9

―
土
師
器

坏
10
.7

7.
5

2.
7

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ
回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好
灯
明
皿
と
し
て
使
用

71
0

32
4

口
絵
－
16
49
号
住
居
８
区

SI
‒3
9

―
土
師
器

坏
10
.7

7.
2

3.
0

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ
回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好
灯
明
皿
と
し
て
使
用
　
内
、
外
面
に
黒

斑
あ
り

71
1

32
4

口
絵
－
16
49
号
住
居
８
区

SI
‒3
9

―
土
師
器

坏
10
.4

6.
9

2.
9

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
未
調

整
回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/4
）

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）
長
石
　
角
閃
石
　

茶
褐
色
粒

良
好
灯
明
皿
と
し
て
使
用

71
2

32
4

口
絵
－
16
49
号
住
居
８
区

SI
‒3
9

―
土
師
器

坏
11
.1

7.
3

3.
2

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ
回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

灰
白

（
10
Y
R8
/2
）

灰
白

（
10
Y
R8
/2
）
長
石
　
角
閃
石
　

茶
褐
色
粒

良
好
灯
明
皿
と
し
て
使
用
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遺物観察表

遺
物

番
号

図
版
番
号

写
真
番
号

遺
構
名

出
土
地
点

包
含
層

層
位

種
　
別

器
　
種

法
　
量
（
cm
）

調
　
　
整

色
　
　
調

胎
　
土

焼
成

備
　
　
　
考

調査
区

遺
構
略
号

口
径

底
径

最
大
胴
径

器
高

高
台
高
残
存
高

外
　
　
面

内
　
　
面

外
　
面

内
　
面

71
3

32
4

口
絵
－
16
49
号
住
居
８
区

SI
‒3
9

―
土
師
器

坏
10
.6

7.
1

2.
9

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ
回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

灰
白

（
2.5
Y
8/
2）

灰
白

（
2.5
Y
8/
2）

石
英
　
角
閃
石
　

良
灯
明
皿
と
し
て
使
用

71
4

32
4

口
絵
－
16
49
号
住
居
８
区

SI
‒3
9

―
土
師
器

坏
10
.2

6.
8

2.
8

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ
回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

灰
白

（
10
Y
R8
/2
）

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好
灯
明
皿
と
し
て
使
用

71
5

32
4

口
絵
－
16
49
号
住
居
８
区

SI
‒3
9

―
土
師
器

坏
10
.8

7.
0

2.
9

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ
回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

灰
白

（
10
Y
R8
/2
）

灰
白

（
10
Y
R8
/2
）
長
石
　
角
閃
石
　

茶
褐
色
粒

良
好
灯
明
皿
と
し
て
使
用

71
6

32
4

49
号
住
居
８
区

SI
‒3
9

―
土
師
器

坏
（
10
.7
）

5.
5

2.
9

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ
回
転
ナ
デ
　
調
整

不
明

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/4
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/4
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好
灯
明
皿
と
し
て
使
用

71
7

32
5

49
号
住
居
８
区

SI
‒3
9

―
土
師
器

坏
（
10
.6
）
（
4.
9）

2.
7

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ
回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

淡
黄

（
2.5
Y
8/
3）

灰
白

（
2.5
Y
8/
2）

長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好
灯
明
皿
と
し
て
使
用

71
8

32
5

口
絵
－
16
49
号
住
居
８
区

SI
‒3
9

―
土
師
器

坏
10
.0

6.
7

2.
6

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ
回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）
長
石
　
角
閃
石
　

茶
褐
色
粒

良
好
灯
明
皿
と
し
て
使
用

71
9

32
5

口
絵
－
16
49
号
住
居
８
区

SI
‒3
9

―
土
師
器

坏
10
.2

7.
3

1.
9

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ
回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

灰
白

（
7.5
Y
R8
/2
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好
灯
明
皿
と
し
て
使
用

72
0

32
5

口
絵
－
16
49
号
住
居
８
区

SI
‒3
9

―
土
師
器

坏
10
.6

7.
9

2.
9

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ
回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

灰
白

（
2.5
Y
8/
2）

灰
白

（
2.5
Y
8/
2）

長
石
　
角
閃
石
　

茶
褐
色
粒

良
好
灯
明
皿
と
し
て
使
用

72
1

32
5

口
絵
－
16
49
号
住
居
８
区

SI
‒3
9

―
土
師
器

坏
10
.3

7.
3

2.
4

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ
回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/3
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好
灯
明
皿
と
し
て
使
用

72
2

32
5

口
絵
－
16
49
号
住
居
８
区

SI
‒3
9

―
土
師
器

坏
10
.7

6.
9

3.
0

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ
回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

淡
黄

（
2.5
Y
8/
3）

淡
黄

（
2.5
Y
8/
3）

長
石
　
角
閃
石
　

茶
褐
色
粒

良
好
灯
明
皿
と
し
て
使
用

72
3

32
5

口
絵
－
16
49
号
住
居
８
区

SI
‒3
9

―
土
師
器

坏
9.
8

6.
6

2.
5

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ
回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好
灯
明
皿
と
し
て
使
用

72
4

32
5

口
絵
－
16
49
号
住
居
８
区

SI
‒3
9

―
土
師
器

坏
10
.0

7.
2

2.
8

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ
回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

灰
白

（
10
Y
R8
/2
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/2
）
長
石
　
角
閃
石
　
良
好

灯
明
皿
と
し
て
使
用

72
5

32
5

口
絵
－
16
49
号
住
居
８
区

SI
‒3
9

―
土
師
器

坏
10
.2

6.
9

2.
6

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ
回
転
ナ
デ
　
調
整

不
明

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/2
）

灰
白

（
10
Y
R8
/2
）
長
石
　
角
閃
石
　

良
灯
明
皿
と
し
て
使
用

72
6

32
5

口
絵
－
16
49
号
住
居
８
区

SI
‒3
9

―
土
師
器

坏
10
.1

6.
8

2.
7

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ
回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
茶
褐
色
粒

良
灯
明
皿
と
し
て
使
用

72
7

32
5

49
号
住
居
８
区

SI
‒3
9

―
土
師
器

坏
（
10
.3
）

6.
1

2.
4

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ
回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好
灯
明
皿
と
し
て
使
用

72
8

32
5

49
号
住
居
８
区

SI
‒3
9

―
土
師
器

坏
（
10
.5
）

7.
1

2.
5

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ

回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/4
）

浅
黄
橙

（
7.5
Y
R8
/4
）
長
石
　
角
閃
石
　
良
好
灯
明
皿
と
し
て
使
用

72
9

32
5

口
絵
－
16
49
号
住
居
８
区

SI
‒3
9

―
土
師
器

坏
11
.0

7.
5

2.
8

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
未
調

整
回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

灰
白

（
10
Y
R8
/2
）

灰
白

（
10
Y
R8
/2
）
長
石
　
角
閃
石
　

茶
褐
色
粒

良
好
灯
明
皿
と
し
て
使
用

73
0

32
5

口
絵
－
16
49
号
住
居
８
区

SI
‒3
9

―
土
師
器

坏
10
.4

7.
6

2.
8

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ
回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好
灯
明
皿
と
し
て
使
用

73
1

32
5

49
号
住
居
８
区

SI
‒3
9

―
土
師
器

坏
（
9.
8）
（
6.
8）

2.
7

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ
回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

浅
黄
橙

（
7.5
Y
R8
/4
）
に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/4
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好
灯
明
皿
と
し
て
使
用

73
2

32
5

口
絵
－
16
49
号
住
居
８
区

SI
‒3
9

―
土
師
器

坏
10
.4

6.
6

3.
1

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ
回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/4
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好
灯
明
皿
と
し
て
使
用

73
3

32
5

49
号
住
居
８
区

SI
‒3
9

―
土
師
器

坏
（
10
.5
）

7.
0

2.
9

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ
回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好
灯
明
皿
と
し
て
使
用

73
4

32
5

49
号
住
居
８
区

SI
‒3
9

―
土
師
器

坏
10
.2

6.
6

2.
6

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
未
調

整
回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R6
/3
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R6
/3
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好
灯
明
皿
と
し
て
使
用

73
5

32
5

口
絵
－
16
49
号
住
居
８
区

SI
‒3
9

―
土
師
器

坏
10
.8

7.
1

2.
7

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ
回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/4
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好
灯
明
皿
と
し
て
使
用

73
6

32
5

口
絵
－
16
49
号
住
居
８
区

SI
‒3
9

―
土
師
器

坏
9.
9
（
6.
3）

2.
3

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ
回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

浅
黄
橙

（
7.5
Y
R8
/4
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）
石
英
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好
灯
明
皿
と
し
て
使
用
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遺物観察表

遺
物
番
号

図
版

番
号

写
真
番
号

遺
構
名

出
土
地
点

包
含
層

層
位

種
　
別

器
　
種

法
　
量
（
cm
）

調
　
　
整

色
　
　
調

胎
　
土

焼
成

備
　
　
　
考

調査
区

遺
構
略
号

口
径

底
径

最
大
胴
径

器
高

高
台
高
残
存
高

外
　
　
面

内
　
　
面

外
　
面

内
　
面

73
7

32
5

口
絵
－
16
49
号
住
居
８
区

SI
‒3
9

―
土
師
器

坏
10
.5

7.
0

2.
7

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ
回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

浅
黄
橙

（
7.5
Y
R8
/4
）
に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/4
）
長
石
　
角
閃
石
　

茶
褐
色
粒

良
好
灯
明
皿
と
し
て
使
用

73
8

32
5

口
絵
－
16
49
号
住
居
８
区

SI
‒3
9

―
土
師
器

坏
（
10
.4
）

7.
0

2.
4

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
未
調

整
回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

浅
黄
橙

（
7.5
Y
R8
/4
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）
石
英
　
角
閃
石
　
良
好

灯
明
皿
と
し
て
使
用

73
9

32
5

口
絵
－
16
49
号
住
居
８
区

SI
‒3
9

―
土
師
器

坏
10
.1

6.
9

2.
5

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ
回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

灰
白

（
10
Y
R8
/2
）

灰
黄

（
2.5
Y
7/
2）

長
石
　
角
閃
石
　

良
灯
明
皿
と
し
て
使
用

74
0

32
6

49
号
住
居
８
区

SI
‒3
9

―
土
師
器

椀
12
.9

7.
0

5.
3

1.
2

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

灰
白

（
10
Y
R8
/2
）

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）
長
石
　
角
閃
石
　

茶
褐
色
粒

良
好
外
面
に
黒
斑
あ
り

74
1

32
6

口
絵
－
16
49
号
住
居
８
区

SI
‒3
9

―
土
師
器

椀
（
12
.5
）

7.
2

5.
1

1.
2

回
転
ナ
デ
　
ナ
デ
回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

灰
白

（
10
Y
R8
/2
）

灰
白

（
10
Y
R8
/2
）
長
石
　
角
閃
石
　
良
好

74
2

32
6

49
号
住
居
８
区

SI
‒3
9

―
土
師
器

椀
8.
4

1.
7

2.
9

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ
回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好

74
3

32
6

49
号
住
居
８
区

SI
‒3
9

―
土
師
器

椀
（
7.
9）

1.
8

2.
6

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）

褐
灰

（
10
Y
R4
/1
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好

74
4

32
6

49
号
住
居
８
区

SI
‒3
9

―
土
師
器

椀
（
7.
0）

1.
4

2.
7

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ
ナ
デ

灰
白

（
10
Y
R8
/2
）

灰
白

（
10
Y
R8
/2
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好

74
5

32
6

49
号
住
居
８
区

SI
‒3
9

―
土
師
器

椀
（
4.
7）

0.
5

1.
5

ミ
ガ
キ
　
回
転
ナ

デ
　
ナ
デ

ミ
ガ
キ

暗
灰

（
N
 3
/0
）

暗
灰

（
N
 3
/0
）

長
石
　
雲
母

良
好
黒
色
土
器
Ｂ
類

74
6

32
6

49
号
住
居
８
区

SI
‒3
9

―
土
師
器

椀
10
.0

5.
5

3.
9

0.
8

回
転
ナ
デ
　
ナ
デ
回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

灰
白

（
2.5
Y
R8
/2
）

灰
白

（
2.5
Y
R8
/2
）
長
石
　
角
閃
石
　

茶
褐
色
粒

良
灯
明
皿
と
し
て
使
用

74
7

32
6

口
絵
－
16
49
号
住
居
８
区

SI
‒3
9

―
土
師
器

椀
10
.8

6.
4

3.
9

0.
6

回
転
ナ
デ
　
ナ
デ
回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

灰
白

（
10
Y
R8
/2
）

灰
白

（
10
Y
R8
/2
）
長
石
　
角
閃
石
　

茶
褐
色
粒

良
好
灯
明
皿
と
し
て
使
用
か
？

74
8

32
6

49
号
住
居
８
区

SI
‒3
9

―
土
師
器

台
付
盤

（
12
.6
）

8.
7

1.
7

0.
6

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ
回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

灰
白

（
10
Y
R8
/2
）

灰
白

（
10
Y
R8
/2
）
長
石
　
角
閃
石
　
良
好

75
1

32
8

33
5

50
号
住
居
８
区

SI
‒4
0

―
土
師
器

坏
（
15
.0
）

6.
1

3.
7

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ
調
整
不
明
　
回
転

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/2
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）
長
石
　
角
閃
石
　
良
好
内
、
外
面
に
赤
色
顔
料
痕
あ
り

75
2

32
8

33
5

50
号
住
居
８
区

SI
‒4
0

―
土
師
器

坏
（
10
.3
）
（
6.
0）

2.
5

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
　
調

整
不
明

回
転
ナ
デ
　
調
整

不
明

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好
内
面
に
赤
色
顔
料
痕
あ
り

75
3

32
8

33
5

50
号
住
居
８
区

SI
‒4
0

―
土
師
器

坏
（
14
.7
）
（
9.
7）

2.
2

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/6
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/6
）
長
石
　
赤
褐
色
粒
良
好
内
、
外
面
に
赤
色
顔
料
痕
あ
り

75
4

32
8

33
5

50
号
住
居
８
区

SI
‒4
0

―
土
師
器

坏
10
.7

6.
6

3.
0

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ

回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）
長
石
　
角
閃
石
　
良
好
灯
明
皿
と
し
て
使
用

75
5

32
8

33
5

50
号
住
居
８
区

SI
‒4
0

―
土
師
器

椀
（
14
.2
）
（
7.
1）

6.
9

1.
1

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好

75
6

32
8

33
5

50
号
住
居
８
区

SI
‒4
0

―
土
師
器

椀
（
16
.4
）

9.
8

7.
3

1.
1

回
転
ナ
デ
　
ケ
ズ

リ
　
ヘ
ラ
切
り
離

し
後
ナ
デ

回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R6
/4
）
長
石
　
赤
褐
色
粒
良
好
高
台
に
赤
色
顔
料
痕
あ
り
　
内
面
に
黒

斑
あ
り

75
7

32
8

33
5

50
号
住
居
８
区

SI
‒4
0

―
土
師
器

椀
7.
2

1.
4

4.
5

回
転
ナ
デ
　
ナ
デ
回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R6
/3
）

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/4
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
赤
褐
色
粒
良
好
内
面
に
黒
斑
あ
り

75
8

32
8

33
5

50
号
住
居
８
区

SI
‒4
0

―
須
恵
器

椀
（
11
.4
）
（
6.
3）

4.
7

0.
7

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ

回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

黄
灰

（
2.5
Y
5/
1）

黄
灰

（
2.5
Y
5/
1）

黒
色
粒

良
好
内
面
に
自
然
釉
が
か
か
る

75
9

32
8

33
5

50
号
住
居
８
区

SI
‒4
0

―
須
恵
器

蓋
（
13
.3
）

3.
2

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ

回
転
ナ
デ

褐
灰

（
7.5
Y
R6
/1
）

褐
灰

（
7.5
Y
R5
/1
）
長
石

良

76
0

32
8

33
5

50
号
住
居
８
区

SI
‒4
0

―
須
恵
器

蓋
16
.0

2.
9

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ

回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

灰
白

（
2.5
Y
R8
/2
）
に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/4
）

不
良

76
1

32
8

33
5

50
号
住
居
８
区

SI
‒4
0

―
土
師
器

甕
（
17
.2
）

（
15
.7
）
12
.4

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
ヨ
コ
ナ
デ
　
ケ
ズ

リ
後
ナ
デ
　

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）
長
石
　
角
閃
石
　

黒
曜
石
　
赤
褐
色

粒
良
好
外
面
に
黒
斑
あ
り
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遺物観察表

遺
物
番
号

図
版

番
号

写
真
番
号

遺
構
名

出
土
地
点

包
含
層

層
位

種
　
別

器
　
種

法
　
量
（
cm
）

調
　
　
整

色
　
　
調

胎
　
土

焼
成

備
　
　
　
考

調査
区

遺
構
略
号

口
径

底
径

最
大
胴
径

器
高

高
台
高
残
存
高

外
　
　
面

内
　
　
面

外
　
面

内
　
面

76
2

33
0

72
号
土
坑
１
区

SK
‒0
3

―
白
磁

椀
4.
2

灰
白

（
10
Y
8/
1）

灰
白

（
10
Y
8/
1）

良
好
内
、
外
面
に
施
釉
　
内
面
に
ケ
ズ
リ
の

沈
線
あ
り

76
3

33
2

33
9

73
号
土
坑
１
区

SK
‒0
4

―
土
師
器

坏
（
14
.4
）
（
9.
0）

2.
9

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ
後
ナ
デ
　

ヘ
ラ
切
り
離
し
後

ナ
デ

回
転
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）

明
赤
褐

（
2.5
Y
R5
/8
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）

明
赤
褐

（
2.5
Y
R5
/8
）

長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好
内
、
外
面
に
赤
色
顔
料
塗
布

76
4

33
2

33
9

73
号
土
坑
１
区

SK
‒0
4

―
須
恵
器

蓋
（
18
.8
）

3.
1

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
　
回

転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

橙
（
5Y
R7
/6
）

暗
灰
黄

（
2.5
Y
5/
2）

石
英
　
黒
色
粒

良
好

76
5

33
2

73
号
土
坑
１
区

SK
‒0
4

―
須
恵
器

蓋
1.
8

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
　
回

転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

灰
（
5Y
6/
1）

灰
オ
リ
ー
ブ

（
5Y
6/
2）

長
石
　
黒
色
粒
　

褐
色
粒

良
好

76
6

33
4

33
9

74
号
土
坑
１
区

SX
‒0
4

―
須
恵
器

坏
12
.0

7.
6

3.
9

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
未
調

整
回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

灰
白

（
2.5
Y
8/
1）

灰
白

（
10
Y
R7
/1
）
斜
長
石
　

良

76
7

33
4

33
9

74
号
土
坑
１
区

SX
‒0
4

―
須
恵
器

坏
（
14
.1
）
（
8.
1）

3.
7

回
転
ナ
デ
　
ケ
ズ

リ
　
ヘ
ラ
切
り
離

し
後
未
調
整

回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

灰
黄
褐

（
10
Y
R5
/2
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R6
/4
）

に
ぶ
い
黄
褐

（
10
Y
R4
/3
）

明
黄
褐

（
10
Y
R7
/6
）
白
色
粒

良
好
重
ね
焼
き
の
跡
あ
り

76
8

33
4

33
9

74
号
土
坑
１
区

SX
‒0
4

―
土
師
器

蓋
15
.6

3.
1

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
未
調

整
回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

明
赤
褐

（
2.5
Y
R5
/6
）

明
赤
褐

（
2.5
Y
R5
/6
）
石
英
　
長
石
　
雲

母
　
角
閃
石
　
褐

色
粒
　

良
好
内
、
外
面
に
赤
色
顔
料
痕
あ
り

76
9

33
4

33
9

74
号
土
坑
１
区

SX
‒0
4

―
須
恵
器

蓋
13
.8

1.
3

ヘ
ラ
切
り
離
し
後

ナ
デ
　
回
転
ナ
デ

後
ナ
デ

回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

灰
（
5Y
6/
1）

灰
（
5Y
6/
1）

石
英
　
黒
色
粒

良
好

77
0

33
4

33
9

74
号
土
坑
１
区

SX
‒0
4

―
須
恵
器

壺
（
14
.2
）

7.
0

格
子
目
タ
タ
キ
後

ケ
ズ
リ
　
ケ
ズ
リ

当
て
具
痕

当
て
具
痕
後
ケ
ズ

リ
　
ケ
ズ
リ

黄
灰

（
2.5
Y
5/
1）

暗
灰
黄

（
2.5
Y
5/
2）

長
石
　
黒
色
粒

良
好

77
1

33
6

34
0

75
号
土
坑
１
区

SX
‒0
5

―
土
師
器

坏
（
13
.0
）
（
8.
4）

2.
7

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ
回
転
ナ
デ

橙
（
5Y
R6
/8
）

橙
（
5Y
R7
/6
）

長
石
　
赤
褐
色
粒
良
好
内
、
外
面
に
赤
色
顔
料
痕
あ
り

77
2

33
6

34
0

75
号
土
坑
１
区

SX
‒0
5

―
土
師
器

坏
（
13
.8
）
（
9.
1）

3.
0

回
転
ナ
デ
　
回
転

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
後
ナ

デ
　
ヘ
ラ
切
り
離

し
後
ナ
デ

回
転
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）

灰
白

（
7.5
Y
R8
/2
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
赤
褐
色
粒
良
好
内
、
外
面
に
赤
色
顔
料
痕
あ
り
　
外
面

底
部
に
黒
斑
あ
り

77
3

33
6

34
0

75
号
土
坑
１
区

SX
‒0
5

―
土
師
器

坏
（
13
.7
）
（
9.
2）

4.
5

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ
　
ヘ
ラ
切

り
離
し
後
ナ
デ

回
転
ナ
デ

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/4
）

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/4
）
石
英
　
黒
色
粒

良
好
底
部
に
指
頭
圧
痕
あ
り

77
4

33
6

34
0

75
号
土
坑
１
区

SX
‒0
5

―
須
恵
器

椀
（
16
.7
）
（
12
.0
）

4.
7

0.
8

回
転
ナ
デ
　
ヨ
コ

ナ
デ
　
ヘ
ラ
切
り

離
し
後
ナ
デ

回
転
ナ
デ
　

灰
白

（
10
Y
R8
/2
）

灰
白

（
10
Y
R8
/2
）
石
英
　
角
閃
石
　
良
好

77
5

33
6

34
0

75
号
土
坑
１
区

SX
‒0
5

―
須
恵
器

椀
（
12
.6
）
（
8.
0）

4.
7

0.
2

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ
　
ヘ
ラ
切

り
離
し
後
ナ
デ

回
転
ナ
デ

黄
灰

（
2.5
Y
6/
1）

黄
灰

（
2.5
Y
6/
1）

長
石
　
角
閃
石
　
良
好

77
6

33
6

34
0

75
号
土
坑
１
区

SX
‒0
5

―
土
師
器

蓋
（
12
.4
）

4.
1

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
後
ナ

デ
　
ヘ
ラ
切
り
離

し
後
ナ
デ

ナ
デ
　
回
転
ナ
デ

　
浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/4
）

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/4
）
角
閃
石
　
赤
褐
色

粒
良
好

77
7

33
6

34
0

75
号
土
坑
１
区

SX
‒0
5

―
須
恵
器

蓋
（
14
.6
）

2.
7

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ
　

回
転
ナ
デ

灰
（
N
 6
/0
）

に
ぶ
い
赤
褐

（
2.5
Y
R5
/3
）

灰
（
N
 6
/0
）

に
ぶ
い
赤
褐

（
2.5
Y
R5
/3
）

石
英
　
赤
褐
色
粒

黒
色
粒

良
好

77
8

33
6

34
0

75
号
土
坑

１
区

SX
‒0
5

―
須
恵
器

蓋
21
.0

2.
6

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
未
調

整
回
転
ナ
デ
後
ナ
デ

灰
（
N
 5
/0
）

灰
（
N
 5
/0
）

長
石
　
黒
色
粒

良
好

77
9

33
6

34
0

75
号
土
坑
１
区

SX
‒0
5

―
須
恵
器

高
盤

（
16
.2
）
12
.6

12
.7

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

橙
（
7.5
Y
R6
/6
）

橙
（
7.5
Y
R6
/6
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　

良
好
内
面
台
部
に
絞
り
痕
あ
り
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遺物観察表

遺
物
番
号

図
版

番
号

写
真
番
号

遺
構
名

出
土
地
点

包
含
層

層
位

種
　
別

器
　
種

法
　
量
（
cm
）

調
　
　
整

色
　
　
調

胎
　
土

焼
成

備
　
　
　
考

調査
区

遺
構
略
号

口
径

底
径

最
大
胴
径

器
高

高
台
高
残
存
高

外
　
　
面

内
　
　
面

外
　
面

内
　
面

78
1

33
8

76
号
土
坑
２
区

SK
‒0
7

―
土
師
器

坏
（
11
.0
）
（
7.
9）

4.
0

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ
回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
黒
色
粒
　

褐
色
粒

良
好

78
2

34
0

33
8

77
号
土
坑
２
区

SK
‒0
8

―
土
師
器

坏
（
11
.7
）
（
7.
4）

4.
3

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ
回
転
ナ
デ

橙
（
7.5
Y
R7
/6
）

橙
（
7.5
Y
R7
/6
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好

78
3

34
0

33
8

77
号
土
坑
２
区

SK
‒0
8

―
土
師
器

坏
（
10
.6
）
（
6.
1）

3.
9

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ

回
転
ナ
デ

橙
（
5Y
R6
/6
）

橙
（
5Y
R6
/6
）

長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好

78
4

34
0

33
8

77
号
土
坑
２
区

SK
‒0
8

―
土
師
器

坏
（
11
.0
）
（
7.
5）

3.
9

回
転
ナ
デ
後
ナ
デ

ヘ
ラ
切
り
離
し
後

ナ
デ

回
転
ナ
デ
後
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母
　
黒

色
粒
　
赤
褐
色
粒

良
好
外
面
胴
部
に
ス
ス
付
着

78
5

34
0

33
8

77
号
土
坑
２
区

SK
‒0
8

―
土
師
器

坏
（
13
.4
）
（
7.
9）

4.
9

回
転
ナ
デ
後
ナ
デ

ヘ
ラ
切
り
離
し
後

ナ
デ

回
転
ナ
デ
後
ナ
デ

浅
黄
橙

（
7.5
Y
R8
/3
）

浅
黄
橙

（
7.5
Y
R8
/6
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
赤
褐
色
粒

黒
色
粒

良
好
内
、
外
面
に
ス
ス
付
着

78
6

34
0

33
8

77
号
土
坑
２
区

SK
‒0
8

―
土
師
器

坏
（
7.
2）

2.
5

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ

回
転
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母
　
赤

褐
色
粒

良
好
外
面
底
部
に
墨
書
の
痕
跡
あ
り

78
7

34
0

33
8

77
号
土
坑
２
区

SK
‒0
8

―
須
恵
器

椀
（
11
.8
）
（
7.
5）

6.
1

1.
1

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

灰
（
7.5
Y
6/
1）

灰
（
7.5
Y
6/
1）

石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　

良
好

78
8

34
0

33
8

77
号
土
坑
２
区

SK
‒0
8

―
土
師
器

甕
（
21
.9
）

6.
4

回
転
ナ
デ
後
ナ
デ
回
転
ナ
デ
後
ナ
デ

ケ
ズ
リ
後
ナ
デ

橙
（
5Y
R6
/6
）

橙
（
5Y
R6
/6
）

長
石
　
角
閃
石
　

黒
色
粒
　
赤
褐
色

粒
良
好
内
、
外
面
に
ス
ス
付
着

78
9

34
2

34
1

78
号
土
坑
２
区

SK
‒1
1

―
土
師
器

坏
10
.4

6.
4

4.
2

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ

回
転
ナ
デ

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好
外
面
底
部
に
板
目
痕
あ
り
　

79
0

34
2

34
1

78
号
土
坑
２
区

SK
‒1
1

―
土
師
器

坏
11
.7

7.
2

4.
0

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ
回
転
ナ
デ

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好

79
1

34
4

34
1

79
号
土
坑
２
区

SK
‒1
2

―
須
恵
器

蓋
2.
5

回
転
ナ
デ
　
回
転

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

回
転
ナ
デ

橙
（
7.5
Y
R7
/6
）

橙
（
7.5
Y
R7
/6
）
長
石
　
角
閃
石
　

黒
色
粒
　
赤
褐
色

粒
良
好

79
2

34
6

34
1

80
号
土
坑
７
区

SK
‒3
0

―
土
師
器

坏
（
15
.7
）
（
11
.6
）

3.
4

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ

回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母
　
赤

褐
色
粒

良

79
3

34
9

34
1

82
号
土
坑
８
区

SK
‒4
0

―
土
師
器

坏
（
12
.8
）
（
8.
4）

2.
8

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ

回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）
に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/4
）
長
石
　
角
閃
石
　
良
好
内
、
外
面
に
赤
色
顔
料
痕
あ
り

79
4

34
9

34
1

82
号
土
坑
８
区

SK
‒4
0

―
須
恵
器

坏
12
.4

8.
0

3.
7

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ
回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

灰
（
7.5
Y
6/
1）

灰
（
N
 6
/0
）

長
石
　
黒
色
粒

良
好

79
5

34
9

34
1

82
号
土
坑
８
区

SK
‒4
0

―
土
師
器

椀
（
7.
6）

1.
3

3.
2

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ

回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

灰
白

（
7.5
Y
8/
1）

灰
白

（
N
 8
/0
）

長
石
　
赤
褐
色
粒
良
好

79
6

35
1

34
1

83
号
土
坑
８
区

SK
‒4
1

―
土
師
器

坏
（
13
.6
）

8.
8

3.
1

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ
回
転
ナ
デ

橙
（
7.5
Y
R7
/6
）

明
赤
褐

（
5Y
R5
/6
）

橙
（
5Y
R6
/6
）

明
赤
褐

（
2.5
Y
R5
/6
）

長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好
内
、
外
面
に
赤
色
顔
料
痕
あ
り
　

79
7

35
3

84
号
土
坑
８
区

SK
‒4
9

―
須
恵
器

壺
（
14
.4
）

5.
6

回
転
ナ
デ
　
タ
タ

キ
回
転
ナ
デ
　
同
心

円
タ
タ
キ

灰
（
5Y
4/
1）

褐
灰

（
10
Y
R4
/1
）
長
石

良
好
内
、
外
面
に
自
然
釉
が
か
か
る

79
8

35
5

85
号
土
坑
８
区

SX
‒5
4

―
土
師
器

椀
（
6.
6）

0.
7

2.
6

調
整
不
明

調
整
不
明

灰
白

（
10
Y
R8
/2
）

灰
白

（
10
Y
R8
/2
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好

80
0

35
8

35
1

87
号
土
坑
２
区

SK
‒0
9

―
瓦
器

椀
15
.5

6.
7

5.
5

0.
4

回
転
ナ
デ
　
ミ
ガ

キ
　
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

後
ミ
ガ
キ

回
転
ナ
デ
　
ミ
ガ

キ
灰

（
N
 5
/0
）

灰
（
N
 5
/0
）

黒
色
粒
　
褐
色
粒
良
好

80
1

35
8

35
1

87
号
土
坑
２
区

SK
‒0
9

―
白
磁

皿
9.
6

3.
5

2.
5

ヘ
ラ
切
り
離
し
後

ナ
デ
　

灰
白

（
2.5
GY
8/
1）

灰
白

（
2.5
GY
8/
1）

良
好
内
面
立
ち
上
が
り
部
分
に
沈
線
あ
り
　

灯
明
皿
と
し
て
使
用
　
内
、
外
面
に
施

釉
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遺物観察表

遺
物
番
号

図
版

番
号

写
真
番
号

遺
構
名

出
土
地
点

包
含
層

層
位

種
　
別

器
　
種

法
　
量
（
cm
）

調
　
　
整

色
　
　
調

胎
　
土

焼
成

備
　
　
　
考

調査
区

遺
構
略
号

口
径

底
径

最
大
胴
径

器
高

高
台
高
残
存
高

外
　
　
面

内
　
　
面

外
　
面

内
　
面

80
2

36
0

34
2

６
号
溝

１
区

SD
‒0
1

―
土
師
器

坏
10
.4

7.
8

3.
0

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ
回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

灰
白

（
10
Y
R8
/2
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/2
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好
灯
明
皿
と
し
て
使
用

80
3

36
0

34
2

６
号
溝

１
区

SD
‒0
1

―
土
師
器

坏
10
.3

7.
7

3.
2

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ
回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

灰
白

（
10
Y
R8
/2
）

浅
黄
橙

（
7.5
Y
R8
/4
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好
灯
明
皿
と
し
て
使
用

80
4

36
0

34
2

６
号
溝

１
区

SD
‒0
1

―
土
師
器

坏
10
.3

7.
1

2.
9

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
未
調

整
回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

浅
黄
橙

（
7.5
Y
R8
/3
）

浅
黄
橙

（
7.5
Y
R8
/4
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　

良
好
灯
明
皿
と
し
て
使
用

80
5

36
0

34
2

６
号
溝

１
区

SD
‒0
1

―
土
師
器

坏
（
10
.6
）
（
7.
4）

2.
6

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ
回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好
灯
明
皿
と
し
て
使
用

80
6

36
0

34
2

６
号
溝

１
区

SD
‒0
1

―
土
師
器

坏
10
.4

8.
2

2.
9

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ
回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好
灯
明
皿
と
し
て
使
用

80
7

36
0

34
2

６
号
溝

１
区

SD
‒0
1

―
土
師
器

坏
（
10
.7
）
（
7.
2）

2.
6

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ

回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/4
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/4
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒
　
火
山

ガ
ラ
ス

良
好
灯
明
皿
と
し
て
使
用

80
8

36
0

34
2

６
号
溝

１
区

SD
‒0
1

―
土
師
器

坏
（
9.
9）

6.
9

2.
5

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ

回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）
石
英
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好
灯
明
皿
と
し
て
使
用

80
9

36
0

34
2

６
号
溝

１
区

SD
‒0
1

―
土
師
器

坏
10
.4

7.
0

3.
4

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ
回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）

浅
黄
橙

（
7.5
Y
R8
/4
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好
灯
明
皿
と
し
て
使
用

81
0

36
0

34
2

６
号
溝

１
区

SD
‒0
1

―
土
師
器

坏
10
.4

7.
5

2.
7

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
未
調

整
回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）
長
石
　
角
閃
石
　

黒
曜
石
　
赤
褐
色

粒
良

外
面
に
黒
斑
あ
り

81
1

36
0

34
2

６
号
溝

１
区

SD
‒0
1

―
土
師
器

坏
10
.6

7.
9

2.
6

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ

回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
内
、
外
面
に
黒
斑
あ
り

81
2

36
0

34
2

６
号
溝

１
区

SD
‒0
1

―
土
師
器

坏
（
10
.2
）
（
7.
3）

2.
7

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ
回
転
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好
底
部
に
ス
ス
付
着

81
3

36
0

34
2

６
号
溝

１
区

SD
‒0
1

―
土
師
器

坏
（
15
.6
）
（
14
.2
）

2.
3

ヘ
ラ
切
り
離
し

調
整
不
明

調
整
不
明
　
回
転

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

橙
（
5Y
R7
/6
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/4
）
石
英
　
長
石
　
雲

母
　
赤
褐
色
粒

良
好
見
込
み
部
に
線
刻
あ
り
　
内
、
外
面
に

赤
色
顔
料
痕
あ
り

81
4

36
0

34
2

６
号
溝

１
区

SD
‒0
1

―
土
師
器

椀
（
14
.9
）
（
8.
2）

6.
2

1.
8

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ
回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好

81
5

36
0

34
2

６
号
溝

１
区

SD
‒0
1

―
須
恵
器

椀
（
12
.0
）
（
7.
7）

4.
4

0.
4

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ

回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

灰
（
N
 5
/0
）

灰
（
10
Y
5/
1）

長
石

良
好

81
6

36
0

34
2

６
号
溝

１
区

SD
‒0
1

―
須
恵
器

蓋
（
13
.4
）

2.
8

回
転
ナ
デ
　
回
転

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
　

回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

灰
（
10
Y
6/
1）

灰
（
5Y
6/
1）

長
石

良
好
外
面
に
自
然
釉
が
か
か
る

81
7

36
0

６
号
溝

１
区

SD
‒0
1

―
土
師
器

鉢
（
8.
6）
（
4.
2）

4.
6

ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）
石
英
　
長
石
　
雲

母
　
角
閃
石
　
黒

曜
石
　
赤
褐
色
粒

良
内
、
外
面
に
黒
斑
あ
り

81
8

36
0

６
号
溝

１
区

SD
‒0
1

―
土
師
器

壺
3.
6

ナ
デ

ナ
デ

橙
（
5Y
R6
/6
）

橙
（
5Y
R6
/6
）

石
英
　
長
石
　
雲

母
　
角
閃
石
　
赤

褐
色
粒

良
好

81
9

36
2

34
3

７
号
溝

７
区

SD
‒0
8

―
土
師
器

坏
（
11
.8
）
（
7.
2）

3.
1

回
転
ナ
デ
　
ナ
デ
回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

に
ぶ
い
褐

（
7.5
Y
R5
/4
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R6
/4
）
長
石
　
雲
母

良
好

82
0

36
2

34
3

７
号
溝

７
区

SD
‒0
8

―
須
恵
器

坏
（
13
.7
）
（
8.
0）

3.
8

回
転
ナ
デ
　
回
転

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
　
ヘ

ラ
切
り
離
し
後
未

調
整

回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R6
/4
）

橙
（
7.5
Y
R7
/6
）
長
石
　
角
閃
石
　
良
好
外
面
底
部
に
被
熱
に
よ
る
赤
色
化
あ
り

82
1

36
2

34
3

７
号
溝

７
区

SD
‒0
8

―
土
師
器

椀
（
12
.2
）

7.
3

4.
9

1.
3

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

浅
黄
橙

（
7.5
Y
R8
/3
）

浅
黄
橙

（
7.5
Y
R8
/3
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好
外
面
胴
部
か
ら
高
台
に
か
け
て
黒
斑
あ

り

82
3

36
4

34
3

８
号
溝

８
区

SD
‒1
0

―
土
師
器

坏
10
.8

7.
4

2.
6

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ

回
転
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R6
/3
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R6
/3
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母
　
赤

褐
色
粒

良
好
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遺物観察表

遺
物
番
号

図
版

番
号

写
真
番
号

遺
構
名

出
土
地
点

包
含
層

層
位

種
　
別

器
　
種

法
　
量
（
cm
）

調
　
　
整

色
　
　
調

胎
　
土

焼
成

備
　
　
　
考

調査
区

遺
構
略
号

口
径

底
径

最
大
胴
径

器
高

高
台
高
残
存
高

外
　
　
面

内
　
　
面

外
　
面

内
　
面

82
4

36
4

34
3

８
号
溝

８
区

SD
‒1
0

―
土
師
器

坏
（
9.
9）

7.
4

2.
5

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ
回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好

82
5

36
4

34
3

８
号
溝

８
区

SD
‒1
0

―
土
師
器

椀
（
11
.0
）
（
6.
6）

4.
5

0.
9

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好

82
8

36
5

９
号
溝

８
区

SD
‒1
1

―
土
師
器

坏
（
13
.0
）

4.
0

ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ
ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）

灰
黄
褐

（
10
Y
R5
/2
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母

良
好
ス
ス
付
着

82
9

36
5

９
号
溝

８
区

SD
‒1
1

―
須
恵
器

坏
？

3.
1

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

灰
（
N
 4
/0
）

灰
（
N
 4
/0
）

石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母

不
良

83
0

36
5

９
号
溝

８
区

SD
‒1
1

―
須
恵
器

甕
？

12
.5

ハ
ケ
メ

タ
タ
キ

灰
（
N
 5
/0
）

褐
灰

（
10
Y
R4
/1
）
長
石
　
角
閃
石
　

黒
色
粒

良
好

83
3

36
8

34
8

11
号
溝

２
区

SD
‒0
3

―
土
師
器

坏
（
16
.1
）
（
8.
0）

4.
1

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し

回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

橙
（
5Y
R7
/6
）

橙
（
5Y
R7
/6
）

石
英
　
長
石
　
黒

色
粒
　
褐
色
粒

良
好

83
4

36
8

34
8

11
号
溝

２
区

SD
‒0
3

―
土
師
器

坏
15
.9

7.
4

3.
8

回
転
ナ
デ
　
糸
切

り
離
し

回
転
ナ
デ

橙
（
7.5
Y
R7
/6
）

橙
（
7.5
Y
R7
/6
）
石
英
　
長
石
　
赤

褐
色
粒

良
好

83
5

36
8

34
8

11
号
溝

２
区

SD
‒0
3

―
土
師
器

坏
15
.7

7.
6

3.
0

ナ
デ
　
ケ
ズ
リ
後

ナ
デ
　
ヘ
ラ
切
り

離
し
後
ナ
デ

ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R6
/4
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）
石
英
　
長
石

良
好

83
6

36
8

34
8

11
号
溝

２
区

SD
‒0
3

―
土
師
器

坏
（
13
.9
）
（
8.
5）

3.
3

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ
回
転
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R6
/4
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R6
/4
）
石
英
　
長
石
　
雲

母
良
好

83
7

36
8

34
8

11
号
溝

２
区

SD
‒0
3

―
土
師
器

坏
（
14
.8
）

7.
3

4.
6

回
転
ナ
デ
　
糸
切

り
離
し

回
転
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）
石
英
　
長
石
　
雲

母
　
赤
褐
色
粒

良
好
外
面
に
黒
斑
あ
り

83
8

36
8

11
号
溝

２
区

SD
‒0
3

―
土
師
器

坏
（
6.
8）

2.
0

回
転
ナ
デ
　
糸
切

り
離
し

回
転
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）
石
英
　
長
石

良
好

83
9

36
8

34
8

11
号
溝

２
区

SD
‒0
3

―
土
師
器

坏
8.
4

6.
1

1.
3

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ
回
転
ナ
デ
　
工
具

に
よ
る
ナ
デ

橙
（
5Y
R6
/6
）

橙
（
5Y
R6
/6
）

石
英
　
長
石
　
褐

色
粒

良
好

84
0

36
8

11
号
溝

２
区

SD
‒0
3

―
須
恵
器

坏
（
10
.2
）

5.
6

回
転
ナ
デ
　
ナ
デ
回
転
ナ
デ

灰
（
N
 6
/0
）

灰
（
N
 6
/0
）

長
石

良
好
外
面
底
部
に
工
具
痕
あ
り

84
1

36
8

11
号
溝

２
区

SD
‒0
3

―
瓦
器

坏
（
9.
5）

2.
8

回
転
ナ
デ
後
ミ
ガ

キ
　
ケ
ズ
リ

ミ
ガ
キ

灰
（
5Y
6/
1）

灰
（
5Y
6/
1）

長
石
　
雲
母

良
好

84
2

36
8

11
号
溝

２
区

SD
‒0
3

―
土
師
器

椀
（
6.
0）

0.
4

2.
7

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ
ナ
デ

灰
黄

（
2.5
Y
7/
2）

灰
黄

（
2.5
Y
7/
2）

石
英
　
長
石
　
赤

褐
色
粒

良
好
底
部
に
ヘ
ラ
記
号
あ
り
　
外
面
に
赤
色

顔
料
痕
あ
り

84
3

36
8

35
3

11
号
溝

２
区

SD
‒0
3

―
青
磁

椀
（
15
.1
）

6.
1

5.
5

0.
7

ケ
ズ
リ
　
ケ
ズ
リ

出
し

瓦
の
鼠
茶

瓦
の
鼠
茶

良
好
内
面
に
ケ
ズ
リ
の
沈
線
と
目
跡
あ
り
　

内
、
外
面
に
施
釉

84
4

36
8

35
3

11
号
溝

２
区

SD
‒0
3

―
青
磁

椀
（
16
.8
）

6.
2

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

瓦
の
鼠
茶

瓦
の
鼠
茶

良
好
施
釉
部
分
に
貫
入
が
み
ら
れ
る
　
内
面

に
ケ
ズ
リ
の
沈
線
２
条
あ
り
　
内
、
外

面
に
施
釉
　
外
面
に
櫛
目
文
、
内
面
に

櫛
目
描
文
あ
り

84
5

36
8

35
3

11
号
溝

２
区

SD
‒0
3

―
青
磁

椀
（
7.
6）

0.
2

4.
0

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
　
ケ

ズ
リ
　
ケ
ズ
リ
出

し
白
茶

白
茶

良
好
内
、
外
面
に
施
釉
　
施
釉
部
分
に
貫
入

が
み
ら
れ
る
　
内
、
外
面
に
目
跡
あ
り

84
6

36
9

35
3

11
号
溝

２
区

SD
‒0
3

―
白
磁

椀
16
.5

5.
8

6.
9

0.
2

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
　
ケ

ズ
リ
　
ケ
ズ
リ
出

し
灰
白

薄
白
茶

灰
白

良
好
内
面
に
ケ
ズ
リ
の
沈
線
あ
り
　
内
、
外

面
に
施
釉

84
7

36
9

35
3

11
号
溝

２
区

SD
‒0
3

―
白
磁

椀
（
16
.6
）

6.
8

6.
3

0.
2

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
　
ケ

ズ
リ
　
ケ
ズ
リ
出

し
銀
灰
白

薄
白
茶

銀
灰
白

良
好

内
面
に
ケ
ズ
リ
の
沈
線
あ
り
　
内
、
外

面
に
施
釉
　

84
8

36
9

35
3

11
号
溝

２
区

SD
‒0
3

―
白
磁

椀
（
16
.2
）
（
5.
5）

6.
0

0.
3

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
　
ケ

ズ
リ
　
ケ
ズ
リ
出

し
銀
灰
白

鉛
の
白

銀
灰
白

良
好

内
面
に
ケ
ズ
リ
の
沈
線
あ
り
　
内
、
外

面
に
施
釉
　
施
釉
部
分
に
貫
入
が
み
ら

れ
る
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遺物観察表

遺
物
番
号

図
版

番
号

写
真
番
号

遺
構
名

出
土
地
点

包
含
層

層
位

種
　
別

器
　
種

法
　
量
（
cm
）

調
　
　
整

色
　
　
調

胎
　
土

焼
成

備
　
　
　
考

調査
区

遺
構
略
号

口
径

底
径

最
大
胴
径

器
高

高
台
高
残
存
高

外
　
　
面

内
　
　
面

外
　
面

内
　
面

84
9

36
9

35
3

11
号
溝

２
区

SD
‒0
3

―
白
磁

椀
（
16
.0
）

6.
6

7.
0

0.
1

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
　
ケ

ズ
リ
　
ケ
ズ
リ
出

し
白
茶

白
茶

良
好
内
面
に
ケ
ズ
リ
の
沈
線
と
目
跡
あ
り
　

施
釉
部
分
に
貫
入
が
み
ら
れ
る
　
内
、

外
面
に
施
釉

85
0

36
9

35
3

11
号
溝

２
区

SD
‒0
3

―
白
磁

椀
（
15
.1
）

5.
7

6.
6

0.
2

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
　
ケ

ズ
リ
　
ケ
ズ
リ
出

し
白
茶

ク
リ
ー
ム
色

白
茶

良
好
内
面
に
ケ
ズ
リ
の
沈
線
あ
り
　
施
釉
部

分
に
貫
入
が
み
ら
れ
る
　
内
、
外
面
に

施
釉
　

85
1

36
9

35
3

11
号
溝

２
区

SD
‒0
3

―
白
磁

椀
（
15
.3
）
（
5.
3）

5.
8

0.
8

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
　
ケ

ズ
リ
　
ケ
ズ
リ
出

し
ベ
ー
ジ
ュ

灰
白

白
茶

褐
色
粒

良
好
内
、
外
面
に
施
釉
　
施
釉
部
分
に
貫
入

が
み
ら
れ
る
　

85
2

36
9

11
号
溝

２
区

SD
‒0
3

―
白
磁

椀
（
15
.5
）
（
6.
1）

6.
3

0.
7

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
　
ケ

ズ
リ
　
ケ
ズ
リ
出

し
肉
桂
色

銀
灰

銀
灰
白

黒
色
粒

良
好

内
、
外
面
に
施
釉
　
施
釉
部
分
に
貫
入

が
み
ら
れ
る
　
内
面
に
ケ
ズ
リ
の
沈
線

あ
り
　

85
3

36
9

35
3 

35
2

11
号
溝

２
区

SD
‒0
3

―
白
磁

椀
14
.7

5.
7

5.
8

1.
1

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
　
ケ

ズ
リ
　
ケ
ズ
リ
出

し
白
茶

灰
白

白
茶

良
好
内
面
に
ケ
ズ
リ
の
沈
線
あ
り
　
内
、
外

面
に
施
釉
　

85
4

36
9

11
号
溝

２
区

SD
‒0
3

―
白
磁

椀
6.
5

0.
2

3.
5

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
　
ケ

ズ
リ
　
ケ
ズ
リ
出

し
か
も
し
か

か
も
し
か

良
好

内
面
に
目
跡
、
ケ
ズ
リ
の
沈
線
あ
り
　

内
、
外
面
に
施
釉

85
5

36
9

11
号
溝

２
区

SD
‒0
3

―
白
磁

椀
5.
6

0.
5

3.
6

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
　
ケ

ズ
リ
　
ケ
ズ
リ
出

し
真
珠
色

真
珠
色

良
好
内
面
に
ケ
ズ
リ
の
沈
線
あ
り
　
内
、
外

面
に
施
釉
　
　

85
6

36
9

11
号
溝

２
区

SD
‒0
3

―
白
磁

椀
（
4.
9）

0.
6

3.
4

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
　
ケ

ズ
リ
　
ケ
ズ
リ
出

し
白
茶

白
茶

良
好
内
面
見
込
み
部
に
砂
付
着
　
内
、
外
面

に
施
釉

85
7

36
9

11
号
溝

２
区

SD
‒0
3

―
白
磁

椀
5.
6

1.
1

4.
8

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
　
ケ

ズ
リ
　
ケ
ズ
リ
出

し
灰
白

灰
白

良
好
外
面
に
櫛
目
文
あ
り
　
内
、
外
面
に
施

釉
　
内
面
見
込
み
部
に
砂
付
着

85
8

37
0

11
号
溝

２
区

SD
‒0
3

―
瓦
器

椀
（
16
.8
）
（
6.
3）

4.
7

0.
3

ハ
ケ
メ
後
ミ
ガ
キ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
後
ミ

ガ
キ
　
回
転
ナ
デ

ヘ
ラ
切
り
離
し
後

ナ
デ

回
転
ナ
デ
後
ミ
ガ

キ
灰

（
N
 6
/0
）

灰
（
N
 6
/0
）

長
石
　
黒
色
粒

良
好
外
面
胴
部
に
指
頭
圧
痕
あ
り
　
内
面
に

重
ね
焼
き
の
跡
あ
り
　
外
面
胴
部
に
黒

斑
あ
り

85
9

37
0

34
9

11
号
溝

２
区

SD
‒0
3

―
瓦
器

椀
（
16
.6
）

6.
7

5.
9

0.
3

回
転
ナ
デ
　
ケ
ズ

リ
　
ヘ
ラ
切
り
離

し
後
ナ
デ

回
転
ナ
デ
後
ミ
ガ

キ
に
ぶ
い
赤
褐

（
5Y
R5
/3
）

灰
黄
褐

（
10
Y
R6
/2
）
長
石
　
角
閃
石
　
良
好

重
ね
焼
き
の
跡
あ
り

86
0

37
0

34
9

11
号
溝

２
区

SD
‒0
3

―
瓦
器

椀
16
.3

7.
2

6.
3

0.
5

回
転
ナ
デ
後
ミ
ガ

キ
　
ケ
ズ
リ
　
回

転
ナ
デ

ナ
デ
後
ミ
ガ
キ

灰
（
7.5
Y
6/
1）

灰
白

（
5Y
7/
1）

長
石
　
黒
色
粒

良
好
内
、
外
面
に
重
ね
焼
き
の
跡
あ
り

86
1

37
0

34
9

11
号
溝

２
区

SD
‒0
3

―
瓦
器

椀
（
17
.0
）

7.
2

5.
4

0.
4

回
転
ナ
デ
　
ケ
ズ

リ
後
回
転
ナ
デ
　

ヘ
ラ
切
り
離
し
後

ナ
デ

回
転
ナ
デ

灰
白

（
5Y
7/
1）

灰
白

（
5Y
7/
1）

石
英
　
長
石
　
黒

色
粒
　
褐
色
粒

良
内
面
に
重
ね
焼
き
の
跡
あ
り
　
外
面
胴

部
に
ヘ
ラ
記
号
あ
り

86
2

37
0

34
9

11
号
溝

２
区

SD
‒0
3

―
瓦
器

椀
（
16
.7
）

6.
6

5.
8

0.
3

回
転
ナ
デ
後
ミ
ガ

キ
　
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

回
転
ナ
デ

ナ
デ
後
ミ
ガ
キ

灰
（
7.5
Y
6/
1）

灰
白

（
5Y
7/
1）

石
英
　
長
石
　
黒

色
粒

良
好
内
面
に
重
ね
焼
き
の
跡
あ
り

86
3

37
0

34
9

11
号
溝

２
区

SD
‒0
3

―
瓦
器

椀
（
16
.3
）

6.
2

5.
2

0.
3

回
転
ナ
デ
　
ケ
ズ

リ
　
ヘ
ラ
切
り
離

し
後
ナ
デ

回
転
ナ
デ

灰
（
N
 4
/0
）

灰
（
N
 4
/0
）

石
英
　
長
石

良

86
4

37
0

34
9

11
号
溝

２
区

SD
‒0
3

―
瓦
器

椀
15
.4

5.
7

6.
0

0.
3

回
転
ナ
デ
後
ミ
ガ

キ
　
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ナ
デ
　
ヘ
ラ
切
り

離
し
後
ナ
デ

ミ
ガ
キ
　
ナ
デ

灰
白

（
2.5
Y
8/
1）

灰
白

（
2.5
Y
8/
1）

石
英
　
黒
色
粒

良
好

86
5

37
0

11
号
溝

２
区

SD
‒0
3

―
瓦
器

椀
（
15
.6
）
（
5.
6）

6.
4

0.
5

調
整
不
明
　
回
転

ナ
デ

調
整
不
明

に
ぶ
い
橙

（
5Y
R7
/4
）

に
ぶ
い
橙

（
5Y
R7
/4
）

石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母
　

良
好
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遺物観察表

遺
物
番
号

図
版

番
号

写
真
番
号

遺
構
名

出
土
地
点

包
含
層

層
位

種
　
別

器
　
種

法
　
量
（
cm
）

調
　
　
整

色
　
　
調

胎
　
土

焼
成

備
　
　
　
考

調査
区

遺
構
略
号

口
径

底
径

最
大
胴
径

器
高

高
台
高
残
存
高

外
　
　
面

内
　
　
面

外
　
面

内
　
面

86
6

37
0

34
9

11
号
溝

２
区

SD
‒0
3

―
瓦
器

椀
17
.0

5.
8

5.
9

0.
3

回
転
ナ
デ
　
ミ
ガ

キ
　
ナ
デ

回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

灰
（
N
 5
/0
）

灰
（
N
 4
/0
）

石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母

不
良
重
ね
焼
き
の
跡
あ
り

86
7

37
0

34
9

11
号
溝

２
区

SD
‒0
3

―
瓦
器

椀
16
.5

6.
3

6.
2

0.
2

回
転
ナ
デ
後
ミ
ガ

キ
　
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

後
ナ
デ
　
ヘ
ラ
切

り
離
し
後
ナ
デ

ナ
デ
後
ミ
ガ
キ

灰
（
N
 4
/0
）

灰
白

（
2.5
Y
7/
1）

長
石
　
角
閃
石
　

雲
母

良
好
外
面
底
部
に
ヘ
ラ
記
号
あ
り
　
内
面
に

黒
斑
あ
り

86
8

37
0

11
号
溝

２
区

SD
‒0
3

―
瓦
器

椀
（
17
.1
）

6.
2

6.
2

0.
3

ミ
ガ
キ
　
回
転
ナ

デ
　
ナ
デ

ミ
ガ
キ

灰
白

（
5Y
7/
1）

灰
白

（
5Y
7/
1）

石
英
　
長
石

良
好
底
部
に
ヘ
ラ
記
号
あ
り

86
9

37
0

34
9

11
号
溝

２
区

SD
‒0
3

―
瓦
器

椀
16
.4

7.
1

5.
4

0.
2

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ
回
転
ナ
デ

灰
（
7.5
Y
5/
1）

灰
（
N
 6
/0
）

長
石
　
黒
色
粒

良
好

87
0

37
0

34
9

11
号
溝

２
区

SD
‒0
3

―
瓦
器

椀
（
15
.5
）

6.
7

5.
6

0.
3

回
転
ナ
デ
後
ミ
ガ

キ
　
糸
切
り
離
し

後
ナ
デ

回
転
ナ
デ
後
ミ
ガ

キ
　
ナ
デ
後
ミ
ガ

キ
褐
灰

（
10
Y
R6
/1
）

褐
灰

（
10
Y
R6
/1
）
長
石
　
雲
母

良
好

87
1

37
0

34
9

11
号
溝

２
区

SD
‒0
3

―
瓦
器

椀
15
.6

5.
9

6.
1

0.
5

調
整
不
明
　
回
転

ナ
デ

調
整
不
明

灰
白

（
5Y
8/
1）

灰
白

（
2.5
Y
8/
2）

石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　

良
好

87
2

37
1

34
9

11
号
溝

２
区

SD
‒0
3

―
瓦
器

椀
16
.6

（
6.
0）

6.
3

0.
4

回
転
ナ
デ
　
ナ
デ
回
転
ナ
デ

灰
（
N
 5
/0
）

灰
（
N
 6
/0
）

石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
黒
色
粒

良
外
面
胴
部
に
指
頭
圧
痕
あ
り

87
3

37
1

34
9

11
号
溝

２
区

SD
‒0
3

―
瓦
器

椀
（
16
.7
）
（
6.
8）

6.
1

0.
3

ミ
ガ
キ
　
回
転
ナ

デ
　
ヘ
ラ
切
り
離

し
後
ナ
デ

調
整
不
明

灰
（
N
 6
/0
）

灰
（
N
 6
/0
）

長
石
　
角
閃
石
　
良
好

87
4

37
1

34
9

11
号
溝

２
区

SD
‒0
3

―
瓦
器

椀
17
.2

6.
4

6.
4

0.
4

ミ
ガ
キ
　
回
転
ナ

デ
　

調
整
不
明

灰
（
N
 4
/0
）

灰
（
N
 4
/0
）

長
石
　
角
閃
石
　
良
好

87
5

37
1

34
9

11
号
溝

２
区

SD
‒0
3

―
瓦
器

椀
（
15
.4
）

6.
2

5.
7

0.
4

調
整
不
明
　
回
転

ナ
デ
　
ヘ
ラ
切
り

離
し
後
ナ
デ

調
整
不
明

灰
白

（
7.5
Y
7/
1）

灰
白

（
7.5
Y
7/
1）

長
石
　
雲
母

良
好

87
6

37
1

34
9

11
号
溝

２
区

SD
‒0
3

―
瓦
器

椀
（
16
.8
）

6.
4

6.
0

0.
2

ナ
デ
　
回
転
ナ
デ
ナ
デ

灰
白

（
10
Y
R8
/2
）

灰
白

（
10
Y
R8
/1
）
石
英
　
長
石
　
黒

色
粒

良
好
内
面
に
黒
斑
あ
り

87
7

37
1

11
号
溝

２
区

SD
‒0
3

―
瓦
器

椀
（
16
.6
）
（
6.
5）

5.
0

0.
4

回
転
ナ
デ
　
ナ
デ
回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

褐
灰

（
10
Y
R6
/1
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/2
）
長
石

良
好

87
8

37
1

34
9

11
号
溝

２
区

SD
‒0
3

―
瓦
器

椀
17
.1

6.
4

5.
5

0.
4

調
整
不
明
　
回
転

ナ
デ

調
整
不
明
　

灰
（
N
 5
/0
）

灰
（
N
 4
/0
）

長
石
　
角
閃
石
　
良
好

87
9

37
1

34
9

11
号
溝

２
区

SD
‒0
3

―
瓦
器

椀
16
.2

6.
4

5.
7

0.
3

調
整
不
明

調
整
不
明

灰
白

（
2.5
Y
8/
2）

灰
白

（
2.5
Y
8/
2）

石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　

良
好
底
部
に
ヘ
ラ
記
号
あ
り
　
外
面
口
縁
部

に
黒
斑
あ
り

88
0

37
1

34
8

11
号
溝

２
区

SD
‒0
3

―
須
恵
器

蓋
14
.0

2.
0

回
転
ナ
デ
　
回
転

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
　

回
転
ナ
デ

褐
灰

（
7.5
Y
R5
/1
）

褐
灰

（
7.5
Y
R5
/1
）
石
英
　
長
石
　
黒

色
粒

良
好
外
面
口
縁
端
部
に
自
然
釉
が
か
か
る

88
1

37
1

34
8

11
号
溝

２
区

SD
‒0
3

―
須
恵
器

蓋
（
13
.3
）

2.
6

回
転
ナ
デ
　
回
転

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

回
転
ナ
デ

黄
灰

（
2.5
Y
5/
1）

黄
灰

（
2.5
Y
5/
1）

長
石
　
角
閃
石
　
良
好
外
面
に
白
色
の
灰
が
み
ら
れ
る

88
2

37
1

34
8

11
号
溝

２
区

SD
‒0
3

―
土
師
器

皿
7.
9

5.
2

1.
5

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ
回
転
ナ
デ
後
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）
長
石
　
角
閃
石
　

雲
母

良
好

88
3

37
1

34
8

11
号
溝

２
区

SD
‒0
3

―
土
師
器

皿
8.
3

6.
6

1.
4

ナ
デ
　
調
整
不
明
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）

浅
黄
橙

（
7.5
Y
R8
/4
）
石
英
　
長
石
　
赤

褐
色
粒

良
好

88
4

37
1

34
8

11
号
溝

２
区

SD
‒0
3

―
土
師
器

皿
8.
8

7.
0

1.
3

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ
回
転
ナ
デ

橙
（
7.5
Y
R7
/6
）

橙
（
7.5
Y
R7
/6
）
石
英
　
長
石
　
雲

母
　
褐
色
粒

良
好

88
5

37
1

34
8

11
号
溝

２
区

SD
‒0
3

―
土
師
器

皿
8.
9

5.
9

1.
2

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ
回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/4
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）
長
石
　
赤
褐
色
粒
良
好

88
6

37
1

34
8

11
号
溝

２
区

SD
‒0
3

―
土
師
器

皿
（
7.
9）

5.
6

1.
5

調
整
不
明
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ
調
整
不
明

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/4
）

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/4
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
赤
褐
色
粒

良
好

88
7

37
1

34
8

11
号
溝

２
区

SD
‒0
3

―
須
恵
器
系

土
師
器

皿
（
9.
7）
（
6.
7）

2.
4

回
転
ナ
デ
　
糸
切

り
離
し

ナ
デ

灰
白

（
5Y
7/
1）

灰
（
N
 5
/0
）

長
石

良
好

88
8

37
2

35
3

11
号
溝

２
区

SD
‒0
3

―
青
磁

皿
（
9.
6）
（
4.
1）

2.
2

0.
2

ケ
ズ
リ
　

灰
白

（
10
Y
7/
1）

灰
白

（
10
Y
7/
1）

良
好
内
面
に
ヘ
ラ
で
模
様
あ
り
　
内
、
外
面

の
底
部
以
外
施
釉
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遺物観察表

遺
物
番
号

図
版

番
号

写
真
番
号

遺
構
名

出
土
地
点

包
含
層

層
位

種
　
別

器
　
種

法
　
量
（
cm
）

調
　
　
整

色
　
　
調

胎
　
土

焼
成

備
　
　
　
考

調査
区

遺
構
略
号

口
径

底
径

最
大
胴
径

器
高

高
台
高
残
存
高

外
　
　
面

内
　
　
面

外
　
面

内
　
面

88
9

37
2

34
9

11
号
溝

２
区

SD
‒0
3

―
瓦
器

皿
9.
5

7.
4

2.
5

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ
調
整
不
明

灰
（
7.5
Y
6/
1）

灰
（
7.5
Y
6/
1）

長
石

良
好

89
0

37
2

34
8

11
号
溝

２
区

SD
‒0
3

―
須
恵
器

高
坏

11
.6

11
.0

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

灰
（
5Y
5/
1）

灰
（
5Y
5/
1）

石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　

良
好
内
面
に
絞
り
痕
が
み
ら
れ
る

89
8

37
3

34
4

11
号
溝

２
区

SD
‒0
3

―
滑
石
製

石
鍋

（
25
.6
）

10
.4

ケ
ズ
リ

ケ
ズ
リ

外
面
に
ス
ス
付
着

89
9

37
3

34
4

11
号
溝

２
区

SD
‒0
3

―
滑
石
製

石
鍋

9.
9

ケ
ズ
リ

ケ
ズ
リ

穿
孔
あ
り

90
0

37
3

11
号
溝

２
区

SD
‒0
3

―
縄
文
土
器

深
鉢

4.
7

ナ
デ

ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R6
/3
）

に
ぶ
い
黄
褐

（
10
Y
R5
/3
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母
　
黒

色
粒
　
褐
色
粒

良
好
波
状
口
縁
　
口
縁
部
に
沈
線
文
様
あ
り

90
1

37
3

11
号
溝

２
区

SD
‒0
3

―
縄
文
土
器

深
鉢

6.
8

2.
6

ナ
デ

ナ
デ

浅
黄

（
2.5
Y
7/
3）

浅
黄

（
2.5
Y
7/
3）

長
石
　
角
閃
石
　
良
好

90
2

37
3

11
号
溝

２
区

SD
‒0
3

―
縄
文
土
器

深
鉢

7.
2

ナ
デ

ナ
デ
　
条
痕

浅
黄

（
2.5
Y
7/
3）

浅
黄

（
2.5
Y
7/
3）

石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母
　
赤

褐
色
粒

良
好
口
縁
部
に
２
条
の
沈
線
あ
り

90
3

37
3

11
号
溝

２
区

SD
‒0
3

―
縄
文
土
器

浅
鉢

4.
3

ミ
ガ
キ
　
ナ
デ

ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R6
/3
）

暗
灰
黄

（
2.5
Y
5/
2）

石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母

良
好
口
縁
部
に
２
条
の
沈
線
あ
り

90
4

37
3

11
号
溝

２
区

SD
‒0
3

―
縄
文
土
器

坏
形
土
器

6.
6

4.
1

ケ
ズ
リ
　
ナ
デ

ケ
ズ
リ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）
に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母
　
赤

褐
色
粒

良
好
口
縁
部
に
４
ヶ
所
の
山
形
突
起
あ
り

91
2

38
0

35
7

包
含
層

６
区

―
平
坦
地
区

３
層

縄
文
土
器

深
鉢

5.
2

ナ
デ

ナ
デ
　
ミ
ガ
キ

灰
褐

（
5Y
R4
/2
）

明
赤
褐

（
5Y
R5
/6
）

石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母

良
好
口
縁
部
に
短
斜
線
文
の
貼
付
文
あ
り

91
3

38
0

35
7

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

３
層

縄
文
土
器

深
鉢

3.
9

ナ
デ

ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
赤
褐
色
粒

良
好
波
状
口
縁
？
　
貝
殻
の
文
様
あ
り
　
沈

線
文
様
あ
り

91
4

38
0

35
7

包
含
層

８
区

―
平
坦
地
区

３
層

縄
文
土
器

深
鉢

（
18
.8
）

5.
4

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ
　
ナ
デ

黄
灰

（
2.5
Y
4/
1）

黄
灰

（
2.5
Y
4/
1）

長
石
　
角
閃
石
　
良
好

磨
消
縄
文
が
口
縁
部
と
肩
部
に
施
さ
れ

る
　
山
形
突
起
あ
り

91
5

38
0

35
7

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

３
層

縄
文
土
器

深
鉢

5.
4

ナ
デ

ナ
デ

に
ぶ
い
黄

（
2.5
Y
6/
3）

に
ぶ
い
黄

（
2.5
Y
6/
3）

長
石
　
角
閃
石
　
良
好
３
条
の
凹
線
あ
り
　
磨
消
縄
文
あ
り

91
6

38
0

35
7

包
含
層

８
区

―
平
坦
地
区

３
層

縄
文
土
器

深
鉢

8.
5

ナ
デ

ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R6
/3
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/4
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母

良
好
口
縁
部
に
斜
線
文
あ
り
　
波
状
口
縁

91
7

38
0

35
7

包
含
層

２
区

―
平
坦
地
区

３
層

縄
文
土
器

深
鉢

8.
0

ナ
デ

ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/4
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/4
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母
　
黒

曜
石

良
好
貝
殻
擬
似
縄
文
と
沈
線
文
様
あ
り

91
8

38
0

35
4

包
含
層

６
区

―
平
坦
地
区

３
層

縄
文
土
器

深
鉢

16
.6

ナ
デ

ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R6
/4
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R6
/3
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母
　
赤

褐
色
粒

良
好
波
状
口
縁
？
　
口
縁
部
に
貝
殻
擬
似
縄

文
と
沈
線
文
様
あ
り

91
9

38
0

35
4

包
含
層

６
区

―
平
坦
地
区

３
層

縄
文
土
器

深
鉢

（
41
.0
）

19
.0

ナ
デ

ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
赤
褐
色
粒

良
好
貝
殻
擬
似
縄
文
と
沈
線
文
様
あ
り

92
0

38
1

35
4

包
含
層

６
区

―
平
坦
地
区

３
層

縄
文
土
器

深
鉢

34
.3

ナ
デ

ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R6
/4
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R6
/3
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母
　
赤

褐
色
粒

良
好
貝
殻
擬
似
縄
文
と
沈
線
文
様
あ
り

92
1

38
1

35
8

包
含
層

６
区

―
平
坦
地
区

３
層

縄
文
土
器

皿
形
土
器

1.
9

ナ
デ

ナ
デ

橙
（
5Y
R7
/6
）

橙
（
5Y
R6
/6
）

石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母

良
好
口
縁
端
部
に
貝
殻
擬
似
縄
文
が
み
ら
れ

る

92
2

38
1

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

３
層

縄
文
土
器

浅
鉢

11
.0

ナ
デ
　
ミ
ガ
キ
　

条
痕

ナ
デ

灰
褐

（
7.5
Y
R5
/2
）

に
ぶ
い
褐

（
7.5
Y
R5
/3
）
長
石
　
角
閃
石
　

雲
母
　
赤
褐
色
粒

良
好

92
3

38
1

35
5

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

３
層

縄
文
土
器

椀
形
土
器
（
18
.3
）
10
.4

7.
1

ナ
デ
　

ナ
デ
　

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R6
/4
）
に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R6
/3
）
長
石
　
角
閃
石
　

黒
色
粒

良
好
山
形
突
起
あ
り
　
手
捏
ね
状
の
つ
く
り

92
4

38
1

35
8

包
含
層

７
区

―
平
坦
地
区

３
層

縄
文
土
器

鉢
10
.1

ナ
デ
　
ケ
ズ
リ

ナ
デ
　
ケ
ズ
リ

黒
褐

（
10
Y
R3
/1
）

黒
褐

（
10
Y
R3
/1
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　

良
好
外
面
に
ス
ス
付
着
　
組
織
痕
土
器
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遺物観察表

遺
物
番
号

図
版

番
号

写
真
番
号

遺
構
名

出
土
地
点

包
含
層

層
位

種
　
別

器
　
種

法
　
量
（
cm
）

調
　
　
整

色
　
　
調

胎
　
土

焼
成

備
　
　
　
考

調査
区

遺
構
略
号

口
径

底
径

最
大
胴
径

器
高

高
台
高
残
存
高

外
　
　
面

内
　
　
面

外
　
面

内
　
面

92
5

38
2

包
含
層

７
区

―
平
坦
地
区

３
層

弥
生
土
器

高
坏

（
24
.3
）

13
.7

ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ
ナ
デ

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/4
）

明
赤
褐

（
2.5
Y
R5
/8
）

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/4
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母
　
赤

褐
色
粒

良
好
口
縁
部
に
赤
色
顔
料
痕
あ
り
　
内
面
脚

部
に
絞
り
痕
あ
り
　
丹
塗
り
土
器

92
6

38
2

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

３
層

弥
生
土
器

高
坏

（
26
.0
）

8.
5

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
ヨ
コ
ナ
デ

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）

赤
褐

（
2.5
Y
R4
/8
）

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）

赤
褐

（
2.5
Y
R4
/8
）
長
石
　
角
閃
石
　
良
好
内
、
外
面
に
赤
色
顔
料
塗
布
　
外
面
に

工
具
痕
あ
り
　
丹
塗
り
土
器
　

92
7

38
2

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

３
層

弥
生
土
器

高
坏

15
.8

5.
2

ナ
デ
後
ミ
ガ
キ
　

ヨ
コ
ナ
デ

ナ
デ
　
ヨ
コ
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
7.5
Y
R7
/3
）

赤
褐

（
2.5
Y
R4
/6
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母
　
ザ

ク
ロ
石

良
好
外
面
に
赤
色
顔
料
塗
布
　
底
部
に
黒
斑

あ
り
　
丹
塗
り
土
器

92
8

38
2

36
8

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

３
層

弥
生
土
器

壺
（
20
.4
）

8.
4

ハ
ケ
メ
後
ヨ
コ
ナ

デ
　
ハ
ケ
メ

ハ
ケ
メ
　
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/2
）

明
赤
褐

（
2.5
Y
R5
/6
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/2
）

明
赤
褐

（
2.5
Y
R5
/6
）

長
石
　
角
閃
石
　

黒
曜
石

良
好
外
面
口
縁
部
に
放
射
線
状
の
暗
文
あ
り

内
、
外
面
に
赤
色
顔
料
塗
布
　
丹
塗
り

土
器

92
9

38
2

包
含
層

７
区

―
平
坦
地
区

３
層

弥
生
土
器

壺
（
21
.8
）

5.
7

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R6
/3
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）
長
石
　
角
閃
石
　

黒
色
粒
　
褐
色
粒
良
好
外
面
口
縁
部
に
暗
文
あ
り

93
0

38
2

包
含
層

７
区

―
平
坦
地
区

３
層

弥
生
土
器

壺
（
24
.0
）

8.
0

ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ
ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ

後
ミ
ガ
キ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R6
/4
）    
       
に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/4
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母
　
褐

色
粒

良
好
外
面
口
縁
部
に
暗
文
あ
り

93
1

38
2

36
9

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

３
層

弥
生
土
器

壺
9.
1

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
ナ
デ

暗
灰

（
N
 3
/0
）

暗
灰

（
N
 3
/0
）

長
石
　
角
閃
石
　

　
良
好
鍵
の
手
突
帯
文
あ
り
　
１
条
の
刻
み
目

突
帯
文
あ
り
　
内
、
外
面
に
黒
斑
あ
り

93
2

38
3

36
8

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

３
層

弥
生
土
器

器
台

（
13
.7
）

14
.1

ハ
ケ
メ
　
ハ
ケ
メ

後
ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ

デ
　

ハ
ケ
メ
　
ナ
デ

橙
（
7.5
Y
R6
/6
）
に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/4
）
石
英
　
長
石
　
雲

母
　
角
閃
石
　

良
好
底
部
端
部
に
沈
線
あ
り
　
内
面
に
指
頭

圧
痕
あ
り

93
3

38
3

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

３
層

弥
生
土
器

器
台

4.
6

ヨ
コ
ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）
長
石
　
赤
褐
色
粒

黒
色
粒

良
好
２
条
の
突
帯
文
あ
り
　

95
9

38
7

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

縄
文
土
器

深
鉢

4.
1

ナ
デ

条
痕
　
ナ
デ

明
赤
褐

（
5Y
R5
/6
）

橙
（
5Y
R6
/6
）

長
石
　
角
閃
石
　

黒
色
粒
　
褐
色
粒
良
好
波
状
口
縁
　
内
、
外
面
に
山
形
押
型
文

あ
り

96
0

38
7

36
1

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

縄
文
土
器

深
鉢

7.
0

ナ
デ

ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母
　
赤

褐
色
粒

良
好
波
状
口
縁
　
貝
殻
擬
似
縄
文
と
沈
線
文

様
あ
り

96
1

38
7

口
絵
－
８

包
含
層

２
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

縄
文
土
器

深
鉢

（
26
.7
）
10
.5
（
28
.0
）
18
.3

ミ
ガ
キ
　
条
痕
後

ナ
デ
　
ナ
デ
後
ミ

ガ
キ
　
ナ
デ

ナ
デ
　
ナ
デ
後
ミ

ガ
キ
　

に
ぶ
い
赤
褐

（
5Y
R5
/4
）

黄
灰

（
2.5
Y
4/
1）

長
石
　
角
閃
石
　

黒
色
粒
　
褐
色
粒

良
好
口
縁
部
に
リ
ボ
ン
状
突
起
あ
り
　
貝
殻

擬
似
縄
文
と
刺
突
烈
点
文
あ
り

96
2

38
7

36
1

包
含
層

６
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

縄
文
土
器

深
鉢

11
.2

ナ
デ

ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好
口
縁
部
に
貝
殻
擬
似
縄
文
と
沈
線
文
様

あ
り

96
3

38
7

36
1

包
含
層

６
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

縄
文
土
器

深
鉢

9.
5

ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
赤
褐
色
粒

良
好
波
状
口
縁
　
口
縁
部
に
貝
殻
擬
似
縄
文

と
沈
線
文
様
あ
り

96
4

38
7

36
1

包
含
層

２
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

縄
文
土
器

深
鉢

7.
7

ナ
デ

ナ
デ

浅
黄

（
2.5
Y
7/
3）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R6
/3
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母
　
黒

色
粒
　
褐
色
粒

良
好
口
縁
部
に
２
条
の
凹
線
と
そ
の
下
部
に

短
斜
線
文
あ
り

96
5

38
7

35
6

包
含
層

８
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

縄
文
土
器

深
鉢

4.
8

ナ
デ

条
痕

灰
黄

（
2.5
Y
7/
2）

灰
（
5Y
4/
1）

長
石
　
角
閃
石
　
良
好

波
状
口
縁
　
口
縁
部
に
鋸
歯
状
沈
線
文

あ
り

96
6

38
8

35
6

包
含
層

２
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

縄
文
土
器

深
鉢

9.
3

ナ
デ

ナ
デ
　
ケ
ズ
リ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/4
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母
　
赤

褐
色
粒

良
好
貝
殻
擬
似
縄
文
と
沈
線
文
様
あ
り

96
7

38
8

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

縄
文
土
器

深
鉢

（
45
.8
）

（
48
.8
）

23
.5

ナ
デ
　
ミ
ガ
キ

ナ
デ

に
ぶ
い
褐

（
7.5
Y
R5
/3
）

灰
黄
褐

（
10
Y
R4
/2
）
長
石
　
角
閃
石
　

褐
色
粒

良
好
口
縁
部
に
１
条
の
凹
線
あ
り
　
外
面
屈

曲
部
に
界
線
あ
り

96
8

38
8

35
6

包
含
層

２
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

縄
文
土
器

深
鉢

7.
6

ナ
デ
　
ミ
ガ
キ

ナ
デ
　
ミ
ガ
キ

灰
黄
褐

（
10
Y
R6
/2
）

灰
黄
褐

（
10
Y
R6
/2
）
長
石
　
角
閃
石
　

褐
色
粒

良
好
口
縁
部
に
２
条
の
沈
線
あ
り
　
山
形
突

起
あ
り
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遺物観察表

遺
物
番
号

図
版

番
号

写
真
番
号

遺
構
名

出
土
地
点

包
含
層

層
位

種
　
別

器
　
種

法
　
量
（
cm
）

調
　
　
整

色
　
　
調

胎
　
土

焼
成

備
　
　
　
考

調査
区

遺
構
略
号

口
径

底
径

最
大
胴
径

器
高

高
台
高
残
存
高

外
　
　
面

内
　
　
面

外
　
面

内
　
面

96
9

38
8

35
6

包
含
層

２
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

縄
文
土
器

深
鉢

9.
2

ナ
デ
　

ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/3
）

に
ぶ
い
褐

（
7.5
Y
R5
/3
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母
　
赤

褐
色
粒

良
好
口
縁
部
に
２
条
の
凹
線
あ
り
　
屈
曲
部

に
界
線
あ
り
　

97
0

38
8

35
6

包
含
層

８
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

縄
文
土
器

深
鉢

6.
5

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

灰
黄
褐

（
10
Y
R5
/2
）

褐
灰

（
10
Y
R5
/1
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母

良
好
２
条
の
凹
線
の
間
に
凹
点
文
あ
り

97
1

38
8

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

縄
文
土
器

深
鉢

5.
4

12
.1

ナ
デ

ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/4
）

浅
黄

（
2.5
Y
7/
3）

石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母
　
褐

色
粒
　
黒
色
粒

良
好
外
面
底
部
付
近
に
指
頭
圧
痕
あ
り
　

97
2

38
9

36
4

包
含
層

２
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

縄
文
土
器

深
鉢

6.
0

調
整
不
明

ミ
ガ
キ

灰
黄
褐

（
10
Y
R6
/2
）

灰
黄
褐

（
10
Y
R5
/2
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
黒
曜
石
　

褐
色
粒

良
好
口
縁
部
に
1条
の
沈
線
あ
り
　
山
形
突

起
あ
り

97
3

38
9

36
4

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

縄
文
土
器

深
鉢

5.
4

ナ
デ

ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R6
/4
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R6
/4
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
赤
褐
色
粒
良
好
口
縁
部
に
２
条
の
凹
線
あ
り
　

97
4

38
9

36
0

包
含
層

２
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

縄
文
土
器

深
鉢

44
.2

23
.4

ナ
デ
　
条
痕
後
ナ

デ
ナ
デ
　
条
痕
後
ナ

デ
灰
白

（
2.5
Y
7/
1）

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好
口
縁
部
に
３
条
の
沈
線
あ
り
　

97
5

38
9

35
9

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

縄
文
土
器

深
鉢

（
19
.8
）

19
.1

14
.5

ミ
ガ
キ

ナ
デ

灰
黄

（
2.5
Y
6/
2）

灰
黄

（
2.5
Y
6/
2）

長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好
波
状
口
縁

97
6

38
9

36
4

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

縄
文
土
器

深
鉢

（
25
.2
）

3.
8

ヨ
コ
ナ
デ
後
ミ
ガ

キ
ヨ
コ
ナ
デ
後
ミ
ガ

キ
黒
褐

（
10
Y
R3
/1
）

黒
褐

（
10
Y
R3
/1
）
長
石

良
好
口
縁
部
に
１
条
の
沈
線
あ
り

97
7

39
0

35
9

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

縄
文
土
器

深
鉢

（
39
.2
）

16
.0

ナ
デ
　
ミ
ガ
キ

ナ
デ
　
ミ
ガ
キ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R6
/3
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R6
/3
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　

良
好
口
縁
部
に
３
条
の
沈
線
あ
り
　
外
面
に

工
具
痕
あ
り

97
8

39
0

35
9

包
含
層

２
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

縄
文
土
器

深
鉢

（
32
.0
）

18
.4

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

明
赤
褐

（
2.5
Y
R5
/8
）

明
赤
褐

（
2.5
Y
R5
/8
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好
口
縁
部
に
３
条
の
沈
線
あ
り
　

97
9

39
0

35
9

包
含
層

２
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

縄
文
土
器

深
鉢

（
35
.4
）

21
.3

ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ

ミ
ガ
キ

ナ
デ

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/2
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好
口
縁
部
に
３
条
の
沈
線
あ
り
　
工
具
痕

あ
り

98
0

39
1

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

縄
文
土
器

深
鉢

（
15
.4
）

（
18
.6
）

11
.0

ナ
デ

ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R6
/3
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R6
/3
）
長
石
　
角
閃
石
　
良
好
口
縁
部
に
２
条
の
沈
線
あ
り
　

98
1

39
1

36
4

包
含
層

２
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

縄
文
土
器

深
鉢

8.
4

ナ
デ

ナ
デ

浅
黄

（
2.5
Y
7/
3）

黄
灰

（
2.5
Y
4/
1）

長
石
　
角
閃
石
　

褐
色
粒
　
黒
色
粒
良
好
口
縁
部
に
３
条
の
沈
線
あ
り
　
口
縁
部

下
に
穿
孔
あ
り
　

98
2

39
1

包
含
層

７
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

縄
文
土
器

深
鉢

（
24
.4
）

16
.7

ナ
デ

ナ
デ

に
ぶ
い
褐

（
7.5
Y
R6
/3
）

灰
褐

（
7.5
Y
R6
/2
）
石
英
　
角
閃
石
　

雲
母

良
好
口
縁
部
に
２
条
の
沈
線
あ
り
　
外
面
屈

曲
部
に
界
線
あ
り

98
3

39
1

36
4

包
含
層

２
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

縄
文
土
器

深
鉢

5.
1

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

橙
（
7.5
Y
R7
/6
）

浅
黄
橙

（
7.5
Y
R8
/6
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好
口
縁
部
に
４
条
の
沈
線
あ
り
　
工
具
痕

あ
り

98
4

39
1

36
4

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

縄
文
土
器

深
鉢

10
.4

ナ
デ
　
条
痕
後
ナ

デ
後
ミ
ガ
キ

条
痕
後
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母

良
好
口
縁
部
に
４
条
の
沈
線
あ
り
　

98
5

39
1

36
4

包
含
層

８
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

縄
文
土
器

深
鉢

7.
3

ナ
デ
　
条
痕
後
ミ

ガ
キ

ミ
ガ
キ

暗
灰
黄

（
2.5
Y
5/
2）

暗
灰
黄

（
2.5
Y
5/
2）

長
石
　
角
閃
石
　

雲
母

良
好
口
縁
部
に
４
条
の
沈
線
あ
り
　

98
6

39
1

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

縄
文
土
器

椀
形
土

器
？

5.
2

条
痕
後
ナ
デ

条
痕
後
ナ
デ

灰
黄
褐

（
10
Y
R5
/2
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R6
/3
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
赤
褐
色
粒
良
好

98
7

39
2

包
含
層

６
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

縄
文
土
器

深
鉢

18
.5

ナ
デ
　
条
痕
後
ナ

デ
ナ
デ

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/4
）

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）
長
石
　
角
閃
石
　

黒
曜
石

良
好

98
8

39
2

35
9

包
含
層

２
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

縄
文
土
器

深
鉢

8.
5
（
48
.0
）

32
.0

ナ
デ
　
ケ
ズ
リ

ナ
デ

灰
白

（
2.5
Y
7/
1）

灰
白

（
2.5
Y
7/
1）

長
石
　
角
閃
石
　

褐
色
粒

良
好
外
面
屈
曲
部
に
界
線
あ
り

98
9

39
2

36
3

包
含
層

２
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

縄
文
土
器

深
鉢

6.
8

ナ
デ

ナ
デ

に
ぶ
い
褐

（
7.5
Y
R6
/3
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/3
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好

99
0

39
2

包
含
層

２
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

縄
文
土
器

深
鉢

6.
1

ナ
デ

ナ
デ

褐
灰

（
10
Y
R5
/1
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R6
/4
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好

99
1

39
2

36
3

包
含
層

２
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

縄
文
土
器

深
鉢

8.
0

ヨ
コ
ナ
デ
　
条
痕
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R5
/3
）

黒
（
10
Y
R2
/1
）
長
石
　
角
閃
石
　
良
好
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遺物観察表

遺
物
番
号

図
版

番
号

写
真
番
号

遺
構
名

出
土
地
点

包
含
層

層
位

種
　
別

器
　
種

法
　
量
（
cm
）

調
　
　
整

色
　
　
調

胎
　
土

焼
成

備
　
　
　
考

調査
区

遺
構
略
号

口
径

底
径

最
大
胴
径

器
高

高
台
高
残
存
高

外
　
　
面

内
　
　
面

外
　
面

内
　
面

99
2

39
2

包
含
層

２
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

縄
文
土
器

深
鉢

14
.7

ナ
デ

ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/3
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/3
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母
　
黒

曜
石
　
赤
褐
色
粒
良
好

99
3

39
3

35
9

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

縄
文
土
器

深
鉢

（
21
.4
）
（
7.
7）

21
.0

ナ
デ

ナ
デ

灰
褐

（
7.5
Y
R5
/2
）

灰
褐

（
7.5
Y
R6
/2
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
外
面
に
ス
ス
付
着

99
4

39
3

36
3

包
含
層

８
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

縄
文
土
器

深
鉢

9.
3

ナ
デ

ナ
デ

灰
黄

（
2.5
Y
6/
2）

橙
（
7.5
Y
R6
/6
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好
２
条
の
沈
線
あ
り
　

99
5

39
3

36
3

包
含
層

８
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

縄
文
土
器

深
鉢

5.
7

ナ
デ
　
条
痕
後
ナ

デ
　
条
痕

条
痕

浅
黄

（
2.5
Y
7/
3）

黒
（
7.5
Y
2/
1）

長
石
　
角
閃
石
　
良
好
１
条
の
沈
線
あ
り
　
　

99
6

39
3

35
9

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

縄
文
土
器

深
鉢

（
30
.0
）

31
.2

ナ
デ
　
ナ
デ
後
ミ

ガ
キ
　

ナ
デ
　
条
痕
後
ナ

デ
　

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母
　
赤

褐
色
粒

良
好

99
7

39
3

36
3

包
含
層

６
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

縄
文
土
器

深
鉢

6.
0

ナ
デ
　
条
痕
後
ナ

デ
条
痕
後
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）

灰
白

（
10
Y
R8
/2
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好
外
面
口
縁
部
に
ス
ス
付
着

99
8

39
3

36
3

包
含
層

２
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

縄
文
土
器

深
鉢

5.
1

ナ
デ
　
条
痕

ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/2
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好
２
条
の
沈
線
あ
り
　

99
9

39
4

包
含
層

２
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

縄
文
土
器

深
鉢

19
.2

ナ
デ
　
条
痕

ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好

10
00

39
4

包
含
層

２
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

縄
文
土
器

深
鉢

16
.4

ナ
デ

ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）
長
石
　
角
閃
石
　

黒
色
粒
　
赤
褐
色

粒
良
好

10
01

39
4

36
3

包
含
層

８
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

縄
文
土
器

深
鉢

15
.3

ミ
ガ
キ
　
条
痕

ミ
ガ
キ

橙
（
7.5
Y
R6
/6
）

暗
灰

（
N
 3
/0
）

長
石
　
角
閃
石
　
良
好

10
02

39
4

包
含
層

８
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

縄
文
土
器

深
鉢

11
.6

3.
1

ナ
デ

ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R6
/4
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/4
）
長
石
　
角
閃
石
　
良
好
内
面
底
部
に
指
頭
圧
痕
あ
り

10
03

39
4

包
含
層

８
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

縄
文
土
器

深
鉢

10
.2

3.
2

ナ
デ

ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/4
）

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/4
）
長
石
　
角
閃
石
　
良
好
底
部
に
圧
痕
あ
り

10
04

39
4

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

縄
文
土
器

深
鉢

5.
7

ム
シ
ロ
目

ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R6
/4
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R6
/4
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好
外
面
に
ス
ス
付
着
　
組
織
痕
土
器

10
05

39
4

包
含
層

６
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

縄
文
土
器

深
鉢

2.
0

網
目
痕

ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/4
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
赤
褐
色
粒
良
好

10
06

39
4

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

縄
文
土
器

深
鉢

3.
9

ナ
デ

ナ
デ

灰
黄
褐

（
10
Y
R6
/2
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/4
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母

良
好
山
形
突
起
あ
り
　
沈
線
の
間
に
凹
点
文

あ
り

10
07

39
4

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

縄
文
土
器

深
鉢

3.
4

貝
殻
条
痕

貝
殻
条
痕

明
赤
褐

（
2.5
Y
R5
/6
）

明
赤
褐

（
2.5
Y
R5
/6
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　

良
好
口
縁
部
に
刻
み
目
痕
あ
り

10
08

39
4

36
2

包
含
層

２
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

縄
文
土
器

深
鉢

5.
3

ナ
デ
　

ナ
デ

に
ぶ
い
黄
褐

（
10
Y
R5
/3
）

灰
黄
褐

（
10
Y
R4
/2
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好
口
縁
部
に
２
条
の
凹
線
あ
り
　

10
09

39
5

36
7

包
含
層

２
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

縄
文
土
器

浅
鉢

8.
3
（
19
.3
）

9.
9

ミ
ガ
キ
　
ナ
デ

ミ
ガ
キ
後
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R6
/4
）

灰
黄
褐

（
10
Y
R5
/2
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好
斜
線
文
あ
り
　
磨
消
縄
文
が
み
ら
れ
る

10
10

39
5

包
含
層

２
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

縄
文
土
器

浅
鉢

（
33
.0
）

（
36
.6
）

14
.2

ナ
デ

ナ
デ

暗
灰
黄

（
2.5
Y
R4
/2
）

灰
黄

（
2.5
Y
R4
/1
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好
口
縁
部
に
２
条
の
沈
線
あ
り
　
山
形
突

起
あ
り

10
11

39
5

36
2

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

縄
文
土
器

浅
鉢

（
36
.2
）

8.
5

ヨ
コ
ナ
デ
　
ミ
ガ

キ
ヨ
コ
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/2
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母

良
好
口
縁
部
に
２
条
の
凹
線
あ
り
　
外
面
に

界
線
あ
り

10
12

39
5

36
2

包
含
層

２
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

縄
文
土
器

浅
鉢

6.
9

ナ
デ

ナ
デ

橙
（
5Y
R7
/6
）

橙
（
5Y
R7
/6
）

石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
黒
曜
石
　

赤
褐
色
粒

良
好
口
縁
部
に
２
条
の
凹
線
あ
り
　
外
面
屈

曲
部
に
界
線
あ
り
　

10
13

39
5

36
2

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

縄
文
土
器

浅
鉢

4.
5

ナ
デ

ナ
デ

暗
灰
黄

（
2.5
Y
5/
2）

灰
黄
褐

（
10
Y
R5
/2
）
長
石
　
角
閃
石
　

褐
色
粒

良
好
口
縁
部
に
２
条
の
沈
線
あ
り

10
14

39
5

36
2

包
含
層

２
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

縄
文
土
器

浅
鉢

2.
8

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

橙
（
5Y
R6
/6
）

橙
（
5Y
R6
/6
）

長
石
　
角
閃
石
　
良
好
口
縁
部
に
２
条
の
凹
線
あ
り
　
ス
ス
付

着
　
指
頭
圧
痕
あ
り
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遺物観察表

遺
物
番
号

図
版

番
号

写
真
番
号

遺
構
名

出
土
地
点

包
含
層

層
位

種
　
別

器
　
種

法
　
量
（
cm
）

調
　
　
整

色
　
　
調

胎
　
土

焼
成

備
　
　
　
考

調査
区

遺
構
略
号

口
径

底
径

最
大
胴
径

器
高

高
台
高
残
存
高

外
　
　
面

内
　
　
面

外
　
面

内
　
面

10
15

39
6

36
7

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

縄
文
土
器

浅
鉢

（
16
.6
）
（
4.
0）

6.
0

ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ
ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ

灰
褐

（
7.5
Y
R5
/1
）

灰
褐

（
7.5
Y
R4
/2
）
長
石
　
角
閃
石
　
良
好

10
16

39
6

36
5

包
含
層

２
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

縄
文
土
器

浅
鉢

8.
3

ナ
デ

ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）

灰
褐

（
7.5
Y
R6
/2
）
長
石
　
角
閃
石
　

黒
曜
石
　
赤
褐
色

粒
良
好
口
縁
部
に
１
条
の
沈
線
あ
り
　
山
形
突

起
の
下
に
凹
点
文
あ
り
　
外
面
屈
曲
部

に
界
線
あ
り

10
17

39
6

36
5

包
含
層

２
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

縄
文
土
器

浅
鉢

9.
7

ナ
デ
　
条
痕

ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）

灰
黄
褐

（
10
Y
R4
/2
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好
外
面
屈
曲
部
に
界
線
あ
り
　

10
18

39
6

36
5

包
含
層

２
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

縄
文
土
器

浅
鉢

6.
4

ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ

後
ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ
　
ナ
デ

灰
黄
褐

（
10
Y
R5
/2
）

灰
黄
褐

（
10
Y
R5
/2
）
長
石
　
角
閃
石
　

黒
色
粒
　
褐
色
粒
良
好
山
形
突
起
の
下
に
凹
点
文
あ
り
　
刻
み

目
痕
あ
り
　
口
縁
部
に
１
条
の
沈
線
あ

り

10
19

39
6

36
5

包
含
層

７
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

縄
文
土
器

浅
鉢

6.
1

ミ
ガ
キ
　

ミ
ガ
キ

黒
褐

（
2.5
Y
3/
1）

黒
褐

（
2.5
Y
3/
1）

石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母
　
褐

色
粒

良
好

10
20

39
6

36
5

包
含
層

２
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

縄
文
土
器

浅
鉢

7.
4

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/4
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好

10
21

39
6

36
5

包
含
層

８
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

縄
文
土
器

浅
鉢

3.
3

ナ
デ

ナ
デ

褐
（
7.5
Y
R4
/4
）
に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　

良
好

10
22

39
6

36
5

包
含
層

８
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

縄
文
土
器

浅
鉢

2.
6

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

灰
黄
褐

（
10
Y
R6
/2
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/2
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好
口
縁
部
に
１
条
の
沈
線
あ
り

10
23

39
6

36
6

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

縄
文
土
器

浅
鉢

3.
0

ナ
デ

ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R6
/3
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R6
/3
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
赤
褐
色
粒
良
好
口
縁
部
に
1条
の
沈
線
あ
り
　
山
形
突

起
あ
り

10
24

39
6

36
6

包
含
層

８
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

縄
文
土
器

浅
鉢

4.
4

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

に
ぶ
い
黄

（
2.5
Y
6/
3）

暗
灰

（
N
 3
/0
）

長
石
　
角
閃
石
　
良
好
口
縁
部
に
１
条
の
沈
線
あ
り

10
25

39
6

36
6

包
含
層

２
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

縄
文
土
器

浅
鉢

3.
6

ナ
デ

ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/4
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R6
/3
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母
　
黒

色
粒
　
褐
色
粒

良
好
口
縁
部
に
２
条
の
沈
線
あ
り

10
26

39
6

36
6

包
含
層

８
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

縄
文
土
器

浅
鉢

4.
2

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

黒
褐

（
2.5
Y
3/
1）

黒
褐

（
2.5
Y
3/
1）

長
石
　
角
閃
石
　

雲
母

良
好
口
縁
部
に
平
行
で
な
い
沈
線
が
外
面
に

３
～
５
条
、
内
面
に
４
～
６
条
あ
り

10
27

39
6

36
6

包
含
層

８
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

縄
文
土
器

浅
鉢

5.
3

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

灰
黄

（
2.5
Y
6/
2）

灰
黄

（
2.5
Y
6/
2）

長
石
　
角
閃
石
　
良
好

10
28

39
7

36
6

包
含
層

８
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

縄
文
土
器

浅
鉢

4.
2

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

黄
灰

（
2.5
Y
4/
1）

灰
白

（
2.5
Y
7/
1）

長
石
　
角
閃
石
　
良
好
リ
ボ
ン
状
突
起
あ
り

10
29

39
7

36
6

包
含
層

８
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

縄
文
土
器

浅
鉢

3.
4

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

暗
灰
黄

（
2.5
Y
5/
2）

灰
黄

（
2.5
Y
6/
2）

長
石
　
角
閃
石
　
良
好
鰭
状
突
起
あ
り

10
30

39
7

36
7

包
含
層

２
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

縄
文
土
器

坏
形
土
器
（
14
.9
）
（
7.
0）

8.
4

ナ
デ
　
条
痕

ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）
長
石
　
角
閃
石
　
良
好
外
面
に
工
具
痕
あ
り
　
波
状
口
縁
？

10
31

39
8

37
3

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

弥
生
土
器

高
坏

26
.3

7.
0

ヨ
コ
ナ
デ
　
ミ
ガ

キ
ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）
長
石
　
角
閃
石
　

黒
曜
石
　
赤
褐
色

粒
良
好
口
縁
部
に
黒
斑
あ
り
　
内
、
外
面
坏
部

に
赤
色
顔
料
痕
あ
り
　
丹
塗
り
土
器

10
32

39
8

37
3

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

弥
生
土
器

高
坏

22
.9

7.
4

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ナ
デ
後
ミ
ガ

キ
　
ハ
ケ
メ

ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ

浅
黄
橙

（
7.5
Y
R8
/3
）

浅
黄
橙

（
7.5
Y
R8
/3
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒
　
白
色

粒
（
軽
石
）

良
好
内
、
外
面
に
指
頭
圧
痕
あ
り
　
赤
色
顔

料
痕
あ
り
　
口
縁
端
部
に
黒
斑
あ
り
　

丹
塗
り
土
器

10
33

39
8

包
含
層

６
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

弥
生
土
器

高
坏

（
26
.6
）

6.
1

ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ
ヨ
コ
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）

赤
（
10
R4
/8
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）

赤
（
10
R4
/8
）

長
石
　
角
閃
石
　
良
好
内
、
外
面
に
赤
色
顔
料
塗
布
　
口
縁
部

に
黒
斑
あ
り
　
丹
塗
り
土
器

10
34

39
8

包
含
層

７
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

弥
生
土
器

高
坏

（
26
.3
）

3.
8

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）

赤
褐

（
2.5
Y
R4
/8
）

赤
褐

（
2.5
Y
R4
/8
）
長
石
　
角
閃
石
　
良
好
内
、
外
面
に
赤
色
顔
料
塗
布
　
丹
塗
り

土
器
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遺物観察表

遺
物
番
号

図
版

番
号

写
真
番
号

遺
構
名

出
土
地
点

包
含
層

層
位

種
　
別

器
　
種

法
　
量
（
cm
）

調
　
　
整

色
　
　
調

胎
　
土

焼
成

備
　
　
　
考

調査
区

遺
構
略
号

口
径

底
径

最
大
胴
径

器
高

高
台
高
残
存
高

外
　
　
面

内
　
　
面

外
　
面

内
　
面

10
35

39
8

37
3

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

弥
生
土
器

高
坏

（
30
.0
）

8.
6

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）

赤
褐

（
2.5
Y
R4
/8
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）

赤
褐

（
2.5
Y
R4
/8
）

石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母

良
好
内
、
外
面
に
赤
色
顔
料
塗
布
　
丹
塗
り

土
器
　

10
36

39
8

包
含
層

２
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

弥
生
土
器

高
坏

（
23
.0
）

5.
5

ナ
デ
　
ハ
ケ
メ
後

ナ
デ

ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）

赤
褐

（
5Y
R4
/6
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）

赤
褐

（
5Y
R4
/6
）

石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母
　
黒

色
粒

良
好
内
、
外
面
に
赤
色
顔
料
塗
布
　
口
縁
部

に
黒
斑
あ
り
　
丹
塗
り
土
器

10
37

39
8

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

弥
生
土
器

高
坏

（
26
.5
）

6.
2

ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ

ハ
ケ
メ

ヨ
コ
ナ
デ
　
調
整

不
明

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/3
）

明
赤
褐

（
2.5
Y
R5
/8
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/3
）

明
赤
褐

（
2.5
Y
R5
/8
）

石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母
　
黒

曜
石

良
好
内
、
外
面
に
赤
色
顔
料
塗
布
　
丹
塗
り

土
器

10
38

39
8

包
含
層

８
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

弥
生
土
器

坏
（
19
.8
）

5.
7

ナ
デ
　
ハ
ケ
メ
後

ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
　
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）

赤
褐

（
5Y
R4
/6
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）

明
赤
褐

（
5Y
R5
/6
）

長
石
　
角
閃
石
　
良
好
内
面
に
指
頭
圧
痕
あ
り
　
内
、
外
面
口

縁
部
に
赤
色
顔
料
痕
あ
り
　
丹
塗
り
土

器

10
39

39
9

37
3

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

弥
生
土
器

高
坏

17
.5

15
.6

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
　

ヨ
コ
ナ
デ

ナ
デ
　
ヨ
コ
ナ
デ

橙
（
2.5
Y
R7
/8
）

に
ぶ
い
赤
褐

（
2.5
Y
R4
/4
）

橙
（
2.5
Y
R7
/8
）

浅
黄

（
2.5
Y
7/
3）

石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母
　
黒

色
粒
　
褐
色
粒

良
好
外
面
に
赤
色
顔
料
塗
布
　
内
面
底
部
、

外
面
脚
部
に
黒
斑
あ
り
　
絞
り
痕
あ
り

丹
塗
り
土
器

10
40

39
9

37
3

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

弥
生
土
器

高
坏

19
.2

3.
2

ヨ
コ
ナ
デ
後
ナ
デ

ミ
ガ
キ
　

ヨ
コ
ナ
デ

浅
黄
橙

（
7.5
Y
R8
/4
）

赤
褐

（
2.5
Y
R4
/8
）

浅
黄
橙

（
7.5
Y
R8
/3
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母
　
赤

褐
色
粒

良
好
外
面
に
赤
色
顔
料
塗
布
　
内
面
に
赤
色

顔
料
痕
あ
り
　
丹
塗
り
土
器

10
41

39
9

37
3

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

弥
生
土
器

高
坏

19
.3

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）
長
石
　
角
閃
石
　

黒
曜
石
　
赤
褐
色

粒
良
好
内
面
脚
部
に
指
頭
圧
痕
あ
り

10
42

39
9

37
3

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

弥
生
土
器

高
坏

（
13
.9
）

7.
5

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）

明
赤
褐

（
2.5
Y
R5
/6
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）

明
赤
褐

（
2.5
Y
R5
/6
）

石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母
　
赤

褐
色
粒
　
黒
色
粒
良
好
内
、
外
面
に
赤
色
顔
料
塗
布
　
丹
塗
り

土
器

10
43

39
9

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

弥
生
土
器

高
坏

7.
1

ナ
デ

浅
黄
橙

（
7.5
Y
R8
/4
）

赤
褐

（
2.5
Y
R4
/6
）

褐
灰

（
7.5
Y
R4
/1
）
長
石
　
角
閃
石
　

黒
曜
石

良
好
Ｍ
字
突
帯
文
が
柱
状
部
外
面
を
め
ぐ
る

外
面
に
赤
色
顔
料
塗
布
　
丹
塗
り
土
器

内
面
に
絞
り
痕
あ
り

10
44

40
0

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

弥
生
土
器

甕
（
29
.4
）

6.
2

ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ

後
ミ
ガ
キ

ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ

赤
褐

（
2.5
Y
R4
/8
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）

明
赤
褐

（
5Y
R5
/6
）

長
石
　
雲
母

良
好
口
縁
部
上
面
に
放
射
線
状
の
暗
文
あ
り

内
、
外
面
に
赤
色
顔
料
塗
布
　
丹
塗
り

土
器

10
45

40
0

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

弥
生
土
器

甕
（
29
.8
）

9.
6

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ

橙
（
5Y
R7
/6
）

赤
（
10
R5
/8
）

橙
（
5Y
R7
/6
）

石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母
　
褐

色
粒

良
好
内
、
外
面
に
赤
色
顔
料
痕
あ
り
　
丹
塗

り
土
器

10
46

40
0

包
含
層

２
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

弥
生
土
器

甕
（
25
.5
）

4.
4

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/4
）

赤
褐

（
2.5
Y
R4
/8
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/4
）

赤
褐

（
2.5
Y
R4
/8
）

石
英
　
長
石
　
雲

母
良
好
内
、
外
面
に
赤
色
顔
料
塗
布
　

10
47

40
0

包
含
層

２
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

弥
生
土
器

甕
（
38
.6
）

5.
4

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好
１
条
の
突
帯
文
あ
り
　
口
縁
部
に
黒
斑

あ
り

10
48

40
1

包
含
層

２
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

弥
生
土
器

甕
（
53
.4
）

16
.2

ヨ
コ
ナ
デ
　

ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/4
）

明
赤
褐

（
5Y
R5
/6
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/4
）

明
赤
褐

（
5Y
R5
/6
）

石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　

良
好
内
、
外
面
に
赤
色
顔
料
痕
あ
り
　
内
面

に
ス
ス
付
着
　
１
条
の
突
帯
文
あ
り

10
49

40
1

37
1

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

弥
生
土
器

甕
（
25
.0
）

（
23
.4
）

23
.7

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

後
ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

後
ヨ
コ
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R6
/3
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
黒
曜
石

良
好
外
面
胴
部
に
１
条
の
沈
線
あ
り
　
外
面

に
黒
斑
あ
り
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遺物観察表

遺
物
番
号

図
版

番
号

写
真
番
号

遺
構
名

出
土
地
点

包
含
層

層
位

種
　
別

器
　
種

法
　
量
（
cm
）

調
　
　
整

色
　
　
調

胎
　
土

焼
成

備
　
　
　
考

調査
区

遺
構
略
号

口
径

底
径

最
大
胴
径

器
高

高
台
高
残
存
高

外
　
　
面

内
　
　
面

外
　
面

内
　
面

10
50

40
1

37
1

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

弥
生
土
器

甕
28
.5

25
.7

22
.7

ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ
ヨ
コ
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/4
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）
石
英
　
長
石
　
雲

母
　
角
閃
石
　

良
好
外
面
に
ス
ス
付
着
　
外
面
胴
部
に
１
条

の
沈
線
あ
り

10
51

40
2

37
1

包
含
層

２
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

弥
生
土
器

甕
（
25
.8
）

（
24
.0
）

27
.3

ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ
ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ

明
赤
褐

（
2.5
Y
R5
/6
）

黒
褐

（
7.5
Y
R3
/1
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
赤
褐
色
粒
良
好
内
面
に
黒
斑
あ
り
　
外
面
に
被
熱
に
よ

る
赤
色
化
あ
り

10
52

40
2

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

弥
生
土
器

甕
（
27
.3
）

（
25
.4
）

19
.2

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ナ
デ
　

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ナ
デ

褐
黄
灰

（
10
Y
R5
/2
）

灰
黄

（
2.5
Y
7/
2）

石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母
　
褐

色
粒
　
黒
色
粒

良
好
外
面
胴
部
に
被
熱
に
よ
る
赤
色
化
あ
り

10
53

40
2

包
含
層

２
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

弥
生
土
器

甕
（
26
.5
）

8.
9

ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ
ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ

浅
黄
橙

（
7.5
Y
R8
/3
）
に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）
長
石
　
角
閃
石
　

黒
色
粒
　
赤
褐
色

粒
良
好
内
、
外
面
胴
部
に
ス
ス
付
着

10
54

40
3

包
含
層

２
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

弥
生
土
器

甕
（
27
.5
）

6.
6

ヨ
コ
ナ
デ
　
ヨ
コ

ナ
デ
後
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
　
ヨ
コ

ナ
デ
後
ナ
デ

橙
（
5Y
R7
/6
）

橙
（
5Y
R7
/6
）

長
石
　
角
閃
石
　

黒
色
粒
　
赤
褐
色

粒
良
好

10
55

40
3

37
1

包
含
層

２
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

弥
生
土
器

甕
27
.2

7.
6

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）
長
石
　
角
閃
石
　

黒
色
粒
　
褐
色
粒
良
好
外
面
口
縁
部
と
胴
部
に
黒
斑
あ
り

10
56

40
3

包
含
層

２
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

弥
生
土
器

甕
（
31
.0
）

5.
0

ナ
デ
　
ヨ
コ
ナ
デ
ナ
デ

橙
（
7.5
Y
R6
/6
）

橙
（
7.5
Y
R7
/6
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好
口
縁
端
部
に
黒
斑
あ
り

10
57

40
3

包
含
層

２
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

弥
生
土
器

甕
（
20
.6
）

6.
2

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
褐

（
10
Y
R5
/3
）

に
ぶ
い
黄

（
2.5
Y
R6
/3
）
長
石
　
角
閃
石
　

黒
曜
石
　
赤
褐
色

粒
良
好

10
58

40
3

包
含
層

２
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

弥
生
土
器

甕
9.
8

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/3
）

灰
白

（
2.5
Y
7/
1）

長
石
　
角
閃
石
　
良
好
口
縁
部
に
黒
斑
あ
り

10
59

40
3

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

弥
生
土
器

甕
（
18
.0
）

4.
0

ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ
ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ

浅
黄

（
2.5
Y
7/
3）

浅
黄

（
2.5
Y
7/
3）

長
石
　
角
閃
石
　

褐
色
粒
　
黒
色
粒
良
好
口
縁
部
に
２
ヶ
所
穿
孔
あ
り

10
60

40
3

37
5

包
含
層

８
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

弥
生
土
器

壺
（
19
.0
）

4.
3

ハ
ケ
メ

ハ
ケ
メ

橙
（
7.5
Y
R7
/6
）
に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/4
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好
口
縁
端
部
に
刻
み
目
文
と
浮
文
あ
り
　

口
縁
部
に
赤
色
顔
料
痕
あ
り
　
内
面
口

縁
部
に
黒
斑
あ
り
　

10
61

40
3

37
1

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

弥
生
土
器

甕
（
10
.9
）
（
6.
2）
（
10
.6
）
12
.7

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ミ
ガ
キ
　
ナ

デ
　

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ナ
デ
　
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）

明
赤
褐

（
2.5
Y
R5
/6
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R6
/4
）

明
赤
褐

（
2.5
Y
R5
/6
）

石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母
　
黒

色
粒
　
褐
色
粒

良
好
内
、
外
面
に
赤
色
顔
料
塗
布
　
内
面
に

工
具
痕
あ
り
　
丹
塗
り
土
器

10
62

40
4

包
含
層

２
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

弥
生
土
器

壺
？

9.
3

24
.3

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
　

ナ
デ

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/4
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母
　
赤

褐
色
粒

良
好
外
面
に
黒
斑
あ
り
　
内
面
に
指
頭
圧
痕

あ
り
　

10
63

40
4

包
含
層

２
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

弥
生
土
器

壺
？

11
.1

12
.3

ナ
デ

ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）
に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）
長
石
　
角
閃
石
　
良
好
内
、
外
面
に
ス
ス
付
着
　
外
面
に
黒
斑

あ
り
　
被
熱
に
よ
る
赤
色
化
あ
り

10
64

40
4

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

弥
生
土
器

壺
？

13
.1

9.
5

ハ
ケ
メ
　
ナ
デ

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
　

指
ナ
デ

に
ぶ
い
褐

（
7.5
Y
R5
/4
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/3
）

明
赤
褐

（
5Y
R5
/6
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/3
）

長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好
内
、
外
面
に
黒
斑
あ
り

10
65

40
4

包
含
層

２
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

弥
生
土
器

壺
？

9.
0

7.
1

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/4
）
長
石
　
角
閃
石
　

黒
曜
石
　
赤
褐
色

粒
良
好
内
面
に
黒
斑
あ
り

10
66

40
4

包
含
層

８
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

弥
生
土
器

壺
？

11
.8

8.
5

ミ
ガ
キ

ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/4
）

橙
（
7.5
Y
R7
/6
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　

良
好
内
面
に
指
頭
圧
痕
あ
り

10
67

40
5

37
1

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

弥
生
土
器

甕
（
6.
2）
（
24
.4
）

36
.2

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

ナ
デ

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/4
）

灰
（
5Y
5/
1）

石
英
　
長
石
　
雲

母
　
角
閃
石
　

良
好
内
、
外
面
に
ス
ス
付
着

10
68

40
5

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

弥
生
土
器

甕
6.
8

5.
9

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
　

ナ
デ

ナ
デ
　

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R6
/4
）

橙
（
7.5
Y
R7
/6
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　

良
好
内
面
に
ス
ス
付
着
　
内
面
脚
部
に
黒
斑

あ
り

10
69

40
5

包
含
層

２
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

弥
生
土
器

甕
（
5.
2）

11
.4

調
整
不
明
　
ハ
ケ

メ
　
ヨ
コ
ナ
デ

調
整
不
明

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）

黒
褐

（
10
Y
R3
/1
）
長
石
　
角
閃
石
　
良
好
内
面
に
ス
ス
付
着
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遺物観察表

遺
物
番
号

図
版

番
号

写
真
番
号

遺
構
名

出
土
地
点

包
含
層

層
位

種
　
別

器
　
種

法
　
量
（
cm
）

調
　
　
整

色
　
　
調

胎
　
土

焼
成

備
　
　
　
考

調査
区

遺
構
略
号

口
径

底
径

最
大
胴
径

器
高

高
台
高
残
存
高

外
　
　
面

内
　
　
面

外
　
面

内
　
面

10
70

40
5

包
含
層

８
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

弥
生
土
器

甕
6.
3

13
.3

ハ
ケ
メ
　
ナ
デ

調
整
不
明
　
ナ
デ

橙
（
7.5
Y
R7
/6
）

浅
黄

（
2.5
Y
7/
3）

石
英
　
長
石

良
好

10
71

40
5

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

弥
生
土
器

甕
（
49
.0
）

20
.0

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ヨ
コ
ナ
デ
　

ハ
ケ
メ

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ヨ
コ
ナ
デ
　

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）

灰
黄

（
2.5
Y
7/
2）

石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母

良
好
外
面
胴
部
に
黒
斑
あ
り
　
頸
部
に
突
帯

文
あ
り

10
72

40
6

37
0

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

弥
生
土
器

甕
32
.4

7.
5

34
.2

54
.7

ナ
デ
　
ハ
ケ
メ
　
ナ
デ

明
赤
褐

（
5Y
R5
/6
）

明
赤
褐

（
5Y
R5
/6
）

石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
褐
色
粒
　
良
好
外
面
胴
部
に
ス
ス
付
着

10
73

40
7

37
2

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

弥
生
土
器

壺
（
19
.2
）
（
5.
5）
（
21
.0
）
29
.2

ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ
ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/4
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/4
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　

良
好
外
面
胴
部
に
刻
み
目
突
帯
文
あ
り

10
74

40
7

37
2

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

弥
生
土
器

壺
（
7.
7）

6.
2
（
12
.2
）

9.
1

ナ
デ

調
整
不
明
　
ナ
デ

に
ぶ
い
赤
褐

（
5Y
R5
/4
）

明
赤
褐

（
2.5
Y
R5
/6
）

に
ぶ
い
黄
褐

（
10
Y
R5
/4
）

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）

石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母
　
黒

色
粒
　
褐
色
粒

良
好
広
口
壺
　
外
面
に
赤
色
顔
料
塗
布
　
外

面
胴
部
に
黒
斑
あ
り
　
内
面
胴
部
か
ら

底
部
に
鉄
分
付
着
　
丹
塗
り
土
器

10
75

40
7

37
2

包
含
層

８
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

弥
生
土
器

壺
22
.5

8.
6

24
.0

28
.0

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
　
調
整
不
明

ハ
ケ
メ
　
調
整
不

明
淡
黄

（
2.5
Y
8/
3）

灰
白

（
2.5
Y
7/
1）

長
石
　
角
閃
石
　
良
好
内
、
外
面
に
黒
斑
あ
り

10
76

40
7

包
含
層

２
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

弥
生
土
器

壺
（
12
.4
）

（
13
.7
）

4.
8

ナ
デ

ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/2
）

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/4
）
長
石
　
角
閃
石
　

黒
曜
石
　
赤
褐
色

粒
良
好
広
口
壺
　
外
面
に
黒
斑
あ
り
　
口
縁
部

に
穿
孔
２
ヵ
所
あ
り

10
77

40
7

37
2

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

弥
生
土
器

壺
（
15
.2
）

12
.0

ミ
ガ
キ
　
調
整
不

明
ナ
デ

橙
（
5Y
R7
/6
）

赤
褐

（
2.5
Y
R4
/6
）

に
ぶ
い
赤
褐

（
5Y
R5
/4
）

石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母

良
好
長
頸
壺
　
内
、
外
面
赤
色
顔
料
塗
布
　

外
面
胴
部
に
黒
斑
あ
り
　
内
面
に
指
頭

圧
痕
あ
り
　
内
面
に
絞
り
痕
あ
り
　
丹

塗
り
土
器

10
78

40
8

37
2

包
含
層

８
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

弥
生
土
器

壺
7.
2
（
33
.4
）

35
.1

ハ
ケ
メ
　
ヨ
コ
ナ

デ
　
ナ
デ

ナ
デ
　
ハ
ケ
メ

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）
長
石
　
角
閃
石
　

良
胴
部
に
２
条
の
突
帯
文
あ
り
　
内
面
胴

部
に
指
頭
圧
痕
あ
り
　
外
面
に
黒
斑
と

赤
色
顔
料
痕
あ
り

10
79

40
8

37
2

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

弥
生
土
器

壺
（
35
.4
）

14
.2

ヨ
コ
ナ
デ
　
ヨ
コ

ナ
デ
後
ハ
ケ
メ

ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）

赤
褐

（
2.5
Y
R4
/6
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）

赤
褐

（
2.5
Y
R4
/6
）

石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
褐
色
粒

良
好
内
、
外
面
に
赤
色
顔
料
塗
布
　
丹
塗
り

土
器

10
80

40
8

包
含
層

２
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

弥
生
土
器

壺
（
27
.9
）

4.
8

調
整
不
明

調
整
不
明

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/3
）

灰
黄

（
2.5
Y
7/
2）

石
英
　
雲
母
　
褐

色
粒
　
黒
色
粒

良
好
外
面
口
縁
部
に
暗
文
あ
り
　
内
、
外
面

に
黒
斑
あ
り

10
81

40
8

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

土
師
器

壺
6.
8

ナ
デ
　
ハ
ケ
メ
後

ナ
デ
　
ハ
ケ
メ
後

ヨ
コ
ナ
デ

ナ
デ
　
ハ
ケ
メ
後

ナ
デ

橙
（
2.5
Y
R6
/8
）

橙
（
2.5
Y
R6
/8
）
長
石
　
角
閃
石
　
良
好
口
縁
端
部
に
焼
成
後
に
入
れ
た
切
れ
込

み
あ
り
　
外
面
に
櫛
描
文
あ
り

10
82

40
9

包
含
層

２
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

弥
生
土
器

壺
9.
1

10
.1

ナ
デ

ナ
デ

橙
（
2.5
Y
R6
/6
）
に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母
　
赤

褐
色
粒

良
好
外
面
に
黒
斑
あ
り
　
内
面
底
部
に
指
頭

圧
痕
あ
り

10
83

40
9

37
2

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

土
師
器

鉢
16
.4

7.
4

ナ
デ
　
ハ
ケ
メ

ナ
デ
　
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
後
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/3
）
に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
褐
色
粒

良
好
外
面
に
ス
ス
付
着

10
84

40
9

37
4

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

弥
生
土
器

把
手
状
土

器
6.
4

ハ
ケ
メ
　
ナ
デ
　

指
押
さ
え

ナ
デ
　
指
押
さ
え

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母
　
赤

褐
色
粒

良
好
外
面
に
黒
斑
あ
り
　
長
さ
11
.8c
m
　

幅
7.1
cm
　

10
85

40
9

37
4

包
含
層

２
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

弥
生
土
器

把
手

（
18
.0
）

5.
5

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
　

ヨ
コ
ナ
デ

ナ
デ
　
ヨ
コ
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好

10
86

40
9

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

弥
生
土
器

器
台

5.
1

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
ナ
デ

浅
黄
橙

（
7.5
Y
R8
/6
）

明
赤
褐

（
2.5
Y
R5
/6
）

浅
黄
橙

（
7.5
Y
R8
/6
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母

良
好
外
面
に
赤
色
顔
料
塗
布
　
丹
塗
り
土
器

筒
形
器
台

10
87

40
9

37
4

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

弥
生
土
器

器
台

（
11
.2
）

15
.0

ナ
デ
　
ハ
ケ
メ
後

ヨ
コ
ナ
デ

ナ
デ
　
ハ
ケ
メ
後

ナ
デ

橙
（
2.5
Y
R6
/8
）

浅
黄
橙

（
7.5
Y
R8
/6
）

橙
（
2.5
Y
R6
/8
）

浅
黄
橙

（
7.5
Y
R8
/6
）

石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
赤
褐
色
粒

　
良
好
赤
色
顔
料
痕
あ
り
　
内
面
に
工
具
痕
と

絞
り
痕
あ
り
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遺物観察表

遺
物
番
号

図
版

番
号

写
真
番
号

遺
構
名

出
土
地
点

包
含
層

層
位

種
　
別

器
　
種

法
　
量
（
cm
）

調
　
　
整

色
　
　
調

胎
　
土

焼
成

備
　
　
　
考

調査
区

遺
構
略
号

口
径

底
径

最
大
胴
径

器
高

高
台
高
残
存
高

外
　
　
面

内
　
　
面

外
　
面

内
　
面

10
88

41
0

37
8

包
含
層

８
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

土
師
器

坏
（
10
.9
）

3.
4

ナ
デ

ナ
デ
　
調
整
不
明

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/2
）

灰
白

（
10
Y
R8
/2
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好
外
面
口
縁
部
に
指
頭
圧
痕
あ
り

10
89

41
0

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

土
師
器

坏
（
12
.0
）

6.
5

ナ
デ
　
ハ
ケ
メ

ナ
デ
　
ハ
ケ
メ
後

ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/4
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/4
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　

良
好
内
、
外
面
に
黒
斑
あ
り

10
90

41
0

37
8

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

土
師
器

坏
14
.1

4.
8

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
後
ナ

デ
ナ
デ

浅
黄
橙

（
7.5
Y
R8
/6
）

黄
橙

（
7.5
Y
R7
/8
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
黒
曜
石
　

赤
褐
色
粒

良
好
内
、
外
面
に
赤
色
顔
料
痕
あ
り

10
91

41
0

37
8

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

土
師
器

台
付
坏
（
12
.5
）

9.
5

8.
9

ナ
デ
　
ヨ
コ
ナ
デ
ナ
デ
　
ミ
ガ
キ
　

赤
褐

（
2.5
Y
R4
/6
）
に
ぶ
い
赤
褐

（
2.5
Y
R4
/4
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
赤
褐
色
粒
良
好
内
、
外
面
に
赤
色
顔
料
痕
あ
り
　
内
、

外
面
台
部
に
工
具
痕
あ
り
　
内
面
に
絞

り
痕
あ
り

10
92

41
0

37
8

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

土
師
器

台
付
鉢

11
.2

8.
8

9.
1

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ヨ
コ
ナ
デ
　

ケ
ズ
リ
後
ヨ
コ
ナ

デ
　

ヨ
コ
ナ
デ

に
ぶ
い
燈

（
7.5
Y
R7
/4
）

に
ぶ
い
燈

（
7.5
Y
R7
/4
）
石
英
　
雲
母
　
角

閃
石
　
赤
色
粒

良
好
口
縁
部
に
黒
斑
あ
り

10
93

41
0

37
8

包
含
層

８
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

土
師
器

台
付
坏

（
7.
8）

3.
6

ヨ
コ
ナ
デ

調
整
不
明
　
ナ
デ

　
ヨ
コ
ナ
デ

橙
（
7.5
Y
R7
/6
）

橙
（
7.5
Y
R7
/6
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好

10
94

41
0

37
8

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

土
師
器

台
付
坏

8.
4
（
4.
5）

4.
0

ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ
ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
10
Y
R7
/4
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）
石
英
　
長
石
　
雲

母
　
角
閃
石
　

良
好
台
部
に
指
頭
圧
痕
あ
り

10
95

41
0

37
8

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

土
師
器

高
坏

（
17
.4
）
（
11
.6
）

13
.1

ナ
デ
　
ハ
ケ
メ
　

ミ
ガ
キ
　

ナ
デ
　
ハ
ケ
メ
　

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
黒
色
粒
　

褐
色
粒
　

良
好
内
面
脚
部
に
布
目
痕
あ
り

10
96

41
0

37
8

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

土
師
器

高
坏

16
.5
（
12
.5
）

12
.6

ナ
デ
　
ハ
ケ
メ
後

ナ
デ
  ナ
デ
後
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ

ナ
デ
　
ハ
ケ
メ
後

ナ
デ
　
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
　

橙
（
5Y
R7
/8
）

橙
（
5Y
R6
/6
）

石
英
　
雲
母
　
角

閃
石
　

良
好

10
97

41
0

37
8

包
含
層

２
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

土
師
器

高
坏

（
18
.7
）

5.
4

ヨ
コ
ナ
デ
　
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ
　

ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好
外
面
に
黒
斑
あ
り
　

10
98

41
1

37
6

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

土
師
器

甕
16
.3

27
.5

29
.5

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ヨ
コ
ナ
デ
　

ハ
ケ
メ

ヨ
コ
ナ
デ
　
ケ
ズ

リ
に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/4
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）
長
石
　
雲
母
　
角

閃
石
　

良
好
内
、
外
面
に
に
ス
ス
付
着

10
99

41
1

37
6

包
含
層

８
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

土
師
器

甕
16
.8

20
.8

23
.9

ハ
ケ
メ
後
ヨ
コ
ナ

デ
　
ハ
ケ
メ
　

ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）

灰
（
5Y
5/
1）

長
石
　
角
閃
石
　

雲
母
　
赤
褐
色
粒
良
好
内
面
底
部
に
指
頭
圧
痕
あ
り
　
外
面
底

部
は
被
熱
に
よ
る
赤
色
化
あ
り

11
00

41
1

37
6

包
含
層

２
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

土
師
器

甕
15
.0

19
.9

21
.8

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
ヨ
コ
ナ
デ
　
ケ
ズ

リ
　
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/4
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/4
）
石
英
　
長
石
　
雲

母
　
赤
褐
色
粒

良
好
内
面
底
部
に
指
頭
圧
痕
あ
り
　
外
面
胴

部
に
黒
斑
、
底
部
に
ス
ス
付
着
　
工
具

痕
あ
り

11
01

41
2

37
6

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

土
師
器

甕
15
.4

21
.9

22
.4

ナ
デ
　
ハ
ケ
メ
後

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
　

ナ
デ
　
ケ
ズ
リ

に
ぶ
い
黄
褐

（
10
Y
R7
/4
）

橙
（
5Y
R6
/6
）

石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
黒
曜
石

良
好
外
面
全
体
に
黒
斑
あ
り

11
02

41
2

37
6

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

土
師
器

甕
（
15
.0
）
（
21
.0
）

15
.9

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
ヨ
コ
ナ
デ
　
ケ
ズ

リ
明
赤
褐

（
5Y
R5
/6
）

明
赤
褐

（
5Y
R5
/6
）

石
英
　
長
石
　
雲

母
　
角
閃
石
　

良
好
内
、
外
面
に
赤
色
顔
料
痕
あ
り
　
外
面

に
ス
ス
付
着

11
03

41
2

37
6

包
含
層

２
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

土
師
器

甕
17
.4

（
22
.8
）

13
.5

ヨ
コ
ナ
デ
　
タ
タ

キ
後
ナ
デ

ケ
ズ
リ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好
外
面
に
ス
ス
付
着

11
04

41
2

包
含
層

２
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

土
師
器

甕
（
14
.2
）

（
19
.7
）

14
.3

調
整
不
明

調
整
不
明
　
ケ
ズ

リ
橙

（
7.5
Y
R7
/6
）

橙
（
7.5
Y
R7
/6
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母

良
好
外
面
に
ス
ス
付
着
　
被
熱
に
よ
る
赤
色

化
あ
り

11
05

41
2

37
6

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

土
師
器

甕
（
16
.5
）

9.
0

ヨ
コ
ナ
デ
　
タ
タ

キ
後
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
　
ケ
ズ

リ
後
ナ
デ

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）
石
英
　
雲
母
　
角

閃
石
　
赤
褐
色
粒
良
好

11
06

41
2

包
含
層

２
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

土
師
器

甕
（
17
.6
）

8.
8

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R6
/4
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R6
/4
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母
　
褐

色
粒

良
好

11
07

41
2

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

土
師
器

甕
（
26
.0
）

6.
4

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
　
ケ
ズ

リ
後
ヨ
コ
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好
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遺物観察表

遺
物
番
号

図
版

番
号

写
真
番
号

遺
構
名

出
土
地
点

包
含
層

層
位

種
　
別

器
　
種

法
　
量
（
cm
）

調
　
　
整

色
　
　
調

胎
　
土

焼
成

備
　
　
　
考

調査
区

遺
構
略
号

口
径

底
径

最
大
胴
径

器
高

高
台
高
残
存
高

外
　
　
面

内
　
　
面

外
　
面

内
　
面

11
08

41
2

包
含
層

２
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

土
師
器

甕
（
16
.7
）

5.
7

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ナ
デ

橙
（
5Y
R7
/6
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/4
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母
　
褐

色
粒
　
黒
色
粒

良
好
口
縁
部
に
ス
ス
付
着
　
内
面
に
工
具
痕

あ
り

11
09

41
3

包
含
層

８
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

土
師
器

甕
（
15
.1
）

（
17
.9
）

10
.4

ハ
ケ
メ
後
ヨ
コ
ナ

デ
　
ハ
ケ
メ
　

ハ
ケ
メ
　
ヘ
ラ
ケ

ズ
リ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）
長
石
　
角
閃
石
　

雲
母

良
好

11
10

41
3

37
7

包
含
層

７
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

土
師
器

壺
17
.4

（
28
.2
）
32
.8

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ヨ
コ
ナ
デ
　

ハ
ケ
メ
　

ヨ
コ
ナ
デ
　
ケ
ズ

リ
浅
黄
橙

（
7.5
Y
R8
/4
） 

浅
黄
橙

（
7.5
Y
R8
/3
）  
 
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母
　
赤

褐
色
粒

良
好
内
、
外
面
に
赤
色
顔
料
痕
あ
り
　
胴
部

に
ス
ス
付
着
　
被
熱
に
よ
る
赤
色
化
あ

り
　
内
、
外
面
に
黒
斑
あ
り
　

11
11

41
3

37
7

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

土
師
器

壺
3.
7
（
23
.6
）

26
.5

ナ
デ
　
タ
タ
キ
後

ハ
ケ
メ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
後
ナ

デ
灰
褐

（
7.5
Y
R5
/2
）

褐
（
7.5
Y
R4
/3
）
石
英
　
長
石
　
雲

母
　
角
閃
石
　

良
好
外
面
底
部
に
指
頭
圧
痕
あ
り

11
12

41
3

包
含
層

６
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

土
師
器

壺
6.
6

ヨ
コ
ナ
デ
　

ヨ
コ
ナ
デ

灰
白

（
2.5
Y
8/
2）

灰
白

（
2.5
Y
8/
2）

長
石
　
赤
褐
色
粒

黒
色
粒

良
口
縁
部
に
波
状
の
線
描
き
文
様
あ
り
　

内
、
外
面
に
工
具
に
よ
る
凹
線
あ
り

11
13

41
3

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

土
師
器

壺
14
.8

ハ
ケ
メ

ハ
ケ
メ
　
　
　

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R6
/4
）

褐
灰

（
7.5
Y
R4
/1
）
石
英
　
長
石
　
雲

母
　
角
閃
石
　
褐

色
粒
　
黒
色
粒
　
良
好
１
条
の
突
帯
文
あ
り
　
内
面
に
指
頭
圧

痕
あ
り

11
14

41
4

37
7

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

土
師
器

壺
16
.8

13
.0

ナ
デ
　
ミ
ガ
キ

ナ
デ
　
ミ
ガ
キ

灰
黄

（
2.5
Y
7/
2）

暗
灰
黄

（
2.5
Y
5/
2）

石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
赤
褐
色
粒
良
好
長
頸
壺
？
　
外
面
に
黒
斑
あ
り
　

11
15

41
4

包
含
層

２
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

土
師
器

壺
（
14
.3
）

5.
1

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ナ
デ
　
ナ
デ

明
黄
褐

（
10
Y
R7
/4
）

明
黄
褐

（
10
Y
R7
/4
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母
　
褐

色
粒
　
黒
色
粒

良
好
内
面
頸
部
に
黒
斑
あ
り

11
16

41
4

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

土
師
器

複
合
口
縁

壺
3.
4

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）

灰
白

（
2.5
Y
8/
2）

石
英
　
長
石
　
雲

母
良
好

11
17

41
4

37
7

包
含
層

７
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

土
師
器

複
合
口
縁

壺
（
29
.4
）

10
.0

ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ

後
ハ
ケ
メ

ヨ
コ
ナ
デ
　
ケ
ズ

リ
に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好
外
面
に
黒
斑
あ
り

11
18

41
4

37
7

包
含
層

２
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

土
師
器

複
合
口
縁

壺
22
.6

4.
4

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/4
）

橙
（
7.5
Y
R7
/6
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母
　
赤

褐
色
粒

良
好
内
面
口
縁
部
に
ス
ス
付
着

11
19

41
4

包
含
層

８
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

土
師
器

複
合
口
縁

壺
（
17
.9
）

4.
5

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
　
ハ
ケ
メ
後
ナ

デ
に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）
石
英
　
角
閃
石
　

雲
母

良
外
面
口
縁
部
に
黒
斑
あ
り
　

11
20

41
4

37
9

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

土
師
器

台
付
小
形

壺
11
.6

10
.1

8.
9

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
　
ナ
デ

ハ
ケ
メ
　
ナ
デ
　

ヨ
コ
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）
石
英
　
長
石
　
雲

母
　
角
閃
石
　

良
好

11
21

41
4

37
9

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

土
師
器

鉢
11
.4

5.
0

ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ

　
ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ

　
褐
灰

（
10
Y
R5
/1
）

褐
灰

（
10
Y
R4
/1
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
赤
色
粒

良
内
、
外
面
に
黒
斑
と
指
頭
圧
痕
あ
り

11
22

41
4

37
9

包
含
層

２
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

土
師
器

鉢
（
13
.7
）
（
3.
7）

10
.6

ヨ
コ
ナ
デ
後
ナ
デ
ヨ
コ
ナ
デ
後
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）
長
石
　
角
閃
石
　

褐
色
粒

良
好
内
、
外
面
に
黒
斑
あ
り
　

11
23

41
4

37
9

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

土
師
器

鉢
（
19
.0
）

（
27
.0
）

12
.9

ナ
デ
　
ハ
ケ
メ

ナ
デ
　
ケ
ズ
リ

橙
（
7.5
Y
R6
/6
）

橙
（
7.5
Y
R6
/6
）
長
石
　
角
閃
石
　

黒
色
粒
　
褐
色
粒
良
好

11
24

41
5

包
含
層

７
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

土
師
器

甑
（
27
.2
）

9.
7

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
ヨ
コ
ナ
デ
　
ケ
ズ

リ
橙

（
5Y
R6
/6
）

橙
（
5Y
R6
/6
）

石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母
　
赤

褐
色
粒

良
好

11
32

41
5

37
9

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

土
師
器

小
形
丸
底

壺
（
10
.1
）

（
7.
6）

7.
6

ヨ
コ
ナ
デ
　
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ

明
赤
褐

（
5Y
R3
/2
）

灰
褐

（
5Y
R4
/2
）

長
石
　
角
閃
石
　

雲
母
　
白
色
粒

良
好
外
面
に
ス
ス
付
着

11
33

41
5

37
9

包
含
層

６
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

土
師
器

小
形
丸
底

壺
10
.1

7.
1

5.
5

ヨ
コ
ナ
デ
後
ミ
ガ

キ
　
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
　

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/3
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/3
）
長
石
　
雲
母
　
角

閃
石
　
赤
褐
色
粒

黒
色
粒

良
好
内
、
外
面
に
黒
斑
あ
り

11
34

41
5

37
9

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

土
師
器

小
形
丸
底

壺
（
7.
9）

9.
9

8.
8

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
赤
褐
色
粒
良
好
外
面
底
部
に
黒
斑
あ
り

11
35

41
5

37
9

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

土
師
器

小
形
丸
底

壺
6.
0

（
7.
5）

8.
5

ナ
デ
　
ハ
ケ
メ
後

ミ
ガ
キ

ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R6
/4
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R6
/4
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
赤
褐
色
粒

良
好
外
面
に
黒
斑
あ
り
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遺
物
番
号

図
版

番
号

写
真
番
号

遺
構
名

出
土
地
点

包
含
層

層
位

種
　
別

器
　
種

法
　
量
（
cm
）

調
　
　
整

色
　
　
調

胎
　
土

焼
成

備
　
　
　
考

調査
区

遺
構
略
号

口
径

底
径

最
大
胴
径

器
高

高
台
高
残
存
高

外
　
　
面

内
　
　
面

外
　
面

内
　
面

11
36

41
5

37
9

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

土
師
器

小
形
丸
底

壺
（
10
.1
）

（
10
.2
）

7.
6

ナ
デ
　
ハ
ケ
メ
後

ナ
デ
　
ハ
ケ
メ

ナ
デ
　
ケ
ズ
リ

橙
（
2.5
Y
R6
/8
）  
   

橙
（
2.5
Y
R6
/8
）  
   
石
英
　
長
石
　
雲

母
　
角
閃
石
　
赤

褐
色
粒

良
好

11
37

41
5

37
9

包
含
層

７
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

土
師
器

小
形
丸
底

壺
（
8.
6）

（
9.
2）

9.
8

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
ヨ
コ
ナ
デ
　
ケ
ズ

リ
に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R6
/4
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R6
/4
）
長
石
　
角
閃
石
　

褐
色
粒

良
好

11
38

41
5

37
9

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

土
師
器

小
形
丸
底

壺
11
.4

10
.7

8.
6

ヨ
コ
ナ
デ
　
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ
後
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
　
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ
後
ナ
デ
　

ミ
ガ
キ

明
赤
褐

（
5Y
R5
/8
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R6
/4
）     
         
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　

良
好
外
面
底
部
に
黒
斑
あ
り
　
内
面
に
工
具

痕
あ
り

11
39

41
5

37
9

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

土
師
器

小
形
丸
底

壺
10
.0

12
.9

12
.3

ナ
デ
　
ハ
ケ
メ

ナ
デ
　
ハ
ケ
メ

橙
（
7.5
Y
R6
/6
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/3
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　

良
好
外
面
胴
部
に
黒
斑
あ
り
　

11
40

41
5

37
9

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

土
師
器

小
形
丸
底

壺
（
12
.4
）

（
12
.1
）

9.
6

ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ
ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ

に
ぶ
い
褐

（
7.5
Y
R5
/3
）

に
ぶ
い
褐

（
7.5
Y
R5
/3
）
長
石
　
角
閃
石
　

白
色
粒

良
好
外
面
に
指
頭
圧
痕
あ
り

11
41

41
5

包
含
層

２
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

土
師
器

甕
（
12
.8
）

（
13
.1
）

6.
7

ヨ
コ
ナ
デ
　
ヨ
コ

ナ
デ
後
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
　
ヨ
コ

ナ
デ
後
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R6
/4
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R6
/4
）
長
石
　
角
閃
石
　

黒
色
粒

良
好
外
面
口
縁
部
か
ら
胴
部
に
か
け
て
黒
斑

あ
り
　
内
面
口
縁
部
に
黒
斑
あ
り
　
小

形
甕

11
42

41
6

37
9

包
含
層

２
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

土
師
器

小
形
丸
底

鉢
（
11
.3
）

（
9.
9）

5.
1

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ

黄
橙

（
10
Y
R8
/6
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）
長
石
　
角
閃
石
　

黒
色
粒

良
好
内
、
外
面
に
黒
斑
あ
り

11
43

41
6

37
9

包
含
層

６
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

土
師
器

小
形「
く
」

字
口
縁
鉢

16
.4

13
.3

5.
9

ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ
ヨ
コ
ナ
デ
　
ミ
ガ

キ
浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/4
）

橙
（
5Y
R6
/8
）

石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
黒
曜
石

良
好
内
面
胴
部
に
工
具
痕
あ
り
　
内
、
外
面

に
赤
色
顔
料
痕
あ
り

11
44

41
6

38
0

包
含
層

８
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

土
師
器

器
台

（
7.
9）

10
.9

7.
3

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ

ハ
ケ
メ

橙
（
7.5
Y
R6
/6
）

橙
（
7.5
Y
R6
/6
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好
脚
部
底
部
に
黒
斑
あ
り

11
45

41
6

38
0

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

土
師
器

器
台

8.
8
（
12
.2
）

9.
0

ヨ
コ
ナ
デ
後
ミ
ガ

キ
　
ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
後
ミ
ガ

キ
　
ナ
デ
後
ミ
ガ

キ
　
ヨ
コ
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R6
/4
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R6
/4
）
石
英
　
長
石
　
雲

母
　
角
閃
石
　

良
好
穿
孔
４
ヶ
所
あ
り

11
46

41
6

38
0

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

土
師
器

器
台

10
.0

6.
2

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
　

ナ
デ

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
　

ナ
デ

明
赤
褐

（
2.5
Y
R5
/6
）

橙
（
7.5
Y
R7
/6
）
石
英
　
長
石

良
好
外
面
に
赤
色
顔
料
痕
あ
り

11
47

41
6

38
0

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

土
師
器

器
台

（
29
.2
）

9.
5

タ
タ
キ
　
ヨ
コ
ナ

デ
　
ナ
デ

ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/2
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/2
）
石
英
　
長
石
　
雲

母
　
褐
色
粒
　
黒

色
粒

良
好
内
面
に
工
具
痕
あ
り
　
黒
斑
あ
り
　

11
48

41
7

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

手
捏
ね
（
6.
.0
）
（
3.
6）

4.
3

指
押
さ
え

指
押
さ
え

橙
（
5Y
R6
/6
）

橙
（
5Y
R6
/6
）

長
石
　
雲
母
　
白

色
粒
　
赤
褐
色
粒
良
好

11
49

41
7

包
含
層

６
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

手
捏
ね

（
6.
0）
（
2.
0）

1.
4

指
押
さ
え

指
押
さ
え

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R6
/4
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/4
）
長
石
　
角
閃
石
　

黒
色
粒

良
好
底
部
に
黒
斑
あ
り

11
52

41
8

38
2

包
含
層

２
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

土
師
器

坏
12
.2

6.
2

4.
7

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ
回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R6
/4
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R6
/4
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好
内
面
に
黒
斑
あ
り

11
53

41
8

38
2

包
含
層

２
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

土
師
器

坏
（
11
.7
）

5.
5

4.
0

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ
回
転
ナ
デ
　
回
転

ナ
デ
後
ナ
デ

橙
（
7.5
Y
R7
/6
）

橙
（
7.5
Y
R7
/6
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好

11
54

41
8

38
2

包
含
層

８
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

土
師
器

坏
11
.2

7.
3

3.
9

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ
回
転
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R6
/4
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R6
/4
）
角
閃
石
　
雲
母
　

赤
褐
色
粒
　
白
雲

母
良
好

11
55

41
8

38
2

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

土
師
器

坏
（
9.
6）

6.
5

3.
7

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ
　
ヘ
ラ
切

り
離
し
後
ナ
デ

回
転
ナ
デ
　

明
赤
褐

（
2.5
Y
R5
/8
）

明
赤
褐

（
2.5
Y
R5
/8
）
石
英
　
長
石
　
雲

母
　
角
閃
石
　

良
好
内
、
外
面
に
赤
色
顔
料
痕
あ
り

11
56

41
8

38
2

包
含
層

２
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

土
師
器

坏
5.
0

3.
1

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ
回
転
ナ
デ
　

橙
（
5Y
R7
/6
）

橙
（
5Y
R7
/6
）

長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好

11
57

41
8

38
2

包
含
層

２
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

土
師
器

坏
（
11
.7
）
（
5.
2）

3.
6

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ
回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R6
/4
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R6
/4
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母
　
赤

褐
色
粒

良
好

11
58

41
8

38
2

包
含
層

６
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

土
師
器

坏
（
11
.1
）

7.
3

3.
2

回
転
ナ
デ
　
 ヘ

ラ
切
り
離
し
後
ナ

デ
回
転
ナ
デ
  回
転

ナ
デ
後
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R6
/4
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R6
/4
）
石
英
　
長
石
　
赤

褐
色
粒

良
好
外
面
底
部
に
指
頭
圧
痕
あ
り



510

遺物観察表

遺
物
番
号

図
版

番
号

写
真
番
号

遺
構
名

出
土
地
点

包
含
層

層
位

種
　
別

器
　
種

法
　
量
（
cm
）

調
　
　
整

色
　
　
調

胎
　
土

焼
成

備
　
　
　
考

調査
区

遺
構
略
号

口
径

底
径

最
大
胴
径

器
高

高
台
高
残
存
高

外
　
　
面

内
　
　
面

外
　
面

内
　
面

11
59

41
8

38
2

包
含
層

２
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

土
師
器

坏
（
11
.8
）
（
7.
0）

3.
4

回
転
ナ
デ
後
ナ
デ

ヘ
ラ
切
り
離
し
後

未
調
整

回
転
ナ
デ
後
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R6
/4
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R6
/4
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好
内
、
外
に
黒
斑
あ
り

11
60

41
8

38
2

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

土
師
器

坏
14
.1

9.
3

3.
2

ヨ
コ
ナ
デ
　
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ
　
ヘ
ラ
切

り
離
し
後
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）
長
石
　
角
閃
石
　

黒
色
粒

良
内
、
外
面
に
赤
色
顔
料
痕
あ
り

11
61

41
8

38
2

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

土
師
器

坏
11
.3

5.
2

2.
2

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ
回
転
ナ
デ

に
ぶ
い
褐

（
7.5
Y
R6
/3
）

に
ぶ
い
褐

（
7.5
Y
R6
/3
）
石
英
　
長
石
　
赤

褐
色
粒

良
好
内
面
に
黒
斑
あ
り

11
62

41
8

包
含
層

２
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

土
師
器

坏
（
14
.5
）
（
8.
8）

5.
0

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母
　
赤

褐
色
粒

良
好

11
63

41
8

38
5

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

土
師
器

坏
（
10
.0
）

1.
2

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
　
ヘ

ラ
切
り
離
し
後
ナ

デ
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
5Y
R6
/4
）

に
ぶ
い
橙

（
5Y
R6
/4
）

長
石
　
雲
母
　
赤

褐
色
粒

良
好
外
面
底
部
に
刻
書
あ
り

11
64

41
8

38
2

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

土
師
器

坏
11
.4

7.
5

2.
7

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ
回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R6
/4
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R6
/4
）
石
英
　
長
石
　
褐

色
粒

良
好
重
ね
焼
き
の
跡
が
見
ら
れ
る
　
灯
明
皿

と
し
て
使
用

11
65

41
8

38
2

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

土
師
器

坏
10
.6

7.
0

3.
0

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ
後
ナ
デ
　

ヘ
ラ
切
り
離
し
後

ナ
デ

回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

灰
白

（
7.5
Y
R8
/2
）

灰
白

（
7.5
Y
R8
/2
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
黒
色
粒
　

赤
褐
色
粒
　

良
好
内
面
胴
部
に
赤
色
顔
料
痕
あ
り
　
灯
明

皿
と
し
て
使
用

11
66

41
8

38
2

包
含
層

８
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

土
師
器

坏
10
.7

7.
1

2.
8

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ
回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母

良
好
灯
明
皿
と
し
て
使
用

11
67

41
8

38
2

包
含
層

８
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

須
恵
器

坏
12
.6

7.
9

3.
6

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ
回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

灰
（
10
Y
6/
1）

灰
（
10
Y
6/
1）

黒
色
粒

良
好

11
68

41
8

38
2

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

須
恵
器

坏
12
.7

6.
8

3.
8

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
未
調

整
回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

灰
（
5Y
6/
1）

灰
（
5Y
6/
1）

長
石
　
雲
母
　
赤

色
粒
　
黒
色
粒

良

11
69

41
8

38
2

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

土
師
器

椀
12
.0

7.
7

5.
6

1.
0

回
転
ナ
デ
　

回
転
ナ
デ

橙
（
7.5
Y
R7
/6
）

橙
（
7.5
Y
R6
/6
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母
　
赤

褐
色
粒
　
黒
曜
石

良
好
口
縁
部
に
黒
斑
あ
り

11
70

41
8

38
2

包
含
層

２
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

土
師
器

椀
12
.0

6.
8

5.
3

1.
3

回
転
ナ
デ
　
ヨ
コ

ナ
デ
　
ナ
デ

回
転
ナ
デ

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/4
）

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/4
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好
内
、
外
面
に
黒
斑
あ
り
　
外
面
に
ス
ス

付
着
　

11
71

41
8

38
2

包
含
層

７
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

須
恵
器

椀
（
17
.7
）

9.
6

8.
9

0.
5

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ
回
転
ナ
デ
　
回
転

ナ
デ
後
ナ
デ

灰
白

（
2.5
Y
8/
1）

灰
白

（
2.5
Y
8/
1）

長
石
　
角
閃
石
　
不
良

11
72

41
8

38
2

包
含
層

８
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

須
恵
器

椀
（
12
.4
）

6.
9

4.
6

0.
5

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ
回
転
ナ
デ

灰
（
N
 6
/0
）

灰
（
N
 6
/0
） 

長
石

良
好

11
73

41
9

38
1

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

土
師
器

蓋
（
19
.0
）

3.
3

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ
回
転
ナ
デ

赤
（
10
R5
/8
）

赤
（
10
R5
/8
）

長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好
内
、
外
面
に
赤
色
顔
料
塗
布

11
74

41
9

38
1

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

土
師
器

蓋
18
.0

2.
1

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ
回
転
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）
石
英
　
長
石
　
雲

母
　
褐
色
粒
　

良
好

11
75

41
9

38
1

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

土
師
器

蓋
（
26
.0
）

3.
0

ヘ
ラ
切
り
離
し
後

ナ
デ
　
回
転
ナ
デ
回
転
ナ
デ

橙
（
5Y
R6
/6
）

橙
（
5Y
R6
/6
）

石
英
　
長
石
　
雲

母
　
角
閃
石
　
赤

色
粒

良
好
内
、
外
面
に
赤
色
顔
料
痕
あ
り

11
76

41
9

38
1

包
含
層

８
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

須
恵
器

蓋
16
.1

1.
8

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ
回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

灰
（
N
 6
/0
）

灰
（
N
 5
/0
）

黒
色
粒

良
好

11
77

41
9

38
1

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

須
恵
器

蓋
13
.5

2.
7

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
未
調

整
回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

黄
灰

（
2.5
Y
6/
1）

灰
黄

（
2.5
Y
6/
2）

石
英
　
長
石
　
黒

色
粒

良
好
内
面
身
込
み
部
に
指
頭
圧
痕
あ
り

11
78

41
9

38
1

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

須
恵
器

蓋
（
15
.0
）

3.
0

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
未
調

整
回
転
ナ
デ

灰
（
5Y
5/
1）

灰
（
5Y
5/
1）

石
英
　
長
石
　
黒

色
粒

良
好
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遺物観察表

遺
物
番
号

図
版

番
号

写
真
番
号

遺
構
名

出
土
地
点

包
含
層

層
位

種
　
別

器
　
種

法
　
量
（
cm
）

調
　
　
整

色
　
　
調

胎
　
土

焼
成

備
　
　
　
考

調査
区

遺
構
略
号

口
径

底
径

最
大
胴
径

器
高

高
台
高
残
存
高

外
　
　
面

内
　
　
面

外
　
面

内
　
面

11
79

41
9

38
1

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

須
恵
器

蓋
（
15
.1
）

3.
2

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
未
調

整
回
転
ナ
デ
　
回
転

ナ
デ
後
ナ
デ

灰
白

（
5Y
8/
1）

灰
白

（
5Y
8/
1）

長
石
　
雲
母

良
外
面
に
黒
斑
あ
り

11
80

41
9

38
1

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

土
師
器

盤
15
.8

12
.2

2.
0

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ

回
転
ナ
デ

橙
（
5Y
R7
/6
）

橙
（
7.5
Y
R7
/6
）
石
英
　
長
石

良
好
内
、
外
面
に
赤
色
顔
料
痕
あ
り

11
81

41
9

38
1

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

土
師
器

盤
（
18
.4
）
（
14
.8
）

2.
7

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ

回
転
ナ
デ

明
赤
褐

（
2.5
Y
R5
/6
）

明
赤
褐

（
2.5
Y
R5
/6
）
長
石
　
角
閃
石
　
良
好
内
、
外
面
に
赤
色
顔
料
痕
あ
り

11
82

41
9

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

土
師
器

甑
（
11
.1
）

1.
5

ナ
デ
　
ケ
ズ
リ

ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R6
/3
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
黒
曜
石
　

褐
色
粒

良
好
外
面
底
部
に
赤
色
顔
料
痕
あ
り
　
底
部

に
穿
孔
が
３
ヶ
所
あ
り

11
83

41
9

包
含
層

２
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

土
師
器

把
手

3.
1

ナ
デ

ナ
デ

浅
黄
橙

（
7.5
Y
R8
/4
）

浅
黄
橙

（
7.5
Y
R8
/4
）
長
石
　
角
閃
石
　

褐
色
粒

良
好
甑
の
把
手

11
84

41
9

38
6

包
含
層

８
区

―
平
坦
地
区

２
ｂ
層

須
恵
器

硯
4.
3

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

青
灰

（
10
BG
6/
1）

灰
（
N
 5
/0
）

黒
色
粒

良
好
す
か
し
あ
り
　
ス
タ
ン
プ
痕
あ
り
　
円

面
硯

12
42

43
1

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ａ
層

縄
文
土
器

深
鉢

8.
6

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

に
ぶ
い
赤
褐

（
5Y
R5
/4
）

に
ぶ
い
黄
褐

（
10
Y
R5
/3
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母

良
好
波
状
口
縁
　
外
面
口
縁
部
に
貝
殻
擬
似

縄
文
と
沈
線
文
様
あ
り
　
磨
消
縄
文
あ

り

12
43

43
1

包
含
層

２
区

―
平
坦
地
区

２
ａ
層

縄
文
土
器

深
鉢

4.
5

ナ
デ

ナ
デ

褐
灰

（
10
Y
R4
/1
）

に
ぶ
い
黄
褐

（
10
Y
R5
/3
）
長
石
　
角
閃
石
　

黒
色
粒

良
好
外
面
口
縁
部
に
１
条
の
沈
線
あ
り

12
44

43
1

包
含
層

８
区

―
平
坦
地
区

２
ａ
層

縄
文
土
器

浅
鉢

3.
5

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

灰
黄

（
2.5
Y
7/
2）

灰
黄

（
2.5
Y
6/
2）

石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母

良
好
外
面
口
縁
部
に
２
条
の
沈
線
あ
り

12
45

43
1

包
含
層

８
区

―
平
坦
地
区

２
ａ
層

縄
文
土
器

浅
鉢

5.
3

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

に
ぶ
い
黄

（
2.5
Y
6/
3）

黄
灰

（
2.5
Y
5/
1）

長
石
　
角
閃
石
　
良
好
内
面
口
縁
部
に
１
条
の
沈
線
あ
り
　
リ

ボ
ン
状
突
起
あ
り

12
46

43
1

38
9

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ａ
層

弥
生
土
器

甕
7.
5
（
37
.5
）

34
.4

ハ
ケ
メ
　
ヨ
コ
ナ

デ
　
ハ
ケ
メ
後
ナ

デ
ハ
ケ
メ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）
長
石
　
角
閃
石
　

雲
母
　
赤
褐
色
粒

良
外
面
胴
部
に
２
条
の
刻
み
目
突
帯
文
あ

り
　
外
面
胴
部
に
黒
斑
と
赤
色
顔
料
痕

あ
り

12
47

43
1

包
含
層

２
区

―
平
坦
地
区

２
ａ
層

弥
生
土
器

甕
6.
2

ナ
デ

ナ
デ
　
ハ
ケ
メ
後

ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）   
      

赤
褐

（
2.5
Y
R4
/6
）

浅
黄
橙

（
7.5
Y
R8
/4
）   
      

赤
褐

（
2.5
Y
R4
/6
）

石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母
　
赤

褐
色

良
好
内
、
外
面
に
赤
色
顔
料
塗
布
　
丹
塗
り

土
器
　
　

12
48

43
1

39
0

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ａ
層

弥
生
土
器

壺
（
13
.3
）
（
33
.0
）

34
.9

ミ
ガ
キ
　
ヨ
コ
ナ

デ
　
ナ
デ

ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/2
）

灰
白

（
10
Y
R7
/1
）
石
英
　
長
石
　
雲

母
良

外
面
胴
部
に
１
条
の
刻
み
目
突
帯
文
と

１
条
の
突
帯
文
あ
り
　
外
面
に
黒
斑
あ

り

12
49

43
2

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ａ
層

弥
生
土
器

把
手

（
18
.8
）

6.
0

ナ
デ

ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）
長
石
　
角
閃
石
　

黒
色
粒
　
褐
色
粒
良
好
ス
ス
付
着

12
50

43
2

39
1

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ａ
層

土
師
器

坏
（
10
.2
）

3.
7

ナ
デ
　
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
後
ナ
デ

ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/4
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R6
/4
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　

良
好

12
51

43
2

39
1

包
含
層

７
区

―
平
坦
地
区

２
ａ
層

土
師
器

鉢
9.
8

6.
8

ハ
ケ
メ
後
ヨ
コ
ナ

デ
　
ナ
デ
　
ケ
ズ

リ
後
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
　
ナ
デ

橙
（
7.5
Y
R6
/6
）

橙
（
7.5
Y
R6
/6
）
長
石
　
角
閃
石
　
良
好
外
面
に
黒
斑
あ
り
　

12
52

43
2

39
1

包
含
層

８
区

―
平
坦
地
区

２
ａ
層

土
師
器

甕
（
19
.0
）

（
26
.2
）

22
.9

ハ
ケ
メ

ハ
ケ
メ

赤
（
10
R5
/6
）

浅
黄

（
2.5
Y
7/
3）

石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
黒
曜
石

良
好
外
面
頸
部
に
指
頭
圧
痕
あ
り

12
53

43
2

39
1

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ａ
層

土
師
器

甑
（
28
.5
）

16
.0

ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ
ヨ
コ
ナ
デ
後
ナ
デ

ケ
ズ
リ

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/4
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好

12
54

43
2

39
1

包
含
層

７
区

―
平
坦
地
区

２
ａ
層

土
師
器

器
台

8.
9
（
12
.0
）

8.
1

ヨ
コ
ナ
デ
　
ケ
ズ

リ
　
ハ
ケ
メ
後
ナ

デ
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
　

ケ
ズ
リ
　

橙
（
7.5
Y
R7
/6
）

橙
（
5Y
R6
/6
）

長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好
脚
部
に
穿
孔
３
ヶ
所
あ
り
　
内
面
に
指

頭
圧
痕
あ
り
　

12
58

43
3

39
2

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ａ
層

土
師
器

坏
（
11
.4
）

7.
0

3.
8

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ

回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

浅
黄
橙

（
7.5
Y
R8
/3
）

浅
黄
橙

（
7.5
Y
R8
/3
）
石
英
　
長
石
　
雲

母
　
角
閃
石
　
赤

褐
色
粒
　

良
好
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遺物観察表

遺
物
番
号

図
版

番
号

写
真
番
号

遺
構
名

出
土
地
点

包
含
層

層
位

種
　
別

器
　
種

法
　
量
（
cm
）

調
　
　
整

色
　
　
調

胎
　
土

焼
成

備
　
　
　
考

調査
区

遺
構
略
号

口
径

底
径

最
大
胴
径

器
高

高
台
高
残
存
高

外
　
　
面

内
　
　
面

外
　
面

内
　
面

12
59

43
3

39
2

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ａ
層

土
師
器

坏
（
10
.3
）

6.
6

4.
0

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ

回
転
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R6
/4
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R6
/4
）
石
英
　
長
石
　
雲

母
　
角
閃
石
　
赤

褐
色
粒
　

良
好

12
60

43
3

39
2

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ａ
層

土
師
器

坏
11
.3

6.
3

4.
4

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ

回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）
石
英
　
長
石
　
　

雲
母
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好

12
61

43
3

包
含
層

６
区

―
平
坦
地
区

２
ａ
層

土
師
器

坏
（
11
.0
）

6.
0

4.
0

回
転
ナ
デ
   
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ

回
転
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
褐
色
粒

良
好

12
62

43
3

39
2

包
含
層

６
区

―
平
坦
地
区

２
ａ
層

土
師
器

坏
11
.8

6.
0

4.
7

回
転
ナ
デ
   
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ

回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）
石
英
　
長
石
　
雲

母
　
角
閃
石
　
赤

褐
色
粒

良
好

12
63

43
3

39
2

包
含
層

６
区

―
平
坦
地
区

２
ａ
層

土
師
器

坏
10
.8

6.
2

4.
4

回
転
ナ
デ
   
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ
回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

橙
（
5Y
R6
/6
）

橙
（
5Y
R6
/6
）

長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好

12
64

43
3

39
2

包
含
層

６
区

―
平
坦
地
区

２
ａ
層

土
師
器

坏
11
.5

6.
2

4.
6

調
整
不
明

回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好

12
65

43
3

39
2

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ａ
層

土
師
器

坏
（
12
.9
）

5.
9

4.
6

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ
後
ナ
デ
　

ヘ
ラ
切
り
離
し
後

ナ
デ

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ
後
ナ
デ
　

ナ
デ

浅
黄
橙

（
7.5
Y
R8
/4
）

浅
黄
橙

（
7.5
Y
R8
/4
）
長
石
　
雲
母
　
角

閃
石
　
赤
色
粒

良
好
外
面
底
部
に
ヘ
ラ
オ
コ
シ
痕
あ
り

12
66

43
3

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ａ
層

土
師
器

坏
（
13
.9
）
（
8.
0）

2.
8

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ
回
転
ナ
デ
　

橙
（
5Y
R6
/6
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R6
/4
）
長
石
　
角
閃
石
　

黒
色
粒
　
赤
色
粒

良
内
、
外
面
に
赤
色
顔
料
痕
あ
り

12
67

43
3

39
2

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ａ
層

土
師
器

坏
13
.6

8.
4

3.
2

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ
　
ヘ
ラ
切

り
離
し
後
ナ
デ

回
転
ナ
デ

浅
黄
橙

（
7.5
Y
R8
/6
）

橙
（
5Y
R7
/8
）

長
石
　
角
閃
石
　
良
好
内
、
外
面
に
赤
色
顔
料
痕
あ
り

12
68

43
3

39
2

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ａ
層

土
師
器

坏
13
.2

8.
3

3.
5

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ
回
転
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/4
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/4
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
褐
色
粒

良
好
内
、
外
面
に
赤
色
顔
料
痕
あ
り

12
69

43
3

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ａ
層

土
師
器

坏
（
13
.6
）
（
7.
0）

2.
8

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ
回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

橙
（
5Y
R6
/6
）

橙
（
5Y
R6
/6
）

石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
黒
色
粒
　

赤
色
粒
　
　
　

良
好
内
、
外
面
に
赤
色
顔
料
痕
あ
り

12
70

43
3

39
2

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ａ
層

土
師
器

坏
（
14
.5
）

8.
7

2.
9

回
転
ナ
デ
 ヘ
ラ

ケ
ズ
リ
　
ヘ
ラ
切

り
離
し
後
ナ
デ

回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

橙
（
5Y
R6
/6
）

橙
（
5Y
R6
/6
）

長
石
　
雲
母
　
角

閃
石
　
赤
色
粒

良
内
、
外
面
に
赤
色
顔
料
痕
あ
り

12
71

43
3

39
2

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ａ
層

土
師
器

坏
15
.9

9.
8

3.
8

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ
　
ヘ
ラ
切

り
離
し
後
ナ
デ

回
転
ナ
デ

橙
（
7.5
Y
R7
/6
）

橙
（
7.5
Y
R7
/6
）
石
英
　
長
石
　
赤

褐
色
粒

良
好
内
、
外
面
に
赤
色
顔
料
痕
あ
り

12
72

43
3

39
2

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ａ
層

土
師
器

坏
（
12
.7
）

7.
0

3.
4

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ
回
転
ナ
デ

橙
（
5Y
R7
/6
）

橙
（
5Y
R7
/6
）

石
英
　
長
石
　
雲

母
　
黒
曜
石

良
好
内
、
外
面
に
赤
色
顔
料
痕
あ
り

12
73

43
3

39
2

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ａ
層

土
師
器

坏
13
.1

8.
8

3.
3

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ
回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

明
赤
褐

（
2.5
Y
R5
/8
）

明
赤
褐

（
2.5
Y
R5
/8
）
石
英
　
長
石
　
雲

母
　
角
閃
石
　

良
好
内
、
外
面
に
赤
色
顔
料
痕
あ
り

12
74

43
3

39
2

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ａ
層

土
師
器

坏
（
12
.5
）

7.
7

3.
2

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ
　
ヘ
ラ
切

り
離
し
後
ナ
デ

回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
5Y
R7
/4
）

褐
灰

（
5Y
R4
/1
）

石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　

良
好
口
縁
部
に
黒
斑
あ
り

12
75

43
3

39
2

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ａ
層

土
師
器

坏
13
.2

9.
0

3.
0

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ
回
転
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/4
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/4
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
褐
色
粒

良
好
内
、
外
面
に
赤
色
顔
料
痕
あ
り

12
76

43
3

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ａ
層

土
師
器

坏
12
.3

6.
3

3.
2

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ
回
転
ナ
デ

明
赤
褐

（
5Y
R5
/8
）

明
赤
褐

（
5Y
R5
/8
）

石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
赤
褐
色
粒
良
好
内
、
外
面
に
赤
色
顔
料
痕
あ
り
　
外
面

に
工
具
に
よ
る
沈
線
あ
り

12
77

43
3

39
2

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ａ
層

土
師
器

坏
12
.0

5.
5

2.
6

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
未
調

整
回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

橙
（
5Y
R6
/6
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R6
/4
）
長
石
　
角
閃
石
　
良
好
内
、
外
面
に
赤
色
顔
料
痕
あ
り

12
78

43
3

39
2

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ａ
層

土
師
器

坏
12
.3

6.
5

3.
1

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ
　
ヘ
ラ
切

り
離
し
後
ナ
デ

回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

橙
（
2.5
Y
R6
/6
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）
長
石
　
雲
母
　
角

閃
石
　

良
好
内
、
外
面
に
赤
色
顔
料
痕
あ
り
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遺物観察表

遺
物
番
号

図
版

番
号

写
真
番
号

遺
構
名

出
土
地
点

包
含
層

層
位

種
　
別

器
　
種

法
　
量
（
cm
）

調
　
　
整

色
　
　
調

胎
　
土

焼
成

備
　
　
　
考

調査
区

遺
構
略
号

口
径

底
径

最
大
胴
径

器
高

高
台
高
残
存
高

外
　
　
面

内
　
　
面

外
　
面

内
　
面

12
79

43
3

39
2

包
含
層

２
区

―
平
坦
地
区

２
ａ
層

土
師
器

坏
8.
6

6.
3

1.
8

回
転
ナ
デ
後
ナ
デ

ヘ
ラ
切
り
離
し
後

ナ
デ

回
転
ナ
デ
後
ナ
デ

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）
長
石
　
角
閃
石
　

褐
色
粒

良
好

12
80

43
3

包
含
層

２
区

―
平
坦
地
区

２
ａ
層

土
師
器

坏
（
15
.8
）
（
11
.2
）

2.
9

回
転
ナ
デ
後
ナ
デ

ヘ
ラ
切
り
離
し
後

ナ
デ

回
転
ナ
デ
後
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）
長
石
　
角
閃
石
　

褐
色
粒

良
好
口
縁
部
に
黒
斑
あ
り

12
81

43
3

39
2

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ａ
層

土
師
器

坏
（
13
.8
）
（
8.
4）

2.
8

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ

回
転
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/3
）

明
褐
灰

（
7.5
Y
R7
/2
）
白
色
粒
　
黒
色
粒
良
好
外
面
に
赤
色
顔
料
痕
あ
り

12
82

43
3

39
2

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ａ
層

土
師
器

坏
11
.2

7.
4

3.
6

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ

回
転
ナ
デ

橙
（
5Y
R6
/6
）

橙
（
5Y
R6
/6
）

石
英
　
長
石
　
雲

母
　
角
閃
石
　
赤

褐
色
粒
　

良
好
全
体
的
に
赤
色
顔
料
塗
布
か
？
　
灯
明

皿
と
し
て
使
用
　
６
ヶ
所
に
わ
た
り
灯

芯
あ
り

12
83

43
3

39
2

包
含
層

８
区

―
平
坦
地
区

２
ａ
層

土
師
器

坏
11
.0

8.
2

2.
6

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ

回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好
灯
明
皿
と
し
て
使
用

12
84

43
4

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ａ
層

土
師
器

坏
（
13
.6
）
（
7.
6）

3.
0

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ

回
転
ナ
デ
　
回
転

ナ
デ
後
ナ
デ

に
ぶ
い
褐

（
7.5
Y
R5
/4
）

橙
（
7.5
Y
R6
/6
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
色
粒

良
好
内
、
外
面
に
赤
色
顔
料
痕
あ
り
　
外
面

底
部
の
立
ち
上
が
り
部
分
全
体
に
押
点

文
あ
り

12
85

43
4

39
2

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ａ
層

土
師
器

坏
13
.3

8.
8

3.
1

回
転
ナ
デ
　
ヨ
コ

ナ
デ
　
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
　
ヘ
ラ
切
り
離

し
後
未
調
整

回
転
ナ
デ
　
ヨ
コ

ナ
デ

橙
（
2.5
Y
R6
/8
）

橙
（
2.5
Y
R6
/8
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
黒
色
粒
　
良
好
内
、
外
面
に
赤
色
顔
料
痕
あ
り
　
内
、

外
面
に
棒
状
工
具
に
よ
る
ミ
ガ
キ
状
の

ヨ
コ
ナ
デ
あ
り

12
86

43
4

39
2

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ａ
層

土
師
器

坏
13
.8

9.
2

2.
8

回
転
ナ
デ
　
ヨ
コ

ナ
デ
 ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
　
ヘ
ラ
切
り
離

し
後
未
調
整

回
転
ナ
デ
　
ヨ
コ

ナ
デ

赤
（
10
Y
R5
/8
）

赤
（
10
Y
R5
/8
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　

良
好
内
、
外
面
に
赤
色
顔
料
痕
あ
り
　
内
、

外
面
に
棒
状
工
具
に
よ
る
ミ
ガ
キ
状
の

ヨ
コ
ナ
デ
あ
り

12
87

43
4

39
2

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ａ
層

須
恵
器

坏
10
.4

7.
0

3.
2

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ
後
回
転
ナ

デ
　
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ヘ
ラ
切
り
離
し
後

未
調
整

回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

褐
灰

（
10
Y
R5
/1
）

灰
黄
褐

（
10
Y
R5
/2
）
石
英
　
黒
色
粒

良
好

12
88

43
4

39
2

包
含
層

７
区

―
平
坦
地
区

２
ａ
層

須
恵
器

坏
12
.6

7.
0

3.
5

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ

回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

灰
白

（
5Y
7/
1）

灰
白

（
5Y
7/
1）

石
英
　
黒
色
粒

良

12
89

43
4

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ａ
層

須
恵
器

坏
（
11
.8
）
（
7.
2）

4.
0

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ

回
転
ナ
デ
　
回
転

ナ
デ
後
ナ
デ

灰
オ
リ
ー
ブ

（
5Y
6/
2）

灰
オ
リ
ー
ブ

（
5Y
6/
2）

長
石
　
赤
褐
色
粒
良
好

12
90

43
4

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ａ
層

須
恵
器

坏
8.
1

3.
7

回
転
ナ
デ
　
ケ
ズ

リ
　
ヘ
ラ
切
り
離

し
後
ナ
デ

回
転
ナ
デ

灰
（
5Y
5/
1）

灰
（
5Y
5/
1）

長
石

良
好
内
、
外
面
に
一
部
自
然
釉
が
か
か
る
　

外
面
底
部
に
ヘ
ラ
記
号
あ
り

12
91

43
5

39
3

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ａ
層

黒
色
土
器

Ａ
類

椀
（
14
.6
）

9.
0

5.
9

1.
2

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
後
ナ

デ
後
ミ
ガ
キ
　
ヘ

ラ
切
り
離
し
後
ナ

デ
ミ
ガ
キ
　

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）

暗
灰

（
N
 3
/0
）

長
石
　
雲
母
　
角

閃
石
　
赤
色
粒

良
好

12
92

43
5

39
3

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ａ
層

土
師
器

椀
11
.0

6.
7

5.
1

1.
0

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ

回
転
ナ
デ
　
　
　

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/4
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/4
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
赤
褐
色
粒

黒
曜
石
　

良
好

12
93

43
5

39
3

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ａ
層

土
師
器

椀
（
13
.7
）

8.
9

5.
9

1.
6

回
転
ナ
デ
　

回
転
ナ
デ
後
ナ
デ

回
転
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/4
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）
石
英
　
長
石
　
雲

母
　
角
閃
石
　
赤

褐
色
粒

良
好

12
94

43
5

39
3

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ａ
層

土
師
器

椀
11
.7

7.
0

6.
6

1.
4

回
転
ナ
デ
　
ナ
デ
回
転
ナ
デ

橙
（
7.5
Y
R6
/6
）

橙
（
7.5
Y
R6
/6
）
石
英
　
長
石
　
雲

母
　
角
閃
石
　
褐

色
粒
　
片
岩

良
好

12
95

43
5

39
3

包
含
層

６
区

―
平
坦
地
区

２
ａ
層

土
師
器

椀
（
12
.2
）
（
7.
5）

6.
9

1.
9

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
　
調
整

不
明

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R6
/4
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R6
/6
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
内
、
外
面
に
黒
斑
あ
り

12
96

43
5

39
3

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ａ
層

土
師
器

椀
11
.2

（
1.
0）

5.
4

回
転
ナ
デ
　

回
転
ナ
デ

橙
（
7.5
Y
R7
/6
）

浅
黄

（
2.5
Y
7/
3）

石
英
　
長
石
　
雲

母
　
角
閃
石
　
黒

色
粒
　
褐
色
粒

良
好
内
、
外
面
に
黒
斑
あ
り
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遺物観察表

遺
物
番
号

図
版

番
号

写
真
番
号

遺
構
名

出
土
地
点

包
含
層

層
位

種
　
別

器
　
種

法
　
量
（
cm
）

調
　
　
整

色
　
　
調

胎
　
土

焼
成

備
　
　
　
考

調査
区

遺
構
略
号

口
径

底
径

最
大
胴
径

器
高

高
台
高
残
存
高

外
　
　
面

内
　
　
面

外
　
面

内
　
面

12
97

43
5

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ａ
層

土
師
器

椀
7.
8

1.
6

5.
0

回
転
ナ
デ
　

回
転
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R6
/3
）
長
石
　
雲
母
　
角

閃
石
　
赤
褐
色
粒

　
良
好
外
面
に
黒
斑
あ
り

12
98

43
5

39
3

包
含
層

６
区

―
平
坦
地
区

２
ａ
層

須
恵
器

椀
14
.1

7.
8

7.
5

1.
1

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ

回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

灰
（
5Y
5/
1）

灰
（
5Y
5/
1）

長
石
　
角
閃
石
　
良
好

12
99

43
5

39
3

包
含
層

６
区

―
平
坦
地
区

２
ａ
層

須
恵
器

椀
11
.4

7.
2

4.
9

1.
0

回
転
ナ
デ
　

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ

灰
白

（
5Y
7/
2）

灰
黄

（
2.5
Y
6/
2）

長
石

良
好

13
00

43
5

39
4

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ａ
層

土
師
器

蓋
（
14
.5
）
（
11
.8
）

1.
3

ヘ
ラ
切
り
離
し
後

ナ
デ
　
回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
5Y
R6
/4
）

に
ぶ
い
橙

（
5Y
R6
/4
）

長
石
　
角
閃
石
　

良
内
、
外
面
に
赤
色
顔
料
痕
あ
り

13
01

43
5

39
4

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ａ
層

土
師
器

蓋
（
19
.2
）

2.
4

ヘ
ラ
切
り
離
し
後

ナ
デ
　
回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

橙
（
7.5
Y
R6
/6
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）
長
石
　
角
閃
石
　

雲
母
　
赤
褐
色
粒
良
好

13
02

43
5

39
4

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ａ
層

須
恵
器

蓋
（
17
.0
）

1.
8

ヘ
ラ
切
り
離
し
後

ナ
デ
　
回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
　

灰
（
7.5
Y
5/
1）

灰
（
7.5
Y
5/
1）

長
石
　
黒
色
粒

良
好

13
03

43
5

39
4

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ａ
層

須
恵
器

蓋
13
.9

1.
2

ヘ
ラ
切
り
離
し
後

ナ
デ
　
回
転
ナ
デ

ナ
デ
　
回
転
ナ
デ

浅
黄

（
2.5
Y
7/
3）

浅
黄

（
2.5
Y
7/
3）

石
英
　
長
石
　
黒

色
粒
　
褐
色
粒

良

13
04

43
5

39
4

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ａ
層

須
恵
器

蓋
14
.5

1.
4

ナ
デ
　
回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
後
ナ
デ

回
転
ナ
デ

灰
（
N
 5
/0
）

灰
（
5Y
5/
1）

長
石
　
黒
色
粒
　

赤
色
粒

良

13
05

43
5

39
4

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ａ
層

須
恵
器

蓋
15
.2

2.
1

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ

回
転
ナ
デ
　
回
転

ナ
デ
後
ナ
デ

黄
灰

（
2.5
Y
6/
2）

黄
灰

（
2.5
Y
7/
2）

黒
色
粒

良
好

13
06

43
5

39
4

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ａ
層

須
恵
器

蓋
13
.9

1.
7

ナ
デ
　
ヘ
ラ
切
り

離
し
後
未
調
整
　

回
転
ナ
デ
　

回
転
ナ
デ

暗
灰
黄

（
2.5
Y
5/
2）

暗
灰
黄

（
2.5
Y
5/
2）

石
英
　
長
石
　
　

良

13
07

43
5

39
4

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ａ
層

須
恵
器

蓋
14
.8

2.
6

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
未
調

整
ナ
デ
　
回
転
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R6
/3
）

灰
黄
褐

（
10
Y
R6
/2
）
石
英
　
長
石
　

良

13
08

43
5

39
4

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ａ
層

須
恵
器

蓋
13
.2

3.
4

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ヨ
コ

ナ
デ

回
転
ナ
デ

灰
褐

（
5Y
R4
/2
）

褐
灰

（
10
Y
R5
/1
）
石
英
　
長
石

良
好
外
面
に
自
然
釉
が
か
か
る

13
09

43
5

39
4

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ａ
層

須
恵
器

蓋
（
14
.4
）

2.
9

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
　
回

転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

黄
灰

（
2.5
Y
4/
1）

灰
褐

（
7.5
Y
R4
/2
）
石
英
　
長
石
　

良
好

13
10

43
5

39
4

包
含
層

６
区

―
平
坦
地
区

２
ａ
層

須
恵
器

蓋
（
17
.2
）

2.
8

ヘ
ラ
切
り
離
し
後

ナ
デ
　
回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
後
ナ
デ

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/4
）

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/4
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　

良
好

13
11

43
5

39
4

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ａ
層

須
恵
器

蓋
4.
3

ナ
デ
　
回
転
ナ
デ

ロ
ク
ロ
切
り
離
し

後
ナ
デ

暗
赤
灰

（
5R
4/
1）

黒
褐

（
7.5
Y
R3
/1
）
バ
イ
ラ
ン
土

良
好

13
12

43
6

39
5

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ａ
層

土
師
器

盤
（
17
.6
）
（
14
.4
）

3.
1

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ

回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

橙
（
7.5
Y
R7
/6
）

橙
（
7.5
Y
R7
/6
）
石
英
　
赤
褐
色
粒
良
好
内
、
外
面
に
赤
色
顔
料
痕
あ
り

13
13

43
6

39
5

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ａ
層

土
師
器

盤
15
.4

12
.4

1.
9

ヨ
コ
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ

明
赤
褐

（
2.5
Y
R5
/6
）

明
赤
褐

（
2.5
Y
R5
/6
）
石
英
　
長
石
　
雲

母
　
角
閃
石
　
黒

色
粒
　
赤
褐
色
粒

良
好
内
、
外
面
に
赤
色
顔
料
痕
あ
り

13
14

43
6

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ａ
層

土
師
器

盤
（
17
.5
）
（
14
.2
）

2.
4

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ
回
転
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R6
/4
）
長
石
　
赤
褐
色
粒
良
好

13
15

43
6

39
5

包
含
層

６
区

―
平
坦
地
区

２
ａ
層

土
師
器

盤
（
21
.6
）
（
12
.4
）

4.
7

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ
　
ヘ
ラ
切

り
離
し
後
ナ
デ

回
転
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
褐

（
10
Y
R7
/3
）

に
ぶ
い
黄
褐

（
10
Y
R7
/3
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好
内
、
外
面
に
赤
色
顔
料
痕
あ
り
　
外
面

底
部
に
線
刻
あ
り

13
16

43
6

39
5

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ａ
層

土
師
器

台
付
盤
（
13
.8
）
（
10
.0
）

2.
3

1.
0

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ
ナ
デ
　

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/2
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/2
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
色
粒
　
黒
色
粒

良

13
17

43
6

39
5

包
含
層

８
区

―
平
坦
地
区

２
ａ
層

須
恵
器

壺
（
19
.2
）

6.
8

回
転
ナ
デ
　
タ
タ

キ
後
回
転
ナ
デ
　

格
子
目
タ
タ
キ

回
転
ナ
デ
　
同
心

円
タ
タ
キ

灰
白

（
N
 7
/0
）

灰
白

（
N
 7
/0
）

黒
色
粒

良
好
内
面
頸
部
に
自
然
釉
が
か
か
る
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遺物観察表

遺
物
番
号

図
版

番
号

写
真
番
号

遺
構
名

出
土
地
点

包
含
層

層
位

種
　
別

器
　
種

法
　
量
（
cm
）

調
　
　
整

色
　
　
調

胎
　
土

焼
成

備
　
　
　
考

調査
区

遺
構
略
号

口
径

底
径

最
大
胴
径

器
高

高
台
高
残
存
高

外
　
　
面

内
　
　
面

外
　
面

内
　
面

13
18

43
6

39
5

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ａ
層

須
恵
器

鉢
（
19
.2
）
（
10
.7
）

11
.3

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ
　
ヘ
ラ
切

り
離
し

回
転
ナ
デ

橙
（
5Y
R6
/6
）

橙
（
5Y
R6
/6
）

石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母
　
赤

褐
色
粒
　
黒
色
粒
良
好

13
19

43
6

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ａ
層

土
師
器

竈
10
.1

ナ
デ

ナ
デ

浅
黄
橙

（
7.5
Y
R8
/4
）

浅
黄
橙

（
7.5
Y
R8
/4
）
石
英
　
長
石
　
雲

母
　
角
閃
石
　

良
好
鍔
の
一
部

13
23

43
8

39
6

包
含
層

２
区

―
平
坦
地
区

２
ａ
層

白
磁

椀
（
5.
4）

0.
1

4.
0

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
　
ケ

ズ
リ
　
ケ
ズ
リ
出

し
灰
白

（
10
Y
7/
1）

灰
白

（
7.5
Y
7/
1）

良
好
内
、
外
面
に
施
釉
　
内
面
に
ケ
ズ
リ
の

沈
線
あ
り
　
高
台
に
工
具
痕
あ
り
　

13
24

43
8

39
6

包
含
層

２
区

―
平
坦
地
区

２
ａ
層

瓦
器

椀
（
16
.2
）
（
6.
4）

5.
9

0.
3

調
整
不
明

調
整
不
明

灰
白

（
2.5
Y
7/
1）

黄
灰

（
2.5
Y
6/
1）

長
石
　
角
閃
石
　

黒
色
粒
　
褐
色
粒
良
好
外
面
胴
部
に
沈
線
あ
り

13
25

43
8

39
6

包
含
層

７
区

―
平
坦
地
区

２
ａ
層

瓦
器

椀
（
16
.7
）
（
6.
2）

5.
6

0.
3

ナ
デ
　
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
後
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ

ナ
デ
後
ヘ
ラ
ミ
ガ

キ
橙

（
5Y
R7
/6
）

オ
リ
ー
ブ
黒

（
5Y
3/
1）

長
石
　
角
閃
石
　

良
内
面
は
黒
色
処
理
が
施
さ
れ
て
い
る

13
26

43
8

39
6

包
含
層

６
区

―
平
坦
地
区

２
ａ
層

瓦
器

蓋
（
15
.0
）

5.
0

ナ
デ
後
ミ
ガ
キ
　

ケ
ズ
リ
後
ミ
ガ
キ

ナ
デ
後
ミ
ガ
キ

オ
リ
ー
ブ
黒

（
7.5
Y
3/
1）

オ
リ
ー
ブ
黒

（
7.5
Y
3/
1）

長
石

良
好

13
27

43
8

包
含
層

８
区

―
平
坦
地
区

２
ａ
層

把
手

6.
6

ナ
デ
　
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R6
/4
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R6
/4
）
角
閃
石
　
赤
褐
色

粒
良
好
内
、
外
面
に
ス
ス
付
着
　

13
28

43
8

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ａ
層

土
師
器

把
手

5.
1

ナ
デ

ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R6
/4
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R6
/4
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
赤
褐
色
粒
良
好
外
面
に
ス
ス
付
着

13
29

43
8

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ａ
層

瓦
器
質
土
器
三
足
土
器

6.
4

ナ
デ

ナ
デ

に
ぶ
い
黄

（
2.5
Y
6/
3）

に
ぶ
い
黄

（
2.5
Y
6/
3）

長
石
　
角
閃
石
　

褐
色
粒
　
黒
色
粒
良
好
黒
斑
あ
り
　

13
30

43
8

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区

２
ａ
層

滑
石
製

石
鍋

20
.1

5.
3

ケ
ズ
リ

ケ
ズ
リ

暗
灰

（
N
 3
/0
）

灰
（
N
 5
/0
）

13
31

43
8

包
含
層

２
区

―
平
坦
地
区

２
ａ
層

滑
石
製

石
鍋

（
16
.8
）

（
20
.8
）

7.
6

ケ
ズ
リ

ケ
ズ
リ

灰
（
10
Y
6/
1）

灰
（
10
Y
6/
1）

外
面
に
ス
ス
付
着

13
48

44
2

表
土

２
区

―
―

縄
文
土
器

深
鉢

5.
9

ナ
デ

ナ
デ

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/4
）

褐
灰

（
10
Y
R4
/1
）
長
石
　
角
閃
石
　

褐
色
粒
　
黒
色
粒
良
好
口
縁
部
に
４
条
の
沈
線
あ
り

13
49

44
2

表
土

２
区

―
―

弥
生
土
器

甕
（
34
.0
）

9.
7

ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ
ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ

橙
（
7.5
Y
R6
/6
）

橙
（
7.5
Y
R6
/8
）
長
石
　
赤
褐
色
粒
良
好
１
条
の
突
帯
文
あ
り
　
外
面
口
縁
部
に

ス
ス
付
着

13
50

44
2

表
土

２
区

―
―

土
師
器

把
手

4.
6

ナ
デ

ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/4
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R6
/4
）
長
石
　
角
閃
石
　

褐
色
粒
　
黒
色
粒
良
好
甑
の
把
手
？

13
51

44
2

表
土

２
区

―
―

弥
生
土
器

把
手

（
18
.4
）

6.
7

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
　

ヨ
コ
ナ
デ

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
　

ヨ
コ
ナ
デ

橙
（
5Y
R6
/6
）

橙
（
5Y
R6
/8
）

石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
黒
曜
石
　

赤
褐
色
粒

良
好

13
53

44
3

カ
ク
ラ
ン

８
区

―
―

縄
文
土
器

深
鉢

6.
1

ナ
デ

ナ
デ
　
条
痕
後
ナ

デ
橙

（
5Y
R6
/6
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R6
/4
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母

良
好
口
縁
部
に
貼
付
文
と
磨
消
縄
文
あ
り
　

凹
線
文
が
施
さ
れ
る

13
54

44
3

カ
ク
ラ
ン

８
区

―
―

縄
文
土
器

深
鉢

5.
5

ナ
デ

ナ
デ

に
ぶ
い
赤
褐

（
5Y
R5
/4
）

に
ぶ
い
黄
褐

（
10
Y
R5
/3
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母

良
好
口
縁
部
に
貼
付
文
あ
り
　
波
状
口
縁

13
55

44
3

カ
ク
ラ
ン

８
区

―
―

弥
生
土
器

甕
（
22
.0
）

（
20
.6
）

21
.0

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ナ
デ
　

灰
白

（
2.5
Y
8/
2）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/2
）
長
石
　
角
閃
石
　

雲
母
　
赤
褐
色
粒

良
好
外
面
口
縁
部
に
黒
斑
あ
り

13
56

44
3

カ
ク
ラ
ン

１
区

―
―

土
師
器

壺
17
.8

6.
8

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
　
ハ
ケ
メ
後
ヨ

コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
　
ケ
ズ
リ

橙
（
5Y
R7
/6
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
褐
色
粒

良
好

13
57

44
3

カ
ク
ラ
ン

２
区

―
―

弥
生
土
器

鉢
（
26
.4
）
（
9.
4）

11
.2

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R6
/4
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R6
/4
）
長
石
　
角
閃
石
　

黒
曜
石
　
赤
褐
色

粒
良
好
内
、
外
面
に
黒
斑
あ
り
　
内
面
底
部
に

指
頭
圧
痕
あ
り

13
59

44
3

カ
ク
ラ
ン

７
区

―
―

土
師
器

小
形
丸
底

鉢
5.
5

ナ
デ
　
ケ
ズ
リ
後

ナ
デ

ナ
デ
　
ケ
ズ
リ
後

ナ
デ

に
ぶ
い
褐

（
7.5
Y
R5
/3
）

に
ぶ
い
褐

（
7.5
Y
R5
/3
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母

良
好
内
面
に
工
具
痕
あ
り
　
外
面
に
ス
ス
付

着

13
60

44
3

カ
ク
ラ
ン
１
区

―
―

手
捏
ね

（
6.
8）

4.
2

2.
9

ナ
デ
　

ケ
ズ
リ
出
し
後
ナ

デ
に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）   
     
石
英
　
長
石
　
雲

母
　
角
閃
石
　
赤

褐
色
粒

良
好
内
面
に
赤
色
顔
料
痕
あ
り
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遺物観察表

遺
物
番
号

図
版

番
号

写
真
番
号

遺
構
名

出
土
地
点

包
含
層

層
位

種
　
別

器
　
種

法
　
量
（
cm
）

調
　
　
整

色
　
　
調

胎
　
土

焼
成

備
　
　
　
考

調査
区

遺
構
略
号

口
径

底
径

最
大
胴
径

器
高

高
台
高
残
存
高

外
　
　
面

内
　
　
面

外
　
面

内
　
面

13
61

44
3

カ
ク
ラ
ン
８
区

―
―

土
師
器

坏
（
13
.1
）
（
6.
1）

3.
2

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ

回
転
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

橙
（
5Y
R6
/6
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）
長
石
　
角
閃
石
　
良
好

13
62

44
3

カ
ク
ラ
ン
２
区

―
―

土
師
器

椀
（
12
.4
）

7.
7

5.
8

0.
8

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ

調
整
不
明

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）
長
石
　
角
閃
石
　

褐
色
粒

良
好

13
63

44
3

カ
ク
ラ
ン
８
区

―
―

土
師
器

椀
（
15
.5
）
（
9.
6）

6.
7

0.
7

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ

回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）
長
石
　
角
閃
石
　
良
好
内
、
外
面
に
赤
色
顔
料
痕
あ
り

13
64

44
3

カ
ク
ラ
ン
２
区

―
―

土
師
器

椀
8.
7

1.
5

4.
0

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ

回
転
ナ
デ

橙
（
5Y
R6
/6
）

橙
（
5Y
R6
/6
）

石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母
　
赤

褐
色
粒

良
好

13
65

44
4

カ
ク
ラ
ン
１
区

―
―

須
恵
器
  

蓋
2.
4

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
調
整

不
明

回
転
ナ
デ

黄
灰

（
2.5
Y
6/
1）

黄
灰

（
2.5
Y
6/
1）

石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
黒
色
粒

良
好
外
面
に
自
然
釉
が
か
か
る

13
66

44
4

カ
ク
ラ
ン
２
区

―
―

土
師
器

坏
（
16
.5
）
（
8.
0）

3.
7

回
転
ナ
デ
　
糸
切

り
離
し
後
ナ
デ

回
転
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R7
/4
）
石
英
　
長
石
　
雲

母
　
赤
褐
色
粒
　

黒
色
粒

良
好

13
69

44
6

包
含
層

３
区

―
湿
地
区
  

４
層

縄
文
土
器

深
鉢

8.
7

ナ
デ

ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/2
）

灰
白

（
2.5
Y
7/
1）

長
石
　
角
閃
石
　
良
好

13
70

44
6

包
含
層

３
区

―
湿
地
区
  

４
層

縄
文
土
器

浅
鉢

6.
9

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

褐
灰

（
10
Y
R5
/1
）

灰
白

（
2.5
Y
7/
1）

長
石
　
角
閃
石
　
良
好

13
71

44
6

39
8

包
含
層

３
区

―
湿
地
区
  

４
層

弥
生
土
器

壺
（
27
.7
）

21
.8

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ヨ
コ
ナ
デ
　

ミ
ガ
キ
　
ハ
ケ
メ

後
ミ
ガ
キ

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
　

灰
（
N
 6
/0
）

灰
白

（
5Y
7/
1）

石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母

良
好
頸
部
と
胴
部
に
突
帯
文
あ
り

13
72

44
6

39
8

包
含
層

３
区

―
湿
地
区
  

４
層

弥
生
土
器

壺
（
21
.3
）

10
.2

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ヨ
コ
ナ
デ
　

ハ
ケ
メ
後
ミ
ガ
キ

ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ

灰
白

（
2.5
Y
7/
1）

灰
白

（
2.5
Y
7/
1）

石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母

良
好
内
面
に
指
頭
圧
痕
あ
り

13
73

44
6

包
含
層

３
区

―
湿
地
区
  

４
層

弥
生
土
器

鉢
（
14
.0
）

8.
2

ヨ
コ
ナ
デ
後
ミ
ガ

キ
　
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
後
ミ
ガ

キ
　
ナ
デ

灰
黄

（
2.5
Y
6/
2）

灰
（
N
 4
/0
）

長
石
　
角
閃
石
　
良
好

13
74

44
6

39
8

包
含
層

３
区

―
湿
地
区
  

４
層

土
師
器

高
坏

（
12
.2
）

9.
6

ハ
ケ
メ
　
ナ
デ
　

ハ
ケ
メ
後
ミ
ガ
キ

ナ
デ
　
ハ
ケ
メ

灰
黄

（
2.5
Y
6/
2）

灰
黄
褐

（
10
Y
R6
/2
）
長
石
　
角
閃
石
　
良
好
脚
部
に
穿
孔
と
絞
り
痕
あ
り

13
75

44
6

包
含
層

３
区

―
湿
地
区
  

４
層

土
師
器

小
形
丸
底

壺
（
11
.0
）

6.
0

ヨ
コ
ナ
デ
　
ミ
ガ

キ
ミ
ガ
キ
　
ナ
デ

に
ぶ
い
褐

（
7.5
Y
R6
/3
）

黒
（
7.5
Y
2/
1）

に
ぶ
い
橙

（
7.5
Y
R6
/4
）
長
石
　
角
閃
石
　
良
好
祭
祀
用
黒
丹
塗
り
土
器

13
82

44
8

39
7

包
含
層

３
区

―
湿
地
区
  

３
層

弥
生
土
器

高
坏

（
21
.1
）

8.
7

ヨ
コ
ナ
デ
　
ミ
ガ

キ
ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ

浅
黄

（
2.5
Y
7/
3）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）
長
石
　
角
閃
石
　
良
好
口
縁
部
上
面
に
暗
文
あ
り

13
83

44
8

包
含
層

３
区

―
湿
地
区
  

３
層

弥
生
土
器

高
坏

（
5.
2）

5.
4

ナ
デ

ナ
デ
　
調
整
不
明

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/2
）

赤
褐

（
2.5
Y
R4
/8
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/2
）

明
赤
褐

（
2.5
Y
R5
/8
）

石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母
　

良
好
内
、
外
面
に
赤
色
顔
料
塗
布
　
丹
塗
り

土
器
　

13
84

44
8

包
含
層

３
区

―
湿
地
区
  

３
層

弥
生
土
器

壺
5.
6

ヨ
コ
ナ
デ
　
ミ
ガ

キ
ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ

赤
褐

（
2.5
Y
R4
/6
）

灰
黄
褐

（
10
Y
R6
/2
）

赤
褐

（
2.5
Y
R4
/6
）

石
英
　
長
石
　
雲

母
良
好
内
、
外
面
に
赤
色
顔
料
塗
布
　
外
面
胴

部
に
黒
丹
の
跡
あ
り
　
丹
塗
り
土
器
　

広
口
壷

13
85

44
8

39
7

包
含
層

３
区

―
湿
地
区
  

３
層

土
師
器

坏
（
13
.9
）

7.
2

ハ
ケ
メ
　
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
　
ナ
デ

灰
黄
褐

（
10
Y
R4
/2
）

に
ぶ
い
黄
褐

（
10
Y
R5
/3
）
長
石
　
角
閃
石
　

黒
曜
石

良
好

13
86

44
8

39
7

包
含
層

３
区

―
湿
地
区
  

３
層

土
師
器

高
坏

20
.4

5.
9

ヨ
コ
ナ
デ
　
ミ
ガ

キ
ハ
ケ
メ
後
ヨ
コ
ナ

デ
　
ハ
ケ
メ
後
ミ

ガ
キ

灰
黄
褐

（
10
Y
R5
/2
）

灰
黄
褐

（
10
Y
R5
/2
）
長
石
　
角
閃
石
　
良
好

13
87

44
8

39
7

包
含
層

３
区

―
湿
地
区
  

３
層

土
師
器

甕
（
12
.2
）

（
16
.8
）

14
.5

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
　
ケ
ズ
リ

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
　

ケ
ズ
リ
　
ナ
デ

灰
白

（
2.5
Y
7/
1）

灰
黄

（
2.5
Y
7/
2）

長
石
　
角
閃
石
　
良
好
内
面
に
ス
ス
付
着
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遺物観察表

遺
物
番
号

図
版

番
号

写
真
番
号

遺
構
名

出
土
地
点

包
含
層

層
位

種
　
別

器
　
種

法
　
量
（
cm
）

調
　
　
整

色
　
　
調

胎
　
土

焼
成

備
　
　
　
考

調査
区

遺
構
略
号

口
径

底
径

最
大
胴
径

器
高

高
台
高
残
存
高

外
　
　
面

内
　
　
面

外
　
面

内
　
面

13
88

44
8

包
含
層

３
区

―
湿
地
区
  

３
層

土
師
器

甕
（
15
.3
）

7.
8

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ヨ
コ
ナ
デ
　

ハ
ケ
メ

ハ
ケ
メ
後
ヨ
コ
ナ

デ
　
ケ
ズ
リ
後
ナ

デ
　
ケ
ズ
リ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/2
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/2
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母
　

良
好
内
、
外
面
に
ス
ス
付
着

13
89

44
9

包
含
層

３
区

―
湿
地
区
  

３
層

土
師
器

甕
（
18
.7
）

（
27
.4
）

30
.3

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
　
ハ
ケ
メ
後
ヨ

コ
ナ
デ
　

ハ
ケ
メ
　
ハ
ケ
メ

後
ナ
デ
　
ケ
ズ
リ

灰
黄

（
2.5
Y
7/
2）

灰
黄

（
2.5
Y
7/
2）

石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母
　
茶

褐
色
粒

良
好
外
面
口
縁
部
に
指
頭
圧
痕
あ
り
　

13
90

44
9

39
7

包
含
層

３
区

―
湿
地
区
  

３
層

土
師
器

小
形
丸
底

壺
（
11
.0
）

9.
2

8.
8

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
後
ヨ
コ
ナ
デ
　

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

ハ
ケ
メ
後
ヨ
コ
ナ

デ
　
ヨ
コ
ナ
デ
　

ナ
デ

灰
黄
褐

（
10
Y
R5
/2
）

灰
黄
褐

（
10
Y
R5
/2
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母

良
好
内
面
に
指
頭
圧
痕
あ
り

13
91

44
9

39
7

包
含
層

３
区

―
湿
地
区
  

３
層

土
師
器

坏
（
16
.2
）
10
.4

3.
1

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ

回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好

13
92

44
9

39
7

包
含
層

４
区

―
湿
地
区
  

３
層

土
師
器

坏
11
.3

7.
6

4.
1

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ

回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
5Y
R7
/4
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好
内
、
外
面
に
ス
ス
付
着

13
93

44
9

包
含
層

４
区

―
湿
地
区
  

３
層

須
恵
器

坏
（
13
.4
）
（
8.
8）

2.
4

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ

回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

灰
白

（
N
 7
/0
）

灰
白

（
5Y
7/
1）

長
石
　
角
閃
石
　
良
好
口
縁
部
付
近
に
ス
ス
付
着
　
底
部
に
墨

書
あ
り

13
94

44
9

39
7 

40
1

包
含
層

４
区

―
湿
地
区
  

３
層

須
恵
器

坏
（
13
.6
）
（
9.
0）

3.
7

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ

回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

灰
白

（
5Y
7/
1）

灰
白

（
2.5
Y
7/
1）

長
石
　
角
閃
石
　
良
好
底
部
に
墨
書
あ
り

13
95

44
9

39
7

包
含
層

４
区

―
湿
地
区
  

３
層

黒
色
土
器

Ａ
類

椀
8.
3

0.
6

4.
5

ミ
ガ
キ
　
ヘ
ラ
ケ

ズ
リ
後
回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

ミ
ガ
キ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）

黒
（
N
 2
/0
）

石
英
　
長
石
　
雲

母
　
茶
褐
色
粒

良
好

13
96

44
9

39
7

包
含
層

４
区

―
湿
地
区
  

３
層

土
師
器

椀
（
14
.6
）

9.
2

6.
4

2.
2

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ

回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

橙
（
2.5
Y
R7
/6
）
に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好

13
97

44
9

39
7

包
含
層

４
区

―
湿
地
区
  

３
層

土
師
器

椀
13
.9

8.
3

5.
7

0.
4

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ

回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好

13
98

44
9

39
7 

40
0

包
含
層

４
区

―
湿
地
区
  

３
層

須
恵
器

坏
7.
4

0.
6

4.
3

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ

回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

灰
（
N
 7
/0
）

灰
（
N
 7
/0
）

長
石

良
好
外
面
底
部
と
胴
部
に
墨
書
あ
り

13
99

45
0

39
9

包
含
層

４
区

―
湿
地
区
  

３
層

須
恵
器

壺
測
定

不
能

14
.7
（
26
.8
）
36
.2

回
転
ナ
デ
　
タ
タ

キ
　
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

タ
タ
キ
後
ナ
デ

回
転
ナ
デ
　
タ
タ

キ
　
タ
タ
キ
後
ナ

デ
暗
灰

（
N
 3
/0
）

灰
（
N
 5
/0
）

長
石

良
好

二
耳
壺
　
耳
状
の
把
手
２
ヶ
所
あ
り
　

底
部
に
付
着
物
あ
り
　
　

14
02

45
1

40
2

包
含
層

３
区

―
湿
地
区
  

３
層

土
師
器

坏
（
14
.6
）

9.
9

3.
2

回
転
ナ
デ
　
糸
切

り
離
し

回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

浅
黄
橙

（
7.5
Y
R8
/3
）

浅
黄
橙

（
7.5
Y
R8
/3
）
石
英
　
長
石
　
雲

母
　
赤
褐
色
粒

良
好

14
03

45
1

40
2

包
含
層

３
区

―
湿
地
区
  

３
層

土
師
器

皿
8.
7

6.
4

1.
5

回
転
ナ
デ
　
糸
切

り
離
し
後
ナ
デ

回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

灰
黄

（
2.5
Y
7/
2）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/2
）
長
石
　
角
閃
石
　
良
好
灯
明
皿
と
し
て
使
用
　
内
、
外
面
に
ス

ス
付
着

14
04

45
1

40
2

包
含
層

３
区

―
湿
地
区
  

３
層

土
師
器

皿
（
8.
3）

6.
5

1.
1

回
転
ナ
デ
　
糸
切

り
離
し

回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

灰
黄

（
2.5
Y
6/
2）

灰
黄

（
2.5
Y
6/
2）

長
石
　
角
閃
石
　
良
好
内
、
外
面
に
ス
ス
付
着

14
05

45
1

40
2

包
含
層

３
区

―
湿
地
区
  

３
層

土
師
器

皿
8.
2

5.
5

1.
6

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ
回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好

14
06

45
1

40
2

包
含
層

３
区

―
湿
地
区
  

３
層

土
師
器

皿
8.
4

5.
9

1.
4

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ
回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

灰
白

（
2.5
Y
8/
2）

灰
白

（
2.5
Y
8/
2）

長
石
　
角
閃
石
　
良
好
内
、
外
面
に
ス
ス
付
着

14
07

45
1

40
2

包
含
層

３
区

―
湿
地
区
  

３
層

土
師
器

皿
8.
5

5.
7

1.
8

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ
回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

灰
白

（
10
Y
R8
/2
）

灰
白

（
10
Y
R8
/2
）
長
石
　
角
閃
石
　

赤
褐
色
粒

良
好

14
08

45
1

40
2

包
含
層

３
区

―
湿
地
区
  

３
層

土
師
器

皿
8.
5

5.
8

1.
6

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ
回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

灰
白

（
2.5
Y
8/
1）

灰
白

（
5Y
8/
1）

長
石
　
角
閃
石
　
良
好

14
09

45
1

40
2

包
含
層

３
区

―
湿
地
区
  

３
層

土
師
器

皿
（
8.
4）

6.
0

1.
4

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ

切
り
離
し
後
ナ
デ
回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）
長
石
　
角
閃
石
　
良
好

14
10

45
1

40
2

包
含
層

３
区

―
湿
地
区
  

３
層

瓦
器

皿
8.
9

6.
4

2.
0

回
転
ナ
デ
後
ミ
ガ

キ
　
糸
切
り
離
し
回
転
ナ
デ
後
ミ
ガ

キ
　
ナ
デ
後
ミ
ガ

キ
暗
灰

（
N
 3
/0
）

黒
（
N
 2
/0
）

長
石

良
好
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遺物観察表

遺
物
番
号

図
版

番
号

写
真
番
号

遺
構
名

出
土
地
点

包
含
層

層
位

種
　
別

器
　
種

法
　
量
（
cm
）

調
　
　
整

色
　
　
調

胎
　
土

焼
成

備
　
　
　
考

調査
区

遺
構
略
号

口
径

底
径

最
大
胴
径

器
高

高
台
高
残
存
高

外
　
　
面

内
　
　
面

外
　
面

内
　
面

14
11

45
1

40
3

包
含
層

３
区

―
湿
地
区
  

３
層

瓦
器

椀
15
.6

6.
2

5.
5

0.
5

回
転
ナ
デ
後
ミ
ガ

キ
　
回
転
ヘ
ラ
ケ

ズ
リ
　
糸
切
り
離

し
後
ナ
デ

回
転
ナ
デ
後
ミ
ガ

キ
　
ミ
ガ
キ

灰
（
N
 6
/0
）

灰
（
N
 5
/0
）

長
石
　
角
閃
石
　
良
好
高
台
の
２
ヶ
所
に
切
り
込
み
あ
り

14
12

45
1

40
3

包
含
層

３
区

―
湿
地
区
  

３
層

瓦
器

椀
17
.2

7.
7

6.
3

0.
6

ミ
ガ
キ
　
回
転
ナ

デ
　

ミ
ガ
キ

灰
（
N
 4
/0
）

灰
白

（
2.5
Y
7/
1）

長
石
　
角
閃
石
　
良
好
外
面
底
部
に
ヘ
ラ
記
号
あ
り
　

14
13

45
1

40
3

包
含
層

３
区

―
湿
地
区
  

３
層

瓦
器

椀
16
.8

5.
9

5.
6

0.
4

回
転
ナ
デ
後
ミ
ガ

キ
　
回
転
ヘ
ラ
ケ

ズ
リ
　
回
転
ナ
デ

ミ
ガ
キ

灰
白

（
N
 8
/0
）

灰
（
N
 5
/0
）

石
英
　
長
石

良
好
外
面
底
部
に
ヘ
ラ
記
号
あ
り
　

14
14

45
1

40
3

包
含
層

３
区

―
湿
地
区
  

３
層

瓦
器

椀
16
.1

6.
3

5.
7

0.
5

回
転
ナ
デ
後
ミ
ガ

キ
　
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

後
ミ
ガ
キ
　
回
転

ナ
デ
　
ナ
デ

回
転
ナ
デ
　
ミ
ガ

キ
灰

（
N
 5
/0
）

灰
（
N
 5
/0
）

石
英
　
長
石

良
好

14
15

45
1

40
3

包
含
層

３
区

―
湿
地
区
  

３
層

瓦
器

椀
17
.2

7.
0

5.
9

0.
5

回
転
ナ
デ
後
ミ
ガ

キ
　
ミ
ガ
キ
　
回

転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
　
ミ
ガ

キ
灰
白

（
5Y
7/
1）

灰
（
N
 4
/0
）

石
英
　
長
石

良
好

14
16

45
1

40
3

包
含
層

３
区

―
湿
地
区
  

３
層

瓦
器

椀
16
.6

7.
1

5.
6

0.
5

ミ
ガ
キ
　
回
転
ナ

デ
ミ
ガ
キ

灰
（
N
 5
/0
）

灰
（
N
 5
/0
）

長
石

良
好

14
17

45
1

40
3

包
含
層

３
区

―
湿
地
区
  

３
層

瓦
器

椀
16
.4

6.
4

6.
0

0.
5

回
転
ナ
デ
後
ミ
ガ

キ
　
ナ
デ
後
ミ
ガ

キ
　
回
転
ナ
デ

ナ
デ
後
ミ
ガ
キ

灰
白

（
5Y
8/
1）

灰
黄

（
2.5
Y
7/
2）

長
石
　
角
閃
石
　
良
好

14
18

45
1

40
3

包
含
層

３
区

―
湿
地
区
  

３
層

瓦
器

椀
16
.4

6.
5

6.
0

0.
5

回
転
ナ
デ
後
ミ
ガ

キ
　
ナ
デ
後
ミ
ガ

キ
　
回
転
ナ
デ

ミ
ガ
キ

灰
（
N
 4
/0
）

灰
（
N
 4
/0
）

長
石
　
角
閃
石
　
良
好

14
19

45
1

40
3

包
含
層

３
区

―
湿
地
区
  

３
層

瓦
器

椀
16
.6

6.
2

5.
7

0.
3

回
転
ナ
デ
後
ミ
ガ

キ
　
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

後
ミ
ガ
キ
　
回
転

ナ
デ
　

ミ
ガ
キ

灰
（
N
 6
/0
）

灰
（
N
 6
/0
）

長
石

良
好
内
面
に
重
ね
焼
き
の
跡
あ
り

14
20

45
1

40
3

包
含
層

３
区

―
湿
地
区
  

３
層

瓦
器

椀
（
16
.4
）

6.
8

5.
7

0.
5

回
転
ナ
デ
後
ミ
ガ

キ
　
ナ
デ
後
ミ
ガ

キ
　
回
転
ナ
デ

ナ
デ
後
ミ
ガ
キ

褐
灰

（
10
Y
R4
/1
）

暗
灰
黄

（
2.5
Y
5/
2）

長
石
　
角
閃
石
　
良
好

14
21

45
2

40
3

包
含
層

４
区

―
湿
地
区
  

３
層

瓦
器

椀
16
.4

6.
0

5.
7

0.
4

回
転
ナ
デ
　
回
転

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
後
ミ

ガ
キ
　
ナ
デ

ナ
デ
後
ミ
ガ
キ

灰
（
N
 4
/0
）

灰
（
N
 5
/0
）

長
石

良
好

14
22

45
2

包
含
層

３
区

―
湿
地
区
  

３
層

瓦
器
質
土
器

擂
鉢

（
21
.2
）
（
12
.0
）

7.
2

ナ
デ

櫛
描
擂
目

灰
（
N
 4
/0
）

灰
（
N
 5
/0
）

長
石
　
黒
色
粒

良
好
外
面
に
指
頭
圧
痕
あ
り

14
29

45
4

40
4

包
含
層

３
区

―
湿
地
区
  

２
層

弥
生
土
器

鉢
（
43
.4
）

12
.7

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ

メ
灰
黄
褐

（
10
Y
R5
/2
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/2
）
石
英
　
長
石
　
角

閃
石
　
雲
母
　
赤

褐
色
粒

良
好
内
、
外
面
に
ス
ス
付
着

14
30

45
4

40
4

包
含
層

３
区

―
湿
地
区
  

２
層

土
師
器

壺
19
.7

21
.3

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

ナ
デ
　
ケ
ズ
リ
　

ケ
ズ
リ
後
ナ
デ

灰
白

（
2.5
Y
7/
1）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/2
）
長
石
　
角
閃
石
　

茶
褐
色
粒

良
好
底
部
に
黒
斑
あ
り

14
32

45
4

包
含
層

３
区

―
湿
地
区
  

２
層

瓦
器
質
土
器
三
足
土
器
（
11
.0
）

6.
1

調
整
不
明

調
整
不
明

に
ぶ
い
褐

（
7.5
Y
R6
/3
）

黄
灰

（
2.5
Y
6/
1）

長
石
　
角
閃
石
　
良
好

×
状
文
あ
り

14
33

45
4

包
含
層

３
区

―
湿
地
区
  

２
層

瓦
器
質
土
器

火
鉢

6.
6

ヨ
コ
ナ
デ

ナ
デ

灰
（
N
 4
/0
）

暗
灰

（
N
 3
/0
）

長
石

良
好
×
状
文
と
浮
文
あ
り
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遺物観察表

遺
物

番
号

図
版
番
号
写
真
番
号

遺
構
名

出
土
地
点

包
含
層
層
位

種
 別

器
 種

法
　
量
（
cm
）

（
ｇ
）

色
　
　
　
調

胎
　
　
　
土

焼
成

備
　
　
　
考

調
査
区
遺
構
略
号

長
さ

幅
・
径

厚
さ

重
さ

25
5

16
3

42
号
土
坑

８
区

SK
‒6
5

―
土
製
品

土
錘

（
5.
4）

3.
9

36
.9

淡
黄
（
2.5
Y
8/
3）

長
石
　
角
閃
石

良
好

36
3

24
2

30
3

26
号
住
居

１
区

SI
‒0
8

―
土
製
品

土
錘

3.
3

3.
4

3.
4

30
.5

橙
（
7.5
Y
R6
/6
）

石
英
　
長
石
　
角
閃
石
　
雲
母

良
好

45
6

26
1

30
9

33
号
住
居

６
区

SI
‒2
6②

―
土
製
品

勾
玉

（
4.
4）

2.
0

1.
5

9.
9

橙
色
（
5Y
R6
/8
）

石
英
　
長
石
　
角
閃
石

良
好

孔
径
0.3
5㎝

67
3

31
7

46
号
住
居

８
区

SI
‒2
9

―
瓦

平
瓦

（
13
.5
）
（
9.
8）

2.
3

灰
白
（
5Y
8/
1）

長
石
　
角
閃
石
　
茶
褐
色
粒

良
好

74
9

32
6

49
号
住
居

８
区

SI
‒3
9

―
土
製
品

土
錘

6.
1

1.
8

1.
8

16
.9

灰
白
（
2.5
Y
8/
2）

長
石
　
角
閃
石

良
好

外
面
に
黒
斑
あ
り

79
9

35
5

85
号
土
坑

８
区

SX
‒5
4

―
土
製
品

不
明

（
4.
1）

（
3.
8）

2.
5

34
.7

に
ぶ
い
黄
橙
（
10
Y
R7
/4
）

長
石
　
角
閃
石
　
赤
褐
色
粒

良
好

ナ
デ
調
整
が
み
ら
れ
る
　
黒
斑
あ
り

83
1

36
5

９
号
溝

８
区

SD
‒1
1

―
瓦

丸
瓦

（
12
.3
）
（
6.
4）

2.
2

凹
面
　
に
ぶ
い
黄
橙
（
10
Y
R6
/4
）

凸
面
　
浅
黄
（
2.5
Y
7/
3）

長
石
　
角
閃
石
　
赤
褐
色
粒

良
好

凹
面
 布
目
痕
　
凸
面
 縄
目
タ
タ
キ

89
1

37
2

34
5

34
6

11
号
溝

２
区

SD
‒0
3

―
瓦

丸
瓦

（
13
.2
）
（
5.
9）

2.
3

凹
面
　
灰
（
N
 4
/0
）

凸
面
　
灰
（
N
 4
/0
）

長
石
　
赤
褐
色
粒

良
好

凹
面
 布
目
痕

89
2

37
2

34
5

34
6

11
号
溝

２
区

SD
‒0
3

―
瓦

平
瓦

（
16
.5
）
（
21
.1
）

2.
7

凹
面
　
に
ぶ
い
黄
橙
（
10
Y
R7
/4
）

凸
面
　
に
ぶ
い
黄
橙
（
10
Y
R7
/4
）

長
石
　
角
閃
石
　
赤
褐
色
粒

良
好

凹
面
 布
目
痕
　
凸
面
 縄
目
タ
タ
キ

89
3

37
2

11
号
溝

２
区

SD
‒0
3

―
瓦

平
瓦

（
13
.5
）
（
11
.0
）

2.
7

凹
面
　
浅
黄
（
2.5
Y
7/
4）
　

凸
面
　
に
ぶ
い
黄
橙
（
10
Y
R7
/4
）

長
石
　
角
閃
石
　
赤
褐
色
粒

良
好

凹
面
 布
目
痕
　
凸
面
 縄
目
タ
タ
キ

89
4

37
2

11
号
溝

２
区

SD
‒0
3

―
瓦

平
瓦

（
10
.4
）
（
11
.7
）

1.
9

凹
面
　
に
ぶ
い
黄
橙
（
10
Y
R7
/3
）

凸
面
　
灰
白
（
7.5
Y
7/
1）

長
石
　
角
閃
石

良
好

凹
面
 布
目
痕
　
凸
面
 縄
目
タ
タ
キ

89
5

37
3

11
号
溝

２
区

SD
‒0
3

―
瓦

平
瓦

（
9.
3）

（
12
.6
）

2.
1

凹
面
　
灰
白
（
5Y
7/
2）
　

凸
面
　
浅
黄
橙
（
10
Y
R8
/3
）

長
石

良
好

凹
面
 布
目
痕
　
凸
面
 縄
目
タ
タ
キ

89
6

37
3

34
7

11
号
溝

２
区

SD
‒0
3

―
土
製
品

土
錘

6.
4

3.
2

2.
9

51
.1

橙
（
7.5
Y
R7
/6
）

長
石
　
角
閃
石
　
軽
石

良
好

孔
径
0.8
～
1.1
5㎝

89
7

37
3

34
7

11
号
溝

２
区

SD
‒0
3

―
土
製
品

羽
口

（
21
.0
）

8.
0

8.
0

橙
（
7.5
Y
R6
/8
）

石
英
　
長
石

良
好

孔
径
2.8
㎝
　
外
面
に
ス
ス
付
着

11
25

41
5

38
4

包
含
層

２
区

―
平
坦
地
区
２
ｂ
層

土
製
品

土
錘

5.
6

1.
3

1.
4

7.
7

灰
白
（
10
Y
R8
/2
）

長
石
　
角
閃
石
　
黒
色
粒
　
褐
色
粒

良
好

孔
径
0.3
5㎝
　
黒
斑
あ
り

11
26

41
5

38
4

包
含
層

２
区

―
平
坦
地
区
２
ｂ
層

土
製
品

土
錘

5.
0

1.
3

1.
2

5.
5

浅
黄
橙
（
7.5
Y
R8
/3
）

長
石
　
角
閃
石
　
黒
曜
石
　
赤
褐
色
粒

良
好

孔
径
0.5
5㎝

11
27

41
5

38
4

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区
２
ｂ
層

土
製
品

土
錘

4.
6

1.
1

1.
1

4.
4

に
ぶ
い
橙
（
2.5
Y
R6
/4
）

長
石
　
角
閃
石
　
褐
色
粒

良
好

孔
径
0.2
5㎝

11
28

41
5

38
4

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区
２
ｂ
層

土
製
品

土
錘

4.
2

1.
0

1.
1

3.
8

に
ぶ
い
黄
橙
（
10
Y
R7
/4
）

角
閃
石
　
褐
色
粒

良
好

孔
径
0.4
㎝
　
黒
斑
あ
り

11
29

41
5

38
4

包
含
層

７
区

―
平
坦
地
区
２
ｂ
層

土
製
品

土
錘

3.
4

0.
9

0.
8

2.
1

明
赤
褐
（
2.5
Y
R5
/6
）

長
石
　
雲
母

良
好

孔
径
0.2
㎝

11
30

41
5

38
4

包
含
層

２
区

―
平
坦
地
区
２
ｂ
層

土
製
品

土
錘

4.
5

1.
4

1.
3

6.
5

灰
（
5Y
6/
1）

長
石
　
角
閃
石
　
黒
色
粒
　
褐
色
粒

良
好

孔
径
0.3
5㎝

11
31

41
5

38
4

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区
２
ｂ
層

土
製
品

土
錘

2.
3

2.
7

2.
4

13
.4

に
ぶ
い
黄
橙
（
7.5
Y
R6
/4
）

長
石
　
角
閃
石
　
褐
色
粒

良
好

表
－
20
－
２
　
北
の
崎
遺
跡
出
土
遺
物
観
察
表
　
　
土
製
品
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遺物観察表

遺
物

番
号

図
版
番
号
写
真
番
号

遺
構
名

出
土
地
点

包
含
層
層
位

種
 別

器
 種

法
　
量
（
cm
）

（
ｇ
）

色
　
　
　
調

胎
　
　
　
土

焼
成

備
　
　
　
考

調
査
区
遺
構
略
号

長
さ

幅
・
径

厚
さ

重
さ

11
50

41
7

38
3

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区
２
ｂ
層

土
製
品

勾
玉

3.
0

1.
4

1.
0

3.
3

に
ぶ
い
黄
橙
（
10
Y
R6
/4
）

長
石
　
角
閃
石
　
褐
色
粒

良
好

孔
径
0.1
㎝

11
51

41
7

38
3

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区
２
ｂ
層

土
製
品

土
玉

2.
0

1.
9

6.
9

に
ぶ
い
黄
褐
（
10
Y
R5
/4
）

長
石
　
角
閃
石
　
黒
色
粒
　
褐
色
粒

良
好

黒
斑
あ
り

12
55

43
2

38
7

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区
２
ａ
層

土
製
品

紡
錘
車

5.
2

5.
1

1.
7

41
.2

に
ぶ
い
黄
橙
（
10
Y
R7
/3
）

長
石
　
角
閃
石
　
褐
色
粒
　
黒
色
粒

良
好

孔
径
0.6
㎝
　
両
面
に
黒
斑
あ
り

12
56

43
2

包
含
層

２
区

―
平
坦
地
区
２
ａ
層

土
製
品

土
錘

（
2.
1）

1.
0

0.
96

1.
5

橙
（
2.5
Y
R6
/8
）

白
色
粒
　
雲
母

良
好

孔
径
0.4
5㎝

12
57

43
2

38
8

包
含
層

６
区

―
平
坦
地
区
２
ａ
層

土
製
品

模
造
鏡

5.
0

4.
0

0.
9

8.
1

浅
黄
橙
（
10
Y
R8
/3
）

長
石
　
雲
母
　
角
閃
石
　
褐
色
粒
　
黒
色
粒

良
好

指
押
さ
え
が
み
ら
れ
る

13
20

43
6

包
含
層

２
区

―
平
坦
地
区
２
ａ
層

土
師
器

把
手

10
.6

4.
2

3.
2

橙
（
5Y
R7
/6
）

長
石
　
角
閃
石
　
赤
褐
色
粒

良
好

指
押
さ
え
が
み
ら
れ
る

13
21

43
6

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区
２
ａ
層

瓦
平
瓦

6.
5

8.
7

1.
8

凹
面
　
に
ぶ
い
黄
橙
（
10
Y
R6
/4
）

凸
面
　
に
ぶ
い
黄
橙
（
10
Y
R6
/4
）

長
石
　
角
閃
石
　
褐
色
粒
　
黒
色
粒

良
好

凹
面
 布
目
痕
　
凸
面
 縄
目
タ
タ
キ

13
22

43
7

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区
２
ａ
層

瓦
平
瓦

（
12
.3
）
（
12
.0
）
（
2.
3）

凹
面
　
に
ぶ
い
黄
橙
（
10
Y
R7
/2
）

凸
面
　
に
ぶ
い
黄
橙
（
10
Y
R7
/2
）

長
石
　
角
閃
石
　
褐
色
粒

良
好

凹
面
 布
目
痕
　
凸
面
 縄
目
タ
タ
キ

13
52

44
2

表
土

２
区

―
―

土
製
品

土
錘

2.
9

1.
2

1.
1

3.
2

浅
黄
橙
（
7.5
Y
R8
/4
）

赤
褐
色
粒

良
好

孔
径
0.4
4㎝

13
58

44
3

カ
ク
ラ
ン

２
区

―
―

土
製
品

土
錘

3.
5

1.
5

1.
4

5.
7

黒
褐
（
10
Y
R3
/1
）

長
石
　
角
閃
石
　
黒
色
粒
　
褐
色
粒

良
好

孔
径
0.3
5㎝

13
67

44
4

カ
ク
ラ
ン

８
区

―
―

土
製
品

泥
面
子

1.
95

1.
45

1.
0

2.
2

に
ぶ
い
黄
橙
（
10
Y
R7
/4
）

良
好

木
葉
猿
？

13
68

44
4

表
土

２
区

―
―

土
製
品

泥
面
子

3.
3

2.
3

1.
05

7.
3

に
ぶ
い
橙
（
7.5
Y
R7
/4
）

長
石
　
褐
色
粒

良
好

14
00

45
0

包
含
層

３
区

―
湿
地
区
３
層

瓦
平
瓦

（
13
.7
）
（
11
.7
）

2.
1

凹
面
　
灰
白
（
7.5
Y
7/
1）
　

凸
面
　
灰
（
N
 6
/0
）

長
石

良
凹
面
 布
目
痕
　
凸
面
 縄
目
タ
タ
キ

14
01

45
0

包
含
層

４
区

―
湿
地
区
３
層

瓦
丸
瓦

（
11
.9
）
（
11
.7
）
（
6.
9）

凹
面
　
灰
黄
（
2.5
Y
6/
2）
　

凸
面
　
に
ぶ
い
橙
（
5Y
R6
/4
）

長
石
　
角
閃
石
　
赤
褐
色
粒

不
良

凹
面
 布
目
痕
　
凸
面
 縄
目
タ
タ
キ

14
23

45
2

包
含
層

３
区

―
湿
地
区
３
層

土
製
品

羽
口

（
17
.5
）

8.
9

8.
4

に
ぶ
い
褐
（
7.5
Y
R5
/3
）

石
英
　
長
石
　
角
閃
石

良

14
31

45
4

包
含
層

３
区

―
湿
地
区
２
層

土
師
器

把
手

5.
4

7.
1

6.
4

浅
黄
橙
（
7.5
YR
8/
4）

長
石
　
角
閃
石
　
赤
褐
色
粒

良
好

遺
物
番
号

図
版
番
号

写
真
番
号

遺
構
名

出
土
地
点

包
含
層
層
位

種
　
別

器
　
種

法
　
量
（
cm
）

樹
　
種

備
　
　
　
　
　
考

調
査
区

遺
構
略
号

長
さ

幅
・
径

厚
さ

14
24

45
2

40
6

包
含
層

３
区

―
湿
地
区
３
層

木
製
品

　
杭
？

19
.9

9.3
3.7

イ
ス
ノ
キ

14
25

45
2

40
5

包
含
層

３
区

―
湿
地
区
３
層

木
製
品

不
明

37
.3

8.6
2.4

ク
リ

抉
り
入
り

14
26

45
3

40
7

包
含
層

３
区

―
湿
地
区
３
層

木
製
品

櫛
3.2

7.8
0.8

ヌ
ル
デ

表
－
20
－
３
　
北
の
崎
遺
跡
出
土
遺
物
観
察
表
　
　
木
製
品
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遺物観察表

遺
物
番
号
図
版
番
号

写
真
番
号

遺
構
名

出
土
地
点

包
含
層
層
位

種
　
別

器
　
種

石
　
材

法
　
量
（
cm
）

（
ｇ
）

備
　
　
　
　
　
考

調
査
区

遺
構
略
号

長
さ

幅
・
径

厚
さ

重
さ

26
29

41
6

１
号
土
坑

６
区

SK
‒2
8

―
石
製
品

剥
片
石
器

輝
石
安
山
岩

5.
20

3.
10

0.
70

8.
0

48
44

40
9

２
号
住
居

１
区

SI
‒0
2

―
石
製
品

打
製
石
鏃

黒
曜
石

2.
45

1.
60

0.
35

1.
0

黒
色

49
44

40
9

２
号
住
居

１
区

SI
‒0
2

―
石
製
品

打
製
石
鏃

黒
曜
石

（
2.
20
）

1.
60

0.
50

1.
5

黒
色

50
44

41
0

２
号
住
居

１
区

SI
‒0
2

―
石
製
品

磨
製
石
鏃

片
岩
系

2.
70

1.
80

2.
50

1.
2

51
44

43
0

２
号
住
居

１
区

SI
‒0
2

―
石
製
品

敲
石

結
晶
片
岩

（
9.
05
）

3.
30

1.
20

53
.7

52
44

42
8

２
号
住
居

１
区

SI
‒0
2

―
石
製
品

磨
石

輝
石
安
山
岩

4.
35

4.
05

2.
75

65
.2

53
45

44
0

２
号
住
居

１
区

SI
‒0
2

―
石
製
品

砥
石

砂
岩

12
.7
0

5.
60

4.
50

31
4.
8

54
45

44
4

２
号
住
居

１
区

SI
‒0
2

―
石
製
品

歯
車
状
石
器

蛇
紋
岩

6.
05

4.
00

2.
00

42
.6

68
48

42
4

３
号
住
居

１
区

SI
‒0
9

―
石
製
品

磨
製
石
斧

蛇
紋
岩

6.
30

3.
80

2.
10

10
3.
1

69
48

42
4

３
号
住
居

１
区

SI
‒0
9

―
石
製
品

磨
製
石
斧

ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス

4.
50

4.
80

1.
40

47
.4

75
51

41
3

４
号
住
居

１
区

SX
‒1
6

―
石
製
品

未
製
品

サ
ヌ
カ
イ
ト

7.
40

4.
20

1.
95

27
.2

92
57

42
8

６
号
住
居

２
区

SI
‒1
2

―
石
製
品

磨
石

輝
石
安
山
岩

8.
30

8.
10

3.
15

25
0.
0

10
1

59
７
号
住
居

２
区

SI
‒1
8

―
石
製
品

磨
石

溶
結
凝
灰
岩

13
.2
5

9.
40

4.
25

58
9.
0

10
2

59
42
9

７
号
住
居

２
区

SI
‒1
8

―
石
製
品

磨
石
・
敲
石

輝
石
安
山
岩

6.
70

8.
10

4.
01

29
8.
0

10
3

60
７
号
住
居

２
区

SI
‒1
8

―
石
製
品

磨
石

輝
石
安
山
岩

12
.9
0

12
.3
0

5.
80

13
35
.0

10
4

60
42
7

７
号
住
居

２
区

SI
‒1
8

―
石
製
品

磨
石

輝
石
安
山
岩

11
.2
2

9.
13

3.
76

52
9.
6

12
4

68
口
絵
－
12

８
号
住
居

２
区

SI
‒1
9

―
石
製
品

石
戈

変
ハ
ン
レ
イ
岩

18
.9
5

7.
95

1.
25

17
5.
0

12
5

69
43
4

８
号
住
居

２
区

SI
‒1
9

―
石
製
品

石
包
丁

頁
岩

4.
41

10
.7
5

0.
75

59
.3

12
6

69
43
4

８
号
住
居

２
区

SI
‒1
9

―
石
製
品

石
包
丁

頁
岩

3.
30

6.
30

0.
60

15
.9

12
7

69
口
絵
－
14

８
号
住
居

２
区

SI
‒1
9

―
石
製
品

石
包
丁

頁
岩

4.
50

8.
55

0.
90

57
.0

12
8

69
43
6

８
号
住
居

２
区

SI
‒1
9

―
石
製
品

石
鎌

泥
質
片
岩

12
.2
0

3.
90

1.
00

79
.8

12
9

69
42
4

８
号
住
居

２
区

SI
‒1
9

―
石
製
品

磨
製
石
斧

蛇
紋
岩

4.
60

3.
70

1.
41

50
.1

13
0

70
８
号
住
居

２
区

SI
‒1
9

―
石
製
品

磨
石

輝
石
安
山
岩

7.
90

8.
25

4.
00

39
3.
0

13
1

70
８
号
住
居

２
区

SI
‒1
9

―
石
製
品

磨
石

輝
石
安
山
岩

13
.8
0

11
.9
5

3.
75

93
0.
0

13
2

70
43
7

８
号
住
居

２
区

SI
‒1
9

―
石
製
品

石
錘

輝
石
安
山
岩

6.
65

5.
90

1.
30

64
.1

13
8

74
41
1

10
号
住
居

２
区

SI
‒2
2

―
石
製
品

削
器

サ
ヌ
カ
イ
ト

6.
70

6.
55

1.
45

47
.3

13
9

74
10
号
住
居

２
区

SI
‒2
2

―
石
製
品

磨
石

輝
石
安
山
岩

6.
55

5.
75

3.
15

16
9.
2

15
1

78
42
0

11
号
住
居

２
区

SI
‒2
3

―
石
製
品

打
製
石
斧

結
晶
片
岩

11
.5
0

7.
08

1.
17

12
3.
7

表
－
20
－
４
　
北
の
崎
遺
跡
出
土
遺
物
観
察
表
　
　
石
製
品
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遺物観察表

遺
物
番
号
図
版
番
号

写
真
番
号

遺
構
名

出
土
地
点

包
含
層
層
位

種
　
別

器
　
種

石
　
材

法
　
量
（
cm
）

（
ｇ
）

備
　
　
　
　
　
考

調
査
区

遺
構
略
号

長
さ

幅
・
径

厚
さ

重
さ

15
2

78
41
9

11
号
住
居

２
区

SI
‒2
3

―
石
製
品

打
製
石
斧

結
晶
片
岩

7.
00

7.
09

1.
43

86
.1

15
3

78
43
1

11
号
住
居

２
区

SI
‒2
3

―
石
製
品

打
製
石
斧

結
晶
片
岩

12
.8
5

9.
05

2.
00

22
4.
1

15
4

79
43
6

11
号
住
居

２
区

SI
‒2
3

―
石
製
品

円
盤
状
石
器

変
ハ
ン
レ
イ
岩

4.
97

4.
70

0.
85

33
.3

15
5

79
43
1

11
号
住
居

２
区

SI
‒2
3

―
石
製
品

石
製
模
造
品

輝
石
安
山
岩

19
.3
5

10
.4
0

3.
00

62
6.
0

15
7

83
42
4

13
号
住
居

２
区

SI
‒2
6①

―
石
製
品

磨
製
石
斧

安
山
岩

13
.1
0

5.
40

3.
75

31
2.
8

16
3

86
41
9

14
号
住
居

２
区

SX
‒2
1

―
石
製
品

打
製
石
斧

緑
泥
片
岩

12
.2
0

3.
90

1.
80

12
3.
0

16
4

86
43
4

14
号
住
居

２
区

SX
‒2
1

―
石
製
品

石
包
丁

緑
泥
片
岩

3.
63

3.
43

0.
60

12
.8

16
5

86
43
0

14
号
住
居

２
区

SX
‒2
1

―
石
製
品

敲
石

結
晶
片
岩

17
.8

4.
15

3.
30

19
6.
0

16
6

86
14
号
住
居

２
区

SX
‒2
1

―
石
製
品

磨
石
・
敲
石

輝
石
安
山
岩

6.
70

4.
81

3.
30

15
3.
3

17
5

88
42
5

15
号
住
居

８
区

SI
‒4
3

―
石
製
品

磨
石

輝
石
安
山
岩

8.
83

6.
30

3.
80

27
6.
0

17
6

88
41
1

15
号
住
居

８
区

SI
‒4
3

―
石
製
品

有
孔
円
盤

軽
石

3.
90

5.
08

2.
18

10
.3

18
9

92
42
2

17
号
住
居

８
区

SI
‒4
6

―
石
製
品

磨
製
石
斧

蛇
紋
岩

11
.8
3

4.
90

1.
72

26
6.
0

19
0

92
43
7

17
号
住
居

８
区

SI
‒4
6

―
石
製
品

軽
石
製
石
製
品

軽
石

9.
60

6.
50

2.
30

61
.8

19
3

94
42
5

18
号
住
居

８
区

SI
‒4
7

―
石
製
品

磨
石

輝
石
安
山
岩

6.
20

4.
28

3.
57

11
8.
2

20
1

97
43
8

20
号
住
居

８
区

SI
‒4
9

―
石
製
品

砥
石

砂
岩

10
.3
0

5.
18

3.
55

25
9.
0

２
ヶ
所
に
線
刻
あ
り

23
3

14
0

43
9

28
号
土
坑

８
区

SK
‒4
2

―
石
製
品

砥
石

緑
泥
片
岩

14
.2
0

10
.2
5

5.
05

89
4.
0

24
4

15
3

42
7

35
号
土
坑

８
区

SK
‒5
3

―
石
製
品

磨
石

輝
石
安
山
岩

6.
30

5.
90

3.
38

13
3.
0

26
1

16
9

40
8

45
号
土
坑

８
区

SK
‒7
0

―
石
製
品

打
製
石
鏃

無
斑
晶
安
山
岩

2.
40

1.
30

0.
30

0.
7

27
8

19
4

43
6

３
号
溝

６
区

SD
‒0
7

―
石
製
品

安
山
岩
質
石
製
品

輝
石
安
山
岩

9.
50

9.
61

2.
55

22
7.
0

27
9

19
5

41
2

３
号
溝

６
区

SD
‒0
7

―
石
製
品

ス
ク
レ
イ
パ
ー

サ
ヌ
カ
イ
ト

5.
70

4.
60

0.
80

20
.0

28
0

19
5

41
7

３
号
溝

６
区

SD
‒0
7

―
石
製
品

打
製
石
斧

変
ハ
ン
レ
イ
岩

12
.4
0

5.
20

1.
70

15
2.
6

28
1

19
5

42
6

３
号
溝

６
区

SD
‒0
7

―
石
製
品

磨
石

輝
石
安
山
岩

10
.7
8

9.
90

5.
50

87
0.
0

28
4

19
7

41
3

４
号
溝

８
区

SD
‒1
3

―
石
製
品

石
匙

安
山
岩

3.
22

5.
36

0.
71

8.
3

28
5

19
7

40
8

４
号
溝

８
区

SD
‒1
3

―
石
製
品

打
製
石
鏃

黒
曜
石

2.
72

2.
22

0.
30

1.
5

黒
色

33
8

23
4

43
7

23
号
住
居

１
区

SI
‒0
1

―
石
製
品

不
明

軽
石

12
.8
0

7.
90

4.
90

25
2.
7

35
0

23
9

40
8

25
号
住
居

１
区

SI
‒0
6

―
石
製
品

打
製
石
鏃

黒
曜
石

2.
40

2.
10

0.
63

1.
6

黒
色
　
腰
岳
産

35
1

23
9

42
4

25
号
住
居

１
区

SI
‒0
6

―
石
製
品

磨
製
石
斧

ヒ
ン
岩

10
.1
0

5.
50

3.
00

22
.0

35
2

23
9

42
8

25
号
住
居

１
区

SI
‒0
6

―
石
製
品

磨
石

砂
岩

7.
95

7.
70

6.
90

53
1.
0

35
3

23
9

43
0

25
号
住
居

１
区

SI
‒0
6

―
石
製
品

敲
石

角
閃
石
安
山
岩

（
4.
90
）

4.
50

4.
30

98
.9
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遺物観察表

遺
物
番
号
図
版
番
号

写
真
番
号

遺
構
名

出
土
地
点

包
含
層
層
位

種
　
別

器
　
種

石
　
材

法
　
量
（
cm
）

（
ｇ
）

備
　
　
　
　
　
考

調
査
区

遺
構
略
号

長
さ

幅
・
径

厚
さ

重
さ

36
7

24
2

40
8

26
号
住
居

１
区

SI
‒0
8

―
石
製
品

打
製
石
鏃

黒
曜
石

2.
75

1.
70

0.
45

1.
4

黒
色

36
8

24
2

42
0

26
号
住
居

１
区

SI
‒0
8

―
石
製
品

打
製
石
斧

安
山
岩

（
4.
65
）

5.
35

1.
00

33
.7

36
9

24
2

43
7

26
号
住
居

１
区

SI
‒0
8

―
石
製
品

円
盤
状
石
器

軽
石

7.
95

7.
15

1.
50

34
.1

38
6

24
5

41
0

27
号
住
居

１
区

SI
‒1
0

―
石
製
品

磨
製
石
鏃

ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス

3.
95

2.
70

0.
30

4.
1

38
7

24
6

42
0

27
号
住
居

１
区

SI
‒1
0

―
石
製
品

打
製
石
斧

変
ハ
ン
レ
イ
岩

9.
30

4.
90

1.
35

89
.4

38
8

24
6

43
0

27
号
住
居

１
区

SI
‒1
0

―
石
製
品

敲
石

輝
石
安
山
岩

5.
75

2.
90

3.
00

81
.5

38
9

24
6

43
8

27
号
住
居

１
区

SI
‒1
0

―
石
製
品

砥
石

輝
石
安
山
岩

7.
80

4.
40

3.
20

94
.5

39
0

24
6

41
2

27
号
住
居

１
区

SI
‒1
0

―
石
製
品

ス
ク
レ
イ
パ
ー

サ
ヌ
カ
イ
ト

6.
30

3.
40

1.
20

19
.2

39
1

24
6

41
2

27
号
住
居

１
区

SI
‒1
0

―
石
製
品

ス
ク
レ
イ
パ
ー

輝
緑
凝
灰
岩

6.
80

5.
15

1.
70

50
.4

40
4

25
0

40
9

29
号
住
居

２
区

SI
‒1
4

―
石
製
品

打
製
石
鏃

チ
ャ
ー
ト

2.
75

1.
98

0.
49

2.
1

40
5

25
0

42
8

29
号
住
居

２
区

SI
‒1
4

―
石
製
品

磨
石

輝
石
安
山
岩

9.
50

8.
40

2.
75

30
4.
5

43
9

25
8

42
4

32
号
住
居

２
区

SI
‒2
1

―
石
製
品

磨
製
石
斧

緑
泥
片
岩

9.
25

3.
35

3.
50

18
1.
4

44
0

25
8

32
号
住
居

２
区

SI
‒2
1

―
石
製
品

磨
石

輝
石
安
山
岩

6.
90

6.
12

3.
08

18
6.
4

赤
色
顔
料
痕
あ
り

45
7

26
2

41
7

33
号
住
居

６
区

SI
‒2
6②

―
石
製
品

打
製
石
斧

結
晶
片
岩

11
.0
8

6.
18

1.
20

10
6.
0

45
8

26
2

41
7

33
号
住
居

６
区

SI
‒2
6②

―
石
製
品

打
製
石
斧

緑
泥
片
岩

12
.1
0

5.
10

1.
70

12
1.
0

45
9

26
2

41
8

33
号
住
居

６
区

SI
‒2
6②

―
石
製
品

打
製
石
斧

片
岩

10
.5
0

4.
40

1.
45

90
.3

46
0

26
2

41
7

33
号
住
居

６
区

SI
‒2
6②

―
石
製
品

打
製
石
斧

蛇
紋
岩

5.
90

6.
20

1.
10

57
.0

46
1

26
2

43
0

33
号
住
居

６
区

SI
‒2
6②

―
石
製
品

敲
石

輝
石
安
山
岩

8.
20

4.
56

3.
30

13
5.
4

蝋
の
よ
う
な
も
の
が
全
体
に
付
着

47
7

26
5

40
8

34
号
住
居

６
区

SI
‒2
7

―
石
製
品

打
製
石
鏃

黒
曜
石

2.
50

1.
50

0.
40

0.
7

黒
色

47
8

26
5

42
9

34
号
住
居

６
区

SI
‒2
7

―
石
製
品

敲
石

角
閃
石
安
山
岩

（
7.
20
）

10
.0
5

7.
35

62
1.
0

49
0

26
8

41
7

35
号
住
居

６
区

SI
‒2
8

―
石
製
品

打
製
石
斧

輝
石
安
山
岩

12
.6
0

5.
30

1.
70

15
8.
1

49
1

26
8

42
2

35
号
住
居

６
区

SI
‒2
8

―
石
製
品

磨
製
石
斧

蛇
紋
岩

13
.5
0

5.
00

2.
40

25
2.
2

49
2

26
8

42
2

35
号
住
居

６
区

SI
‒2
8

―
石
製
品

磨
製
石
斧

蛇
紋
岩

8.
50

5.
20

0.
80

64
.6

49
3

26
9

42
1

35
号
住
居

６
区

SI
‒2
8

―
石
製
品

磨
製
石
斧

結
晶
片
岩

9.
60

5.
80

1.
95

15
9.
0

49
4

26
9

42
6

35
号
住
居

６
区

SI
‒2
8

―
石
製
品

磨
石

輝
石
安
山
岩

11
.6
0

6.
20

7.
10

58
0.
0

49
5

26
9

43
8

35
号
住
居

６
区

SI
‒2
8

―
石
製
品

砥
石

花
崗
岩

6.
22

3.
85

1.
70

68
.6

49
6

26
9

41
3

35
号
住
居

６
区

SI
‒2
8

―
石
製
品

石
匙

サ
ヌ
カ
イ
ト

2.
90

4.
40

0.
90

7.
4

50
3

27
3

41
8

37
号
住
居

７
区

SI
‒3
4

―
石
製
品

打
製
石
斧

変
ハ
ン
レ
イ
岩

9.
08
 

4.
70

1.
05

60
.5

50
4

27
3

口
絵
－
13

37
号
住
居

７
区

SI
‒3
4

―
石
製
品

勾
玉

緑
泥
石
岩

2.
05

1.
10

0.
45

1.
2



524

遺物観察表

遺
物
番
号
図
版
番
号

写
真
番
号

遺
構
名

出
土
地
点

包
含
層
層
位

種
　
別

器
　
種

石
　
材

法
　
量
（
cm
）

（
ｇ
）

備
　
　
　
　
　
考

調
査
区

遺
構
略
号

長
さ

幅
・
径

厚
さ

重
さ

51
3

27
5

42
9

38
号
住
居

７
区

SI
‒3
6

―
石
製
品

敲
石

輝
石
安
山
岩

5.
85

10
.5
0

4.
20

36
2.
0

51
4

27
5

口
絵
－
13

38
号
住
居

７
区

SI
‒3
6

―
石
製
品

勾
玉

緑
泥
石
岩

3.
05

2.
05

1.
10

6.
4

53
1

28
3

40
9

42
号
住
居

８
区

SI
‒4
5

―
石
製
品

打
製
石
鏃

黒
曜
石

1.
75

1.
40

0.
55

0.
7

黒
色

53
2

28
3

41
5

42
号
住
居

８
区

SI
‒4
5

―
石
製
品

剥
片
石
器

珪
化
岩

4.
60

3.
25

1.
50

26
.7

60
3

30
1

41
9

68
号
土
坑

２
区

SK
‒1
9

―
石
製
品

打
製
石
斧

緑
泥
片
岩

8.
70

4.
40

0.
94

43
.5

60
4

30
1

43
0

68
号
土
坑

２
区

SK
‒1
9

―
石
製
品

敲
石

輝
石
安
山
岩

6.
40

6.
65

3.
00

18
1.
9

67
4

31
7

43
5

46
号
住
居

７
区

SI
‒2
9

―
石
製
品

紡
錘
車

蛇
紋
岩

（
5.
80
）

0.
55

11
.6

孔
径
（
0.8
0）
㎝

68
5

31
9

42
2

47
号
住
居

７
区

SI
‒3
1

―
石
製
品

磨
製
石
斧

ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス

12
.5
5

5.
80

3.
60

38
2.
7

75
0

32
6

44
2

49
号
住
居

８
区

SI
‒3
9

―
石
製
品

滑
石
製
石
製
品

滑
石

7.
30

7.
20

1.
20

73
.3

ス
ス
付
着

82
6

36
4

42
5

８
号
溝

８
区

SD
‒1
0

―
石
製
品

磨
石

輝
石
安
山
岩

5.
70

5.
63

3.
00

11
3.
8

82
7

36
4

41
8

８
号
溝

８
区

SD
‒1
0

―
石
製
品

打
製
石
斧

変
ハ
ン
レ
イ
岩

10
.9
5

4.
61

1.
25

85
.9

83
2

36
5

40
9

９
号
溝

８
区

SD
‒1
1

―
石
製
品

打
製
石
鏃

黒
曜
石

2.
71

1.
90

0.
50

2.
0

姫
島
産

90
5

37
4

42
3

11
号
溝

２
区

SD
‒0
3

―
石
製
品

磨
製
石
斧

結
晶
片
岩

（
13
.0
0）

5.
45

1.
95

23
5.
0

90
6

37
4

11
号
溝

２
区

SD
‒0
3

―
石
製
品

磨
製
石
斧

輝
石
安
山
岩

（
13
.2
5）

7.
82

1.
68

29
0.
0

90
7

37
4

11
号
溝

２
区

SD
‒0
3

―
石
製
品

磨
石

輝
石
安
山
岩

9.
75

9.
71

5.
21

70
8.
0

被
熱
に
よ
る
赤
色
化
あ
り

90
8

37
4

11
号
溝

２
区

SD
‒0
3

―
石
製
品

磨
石

軽
石

10
.1
6

8.
90

5.
90

13
5.
9

90
9

37
5

44
5

11
号
溝

２
区

SD
‒0
3

―
石
製
品

石
鉢

軽
石

23
.7
0

20
.9
0

6.
95

11
60
.0

91
0

37
5

44
3

11
号
溝

２
区

SD
‒0
3

―
石
製
品

連
盃

滑
石

3.
50

4.
50

1.
98

33
.6

93
4

38
3

43
6

包
含
層

８
区

―
平
坦
地
区
３
層

石
製
品

礫
器

輝
石
安
山
岩

6.
50

5.
15

2.
00

71
.7

全
体
に
被
熱
に
よ
る
赤
色
化
あ
り

93
5

38
3

41
3

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区
３
層

石
製
品

剥
片
石
器

黒
曜
石

3.
30

3.
45

0.
55

4.
1

黒
色

93
6

38
3

41
2

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区
３
層

石
製
品

ス
ク
レ
イ
パ
ー

黒
曜
石

4.
00

1.
85

1.
05

4.
9

黒
色

93
7

38
3

41
2

包
含
層

６
区

―
平
坦
地
区
３
層

石
製
品

ス
ク
レ
イ
パ
ー

無
斑
晶
安
山
岩

8.
15

4.
10

0.
80

22
.2

93
8

38
3

40
9

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区
３
層

石
製
品

打
製
石
鏃

黒
曜
石

2.
41

2.
00

0.
55

2.
2

黒
色

93
9

38
3

40
8

包
含
層

８
区

―
平
坦
地
区
３
層

石
製
品

打
製
石
鏃

黒
曜
石

1.
58

1.
07

0.
30

0.
4

黒
色

94
0

38
3

40
9

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区
３
層

石
製
品

打
製
石
鏃

無
斑
晶
安
山
岩

2.
70

2.
03

0.
45

1.
4

94
1

38
3

40
8

包
含
層

８
区

―
平
坦
地
区
３
層

石
製
品

打
製
石
鏃

無
斑
晶
安
山
岩

2.
08

1.
58

0.
30

0.
6

94
2

38
4

40
8

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区
３
層

石
製
品

剥
片
石
器

黒
曜
石

2.
41

1.
85

0.
45

1.
1

黒
色

94
3

38
4

41
0

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区
３
層

石
製
品

磨
製
石
鏃

緑
泥
片
岩

3.
40

3.
30

0.
35

5.
3

94
4

38
4

41
6

包
含
層

８
区

―
平
坦
地
区
３
層

石
製
品

剥
片
石
器

無
斑
晶
安
山
岩

6.
18

3.
80

0.
96

11
.4
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遺物観察表

遺
物
番
号
図
版
番
号

写
真
番
号

遺
構
名

出
土
地
点

包
含
層
層
位

種
　
別

器
　
種

石
　
材

法
　
量
（
cm
）

（
ｇ
）

備
　
　
　
　
　
考

調
査
区

遺
構
略
号

長
さ

幅
・
径

厚
さ

重
さ

94
5

38
4

41
6

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区
３
層

石
製
品

剥
片
石
器

黒
曜
石

3.
79

1.
75

0.
93

3.
4

94
6

38
4

41
6

包
含
層

８
区

―
平
坦
地
区
３
層

石
製
品

二
次
加
工
剥
片

無
斑
晶
安
山
岩

5.
70

2.
50

0.
94

12
.8

94
7

38
4

41
6

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区
３
層

石
製
品

二
次
加
工
剥
片

サ
ヌ
カ
イ
ト

5.
10

2.
80

1.
45

19
.1

94
8

38
4

42
0

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区
３
層

石
製
品

打
製
石
斧

緑
泥
片
岩

12
.0
5

6.
65

1.
95

19
1.
0

94
9

38
4

41
8

包
含
層

８
区

―
平
坦
地
区
３
層

石
製
品

打
製
石
斧

変
ハ
ン
レ
イ
岩

11
.3
0

4.
25

1.
33

87
.5

95
0

38
4

41
8

包
含
層

８
区

―
平
坦
地
区
３
層

石
製
品

打
製
石
斧

泥
質
片
岩

10
.8
0

4.
80

1.
48

10
0.
7

95
1

38
5

41
7

包
含
層

２
区

―
平
坦
地
区
３
層

石
製
品

打
製
石
斧

結
晶
片
岩

12
.7
0

6.
04

1.
57

12
9.
9

95
2

38
5

43
3

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区
３
層

石
製
品

石
包
丁

輝
石
安
山
岩

6.
50

4.
30

0.
45

23
.6

95
3

38
5

43
3

包
含
層

７
区

―
平
坦
地
区
３
層

石
製
品

石
包
丁

輝
石
安
山
岩

5.
70

8.
20

0.
55

34
.8

95
4

38
5

42
3

包
含
層

２
区

―
平
坦
地
区
３
層

石
製
品

磨
製
石
斧

蛇
紋
岩

11
.4
0

4.
80

2.
80

24
2.
3

95
5

38
5

42
5

包
含
層

２
区

―
平
坦
地
区
３
層

石
製
品

磨
石

輝
石
安
山
岩

3.
70

6.
20

2.
05

11
4.
8

95
6

38
6

42
7

包
含
層

８
区

―
平
坦
地
区
３
層

石
製
品

磨
石
・
敲
石

輝
石
安
山
岩

12
.0
0

10
.0
0

4.
50

71
8.
0

95
7

38
6

43
8

包
含
層

２
区

―
平
坦
地
区
３
層

石
製
品

砥
石

リ
ソ
イ
ダ
イ
ト

9.
30

4.
25

3.
88

19
6.
7

11
85

42
0

41
6

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区
２
ｂ
層

石
製
品

剥
片
石
器

サ
ヌ
カ
イ
ト

7.
60

3.
40

1.
10

24
.1

11
86

42
0

41
1

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区
２
ｂ
層

石
製
品

削
器

無
斑
晶
安
山
岩

7.
50

4.
70

1.
00

29
.6

11
87

42
0

41
3

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区
２
ｂ
層

石
製
品

石
匙

サ
ヌ
カ
イ
ト

3.
40

6.
90

0.
95

15
.9

11
88

42
0

40
9

包
含
層

２
区

―
平
坦
地
区
２
ｂ
層

石
製
品

打
製
石
鏃

無
斑
晶
安
山
岩

3.
54

2.
07

0.
50

2.
8

11
89

42
0

包
含
層

７
区

―
平
坦
地
区
２
ｂ
層

石
製
品

打
製
石
鏃

チ
ャ
ー
ト

2.
40

1.
30

0.
31

0.
6

11
90

42
0

40
9

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区
２
ｂ
層

石
製
品

打
製
石
鏃

無
斑
晶
安
山
岩

2.
60

1.
90

0.
50

1.
6

11
91

42
0

40
8

包
含
層

８
区

―
平
坦
地
区
２
ｂ
層

石
製
品

打
製
石
鏃

チ
ャ
ー
ト

2.
54

1.
90

0.
39

1.
3

11
92

42
0

40
8

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区
２
ｂ
層

石
製
品

打
製
石
鏃

黒
曜
石

0.
95

3.
10

0.
50

1.
6

姫
島
産

11
93

42
0

41
4

包
含
層

８
区

―
平
坦
地
区
２
ｂ
層

石
製
品

三
日
月
形
石
器

安
山
岩

3.
10

2.
05

0.
55

1.
8

11
94

42
0

包
含
層

８
区

―
平
坦
地
区
２
ｂ
層

石
製
品

磨
製
石
器

片
岩

2.
30

2.
30

0.
35

2.
0

11
95

42
1

41
6

包
含
層

２
区

―
平
坦
地
区
２
ｂ
層

石
製
品

剥
片
石
器

無
斑
晶
安
山
岩

8.
59

4.
40

1.
60

50
.5

11
96

42
1

42
0

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区
２
ｂ
層

石
製
品

打
製
石
斧

緑
泥
片
岩

11
.2
0

5.
95

1.
30

87
.9

11
97

42
1

42
0

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区
２
ｂ
層

石
製
品

打
製
石
斧

変
ハ
ン
レ
イ
岩

13
.7
0

6.
10

1.
50

11
7.
5

11
98

42
1

41
8

包
含
層

７
区

―
平
坦
地
区
２
ｂ
層

石
製
品

打
製
石
斧

結
晶
片
岩

11
.2
2

5.
25

1.
68

13
6.
9

11
99

42
2

41
9

包
含
層

２
区

―
平
坦
地
区
２
ｂ
層

石
製
品

打
製
石
斧

結
晶
片
岩

7.
65

6.
90

1.
25

12
6.
5

12
00

42
2

41
9

包
含
層

２
区

―
平
坦
地
区
２
ｂ
層

石
製
品

打
製
石
斧

角
閃
石
安
山
岩

7.
45

6.
52

1.
33

63
.6
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遺物観察表

遺
物
番
号
図
版
番
号

写
真
番
号

遺
構
名

出
土
地
点

包
含
層
層
位

種
　
別

器
　
種

石
　
材

法
　
量
（
cm
）

（
ｇ
）

備
　
　
　
　
　
考

調
査
区

遺
構
略
号

長
さ

幅
・
径

厚
さ

重
さ

12
01

42
2

43
2

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区
２
ｂ
層

石
製
品

石
包
丁

泥
質
片
岩

6.
10

（
8.
75
）

0.
43

38
.3

12
02

42
2

43
4

包
含
層

２
区

―
平
坦
地
区
２
ｂ
層

石
製
品

石
包
丁

頁
岩

3.
70

（
9.
30
）

0.
65

37
.3

12
03

42
3

口
絵
－
14

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区
２
ｂ
層

石
製
品

石
包
丁

頁
岩

4.
25

（
8.
65
）

0.
75

42
.9

12
04

42
3

口
絵
－
14

包
含
層

８
区

―
平
坦
地
区
２
ｂ
層

石
製
品

石
包
丁

頁
岩

3.
10

（
8.
05
）

0.
80

33
.3

12
05

42
3

口
絵
－
14

包
含
層

７
区

―
平
坦
地
区
２
ｂ
層

石
製
品

石
包
丁

頁
岩

4.
80

（
7.
60
）

0.
68

32
.2

12
06

42
3

口
絵
－
14

包
含
層

８
区

―
平
坦
地
区
２
ｂ
層

石
製
品

石
包
丁

泥
質
片
岩

3.
65

4.
60

0.
80

14
.7

12
07

42
3

43
4

包
含
層

２
区

―
平
坦
地
区
２
ｂ
層

石
製
品

石
包
丁

頁
岩

3.
08

5.
55

0.
61

14
.6

12
08

42
3

42
1

包
含
層

８
区

―
平
坦
地
区
２
ｂ
層

石
製
品

磨
製
石
斧

砂
岩

7.
78

3.
22

3.
40

14
6.
9

12
09

42
4

42
3

包
含
層

２
区

―
平
坦
地
区
２
ｂ
層

石
製
品

磨
製
石
斧

緑
泥
片
岩

9.
65

5.
40

1.
70

13
5.
1

12
10

42
4

42
3

包
含
層

２
区

―
平
坦
地
区
２
ｂ
層

石
製
品

磨
製
石
斧

緑
泥
片
岩

9.
10

4.
80

1.
15

96
.8

12
11

42
4

42
4

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区
２
ｂ
層

石
製
品

磨
製
石
斧

泥
質
片
岩

12
.2
5

6.
10

4.
10

29
6.
1

12
12

42
4

42
3

包
含
層

２
区

―
平
坦
地
区
２
ｂ
層

石
製
品

磨
製
石
斧

砂
岩

13
.3
1

5.
76

2.
98

31
1.
0

12
13

42
4

42
2

包
含
層

２
区

―
平
坦
地
区
２
ｂ
層

石
製
品

磨
製
石
斧

頁
岩

12
.6
0

5.
15

3.
58

28
6.
0

12
14

42
5

42
3

包
含
層

２
区

―
平
坦
地
区
２
ｂ
層

石
製
品

磨
製
石
斧

泥
岩

11
.8
8

4.
43

3.
35

24
4.
0

12
15

42
5

42
1

包
含
層

８
区

―
平
坦
地
区
２
ｂ
層

石
製
品

磨
製
石
斧

変
ハ
ン
レ
イ
岩

11
.5
0

7.
10

1.
70

12
9.
1

12
16

42
5

42
1

包
含
層

８
区

―
平
坦
地
区
２
ｂ
層

石
製
品

磨
製
石
斧

蛇
紋
岩

7.
50

7.
10

3.
60

22
5.
0

12
17

42
5

42
1

包
含
層

８
区

―
平
坦
地
区
２
ｂ
層

石
製
品

磨
製
石
斧

頁
岩

10
.0
0

6.
41

3.
01

29
1.
0

12
18

42
5

43
0

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区
２
ｂ
層

石
製
品

敲
石

砂
岩

10
.0
0

4.
30

3.
85

26
4.
0

12
19

42
6

42
9

包
含
層

８
区

―
平
坦
地
区
２
ｂ
層

石
製
品

敲
石

輝
石
安
山
岩

11
.9
5

4.
55

3.
05

24
5.
0

12
20

42
6

42
8

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区
２
ｂ
層

石
製
品

磨
石

角
閃
石
安
山
岩

7.
70

7.
00

3.
80

29
2.
0

12
21

42
6

42
5

包
含
層

２
区

―
平
坦
地
区
２
ｂ
層

石
製
品

磨
石

輝
石
安
山
岩

7.
11

6.
55

4.
10

23
5.
0

12
22

42
6

42
5

包
含
層

２
区

―
平
坦
地
区
２
ｂ
層

石
製
品

磨
石

輝
石
安
山
岩

5.
06

4.
60

3.
90

62
.6

12
23

42
7

42
5

包
含
層

２
区

―
平
坦
地
区
２
ｂ
層

石
製
品

磨
石

輝
石
安
山
岩

4.
67

3.
92

3.
30

70
.1

12
24

42
7

42
9

包
含
層

８
区

―
平
坦
地
区
２
ｂ
層

石
製
品

磨
石
・
敲
石

輝
石
角
閃
石
安
山
岩

5.
90

5.
10

2.
70

81
.7

12
25

42
7

包
含
層

２
区

―
平
坦
地
区
２
ｂ
層

石
製
品

磨
石

輝
石
安
山
岩

8.
40

7.
50

6.
80

49
2.
0

12
26

42
7

43
0

包
含
層

２
区

―
平
坦
地
区
２
ｂ
層

石
製
品

敲
石

輝
石
安
山
岩

9.
25

5.
80

5.
35

43
5.
0

被
熱
に
よ
る
赤
色
化
あ
り

12
27

42
7

42
6

包
含
層

２
区

―
平
坦
地
区
２
ｂ
層

石
製
品

磨
石

輝
石
安
山
岩

12
.3
0

7.
83

5.
40

75
0.
0

12
28

42
8

43
8

包
含
層

２
区

―
平
坦
地
区
２
ｂ
層

石
製
品

砥
石

砂
岩

4.
55

2.
10

1.
85

28
.9

12
29

42
8

43
8

包
含
層

２
区

―
平
坦
地
区
２
ｂ
層

石
製
品

砥
石

輝
石
安
山
岩

6.
75

6.
65

2.
10

11
9.
4

被
熱
に
よ
る
赤
色
化
あ
り
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遺物観察表

遺
物
番
号
図
版
番
号

写
真
番
号

遺
構
名

出
土
地
点

包
含
層
層
位

種
　
別

器
　
種

石
　
材

法
　
量
（
cm
）

（
ｇ
）

備
　
　
　
　
　
考

調
査
区

遺
構
略
号

長
さ

幅
・
径

厚
さ

重
さ

12
30

42
8

43
9

包
含
層

２
区

―
平
坦
地
区
２
ｂ
層

石
製
品

砥
石

輝
石
安
山
岩

24
.5
0

9.
10

9.
10

26
50
.0

12
31

42
8

44
0

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区
２
ｂ
層

石
製
品

砥
石

リ
ソ
イ
ダ
イ
ト

10
.1
0

6.
35

3.
50

21
4.
7

12
32

42
9

43
8

包
含
層

２
区

―
平
坦
地
区
２
ｂ
層

石
製
品

砥
石

砂
岩

8.
10

3.
80

2.
70

15
5.
3

12
33

42
9

43
7

包
含
層

２
区

―
平
坦
地
区
２
ｂ
層

石
製
品

浮
子
？

軽
石

8.
35

11
.1
6

2.
60

12
2.
8

12
34

42
9

44
1

包
含
層

７
区

―
平
坦
地
区
２
ｂ
層

石
製
品

硯
リ
ソ
イ
ダ
イ
ト

8.
90

8.
20

3.
70

32
0.
0

13
32

43
9

41
3

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区
２
ａ
層

石
製
品

石
匙

サ
ヌ
カ
イ
ト

3.
10

（
3.
55
）

0.
65

5.
9

13
33

43
9

40
8

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区
２
ａ
層

石
製
品

打
製
石
鏃

黒
曜
石

3.
26

1.
75

0.
45

2.
0

黒
色

13
34

43
9

41
5

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区
２
ａ
層

石
製
品

剥
片
石
器

結
晶
質
石
灰
岩

5.
05

2.
50

1.
20

10
.7

13
35

43
9

41
0

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区
２
ａ
層

石
製
品

磨
製
石
鏃

頁
岩

3.
30

2.
30

0.
30

2.
2

13
36

43
9

43
6

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区
２
ａ
層

石
製
品

石
剣
？

頁
岩

（
5.
40
）

3.
60

0.
95

24
.2

13
37

43
9

41
9

包
含
層

２
区

―
平
坦
地
区
２
ａ
層

石
製
品

打
製
石
斧

変
ハ
ン
レ
イ
岩

16
.2
0

5.
90

2.
25

36
7.
2

13
38

43
9

42
4

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区
２
ａ
層

石
製
品

磨
製
石
斧

頁
岩

11
.8
5

5.
30

3.
35

32
3.
5

13
39

43
9

43
5

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区
２
ａ
層

石
製
品

紡
錘
車

輝
石
安
山
岩

3.
60

0.
50

10
.4

孔
径
0.8
～
1.0
㎝

13
40

44
0

43
7

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区
２
ａ
層

石
製
品

石
錘

砂
岩

8.
70

5.
10

5.
50

30
4.
8

13
41

44
0

44
0

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区
２
ａ
層

石
製
品

砥
石

頁
岩

24
.4
0

4.
80

4.
90

60
5.
0

13
76

44
7

44
6

包
含
層

３
区

―
湿
地
区
４
層

石
製
品

磨
製
石
鏃

片
岩

3.
90

2.
35

0.
30

3.
9

13
77

44
7

44
6

包
含
層

３
区

―
湿
地
区
４
層

石
製
品

打
製
石
斧

安
山
岩

14
.0
0

8.
85

2.
90

41
0.
0

13
78

44
7

44
6

包
含
層

３
区

―
湿
地
区
４
層

石
製
品

石
包
丁

輝
石
安
山
岩

4.
90

11
.9
0

0.
50

51
.1

13
79

44
7

44
6

包
含
層

３
区

―
湿
地
区
４
層

石
製
品

石
包
丁

頁
岩

3.
25

5.
10

0.
50

13
.3

13
80

44
7

44
6

包
含
層

３
区

―
湿
地
区
４
層

石
製
品

磨
製
石
斧

蛇
紋
岩

9.
75

6.
45

2.
30

16
0.
5

13
81

44
7

44
6

包
含
層

３
区

―
湿
地
区
４
層

石
製
品

不
明
石
器

滑
石

4.
05

7.
65

2.
25

12
3.
5

14
27

45
3

44
6

包
含
層

３
区

―
湿
地
区
３
層

石
製
品

砥
石

リ
ソ
イ
ダ
イ
ト

12
.0
0

5.
90

4.
50

29
2.
6

天
草
砥
石

14
28

45
3

44
6

包
含
層

３
区

―
湿
地
区
３
層

石
製
品

棒
状
石
製
品

片
岩

9.
40

3.
70

1.
25

65
.5
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遺物観察表

遺
物
番
号

図
版
番
号

写
真
番
号

遺
構
名

出
土
地
点

遺
構
略
号

包
含
層
層
位

種
　
別

器
　
種

法
　
量
（
cm
）

（
ｇ
）

備
　
　
　
　
　
　
考

調
査
区

長
さ

幅
・
径

厚
さ

重
さ

 3
93

24
8

44
7

28
号
住
居

２
区

SI
‒1
3

―
鉄
製
品

不
明
鉄
器

9.
7

1.
5

0.
8

11
.8

 4
62

26
2

44
7

33
号
住
居

６
区

　
SI
‒2
6②

―
鉄
製
品

刀
子

8.
4

1.
5

0.
8

10
.0

 5
84

29
7

67
号
土
坑

１
区

SK
‒0
1

―
鉄
製
品

不
明
鉄
器

5.
0

3.
8

0.
6

3.
8

 6
54

31
3

44
号
住
居

１
区

　
SI
‒0
1②

―
鉄
製
品

鉄
鏃

6.
0

1.
0

0.
8

6.
2

 7
80

33
6

44
7

75
号
土
坑

１
区

SX
‒0
5

―
鉄
製
品

鉄
鏃

10
.9

1.
2

16
.0

 8
22

36
2

44
7

７
号
溝

７
区

SD
‒0
8

―
鉄
製
品

鉄
鏃

6.
8

1.
4

5.
6

 9
11

37
5

44
7

11
号
溝

２
区

SD
‒0
3

―
鉄
製
品

釘
6.
4

1.
3

12
.8

 9
58

38
6

44
8

包
含
層

７
区

―
平
坦
地
区
３
層

鉄
製
品

鉄
鏃

14
.0

1.
1

1.
3

32
.6

12
35

43
0

44
9

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区
２
ｂ
層

鉄
製
品

鍬
先

13
.0

13
.9

13
8.
2

12
36

43
0

44
8

包
含
層

２
区

―
平
坦
地
区
２
ｂ
層

鉄
製
品

刀
子

6.
0

5.
1

0.
5

34
.4

12
37

43
0

包
含
層

２
区

―
平
坦
地
区
２
ｂ
層

鉄
製
品

不
明
鉄
器

4.
5

3.
9

0.
6

22
.8

12
38

43
0

包
含
層

６
区

―
平
坦
地
区
２
ｂ
層

鉄
製
品

不
明
鉄
器

4.
2

4.
4

0.
9

24
.2

12
39

43
0

包
含
層

６
区

―
平
坦
地
区
２
ｂ
層

鉄
製
品

不
明
鉄
器

3.
1

2.
8

0.
8

9.
8

12
40

43
0

包
含
層

６
区

―
平
坦
地
区
２
ｂ
層

鉄
製
品

不
明
鉄
器

4.
2

3.
7

0.
8

17
.2

12
41

43
0

包
含
層

８
区

―
平
坦
地
区
２
ｂ
層

鉄
製
品

不
明
鉄
器

3.
2

4.
5

7.
6

13
42

44
1

44
8

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区
２
ａ
層

鉄
製
品

鎹
（
9.
1）

1.
8

1.
3

33
.6

13
43

44
1

44
8

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区
２
ａ
層

鉄
製
品

刀
子

（
3.
9）

1.
1

3.
0

13
44

44
1

44
8

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区
２
ａ
層

鉄
製
品

鉄
素
材

9.
4

6.
0

0.
8

13
1.
8

13
45

44
1

44
8

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区
２
ａ
層

銅
製
品

キ
セ
ル

7.
5

1.
0

9.
6

13
46

44
1

44
8

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区
２
ａ
層

銅
製
品

キ
セ
ル

5.
5

1.
6

1.
7

10
.4

13
47

44
1

包
含
層

１
区

―
平
坦
地
区
２
ａ
層

鉄
製
品

不
明
鉄
器

2.
7

4.
3

1.
0

10
.6

表
－
20
－
５
　
北
の
崎
遺
跡
出
土
遺
物
観
察
表
　
　
鉄
製
品
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第Ⅰ章　調査の概要

第Ⅰ章　調査の概要

第１節　調査組織

　予備調査、発掘調査の調査体制及び整理・報告書

作成業務に関わる組織は次の通りである（敬称略）。

１　予備調査（平成14年度）

調査主体 熊本県教育委員会

調査責任者 熊本県教育庁文化課長 成瀬　烈大

 教育審議員兼課長補佐 島津　義昭

調査総括 文化財調査第二係長 木崎　康弘

調査事務局 教育審議員兼課長補佐 小田　信也

 主幹兼総務係長 中村　幸宏

 主任主事 天野　寿久

調査担当者 参事 廣田　静学

 嘱託 西　　慶喜

 嘱託 西口　貴志

２　発掘調査（平成14年度）

調査主体 熊本県教育委員会

調査責任者 熊本県教育庁文化課長 成瀬　烈大

 教育審議員兼課長補佐 島津　義昭

調査総括 文化財調査第二係長 西住欣一郎

調査事務局 課長補佐 小田　信也

 主幹兼総務係長 中村　幸宏

 主任主事 天野　寿久

調査担当 主任学芸員 宮崎　敬士

 文化財保護主事 馬場　正弘

 嘱託 福永　雅美

 嘱託 稲富　陽子

 嘱託 米村　俊治

 嘱託 松野　直子

３　整理（平成18年度）

調査主体 熊本県教育委員会

整理責任者　熊本県教育庁文化課長 梶野　英二

 課長補佐 江本　　直

整理総括 主幹兼文化財調査第二係長

 西住欣一郎

調査事務局　課長補佐 吉田　　恵

 主幹兼総務係長 高宮　優美

 主任主事 小谷　仁志

整理担当 文化財保護主事 馬場　正弘

 嘱託 坂田美智子

４　報告書作成　（平成22年度）

調査主体 熊本県教育委員会 

整理責任者　熊本県教育庁文化課長 小田　信也

 課長補佐 木崎　康弘

整理総括 主幹兼文化財調査第二係長

 西住欣一郎

調査事務局　教育審議員兼課長補佐 宗村　士郎

 課長補佐 元島　　茂

 参事 山田　京子

整理担当 文化財保護主事 馬場　正弘

 嘱託 坂田美智子

５　調査指導及び調査協力者

　発掘調査及び整理・報告書作成に関する指導・

助言を頂いた先生方は以下の通りである。記して

感謝の意を表したい（敬称略）。

調査協力者

 岡本　真也（熊本県教育委員会）

 後藤貴美子（熊本県教育委員会）

 廣田　静学（熊本県教育委員会）

 西　　慶喜（熊本県教育委員会）

 中尾　健照（旧岱明町教育委員会）

６　 調査作業員（敬称略）

（１）　発掘調査

赤尾真史　荒木侯子　飯塚俊一　池田八千代

北田弘成　北原靖治　木本勝雄　田上敏子

高村伸一　中本フタミ　仲山諏訪子　仲山光丸

仲山睦郎　西嶋喜久代　東とし子　平山節子

廣瀬正義　前田道子　村上勝也　村上敏則

矢加部潔　山内勲　池田耕廣　雪野ミチ子

石島カシ子　生森キミヨ　藤嶽和義　木山鎮良

三津家キミ子　榎本ミチヨ　榎本喜義　明石照弘

清田栄子　清田淳二　大久保靖子　猿渡カオリ

小島春子　大野広行　古庄哲子　南久子　満原恵

明石穂奈美　左内誠志　松本肇代　荒木優子

平永保雄　石原紀久代　石元孝行　梶山文男

北田テイ子　高崎ハル子　田添五雄　徳山司

中林静代　中林淳子　藤本政子　星野テツヤ

前村国博　宮本知恵子　村上洋子　森本起江

山中栄一郎　吉田由美子

 



531

第Ⅰ章　調査の概要

0 100m

1/2000

図－488　釼抜遺跡調査地の位置図

　工事後の遺跡周辺の略図と 抜遺
跡の位置。色をつけてある部分が今
回発掘調査を行った箇所。現在では
木葉川の堤防と舟島の集落に入る道
路となっている。

図－487　釼抜遺跡の位置図
玉名市大字安楽寺字舟島

　木葉川左岸の舟島橋周辺に所在す
る遺跡。
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（２）　整理作業

（一次整理）

瀬口絹代　松本直枝　吉武知佐子　浪床せい子

青山玲子　中島ひろみ　冨田知子　興梠富貴子

米倉五月　村山紀子　篠崎チカ子　上野栄子

内田孝子　中山安子　吉本清子　古閑知子

益田久子

（二次整理）

井島秀子　金子美代子　府内博子

第２節　調査の経過

１　調査に至る経緯

　平成11年に玉名地域振興局土木部から依頼を受

け、県文化課が遺跡地図との照合と現地踏査を実

施した結果、工事予定地内には埋蔵文化財が存在

する可能性が高いと判断し、予備調査が必要な旨

を玉名地域振興局に通知した。これを受け玉名地

域振興局土木部（玉名工124号）から平成12年９

月６日に予備調査の依頼が県文化課になされたた

め、平成14年６月５日から平成14年６月10日、平

成14年８月30日に同調査を実施した。同調査では、

試掘坑（トレンチ）を10箇所設定した。その結果、

２トレンチから古墳時代から奈良・平安時代の土

師器を中心におびただしい量の遺物が包含されて

いることが発見された。そのため、平成14年９月

30日に玉名地域振興局に対し予備調査結果を通知

し、併せて文化財保護法57条の３第１項に基づき

発掘の通知が必要な旨を通知した。それを受け平

成14年11月21日に発掘通知を文化財保護法第57条

の３第１項に基づき通知された。

　平成14年11月29日に玉名地域振興局土木部から

埋蔵文化財発掘に関する依頼が県文化課に提出さ

れたため、県文化課は文化財保護法第58条の２第

１項に基づき、平成15年１月８日に玉名地域振興

局及び玉名市教育員会に対し、発掘調査に着手す

る旨を通知し発掘調査に至っている。

２　調査の過程

平成15年１月６日　調査１区がおびただしい出水

のため冠水しており、水中ポンプにて揚水作業

を行う。

平成15年１月７日　発掘調査事務所にて、作業員

への説明会を実施する。

平成15年１月８日　発掘調査を開始する。調査１

区は狭小地のため10ｍごとに区画してグリッド

設定を行い、遺物包含層である２層を掘削開始。

平成15年１月10日　廃土移動のためのベルトコン

ベアを設置する。

平成15年１月14日　調査１区の基本土層を確定さ

せる。

平成15年１月16日　出水が激しく、調査１区全体

が潟状となり、出土遺物にも粘性の高い粘土が

付着し、電動噴霧器により洗い流す作業を発掘

作業と同時に行う。

平成15年１月22日　調査２区の表土掘削を行う。

調査１区では、３ａ層掘削を開始する。

平成15年２月７日　調査１区の調査を完了する。

平成15年２月12日　調査２区の調査を開始する。

調査区北側の矢板に沿ってトレンチを入れる。

本調査区も調査１区同様おびただしい出水をみ

る。２層を各グリッドごとに掘削する。

平成15年２月13日　調査２区の基本土層を確定さ

せる。

平成15年２月27日　調査２区は、３ａ層を掘削す

る。

平成15年３月５日　調査２区西側半分の調査完了

写真を撮影し、調査を終える。

平成15年３月12日　調査３区の表土掘削を開始す

る。

平成15年３月14日　調査３区の基本土層を確定し、

２層の掘削を開始する。

平成15年３月28日　調査３区の調査完了写真を撮

影し、調査を完了した。午後調査機材や出土物

を文化財資料室に撤収した。

第Ⅱ章　遺跡の概要

　北の崎遺跡と同一事業、同一地域であり、北の崎

遺跡と重複するため割愛する。　北の崎遺跡参照。
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第Ⅲ章　調査成果

第１節　調査地について

１　調査にあたっての開削工法及び調査機材

　本遺跡は、沖積地の遺跡である。遺跡に隣接する

道路及び堤防の法面保護のため止水鋼矢板を打って

開削工法をとった。　

　調査機材にあたっては、現地表面からの掘削深度

が深いためベルトコンベアによる廃土運搬を行うこ

ととした。また、調査中激しく湧水したため水中ポ

ンプにより恒常的に排水した。　

２　調査区の設定

　調査総面積は、1408㎡である。調査地は、（現）

木葉川の南側の水田部である。そこで工事によって

道路になる部分を１区、木葉川の堤防部になる部分

を２区及び３区とした。尚、堤防となる部分におい

ては、廃土置き場の問題があり半分調査を行い、半

分を廃土置き場にし、調査が完了したら反転させる

手法をとったため２区と３区に分割した。

第２節　調査の方法

　調査にあたっては、調査を開始する前に発掘調査

要領を作成し、調査担当者が共通理解を行い同じ調

査の精度であたれるようにした。以下その要旨のみ

を記載しておく。

１　測量

　木葉川災害復旧等関連事業において熊本県土木部

が設置した日本測地系の基準点資料をもとに、既知

点間を検査測量精度確認した上で、新設基準点を打

設し結合トラバースを組み基準点測量を調査区ごと

に行った。また、メッシュ杭設置においては、設置

した４級の新設基準点をもとに、調査区域内のメッ

シュ杭を10ｍピッチで打設した。よって、今回、

抜遺跡は、木葉川災害復旧等関連事業に伴う基準点

資料を使用したことにより日本測地形による座標を

用いることとした。

２　グリッド調査法

　国土座標（Ⅱ系）に準拠した10ｍグリッドを基

本単位とするグリッド法を用いた。調査区すべて

の範囲を網羅するために、国土座標に基づき

抜遺跡座標を設定した。国土座標（Ｘ＝－8600ｍ、

Ｙ＝－37600ｍ）を 抜遺跡座標の原点（ｘ＝０ｍ、

ｙ＝０ｍ）として、３桁の正の整数で表すこととし

た。国土座標から 抜遺跡座標への変換式は次の通

りである。（ｘ、ｙ）＝（8600＋国土Ｘ座標、37600

＋国土Ｙ座標）また、10ｍごとに打設したグリッド

杭の名称は、 抜遺跡の座標値（ｘ＝100ａ＋10ｂ、

ｙ＝100ｃ＋10ｄ：ａはｘ座標の百の位の数字、ｂ

はｘ座標の十の位の数字、ｃはｙ座標の百の位の数

字、ｄはｙ座標の十の位の数字である）を「acbd」

として表し、各グリッドの南西隅の杭名をグリッド

名とした。

　尚、１区は、狭小区であったため、上記のグリッ

ド設定はせず、北側から４区分し、１グリッド・２

グリッド・３グリッド・４グリッドとグリッド名を

つけ調査にあたった。

３　分層調査法

　層位については、遺物包含層（土器や石器などの

遺物を含んだ自然堆積層）の層位と遺構内の埋土

（人為的もしくは自然に遺構を埋られた土）で使用

する層位を区別するために、遺物包含層については、

算用数字で上層から１層、２層・・・と表記し、遺

構内の埋土の層を表す時には算用数字の前に埋めら

れた土であるという意味を持たせるため「埋」をつ

け、埋１層、埋２層・・・と表記した。尚、調査の

途中で漸移層（層と層の境界で漸移的に移りかわっ

ていく部分）や新たに認識された層が出てきたとき

には、アルファベットの小文字をつけ、埋２ｂ層の

ように細分した。

　しかし、今回の調査では遺物は出土したものの遺

構は１基も検出されなかったため埋土の表記はな

かった。

４　実測図作成

　現地での発掘調査における実測図作成にあたって

は、1/20の縮尺で断面図・平面図・遺物出土状況図

を作成することとした。

５　写真撮影

　遺構検出時（掘削前）、遺物出土時（掘削中）、完

掘時（掘削後）の各段階において、調査担当者が小

型カメラと中型カメラを使用し、モノクロとカラー

で撮影することとした。
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６　出土遺物の取り上げ

　出土遺物の取り上げについては、各グリッド、各

層位ごとに一括して取り上げる方法と出土地点を平

面座標と標高を記録して取り上げる方法のどちらか

を必要に応じて採用した。

0
20

m

* ( 　 )内の数値は、 抜遺跡座標

図
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釼
抜
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第３節　 抜遺跡基本土層

１層　表土

２層　遺物包含層。黒褐色（10YR3/1）

粘土層。直径が１㎝以内程度の安山岩

の風化物を含む。粘性は中程度、しま

りも中程度である。本層には、植物片

（根・枝など）を含む。最下層におい

ては量的にも増える。

３ａ層　遺物包含層。灰色（7.5YR4/1）

粘土。２層よりかなり明度が増し黄色

が強くなる。最上部から約30㎝付近に

レンズ状に黒色粘土層を挟む。層とし

て２区の一部で見られ、連続性がない

ことからあえて層名を付けていない。

この層には植物片が非常に少なく粘土

として純度が高い。粘性は強く、しま

りは中程度。

３ｂ層　層全体の色調としては、赤褐

色であるが本層を構成する粘土は灰色

（7.5Ｙ4/1）の粘土である。植物片を

多量に含む。１区が量的には最も多く、

２区、３区と量的に減る傾向をしめす。

旧河川より離れることにより減る傾向

にあるのだろう。よって１区付近は、

過去小川のような小規模の河川が形成

されていた可能性がある。遺物を少量

含む。粘性は中程度でしまりは弱い。

４層　青灰色（5BG5/1）粘土。かな

り粘土質であるが、小礫が含まれる。

上位の層で見られていた植物片が全く

見られない。無遺物層である。粘性及

びしまりは１層から４層の中では最大

である。

図
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第４節　遺構及び遺物

１　遺構

　今回の発掘調査で、遺構は検出されなかった。

２　遺物

　今回の発掘調査で、遺構は検出されなかったが、

遺物は包含層の中から、古墳時代から中世までの土

器や石器などが各層で混在して出土した。それぞれ

の層を形成した時代の人々によって層ごと乱された

ものと考えられる。よって、ここでは遺物実測図を

掲載するとともに、写真を掲載し、各遺物を解説し

ておく。なお、本遺跡の包含層は２層と３ａ層から

なる。

　２層の出土遺物から解説する。２層は、中世から

古代の遺物を中心とするようである。１は土師器小

皿。外底面に回転糸切り離し痕がのこる。２は土師

器小皿で、外底面にはヘラ切り離し痕が見られる。

３は坏である。底部から屈曲して立ち上がる。４は

土師器の坏である。丸みを帯びながら立ち上がる。

５、６は、瓦器質椀である。内外面にミガキが施さ

れている。７、８は、瓦器質椀で炭素吸着処理を内

器面に施した黒色土器Ａ類である。７は器高がやや

高く外に開く長い高台をもつ。９は、龍泉窯系青磁

椀である。二又片刃によって体部内面を分割してあ

り、その中には、飛雲文を入れてある。底部の器肉

が厚く断面が四角形の高台を有する。この類の椀に

は口縁端部に指でつまんだような凹部をなすものが

あるが、口縁がほとんど残存しておらず不明である。

12世紀中頃から後半にかけてのものであると思われ

る。10は、白磁の椀である。口縁部には、肉厚な玉

縁がある。内面には、横沈線が施され、見込み部に

は一段沈む部分がなく、高台では内側の抉りが浅く、

底部の器肉が厚い。11世紀後半から12世紀前半のも

のではないかと考えられる。11は、土師器の高坏で、

脚部に３箇所の穿孔を施してある。坏部は欠損して

不明。12は須恵器の甕の胴部の破片である。外面に

は格子目タタキ、内面には平行タタキ調整を行って

いる。13から23までは土錘である。16、18、19はほ

ぼ完形である。16には指頭圧痕が残る。刺し網に使

用されたものであろう。24は用途不明の土製品であ

る。25は滑石製の石である。26は滑石製の円盤状の

石製品である。中央はつまみ状になっている。用途

不明である。27は、滑石製の石鍋の口縁部と思われ

る。２箇所の凹部がある。28と29は、滑石製の臼玉

である。30は羽口である。先端部には鉄が付着して

いる。孔径は3.4㎝、径は9.05㎝を測る。やや細身

である。製鉄というより鍛冶の羽口と考えている。

31は、石包丁である。石材は砂岩である。中央部分

しか残っていない。32、33は、砥石である。石材は、

32が片岩で33は砂岩であり、２面に明瞭な磨り面が

ある。34と35は瓦である。34は丸瓦で凹面には布目

痕があり、35は平瓦で凹面に布目痕。凸面に縄目

痕がある。36は鈴である。時代は不明である。37は、

筒状の銅製品である。両端と中央部に２条ずつ溝を

施してある。用途不明である。

　本遺跡は、低湿地の遺跡であり、基本土層に記載

があるように粘土が卓越する。よってこの粘土が空

気を遮断することにより木器が朽ちることなく良好

に保存されていた。今回の調査区においては流木と

ともに植物の葉なども出てきたが、掘削直後は緑色

を呈していた。空気に触れることで急激に酸化され

黒色化してしまうところから如何に保存状態がよ

かったかが理解できる。38は、板状の木製品である。

中央に直径1.8㎝の穿孔が施されている。中央の直

径1.9㎝の孔から２個の孔にむかって２本放射状に

のびる紐の痕跡が見られ、裏面では板を巻くように

外へのびる紐の跡が見られる。用途は不明である。

39は薄板状の曲物の一部である。材料はスギ材であ

る。40は、鏑矢である。タイミンタチバナの木を材

料とする木製の鏑矢である。内部は空洞になってお

り、一部欠損しており正確にはわからないが、８箇

所に小孔を空けてあり卵型の形状をなしていると思

われる。小孔は６箇所残存する。41は、ヒノキを材

料とする把手である。本体部は完全に欠損している。

42は、ムクノキを材料とする棒状加工品である。先

端部に工具痕が認められる。43は、薄板状の板状加

工品で用途は不明。



537

第Ⅲ章　調査成果

図－491　釼抜遺跡遺物包含層（２層）出土遺物　①
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図－492　釼抜遺跡遺物包含層（２層）出土遺物　②
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図－493　釼抜遺跡遺物包含層（２層）出土遺物　③
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　44から47は土師器の皿である。底部は回転ヘラ切

離し後未調整である。48と49は、須恵器の皿で、底

部外面に墨書がなされている。どちらも釈読できず。

50は、須恵器椀である。底部外面に墨書されている

が釈読できず。51は須恵器の坏である。52は、完形

の土師器の耳坏である。上面は楕円状をなし耳状の

形状を呈している。見込み部には指頭圧痕がのこる。

53と54は、土師器の鉢である。53は見込み部に工具

痕がある。54は、外面の口縁部に１条の沈線をめぐ

らし、内面の見込み部はミガキ調整を施す。55は、

土師器の台付鉢である。脚部は短く、外に大きく開

く。全面に赤色顔料痕がある。56は、土師器椀の黒

色土器である。炭素吸着処理を内面に施した黒色土

器Ａ類である。内外面ともミガキ調整を施す。57は、

図－494　釼抜遺跡遺物包含層（２層）出土遺物　④
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瓦器質椀である。ミガキ調整を施しているが粗雑

で、高台は低い。口縁部には一周めぐる黒斑が見ら

れる。58は、瓦器質椀である。高台の上には１段別

に台を設け、口縁は小さくつまみだしている。59は、

土師器椀である。高台は高い。全体的に摩耗が激し

い。60は、土師器の器台である。脚部に一部黒斑が

見られ、1/2は欠損しているが、穿孔の位置関係か

ら４箇所に穿孔があると思われる。また、脚部内面

上部に盛り上がった箇所が見られる。支持土と思わ

れる。61は、土師器の高坏である。柱状部は中実で

図－495　釼抜遺跡遺物包含層（３ａ層）出土遺物　①
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ある。坏部は大きく屈曲し、ケズリのちハケメやナ

デ調整でミガキが施されていない。調整がやや雑で

ミガキが省略されているものと思われる。脚部も屈

曲しており段がつけてある。それぞれの段に４箇所

ずつ穿孔が設けてあり、計８箇所ある。

　62と63は、高坏である。63は、坏部の上半と下半

の屈曲部はあまり目立たなく、上半部は直線的に延

びる。脚柱状部は、脚裾部への屈曲がきつい。穿

孔は、柱状部の下部に１箇所空けられている。坏部

内外面ともハケメ調整である。64は小型丸底壺であ

る。65と66は、小形丸底鉢である。底部はやや尖

底ぎみで、口縁はさほど長くなく頸部がしまらない。

67は小型丸底壺である。底部は丸底になり、くびれ

も強くなり、頸部が長くなる。68は「はそう」であ

る。胴部に孔を有し、1.2㎝をはかる。口縁部は欠損

している。69と70は小型丸底壺である。頸部のしま

りがきつい。70は口縁端部が欠損している。71と72

は壺である。71は口縁部は直線的に立ち上がり、72

はやや内湾している。73と74は甕である。73は小形

の甕で平底である。74は、丸底の甕で口縁がやや外

反する。75は、壺である。76は甕で、器壁が薄くな

り、胴部の肩に櫛描きの波状文を一周めぐらす。口

縁端部は、内側にすこしつまみ出して内傾している。

77と78は須恵器の甕の胴部である。内面に同心円状

のあて具痕があり、外面は平行タタキである。79と

80は加飾複合口縁壺である。79には２個組の浮文が

口縁部にめぐらしてある。80は、２個組の竹管文が

3.2㎝～ 3.5㎝間隔で10組あり、一周めぐらすように

施してある。内外面ともミガキ調整であり、80では、

頸部下部に突帯をめぐらしている。81から84は甑で

ある。82及び83は底部から体部にかけゆるやかに立

ち上がる。また底部に穿孔を施してある。古墳時代

の所産と思われる。82は内面がハケメ調整後ナデ、

外面がナデ調整である。穿孔の直径は６㎜をはか

る。83は、内外面ともハケメ調整後ナデである。穿

孔は15㎜をはかる。81及び84は、８世紀後半から９

図－496　釼抜遺跡遺物包含層（３ａ層）出土遺物　②
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世紀前半の甑と思われる。内外面とも灰黄色を呈し

ている。84にはケズリ後丁寧にナデている把手がつ

く。底部は欠損している。内面はヘラケズリで外面

はタテ方向のハケメ調整である。85は、完形で鉢形

の手捏ね土器である。底部は平底で外面に黒斑があ

る。ナデ調整である。86も、完形で鉢形の手捏ね土

図－497　釼抜遺跡遺物包含層（３ａ層）出土遺物　③
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図－498　釼抜遺跡遺物包含層（３ａ層）出土遺物　④
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図－499　釼抜遺跡遺物包含層（３ａ層）出土遺物　⑤
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器である。器壁が非常に厚い。全体的に指ナデであ

り指頭圧痕が残る。87は、壺形の手捏ね土器である。

口縁部が欠損している。内外面ともナデ調整である

が、一部指頭圧痕が残っている。外面に黒斑があ

る。88は、鉢形の手捏ね土器である。意識的に底部

を作り上げている。指頭圧痕が一部残る。89から93

まで、鉢形の手捏ね土器である。89は外面の口縁部

や底部に指頭圧痕が残る。90は、体部から口縁部に

かけ一部欠損している。91は、尖底のものですわり

が悪い。92と93は、平底である。94は甕形の手捏ね

土器で口縁端部を若干つまみあげて作り上げている。

平底ぎみである。95は、坏形の手捏ね土器で、口縁

部は指おさえで整形。96は、鏡形の土製模造品であ

る。鈕はつまみ形であり横に孔をあけている。全体

ナデ調整である。97は人形の土製品で全体の形状は

不明。98は細長い筒型の土錘である。1/3ほど欠損

していると思われる。99及び100は丸瓦の破片であ

る。凹面には布目痕が残り、凸面はナデである。101

は石鍋である。滑石というよりは黒雲母片岩を石材

としている。外面には手斧によるケズリ痕があり底

部にかなりしっかりと煤が付着している。内面は不

定方向のケズリがなされている。内面底部には炭化

図－500　釼抜遺跡遺物包含層（３ａ層）出土遺物　⑥
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物が付着している。食物の残骸と思われる。把手は

縦長に削り出して作られている。102は、滑石製の紡

錘車であり、一部欠損している。穿孔から放射状に

線刻が施され、その中央部に円を描くように輪状の

線刻が施されている。103は、棒状の石製品で用途

不明。104から106は、砥石である。104は３面、106

では４面に磨り面が確認できる。107と108は土製勾

玉であり、穿孔は一方向から空けられている。109か

ら112は、曲物の蓋もしくは底板の一部と考えられる。

111には金具が取り付けてある。紐をかけたもので

あると考えられるため蓋であろうと考えられる。109、

110及び112は材として、マツ科モミ属の木材を使用

しており、111はツガ属を使用している。113と114は、

板状の加工品であり、穿孔を施してある。113は、斜

めに空けられており、114は面に対して垂直に空けら

れている。材はともにコナラ属アカガシ亜属である。

同じ１区２グリッドの３ａ層から出土しているため

同一個体の可能性がある。板の厚さは、113が2.1㎝、

114が2.0㎝でありほぼ同じ厚さである。115は、棒状

の加工品であり、材はブナ科コナラ属である。表面

に縦に５条の溝が設けられている。用途は不明であ

る。116は棒状の加工品の先端部と思われる。木錘

が折れたものかもしれない。材としてヤブツバキを

使用している。117は、木製の台付椀である。ガマ

ズミ属の材を使用している。体部から口縁部まで欠

損している。118は石包丁である。一部欠損している。

119は土師器の坏である。底部に穿孔が施されてい

る。外面底部には回転糸切り痕が残る。

図－501　釼抜遺跡遺物包含層（３ａ層）出土遺物　⑦
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図－502　釼抜遺跡遺物包含層（３ａ層）出土遺物　⑧
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図－503　釼抜遺跡遺物包含層（３ａ層）出土遺物　⑨
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調査成果のまとめ

　今回の発掘調査では、遺構の検出はなかったが、

ある程度まとまった遺物が検出された。 抜遺跡で

の包含層は２枚ある。それぞれの包含層が形成され

た時期の詳細はわからないが、おおかた２層は古代

（８世紀後半）から中世（12世紀中頃から後半）の

出土遺物が認められた。一方、３ａ層では古墳前期

から古代（10世紀中葉）の幅で出土遺物が認められ

た。各層で時代が若干重複するところはあるがおお

かた２層が中世の層で、３ａ層が古墳時代から古代

にかけての層であるような傾向を示す。

　特筆すべき点としては、２層から鏑矢が出土して

いることである。梅林天満宮では今でも氏子を持ち

回りで変えながら流鏑馬が行われている。この鏑矢

が直接関係しているか定かではないが、　900年以上

前から現代に引き継がれている伝統行事だけに注意

を要するところであろう。また、羽口が検出されて

いることから周囲に鍛冶遺構が存在した可能性があ

る。３ａ層では、墨書土器が出土したり、耳坏や58

の椀に見られるような高台の上に台をつけるような

特異的な土器が出土したり、布目瓦が出土している

点から、近隣に寺があった可能性がある。

　住民への聞き取りで、 抜遺跡が所在する舟島に

は戦前まで遺跡の南側に小高い丘が存在していたそ

うである。今では削平され消失しているが、この丘

には、出土した遺物に関連がある施設があった可能

性は十分考えられる。

図－505　釼抜遺跡表土から出土した遺物

図－504　釼抜遺跡遺物包含層（３ａ層）出土遺物　⑩
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１　試料

　試料は熊本県 抜遺跡から出土した用途不明

品６点である。

２　観察方法

　剃刀で木口（横断面）、柾目（放射断面）、板

目（接線断面）の各切片を採取し、永久プレパ

ラートを作製した。このプレパラートを顕微鏡

で観察して同定した。

３　結果

　樹種同定結果（針葉樹３種、広葉樹２種）の

表と顕微鏡写真を示し、以下に各種の主な解剖

学的特徴を記す。

１）マツ科モミ属（Abies sp.）

（遺物No.109）（遺物No.110）

（写真－38　No. ４）（写真－38　No. ５）

　木口では仮道管を持ち、早材から晩材への移

行は比較的ゆるやかで晩材部の幅は狭い。柾目

では放射組織の上下縁辺部に不規則な形状の

放射柔細胞がみられる。放射柔細胞の壁は厚く、

数珠状末端壁になっている。放射組織の分野壁

孔はスギ型で１分野に１～４個ある。板目では

放射組織は単列であった。モミ属はトドマツ、

モミ、シラベがあり、北海道、本州、四国、九

州に分布する。

２）ヒノキ科アスナロ属（Thujopsis sp.）

（遺物No.43）

（写真－39　No.10）

　木口では仮道管を持ち、早材から晩材への移

行は緩やかであった。樹脂細胞は晩材部に散在

または接線配列である。柾目では放射組織の分

野壁孔はヒノキ型からややスギ型で１分野に２

～４個ある。板目では放射組織はすべて単列

であった。数珠状末端壁を持つ樹脂細胞がある。

アスナロ属にはアスナロ（ヒバ、アテ）とヒノ

キアスナロ（ヒバ）があるが顕微鏡下では識別

困難である。アスナロ属は本州、四国、九州に

分布する。

３）スギ科スギ属スギ

（Cryptomeria japonica D. Don）

 （遺物No.39）

 （写真－39　No.13）

　木口では仮道管を持ち、早材から晩材への移

行はやや急であった。樹脂細胞は晩材部で接線

方向に並んでいた。柾目では放射組織の分野

壁孔は典型的なスギ型で１分野に１～３個ある。

板目では放射組織はすべて単列であった。樹脂

細胞の末端壁はおおむね偏平である。スギは本

州、四国、九州の主として太平洋側に分布する。

４）ブナ科コナラ属コナラ亜属コナラ節

（Sect. Prinus Loudon syn. Diversipilosae‚

Dentatae）

（遺物No.115）

（写真－38　No. ６）

　環孔材である。木口では大道管（～ 380㎛）

が年輪界にそって１～３列並んで孔圏部を形成

している。孔圏外では急に大きさを減じ、薄壁

で角張っている小道管が単独あるいは２～３個

複合して火炎状に配列している。放射組織は単

列放射組織と非常に列数の広い放射組織がある。

柾目では道管は単穿孔と対列壁孔を有する。放

射組織は全て平伏細胞からなり同性である。道

管放射組織間壁孔には大型の壁孔が存在する。

板目では多数の単列放射組織と肉眼でも見られ

る典型的な複合型の広放射組織が見られる。コ

ナラ節にはコナラ、ミズナラ、カシワ等があり、

北海道、本州、四国、九州に分布する。

第Ⅳ章　理化学分析

釼抜遺跡出土木製品の樹種調査
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５）ニレ科ムクノキ属ムクノキ

（Aphananthe aspera Planchon）

（遺物No.42）

（写真－39　No.14）

　散孔材である。木口では中庸の道管（～ 170

㎛）が単独ないし２～３個放射方向に複合して

年輪界に散らばっている。軸方向柔細胞は道管

の周囲を取り囲んだものやそれらがつながって

白い帯のように見えるもの（連合翼状～帯状柔

組織）がある。柾目では道管は単穿孔と多数の

壁孔を有する。放射組織は平伏と直立細胞から

なり異性である。道管放射組織間壁孔は篩状の

壁孔が存在する。板目では放射組織は１～５細

胞列、高さ～ 700㎛からなる。ムクノキは本州、

四国、九州に分布する。
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雄山閣出版（1988）

島地　謙・伊東隆夫「図説木材組織」地球社（1982）

伊東隆夫「日本産広葉樹材の解剖学的記載Ⅰ～Ⅴ」 

京都大学木質科学研究所（1999）

北村四郎・村田　源「原色日本植物図鑑木本編Ⅰ・

Ⅱ」保育社（1979）

深澤和三「樹体の解剖」海青社（1997）

奈良国立文化財研究所「奈良国立文化財研究所　史

料第27冊　木器集成図録 近畿古代篇」（1985）

奈良国立文化財研究所「奈良国立文化財研究所　史

料第36冊　木器集成図録 近畿原始篇」（1993）

遺物番号 器　種 樹　種

109 板状加工品 マツ科モミ属

110 板状加工品 マツ科モミ属

115 棒状加工品 ブナ科コナラ属コナラ亜属コナラ節

43 板状加工品 ヒノキ科アスナロ属

39 板状加工品 スギ科スギ属スギ

42 棒状加工品 ニレ科ムクノキ属ムクノキ

表ー 21　釼抜遺跡出土木製品同定表
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第Ⅳ章　理化学分析

木口 柾目 板目
　No-4　　マツ科モミ属

木口 柾目 板目
　No-5　　マツ科モミ属

木口 柾目 板目
　No-6　　ブナ科コナラ属コナラ亜属コナラ節

写真－38　釼抜遺跡出土木製品顕微鏡写真　①
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第Ⅳ章　理化学分析

木口 柾目 板目
　No-10　 ヒノキ科アスナロ属

木口 柾目 板目
　No-13　 スギ科スギ属スギ

木口 柾目 板目
　No-14　 ニレ科ムクノキ属ムクノキ

写真－39　釼抜遺跡出土木製品顕微鏡写真　②
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遺物観察表

法
量
（
　
　
）
は
復
元
値
。
焼
成
は
、
良
好
、
良
、
不
良
の
３
段
階
に
分
け
る
。

遺
物

番
号
図
版
番
号
写
真
番
号

出
土
地
点

包
含
層

層
位

種
　
別

器
　
種

法
　
量
（
㎝
）

調
　
　
整

色
　
　
調

胎
　
土

焼
成

備
　
　
　
考

口
径

底
径

最
大
胴
径

器
高

高
台
高

残
存
高

外
面

内
面

外
面

内
面

1
49
1
45
0

調
査
３
区

21
28
Ｇ

２
層

土
師
器

皿
9.
4

7.
2

1.
5

ヨ
コ
ナ
デ
　
回
転
糸
切
り
離

し
ヨ
コ
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）

に
ぶ
い
黄
燈

（
10
Y
R7
/3
）
長
石
　
角
閃
石

雲
母
　
赤
色
粒

良

2
49
1
45
0

調
査
3
区

21
18
Ｇ

２
層

土
師
器

皿
8.
9

6.
4

1.
2

ヨ
コ
ナ
デ
　
ヘ
ラ
切
り
離
し
ヨ
コ
ナ
デ

灰
黄
褐

（
10
Y
R6
/2
）

灰
黄
褐

（
10
Y
R6
/2
）
長
石
　
雲
母

赤
色
粒

良

3
49
1
45
0

調
査
３
区

21
19
Ｇ

２
層

土
師
器

杯
9.
7

6.
5

2.
2

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ
切
り
離
し
回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

灰
黄

（
2.
5Y
6/
2）

灰
黄

（
2.
5Y
6/
2）

石
英
　
褐
色
粒
良
好

4
49
1
45
0

調
査
３
区

21
18
Ｇ

２
層

土
師
器

坏
14
.4

7.
5

3.
8

ヨ
コ
ナ
デ
　
ヘ
ラ
切
り
離
し
ヨ
コ
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
7.
5Y
R7
/4
）

に
ぶ
い
橙

（
7.
5Y
R7
/4
）
長
石
　
雲
母

赤
褐
色
粒

良

5
49
1
45
0

調
査
３
区

21
09
Ｇ

２
層

瓦
器
質
土
器

椀
16
.6

6.
6

6.
5

0.
3

回
転
ナ
デ
　
ミ
ガ
キ
　
ナ
デ
ミ
ガ
キ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）

浅
黄

（
2.
5Y
7/
3）

石
英
　
赤
色
粒

良
外
面
に
指
頭
圧
痕

6
49
1
45
0

調
査
１
区

３
Ｇ

２
層

瓦
器
質
土
器

椀
（
15
.5
）

6.
5

6.
3

0.
5

ヨ
コ
ナ
デ
　
ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R6
/3
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R6
/3
）
長
石
　
雲
母

良

7
49
1
45
0

調
査
１
区

３
Ｇ

２
層

黒
色
土
器
Ａ
類

椀
（
10
.2
）
（
7.
0）

4.
7

0.
8

ヨ
コ
ナ
デ
　
ミ
ガ
キ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ミ
ガ
キ

灰
黄

（
2.
5Y
7/
2）

黒
（
7.
5Y
2/
1）

長
石
　
角
閃
石

良
内
面
に
指
頭
圧
痕

8
49
1
45
0

調
査
１
区

２
Ｇ

２
層

黒
色
土
器
Ａ
類

椀
（
15
.2
）

6.
0

5.
7

0.
6

ナ
デ
　
ミ
ガ
キ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ミ
ガ
キ

黄
灰

（
2.
5Y
4/
1）

オ
リ
ー
ブ
黒

（
5Y
3/
1）

長
石
　
雲
母

良

9
49
1
45
0

調
査
１
区

２
Ｇ

２
層

青
磁

椀
16
.3

6.
0

6.
9

0.
5

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
　
ケ
ズ
リ
出
し

オ
リ
ー
ブ
黄

（
7.
5Y
6/
3）

オ
リ
ー
ブ
黄

（
7.
5Y
6/
3）

良
好
龍
泉
窯
系
　
内
面
に
飛
雲
文
あ
り

内
、
外
面
に
施
釉

10
49
1
45
0

調
査
１
区

１
Ｇ
・
２
Ｇ

２
層

白
磁

椀
16
.2

5.
6

7.
0

0.
2

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ケ
ズ
リ
出
し

灰
（
5Y
7/
2）

灰
白

（
7.
5Y
7/
1）

灰
白

（
5Y
7/
2）

良
好

内
面
か
ら
外
面
の
胴
部
付
近
ま
で
施
釉

一
部
釉
ダ
レ
が
見
受
け
ら
れ
る

内
面
に
沈
線
あ
り

11
49
1
45
0

調
査
２
区

12
75
Ｇ

２
層

土
師
器

高
坏

（
16
.6
）

16
.8

不
定
方
向
の
ハ
ケ
メ

縦
方
向
の
ハ
ケ
メ

斜
め
方
向
の
ハ
ケ
メ

ナ
デ

横
方
向
の
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）

浅
黄
橙

（
10
Y
R8
/3
）
長
石
　
角
閃
石

石
英
　
赤
色
粒

良
脚
部
に
穿
孔
が
３
ヶ
所
あ
る

内
面
に
工
具
痕
あ
り

12
49
1
45
0

調
査
１
区

４
Ｇ

２
層

須
恵
器

甕
10
.9

格
子
目
タ
タ
キ

平
行
タ
タ
キ

灰
褐

（
7.
5Y
R4
/2
）

に
ぶ
い
褐

（
7.
5Y
R5
/3
）
石
英
　
長
石

良
好

44
49
5
45
3

調
査
１
区

３
Ｇ

３
ａ
層

土
師
器

皿
9.
2

7.
8

1.
5

回
転
ナ
デ

ヘ
ラ
切
り
離
し
後
未
調
整

回
転
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
7.
5Y
R6
/4
）

に
ぶ
い
橙

（
7.
5Y
R6
/4
）
石
英
　
雲
母

赤
褐
色
粒

良
好

45
49
5
45
3

調
査
１
区

３
Ｇ

３
ａ
層

土
師
器

皿
9.
6

7.
4

2.
0

回
転
ナ
デ

ヘ
ラ
切
り
離
し
後
未
調
整

回
転
ナ
デ

に
ぶ
い
黄

（
2.
5Y
6/
3）

に
ぶ
い
黄

（
2.
5Y
6/
3）

石
英
　
角
閃
石

雲
母
　
褐
色
粒
良
好

46
49
5
45
3

調
査
１
区

３
Ｇ

３
ａ
層

土
師
器

皿
9.
6

7.
3

1.
3

回
転
ナ
デ

ヘ
ラ
切
り
離
し
後
未
調
整

回
転
ナ
デ

に
ぶ
い
黄

（
2.
5Y
6/
3）

に
ぶ
い
黄

（
2.
5Y
6/
3）

石
英
　
雲
母

角
閃
石
　
褐
色
粒
良
好

47
49
5
45
3

調
査
１
区

３
Ｇ

３
ａ
層

土
師
器

皿
9.
7

7.
0

1.
2

回
転
ナ
デ

ヘ
ラ
切
り
離
し
後
未
調
整

回
転
ナ
デ

に
ぶ
い
黄

（
2.
5Y
6/
3）

に
ぶ
い
黄

（
2.
5Y
6/
3）

石
英
　
雲
母

長
石
　
角
閃
石
良
好

48
49
5
45
3

調
査
１
区

２
Ｇ

３
ａ
層

須
恵
器

皿
（
6.
4）

0.
9

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ
切
り
離
し
回
転
ナ
デ

灰
（
N
6/
0）

灰
（
N
6/
0）

長
石
　
黒
色
粒
良
好
底
部
外
面
に
墨
書
あ
り

49
49
5
45
3

調
査
１
区

２
Ｇ

３
ａ
層

須
恵
器

皿
（
6.
8）

0.
8

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ
切
り
離
し
回
転
ナ
デ

灰
褐

（
7.
5Y
R5
/2
）

褐
灰

（
7.
5Y
R5
/1
）

に
ぶ
い
褐

（
7.
5Y
R5
/2
）

褐
灰

（
7.
5Y
R5
/1
）
長
石

良
好
底
部
外
面
に
墨
書
あ
り

50
49
5
45
3

調
査
１
区

２
Ｇ

３
ａ
層

須
恵
器

椀
（
7.
4）

0.
5

1.
5

ヨ
コ
ナ
デ

ヘ
ラ
切
り
離
し
後
ヨ
コ
ナ
デ
ヨ
コ
ナ
デ

灰
白

（
N
7/
0）

灰
白

（
N
7/
0）

石
英

良
好
底
部
外
面
に
墨
書
あ
り

51
49
5
45
3

調
査
２
区

12
75
Ｇ

３
ａ
層

須
恵
器

坏
（
10
.9
）

2.
8

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
後

回
転
ナ
デ
　
ヘ
ラ
切
り
離
し

回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

灰
黄

（
2.
5Y
7/
2）

灰
黄

（
2.
5Y
7/
2）

角
閃
石
　
長
石
不
良

52
49
5
45
3

調
査
１
区

１
Ｇ

３
ａ
層

土
師
器

耳
坏

9.
1

7.
1

2.
4

ヨ
コ
ナ
デ
　
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ヨ
コ
ナ
デ

灰
黄
褐

（
10
Y
R6
/2
）

灰
黄
褐

（
10
Y
R6
/2
）
石
英
　
長
石

角
閃
石

良
内
面
に
指
頭
圧
痕
あ
り

53
49
5
45
3

調
査
１
区

１
Ｇ

３
ａ
層

土
師
器

鉢
10
.2

4.
8

ヨ
コ
ナ
デ

不
定
方
向
の
ハ
ケ
メ

斜
め
方
向
の
ハ
ケ
メ

ナ
デ

灰
黄
褐

（
10
Y
R5
/2
）

灰
黄
褐

（
10
Y
R5
/2
）
長
石
　
雲
母

良
見
込
み
部
に
工
具
痕
あ
り

外
面
に
黒
斑
あ
り

表
－
22
－
１
　
釼
抜
遺
跡
出
土
遺
物
観
察
表
　
土
器
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遺物観察表

遺
物
番
号
図
版
番
号
写
真

番
号

出
土
地
点

包
含
層

層
位

種
　
別

器
　
種

法
　
量
（
㎝
）

調
　
　
整

色
　
　
調

胎
　
土

焼
成

備
　
　
　
考

口
径

底
径

最
大
胴
径

器
高

高
台
高

残
存
高

外
面

内
面

外
面

内
面

54
49
5
45
3

調
査
１
区

３
Ｇ

３
ａ
層

土
師
器

鉢
12
.2

5.
3

ナ
デ
　

ヨ
コ
斜
め
方
向
の
ハ
ケ
メ

ミ
ガ
キ

浅
黄
橙

（
7.
5Y
R8
/3
）

浅
黄
橙

（
7.
5Y
R8
/3
）
石
英
　
雲
母

褐
色
粒

黒
色
粒

良
好
口
縁
部
に
沈
線
あ
り

55
49
5
45
3

調
査
１
区

３
Ｇ

３
ａ
層

土
師
器

台
付
鉢

（
11
.0
）

5.
7

6.
5

ナ
デ
　
不
定
方
向
の
ハ
ケ
メ

後
ナ
デ

ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/4
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/4
）

石
英
　
長
石

角
閃
石
　
赤
色
粒

良
赤
色
顔
料
痕
あ
り

56
49
5
45
3

調
査
２
区

22
01
Ｇ

３
ａ
層

黒
色
土
器
Ａ
類

椀
13
.4

（
7.
8）

5.
8

0.
8

回
転
ナ
デ
　
ミ
ガ
キ

ヘ
ラ
切
り
離
し

回
転
ナ
デ
　
ミ
ガ
キ

灰
褐

（
7.
5Y
R6
/2
）

黒
（
7.
5Y
2/
1）

長
石
　
角
閃
石

赤
色
粒

良

57
49
5
45
4

調
査
１
区

２
Ｇ

３
ａ
層

瓦
器
質
土
器

椀
（
16
.0
）

6.
6

5.
7

0.
4

回
転
ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
後
ミ
ガ
キ
　
ナ
デ
ミ
ガ
キ

灰
白

（
2.
5Y
8/
1）

灰
（
5Y
4/
1）

長
石
　
石
英

良
還
元
焔
焼
成
　
口
縁
部
付
近
に
重
ね

焼
き
の
跡
の
黒
斑
が
見
ら
れ
る

58
49
5
45
4

調
査
１
区

３
Ｇ

３
ａ
層

瓦
器
質
土
器

椀
15
.2

7.
0

7.
1

1.
1

ヨ
コ
斜
め
方
向
の
ミ
ガ
キ

回
転
ナ
デ

ヨ
コ
　
斜
め
方
向
の
ミ
ガ
キ

灰
（
5Y
6/
1）

灰
（
5Y
6/
1）

石
英

良
好

59
49
5
45
4

調
査
１
区

４
Ｇ

３
ａ
層

土
師
器

椀
13
.8

9.
0

6.
5

1.
7

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
7.
5Y
R5
/4
）

に
ぶ
い
橙

（
7.
5Y
R6
/4
）
石
英
　
長
石

角
閃
石

褐
色
粒

良
好

60
49
6
45
4

調
査
１
区

３
Ｇ

３
ａ
層

土
師
器

器
台

（
8.
5）

6.
2

不
定
方
向
の
ハ
ケ
メ

縦
方
向
ハ
ケ
メ

ナ
デ
　
横
方
向
ハ
ケ
メ

灰
黄

（
2.
5Y
7/
2）

灰
黄

（
2.
5Y
7/
2）

石
英
　
長
石

角
閃
石

良
一
部
黒
斑
あ
り

脚
部
に
穿
孔
あ
り

61
49
6
45
4

調
査
１
区

３
Ｇ

３
ａ
層

土
師
器

高
坏

20
.7

15
.0

16
.1

ヨ
コ
ナ
デ

不
定
方
向
の
ハ
ケ
メ

ケ
ズ
リ
後
ナ
デ

不
定
方
向
の
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

ケ
ズ
リ
後
ナ
デ

ナ
デ
　
ヨ
コ
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/2
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/2
）
長
石
　
石
英

角
閃
石

赤
色
粒

良
脚
部
に
８
ヵ
所
穿
孔
あ
り
　
坏
部
外

面
と
見
込
み
部
に
赤
色
顔
料
痕
あ
り

62
49
6
45
4

調
査
２
区

12
92
Ｇ

３
ａ
層

土
師
器

高
坏

（
10
.6
）

8.
7

回
転
ナ
デ
　
ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
後
ナ
デ

不
定
方
向
の
ナ
デ

回
転
ナ
デ

に
ぶ
い
赤
褐

（
2.
5Y
R5
/4
）

に
ぶ
い
橙

（
7.
5Y
R6
/4
）
長
石
　
赤
色
粒

良
脚
部
に
工
具
痕
あ
り

63
49
6
45
4

調
査
１
区

３
Ｇ

３
ａ
層

土
師
器

高
坏

21
.1

13
.0

13
.8

ナ
デ
　
不
定
方
向
の
ハ
ケ
メ

横
方
向
の
ハ
ケ
メ

ナ
デ
　
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

に
ぶ
い
橙

（
7.
5Y
R6
/4
）
に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R6
/3
）
石
英
　
長
石

角
閃
石

赤
色
粒

良
脚
部
に
穿
孔
あ
り

64
49
7
45
4

調
査
２
区

12
75
Ｇ

３
ａ
層

土
師
器

小
形
丸
底
壺
（
13
.8
）

12
.0

8.
4

ハ
ケ
メ
　
調
整
不
明

ナ
デ

灰
黄
褐

（
10
Y
R6
/2
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/2
）
角
閃
石
　
長
石

石
英
赤
褐
色
粒

良
好

65
49
7
45
5

調
査
１
区

３
Ｇ

３
ａ
層

土
師
器

小
形
丸
底
鉢

11
.3

7.
7

ナ
デ
　
不
定
方
向
の
ハ
ケ
メ
タ
テ
方
向
の
ハ
ケ
メ
　
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/2
）

灰
白

（
2.
5Y
7/
1）

長
石
　
角
閃
石

赤
色
粒
　
安
山

岩
礫

良
内
外
面
に
黒
斑
あ
り

66
49
7
45
5

調
査
１
区

２
Ｇ

３
ａ
層

土
師
器

小
形
丸
底
鉢
（
14
.0
）

8.
1

ヨ
コ
ナ
デ
　
タ
タ
キ
後
ナ
デ

放
射
線
状
の
ハ
ケ
メ

ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）

灰
黄
褐

（
10
Y
R6
/2
）
長
石
　
石
英

赤
褐
色
粒

良
好

67
49
7
45
5

調
査
１
区

３
Ｇ

３
ａ
層

土
師
器

小
形
丸
底
壺

11
.2

7.
4

タ
テ
方
向
の
ハ
ケ
メ
後
ヨ
コ
ナ
デ

不
定
方
向
の
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/2
）

石
英
　
長
石

角
閃
石
　
赤
色
粒

良
赤
色
顔
料
痕
あ
り

内
面
に
工
具
痕
あ
り

68
49
7
45
5

調
査
２
区

12
92
Ｇ

３
ａ
層

土
師
器

は
そ
う

8.
9

6.
9

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
ナ
デ
　
指
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/2
）

褐
灰

（
10
Y
R6
/1
）
長
石
　
角
閃
石

雲
母
　
赤
褐
色

粒
　
黒
色
粒

良
好
外
面
に
ス
ス
付
着

穿
孔
あ
り

69
49
7
45
5

調
査
２
区

12
92
Ｇ

３
ａ
層

土
師
器

小
形
丸
底
壺

7.
0

8.
6

9.
1

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
ヨ
コ
ナ
デ

左
方
向
へ
の
指
ナ
デ

明
赤
褐

（
5Y
R5
/8
）

浅
黄
橙

（
7.
5Y
R8
/3
）
角
閃
石
　
石
英

長
石
　
赤
褐
色
粒
良
好
黒
斑
あ
り

外
面
に
赤
色
顔
料
痕
あ
り

70
49
7
45
5

調
査
２
区

22
02
Ｇ

３
ａ
層

土
師
器

小
形
丸
底
壺

7.
9

6.
6

ヨ
コ
ナ
デ

多
方
向
の
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ
　
ケ
ズ
リ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）
石
英
　
長
石

角
閃
石

赤
褐
色
粒

良
好
内
外
面
に
黒
斑
あ
り

指
頭
圧
痕
あ
り

71
49
7
45
5

調
査
１
区

３
Ｇ

３
ａ
層

土
師
器

壺
（
14
.8
）

15
.9

18
.2

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ
メ

ハ
ケ
メ
　
ナ
デ
　
左
上
が
り

方
向
の
ケ
ズ
リ
後
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/2
）
長
石
　
角
閃
石

赤
褐
色
粒

黒
色
粒

良
好
指
頭
圧
痕
あ
り

72
49
7
45
5

調
査
２
区

12
75
Ｇ

３
ａ
層

土
師
器

壺
（
13
.9
）

（
14
.5
）

15
.8

縦
方
向
の
ハ
ケ
メ
後
ヨ
コ
ナ
デ

縦
方
向
の
ハ
ケ
メ

斜
め
方
向
の
ハ
ケ
メ

ヨ
コ
ナ
デ
　
横
方
向
ケ
ズ
リ

斜
め
方
向
の
ケ
ズ
リ
後
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/2
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/2
）
石
英
　
長
石

角
閃
石
　
赤
色

粒
　
片
岩
粒

良
穿
孔
あ
り

指
頭
圧
痕
あ
り

73
49
8
45
6

調
査
１
区

３
Ｇ

３
ａ
層

土
師
器

甕
（
11
.1
）
（
2.
4）

（
11
.5
）

11
.1

ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
　
ナ
デ

横
方
向
の
ナ
デ

灰
黄

（
2.
5Y
6/
2）

灰
黄

（
2.
5Y
6/
2）

角
閃
石

石
英
　
長
石

赤
褐
色
粒

良
好
外
面
に
黒
斑
あ
り

74
49
8
45
6

調
査
２
区

12
92
Ｇ

３
ａ
層

土
師
器

甕
15
.2

23
.0

24
.4

ヨ
コ
ナ
デ
　
縦
方
向
の
ハ
ケ

メ
後
ヨ
コ
ナ
デ
　
ハ
ケ
メ
後

ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

斜
め
方
向
の
ケ
ズ
リ
後
ナ
デ

浅
黄

（
2.
5Y
7/
3）

浅
黄

（
2.
5Y
7/
3）

石
英
　
長
石

赤
色
粒
　
雲
母

角
閃
石

良
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遺物観察表

遺
物
番
号
図
版
番
号
写
真

番
号

出
土
地
点

包
含
層

層
位

種
　
別

器
　
種

法
　
量
（
㎝
）

調
　
　
整

色
　
　
調

胎
　
土

焼
成

備
　
　
　
考

口
径

底
径

最
大
胴
径

器
高

高
台
高

残
存
高

外
面

内
面

外
面

内
面

75
49
8
45
6

調
査
２
区

12
92
Ｇ

３
ａ
層

土
師
器

壺
17
.1

37
.6

43
.7

ハ
ケ
メ
後
ヨ
コ
ナ
デ

左
上
が
り
方
向
の
ハ
ケ
メ

ハ
ケ
メ
後
ヨ
コ
ナ
デ

ナ
デ

灰
白

（
2.
5Y
8/
2）

灰
白

（
2.
5Y
7/
1）

石
英
　
長
石

赤
褐
色
粒

角
閃
石

良
内
面
全
体
に
黒
斑
あ
り

内
面
に
指
頭
圧
痕
あ
り

76
49
9
45
6

調
査
１
区

３
Ｇ

３
ａ
層

土
師
器

甕
21
.2

7.
4

ヨ
コ
ナ
デ

ハ
ケ
メ
後
ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
　
指
ナ
デ

に
ぶ
い
黄

（
2.
5Y
6/
3）

に
ぶ
い
黄

（
2.
5Y
6/
3）

石
英
　
角
閃
石

長
石
　
褐
色
粒
良
好
外
面
に
黒
斑
あ
り

波
状
文
あ
り

77
49
9
45
6

調
査
１
区

４
Ｇ

３
ａ
層

須
恵
器

甕
6.
3

平
行
タ
タ
キ

同
心
円
の
当
て
具
痕

黒
褐

（
2.
5Y
3/
1）

褐
灰

（
10
Y
R5
/1
）
長
石
　
黒
色
粒
良
好

78
49
9
45
6

調
査
１
区

３
Ｇ

３
ａ
層

須
恵
器

甕
6.
4

平
行
タ
タ
キ

同
心
円
の
当
て
具
痕

灰
（
N
4/
0）

灰
（
N
4/
0）

長
石

良
好

79
49
9
45
6

調
査
１
区

３
Ｇ

３
ａ
層

土
師
器

複
合
口
縁
壺
（
22
.2
）

4.
1

ヨ
コ
ナ
デ

放
射
状
の
ミ
ガ
キ

ヨ
コ
ナ
デ

横
方
向
の
ハ
ケ
メ
後
ミ
ガ
キ

に
ぶ
い
橙

（
5Y
R6
/4
）

灰
黄
褐

（
10
Y
R6
/2
）

に
ぶ
い
橙

（
7.
5Y
R6
/3
）

灰
黄
褐

（
10
Y
R6
/2
）
長
石
　
角
閃
石
良
好

口
縁
部
に
櫛
形
波
状
文
が
見
ら
れ
る

２
個
１
組
の
浮
文
が
全
周
で
16
組
か
？

80
49
9
45
6

調
査
１
区

２
Ｇ
・
３
Ｇ

３
ａ
層

土
師
器

複
合
口
縁
壺
（
22
.1
）

8.
4

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ
　
横
方
向
の
ハ
ケ
メ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R6
/3
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R6
/3
）
長
石
　
角
閃
石

石
英

良
好

山
陰
系
　
１
㎜
幅
の
沈
線
の
後
、
２
個

組
の
竹
管
文
が
3.
2
～
3.
5㎝
位
の
間

隔
で
入
る
　
頸
部
下
部
に
突
帯
文
あ
り

81
49
9
45
6

調
査
２
区

12
75
Ｇ

３
ａ
層

土
師
器

甑
（
16
.8
）

8.
3

ヨ
コ
ナ
デ

縦
方
向
の
ハ
ケ
メ

ヨ
コ
ナ
デ

左
上
が
り
の
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

灰
黄

（
2.
5Y
7/
2）

灰
黄

（
2.
5Y
7/
2）

石
英
　
角
閃
石

長
石
　
赤
褐
色
粒
良
好
甑
用
下
甕

82
49
9
45
6

調
査
２
区

12
75
Ｇ

３
ａ
層

土
師
器

甑
（
13
.7
）

11
.6

ナ
デ

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
　
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R6
/3
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R6
/3
）
石
英
　
褐
色
粒

長
石
　
角
閃
石

黒
曜
石

良
好
底
部
に
一
部
黒
斑
あ
り

工
具
痕
あ
り
　
穿
孔
あ
り

83
49
9
45
7

調
査
１
区

２
Ｇ
・
３
Ｇ

３
ａ
層

土
師
器

甑
（
16
.2
）

8.
8

8.
7

斜
め
方
向
の
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

斜
め
方
向
の
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

明
赤
褐

（
2.
5Y
R5
/6
）

明
赤
褐

（
2.
5Y
R5
/6
）
角
閃
石
　
長
石
良
好

穿
孔
あ
り

84
49
9
45
7

調
査
２
区

12
75
Ｇ

３
ａ
層

土
師
器

甑
（
13
.0
）

8.
1

ヨ
コ
ナ
デ
　
縦
方
向
の
ハ
ケ
メ

縦
方
向
の
ハ
ケ
メ

ヨ
コ
ナ
デ

左
上
が
り
方
向
の
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

灰
黄

（
2.
5Y
7/
2）

灰
黄

（
2.
5Y
7/
2）

石
英
　
長
石

角
閃
石

赤
褐
色
粒

良
好
黒
斑
あ
り
　
把
手
あ
り

85
50
0
45
7

調
査
２
区

12
91
Ｇ

３
ａ
層

－
手
捏
ね

4.
7

3.
0

4.
4

ナ
デ

ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R6
/3
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R6
/3
）
石
英
　
長
石

角
閃
石

良
胴
部
に
黒
斑
あ
り

86
50
0
45
7

調
査
２
区

12
92
Ｇ

３
ａ
層

－
手
捏
ね

7.
1

5.
6

指
ナ
デ

指
ナ
デ

明
褐
灰

（
7.
5Y
R7
/2
）

灰
白

（
2.
5Y
7/
1）

長
石
　
角
閃
石

赤
色
粒
　
片
岩

良

87
50
0
45
7

調
査
２
区

12
93
Ｇ

３
ａ
層

－
手
捏
ね

6.
2

指
ナ
デ

指
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/2
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/2
）
石
英
　
長
石

角
閃
石
　
片
岩

良
胴
部
に
黒
斑
あ
り

88
50
0
45
7

調
査
１
区

３
Ｇ

３
ａ
層

－
手
捏
ね

5.
9

3.
1

5.
0

指
ナ
デ

指
ナ
デ

浅
黄

（
2.
5Y
7/
3）

浅
黄

（
2.
5Y
7/
3）

石
英
　
角
閃
石

長
石
　
褐
色
粒
良
好

89
50
0
45
7

調
査
１
区

３
Ｇ

３
ａ
層

－
手
捏
ね

6.
2

5.
3

指
ナ
デ

指
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/2
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）
石
英
　
長
石

良
好

90
50
0
45
7

調
査
１
区

３
Ｇ

３
ａ
層

－
手
捏
ね

3.
4

指
ナ
デ

指
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
7.
5Y
R7
/4
）

に
ぶ
い
橙

（
7.
5Y
R7
/4
）
石
英
　
長
石

角
閃
石
　
褐
色
粒
 
良
好

91
50
0
45
7

調
査
１
区

１
Ｇ

３
ａ
層

－
手
捏
ね

4.
8

3.
2

指
ナ
デ

指
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10
Y
R7
/3
）

石
英
　
角
閃
石

褐
色
粒
　
片
岩
礫
良
好

92
50
0
45
7

調
査
１
区

２
Ｇ

３
ａ
層

－
手
捏
ね

5.
0

4.
2

3.
4

指
ナ
デ

指
ナ
デ

浅
黄

（
2.
5Y
7/
3）

浅
黄

（
2.
5Y
7/
3）

長
石

良
好

93
50
0
45
7

調
査
１
区

３
Ｇ

３
ａ
層

－
手
捏
ね

7.
2

3.
5

指
ナ
デ

指
ナ
デ

灰
黄

（
2.
5Y
6/
2）

灰
黄

（
2.
5Y
6/
2）

角
閃
石
　
石
英

長
石
　
褐
色
粒
良
好

94
50
0
45
7

調
査
１
区

３
Ｇ

３
ａ
層

－
手
捏
ね

2.
8

2.
0

4.
4

指
ナ
デ

指
ナ
デ

灰
黄

（
2.
5Y
6/
2）

灰
黄

（
2.
5Y
6/
2）

石
英
　
長
石

角
閃
石
　
褐
色
粒
良
好

95
50
0
45
7

調
査
１
区

３
Ｇ

３
ａ
層

－
手
捏
ね

6.
2

1.
8

指
ナ
デ

指
ナ
デ

黒
（
7.
5Y
2/
1）

灰
（
5Y
4/
1）

長
石
　
角
閃
石

良

11
9
50
5
45
8

調
査
１
区

調
査
区
一
括

－
土
師
器

坏
（
8.
6）

（
6.
6）

1.
2

ヨ
コ
ナ
デ

回
転
糸
切
り
離
し

ヨ
コ
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

（
7.
5Y
R7
/3
）

に
ぶ
い
橙

（
7.
5Y
R7
/3
）
雲
母
　
長
石

黒
色
粒

赤
褐
色
粒

良
好
底
部
に
穿
孔
あ
り

内
面
底
部
に
指
頭
圧
痕
あ
り
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遺物観察表

遺
物
番
号

図
版
番
号

写
真
番
号

出
土
地
点

包
含
層

種
　
別

器
　
種

色
　
調

胎
　
土

法
　
量
（
㎝
）

重
さ

（
ｇ
）

備
　
　
　
考

長
さ

幅
厚
さ

孔
径

径

13
49
2

45
1

調
査
１
区
　
２
Ｇ

２
層

土
製
品

土
錘

灰
（
5Y
6/
1）

石
英
　
雲
母
　
長
石

2.
65

0.
35
 

2.
1

短
径
0.
9　
長
径
0.
95

14
49
2

45
1

調
査
１
区
　
１
Ｇ

２
層

土
製
品

土
錘

に
ぶ
い
赤
（
7.
5R
4/
4）

長
石
　
黒
色
粒

2.
65

0.
3 

2.
5

短
径
1.
9　
長
径
1.
9

15
49
2

45
1

調
査
３
区
　
21
19
Ｇ

２
層

土
製
品

土
錘

に
ぶ
い
黄
橙
（
10
Y
R6
/3
）

角
閃
石
　
長
石

2.
4

0.
5 

4.
0

短
径
1.
4　
長
径
1.
4

16
49
2

45
1

調
査
１
区
　
２
Ｇ

２
層

土
製
品

土
錘

褐
灰
（
5Y
R5
/1
）

長
石
　
雲
母

3.
4

0.
3 

2.
9

短
径
0.
75
　
長
径
0.
95
　
指
頭
圧
痕
あ
り

17
49
2

45
1

調
査
１
区
　
２
Ｇ

２
層

土
製
品

土
錘

に
ぶ
い
赤
褐（
2.
5Y
R5
/4
）

長
石
　
角
閃
石
　
雲
母

1.
9

0.
3 

1.
0

18
49
2

45
1

調
査
３
区
　
21
18
Ｇ

２
層

土
製
品

土
錘

に
ぶ
い
橙
（
2.
5Y
R6
/4
）

長
石
　
赤
色
粒
　

4.
5

0.
35
 

4.
2

短
径
0.
6　
長
径
1.
1

19
49
2

45
1

調
査
１
区
　
２
Ｇ

２
層

土
製
品

土
錘

赤
褐
（
10
R5
/4
）

石
英
　
長
石
　
角
閃
石
　
雲
母

3.
5

0.
3
×
0.
35

1.
8

短
径
0.
75
　
長
径
0.
8

20
49
2

45
1

調
査
１
区
　
２
Ｇ

２
層

土
製
品

土
錘

に
ぶ
い
赤
褐（
2.
5Y
R5
/4
）

長
石
　
雲
母
　
角
閃
石

2.
4

0.
5
×
0.
4

1.
0

短
径
0.
73
　
長
径
0.
8

21
49
2

45
1

調
査
１
区
　
２
Ｇ

２
層

土
製
品

土
錘

赤
（
10
R5
/6
）

石
英
　
長
石
　
角
閃
石
　
雲
母

3.
3

0.
2
×
0.
32

2.
0

短
径
0.
8　
長
径
9.
8　
端
部
に
手
で
押
さ
え
た
跡
あ
り

22
49
2

45
1

調
査
１
区
　
２
Ｇ

２
層

土
製
品

土
錘

に
ぶ
い
橙
（
5Y
R6
/4
）

長
石
　
角
閃
石

1.
9

0.
3
×
0.
32

0.
8

短
径
0.
7　
長
径
0.
8　

23
49
2

45
1

調
査
１
区
　
２
Ｇ

２
層

土
製
品

土
錘

灰
赤
（
2.
5Y
R6
/2
）

石
英
　
長
石
　
角
閃
石

4.
3

0.
3
×
0.
32

2.
0

短
径
0.
75
　
長
径
0.
8　
黒
斑
あ
り

24
49
2

45
1

調
査
１
区
　
２
Ｇ

２
層

土
製
品

？
に
ぶ
い
黄
（
2.
5Y
6/
3）

5.
7

1.
85
 

1.
8 

19
.7

30
49
2

45
1

調
査
３
区
　
21
09
Ｇ

２
層

土
製
品

羽
口

暗
灰
黄
（
2.
5Y
5/
2）

19
.5

9.
2

9.
05

3.
4

先
端
部
に
鉄
付
着

34
49
3

45
2

調
査
１
区
　
１
Ｇ

２
層

瓦
軒
丸
瓦

灰
オ
リ
ー
ブ
（
5Y
6/
2）

石
英
　
長
石
　
角
閃
石
　
安
山
岩
礫

6.
2

6.
2 

2.
3 

凸
面
　
ナ
デ
　
凹
面
　
布
目
痕

35
49
3

45
2

調
査
１
区
　
２
Ｇ

２
層

瓦
平
瓦

褐
灰
（
10
Y
R6
/1
）

長
石
　
石
英
　
角
閃
石
　
黒
色
粒

（
5.
1）

（
5.
6）

2.
1 

凸
面
　
縄
目
痕
　
凹
面
　
布
目
痕

96
50
0

45
7

調
査
１
区
　
１
Ｇ

３
ａ
層

土
製
品

土
製
模
造
鏡

に
ぶ
い
黄
橙
（
10
Y
R6
/3
）

石
英
　
長
石
　
角
閃
石

1.
1 

（
5.
4）

8.
1

97
50
0

45
7

調
査
１
区
　
３
Ｇ

３
ａ
層

土
製
品

人
形
土
製
品

灰
黄
（
2.
5Y
6/
2）

長
石
　
角
閃
石
　
雲
母
　
褐
色
粒

3.
0

2.
3 

6.
4

98
50
0

45
7

調
査
２
区
　
12
93
Ｇ

３
ａ
層

土
製
品

土
錘

暗
灰
黄
（
2.
5Y
5/
2）

3.
6

1.
55
 

1.
3 

0.
25
×
0.
2

7.
8

99
50
1

45
7

調
査
１
区
　
１
Ｇ

３
ａ
層

瓦
丸
瓦

灰
白
（
2.
5Y
7/
1）

長
石
　
角
閃
石

5.
2

4.
3 

2.
7 

凹
面
　
布
目
痕
　
凸
面
　
ヨ
コ
ナ
デ
　
工
具
痕
あ
り

10
0

50
1

45
7

調
査
２
区
　
22
00
Ｇ

３
ａ
層

瓦
丸
瓦

黄
灰
（
2.
5Y
6/
1）

石
英
　
黒
色
粒

13
.6

10
.8
 

1.
6 

凹
面
　
布
目
痕
　
凸
面
　
ヨ
コ
ナ
デ

10
7

50
2

45
8

調
査
２
区
　
12
93
Ｇ

３
ａ
層

土
製
品

土
製
勾
玉

灰
黄
（
2.
5Y
7/
2）

角
閃
石
　
褐
色
粒
　
石
英
　
長
石

2.
9

1.
6 

1.
1 

2.
0 

3.
7

10
8

50
2

45
8

調
査
２
区
　
12
93
Ｇ

３
ａ
層

土
製
品

土
製
勾
玉

灰
黄
（
2.
5Y
6/
2）

石
英
　
長
石
　
雲
母

4.
1

2.
5

1.
7

2.
0

14
.4

遺
物
番
号

図
版
番
号

写
真
番
号

出
土
地
点

包
含
層

層
位

種
　
別

器
　
種

石
　
材

法
　
量
（
㎝
）

重
さ

（
ｇ
）

備
　
　
　
　
　
　
　
考

長
さ

幅
厚
さ

器
高

口
径

底
径

25
49
2

45
1

調
査
３
区
　
21
18
Ｇ

２
層

石
製
品

石
錘

滑
石

4.
85

1.
75

1.
4

－
－

－
17
.3

26
49
2

45
1

調
査
３
区
　
21
19
Ｇ

２
層

石
製
品

円
盤
状
石
器

滑
石

4.
1

3.
05

1.
75

－
－

－
23
.4

27
49
2

45
1

調
査
３
区
　
21
09
Ｇ

２
層

石
製
品

石
鍋

滑
石

5.
1

4.
75

1.
8

－
－

－
68
.8

２
ヶ
所
の
凹
部
あ
り

28
49
2

45
1

調
査
３
区
　
22
00
Ｇ

２
層

石
製
品

臼
玉

滑
石

0.
4

0.
4

0.
3

－
－

－
0.
1

表
－
22
－
２
　
釼
抜
遺
跡
出
土
遺
物
観
察
表
　
土
製
品

表
－
22
－
３
　
釼
抜
遺
跡
出
土
遺
物
観
察
表
　
石
製
品
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遺物観察表

遺
物
番
号

図
版
番
号

写
真
番
号

出
土
地
点

包
含
層

層
位

種
　
別

器
　
種

石
　
材

法
　
量
（
㎝
）

重
さ

（
ｇ
）

備
　
　
　
　
　
　
　
考

長
さ

幅
厚
さ

器
高

口
径

底
径

29
49
2

45
1

調
査
１
区
　
１
Ｇ

２
層

石
製
品

臼
玉

滑
石

0.
45

0.
5

0.
2

－
－

－
0.
1

31
49
3

45
1

調
査
２
区
　
12
84
Ｇ

２
層

石
製
品

石
包
丁

砂
岩

4.
5

5.
9

0.
75

－
－

－
26
.7

32
49
3

45
1

調
査
１
区
　
３
Ｇ

２
層

石
製
品

砥
石

片
岩

6.
15

2.
25

0.
75

－
－

－
22
.5

33
49
3

45
2

調
査
３
区
　
21
18
Ｇ

２
層

石
製
品

砥
石

砂
岩

8.
65

3.
45

3.
15

－
－

－
14
9.
0

10
1

50
1

45
7

調
査
２
区
　
22
00
Ｇ

３
ａ
層

石
製
品

石
鍋

黒
雲
母
片
岩

－
－

－
12
.4

（
19
.0
）
（
18
.4
）

－
内
、
外
面
に
ス
ス
付
着
　
内
面
底
部
に
炭
化
物
付
着

10
2

50
2

45
7

調
査
２
区
　
12
84
Ｇ

３
ａ
層

石
製
品

紡
錘
車

滑
石

5.
2

5.
2

0.
7

－
－

－
26
.0

孔
径
0.
85
㎝
　
表
面
に
線
刻
あ
り

10
3

50
2

45
7

調
査
１
区
　
１
Ｇ

３
ａ
層

石
製
品

棒
状
石
製
品

安
山
岩

6.
35

2.
4

1.
8

－
－

－
26
.9

10
4

50
2

45
8

調
査
１
区
　
２
Ｇ

３
ａ
層

石
製
品

砥
石

砂
岩

8.
8

4.
2

3.
5

－
－

－
18
0.
2

10
5

50
2

45
7

調
査
１
区
　
１
Ｇ

３
ａ
層

石
製
品

砥
石

安
山
岩

6.
2

3.
3

1.
3

－
－

－
37
.4

10
6

50
2

45
8

調
査
２
区
　
12
83
Ｇ

３
ａ
層

石
製
品

砥
石

頁
岩

9.
75

5.
45

1.
4

－
－

－
85
.3

11
8

50
5

45
8

調
査
２
区
　
12
92
Ｇ

１
層

石
製
品

石
包
丁

片
岩

4.
4

8.
7

0.
45

－
－

－
31
.3

遺
物
番
号

図
版
番
号

写
真
番
号

出
土
地
点

包
含
層

層
位

種
　
別

器
　
種

樹
　
種

法
　
量
（
㎝
）

備
　
　
　
　
　
　
　
考

長
さ

幅
厚
さ

残
存
高

底
径

38
49
4

45
2

調
査
２
区
　
12
74
Ｇ

２
層

木
製
品

板
状
加
工
品

ス
ギ

12
.5

4.
3

0.
7

－
－

39
49
4

45
2

調
査
３
区
　
21
09
Ｇ

２
層

木
製
品

板
状
加
工
品

ス
ギ
科
ス
ギ
属
ス
ギ

12
.5

3.
5

0.
7

－
－

40
49
4

45
2

調
査
２
区
　
22
01
Ｇ

２
層

木
製
品

鏑
矢

タ
イ
ミ
ン
タ
チ
バ
ナ

4.
7

3.
3

2.
7

－
－

41
49
4

45
2

調
査
３
区
　
22
10
Ｇ

２
層

木
製
品

把
手

ヒ
ノ
キ

14
.0

5.
6

3.
1

－
－

42
49
4

45
2

調
査
３
区
　
21
18
Ｇ

２
層

木
製
品

棒
状
加
工
品

ニ
レ
科
ム
ク
ノ
キ
属
ム
ク
ノ
キ

11
.5

2.
6

1.
4

－
－

43
49
4

45
2

調
査
２
区
　
22
01
Ｇ

２
層

木
製
品

板
状
加
工
品

ヒ
ノ
キ
科
ア
ス
ナ
ロ
属

12
.1

2.
8

0.
5

－
－

10
9

50
3

45
8

調
査
１
区
　
２
Ｇ

３
ａ
層

木
製
品

板
状
加
工
品

マ
ツ
科
モ
ミ
属

19
.2

3.
9

0.
7

－
－

11
0

50
3

45
8

調
査
１
区
　
２
Ｇ

３
ａ
層

木
製
品

板
状
加
工
品

マ
ツ
科
モ
ミ
属

17
.3

5.
2

0.
8

－
－

11
1

50
3

45
8

調
査
１
区
　
３
Ｇ

３
ａ
層

木
製
品

円
形
板

ツ
ガ
属

16
.9

7.
3

0.
4

－
－

11
2

50
3

45
8

調
査
１
区
　
３
Ｇ

３
ａ
層

木
製
品

板
状
加
工
品

マ
ツ
科
モ
ミ
属

19
.9

5.
0

1.
1

－
－

11
3

50
3

45
8

調
査
１
区
　
２
Ｇ

３
ａ
層

木
製
品

板
状
加
工
品

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属

12
.7

5.
1

2.
1

－
－

11
4

50
3

45
8

調
査
１
区
　
２
Ｇ

３
ａ
層

木
製
品

板
状
加
工
品

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属

9.
0

5.
9

2.
0

－
－

11
5

50
4

45
8

調
査
１
区
　
２
Ｇ

３
ａ
層

木
製
品

棒
状
加
工
品

ブ
ナ
科
コ
ナ
ラ
属
コ
ナ
ラ
亜
属
コ
ナ
ラ
節

5.
8

1.
4

1.
3

－
－

11
6

50
4

45
8

調
査
２
区
　
12
93
Ｇ

３
ａ
層

木
製
品

棒
状
加
工
品
先
端
部

ヤ
ブ
ツ
バ
キ

5.
6

4.
7

4.
0

－
－

11
7

50
4

45
8

調
査
１
区
　
１
Ｇ

３
ａ
層

木
製
品

台
付
椀

ガ
マ
ズ
ミ
属

－
－

－
8.
5

（
10
.1
）

表
－
22
－
４
　
釼
抜
遺
跡
出
土
遺
物
観
察
表
　
木
製
品
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遺物観察表

梅林天満宮の流
や ぶ さ め

鏑馬

　県重要無形民俗文化財に指定されており、大宰府天満宮の分社
である梅林天満宮で、毎年11月25日に下・安楽寺・津留の氏子に
よって流鏑馬が奉納されている。この流鏑馬は、五穀豊穣や無病
息災を祈願する伝統行事で、約900年以上も前から続いていると言われている。
　約360ｍの馬場沿いに１の的（鳥居東）・２の的（鳥居前）・３の的（鳥居西）にそ
れぞれに３本の的が設置され、各的３本ずつ計９本の矢が放たれる。矢が的にあたる
と歓声があがっていた。

遺
物
番
号

図
版
番
号

写
真
番
号

出
土
地
点

包
含
層
層
位

種
　
別

器
　
種

法
　
量
（
㎝
）

重
　
さ
(ｇ
)

備
　
　
　
　
　
　
　
考

長
　
さ

幅
厚
　
さ

36
49
3

45
2

調
査
１
区
　
３
Ｇ

２
層

銅
製
品

鈴
2.
95

2.
30

2.
15

12
.7

37
49
3

45
2

調
査
３
区
　
21
18
Ｇ

２
層

銅
製
品

筒
状
銅
製
品

4.
30

1.
30

1.
15

15
.6

孔
径
　
0.
90
㎝

表
－
22
－
５
　
釼
抜
遺
跡
出
土
遺
物
観
察
表
　
鉄
製
品
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写真－40　平坦地区基本土層 写真－41　湿地区基本土層

写真－46　２号土坑完掘状況 写真－47　３号土坑完掘状況

写真－42　作業風景 写真－43　１号住居完掘状況

写真－44　１号土坑遺物出土状況 写真－45　１号土坑完掘状況



562562562562

写真－48　１号埋鉢遺物出土状況 写真－49　２号埋鉢遺物出土状況

写真－54　３号住居完掘状況 写真－55　３号住居炉・焼土塊土層断面

写真－50　２号住居遺物出土状況 写真－51　２号住居完掘状況

写真－52　２号住居炉・焼土塊土層断面 写真－53　３号住居遺物出土状況



563563563

写真－56　４号住居遺物出土状況 写真－57　５号住居完掘状況

写真－62　８号住居第２住居内土坑遺物出土状況 写真－63　８号住居完掘状況

写真－58　６号住居完掘状況 写真－59　７号住居完掘状況

写真－60　８号住居遺物出土状況 写真－61　８号住居西側ピット遺物出土状況



564

写真－64　９号住居完掘状況 写真－65　１０号住居完掘状況

写真－70　１５号住居遺物出土状況 写真－71　１５号住居完掘状況

写真－66　１１号住居完掘状況 写真－67　１２号住居完掘状況

写真－68　１３号住居完掘状況 写真－69　１４号住居遺物出土状況



565

写真－72　１６号住居完掘状況 写真－73　１７号住居完掘状況

写真－78　１号掘立柱建物 写真－79　５号土坑完掘状況

写真－74　１８号住居完掘状況 写真－75　１９号住居完掘状況

写真－76　２０号住居完掘状況 写真－77　２２号住居完掘状況



566

写真－80　６号土坑完掘状況 写真－81　８号土坑完掘状況

写真－86　１３号土坑完掘状況 写真－87　１４号土坑完掘状況

写真－82　９号土坑完掘状況 写真－83　１０号土坑完掘状況

写真－84　１１号土坑完掘状況 写真－85　１２号土坑完掘状況



567

写真－88　１５号土坑遺物出土状況 写真－89　１５号土坑完掘状況

写真－94　２０号土坑完掘状況 写真－95　２１号土坑完掘状況

写真－90　１６号土坑完掘状況 写真－91　１７号土坑完掘状況

写真－92　１８号土坑完掘状況 写真－93　１９号土坑完掘状況



568

写真－96　２２号土坑完掘状況 写真－97　２３号土坑完掘状況

写真－102　３１号土坑完掘状況 写真－103　３２号土坑完掘状況

写真－98　２８号土坑遺物出土状況 写真－99 　２８号土坑完掘状況

写真－100　２９号土坑完掘状況 写真－101　３０号土坑完掘状況



569

写真－104　３３号土坑完掘状況 写真－105　３４号土坑完掘状況

写真－110　４０号土坑完掘状況 写真－111　４１号土坑完掘状況

写真－106　３６号土坑完掘状況 写真－107　３７号土坑完掘状況

写真－108　３８号土坑完掘状況 写真－109　３９号土坑完掘状況



570

写真－112　４２号土坑完掘状況 写真－113　４４号土坑完掘状況

写真－118　４９号土坑完掘状況 写真－119　５０号土坑完掘状況

写真－114　４５号土坑完掘状況 写真－115　４６号土坑完掘状況

写真－116　４７号土坑完掘状況 写真－117　４８号土坑完掘状況



571

写真－120　５２号土坑完掘状況 写真－121　５３号土坑完掘状況

写真－126　６０号土坑完掘状況 写真－127　６１号土坑完掘状況

写真－122　５４号土坑完掘状況 写真－123　５５号土坑完掘状況

写真－124 　５７号土坑完掘状況 写真－125　５８号土坑完掘状況



572

写真－128　６２号土坑完掘状況 写真－129　６３号土坑完掘状況

写真－134　４号溝完掘状況 写真－135　１号甕棺墓遺物出土状況

写真－130　６４号土坑完掘状況 写真－131　１号溝完掘状況

写真－132　３号溝完掘状況 写真－133　４号溝遺物出土状況



573

写真－136　１号甕棺墓完掘状況 写真－137　２号甕棺墓遺物出土状況

写真－142　５号甕棺墓遺物出土状況 写真－143　６号甕棺墓遺物出土状況

写真－138　２号甕棺墓完掘状況 写真－139　３号甕棺墓遺物出土状況

写真－140　４号甕棺墓遺物出土状況 写真－141　４号甕棺墓完掘状況



574

写真－144　６号甕棺墓完掘状況 写真－145　７号甕棺墓遺物出土状況

写真－150　９号甕棺墓完掘状況 写真－151　１０号甕棺墓遺物出土状況

写真－146　７号甕棺墓完掘状況 写真－147　８号甕棺墓遺物出土状況

写真－148　８号甕棺墓完掘状況 写真－149　９号甕棺墓遺物出土状況



575

写真－152　１１号甕棺墓遺物出土状況 写真－153　１１号甕棺墓完掘状況

写真－158　１４号甕棺墓遺物出土状況 写真－159　１４号甕棺墓完掘状況

写真－154　１２号甕棺墓遺物出土状況 写真－155　１２号甕棺墓完掘状況

写真－156　１３号甕棺墓遺物出土状況 写真－157　１３号甕棺墓完掘状況



576

写真－160　２３号住居遺物出土状況① 写真－161　２３号住居遺物出土状況②

写真－166　２５号住居遺物出土状況 写真－167　２５号住居完掘状況

写真－162　２３号住居遺物出土状況③ 写真－163　２３号住居完掘状況

写真－164　２３号住居焼土塊土層断面 写真－165　２４号住居完掘状況



577

写真－168　２５号住居焼土塊土層断面 写真－169　２６号住居遺物出土状況

写真－174　２８号住居完掘状況 写真－175　２９号住居遺物出土状況

写真－170　２６号住居完掘状況 写真－171　２７号住居遺物出土状況遠景

写真－172　２７号住居遺物出土状況近景 写真－173　２７号住居完掘状況



578

写真－176　２９号住居完掘状況 写真－177　３０号住居遺物出土状況

写真－182　３３号住居遺物出土状況① 写真－183　３３号住居遺物出土状況②

写真－178　３０号住居完掘状況 写真－179　３１号住居完掘状況

写真－180　３２号住居遺物出土状況 写真－181　３２号住居完掘状況



579

写真－184　３３号住居完掘状況 写真－185　３４号住居遺物出土状況

写真－190　３５号住居完掘状況 写真－191　３５号住居焼土塊土層断面

写真－186　３４号住居完掘状況 写真－187　３５号住居遺物出土状況遠景

写真－188　３５号住居遺物出土状況近景 写真－189　３５号住居貯蔵穴遺物出土状況



580

写真－192　３６号住居完掘状況 写真－193　３７号住居遺物出土状況

写真－198　４１号住居完掘状況 写真－199　４２号住居遺物出土状況

写真－194　３７号住居完掘状況 写真－195　３８号住居完掘状況

写真－196　３９号住居完掘状況 写真－197　４０号住居完掘状況



581

写真－200　４２号住居完掘状況 写真－201　４３号住居完掘状況

写真－206　６８号土坑完掘状況 写真－207　７０号土坑完掘状況

写真－202　６５号土坑完掘状況 写真－203　６６号土坑遺物出土状況

写真－204　６７号土坑遺物出土状況（南から） 写真－205　６７号土坑遺物出土状況（北から）



582

写真－208　７１号土坑完掘状況 写真－209　５号溝完掘状況

写真－214　４６号住居完掘状況 写真－215　４７号住居完掘状況

写真－210　４４号住居遺物出土状況① 写真－211　４４号住居遺物出土状況②

写真－212　４４号住居完掘状況 写真－213　４５号住居完掘状況



583

写真－216　４８号住居完掘状況 写真－217　４８号住居カマド完掘状況

写真－222　７２号土坑完掘状況 写真－223　７６号土坑完掘状況

写真－218　４９号住居遺物出土状況 写真－219　４９号住居完掘状況

写真－220　５０号住居遺物出土状況 写真－221　５０号住居完掘状況



584

写真－224　７７号土坑完掘状況 写真－225　７８号土坑遺物出土状況

写真－230　８４号土坑完掘状況 写真－231　８５号土坑完掘状況

写真－226　８０号土坑完掘状況 写真－227　８１号土坑完掘状況

写真－228　８２号土坑完掘状況 写真－229　８３号土坑完掘状況



585

写真－232　８７号土坑完掘状況 写真－233　６号溝完掘状況

写真－238　１号杭列出土状況 写真－ 239　３区調査完了

写真－234　７号溝完掘状況 写真－235　１０号溝完掘状況

写真－236　１１号溝完掘状況（北から） 写真－237　１１号溝完掘状況（西から）



586

写真－240　４区調査完了 写真－241　４区出水状況

写真－246　工事後の北の崎遺跡 写真－247　発掘調査に携わった人々

写真－242　１２号溝と１３号溝完掘状況 写真－243　５区調査完了

写真－244　昭和初期まで掘削されていた石切場 写真－245　発掘調査前の北の崎遺跡のようす



587

写真－248　発掘調査前の釼抜遺跡のようす（北から） 写真－249　発掘調査前の釼抜遺跡のようす（東から）

写真－254　工事後の釼抜遺跡のようす（北から） 写真－255　工事後の釼抜遺跡のようす（東から）

写真－250　発掘調査中のおびただしい出水 写真－251　釼抜遺跡１区調査完了（北から）

写真ー 252　釼抜遺跡２区調査完了（西から） 写真－253　釼抜遺跡３区調査完了（西から）



588

写真－256　生見の六地蔵

銘文が刻まれた竿石の　

面を撮影

（東より）

附論参照

写真－257　生見の六地蔵

　　

銘文が刻まれた竿石の

面を背面から撮影

（西より）

附論参照



589

写真－258　１号埋鉢から出土した縄文土器

写真－259　２号埋鉢から出土した縄文土器



590

写真－260

１号住居から出土した

縄文土器

写真－261

１号住居から出土した

縄文土器

写真－262

１号住居から出土した

縄文土器



591

写真－265

２号住居から出土した

弥生土器

写真－264

３号土坑から出土した

縄文土器

写真－263

１号土坑から出土した

縄文土器



592

写真－266

２号住居から出土した

弥生土器

写真－267

２号住居から出土した

弥生土器

写真－268

３号住居から出土した

弥生土器



593

写真－269

３号住居から出土した

弥生土器の把手

写真－270

１０号住居から出土した

弥生土器

写真－271

６号住居から出土した

弥生土器



594

写真－273

４号住居から出土した

弥生土器

写真－272

４号住居から出土した

弥生土器

写真－274

１１号住居から出土した

弥生土器



595

写真－275

１４号住居から出土した

弥生土器

写真－276

１８号住居から出土した

弥生土器

写真－277

６号住居から出土した

弥生土器



596

写真－278

７号住居から出土した

弥生土器

写真－279

２８号土坑から出土した

弥生土器

写真－280

２７号土坑から出土した

弥生土器



597

写真－282　１号甕棺墓から出土した甕棺

写真－284　３号甕棺墓から出土した甕棺

写真－281　３６号土坑から出土した弥生土器

写真－283　２号甕棺墓から出土した甕棺



598

写真－286　５号甕棺墓から出土した甕棺

写真－288　７号甕棺墓から出土した甕棺

写真－285　４号甕棺墓から出土した甕棺

写真－287　６号甕棺墓から出土した甕棺



599

写真－290　９号甕棺墓から出土した甕棺

写真－291　１１号甕棺墓から出土した甕棺 写真－292　１２号甕棺墓から出土した甕棺

写真－289　８号甕棺墓から出土した甕棺



600

写真－295　１４号甕棺墓から出土した甕棺 写真－296　１４号甕棺墓から出土した甕棺

写真－294　１３号甕棺墓から出土した甕棺写真－293　１３号甕棺墓から出土した甕棺



601

写真－297

３、４号溝から出土した

弥生土器

写真－298

２３号住居から出土した

土師器

写真－299

２３号住居から出土した

土師器



602

写真－300

２３号住居から出土した

土師器

写真－301

２５号住居から出土した

土師器

写真－302

２６号住居から出土した

土師器



603

写真－303

２６号住居から出土した

土錘

写真－304

２７号住居から出土した

土師器

写真－305

２９号住居から出土した

土師器と須恵器



604

写真－306

３０号住居から出土した

土師器

写真－307

３２号住居から出土した

土師器

写真－308

３２号住居から出土した

土師器



605

写真－309

３３号住居から出土した

土師器等

写真－310

３４号住居から出土した

土師器

写真－311

３５号住居から出土した

土師器



606

写真－312

３７号住居から出土した

土師器

写真－313

３８号住居から出土した

土師器等

写真－314

３９号住居から出土した

土師器



607

写真－315

４１号住居から出土した

土師器

写真－316

４２号住居から出土した底

部に圧痕がみられる土師器

写真－317　

４１号住居から出土した複合口縁壺にみられる浮文

写真－318　

４１号住居から出土した複合口縁壺にみられる文様



608

写真－319

４２、４３号住居から出土

した土師器と須恵器

写真－320

６５、６６号土坑から出土

した弥生土器

写真－321

６７号土坑から出土した

土師器



609

写真－322

６７号土坑から出土した

土師器

写真－323

６７号土坑から出土した

土師器等

写真－324

６８号土坑から出土した

土師器



610

写真－325

６９号土坑から出土した

土師器

写真－326

６７号土坑から出土した複合

口縁壺にみられる櫛描波状文

写真－327

６７号土坑から出土した複

合口縁壺にみられる波状文



611

写真－328

６８号土坑から出土した複合

口縁壺にみられる鋸歯状突帯

写真－ 329

６８号土坑から出土した器

台のミニチュア土器

写真－330

５号溝から出土した土師器



612

写真－331

４４号住居から出土した

土師器

写真－332

４４号住居から出土した

土師器

写真－333

４４号住居から出土した

須恵器

写真－334

４６号住居から出土した

土師器と須恵器



613

写真－335

５０号住居から出土した

土師器と須恵器

写真－336

４８号住居から出土した

土師器と須恵器

写真－337

４７号住居から出土した

土師器と須恵器
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写真－338

７７号土坑から出土した

土師器と須恵器

写真－ 339

７３、７４号土坑から出

土した土師器と須恵器

写真－340

７５号土坑から出土した

土師器と須恵器
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写真－344

１１号溝から出土した石鍋

写真－343

７、８号溝から出土した

土師器と須恵器

写真－342

６号溝から出土した土師

器と須恵器

写真－341

７８、７９、８０、８２、

８３号土坑から出土した土

師器と須恵器
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写真－345

１１号溝から出土した

瓦の凸面

写真－346

１１号溝から出土した

瓦の凹面

写真－347

１１号溝から出土した

土錘と羽口
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写真－348

１１号溝から出土した

土師器と須恵器

写真－349

１１号溝から出土した

瓦器

写真－350

三池往還側溝部から出土

した戦争関連遺物

（附論参照）
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写真－351

８７号土坑から出土した

瓦器と白磁

写真－352

１１号溝から出土した

白磁

写真－353

１１号溝から出土した青

磁と白磁
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写真－355　平坦地区第３包含層（３層）から出土した縄文土器

写真－354　平坦地区第３包含層（３層）から出土した縄文土器
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写真－356

平坦地区第２包含層（２

b層）から出土した縄文

土器

写真－357

平坦地区第３包含層（３

層）から出土した縄文

土器

写真－358

平坦地区第３包含層（３

層）から出土した縄文

土器
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写真－359

平坦地区第２包含層（２

b層）から出土した縄文

土器

写真－360

平坦地区第２包含層（２

b層）から出土した縄文

土器

写真－361

平坦地区第２包含層（２

b層）から出土した縄文

土器



622

写真－362

平坦地区第２包含層（２b

層)から出土した縄文土器

写真－363

平坦地区第２包含層（２b

層）から出土した縄文土器

写真－364

平坦地区第２包含層（２b

層）から出土した縄文土器
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写真－365

平坦地区第２包含層（２

b層）から出土した縄文

土器

写真－366

平坦地区第２包含層（２

b層）から出土した縄文

土器

写真－367

平坦地区第２包含層（２

b層）から出土した縄文

土器
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写真－368　平坦地区第３包含層（３層）から出土した弥生土器

写真－369　

平坦地区第３包含層（３層）から出土した弥生土器

写真－370　

平坦地区第２包含層（２b層）から出土した弥生土器
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写真－371

平坦地区第２包含層（２

b層）から出土した弥生

土器

写真－372

平坦地区第２包含層（２

b層）から出土した弥生

土器

写真－373

平坦地区第２包含層（２

b層）から出土した弥生

土器
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写真－374

平坦地区第２包含層（２b

層）から出土した弥生土

器等

写真－375

平坦地区第２包含層（２b

層）から出土した弥生土

器にみられる浮文

写真－376

平坦地区第２包含層（２b

層）から出土した土師器



627

写真－377

平坦地区第２包含層（２b

層）から出土した土師器

写真－378

平坦地区第２包含層（２b

層）から出土した土師器

写真－379

平坦地区第２包含層（２b

層）から出土した土師器
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写真－380

平坦地区第２包含層（２b

層）から出土した土師器

写真－381

平坦地区第２包含層（２

b層）から出土した土師器

と須恵器

写真－382

平坦地区第２包含層（２

b層）から出土した土師器

と須恵器
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写真－383　

平坦地区第２包含層（２

b層）から出土した土製勾

玉と土玉

写真－384　

平坦地区第２包含層（２

b層）から出土した土錘

写真－385

平坦地区第２包含層（２b

層）から出土した底部に線

刻がみられる土師器
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写真－386

平坦地区第２包含層（２

b層）から出土した円面硯

写真－387

平坦地区第１包含層（２

a層）から出土した土製品

写真－388

平坦地区第１包含層（２

a層）から出土した土製品
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写真－389　平坦地区第１包含層（２a層）から出土した弥生土器

写真－390　平坦地区第１包含層（２a層）から出土した弥生土器　
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写真－391

平坦地区第1包含層（２a

層）から出土した土師器

写真－392

平坦地区第１包含層（２a

層）から出土した土師器

と須恵器

写真－393

平坦地区第１包含層（２a

層）から出土した土師器

と須恵器、黒色土器



633

写真－394

平坦地区第１包含層（２a

層）から出土した土師器

と須恵器

写真－395

平坦地区第１包含層（２a

層）から出土した土師器

と須恵器

写真－396

平坦地区第１包含層（２a

層）から出土した瓦器と

白磁
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写真－400　湿地区第２包含層（３層）から出土し

た須恵器の底部（墨書）

写真－398　湿地区第３包含層（４層）から出土し

た弥生土器と土師器

写真－399　湿地区第２包含層（３層）

から出土した須恵器

写真－401　湿地区第２包含層（３層）から出土し

た須恵器の底部（墨書）

写真－ 397　

湿地区第２包含層（３層）

から出土した弥生土器と土

師器、須恵器、黒色土器
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写真－402

湿地区第２包含層（３層）

から出土した土師器と瓦器

写真－403

湿地区第２包含層（３層）

から出土した瓦器

写真－404

湿地区第１包含層（２層）

から出土した弥生土器と土

師器
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写真－405

湿地区第２包含層（３層）

から出土した櫛

写真－406

湿地区第２包含層（３層）

から出土した木製品

写真－407

湿地区第２包含層（３層）

から出土した木製品
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写真－408　打製石鏃

写真－409　打製石鏃

写真－410　磨製石鏃
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写真－411　削器等

写真－412　スクレイパー

写真－413　石匙等
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写真－415　剥片石器写真－414　三日月型石器

写真－416　剥片石器等
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写真－417

打製石斧

写真－418

打製石斧

写真－419

打製石斧
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写真－420

打製石斧

写真－421

磨製石斧

写真－422

磨製石斧
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写真－423

磨製石斧

写真－424

磨製石斧

写真－425

磨石
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写真－426

磨石

写真－427

磨石

写真－428

磨石
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写真－429

敲石・磨石

写真－430

磨石

写真－431

打製石斧と石製模造品
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写真－432　石包丁

写真－434　石包丁

写真－435　紡錘車

写真－433　石包丁
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写真－436

石鎌、礫器等

写真－437

石錘、円盤状石器等

写真－438

砥石
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写真－439　砥石 写真－440　砥石

写真－441　硯

写真－442　滑石製石製品
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写真－446　湿地区第２、第３包含層（３、４層）から出土した石製品

写真－445　石鉢

写真－444　歯車状石器

写真－443　連盃
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写真－447

遺構から出土した

鉄器

写真－448

平坦地区の包含層から出土

した鉄器等

写真－449

平坦地区第２包含層（２b

層）から出土した鉄器
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写真－450　釼抜遺跡遺物包含層（２層）から出土した遺物
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写真－451　釼抜遺跡遺物包含層（２層）から出土した遺物
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写真－452　釼抜遺跡遺物包含層（２層）から出土した遺物



653

写真－453　釼抜遺跡遺物包含層（３ａ層）から出土した遺物
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写真－454　釼抜遺跡遺物包含層（３ａ層）から出土した遺物



写真－455　釼抜遺跡遺物包含層（３ａ層）から出土した遺物
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写真－456　釼抜遺跡遺物包含層（３ａ層）から出土した遺物
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写真－457　釼抜遺跡遺物包含層（３ａ層）から出土した遺物
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写真－458　釼抜遺跡遺物包含層（３ａ層）から出土した遺物
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１　はじめに

　木葉川河川災害復旧等関連緊急事業に伴って、玉

名市安楽寺生見に所在する生見六地蔵と大永の卍板

碑が据えられている道路の路盤を上げる工事を行う

こととなった。路面を上げる際に、六地蔵も現位置

を留めた状態で若干底上げする必要があった。底上

げの際、地下構造（台石の有無等）があるか確認す

るとともに、写真、拓本及び図面作成を行い、記録

を残すこととした。六地蔵については、住民への聞

き取りで戦前には現位置にはなく別の場所に設置し

てあり移設されたことが判明していた。聞き取りの

通り、地下構造があるわけでもなく単に移して据え

てあるつくりであった。なお、生見の六地蔵と大永

の卍板碑に関しては、前川清一氏に拓本を取ってい

ただき、銘文について解説を加えて頂いた。

２　石幢（せきどう）及び板碑とは

　石幢とは、石塔のひとつで、中国の遼の時代に地

蔵信仰として発達したものが伝わり鎌倉時代以降に

供養塔として造立された。多角形の石柱に経文を刻

んだ経幢の影響を受けて日本でも行われたものと考

えられている。多角形の石柱には、八面・六面・四

面のものがある。特に、龕部（がんぶ）に六体の地

蔵を刻み込んだものを、俗に六地蔵と呼んでいる。

　仏教の世界には、輪廻という考え方がある。生き

ているものが死んだ後、次の世に向けて生と死を繰

り返すことを言う考え方である。そこには、六道と

いってそれぞれの世界に苦しみがあるとされてい

る。閻魔（えんま）が、生前の罪を審判して、その

度合いに応じて苦しみを与える「地獄道」。生前の

悪行の報いで、手にとった食べ物が火にかわり飢え

に苦しむ「餓鬼道」。鳥獣虫魚のことで、愚かで肉

親をも傷つけ、苦しみが多い「畜生道」。永久に争

いが絶えない「修羅道」。人間として存在する世界

で、老いや死の苦しみがある「人道」。天上の世界

で、死という苦しみが残っている「天道」。それぞ

れの世界での苦しみから救済されるように願い、は

じめられたのが六道信仰である。

　仏様は、観音菩薩だったのだが、民衆に浸透する

につれて、地蔵菩薩が対象となってきた。地蔵菩薩

は、６つのそれぞれの世界の入り口で、亡きものを

救済し浄土に送り届けると信じられるようになり、

寺院や墓地の入り口に石像の六地蔵が造られるよう

になった。さらに民衆に広く浸透していくと、村や

入り口に設置され、道しるべや境界の意味をもつよ

うになっていった。全国的には六体の地蔵尊をまつ

る場合や1面に六体の像を彫りこんだ場合などさま

ざまだが、九州では六角柱のそれぞれの面に地蔵を

彫りこんだ六地蔵石幢が多いようである。

　一方、板碑とは、仏教信仰による造塔が普及し、

これに願文、趣意、紀年銘などを刻む必要性が生じ

たためにできたとされている。薄い板状の自然石を

使用してたてられたものや、頭部を山形にしその下

をくりこんで段をつくり、その下面をいっそう細身

にしたものがある。大永の卍板碑は、前者の自然石

を利用して造られたものである。

３　石幢及び板碑の保存状況

　石幢は、石材は阿蘇溶結凝灰岩であり、台石がな

く直接地面に幢身が設置してあり、幢身の東側の面

に銘文が刻まれているが、風化が進み見えなくなっ

ている。また、追刻されており解読は非常に難しい。

　板碑は、石材が輝石安山岩であり硬質であること

から、保存状態は、石幢と比べれば良好である。

４　実測図及び拓本

　生見の六地蔵については、実測図を作成し、拓本

作成及び写真撮影を行った。尚、拓本は前川清一氏

に、写真撮影（写真図版）は＊長谷部善一氏にお願

いした。両名には、真夏の暑い中、ご協力頂き御礼

申し上げる。

　この生見六地蔵は、㈱トーワエンジニアリングに

委託し、三次元レーザー測量で立体モデル図も作成

している。

１　生
いき

見
み

の「六
ろく

地
じ

蔵
ぞう

」及び「大
だい

永
えい

の卍
まんじ

板
いた

碑
び

」

＊熊本県教育庁文化課
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図－506　生見六地蔵実測図

実測図は、40分の１スケールで作成し、銘文が刻まれている面を①として、幢身の６面分をそれぞれ実測している。
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宝珠

笠

龕部

中台

幢身

石幢の各部の名称

図－507　生見六地蔵の幢身に刻まれた銘文の拓本
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図－508　生見六地蔵龕部や中台の拓本　①　②
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図－509　生見六地蔵龕部や中台の拓本　③　④
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図－510　生見六地蔵龕部や中台の拓本　⑤　⑥
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①  生見六地蔵石幢銘文

　延徳２年（1490）に建立されたもので、願主として中台に「浄源」「道順」「道永」「妙壽」の４名、竿石

に「道智」ほか１名（判読不可）の名前が見られる。また、竿石には、願文と紀年銘を刻む。願文の後半

部は、『延命地蔵経』の一節がみられる。銘文によれば、謹んで、六地蔵菩薩の悲願を石仏に刻み彫り奉っ

たものである。その願いとは、「毎日、朝早く諸々の修業に入り、諸々の地獄に入る。仏の居られない世界

で永劫に苦しむ衆生（人々）を救済するために、この世であれあの世であれ、正しく導く」とする。なお、

「諸々の地獄」とは、六道（天道・人道・修羅道・畜生道・餓鬼道・地獄道）のことである。地蔵菩薩は六

玉名市生見の六地蔵石幢と卍板碑について
前川　清一

①　

生
見
六
地
蔵
石
幢
銘
文

②　

生
見
卍
板
碑
銘
文

　

図－511　六地蔵及び板碑に刻まれている銘文
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道それぞれに化物となり、人々の救済に当たるものであり、化仏といえどもローソクの火を分かつように、

その力は変わらないとされる。また、「無仏世界」とは、お釈迦様の死後から五十六億七千万年後に救済主

としての弥勒如来登場までの期間をいう。地蔵菩薩は、この無仏世界において、弥勒如来の現れるまでの期

間、人々の救済を誓ったのである。

②　生見卍板碑銘文

　大永３年（1523）に建立されたもので、願主は「香那」「壽文」をはじめとした20名の人々（講衆：こう

しゅう）による。願文には、この石塔は佛像の功徳を得るための供養を行うために建立するものであると

し、その功徳として「現（まのあた）りに無比の樂を受く。後世は清浄土なり。」とする。なお、20名の名

前は戒名で記されるが、生前に自らの死後に行う供養（逆修供養）を行えば、「七部全得」（功徳の全部を得

る）できるとされた。また、逆修供養を行うことで、戒名を授かったものだ。この世で使用している名前は、

俗名といい、死後では通用しないために、当時は、あの世で本名とされる戒名を刻むことが一般的であった。

戒名のうち、頭に「道」の付くものは男性、「妙」の付くものは女性である場合が多い。

　なお、このような石造物を建立できる人々は、地域の支配的立場の人々である。地域の歴史を知る上で、

貴重な石造物である。

写真－459
　生見の『大永の卍板碑』の拓本
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１　はじめに

　熊本県は朝鮮半島や中国大陸と近く、有明海や八代海、東シナ海に面しているという地理的特性から、重

要な軍事施設が多くつくられた。本報告書で取り上げた北の崎遺跡・ 抜遺跡を有する玉名地域も例外では

なく、陸軍玉名飛行場をはじめとした施設がつくられた。近年、軍事関係の施設や空襲・戦災の跡（前者は

能動的遺跡、後者は受動的遺跡に大別される、との指摘がある。）などを戦争遺跡として再考する動きが多

くみられる。ここでは、北の崎遺跡８区（旧三池往還側溝部）より出土した日中戦争関連遺物及び大日本帝

国陸軍歩兵第13聯隊関連遺物（合計２点）について考察を加えたい。なお、戦争などの呼称については、日

中戦争が日本側呼称では支那事変や日支事変となるなど、現在も議論の分かれる点ではあるが、今回取り上

げた遺物に記されている場合を除き、可能な限り通称を用いることとした。また、戦争関連遺物については、

今回確認できた日清戦争以降のものを定義した。

２　日支事変救護記念湯呑（１点）

　外面に「日支事変救護記念」、その左右に桜花模様の上絵付けが施されている。本品の特徴として、外

面にみられる「日支事変救護記念」の文字と、高台内の「岐518」印の２点を挙げることができる。法量は、

口径6.7㎝、器高7.4㎝、高台径3.6㎝を計測する。

（イ）「日支事変救護記念」について

　外面に「救護記念」とあることから、日中戦争当時、日本赤十字社の戦地における救護活動の記念として

生産され、救護活動従事者や日本赤十字社社員などの関係者に配られたものと当初考えたが、日中戦争当時、

日本赤十字社では「日支事変」の呼称を用いていなかったこと、種々の救護活動に従事した際の記念品に描

かれる日本赤十字社社章がみられないことから、この湯呑の注文者は、日中戦争時、戦地へ赴いた軍関係者

（主に隊付衛生兵や病院付衛生兵）もしくは徴傭された民間の医療従事者が考えられる。

　流通経路や生産個数については、空襲や戦後における関係資料の焼却処分などにより、その詳細を把握す

ることは困難ということである。通常、陶磁器の生産は、注文主－陶磁器を扱う商社（土岐市やその周辺で

は陶器商とよんでいる。）－生産者という経路で行われるため、この逆方向に商品は納められ、注文主から

商店や各個人へ配られたり、売られたりしたものと想定できる。また生産個数についても、この地方では既

に量産体制が整っていたため、かなりの数量を受注できたそうである。

（ロ）生産者別標示記号「岐518」について

　戦時中、当時の岐阜県陶磁器工業組合連合会によって定められた生産者別標示記号で、一般的に「統制番

号」とよばれている。太平洋戦争開戦を前に窯業界も戦時体制に突入し、生産から販売まで完全に統制下に

収めた。陶磁器工業組合は、製陶業･製土業･製型業・匣
こう

鉢
ばち

業の各業者によって構成されていたが、生産者別

標示記号は製陶業者にのみ付された。当時の窯業界、特に製陶業においては、石炭窯による製造法が主流で

あり、生産の過程で使用していた石炭を、戦時体制のなかで必要な分野、すなわち軍事関係の電力供給源や

動力源へと優先的に振り分ける目的でこの標示記号を付し、流通を管理したものと思われる。

　当該番号は、現在の岐阜県土
と

岐
き

市土
と

岐
き

津
つ

町
ちょう

土
と

岐
き

口
ぐち

地内で操業していた吉本菊夫氏のものである。詳細な位

置は不明であるが、土岐津陶磁器工業組合（注）に加盟し、土岐口字本郷（現在の土岐市役所周辺）に工場

をもっていたということである。

（注）　土岐津陶磁器工業組合は土岐郡土岐津町高山・土岐口、泉
いずみ

町
ちょう

大
おお

富
とみ

・久
く

尻
じり

・定
じょう

林
りん

寺
じ

、明
あき

世
よ

村
むら

河
かわ

合
い

、肥
ひ

田
だ

村
むら

肥
ひ

田
だ

・浅野、多
た

治
じ

見
み

市
し

高田・小
お

名
な

田
だ

の業者によって構成された組合で、現在は土岐市泉町・土岐津町・肥

田町、多治見市高田町・小名田町となっている。

２　北の崎遺跡より出土した戦争関連遺物について
藤崎　正人
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写真－460
日支事変救護記念湯呑
（外面）

写真－461
日支事変救護記念湯呑
（外面右側）

写真－462
日支事変救護記念湯呑
（外面左側）
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３　大日本帝国陸軍歩兵第13聯隊除隊記念盃（１点）

　一般的に記念盃または兵隊盃といわれているもので、おもに戦勝祈願や戦勝記念として、また、徴兵期間

を満了した兵士が除隊（満期除隊）を迎えて帰郷する際、餞別の返礼品として兵士の縁者へ配るために生

産されたものである。本盃は陸軍歩兵第13聯隊に徴兵された「鈴木」氏の満期除隊記念品であると思われる。

機械ロクロ成形で、高台は低い隅丸四
よ

方
ほう

形
がた

をなす。また、高台内を渦巻き形に、高台四方の脇を４か所半円

状に削っている。ゴム版絵付が用いられ、中央に桜花と軍旗である旭日状の聯隊旗が着彩されている。その

上部に「歩十三紀念」、下部に「鈴木」とそれぞれ書かれている。名前が書かれているのは、外征用の主力

部隊（常備隊）兵であることが多く、本隊の出征に伴って兵営に編成された部隊（留守隊）の場合は所属部

隊のみであったという。なお、形状の特徴から、現在の岐阜県多治見市市
いち

之
の

倉
くら

付近の窯で生産されたもので

あることがわかる。法量は口径5.9㎝、器高2.8㎝、高台径2.0㎝を計測する。

　生産時期については、以下の二点を可能性として検討することができる。一点目は技法の面からみた場合、

ゴム版絵付けの技法が美濃地方で取り入れられたのが大正５年からであること、先述の湯呑にみられた生産

者別標示記号がないことから、上限を大正５年以降、下限を昭和16年以前とすることである。二点目は類似

品の出土例からみた場合である。類似品は多治見市の酒井ヶ峯１・２号窯より出土しているが、この窯体が

大正11年にはすでになかったという指摘を踏まえて、本盃をこの窯で焼かれたものと仮定した場合、一点目

の技法の面と合わせて、大正５年から11年の間とすることである。この時期、歩兵第13聯隊は現在の熊本市

二の丸に所在し、中支（上海方面）で行動していた。

写真－463
日支事変救護記念湯呑
（底部外面）

写真－464
大日本帝国陸軍歩兵第13聯隊
除隊記念盃（内面）
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　この盃を含め、記念盃には様々な意匠が取り入れられている。代表的なものとして、軍や兵科を象徴する

図柄を用いたものがある。

（イ）陸軍

　軍の中で最大の勢力を占め、兵科も多岐にわたることから、様々な意匠が用いられている。

　　近衛聯隊：皇宮の護衛を担うことから菊の御紋や陸軍の五芒星を用いることが多い。（写真－467）

　　歩兵聯隊：鉄兜や銃砲を用いたものがみられる。（写真－468）

　　砲兵聯隊：火砲類を多く用いている。（写真－469）

　　鉄道聯隊：鉄道（機関車）や鉄道敷設用の工具類。（写真－470）

　　電信兵聯隊：通信線と電信隊旗の組み合わせが多い。（写真－471）

　　騎兵聯隊：騎馬や五芒星が多いが、軍旗を鞍代わりに用いているものがみられる。（写真－472）

　これらの他にも趣向を凝らしたものとして、外面を鉄兜に見立てて茶系統の色で着彩し、高台部は桜花や

戦闘機、銃砲、「忠」の字形にしたもの（写真－473、474）や、徳利と組み合わせて砲弾の形となるものが

みられる。

写真－465
大日本帝国陸軍歩兵第13聯隊
除隊記念盃（外面）

写真－466
大日本帝国陸軍歩兵第13聯隊
除隊記念盃（底部外面）
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写真ー 473　外面に鉄兜の意匠を凝らした盃（外面）
（加藤啓輔氏所蔵）

写真ー 474　外面に鉄兜の意匠を凝らした盃（内面）
（加藤啓輔氏所蔵）

写真ー 471　電信兵聯隊（加藤六月氏所蔵） 写真ー 472　騎兵聯隊（加藤六月氏所蔵）

写真ー 469　砲兵聯隊（加藤六月氏所蔵） 写真ー 470　鉄道聯隊（加藤六月氏所蔵）

写真ー 467　近衛聯隊（加藤六月氏所蔵） 写真－468　歩兵聯隊（加藤六月氏所蔵）
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（ロ）海軍

　海軍の場合、陸軍と異なり、兵科別、艦種別の盃はあまりみられない。図柄は海軍の象徴である船の錨
いかり

を用いたものが多く、桜花模様や軍艦旗などと組み合わせて、陸軍の記念盃より華やかな意匠（写真－475、

476）としている。また、軍艦を描いたものや、「春日」、「相模」、「金剛」などといった艦名を記したものも

ある。さらには陸軍同様、日清・日露戦争期を中心に、陶磁盃とは別に漆塗りに金粉をあしらった木盃も多

くつくられていた。（写真－475、477・478）

　写真－477及び478の木盃は、内面にある「明治卅七八年戦役」、すなわち日露戦争の凱旋記念盃である。

この時期の海軍は、入隊に関しては10人に１人と云われる程、厳しい適性を求められたという。この盃は外

面の上部に「下妻村尚武会」とあり、下妻郡下妻村（現在の福岡県筑後市下妻付近）出身者で日露戦争へ出

征した人物が凱旋帰郷した際に生産された。

　木盃は磁器盃に比べ生産コストが高いが、そこに従軍した誇りを感じることができる。後に戦時体制にな

ると、贅沢品とされた木盃や金銀盃に替わる形で磁器盃が生産されて行く。

　記念盃を配るという慣習は、日中戦争で軍が戦勝を重ねていた頃までは行われていたようだが、太平洋戦

争の頃になると殆ど見られなくなる。理由は諸説あるが、太平洋戦争に突入すると、一度除隊してもすぐに

召集され、除隊記念品としての意味合いが薄れてきたこと。また、戦時体制の中で国力のすべてを戦争へつ

ぎ込んでいった結果、様々な面で余力がなくなっていった。そして太平洋戦争自体が敗戦であったことなど

が挙げられる。

写真－475　木盃を含む海軍の記念盃
（加藤六月氏所蔵）

写真－476　海軍満期除隊記念盃
（加藤啓輔氏所蔵）

写真ー 477　明治卅七八年戦役凱旋記念盃（内面）
（山下義満氏所蔵）

写真ー 478　明治卅七八年戦役凱旋記念盃底部（外面）
（山下義満氏所蔵）
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４　おわりに

　今回取り上げた２点から分かることとして、湯呑に関しては「救護記念」の品ではあるものの、生産者別

標示記号（統制番号）の付された陶磁器類が戦時下にあっても各地へ流通していたこと。盃についても、湯

呑と同様のことがいえるが、除隊だけに留まらず、さまざまな記念でつくられていたこと。また、そういっ

た記念品が戦争という特異な状況下にあっても一定のまとまった数量生産されていたこと。を挙げることが

できる。今回は附論であり、流通経路や生産個数などの詳細については今後の課題としたい。また、今回特

定にまで至らなかった盃の生産窯についても、これらの品が瀬戸・美濃地域だけで焼かれたものなのか。肥

前や九谷といった他の窯業地における動向や生産の起源も含めて検討の必要がある。さらに、盃を記念品と

して生産した経緯について、今後従軍した当時の兵士の内面的な視点からも考える必要がある。

　種類や意匠こそ異なるものの、今回取り上げた戦争関連遺物は単に記念品の範疇に納まらず、従軍した誇

りや証、生還した喜びといったものを「器」という形に反映させているのではないだろうか。戦争に関する

事物ではとかく負の側面が強調されがちである。しかし近年、戦争を経験した方々の証言や戦争遺跡が平和

学習の教材として見直され、活用されているように、今回取り上げた湯呑や記念盃といった物品が戦時下で

あっても生産されていたということを考えたとき、これら戦争関連遺物も平和学習に十分活用できるのでは

ないかと考える。

　なお、附論作成にあたり、以下の方々に御教示いただきました。文末ながら記して感謝申し上げます。

防衛省防衛研究所　土岐市教育委員会　多治見市図書館　日本赤十字社　熊本県護国神社

加藤真司（土岐市教育委員会）　春日春海（多治見市文化財保護センター）　山下義満・岡本真也（熊本県教

育委員会）　加藤啓輔　加藤勝信

（順不同、敬称略）
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１　はじめに

　熊本県文化課は、埋蔵文化財発掘調査において、

平野部にあたる沖積地（１万年前以降にできた土

地）の発掘調査を行ってきた。当然発掘調査である

から、人類が生活していた時代ごとに検出された遺

構や出土した遺物について詳細に記載されてきた。

中でも縄文時代の遺跡を代表するものとして貝塚

（写真－479）がある。貝塚は、生活に関わるものが

多く包蔵されているため、当時の生活の様子を知る

上で大変貴重な資料となる。よって、現地では貝層

の堆積物を観察し記録をとり、出土した土器、装身

具、骨、貝などは室内にて詳細に調べていく。その

結果、貝塚から海性や汽水性の貝が産するので、縄

文時代に海面が上昇した海進があり、貝塚が所在す

る平野部の奥まで海が浸入していたことは、従来か

ら予察していた。また、宇土半島先端部にあたる三

角において、海水面より高い位置に海食洞（写真

－480）があることから、地形学や地質学的にも明

らかであった。しかしながら、「平野部の堆積物で

どの層が縄文海進の影響を受けたものであるのか」、

「縄文時代でも、どの時期に海進が始まり、どの時

期に海退が始まったのか」または「海面がどの程度

上昇したか」など、県内の有明海や不知火海の当時

の状況を総合的に把握したものがなかった。そこで、

今回、縄文時代の遺跡の立地や人の動きとも非常に

関係が深いことから、熊本県内の平野部における縄

文海進を概観する。

２　熊本の平野部における縄文海進の調査の必要性

（１）　熊本を含む有明海沿岸が全国の他の都道府県

と異なる地形的な特徴を有するため潮位にも大

きな違いを有する。

　有明海は、湾の形状により（湾の奥行や平均

水深などの湾の形状で決まる水面の自由振動の

周期が、分潮の半日周期と一致し共振を引き起

こす）潮位差が他の地域より大きい。現在では、

平均潮位差は5.0mある。単純ではない。

（２）　熊本における平野部の形成がいつなされたか

解明することにより、旧石器時代から現代にい

たるまで、人々がどのような場所を生活の場所

として選定できたか理解することができる。

（３）　地形発達史（地形がどのような過程をふんで

形成されたか）と遺跡の分布を相互的に考察す

る資料として必要である。現在では、単に平坦

地に見える場所において、自然堤防等の微高地

が埋積されている可能性を旧地形から読み取る

必要性がある。

（４）　今まで貝塚の分布や貝塚の貝層から出土し

た貝の貝種組成から旧海岸線が推定されている。

熊本では、縄文海進による堆積物の特徴、年代、

海水の浸入による影響、気候変動を総合的に解

３　熊本県内の平野部における縄文海進・海退について
馬場　正弘

写真－479　熊本平野の奥地にあたる熊本市城南町
 に所在する御領貝塚

写真－480　海水面より高い位置にある海食洞
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図－512　熊本県内の縄文時代の貝塚の分布
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説してある一般向けのものが不足している。

（５）　今回は、南極の氷、北アメリカ、ヨーロッ

パ大陸北部の氷床が解けたことによる海水によ

る荷重増加による隆起（ハイドロアイソスタ

シー）や別府島原地溝帯の影響は資料の不足に

より考察できていない。これらを考えていく上

でも、基礎資料として価値がある。

３　これまでの研究史

　縄文海進に関する報告としては、有明海研究グ

ループ（1965）の有明粘土層が最も古い。しかし、

有明海についての記載はあるものの玉名平野などの

陸上部にある縄文海進期や海退後の記載はなされて

いない。その後、田村・堀川（1988）は、浜戸川の

改修工事の際、地下５ｍから産した貝を記載し縄文

海進層について記載した。さらに、田村（1990）は、

熊本平野における縄文海進を、化石、ボーリング調

査、放射性炭素年代測定、花粉分析をもとに総合的

に解析を行っている。最近では、長岡ら（1997）が、

ボーリング調査、放射性炭素年代測定や珪藻分析を

行い、玉名平野の海面変化について考察を加えてい

る。尚、長岡らは、最高海面期でも上小田宮の前遺

跡や北の崎遺跡が所在する玉名市街地南西方の狭窄

部（高瀬付近）より上流の玉名平野部には海岸線は

ないとして、（古）菊池川河口は、この狭窄部付近

にあったとしている。

４　分析を行った遺跡　（図－513）

①　玉名平野

１　上小田宮の前遺跡（玉名市上小田）

２　北の崎遺跡（玉名市安楽寺田崎）

②　熊本平野

３　池辺寺関連遺跡群（熊本市池上）

４　大江遺跡群（熊本市九品寺）

③　八代平野

５　西片百田遺跡付近（八代市宮地）

５　玉名平野及び熊本平野の約１万年前の地形

　約１万年前の（最終氷期の）有明海の最低海水準

は、－130ｍ以下であったとされている（有明海研

究グループ，1965）。その時代にあっては、玉名平

野と熊本平野は、今でいう扇状地的な場所であり土

石流などによって埋めたてられた場所であったと考

えられる。よって、堆積物も扇状地と同じような砂

礫層であった。平野部の基盤となっている砂礫層

（基底砂礫層）の深さを地図上に落として等高線を

えがいたのが図－514と図－515である。

図－513　分析を行った地点の位置図

１　玉名市上小田 ２　玉名市安楽寺田崎 ３　熊本市池上

４　熊本市九品寺 ５　八代市宮地
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　玉名平野では、北の崎遺跡や上小田宮の前遺跡が

所在する狭窄部より上流の菊池川流域では、現在の

木葉川付近が海抜－10ｍの谷地形（埋没谷）となっ

て（古）木葉川が流れており、（古）菊池川が現在

の位置より東側を流れて、（古）木葉川と合流して

いたものと考えられる。現在のような平坦な土地で

はなく谷地形が存在していた。

　一方、熊本平野では、海抜－10ｍの等高線は現在

の平野部の奥までのびており、木山川流域では沼山

津付近、御船川流域では御船インターチェンジ付近、

緑川では御船川との合流地点付近まできており、等

高線内側では玉名平野同様、全体的には谷地形（埋

没谷）が見られ、現在のような平坦地形ではないこ

とが理解できる。

　さらに、アカホヤ火山灰の標高を地図上に落と

し、海抜５ｍ間隔で等高線を引いたのが図－516で

ある。アカホヤ火山灰とは、今から約6300年前、鬼

界カルデラが火砕流噴火を起こしたときに、上空に

舞い上がった火山灰が堆積したものを言う。全国一

円に堆積しており、この火山灰により

全国各地に統一した時間軸をもたせる

ことができる。考古学においてはたい

へん便利な火山灰である。約１万年前

の等高線図と比較すると、既に谷の部

分が埋められていっていることが理解

できる。なお、アカホヤ火山灰が降灰

した約6300年前付近は、海面が上昇し

たピークとされている。

６　縄文海進・海退

　縄文海進とはそもそも全国に分布す

る貝塚の存在から提唱されたものであ

る。海性や汽水性の貝などが産するこ

とにより海岸線付近に多数あるはずの

貝塚が、内陸部で発見されたことから

海が陸地に浸入する海進説が唱えられ

た。当初は、火山活動や地震による影

響で地面が沈降して相対的に海面が上

がり上昇したように見えるのではない

かなどの見解もあったが、日本の縄文

時代と同時期に世界的に海水面の上昇

が起こっていることが判明し、全世界的に起こった

海面上昇が原因であることがわかったのである。海

面上昇をもたらした大きな原因は温暖化による極地

方の氷床が融けたことにある。今回の調査で、八代

の西片百田遺跡近くの宮地以外の調査地で植物の

花粉分析を行い気候変動についても分析を行った。

図－523の「玉名市安楽寺田崎における縄文海進の

状況」の花粉群集を参照していただきたい。海退期

後に照葉樹にかわって針葉樹が繁栄してはいないの

で劇的に気温が低下したことではない。またこのよ

うな海水準変動については、その後多くの研究がな

され、縄文時代以降にも海面変化が起こっているこ

とが理解されるようになってきた。最近の研究によ

り８世紀初頭の海水面は現在より約１ｍ低く、10世

紀初頭になるとほぼ現在の海水面まで上昇している。

さらに12世紀になると現在の海水面より約50㎝高く

なったとされている。この頃、ヨーロッパでは中世

海進がおこっている。ヨーロッパ各地で発見される

海底遺跡からも海進・海退があったと考えられてい

田村（1990）より引用

図－514　玉名平野における縄文海進前の等高線図
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田村（1990）より引用

図－516　熊本平野におけるアカホヤ火山灰層基底面の等高線図（単位：ｍ）

田村（1990）より引用

図－515　熊本平野における縄文海進前の等高線図（単位：ｍ）
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るが、全世界的に起こったものかは判明しておらず、

半地球的であった可能性もある。

　一方、海退は、温暖化後寒冷化し氷床が再びでき

たからではない。事実、今回の調査の花粉分析等か

らも植生が寒冷化した事実は見つかっていない。縄

文海進時の植生が引き続き繁栄している。温暖化の

影響を受け極地方にある氷床が融け海面が上昇し海

水量が増加したことにより、海水の重みで海洋底が

形面上昇の時期から遅らせながら、ゆっくり下がっ

たことが大きな原因である。つまり地面が下がって、

見かけ上海面が下がったように見えているのである。

７　縄文海進による層相（地層の様子）変化

　日本各地の平野部の堆積物において、縄文海進時

の堆積部は、特徴的な地層変化（層相変化）が見ら

れる。縄文海進によって海面が上昇することによっ

て海が内陸部まで浸入してくる。それまで浸食の場

から一転堆積の場へと移りかわる。すると、砂質の

堆積物を主とするものになる。さらに、海面が急激

に上昇すると現在の有明海の干潟のような環境にな

り、堆積物は粘土が中心となる。その後、海退期に

なると、一部陸地化し河口の末端に三角州が発達す

る。すると堆積物も砂や粘土を中心とした三角州堆

積物から構成されるようになる。海水が浸入して海

面下になった場合、このような一連の堆積物になる

ことが多い。このような堆積の仕方は、日本各地の

平野部でしばしば見られている。

　今回、調査対象とした遺跡の上小田宮の前では

6.36 ～‒2.58m、北の崎遺跡では2.74 ～‒5.14m、

池辺寺関連遺跡群では3.89 ～‒10.51m、大江遺跡

群では8.94 ～ 2.09m、西片百田遺跡近隣の八代市

宮地では-5.4 ～-15.5mにおいて、遺跡によっては

欠落している層はあるものの、下位（下の層）から、

基本的に砂→シルト→粘性土（腐植土）→シルト→

粘土と変化しているのが理解できる。縄文海進に
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よって完全に潮下帯（海水中浅海）に入ってはいな

いとしても、海水準が上昇することによる影響を受

けているものとなっている。なお、潮の干満によっ

て、潮が満ちたときの水面に近い場所を高潮帯とい

い、潮が引いたときの水面に近い場所を低潮帯とい

い、高潮帯と低潮帯の中間を中潮帯という。これら

の潮が満ちると水面に沈み、潮が引くと水面より上

になる場所を潮間帯という。この潮間帯より上を潮

上帯、下を潮下帯といい区別する。

　潮上帯 － 潮間帯（高潮帯－中潮帯－低潮帯）

－ 潮下帯（浅海）

８　海水の影響

　縄文海進による海面上昇による海水の影響とい

う観点では、海抜０ｍ以下であれば直接影響をうけ

るのは当然であるが、海岸線より内陸部においても

海水の影響をうける場所がある。それは河川である。

河口付近の河川は川底が海面より低くなり、河川に

海水が浸入する。この時、海水の方が淡水よりも比

重が大きい為、表面付近は淡水、川底付近には塩分

濃度の高い海水となる。河川の淡水の下に海水が潜

り込み、くさびが打ち込まれたような形状になるこ

とから「塩水くさび」と言われている。よって、現

在の河川においては、溯上する海水による塩害を防

ぐため河口堰を設けている。よって縄文時代、満潮

時には海水の溯上により河川の内陸奥深くまで影響

を受けた可能性がある。約１万年前の最終氷期終末

期において、玉名地方では、（古）木葉川（縄文海進

前の木葉川）付近では海抜－10m程度であったので

十分川を遡上して塩水が浸入してきたことが予想さ

れる。また、熊本平野においても同様のことが言える。

９　各地点の堆積環境（珪藻分析）

　珪藻は、おもに水域に生息するケイ酸の殻をもつ

単細胞植物である。海水域から淡水域のほぼ全域に

生息しており、粘土やシルト質土壌など湿った土壌

にまで生息する。珪藻の塩分濃度、酸性度、流水性

などの環境下において、それぞれ固有の環境もしく

は多重な環境下で生育する。珪藻の殻は、死後堆積

物中に保持される。堆積物中から検出された珪藻の

遺骸は、当時の堆積環境を反映しており、古環境復

元の指標とされている。

　今回の調査においては、堆積物が淡水、汽水、海

水のどの環境下にあったか区別するために、珪藻分

析を行い各層の把握を行った。

　なお、分析にあたっては、砂の層では、珪藻の生

育に適さない堆積環境であると考えられ、粘性土及

びシルトの層にしぼり、これらを分析している。

①　上小田宮の前遺跡

粘性土層下部（図－518－９）の堆積当時は、真一

中塩性種（海一汽水生種）や陸生珪藻が優占し、珪

藻密度が低いことから、汽水域に面する汀線の環境

が推定される。

　粘性上層上部（図－518－８）では、陸生珪藻、

中塩性種（汽水生種）、海水砂質干潟環境指標種群、

海水泥質干潟環境指標種群、流水性種が主に出現

することから、流水の影響のある汽水域から干潟、

湿った陸域が示唆され、広域に海水が移動する遠浅

の干潟の汀線付近の環境が推定される。

　シルト層（図－518－６、７）では、陸生珪藻を

主に、海水砂質干潟環境指標種群、海水泥質干潟環

境指標種群、流水性種を含む貧塩性種（淡水生種）

が出現することから、汀線付近の湿った陸域環境が

示唆される。

　放射性炭素年代測定で6000±40年BPの年代値が

得られた層準直下のシルト層（図－518－５）では、

海水砂質干潟環境指標種群と海水泥質干潟環境指標

種群が優占し、陸生珪藻、流水性種などが伴われる

ことから、干潟環境が示唆される。

　5870±40年BPの年代値が得られた層準より上位

の砂混じりシルト（図－518－１、３）では、陸生

珪藻や中塩性種（汽水生種）が多く、流水性種、干

潟種を主とする真一中塩性種（海一汽水生種）が伴

われることから、河川の影響のある汽水域の汀線付

近の湿った陸域環境が推定される。

②　北の崎遺跡

　放射性炭素年代測定で7190±50年BPの年代値が

得られた砂混じり粘質土層（図－519－29）の堆積

当時は、外洋、内湾環境指標種群の真塩性種（海水

生種）、海水砂質干潟環境指標種群、海水泥質干潟
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Cocconeis  placentula

Achnanthes  lanceolata
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Rhopalodia  gibberula
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Achnanthes  lanceolata
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環境指標種群を主とする真－中塩性種（海－汽水生

種）が優占することから、湾外からの影響を受ける

内湾から干潟の環境が示唆される。貧塩性種（淡水

生種）は近隣の河川の流れ込みによると考えられる。

　6690±40年BPの年代値が得られた層準下位の粘

性土層（図－519－28）から6960±40年BPの年代値

が得られた粘性土層下部（図－519－26、27）にか

けては、外洋、内湾環境指標種群が優占することか

ら､ 湾外からの影響を受ける内湾の環境が示唆され

る。また、近隣での干潟の分布、河川の流れ込みが

推定される。

　6420±40年BPの年代値が得られた層準付近（図

－519－24、25）では、外洋、内湾環境指標種群が

優占することから、湾外からの影響を受ける内湾の

環境が拡大したと考えられ、近隣の河川の流れ込み

と水域の分布が推定される。

　5740±40年BPの年代値が得られた層準より下位

の粘性土層（図－519－22、23）では、海水砂質干

潟環境指標種群、海水泥質干潟環境指標種群および

流水性の中～下流水性河川環境指標種群と沼沢湿地

付着生種の貧塩性種（淡水生種）が増加し、外洋、

内湾環境指標種群はやや減少していることから､ 干

潟環境と河川河口域の環境が考えられ、海水準の低

下が示唆される。

　5720±40年BPの年代値が得られた層準直下の

粘質上層（図－519－20、21）から5680±40年BPの

年代値が得られた砂質土シルト層（図－519－15 ～

19）にかけては、流水性の中～下流水性河川環境指

標種群、沼沢湿地付着生種が優占し、海水泥質干潟

環境指標種群、外洋、内湾環境指標種群、陸生珪藻

が出現することから、近隣に陸域を伴う河川河口域

の環境が示唆され、潮の干満により干潟、内湾、湾

外からの影響があったことが推定される。

　砂質土シルト層中部（図－519－10 ～ 13）では、

内湾環境指標種群、流水性の中～下流水性河川環境

指標種群、沼沢湿地付着生種、陸生珪藻が優占し、

海水泥質干潟環境指標種群が伴われることから、河

川河口域の影響の強い、内湾環境が陸域に接する湿

地の環境が示唆される。

　砂質土シルト層上部（図－519－５～９）から粘

性土層下部（図－519－４）にかけては、珪藻がほ

とんど検出されなかった。珪藻が検出されない原因

としては、珪藻の生育に適さない乾燥した堆積環境

であったことや、水流による淘汰を受けたことなど

が考えられる。

　粘性土層上部（図－519－３）では、陸生珪藻が

優占し、中～下流水性河川環境指標種群、沼沢湿地

付着生種の流水性種が伴われることから、河川に接

するやや乾燥した湿地の環境が示唆される。

　シルト層（図－519－２）から粘性土層（試料１

－１）にかけては、流水不定性種を主に、沼沢湿地

付着生種、中～下流性河川環境指標種群の流水性種

が優占することから、河川に接する不安定な淡水域

が示唆される。

③　池辺寺関連遺跡群

　Ⅰ帯（図－520－試料2680）では、陸生珪藻で占

められ、湿った陸域の環境が示唆される。

　Ⅱ帯（図－520－試料2585、2630）では、中～下

流性河川環境指標種群の好流水性種が優占し、中～

下流の河川域の環境が推定される。

　Ⅲ帯（図－520－試料2080、2520）では、内湾環

境指標種群が優占し、中－貧塩性種を伴うことから、

内湾でも河口付近の汽水や淡水の影響を受ける環境

が推定される。

　Ⅳ帯（図－520－試料485～ 2030）では、外洋、内

湾環境指標種群の真塩性種（海水生種）、内湾環境指

標種群の真－中塩性種（海－汽水生種）が占める割

合がさらに増加し、Ⅲ帯よりも外洋の影響を強く受け

る内湾の環境が示唆される。なお、下位（図－520－

試料1640 ～ 2030）では外洋、内湾環境指標種群が増

加傾向を示すことから、海進が進行したことが推定さ

れ、上位（図－520－試料485～ 1620）では真－中塩

性種（海－汽水生種）や内湾環境指標種群の真－中

塩性種（海－汽水生種）がやや多様に出現すること

から、海進が落ち着き内湾から干潟の環境に遷移し

たことが推定される。

　Ⅴ帯（図－520－試料445、460）では、真・好止

水性種が優占し、流れのない湖沼域の環境が示唆さ

れる。

　Ⅵ帯（図－520－試料400、425）では、汽水藻場



684

附論

Fragilariaconstruens

Hantzschiaamphioxys

Rhopalodiagibberula

Pinnulariaschroederii

Naviculamutica

Aulacoseiraspp.

Fragilariaconstruensv.venter

Aulacoseiragranulata

Fragilariacapucina

Diploneisspp.

Fragilariapinnata

Paraliasulcata

Bacillariaparadoxa

Rhoicospheniaabbreviata

Fragilariaconstruensv.binodis

Thalassionemanitzschioides

Thalassiosirabramaputrae

Nitzschiafrustulum

Thalassiosiraspp.

Naviculaspp.

Thalassiosiraexcenrica

Achnantheslanceolata

Chaetocerosspp.

Cocconeisplacentula

Cyclotellastriata-stylorum

Diploneisbombus

Fragilariabrevistriata

Melosirasp.1

Achnantheshaukiana

Achnanthesdelicatula

Nitzschiacocconeiformis
Diploneissmithii

Nitzschiagranulata 図
－
52
0　
熊
本
市
池
上
（
池
辺
寺
関
連
遺
跡
群
）
に
お
け
る
珪
藻
分
析



685

附論

Gomphonema  parvulum

Cocconeis  placentula

Gomphonema  gracile

Navicula  elginensis

Pinnularia  subcapitata

Hantzschia  amphioxys

Achnanthes  lanceolata

Rhopalodia  gibberula

Pinnularia  borealis

Nitzschia  palea

Navicula  mutica

Fragilaria  capucina

Navicula  contenta

Navicula  gallica

Nitzschia  amphibia

Eunotia  bilunaris

Nitzschia  brevissima

Gomphonemaspp.

Anomoeoneissp.

Navicula  ignota

Rhopalodiaspp.

図
－
52
1　
熊
本
市
九
品
寺
（
大
江
遺
跡
群
）
に
お
け
る
珪
藻
分
析



686

附論

環境指標種群、汽水泥質干潟環境指標種群が優占し、

Rhopalodia  gibberulaが伴われることから、浅い汽

水域の環境が推定される。

　Ⅶ帯（図－520－試料190 ～ 380）では、貧塩性

種（淡水生種）で占められ、中～下流性河川環境指

標種群、沼沢湿地付着生環境指標種群、真・好止水

性種が出現し、河川の流水域から流れのない沼沢域

の環境が示唆される。珪藻密度が低いことなどから、

土層の堆積速度が速かった可能性が考えられる。

④　大江遺跡群

  放射性炭素年代測定で5910±50年BPの年代値が得

られた試料8.0ｍ（図－521）より下位の層準では、

珪藻がほとんど検出されないことから、堆積環境の

推定は困難である。珪藻が検出されない原因として

は、珪藻の生育に適さない乾燥した堆積環境であっ

たこと、水流による淘汰を受けたこと、および土層

の堆積速度が速かったことなどが考えられる。なお、

試料8.0ｍ（図－521）では微量ながら中－真塩性種

（汽－海水生種）が認められることから、何らかの

海水の影響を受けていた可能性が示唆される。

  4300±60年BPの年代値が得られた試料7.4ｍ

（図－521）では、陸生珪藻が優占し、貧－中塩性

種（淡－汽水生種）も比較的多いことから、湿潤な

陸域が優勢な環境であり、淡水域から汽水域の影

響も受けていたと考えられる。その後、試料6.9ｍ

（図－521）の時期には河川の影響のある湿地が拡大

したと考えられ、汽水域の影響は見られなくなっ

たと推定される。3840±40年BPの年代値が得られ

た試料6.1ｍ（図－521）の黒色粘性土の堆積当時は、

湿潤な陸域が優勢な環境であり、流水の影響のある

湿地も分布していたと推定される。

　3740±40年BPの年代値が得られた試料2.9ｍ

（図－521）の砂質シルト層では、流水性種を伴う

流水不定性種が優占することから、流水の影響も

ある不安定な水域の環境が示唆される。試料2.5ｍ

（図－521）と試料2.3ｍ（図－521）の固く締まった

暗灰色シルト層では、珪藻がほとんど検出されない

ことから、堆積環境の推定は困難である。珪藻が検

出されない原因としては、前述のようなことが考え

られる。

10　玉名平野や熊本平野における縄文海進・海退の時期

（１）　玉名平野における縄文海進・海退の状況

①　上小田宮の前遺跡

　放射性炭素年代測定の結果、今回分析した地層は、

縄文時代前期（5870±40yBP ～ 6000±40yBP）の

堆積物が中心である。分析に耐えうるだけの試料が

採収できたのはこれらの層しかなく、本遺跡の堆積

物の分析結果から海進時期や海退時期を議論するだ

けのものは得られなかった。

　しかし、日本各地の海岸平野部には、縄文海進に

よって海が進入してきたときを示す砂質堆積物を主

とする地層と、つづいて海面が急速に上昇したとき

に堆積した粘土が中心になる地層と、その後の小規

模な海面低下と三角州の発達による砂や粘土を中心

とする三角州堆積物の三層で構成されているところ

が多いが、本調査地の地層においても同様の傾向が

得られていることから、分析の結果では十分な結果

は得られなかったが、地層の層相変化を考えると縄

文海進の影響があったことがうかがわれる。

　また、珪藻分析結果からは、湿った陸域と干潟や

汽水域の環境を繰り返すような海岸線付近の不安定

な環境にあったことが推察される。また、花粉分析

やプラント・オパール分析結果からは、照葉樹林を

主体とする温暖な気候であったことがうかがわれる。

したがって、上小田宮の前遺跡付近では、縄文時代

前期（5870±40yBP ～ 6000±40yBP）に、縄文海

進によって調査地点付近まで海岸線が到達していた

可能性が高い。ただし、淡水生種や陸生種も検出さ

れていることから、完全に海水域であったのではな

く、潮の干満によって変化する海岸線付近の環境で

あったと考えられる。

②　北の崎遺跡

　北の崎遺跡の地層においては、中世の遺物包含層

から深度約12ｍの深さまでシルト層や粘性土を主体

としており分析に適した層が豊富である。よって年

代測定、珪藻分析、花粉分析等においてほぼ連続的

に分析が可能となった。

　放射性炭素年代測定の結果、今回分析した地層

は、縄文時代早期～前期（7190±50yBP ～ 5680±

40yBP）の地層を中心とし、縄文海進期の高頂期の
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図－523　玉名市安楽寺田崎における縄文海進の状況

図－522　玉名市上小田における縄文海進の状況
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約6000年前と言われている前後の層をとらえること

ができた。

　具体的に地層の層相変化を見ると、日本各地の海

岸平野部で見られるように、縄文海進によって海が

進入してきたときを示す砂質堆積物を主とする地層

と、つづいて海面が急速に上昇したときに堆積した

粘土が中心になる地層と、その後の小規模な海面低

下と三角州の発達による砂や粘土を中心とする三角

州堆積物の三層で構成されている。よって北の崎遺

跡の地層においても全国の平野部で見られる傾向が

得られている。同じ玉名平野に所在する上小田宮の

前遺跡においても、同じ層相変化をしていることか

ら、堆積物の特徴からも縄文海進期には海面上昇に

伴い現在の平野部に海水が浸入してきた様子がうか

がえる。

　北の崎遺跡では、珪藻分析結果から、下位の粘性

土を主とする層では内湾～外洋の海水の影響を受け

ていたことが推察される。このことは完全に海水に

覆われる潮下帯（浅海）になったことを意味してい

る。よって内湾～外洋になった時期には、北の崎遺

跡周辺は海で遺跡の平坦部が汀線、いわゆる波打ち

際である海岸線となり木葉川の上流域まで海水の影

響を受けていたことが予想される。

　花粉分析やプラント・オパール分析結果では、上

小田宮の前遺跡同様、照葉樹林を主体とする温暖な

気候であったことがうかがわれる。したがって、北

の崎遺跡付近では、およそ6000 ～ 7000年前に最も

海岸線が入り込んでいたと考えられる。ただし、淡

水生種や陸生種も検出されていることから、完全に

海水域であったのではなく、潮の干満によって変化

する海岸線付近の内湾環境であったと考えられる。

その後、約4000年前付近（不整合がないものとして

層相、層厚と年代より割り出した値）から次第に海

水面が後退し、干潟の環境に遷移し、歴史時代には

完全に陸域になったものと推察される。

（２）　熊本平野における縄文海進・海退の状況

①　池辺寺関連遺跡群

　砂礫層直上のシルト層は、放射性炭素年代測定に

より最終氷期にあたる29850±110年BPの年代値が

得られ、同シルト層の上の層からは9990±30年BP

の年代値が得られており不整合が間に挟まれている

可能性が高い。この期間は、最終氷期といわれ気温

の低下に伴って、海水中の水が蒸発して降雪し陸上

の氷となったため、地球上の海水量が大幅に減少し、

世界中で海面が約120mも低下したと言われている。

この影響で堆積作用が少なくなったり、侵食を受け

るなどして堆積ができなかった時期に相当すると思

われる。分析結果からイネ科（ヨシ属など）やカヤ

ツリグサ科などの草本類が生育する湿地的な環境が

推定される。周辺に森林は少なく、やや遠方もしく

は部分的にナラ類（コナラ属コナラ亜属）、エノキ

属－ムクノキ、スギなどが生育していたと考えられ

る。このように、放射性炭素年代測定結果や植生・

環境の推移から、最終氷期最寒冷期の堆積層は欠如

していると考えられる。

　9990±30年BPの年代値が得られた層準では、イ

ネ科（ヨシ属など）やカヤツリグサ科などが生育す

る草本湿地や河川域の環境が推定され、周辺にはナ

ラ類を主としてクルミ属、ハンノキ属なども生育す

る落葉広葉樹林が分布していたと考えられる。落葉

広葉樹林の分布から、冷温帯の気候が示唆される。

　8030±30年BPの年代値が得られた層準では、内

湾や汽水域の環境が推定され、海面上昇（海進）の

影響が考えられる。周辺域には温帯性針葉樹のイチ

イ科－イヌガヤ科－ヒノキ科、温帯落葉樹の性格を

もつエノキ属－ムクノキなどが生育する中間温帯林

が分布していたと考えられ、調査地点付近にはイネ

科（ヨシ属など）やカヤツリグサ科などの草本湿地

が分布していたと推定される。

　7555±30年BPから5685±25年BPの年代値が得られ

た層準では、外洋の影響を受ける内湾の環境が推定

され、海面上昇（海進）がさらに進んだと考えられる。

周辺域では気候温暖化に伴ってカシ類（コナラ属ア

カガシ亜属）やシイ類（シイ属－マテバシイ属）を主

体とする照葉樹林が分布拡大したと推定される。

　4155±25年BPおよび4135±25年BPの年代値が得

られた層準では、淡水の湖沼ないし浅い汽水域の環

境が推定され、海面低下（海退）の影響が考えられ

る。調査地点にはイネ科（ヨシ属、マコモ属など）、

ガマ属－ミクリ属などの草本湿地が分布しており、
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周辺域にはカシ類、シイ類、クスノキ科などの照葉

樹林が分布していたと推定される。

　3335±20年BPの年代値が得られた層準では、淡

水域の環境が推定され、海退後河川が形成されたと

考えられる。尚、花粉が検出されていない。

　熊本市池上付近では、約8000年前に縄文海進が始

まり、汽水域である海岸線付近の環境であり、その

後さらに海進が進むと、約7500年前には完全に海面

下になり外洋の影響を受ける内湾の環境になってい

る。その後、海退に伴って、約4100年前に淡水域も

しくは汽水域の環境で海岸線付近の環境であったこ

とが予想される。

②　大江遺跡群

　19420±90年BPの年代が得られた層準からは、植

物珪酸体分析等からササ属（ミヤコザサ）が卓越し

ていることから比較的寒冷な気候であったことが推

定される。

　5910±50年BPの年代値が得られた層準からは、

ススキ属やチガヤ属などが生育する草原で、周囲に

はクスノキ科などの照葉樹林が分布するような環境

で、比較的温暖な気候であったことが推定される。

この層準から微量ながら汽水～海水性の珪藻が認め

られることから、何らかの海水の影響を受けていた

可能性がある。

　19420±90年BPと5910±50年BPの層準の間は、層

の厚さが約１ｍほどしかなく約13500年ほど年代の開

きがあり、植生や堆積の環境がまったく異なるもの

になっているため、不整合が存在していることが予

想され、これらの年代を示した層の間は大きく欠落

している可能性が高い。これは他の遺跡の状況と全

く同じであり、寒冷化した最終氷期の影響を受けて

欠落したものであると考えられる。

図－524　熊本市池上における縄文海進の状況
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　4300±60年BPの年代が得られた層準からは、カ

シ類やシイ類などの照葉樹を主体とし、ハンノキ属

やエノキ属などの落葉樹も生育する森林植生が分布

していて温暖な気候であったことが推定される。ま

た、この層準では、陸生珪藻が優占するものの、淡

水～汽水生種の珪藻も比較的多いことから、湿潤な

図－525　熊本市九品寺における縄文海進の状況
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陸域で海水の影響を受けるような環境であったこと

が推定できる。

　3840±40年BPの層準では、カヤツリグサ科やヨシ

属などが生育する湿地環境であり、周辺にはカシ類

やシイ類を主体とした照葉樹林が分布しており、また

珪藻分析では陸生珪藻が主で、流水性種で沼沢湿地

付着生環境指標種群を伴うことから、この当時は湿

潤な陸域で淡水の流水の影響がある環境であったこ

とが推定される。よって約3800年前には海水の影響

を受ける環境ではなくなっていたことが理解できる。

　3740±40年BPの層準では、ススキ属やヨシ属な

ど植生が見られるような湿潤な環境で、珪藻では、

流水性種を伴う流水不安定種が優占することから、

流水の影響がある湿地であったと推定される。この
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図－526　縄文海進により海水の影響を受けた層の層厚変化
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時期になると河川の影響を受けているのではないか

と考えられる。

　以上のことをまとめると、大江遺跡群が所在する

熊本市九品寺付近では、縄文海進の時期は特定でき

ないが、少なくとも約5900年前から約4300年前の期

間で海水の影響を受ける海岸線付近の環境であった

ことが考えられる。しかし、約5900年前以前におい

ては層が欠落しており、何年前から海水の影響を受

けていたかはわからない。そして約3800年前以降に

なると、海水の影響を受けなくなり、河川などの流

水の影響を受ける環境になっているため、この時期

になると海退した後であると考えられる。

11　熊本県内平野部における海水準変動について

　今回は、明らかに海水の影響を受けた汽水域およ

び海域になった層の上面の標高を示すと、玉名市上

小田では、標高3.25m、玉名市安楽寺田崎では、標

高3.32m、熊本市池上では標高1.84m、熊本市九品

寺では標高5.19mであった。八代市宮地では－８m

であるが、日奈久断層の平均変位量（10.7m）を戻

すと標高約2.7mとなる。約３mは確実に海面が上

昇していたと考えられ、海水が遡上するような河川

地域では標高５m付近まで海水の影響があったもの

と考えられる。よって、今回の古環境調査によって

縄文時代には、約３m～５mの最高海面高の変化が

あったものと考えている。

12　熊本県内における海岸に面する平野部の形成

　汽水及び海性層と考えられる粘質土からシルト

層のトップ（上面）より上位にのる堆積物の層厚

（海退時～現在までの層の厚さ）を比較すると、上

小田宮の前遺跡5.4m、北の崎遺跡5.0m、池辺寺遺

跡4.0m、大江遺跡群6.9m、西片百田遺跡周辺部

12.8mである。玉名平野と熊本平野では大方４ｍか

ら７ｍの範囲に含まれる。尚、これらの層の中には

人為的な削平が行われており、本来の層厚であると

は考えられないが、現在の平野部の表面から大きく

低下しているものではなく人為的に客土で元の高さ

まで戻されているため、現在の地表の標高を削平を

受けていない状態の標高とほぼ同じと仮定して算

出している。しかしながら西方百田遺跡周辺では、

12.8ｍにもなる。この地域では、前述したとおり断

層運動による変動を考慮しなければならない。八代

平野には平野部の東に連なる山地部に平行するよう

に日奈久断層という活断層が延びている。熊本県地

域活断層調査委員会（1998）の評価では、103年に

0.15 ～ 0.40ｍ活断層による変位量が割り出されて

いる。海退が進んだ4000年前から現代までの変位量

が約5.8 ～ 15.5ｍで平均値が10.7ｍである。よって、

約4000年間で平均で10.7m地面が沈んでいることと

なる。沈めば新たな堆積の場となり砂などが急速に

堆積する。他の地域とは全く異なるスピードで埋め

られたことにより、海退期以降の堆積物が約13mと

なったと考えられる。よって他の地域にそのままあ

てはめることはできないので八代平野の場合、熊本

平野や玉名平野とは異なり補正を加えながら考察す

るべきである。今回は参考程度に見て頂きたい。

　熊本平野や玉名平野では、縄文海進の海退期後は

河川流域を除いてほぼ同じような厚さ（３～４mの

差はある）で堆積物がのっていると考えられ、平坦

な地形の原型を形成したのは縄文海進によって海水

による埋め立てられたことによるものであると考え

られる。縄文海進前は、熊本平野では約30mの標高

差、玉名平野では約10mの標高差がある地形を呈し

ていたものが、現代でほぼ標高差がほとんどない地

形になっていることからも、縄文海進が平野形成に

大きく寄与しているかがうかがえる。

13　縄文時代の最高海面期における海岸線の推定

　縄文時代には、熊本県内の平野部には海水が浸入

してきたのは事実であるが、海岸線がどこにあった

写真－481　益城町から望む熊本平野
（右奥に見える山が金峰山）
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か復元するのは極めて困難である。今回の調査に

よって熊本県内では３ｍ以上海面が上昇したことは

判明した。３ｍ上昇したということで、そのまま３

ｍ海面を上げたところで海岸線を設定することはで

きない。前述したように、海水量が増えたことによ

る地形の変化（ハイドロアイソスタシー）によって

地面の変動が起こっていること。または熊本県内に

は日奈久断層、布田川断層、竜田山断層など活断層

が複雑に存在していること。これらの要因により正

確な海岸線を設定はできない。

　今回は、埋蔵文化財における縄文時代の遺跡の立

地条件や人々の移動を考える上では、おおよその推

定線は必要と考え、不確実ではあるが推定域を設定

した。推定域を考察する上で、以下の観点から設定

しているのでご留意いただきたい。

①　傾斜区分図において、３度未満であること。

②　沖積世と洪積世以前の地質との地形境界を境

として平坦地であること。

③　標高10ｍ以下の平坦地を対象とし、内陸部の

平坦地は除外する。

④　貝塚が位置する地点より海岸線側に推定域を

設定する。

貝塚の名称

１ 若園貝塚
２ 浜田貝塚
３ 庄司貝塚
４ 古閑原貝塚
５ 繁根木貝塚
６ 保田木貝塚
７ 桃田貝塚
８ 片諏訪貝塚
９ ビナワラ貝塚
10 キャアガラワラ貝塚
11 竹崎貝塚
12 久島貝塚
13 尾田貝塚
14 湯の浦貝塚

図－527　縄文時代最高海面期における玉名平野の海岸線推定線（縮尺：1/100,000）
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貝塚の名称

15 北内湯貝塚
16 千金甲菖蒲谷貝塚
17 川戸貝塚
18 沼山津貝塚
19 カキワラ貝塚
20 甘木貝塚
21 辺田見貝塚
22 ソビエ石貝塚
23 黒橋貝塚
24 阿高貝塚
25 御領貝塚
26 今村貝塚
27 轟貝塚
28 西岡台貝塚
29 曽畑貝塚
30 古保里貝塚
31 曲野貝塚

図－528　縄文時代最高海面期における熊本平野の海岸線推定線（縮尺：1/100,000）
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14　まとめ

（１）熊本県内では、縄文時代に起こったとされて

いる海進（縄文海進）は、約7000年前に始ま

り約4000年前に海面が現在の高さまで戻った

と考えられる。

（２）縄文海進による海水面の変化は、３m～５m

であったと考えられる。

（３）県内の平野部の平坦地形の形成には、縄文海

進が大きく関与しており、現在のような平坦

地形は約4000年前に大方できていたと考えら

れる。

（４）県内の平野部においては、地形境界の近隣ま

で海水が浸入してきている。貝塚も沖積地と

洪積地の地形境界付近に分布する。よって貝

塚の位置は大方当時の海岸線を示唆するもの

である。

（５）今回の結果は平野部の傾向を示すものであり、

正確な数値を出すまでの精度はない。よって

今後データを増やすことにより精度を高めて

いく必要がある。
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遺 跡 の 概 要

　北の崎遺跡では、洪積地の平坦地区と沖積地である湿地区の土質が異なる地域の発掘調査となった。調査

の主な成果は、縄文時代晩期、弥生時代中期、古墳前期～中期前葉、奈良・平安時代のそれぞれの集落の様

子を考察できたことにある。縄文時代においては、包含層中から後期から晩期の土器を中心として出土して

いるが、遺構としては、晩期の住居・土坑・埋鉢が検出された。玉名地方では縄文時代の遺構の検出例がさ

ほど多くないことから貴重な資料となりうる。また、縄文時代については、湿地区の土壌分析により、7000

年前に海進が始まり、4000年前に海退していったことがわかり、本遺跡も少なからず海水の影響を受けたこ

とがわかった。弥生時代においては、竪穴住居、掘立柱建物および甕棺墓が検出されている。住居では、石

戈や器台などの出土があり祭祀的色合いが強いものが認められるものもある。また、甕棺墓は、集落の周辺

部に14基確認された。特に弥生時代中期後半の集落の構造（土地利用）が確認できたことは大きな成果で

あった。古墳時代においては、前期の土器がまとまって出土しており、型式分類を行ってその特徴をつかん

だ。古代においては、灯明皿として使用した坏・皿等が多量に出土した住居が検出された。また、湿地区か

ら出土した椀に「薗」と記されており、寺が管理していた畑が周辺に存在していた可能性があると考えられ

る。古代・中世の包含層からのアブラナ科の花粉の検出はその可能性に調和的とも言える。今後稲佐廃寺と

の関連性を考慮しておく必要がある。土器の胎土において各時代ごとに、胎土と採掘できる地域との関連性

の考察を行っている。土器作りに使用した粘土には、火山岩系と深成岩系のものがあり、器種によって使用

粘土に一定の傾向があることがわかった。

　一方、 抜遺跡では、遺構の検出はなかったが、ある程度まとまった遺物が出土した。 抜遺跡での包含

層は２枚ある。それぞれの包含層が形成された時期の詳細はわからないが、おおかた２層は古代（８世紀後

半）から中世（12世紀中頃から後半）で、３ａ層では一部中世の遺物を包含するものの、古墳時代から古代

（10世紀中葉）であろう。特筆すべき点としては、２層から鏑矢が出土していることである。梅林天満宮で

今でも氏子を持ち回りで変えながら流鏑馬が行われている。この鏑矢が直接関係しているか定かではないが、

900年以上前から現代に引き継がれている伝統行事だけに注意を要するものであろう。また、羽口が検出され

ていることから周囲に鍛冶遺構が存在する可能性がある。３ａ層では、墨書土器が出土したり、耳坏や椀の

高台の上に台をつけるような特異的な土器が出土したり、布目瓦が出土している点から、近隣に寺があった

可能性がある。
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ひと際輝いて見える新玉名駅でした。この九州新幹線の工
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